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夫婦 は、 その 仲に 初めて 出来た 11 而も 出夾 そこなった I ^；？^逾ひの赤ん：^？をそでなぃ：^-方で死な 

y いぢ. r ち 

してから * その 在住 地に ゐ たたまら なくなった。 

所 天 は、 裁判喾 記 の 事務 を 取り扱って ゐる にも、 死んだ チの恨 み^を as いたし •  はまた 所. 人と 

休んで ゐる 夢の 巾に も、 その 兒の 遠く 聽 える 泣き を 離れる ことが 出來 なかった。 

へう めん 

初めは • それが^^に 知れなかった のに 安心した が、 その 安心 はま だ 表面の ことで 一 心の 1" い 

から は、 死んだ 子が 復 8： でもす る 様に、 『お前 達の 罪惡を 鼓 表して やる ぞ』 と 叫ぶ ので ある。 

ほ れい 

それが、 自分 達の 迷 ひで あるの か、 それとも， 世 の 人 * がわが 兒 の亡靈 にさう けし を かける のか、 

ど ちらと も 判 SS がっか なくなった。 

思 ひ 出の 多い 土地に 在住す るからで あると 思って、 大阪 を拔け 出る 樣 にして 立ち退き • 常ても なく 

束 京へ 来たの はま だ W のこと である。 


手輕く 生活して 行ける 時候 だから • 所 9< は惯れ もしない 人力 _ ^を 扱き • 萎 はボ， ル箱を 張る ぐらね 

,^ら《 な * ま 

のこと で、 僅かに 裏店 住 ひ は 出 來てゐ た。 

然し 所 天の 日の かせぎ 高 は實に 僅かな もの だ。 

『旦那、 行き まひよ か』 と 云ふ樣 な， なまぬるい 口調で 向 ふの だから、 なかく 客 がっかない。 朝 早 

くから 辻々 ゃ廣ぃ 通り をから 車 を 挽いて ま はり、 時々 客に めぐり 合って、 1 1 三十 錢を？ S けて 歸 るに は、 

夜 疆 くまで かかる。 

そして 歸れ は、 疲れ切った からだ を • 殆ど 全く 何にも 知らす、 ぐッ すり 寢 込んで しまう。 

1 ほ  <; 心の底からの 復 饕を絕 えす 感す るの は 妻ば かりで、 所： 大 がかせ ぎに 出た 切 守 の^は、 頻りに ボ 

1 ル紙を 張って 箱の 形 を こしら へ ながら も • その ii の 巾に 卷 1^ 草が 這 入る の だら うと 思 ふと、 

『いや、 さう やお ま へん • お母さん』 と、 亡き 兒の 恨み ST か聽 える 樣な氣 がする。 それば かりなら、 

まだし も 辛，^ 出來 るが、 その 聲を聽 きつけて * 今にも、 追ッ 手の ものが 來 るかの 樣に思 はれる。 

めった  こ ォふ 

何事 をす るに も あたりが 憚 かられて、 そとな どへ は 滅多に 出た ことがない — 呼吸す るの カ^く の 

ことで。 

『もしい よく 拘" される としても • 自分ば かりで は 心細い』 と E、o ひ込 むと、 狹ぃ^ 路に 人の 足お と 

がする の を • さァ、 探偵で はない かと • 胸が わくく する こと も 度. ^だ。 

踏切番  一一 1 


泡 ゅ个^ 第二^  四 

そんな 心 や 恐れで、 St 晚、 IS りで は られ ない。 所 天が； a くな つてお るの を • 飛び立つ 樣に 出で 

迎 へて、 僅かに その 恐れの 半分 を 受け取って K ふ 様な 氣 になる。 

ふたりで 枕に ついてから、 妻が ひそ やかに、 

をづ. £ 

『け ふ も 始終 赤兒の がして ました 』 と 云 ふと、 所 H<: はまた も 聽 きたくな いと 云 ふ はな M つき をし 

て、 

『そない な ことがある もんか』 

と- うち 消して しまう 0 

ただ：：？？ 休めに 云 ふの だと は 知って ゐても • それが矢ッ張り多少の：：^休めにはなって、 たッた TO:* 半 

一^の 暗やみが、 夫婦の 唯 1 の 22 れ家 になって ゐ るが、 その |2れ{冰 から も、 ^^^は戕.，，にぉびぇ川すこと 

が ある。 

「八重 子！ どうし たんや』 

と、 空しく 瘙床 を 探った ぎ 天 は、 床から 離れた ところの 上の 方から 妻の 颤 へる e?s8 いた。 

『あんた • 早う あかり をつ けて おくれ やす I— どこ やらに あか 兒が來 てます。」 

『し ッ！』 と • 所 天 は 制して 兄た が、 それと：！ I 時に、 大阪 での あの おそろしい 夜の 全 « が やみに 目の 

^に ぶ。 


g 天 もぞ" と 冷水 を あびた 様に 神經が 引き立って、 急いで マッチ を摺 り、 枕 もとに ある 三分 心の ラ 

ンプに 火を點 すると • 妻が 顔へ てつ ッ 立って ゐる のが 見える。 a ッ t バムな^に も， あの 夜の に •  ni が 

きょろ/ \. 動いて ゐる。 

『どうし たんや』 と、 また 云って は 見た が、 束 京へ 来てから、 もう、 二三 度 もあった ことで * 妻のお 

ぴ えた 心持ち はよ く 分って ゐ るので、 ただ やわらか にかき 抱いて、 もとの 通り、 おなじ 寢 床へ 入れて 

やる。 そして 火 を 吹き消さう とすると、 

『ま ァ、 待って おくれ やす、 何とな うこ わう ぉまッ さかい』 と 云 ふ。 

をゥと 

然し、 所 天に 取って は、 ランプの 光 —— その 中で KJ ッ そり 行 をした の I— が 却って C 分 達の 罪悪 

^とぐ *0 

を 思 ひ 起させる 緒 口になる ので ある。 

『喑ぃ 方が 心配 無い やない か？』 

『あんた は 何ともお もて や はらん さかい、 なァ』 と • 直ぐ 恨み 雷 だ。 

『わしゃと て』 と、 蒲 幽から 出て ゐる 妻の 肩 を 押へ て、 『あの 時の こと を E、5 ふと こわい さかい、 なァ、 

明い 寢 部屋が 厭なん や。』 

« んま 

『あんた も 本 真に さう だッ か』 

ふ だし  きょうはん 

と、 念 を 押した が、 不 斷の樣 子が 女にば かり 罪 を 着せて、 男 は その 共犯 を 忘れて ゐ るかの 様に、 亡き 

踏切番  五 


si  IB 二 さ  六 

兒 のこと を 云 ひ 出す の を 避けて るるので、 何となくた よりない 様 な がする。 

r お前 やとて、 さう だッ しゃろ』 と 云 はれて、 

『そり やさう やけど、 なァ、 い 夢の 中 も 苦し ゆお まッ さかいた ァ II あんた は、 いつも • 死んだ 樣 

に 休み や はる けれど。」 

r わしが よう E るの は、 仕事に 疲れて 來 るから や — こ fe いなこと してたら、 一 生 Si ぶ！ S がない やろ， 

なァ c』 

*^  >ま 

『本 £ にさう や. 'あんた の 友達 は 皆 SS 々ような りまプ しゃろ に、 な ァ。」 

「わし も考 へて るの や、 i?^;! 査 にで もな り ゃァ、 まだ 車搜 きょり はええ OJ 

つと 

『けれど、 なァ、 あんた』 と、 肩に 富って ねる 所 天 CJ 手を^く 握って T こない なやく たいな 仕事 はや 

めに して、 今度 はいつ も 一 JS に 居れる こと をして おくれ や^  ^口、  日、 あんた に 離れて ます S1 

に、 ひよ ッ とわたし ばかりが 佑に でも 取られる 氦 がして なり ま へん。』 

r« で そない な ことが』 と • 所 天 は 枕の ままで わざと 心 1« い 様に 冷笑す る。 

垂ー 

8 し 妻の 手足が e 々瘦 せて * ると 共に、 その 神瓤 がます く 高ぶって 行く の を、 所- 大は 感じないで 


はねられ なくなった。 

妻の 落つ きの なくなった 目つ きに 接する と、 罪恶の i 白 を 迫る 様で、 それが いやで、 いやで たまら 

ない。 

ぃッ そのこと、 今一度、 今度 は、 どこか 妻の ゐ ない ところへ ft^ 分ば かりで 逃亡し ようかと も、 男に 

は考 へられる。 それに は、 どうせ、 ii" なんかして ゐたッ て、 行く末 何の 役に も 立たない と 云 ふ考へ 

もつ き 添って ゐる。 

然し f また >  いざと 云 ふ 決心 はな かく 出來 かねる。 表面 は そでない ふり をして、 ただ やわらかに 

妻の 心 をな だめながら、 その 日 を 送って ゐる。 

かの 5?^ も 亦 1 と 天の さう 云 ふけぶ りを兑 たので、,』 ん, に對 する 恨みが ましい こと は。 に W さない お 

にす る。 それが 元で、 とう/ \ 病みつ いてし まった。 別に どこが 惡 いと 云 ふわけ でもない のに、 ただ 

からだが 弱って 行く ので ある。 

iik が 枕 もとに 坐って、 妻の 手 を 取って 兒 ると、 元の 樣な 固ぶ とりの 肉 はなくな つて、 骨ば 力り の 

樣な氣 がする。 

『しッ かりして くれよ』 と 云 ふと、 

『あんた さへ 始終 そばに おってお くれやしたら、 こわい こと はない さかい、 なァ』 と 答へ る 

踏切 1^  セ 


へ 三へ. で  八 

『身持ちに なった のか 知らん、 S 際に』 と * ひそかに 考 へて： ：5- ると • どうやら さう らしい K も ある。 

然し 所 天 は び：： K とい ふこと を考 へて！ 0- る さへ おそろし いので、 それに ついては 進んで 何も 云 はない。 

妻 も 亦 I 度 だけ 月の物が 兌えない と? 2^ がった 切り *  f^as して、 それ 以上 を 云 はない。 

その 心根 を 思 ひやる と- また 可愛 さう にもなる ので、 所 1K は 仕事に 出ないで、 iwH 介抱して ねる と、 

然し、 仕襄 の^しい ので 思 ひ 出す ことが すくなかった ことが 一 時に むらく と ひ 出される 0 

そしてた まく、 すゃく眠ってゐる妻の^^せ顔を見てゐると、 その 横 あ ひからして、 亡き 兒のぁ 

ざ 笑 ふ樣な 姿がぬ ッと 生れて 来る の を 兌た。 

『あ ッ』 とおいた 3^ を； 4 にして、 目 を さました ものの に は、 飛び出た な n が うろついて、 まだ，：：： 

しないの かと 货 める 樣だ。 たまり かねて、 

『わし は 仕事に 出る 方が ええ やが、 なァ』 と 相談し かける。 

『出んでも よろしい』 と * 固く 手 を 握 つて 放さない。 そしてき よと/ \ した 口に は IS も 出て， 0 る。 

『然し、 * へん 樣 になる やない か？」 

r« へん 樣 なら、 一 狩に 死んで しま ひます。」 

「お 呆云 ふなよ 11 わし はま だ 世の中に 望みが ある。 巡査からで もええ さかい、 $S4t 出世の！ 1!5 に 登ら 

ノ ならん o」 


『わたしば かりに 苦しい 思 ひ を させて • あんた が 出世し ゃはッ たかて、 おもしろお まッ か？」 

『わしが よければ、 ぉ别 もええ やない か？』 

『けれど • あんた は 交^な り、 何なり やに 這 入って、 a 分 を 黑ぃ外 奢に 臞 してたら、 それで 安心 だッ 

しゃろ けれど • なァ、 わたし はいつ 取られる か 知れ へん。』 

『そない に 心配す るな よ。』 

『するな 云 ふても、 あきま へん —— そばに をって おくれ やす。』 

かう 云 ふ 話ば かりで、 妻 はな かく ifk を 放さない。 然し 船 ik に は、 晤ぃ壓 迫の ほかに、 なほ 生活 

の 資任も ある。 それ を 思 ふと、 どうして いいの か、 途 1^ に 暮れて しまう。 

『どうせ、 燒け や』 となると、 自分の 薆さを 臨時に 忘れさせた 酒が 毎日の 樣 になり、 の 酒の む 

がまた 朝 も 晚も絕 えなくなる。 

夫婦 は、 ぁの"1.!;1^2.1した翌日の樣に、 晝間 も戶を 明けないで ただ 喑ぃ 巾に ただ 抱き合って 寢てゐ る 

樣 になった。 

渠 等の 住 ひ は、 新宿電 iai. 終點の 車庫の „ お 丁に 當る長 星の 1 つで あるが、 人力 H. の 持ち主 力ら は^を 

取り あけられ るし • ボ.. 'ル箱 問 星との 緣も 切れて しまう。 その上、 段々 さに は 向いて 來る。 

『それで は 困る だら うから』 

路切番  * 


と、 長 星の 人が 八 s 子の 枕 もとに 來て、 八ず： の 所 天に 叙 切に も^： S しょうと 云 ふの は、 千 駄ケハ 介の 

成^切の 踏切 岙 である。 

『そり やええ • なァ、 いつでも 1 に 居れる さかい」 

をつ.. I 

と， 妻 は 所 天に 久し振りの 笑顔 を 兌せ る。 

『何て、 まァ、 亭主 S 、^の 人 * たらう』 と • 渠 等の 秘密 を 知らない もの は^った が •  W 切 *^ には^り 乎 

数 も かからないで なれろ 様になる。 妻 も それで 多少の 元！： 尨が 出た。 

千駄ケ谷の細長ぃ^^？に添ふて、 甲 武徵が ペル 11:^ かの 踏切が ある。 そこに * また、 巡お の 交 # ほど 

な^ 小：： r か ある。 それに 『勤務 ゆ^、 午前 五 時より 午後 十二時。 膝 ほ^ 行』 と 害いた^ 板が 出てから 

は、 『仲の い い 夫婦の^ 切^』 と 云 ふ 評判が その 界 12 に f:! くな つた。 

義 行と 八 m 子と の^は K 際に 仲が よかった。 そして 所 天の 仕^が 仕お だけに、 年 巾 同じと ころ を^ 

れられ ない ので、 いつも 一 鮪 に ゐられ て、 妻 も 亦 その 前より は 安心が 出來、 ^ぶった 神経 も 々^ち 

つく にな 0、 からだと 精神と にもとの © ^氣も 出て 來 たので ある。 

船して からま だ 僅かに 三年 だが • それ をもう 十 年 も 赶 つた かの 2^ に 苦しかった Eulsr 界び 新^ 

常時の 如くい t!? 返った。 そして 所 天が 食； をしたり する ii ばかりに 限らす •  が 代って、 通行 どめの あ 

け 下け を あやつりながら • ふたりで 樂 しけに 相 語って ゐる こと も あるので • 通行 入のう ちに は、 それ 


を 羨ましげ にじ ッと見 てゐ るの も ある 

ところが、 そんな 時には、 夫婦の 心 は 同時に. S. し 合せた 樣 にどき つくので ある。 

『あ ッ！ 追ッ 手が ま はって 來 たんやな いやろ か』 と。 

番小屋の そばに、 またち ひさな M ひが 立って ゐる。 それが また 火の H< ^の 交 楊 を见た 様で、 その 

Mli に 向った 方に は、 晝間 は、 あぶら 障子が はまって ゐ る。 

その 障子 を 寒さう に 出たり、 這 入ったり する 妻の 腹部が • 人目に も • 大きく 3^ える 様になった。 然 

をつ と 

しそれ を て、 兒な いふり をす るの は 却って その 所 天で ある 

また * 兒 1. 氣遠ひ — 0 11 こんな 聯想に 堪 へられな いので、 問 接に は、 SI いところ へ 手を延 

ばすな とか、 重い 物 を 持つな とか 云って 聽 かせながら も、 i 肚 接に 胎 ^：: 几の ことに 就て は. まだ 一 赏も語 

つたこと がな ぃ0 

妻 も 亦 iik の そぶり を 、ばり 前の ことの 様に 思 ひ • おもてに 出して は 何の 相談 もし かけない。 门分獨 

で 出産の 時 をお もんば かり、 ぼろ 切れ をお しめに つぎ 合 はせ たり • ち ひさい？^^ の 川 をしたり な 

どして ねる。 


池 鳴 令： e9  ^二 春  1 二 

そのうちに、 K 々臨！：：； に 近づいて 來 たが、 日が 近づく に從 つて T 今度 生れる 兒を 可愛がれば、 さき 

の兒に « まん さかい』 と 云 ふ 様な 新ら しい 心配が きざして 來た。 

然し、 或 夕が た、 がう ッと 云って 汽車の やって 來る樣 な 期が さした かと 思 ふと、 苦し さに n も £1 ん 

で • 女の 身 は 二つになる。 殆ど 夢中で はあった が、 その； K 草の 昔が 亡き 兒の 怒りであった かの な 卬 

象が、 かの 女の 心に は殘 つた。 で、 

r ぎゃァ J と 云 ふ St を 初めて IB いた 時、 妻 は その 8S の 主を兒 ない うちに、 どこかへ * げて 行きたい « 

な氣 がした。 

をつ！ I  しん A> 

所 天 は、 また、 番小屋 を 夜の 十二時に しまって 來た 時、 G« かされて わる 新 兒を兒 て、 

r 男 や、 なァ』 と 云った ばかりで、 この 兒に 就いては 他に 何の 首 葉 も W しない。 そして s< を かへ り 

て、 『あんた のから だ を 大事に しな はれ』 と 云 ふ。 

どうも， 妻の 様子が を かしい 0  • 

その 夜 は 勿 ：3i、 翌 n になって から も、 生れた 兒を 抱いて 兒 ようと もしない ばかりでなく • その： K き 

» を いやがる 樣だ。 そして 戆享ゃ 汽車が が-? ゾと 云って 通過す るたん びに * 身 をぶ るく B はして， 

おそろし がり、 

『 窗 子が、 お 子ュ J と 叫ぶ。 


『そない にまでき r のか、 氣 ひであった 疲に』 と • ぎ 天 は新兒 とその 母と の^めに、 さきの 兒を 《 

まな (では ゐられ なくなる。 そして 渠には 亦 電車と 富 子と が 聯想のう ちに 一 つに なって 来て、 io 

うれい 

上に がう ッと云 ふ 1; きが 近づく と、 その 本 體は富 子の 亡靈 である 樣に兒 える。 

夫婦と も 人に は 云 はれない き^ 船 1 がか かって、 現在の あかん 坊を どうして いいの か 分らなくなる。 

お 互 ひて、 い 0 うちで は 可愛い に 相 遠ない と は つて ゐ るが、 もし それ を 口に 出して 云 ひ 合ったら、 

♦oc あく- C けん  一  I  ^ 

ぐ聽 きつけて、 殺された 兒の靈 が 1 しほ あばれ 出して、 っぃにはふた.0^の舊惡露顯に及ぶかも知れ*？ 

い。 それが また 最もお そろし いので ある。 

『/0 ぎ ゃァ、 おぎ ゃァ』 と 泣いて ゐる 兒に顿 すりす るの も、 互 ひに 夫婦の 一 方が 兒 えない 時ば かりで 

ふたり 揃った 時 は、 

『困る、 なァ I. 困る、 なァ』 とば かり。 ただ 申し わけに 抱き あけて やったり、 おしめ を 取り 替 へて 

やったり する。 

- 可哀 さうな の は、 出ない 乳 を 無理に^ まして ゐる ことで、 たま < 牛乳な ど を K つて やっても、 充 

分に と 云 へ る 暮し向き ではない。. 

生れ 立ての 兒 がその まま 母の 樣に 痩せて 行く の を 見て、 氣の IS に 思 ひ、 5^^5^るなら|1:^ってゃらぅと 

11! ふ g& きた、 かみさんが あつたので、 夫婦 は 相談の 上、 喜んで その 人に 委す ことにした。 


泡ぬ 令お さ 1^  IB 

然し、 それからと 云 ふ もの， それまで は 通行人に： a も 多くの 便利 を與 へ、 も 中 5wf な： び 怠を與 へて 

わた 踏切^が • 通行人に 對 して 大變 冷酷な^に なって • 汽 a. か « ^の ® きがする と • まだ その^も 化 

えない のに、 握った あけさけ をお ろす。 

餘 りの ん氣 過ぎ、 餘り 不便 利な やり方 をす ると ふ 人が、 からか ひ 半分に、 おろされた 梓 をく ぐク 

て 行く と、 

『急いで、 <M いで！」 と 叱りつ け、 旣 にれ 蕞に 引かれで もした かの 様に T あぶない やない か」 と •  SB 

is を，： i: ふに 切って 行く 後ろ姿に 向 2C、 燃える なまな こ を 放つ。 

そ ，ん ^  *1 さう 

それから、 0 分 は、 その 附近の 疎林 を tj^i 心のう ちに^べ でもす る樣 に、 じッ と：：： をつ ぶって しまう 

が、 さて、 8& いて 來 る- m 車な り * 汽舉 なりが いよく 通過す る 時 は •  B ッ な 顔の 額に、 太い？.：" すぢ 

を 二つ 立てて、 目をつぶった まま • からだ を ぶるぶる 颤 はせ るので ある。 

— (明 十三 年 十 1 月 YI 


橋 


こ. の は 『放浪』 と 同時に (明拍 

四十 三年) 赛 き.^ げられ たも £ 

である 0 そして その 翌， や 1 «5 毎 

報 (後 に 合併 し た "^9- ^Bc^ 

問に 招^された 0 これ バ； « 本 

「大^ 八 年 『泡 鳴 五部 作』 の 

1 として 再刊 さ れ たものに よ 

從 つて、 原形から は 可な リ 

改^され て、 IS 形 『放^„^』 の 終 

"WW の 方が この 『斷 櫥』 の 初 ま リ：^ 

人れ られ、 後.^ IS 形 2, 終り £.1? 

が、 また『朦き物』の初めに^^っ 

てゐる こと を斷 わって おく〕 

,  ^ぉ識 す 
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卿 

今夜 も 必らす 来る からと， <HS よく I？ 押して a いた。 然し、 餘りむ 分ば かりで 行く の も かの 女 

^びに その 家へ きまりが 惡ぃ様 だから、 義雄は 今一 文な しで 困って ゐる氷 峰 を つれて 行って やらう と 

f すき 0 

いふ 氣 になり、 野からの 歸り足 を また 渠の 下宿へ 向けた。 

ぁ人& い 

いつもの 通り、 案內 なしで あがって 行き、 氷 峰の 二階の {Sij の ふすま を 明けろ と、 おとお 鈴と がび ッ 

くりして、 ひらき 底った。 お^は また 裁縫に 行く は^を ごまかし * 氷 峰の もとへ 押し かけて 來て、 何 

か あまへ てゐ たと ころであった らしい 0 

『こり ゃァ 失敬した • ね』 と 云って、 義 雄が 這 入って 行き、 早速 を 云 ひつける 樣に 親んだ。 

「また、 ゆ ふべ も 御 出 £1 か』 と • 氷 蜂が 冷 かす。 

r 今夜 は 一 待に 行かう。 J 

「よから う 0」^ も義 雄と 同じ 樣に ねむ さうな 子 だ。 ぉ餘 は、 今まで 赤らめて わた その へ^に 不 


らしい 色 を 加へ て、 を ちらと 見た。 

『お 鈴さん、 さう 燒 かなく ッて もい いぢ ゃァ ないか、 ね？』 

『わたし やそん な こと 知らな い、 わ o』 か の 女は耻 かし さう に 笑 ひながら 云 ふ。 

『それでも、 君』 と、 氷 峰 はに iO つきながら、 『とう/ \ 結婚す る こと だけ は 僕 も 承諾した よ。. J 

『あら、 そんな こと 云 はないでも  』 

じ^ま 

『云った ッて かま はない ぢゃァ ないか？』 義雄 はから かひ 半分に、 『僕が あなたの 邪魔 をす る ぢゃァ な 

し、 さ。 お 鈴さん、 とうく 成功した、 ね。』 

お 鈴 は 再び 顔 を 赤く した。 そして、 坐に 堪 へられ なくなつ たかの 樣に、 あわただしく 歸 つてし ま 

つた、 

『きの ふ、 は 承諾 を與 へたの ぢ やが、 あいつ、 お ほ 喜び、 さ。』 かう 云って、 氷 峰 は、 きの ふ、 お 鈴 

こんぐ わん  40 ま 

の 兄 齙一郞 が 泣き 附 くやう に 頻りに 懇願した ので 決った こと。 その 兄^ 等 は 妹の 棄て場 を 得て、 ^ん 

でゐる だら うと 云 ふこと。 然し 自分の 樣なづ ぼらの ものに は、 器量 ゃ舉 問より、 經濟， N きの 天才 ある 

もの を 妻と する 必要が ある こと。 その 點 はかの 女の 兄弟 も 確かに 誇りと して 保設 して ゐる こと。 その 

話の 進行の 爲め、 あす、 山に 行って、 自分の 兄と 相談して 來る つもりで ある こと。 など を • 語った。 

1、 この 長い間 解決の つかなかった 問題が 解決した ひに、 お 鈴の 兄の 龅 一 郞が 不斷の 謹直に も 似す、 


泡ぬ 仝 集 さ 一 卷  二  0 

當 だとい ふ" -とを 承知して ゐた。 で、 ま：： 述の 築材 並びに 板な どと して 出す のに、 & 太の 方の 事情 は、 

けん U ん 

この 返 3^ に q: 分の K 際の offi と 調 1^ と を 加へ て 大抵の！ -If が附 いた。 

それに、 運 貸の 多く かからない 法 も考 へて あるし、 北；^^ のこの a の 木材の 都 as は、 お 鈴の？： r  W 

口 鶴次郎 から 調べて 3 つて ある。 ^次郞は年が若ぃにも拘はらすサ；^^^村^社ので§^でぁったが* 餘 

t うたう  じょうねんた うだ 

り 放蕩 をす るので、 近 or 剩： ：； 淘汰と 共に やめられた 男 だ。 ^^架雜誌の初號にも北海^木材のことを 

書いた くら ゐで、 その 方の 智識 は先づ 信用 出來 ると、 義雄は 思って ゐ るの だ。 

せし ばい 

義 雄に は、 また、 古くからの 知人、 寧ろ 先楚 で、 石炭に 關 保して ゐる ものが 一人 is^i^J にある。 ^は、 

その 人と は、 *= て 西 T::; 米 輸入 11 失肷 であった が. I を壯^ した ゆに も あ ひ 棒であった。 そこから S 

て っ«づ 

本 を 調 t! させて、 木材 M を やらう とい ふので ある。 

それへ 詳しく ^$1 いた 計^ を 送った が、 その 手紙の *^ 味 は 夫 嫁に ：！： とも さなかった。 と 云 ふの は、 

§ に對 して 義 雄が, S を 持って 來 たばかりで はない。 云って H いて、 また 駄：： ： であったら • の 

笑 ひの M を 3P してやる ばかりで あるから だ。 

かう 思って、 義雄は 長く ゐれ ばゐる ほど 冷やかに なって 行く 自分と 力との 友 iiE のた よりない の をお 

ぼえ た。 氷 峰、 その他 は 近頃に なって 知り合った 人々 だから、 若し 冷淡に なっても、 常り W だと も » 

ゥナ  しん i- う  はいしんしゃ 

は. d る。 5^ し 二十 iij- 來、 たと へ 淡く あつたと は 云へ、 同窓で あり、 同^！：？仰でぁり、 同 sa^ 者で あり、 


同僚で あり、 離れて ゐても * 音信 を絕 やさなかった 友人 同志が、 却って 赏 際に 接近した 爲 めに その 友 

情の 冷やかに なって 行く の は、 自分に 闕 係が 簿 いからで ある。 

そして、 自分に 關 係の 簿 いもの は、 義 雄の 主張す る 哲理 上、 やがて 自分の 宇宙 その物から も 消えて 

しまう の だと 思 ふ。 

然し 冷やかに なって 行く の は、 この 友情ば かりで はない。 

S つ 4< ろ  せいか 

札幌に 着いた 常 座 は、 羽織 を脫 いで も 暑く ッて 让 やうがなかった 盛_ 夏が、 早 や、 いつのまにか 過ぎ 

去って、 秋の 風ら しいの が 吹き出して ゐる。 

は ゥ らう 

義雄は 放浪の 爲 めに 心 を はれ、 また、 この 數 niii は、 女に 熱くな つて ゐ るので、 そんな ことに は 

無頓着で あつたが、 け ふ、 初めて 單物 では 如何にも いのに 氣が ついた。 

あは 

そして、 義 雄が 銘仙の 單へを 袷せ にす る こと を 頼みに、 近處の 仕立物 をす る婆ァ さんの 家へ 行く 時、 

お 綱が 門 そとで 百姓 馬子から 靑物を 買って ゐ るのに 注意す ると， 馬の 秤の 荷に は、 もう • 茄子 • 胡瓜 

ま< わ 

など は 全く なくなって、 おびただしかった 舐^、  S もろこし • 林檢 など も 一 I i." くな つたので あらう 

— 甚だ 少ぃ。 その 代リ、 北海道の 栗と も 云 ふべき 胡桃 ゃコ コア (n コ のな まり だ) が 這 入って ゐ る。 

『ココア、 ココア』 と、 細い 優しい 聲 をして、 一 人の 婆ァ さんが n  n の $4 を 節に 入れて りに 来たの 


^$0 お ニ^  ニニ 

で、 ：^,^ の 秋に はいい 聯 お- と 思って、 義雄は それ を K つて 見た。 

、ぬが まだ 故郷に ゐた 時、 肺 や 友達に つれられて、 山へ 椎の S を 拾 ひに 行った ことが 度々 あるが • そ 

の椎の K の 味 を 5^ ひ 出す 様な 味が する。 そして、 有 Hfi の 子供に も與 へたの を、 as^ がちい さい 手で そ 

の 皮を^ じき 5^ り、 その 中身 をう まさう に^って ゐ る 様子 を W て、 我 雄 も GI 分の 子供であった 無 邪：：^ 

の 代の こと を 思 ひ 浮べた。 

その 時代と 今と は 丸で 考 へが^って ゐる。 考 へが 途ふ ばかりでなく、 人 叫 その物ん 丸で 逝って ゐる。 

げんめつ 

かう 思 ふと、 その に an 沒^ した ©ク ぬ雜な 事件と 經驗 とが ； 時に：：： の 前に^って 来る 様だリ 

椎とコ コ ァ 11 故鄉 と：；^^ 11 秋と 云 ふ 引き締った 感じが ； 刹那に"^ 烈 になって 來 ると • 然し •  n 

分 は、 どうしても • 生々 i た d 然界- 束お とい ふ！^ 色と お 闘との 都に つた 人^であって、 ^ な、 

消極的 天然の K がる 世界に ぐづく 放浪して ゐ るべき ではない と 思 はれる。 そして • かの スト リンド 

ベ ル ヒが考 へて ゐる 『成り行きが 述命』 とい ふ 様な r お 極 的、 死滅 的 放浪の 程度で は^ 足 出 米ない c: 分 

である を感 する。 

r 冷やか 味 を 感じて 來 たの は、 これが ^1 の^ W だら う。」 かう 2^ ふと •  苦心し て^へ 出す 大小の 

けいく わく  くうそ 

計寰もまことに{仝3^なものになって* 自分で{::分をぁざむぃてゐる3|;^な^がすろ。 そして、 あの 敷 <e 

と 12^ に ゐる時 だけが、 まだし も、 cz 分の ：5 もお， がが おる たと 考 へられる。 


『早く かの がに 行く に 限る！』 心で かう 叫んで、 家 を 出ようと すると、 

『また 亍 くの だら うが 11 』 勇 は 心配 さう にして、 『さう 使って しまって は、 あとで 困り はしない か？」 

『そのかわ^ だけ は』 と、 お 綱さん も 口を出し、 『わたしが 預 つて 置きましょう。』 

『その 方が 君の 爲 めに いいよ』 と、 勇が すすめる に まかせ、 

しょくれ う 

『おや ァ、 これ は』 と- 義雄は 原稿料の かわせ をお 綱に 波し、 『どうせ、 あなたの 方に も <4 利 を 出さな 

け. 5^ ばなら ない の だから， そッ くりあげる ことにして 置きます。』 

かう 云って、 義 雄は藥 等に 對 する 肩み が 多 少^くな つたの を おぼえた。 SS は渠 等に^ 話になる の を 

氣の 毒と いふ こと は 知って ゐ ながら、 來た金 を 先づ： m 等に 狒ふ 義務が あるの を 忘れて ゐ たの だ。 

画 I 

ほんしゃく 

夜が 近づいた ので、 義 雄が 氷 蜂 を 誘 ひに 行く と、 原 口 鹤次郞 と共に 晚酌を やって ゐた。 

きま  3  . 

『お 鈴さん もい よく』 と、 渠は鶴 次郞に 向って 云 ふ、 『決った さう です • ね』 

『あれ も資は 厄介 拂ひ をした のです。』 鶴 次 郞は義 雄に 猪口 を さしながら、 『さう 云 ふと、 ^^田*-に氣ま 

づぃ 様に 聽 えます が， 島 田 君に も 正直に 話した 通り、 こちらの 厄介物が^ 田！^ の爲 めに 少し は 取り 衲 

が あるの だから • まァ、 お ほ 目に 見て、 五分五分に 考 へて 赏 ふの、 さ。』 

0  ^  i 


集鳴全集 第二 香  lis 

氷 蜂 は 酒で 赤くな つた をた だに こく させて ゐ る。 そして、.. 

『この 12 口 君 もつれて 行か うぢ やない か』 と 云 ふ。 

『よから う』 と 云って、 義 *f は 鶴 次^に 猪口 を 返す。 

r 俟は sa も その 方 も 好きだから』 と、 鶴 次 は 年に 似合 はす、 他の 年う へな 二人よりも « の 行： ty いの 

が 自慢であった。 

の 額に は、 接け どうの 大き な^が 赤く 残って るる。 それ を： 1* にして か、 奇 si に 分けた «h の 鳩 を そ 

の 上に かぶせて、 その 半ば を SS して ある。 それが 却って 初めて 兒る 人の 目に 立った。 

義雄は 鶴 次 郎に樺 太から 来た 返事 を 見せ •  ISS から、 木材 をい よく 切り出す となった it の 用 意など 

を その H^s. に照らして 種々 注意 せられた 後、 氷 蜂と 鶴 次 郞とを 案 内して、 井 § へ 行った。 そして、 通 

氣 取りで 襄鬥 から 這 入り、 奥 二階へ あがる と、 番頭 は 階段ぎ はの 西洋 へ 三人 を 入れた。 疊の 上に 食 

ミザげぃ 

卓 一 つし かない 殺風景な 窒だ。 義 雄の 考へ では、 けさ、 あれ だけ 云って E いたから、 e ぐ 戮島 の IB 重 

へ 這 人れ る ものと 思って ねた。 米蜂等も^^そのっもりでぁった。 

むッと 忿怒の 氣が義 雄の あたまに のぼった。 そして、 ゃク ばり 女郎 は 女郎 だと 思 ふと、 わざと &ひ 

切って • 高 ll&a かその 他へ 行きた くな つた。 

r 俊ァ今 1^ に 鼠りま わし 部屋 はい ゃだぞ Mis は のぼせた j» な 顔 いろ を 無 tsas に まぎらし なが 


<r、 桥. 如に つぶやく。 

あ ひ y  く  I 

『どうも、 生 僭 ふさがって をり ますので』 と、 番頭 はもみ 手 をす る 0 

『けさから、 さう 云って 置いた ぢゃァ ないか？』 

『それなら さう と 承知して をり ますと、 番頭の 方で はお 待ち 申す 手 箸に 致して 置きます が 一 I 敷 ^3 さ 

んが 何ともお 話がなかった ので 11 』 

さう 聽 いて、 義雄は 1 しほ 女の 不都合な の を 感じた。 氷 峰 等 もこ ちらの tSk 息が 餘り 荒い の を 悟った 

らしく、 

r それで は、 出よう』 と、 立ち あがる。 

『歸 らう！』 義雄も 帽子、 を かぶる。 

r まァ、 ちょ ッと お待ち 下さい。』 番頭が 立ち去る 跡 を、 三人 はぞろ く 出る。 然し 義雄 はま だ？ 14^ が 

あるので、 一番 あとに 出た の だ。 

すると、 番頭の 注意 を 受けた 敷 島が 急いで やって来て、 階段の 手招り に 添 ふた 廊下で 義雄 をく ひ 止 

め， 

r 來 たの？』 無邪氣 さう に、 紅の 這 入って ゐ ない 友禪 縮緬に 包まれた からだ をひッ たり 義 雄に 添 はせ 


si さ i  u 六 

た。 そして、 左り の 手 を 手招り に^てて、 醉 つて ゐる體 を ささへ る。 

女の 息 は 非常に 酒 I* い。 

『来たの ぢァ ない、 歸 るの だ！』  - 

『どうして？」 

r  』 こちらをぇぐるゃぅにぁまへた^5子だが、 とぼけて ゐ るの だら うと 兒 たので 、「どうしても 

ない、 さ、 おさしつ かへ だ。』 

『あなたが 餘り いからお、 わ 11 もう、 來な いと 忍って — 』 

r 無論- もラ， 來ゃァ しない』 と、 今 に 限らす • 永久にと いふ 決心の つた 强 い^子 だ。 

『ぢ ゃァ、 歸 るの？」 かう 云った 言葉 は！！ く 出た^ であった が、 その 8t は K へ てゐ た。 こちら はかの 

y よ 

女の ふるへ 聲を 感じた だけ、 反對に 一 肝 K みが ましい 不平 を以 つて £S 烈に兄 つめたので、 ， ^は B では 

それ を；： K 返しつつ からだ を か はした。 そして、 

『ああ！』 と歎总 して、 ちょ ッと兩 手 を： n に i"s てた が、 あと は 手 もち 無沙汰の やうに 無 首で s« 雄の 跡 

に從 いて 來る。 

r  』 男 も 無言で 而も あと を 向かない。 

下郞下 をと ほって、 褒 玄關 のおり 口まで 来た 時、 


『では、 さよなら』 と、 女 は 土^へ は 降 わ 1« いで 挨桜 する 

『  』 義雄は それ を ふり 向き もしない でがらす 戶を 明け * 氷 峰 等の あと を： 迟 つて 行き かけた が， 

うして 出て 行く の を 女が そのままに 何ともし ないなら、 それまで のこと だと 思 ふ。 

然し 友人 等に 對 して 餘り 面目ない 様な 氣 がする と 同時に、 女 もけ さまでの 様子と はう つて 變 つて • 

餘り Mi だとい ふ 不平が 仲って 來る。 その 不面目と 不平と が、 E 分の 身づ から 輕戒 しながら も 知らす 

ぎら ま洛ち 入った 資 際の 戀 らしい の を 呪 ふの だ。 然し、 『遊女に 自分の 戀を 受ける ^はない。』 かう 考 

へて 自分で 自分 を 慰めながら、 襄門を 出た。 そして、 どこへ 行かう か、 かしこへ 行かう かと、 取りと 

めの つかない 相談 をして ゐ ると、 

『あな た 1. あなた、 ちょ ッと o』® 島 が 門外へ 來て 義雄を 呼 ぶの だ。 

む ごん 

T それ だ』 と、 蹈は 心で は 飛びつ く 様に 喜びながら も、 無言で、 ^々らしく 振り. M く- 

風に そよ ぐ 柳の が 1 に 月の 光が 1 じて、 その 下に しょんぼり 優し い^を 投 けて、 友禪 縮緬の 頗 へて 

ゐさ うに 立って ゐる 女の 顔 も *  *w 電氣を 浴びた 如く 靑， n い 様に える。 f は？ T 雄 を 門- M: に 呼び 人 

れ、 

『遊んで 行ったら い いぢゃありません か 《  折角 * お 友 透 も 來てゐ るのに』 と. ^_^へる5^に！：ムふ。 

『然し』 と、 義雄は 冷淡 をよ そ ほひ、 『お前が 人 を lli:!^ にして ゐ るから • ねえ o』 
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r 生^で、 それ は 仕 かたがな いとして、 さ 0J 

S 際、 仕 かたがなかった の ぢゃァ ない 11 承知して ねながら、 部屋 を 塞け たんだ。』 

『さう.,  では、 どうしても 歸 るの？』 女 は 身 を 跡へ 引く。 それが こちらに は 心の 不足から と兒 

えたので、 

『知れた こッ た』 と、 何だか 云 はなければ ならない 様に 思った。 

r ぢ ゃァ、 花 子さん のと ころへ 行く のでしょう。』 女の 1^ は 恨めし さう にも as えた。 花 子と は i=i 砂 樓 に 

ゐる義 雄の なじみ だ。 sif は、 © 島 をから かふ 度^に、 その子の方がすッと^：！分に乘り：；^だとぃふ^^な 

こと を 語った。 そして、 敷 島 は、 日 暇 さへ あれば 行く 裁縫の 師 ：！^ の もとで、 花 子に も ふから よく 

話 をす るが、 かう く 云 ふ 顔 かたちの 女 だら うと、 該 雄に 說 明して 聽 かせた こと も ある。 

『さう、 さ。』 斯う 義 雄の 今の 語勢が 云 はせ たが、 S5 は 決して S 際に 花 子のと ころへ は 行きたくない。 

花 子ば かりで はない、 敷 島 を 知って から は、 他の 知 不知の どこへ でも 行きたくないの だ。 

氷 峰 等 は、 ^^雄のぐづくしてねるのを兒て、 K: び 門 を： ：3 入って 來て • 自分^ は刖 にど ことい ふ：：： 

的が ある わけで ない の だから、 君 さへ よければ、 ここに 決めよう。 I 庇 isS 入って、 出た の は氣の で 

も あるから、 と 云 ひ 出す。 

「どうぞ、 さう して 下さいよ。 さう でない と、 わたし も朋 に 52 が 合 はしに くいから。」 


「ぢ ゃァ、 もとへ だ』 と、 義雄も 景氣づ いて 答へ る。 

r もとへ、 もとへ』 と、 氷 峰と 鶴 次 郞とは 女と 共に 聲を 揚げながら あがって 行った。 然し 殺 雄に は、 

それが 自分に 封 する 侮蔑の 口真似と も 受け取れた。 

氷 峰が 義 雄お 初めて ここへ 連れて 來た時 買った 女の ちいさい 部屋へ、 が先づ 通された。 そこで 鶴 

み ひ A た ぎ 

次 郞の相 方 も 決まり、 男 三 名、 女 三 名、 都合 六 名の 酒盛りと なった。 

氷 峰は黃 いろい 聲で しゃべる。 鶴 次郞は 太い IS で 浪花節 をうな る。 その それ， <\ の 女 も 上手に 相手 

をして ゐる。 然し 義 雄は數 島に 對 して 普通よりも 深くな つて ゐる だけ、 どことなく、 却って 今の いさ 

かひの 隔てが 出 來た樣 に 感じられる。 

猪口の やり取り は、 ほかの 女ら に對 する 面目 も あるから、 親し さう にやって ゐ たが、 話 をす ると、 . 

A うわ 

どこか 角が 立つ の だ、 それ を 融和す るつ もりで も あらう、 氷峰は®^5iの顔を兑っめてゐたぁけく， 

『なるほど、 君 はよ く 見る と美 人の 方ぢ や、 わい』 と 云 ふ。 

『はい/ \、 美人です とも、 札幌ー の』 と、 敷 島 は 初めてに こついた。 

ちゃく わ 

r わたし は、 それで、 日本一 よ』 と、 氷 峰の が 茶化す。 

『それ はさう と、 敷 島さん は』 と、 鶴次郞 のが 云 ふ、 『今 晚、 どうかし てるよ。』 

ひ t 

『飲み過ぎ、 さ』 と、 氷 峰の も 云 ひ 添へ る。 『晝 間から つづいて るの だもの。』 

0  接  二 九 
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r どラ せ、 燒け酒 • さ。』 政 C3 は ほうり 投げた 様に 云って、 tig 雄を兑 たが、 W ぐ：：：： を そらし、 ns つて れ 

ぃて顿むぉ^^は* いくら S ん でも^んで ゐ るし、 さ、 とまれと 云 ふ 人 はと まらないで： S りかけ るし • 

さ。」 

『でも * それだけ 全盛なら • え いぢ やない か？」 これ は 鶴 次郞の 相手の 一 K 葉 だ。 

「かうな ると • 繁盛ば かりが i^,::: いわけで はない と 思 ふよ。』 か 5 云った 敷 c!:^ は？ a まし 込んで ねる。 

「たまに は • 色^さん にも 來て K ひたいと、 さ。」 これ は 氷^の 女の だ。 

『出： S*;: も』 と、 氷 55^ が 口を出し、 『もう、 色 になり ましたの か、 なァ、 榨 太からの 舞 ひ りの « 

に。」 

r そして、 もう、 熔氣 喧^ を やり 出した」 と、 ^次 郎が云 ひ 添へ る。 

『そんな こと を 云 ふの ァ 却って 野暮 だ、 よし 給へ。. I 義雄は I 向 浮かない が、 こんなと ころで 本 に不 

愉快が つて ゐる 心の 屮を兑 透かされる の も Ig さに、 敷^2を促して、 「おい、 この 婆ァ さん、 ^でも 耿 

へや。』 

『そんな m: 资 なわた しで は 御座りません よ J と、 かの 女 は 笑って 兑 せる。 

は うた 

義雄 は 中 しわけに 鶴 次 郞とー 鮪に へたの 端叭ゃ 都々 逸を耿 つたが、 K 際の 分 は 11^ 苦しい ので、 そ 

れを ひに まぎらし、 


『ああ、 醉 つた』 と、 横にな り、 兩足を敷^i^の膝にのせ* じッと 女を见 つめながら • 

『al 鹿 だ、 なァ、 お まへ は』 と 云 ふ。 

『どラ せ、 £^ 鹿です よ。』 女 も 1^ を兒 返す。 

『酔った のなら、 SI5 どこへ でも 行き 給へ。』 氷 峰 は 篛雄等 を 立た せて、 『俊 はこの 部屋が 地狱 の^ち 

づき どころ ぢ や。』 

『ぎ 喜で もない こと を 云 ふの、 ね。』 

氷 峰の 方の li 斗 を 跡に 聽き殘 して、 義雄は敷^^3の手に^かれて^下へ出た。 そして、 初めて ハ.^ ゆ 

こら 

二人 だけにな つたので、 女 を 廊下の 電^の もとに 脫 みつけて、 

『-£| 鹿 野郎！』 一 と聲 * 强く 浴びせ かけた つもり だが、 さう 强くは 出なかった。 女 はつら さう に a え 

る ほど じッと 見つめた が、 ただ 默 つて 行かう とする。 

すると- 横 あ ひの 誰れ かの 部屋から * 

『何 だと、 畜生！』 かう 叫んで、 大の 男が 飛び出して 來 た。 

二人 は 驚いた が、 ei- の 跡から また 女が 出て 來 た。 

『あんた のこと ぢゃァ ない よ』 と 云って、 び 抱き込んで しまった。 男の 足 はよ ろよ ろして ねた 0 

『全 髗- どうしたんだ』 と、 義 雄が 初めて is. 常な 問 ひを發 した。 

» 樓  さ】 
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『あなたが」 と、 は i!:< ひながら、 rKi 鹿 針郞と 云った から、 さ。」 

『さう か？』 IS も 吹き出して、 『^鹿 女郎と 云へば よかつ たんだ。 J 

「：！： も • そんな こと は 云 はんでも よろしい —— 直きに人を^：：^^とか、 ^久 地な しと か、 生と か 云 ふ 

けれど • わたし だッて J と、 女 は 1^ 雄の 手 をし かと 握り 詰め、 『：^ が：^ でない よ。」 

r そり ゃァ、 おれの 方から 云 ふ IHa^ だら う。』 IS は 女と n を兑八 "はす。 

『では、 云って 御 E と、 手 を 離す。 

『伎で も欠ッ り 恥 かし いぢ やない か』 と、 今 ffi は義 雄の 方から 女の 12； に 手 を かける C 

そして、 さッ きちよ ッと這 入って 出た 西洋 の、 化 卓 を 片^せ て、 ^?位の3^下に^!£を延べてぁる.：*1 

ベ 這 入った。 

三 

『お ふはいつ から 來てゐ るんだ」 と、 これ は ス.- を 飲みな がらの 話 だ。 

『*ciii からよ o』 

『畫 間から？ ぢ ゃァ、 お前が さッき 云った のと は 遠 ふ 0J 

「どうして、 さ？」 


「どうしても あろ もんか、 お前 はおれ を 待って ゐ ても來 ないから、 他の 客 を 入れた と 云った ぢゃァ な 

いか？』 かう 云って、 義雄は 今、 氷 峰の 女の 部屋で、 女 どもが 向 ふの 飮み 客の 話 をした の を 思 ひ 合せ、 

この 女が そ の 場の がれのう そ を 語った の を、 女の 爲 めに、 非常の 不信用の 樣に考 へた。 そして、 女 

が、 

『それ はさう であった けれど、 本當 は、 あなたの 來る 頃までと 云って 置いた のに、 誰れ かいい 人 を 待 

つてる からだら うと、 矢鳕 にお 酒 を 飲んで 動かない の』 と 辯 解す る。 

『それ もまた うそな の だら う。』 そして、 女の 本 部屋で、 三味 太鼓の 音 や の 1^ が 賑やかに して ゐ るの 

が、 癯に さわって 仕 やうがない。 

『そんな こと はどうで も、 さ、 來 て吳れ たら 本望 ぢ やない か』 と、 女が 云 ふの も 信じないで， 

『お前に 取つ ちゃ ァ、 客が 一 人で も殖ゑ さへ すり ゃァ 本望 だら う 11 僕 はそんな こと を 云 ふん ぢゃァ 

ない。』 

『わたしが 濟 まん こと をした のが 惡 かった の、 ね、 許して 預戴。 11 度き 來 るから • おとなし くして 

11 』 

『おい、 待てよ OJ 義雄は 女の そッ けなく 立ち あがった の を 引きと めた。 然し、 今少し 詰 資して やらう 

と 思 ひか まへ て ゐる鼻 さき を • この そ ッけ無 さに うち 折られた ので、 がク かり 力ぬ けがした。 そして、 

0  0  S 


00$  ^ニ卷 

醉 ひに まかせて、 火鉢の そばに 倒れ、 自分の 肱 まくら をしながら、 女の a を わざと 細け にした 口で 

つめて、 『そんなに 向 ふの^が 可愛い のか？』 

「1k>l^ いのは， ね』 と * 女は^^雄の胸のそばに來てゃ：ゎり込み、 『あなたば かりよ。 」 ® の s.^- 片手で 

押さへ て、 の 顔の そばへ n 分の 額 を 持って来た。 

，ん じつ  i 

「よせ』 と • 然し、 は それ を 押しの けた。 女の 仕ぐ さ を も 冷やかに て、 だと は 受け J:^ らなカ 

つたから である 0 

女の nl に は 1 二 滴 • 淚が 出て、 夜 IS の に、 i 中" 燈の 光に きらめい たのが こちらに 兑 えた 力 力の 女 力 

指 を そろ へ て 立てた 兩乎を そこ へ 常て たかと 忍 ふと、 れぐ その S は见 えなくな つた。 

『どラ せ、 もう、 今晚 切り-.^ ない つもり だら う I. 」 と 云 ひながら、 女が また 立ち かけろ の を 押さへ 

て • 義雄 は、 

「おい、 どんな 人なん だ、 向 ふのお 客 は？」 

女 は 正 ici に 語った l 山から 來た容 で、 §:^場から^^ぐ手荷物まで^:ち込んでぁろこと。 ここ. is 

にして、 用足し をして ねる こと。 tSiii から 飲んで ゐて、 もう、 二三 十本； 牛ら げた こと。 C 分が つき ッ 

切り は 面倒 だから、 藝 ij^ を 呼ばして あろ こと。 そんな 仕拂ひ は、 すべて. a 分 も 割り W が 取れる 力ら、 

いい 客 だとい ふこと。 この ゆ ふ 方に は歸 つて *w ふつ もりで あつたが、 «雄 に對 する 意気 張りで、 わざ 


と飮 みつ づけて ゐる こと。 など を、 うち 明けた。 

『そり や 面白い、 おれ もこれ から 一 つ その 向 ふ を 張らう か？』 義雄は ci: 分で 3 分のから だ を 引き起し 

たが、 言葉 だけの 意氣 込み は資 際にはなかった の だ。 

ひだ  f 

『無駄 だから、 およしなさい。』 かの 女 は 向 ふで 不時の 割り前 を^. E 取れる から、 あなたに はさう 使 は 

じ，， 

せた くないと 云った が、 それが 却って • 義 雄に は、 氣に 入らない の だ。 自分 を 邪魔に して 早く.； ^かせ 

て 置かう とする の だと 取った。 それに， また * 

『ゆ ふべ からと まって ゐ るの だら う』 と、 n に 出して しま ラと、 どうしても、 さう だと? SI させた く 

なって 來る。 女 は 段々 問 ひ つめられても、 

『いいえ、 遠 ひます』 の 一 天 張り だ。  - 

『ぢ ゃァ、 もう， どちらで もい い  フる さい！』 

『うるさ いのは あなたの 方でしょう  《f』 

て 5 し 

『だから、 もう』 と * 燒けッ 腹に なって、 『行け、 行け！』 低い 而も 強い 調子で 命令して から、 にらみ 

付けて 『馬鹿！』 

『さう 憎け りゃァ 行きます、 わ』 と、 立ち あがった が、 そのままに は 行. ねた やうに、 こちらに， 
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siNt- を i<5 かへ させて sK れ てから、 

『ぢ ゃァ、 待 つてて、 ねに 念 を 押して， 女 は 出て 行った。 その ゆ、 また、 35 を W へた：. を： U に «s て. 

たが、 $g 雄 は それ を かの 女の SS と兒 て、 必ら すし も 泣き を まぎらせる ほめで は あるまい と ふ。 

その あとへ 鶴 次郎の 女が 来て、 ；： ：； 十 を 明けた ところで •  « ^を かけた ので、 ^$雄は仰，：1:けにぉてゐた 

を あける と、 その 女が 云 ふに は • 

『どうかし ました か？.』 

『何 を？』 

『先刻 は ほかの お^と らしかった ので 11 J 

『ああ、 あれ か？  何でもなかった。』 

「では、 安心です けれど』 と 云って、 それ は 立ち去った。 

義 雄が 首 を 下して S り考 へて 見る と、 向 ふの 客 は 0 分に iS; して •  す 知らす の に、 大分 確執 を 持 

つて ゐる らしい。 それが »島 の朋& どもに も 分って ゐ るから、 先刻の « な 醉ク拂 ひに お If- 吹き かけ 

られ たの を も * かげで は * その 客が 飛び出して 来たの かと 心 K したの かも 知れない と 思 ふ。 

つ H$.£l 々々しい！』 自分で B 分に 云って は：： si が、 敷な の 部： S では、 まだ 三 や 太 酸の 苻が して ゐろ。 

； 分で 太鼓 を 打ちながら 欲って ゐる らしい。 »!^|<？ の 笑 ひらし いのも JB える。 時乂  の s:^^ な 


耿聲 もす る。 そしに、 容が何 か 云 ふと、 かの 女と 藝 との ど ッと笑 ふ もろ 聲も する。 

* ん？ ^ ん 

『淺簿 な 奴等 は 仕 やうがない。』 心で 耳 を 塞ぐ 様に 努めて ゐて も、 參禪の 座で まだ 悟りと いふ 一種の 催 

う ざ- r ひ VI- つ 

眠狀 態に 向 はない 心に 世の 有象無象が 現 はれて 來る樣 に、 三； S 線の 撥 • 太鼓の 棒 •  . ^の 顔、 藝# の EE 

つき、 おいらんの 膝な どが 氣 になって 眠られない。 

心は蕖 等と 一 緒に 敷 cfTi の部麼 にゐ て、 等と 一 絡 に^れ 出して ゐ たの だら う。 Ei5 等の 太鼓 入りの 

ご ゑに つれて、 自分 も 浮れ た哏を 歌って ゐる。 そして、 自分が 樺 太で 騒いだ 時 • 度々 親み のあった W 

などが 出る と、 床の 中に だらけた まま、 別々 に 投げ出された 币ゃ 足まで が >  1 様に 生氣づ いて 來て、 

『あ、 こり や，/ \』 と、 踊り 出し さう だ。 

それが、 義 雄に は、 如何にも 悲癩 で、 悲痛で 溜らない。 必ら すし も 分の 失敗 や、 不如意 や、 本氣 

の戀の 成就し ない こと やが * 直接の 原囚 ではない と 思 ふ。 Ig は现默 の內. を：：：^ も充 的に 握る と 云 は 

れ る糾那 主義の 現在 主義、 生々 主義で ある。 

蕖の考 へで は、 自己と 刹那と を 離れた もの はすべ て 無能力の 過去 11 i4r た。 そして 自分の 失敗 は、 

もう 過ぎ去って ゐ るから、 空 だ。 今の 戀も 亦- 過ぎ去り かけて ゐ るから、 もう、 半ば 空 だ。 

然し、 さう いふ 様に 签々 になる 經驗を 背景と して • まの 《：2 り、 ； S 那の 生氣を 全身に 感じて 來 ると、 

智、 情、 意の lEi: 別 ある 取り扱 ひが 行 はれ なくなって しまって、 無區 別な^ 想 場. ぉに* 手足の 神經と K 


0^$  ニ^  HA 

の 种轾と あたまの 神 とが、 ！ 致して、 鬼 角 空理に 安んじ 《^ い 思索 をれ W 化し •  n 己と いふ IUWS 

現 力の 幻影に する。 

その 幻影が 義 雄の 生命 だ。 それさへ 握って ろれば、 は 決して、 人の 所 is 世界に 封して、 顿 ：^-、  ^ 

覺* 理ゃ 0 だの、 無理 邦 5 だのと 云 はない。 人の 所謂 社 <*：! に對 して^ 德 だの、 不 3a 德だ のと 云 はない。 そ 

の 代り、 藥は 孤獨の 自己と して 自己の 悲痛 をお はざる をれ ない の だ。 

その 粗が、 今 は、 乃ち、 § に 封して 殘 つて ゐ る^だ。 三味、 太鼓の 升 だ。 ^？^づから^り出したぃ 

様な { や ；氣 だ。 かう いふ ものが すべてお 己と いふ a? の 手足で、 それ を IS 雄 はな ふより ほかに jffl がない。 

面白ぃ様な而も悲！^^^^の^！：已を手足のさきまで感じて、 13{ は！ S にむ せび かけた。 

そして、 三味 や 太鼓の ュ：： が 絶えて • 今度 は 女の ひそく 話の が える と、 何 を .55 つてる るの かと、 

IS は 身 を 起して 耳 を？ a ます。 そして、 それに 男の 太い がま じる と、 がッ かりした 樣に また 身 を 仰向 

けに ffi たへ る。 

棄 はこん なに 鋭敏に 全身の 努力 を 出した こと は！ f れ なの だ。 

そして、 人の 聲 もば ッ たり やむ と、 どこかの 部 M から 時計の ねむた さうな 升が えたば かりで、 一 

樓中は 全く、 疲れて しまった かの 様に、 しんと 靜ま つた。 

この § の 靜肅の Si にも、 然し、 義 雄の 心に は 三味 や 太鼓、 手 や 足の- < つ：： 突が おえる。 敷ね |g おの 眼 


ひが そッ くり 自分の 部屋へ 移って 來 たやう に 一 I 

『とん， とんく  o』  ， 

『ちゃん、 ちゃ./ \ ちゃん 0』 

『は、 どんく。』 

『こり やく。』 

そして、 その 歌まで が 繰り返される。 

渠の 神經は 非常に 興 S して ゐ るの だ。 三味線の 撥、 太鼓の 棒まで が^ ッ拂 つて 踊り 出す。 すると、 

その 撥が 自分の 手と なり、 その 棒が. a 分の 足と なり、 その 手足が また 自分の K を ゆり 起して、 薛教ゃ 

6 ね ひ 

おいらんの 居眠り をして ゐる うへ へ 自分 をつ ッ. N たしめ る。 

渠は、 自己の 靈が拔 け 出した の だら うと * 身づ から それに 兒 入って ゐ ると それが 山から 來 た^の 

姿ら しく も 見える。 

Is ん かん 

『畜生！』 かう 叫んで 見た が • その 瞬 ii に、 6r はかりで はない、 自分 も 亦 杏 生の 木 能を發 する に 於 

ひ つうて つり 

いて、 何の 憚る ところ もない 人間 だと g がっく。 自分が 考へ てる；^ 那、 fH?!S の も 體 的な 悲痛 理に 

據ら なければ ならない の だが、 それに 據 つた 無 飾の 本能 を 人 が^りお ほ びら に 押し通す ところに、 

眞の 努力 * 勇氣、 奮鬪- 誡寶、 戀と 生命と が あるの だと 思 ふ。 


^二お  【〇 

このは， 郞 下に、 苹^ の 音が ばた/ \ して來 た。 

『gif5 ではない か』 と * 环を そば 立てた が、 その は 通り過ぎて、 おもて 二 W の 方へ く • 死に 行く 

ものの 如く 消えて しまった。 

また ICS. 股の 音が 二度 も聽 えたが、 いづれ も. S 分に は關 係がない。 

敝^2の部^からは、 また 女 同志ら しい ひそく 話が 起る。 然し の はしない。 

『もう、 ^ひつ ぶれて ゐ るの だら う』 と 思 ふ。 

やがて、 そこの 障子が 明いて、 廊下へ出た女が敷^2と|£ぉとらしかったが、 疲れ切つ てるら しい 低 

い 投げ m す な聲 が^え ただけ で、 ばた くと どこ へ か 分れて しまった。 

時計 も 疲れた 普で 二 を 打つ かと と * また、 別な のが 跡 もどりした に 一 w を 打つ。 また、 や 

がて、 三つの 音が 數 へられる になる。 

時 だか ら ない。 ？ g 雄が 分の 時計 を 出して 兑 ると、 卷 くの を 忘れて ゐ たので、 それ はと ま 

つて ゐる。 何となく、 むしゃくしゃ すると ころであった から、 それ をつ かんで、 

『この 疲 ぼけ 針 郞！」 と 叫んで、 よこに 投 けつけ た。 

li^^f へむ つて、 その 行き 來に • 階段のお り n の 手すりぎ はから、 敷 <a の »»1 を 注意す ると、 あの 


拜 風が 立て まわされて ゐ るの だら う、 その 影ら しいの が^ 子に 映って ゐて、 あかるい ところ は 上の 方 

少し ズ かりだ。 ささやき 聲 がして ゐ るか、 どうか、 それまで 聽き 取れる ところへ は 近づかなかった。 

また， 仰向けに 床へ 這 入る。 

あたま は 重く、 目 ±- 落ち 窪んだ 樣な氣 がする が、 冴えた 神經が 自分 を 眠らせて 吳れ ない。 あちらの 

ゆ ふべ のす la にある 樣 な筚笥 もな く、 茶箪笥 もな く、 また 碎 風 もない。 たださへ だ だ ツ^い 

室が、 人 待ち遠しい 心に は、 なほ 更ら 徒らに だ だ ッ廣ぃ 様に 见 える。 そして、 廊下のば たくが 聽 え 

て來 るたん びに、 それ かとば かり 氣が じれて、 ますく 祌經の 過敏 を來 たす。 

からだ は i しく 疲れる ばかりで、 自分の た わい のない むづが ゆい 樣な氣 持ちが、 になっても、 下 

たしになっても、 何だかが らんと して、 つかまへ どころ がない。 

うは 目ぶ たと 下目ぶ たと がく ッ つき かける ほど、 1. 魔 は 自分の 中に 押し^せて ゐ るの だが、 どうし 

て も、 1 つ、 足りない ものが あるの を 思 ひ 浮べる と * 脚下に 大きな ほら 穴が 明いて ゐ る。 そして、 そ 

の 底 知れす の 穴の 上に、 {4! にかかった 輪の 如く、 自分 は 浮んで ゐる。 

あたままで がふら-くして、 その 置き どころ もない。 ただ ぁッ たかく 包まれた 中に、 また 仰向いて、 

からだ を だら りと 延ばす と、 酒 か 酒 的 思想 かに 熟した と 思 はれる 筋內の 骨ぶ しの ゆるみから • 何お 

か 金色の 花が "咲き出す。 然し その 花々 に は， いづれ も * かをりと 生氣 とが 乏しい。 

R  搐  E1 


泡ぬ <-$s- 《ヒー 卷  £11 

まだ 不足な も Q が 満たされな いからで あらう —— かっ^;,.'へて、 t^sa の 光に：：： をつ ぶる と •  ^ぃ*5^^ 

ぼつこう 

しぼる 必然の 力ば かりが 勃興して 來る。 

然し ； ，：！： に S-.IW の やって 來 るけ は ひがない。 

そのうち、 時計 は 三 S を 打つ の も あれば * 叫 時 を 打つ の も ある。 そして、 こッ そり やって 來 た^ら 

しいの は、 一人、 二人 づっ、 もう * 歸 つて 行く の だ。 廊下が： 叫びば たつき 出した。 

ふと 口 を らくと、 两洋^ のがら す戶 から、 そらの .C んでゐ るの が兑 えろ。 

「^鹿に して ゐゃァ がる、 なァ』 と、 0 分に 叫んで、 {:11分にはほろくとむ分の^2^;に於けろぉ1さ 

をし ぼろ IS が こぼれた。 そして 女の ことな ど は ろ 忘れられた。 

r 氷 蜂 等 を 呼び 起して、 を 飲み id さう か』 と考 へたが、 ぃッ そのこと、 つてし ま はう と ふ。 

必ら すし も 女が 戀 しいので はない、 然し び 女 を 思 ひ 出す と • そんな^ な、 無感 g な 女 風 W を 摩 

したの が 残念な の だ。 

立てて 起き あがり、 それでも 細 1^ を 締め 十 ひしてから、 ^尸 を排 して 氷 峰の 部； 2- へ 行かう とす 

ると、 ^はの 手すりの ところで、 敷^13の靑ぃ節に出くゎした0 

r どこへ 行く のよ。 J4=- はこ ちらの 氣. か 立った； a を兑 て、 ぉこる^!2に云ふ0 


『もう、 歸 る！』 かう 云った 切り、 女 を 見ないで 行き かける の を、 女 は 引きと め、 

『そんな 野 慕 はする もの ぢ やない よ』 と • 男 を 引ッ 張って 窒に 引き入れる。 そして 鋭 飛ばして ある 夜 

着が： S 豚の 腹 わたの 様に 赤い 裏 を 出して ゐる 床の 上に 坐 わらせる。 

『  』 こちら は 女の する ままに なって ゐ ながら も、 默 つて ゐた。 

r だ だッ兒 だ、 ねえ、 あなた は。』 かの 女 はこ ちらが 苦し さうな 息づ かひの 無 一一 in で n をうる ませて ゐる 

のを兑 て、 男の 膝に っッ 伏した。 そして また^ぐ 氣を 取り 腐した かして、 『もう、 泣く の はよ しまし よ 

う、 ね』 と 云 ふ。 

渠は、 まだ 何とも 云 はす、 兎に角、 怒り は 直った とい ふしる しに as になる と、 女 は その上へ を- 

かける。 そして、 なほ、 その そばに 坐 わった まま • 如何にも 疲れて、 た わい がない とい ふ な あくび 

だ。 

『  』 こちら も それに つられて 大きな あくび をして、 『もう^が 明けたん だ OJ^ り 首の 様に 云 ひ、 

あの 氷 峰の こんなと ころでば かりの 早起きが 呼び 起しに 來る だら う。 さう すれば、 いつもの 様に さき 

へ歸ら せす、 自分 も鎮と 一 緒に 歸 つてし ま はう と 思 ふ。 

『夜が 明けた ッて』 と、 また あくび をして、 『ゅッ くりしても いいだら うぢ やない か？.』 

『いや、 け ふ は 直ぐ 島 田と 1 赭に歸 る。』 
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「さう < ！. わがんでも 一 I ぢ ゃァ、 これ ッ 切り だと 云 ふの？』 

『或は さう かも 知れない。』 

.J  ，う ぼい 

『ああ！」 かう 低い 嘆 8t を發 して、 女 は 例の 兩手を 目に 常 てた が T こんな 商 e はい や だ、 いや だ！ 

親と 主人に 氣の泰 でさへ なければ、 勝手に 自 ほして、 好きな 人に く！』 

それから、 ゆ ふべ からの 話に なった  E ふの 客 を^ 雄が 來る 時刻までに JS してし ま はラと 思った 

が、 » らな いのが 船 だから、 洞に 辞 ひつぶ してし ま はう と 思った が、 なかく つぶれない うちに、 女 

の 方が 危うくな つて 來 たこと。 やがて 客が 床の 問の 床板 を 枕に 1* 入って から、 *： らく SS*i (それ を 敷 

島 は CI 分の 1 番 親しい 色男 だと 笑って 說 明した) と 互 ひに つらい 身の上ば なし をした こと。 が轉 

つてから、 客 を ほうって いて、 左 近の 部! k へ 行き • 左 近と 二人で 今まで K つてね たこと。 それ は 

の 相手 を 長く した 爲め、 疲れ切って ゐ たので、 一 睡 しなければ • 何の 勤め も 出来ない と 思った からと 

云 ふこと 0 など を、 語った。 

『では、 なぜ おれのと ころへ 來て、 1881 しないの だ？ J 

『からだに だから』 との 答へ だ。 

こちら は、 それでも 氣まづ く 思った が、 女と して 尤もらしい、 また • 事 K らしく 思 はれる K も ある 

ので、 それ 以上 をな じる こと はしなかった。 そしてた だ n をつ ぶって ゐ ると、 女 は 安心した 樣な聲 で 


云った、 

『今夜 は醉 つて、 醉 つて、 醉ひ つぶれて、 さん <\ あなた を 困らして やらう と 思って たのに、 S てが 

はづれ てし まった。 一1 然し、 まァ九 時まで がいの ち • ね。』 

義雄 は、 北海 實業雜 誌に i おする 小說 として、 『金』 とい ふ、 橫濱 の贫乏 車夫が マ -ーラ の 富く じに 當 

つて 狂死す る 實話を 書いた 切りで ある。 今一と 口の 方の かわせ も來 たので、 その 金 を 資本に して、 ^ 

晚の樣 に 井桁 樓に 行く の だ。 女が 一度 期に 散財せ す、 毎晩の 樣に來 て くれろ と 云 ふので、 初めて そこ 

へあがつ てからと 云 ふ もの、 1 と 晚も缺 かした ことがない。 

『第二の 伊藤さん』 と 云 ふ 評判が 直ぐ 義 雄の 知人 問、 また その 知人の 知人 間に^ まった。 まだ、 伊 膝 

公爵 來 道の 餘 波が 世 閒に錢 つて ゐ たからの 類推で あらう。 ig 等 は 義雄を どんな 女に でも、 また、 幾人 

の 女に でも 關係 をつ ける 男 だと 思って ゐる。 それが この 評判 を 生じた 所 zl である。 然し 義雄 自身に 取 

つて は、 今やた だ數島 ひとりし かゐ ない ので ある。 また その他の 女 を 思ふ餘 地が 存 して ゐな. いので あ 

る。  ち 

蕖は 女に 妻子の ある こと を 話した。 めかけ 見た 樣な ものが ある こと も 話した。 然し そんな もの は 1 


抱 ゆ 令：^  ^二 0-  E 六 

切屮 むれて * 敷cwを，55^^^てゐるのでぁる。 

女 も 亦 その 一 身に^ すろ こと はすべ てうち 明けて しまった。 Iwgi の 妓樓に 勤めて ゐる 姉と 一 一人で 故 

鄉 のお 身 な^を 世 Si して ゐる こと も • 借金と て は ffi か巧圆 ばかり 殘 つて ゐるこ とも、 みな 分って しま 

つた。 

こちら は 北： を？ して^って 來 たら、 きッ と 何 か 一 つ の を^れ ろ だら うと つ てね るから、 

その になって、 身受け をして やり、 都合に よれば、 來年は 一^に^ 太へ 行かう と 受け 八：： つた。 女 は 

また • さう なれば、 Q 分の 持って ゐ る！^? 3 も、 4^ 物 も， すべて 人の 妻と しての 役に立つ 様になる から 

と^=|： んだ。 

朝 別れる と 女 は 手紙 をよ こし * 手紙 を： ると b;; は 行きた くなる の だ。 そして、 義雉は 靈11 だけ は 氷 

峰もしくは^：；のところで眠るか、 t;^ しく は • 札 K お 立 へ 行った。 小«の森本称雄が*-ての^^を 

治 故して H ふ はめ 入院して ゐ るからで ある。 

ハへ： 嫩は齒 ぐき の 上から！ S 肉の.； 3^ が は を 切り開かれ、 の あたりの 骨が 削られた の だ。 外の 大手 術 

を^な しに やられた ので、 1 度 は氣絕 した さう だ。 顔の たて 淡に：^ い 編？^ を 5?^ かれて、 三 *a に 這 

人って rO ろ。 

n 一等 に は 明きがなかった から」 と、 は？^ 雄に 巾し わけ をして ゐ たが、^ 雄 は その 入院 料の 安いの 


を 知って、 お til を 束 京で 醫師の もとに 通 はせ るよりも • こんなと ころへ 入れた 方が よかった と、 あと 

の 祭り だが、 思ひ附 いた。 

義雄 は-  一 n のうちに、 必ら す】 度づっ は、 靑<1^ い 妓樓と い 院 とのに ほひ を ぐ わけ だ。 そ 

ほんし ザう 

して、 その 別々 なに ほひ を 別々 に 嗅ぎ分ける ことが 出来る 問 は、 まだ 自分の 木 性が あると 思った。 

S 

東京の 石炭 商なる 知人に 照會 した 木材 事業に 關 する 1 件 は、 返事が 來 たが、 

『とても 見込みが ないから • よせ』 と 云 ふので ある。 かさねがさねの 不成功 を 義雄は 非常に 心苦しく 

思った。 

自分 は 詩歌 小說の 創作 や、 思索的 發兑 や， 戀愛 など 云 ふ、 比較的に 精神的、 5: 部 的な 事業の ば 

かりで、 かの 俗衆の 所謂 事業 を その 最も 表面的、 外形的な 方面まで 成功す る： 3- 込みがない の だら うか？ 

不成功 は必ら すし も 論す るに 及ばない。 また 返り 見る に 足りない。 5:部的に兑れば大成功^|^の1^太 

けつぎよ く 

閽も、 外部から 見れば 結局の 失敗 者 だ。 精神的に a 己の 満足 を た ナボレ オン も 表面から 云へば 大失 

敗 だ。 最近に 於いて、 伊藤 公爵の 如き は • 外 表に 對 する 成功の 爲 めに、 却って 內部 的發展 を妨： t られ 

て ゐる氣 味がない ではない。 だから、 成功 は必ら すし も EE ふところ ではない、 と。 
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然し、 その 境 に^み 込んだ 以上 は、 せめて そこ を 一度 は 充分に 蹂战 して 兑た いもの だと、 Isf は I 

ぎす るの だ。 世界に 向って 大 H^gkJ 開ら くの も、 1 國を まとめて その 手中に 操縦す るの も、 自己； 身 

に 立て 简 つて 本能の 無 飾 的な 發展を 全くす るの も、 事業 並びに S 行と して は • 決して その 大小と^ 下 

と はない 0 

tc つてん 

「ただ、 然し、 思 ふま まに、 外面 的な S 行に も、 もッと 自己 を鼓胜 して ft たい。』 これが 接 雄の 野心 を 

切 に 刺戟す る 動機で ある。 

^は、 かう いふ 苦肉 筑を考 へる 時には • いつも、 幼時 敎 へられた 東西 麼^ の交涉 研究に 必： §s 乂な ジン 

ギス 汗、 タ メルラン、 ァ チラな どの 事^ を 忍 ひ 浮べる ので ある。 lagr は歐洲 人の 領地 をた だ 828 した 

だけで、 1S5 等が 去る と 同時に、 何等の 條 を も gj 設 しなかった と 云 はれる。 nr また、 SS 等の 如き ia- 

洋的 英雄 豪傑 は • 破 壌で なければ、 洒色 のこと しか 知らなかった と 云 はれる。 欺洲 人が さう 云 ふの は 

まだし も だが、 東洋の 日本人まで がさう 云 ふの だ。 

然し • これ は、 歐洲の 歴史家が 歐洲の 魅 史を辯 護す るお めの 俗習 的 兌 解で ある。 然ら ごれば、 ^£洲 

の 1^ 識 ばかりに 心.：^ して ゐる わが 3： の ハイカラ 舉 者 等が、 欧洲 人の 口吻 を^ 似て ゐる に過ぎない。 然 

ら ざれば、 また、 世の 俗 SC 家が ジン ギス^ 等に 向って の 公明正大な • 男性的な、 束洋 的な、 本 

能 上の 行動 を • 自分の 俗習 兌に 照らして、 けち t!^  く  sat むて ゐ るの だ。 


一 ジン ギス汗 等が 後世の 爲 めに 何等の 建設 もなかつ たの は、 築 等の 自己 發展 •  c 己 満足の ほかに、 何 

等の けちな 俗習 見 もなかった 證據 である 。『子孫の 爲 めに 美 E を H はす』 とい ふ言雜 も、 俗習 家に は、 

ただ 自己 を 空しく して、 他の 〔：！ めに 誠意 を盡す 意味に 解せられ てゐ るが、 それ は S2f に 公明正大 を^ は 

る 手段に 過ぎない。 

S 雄の 考へ は反對 だな 自 1!3 を 少しで も 空しく すれば、 却って 自己の 誠意お 缺く 様になる のみなら す、 

自己の 存在 をも危 くす る ことになるの だ。 世人の 所謂 美 m を はな いのは、 國家 民衆の 爲め ばかりで 

なく、 子孫の 爲め にも、 {4 しく 盡す樣 な餘裕 がない ほどに、 自己 を充 資させて S く 必要が あるからで 

ある。 

かん 

そして、 ジン ギス汗 等 は、 豐 太閤と 等しく、 義 雄の 主張す る 自己 充 S に 於いて 殆ど 造憾 がな か つ 

た。 この 自己 充實說 は 釗那キ ；篛に 於いて 最も 充分に 發 揮せられ る ものであるから、 自己の；^ 那に關 保 

がない 過去 もしくは 未來に 於いて、 何等の 建設 もしな いのは、 乃ち、 却って Ik 啦を 【只 はない 所以で あ 

つて、 最も 僞り のない 公明正大 だと、 義雄は 思 ふ。 渠の ほ 我 屮心說 は 世 に對 して：：！ 木 屮心說 となつ 

てゐ る！ そして、 渠は それ を^ 那キ； 義で發 揮す るの を歐^ の 偽 文明 國に對 しても らな いので ある。 

然し、 篛 雄に 取リて は、 木材 事業の 計 劃が 駄 0 になった と 同時に •  の： からまた ハガキ が來て 


11 なぜ 封 S:: でよ こさない の だと *  &へ雄 は 心で つた 1 從兄 おの 製 主任が^ 反 心が あって、 n 分 

の 不始末から 起った W 難に も： i: らす、 その 困難と ね财 3? 加と に « へ かね • それ を 免れる はめに、 n 十く 

雄 等の 協同から、 づ くにで も、 脫 してし まひたい 様な 態度 を：： せて 來 たから、 S 雉に やく 來て 

5^ れ ろと 云 ふので ある。 さう でない と、 1 大 件が 初 まると 附け 加へ て ある。 

おから 兄れば、 その 紫の 總 お^たる 兄の 教 雄から、 の m 發後は 代理と なって ああしろ かう しろ 

と 命令され て ゐ るので * この兄^に11::^用を失ってゐろ從兄ぉの怪しぃ行はは充分注^:^.>て、 さう させ 

ない 樣 にしなければ ならない 0 

然し， 無 で .fi: ぬすれ のした 從兄^ は、 また、 年上で あるから、 D 分よりも すッと is. 下 の 代现主 柵， W 

の沒^ 勝ちな 注^と 命令と に默 つて 從 つて ゐる がない。 ：€^^:の1§*:::は、 tig 雄が m 發の際 あやぶまな 

かった ので もない 通り、 ティ ャと ホロ，  トマリと に 於け る義 雄の^ 製お 所の 對立 となった の だ。 

ホ a ド マリに は、 義 雄の： Bf- が 束へ M から 仕込んで 行った^、 その他の 機械 を^ ゑて、 ^5^:尔からっれて 

行った 人々 と共に 住んで ゐる。 ティ ャに は、 從兄 nii- が 練 ビ 代用して、 かの £ め 辣な 世話人に 抱き込.^ 

れ てるる。 初のう ち は、 ティ ャで ® が 多く 取れた 時 は、 人夫 を ® つて ホロ， トマリへ^ „ ^し、 そこでの 

不足 を 補って みたらし いが •  ^料が 髙ぃ 上に そんな 手 iwe まで 1:1 く 出す の だから、 とても • 引き 八！： ふ 

もので はない。 


渠 等の 生活 さへ 僅かに でも 3 來てゐ るの か • どうか * 疑 はしい ほどで ある。 

義雄 は、 弟の 所謂 『一 大事 件』 と は- 禪 太で 抵當に 這 入って ゐる 所有物 件 を 取られて しまう ことで 

あろの を • 知って ゐ ないで はない。 が、 然し 今 * 自分が 相 常の 金 を 持たないで 行った とて、 何の ii 

もない ばかりでなく、  ftl 分まで が 物件と 共に さし 押 へられて しまう に過ぎないの だ。 その上、 また、 

. 行 つて 歸る だけの 用意 もない。 

『どうせ、 過半 は斷 念した この 事樂 であるから、 早く 切り あげてし まへ。 1^1 、禅 太に 於け る 所お 物件 

だけが 来年まで 安全になる^ 談が附 けばよ し • 附 かなければ- それは從兄^!-と共に1|^^てもぃぃか 

ら * あとの もの は そちら を 引き あゆて 歸 つて 來ぃ。 .nn 分 は 二三 日のう ちに 北：： g メ ー ルの袖 助の もとに 

北海^ 巡遊に 出る。 それが 濟ん でも、 歸 一！； 小す るか， $5 地に なほ 滯 在す るか、 どちらと も 分らない。 11 

『兎に角、 この 鐯詰 事業の 失敗の 爲 めに、 n 分 等の.： M も 今 どうな つてし まった か 分らない 狀態 にある 

j<< 'らラ 

のた 力ら， 自 <H は R に 何 かの 事業 を つける まで 二三 年 は： g 浪の 身になる だら う。 お前 も その 资 で 

一先 づ 東京へ 歸れ。 —— 

『どうせ、 お前 は 不勉強の、 蔡問 ぎら ひで、 父の 在世 巾から 校 を やめたかった ので ある。 C 分 は そ 

の 意 を 汲んで、 お前 を i 叮ぐ 自分の 事業に たづ さはら せ、 熟練の 結 によれば *  校の 保諕 など 入らす 

に獨立 もさせようと 思った の だが、 失敗の 爲 めに それ も出來 ない。 一 • 


泡 鳴 <.=^  $s ニ卷  五 二 

『然し 今更ら 小して 1^ び あの 火 m 部の ®f り を やれない の を 恨む にも 及ぶまい。 ^巧 がなくなる 

のな ど は * 決して 苦にする 場 八！： ではない。 お前 は、 来年の 試^^に は、 どうしても ©共 に應 じて：^ な 

ければ ならない の だ。 然し それ は それと して、 お前 1 個の 方針 はお； 憫で考 へろ。 朿 に 於いて^ 

《：E に； M 入って ゐろ こと も •  n 分に ただ 形式的な 愛 を： a る 妻子の こと も、 すべて 考 へる 餘裕 のない 

CI 分 は、 なほ 更ら お前の ことな ど考 へて ゐられ ない。 —— 

r 特に ことわって おくが •  n 分は淸 水お と は 手が 切れた つもり だ" そ， は、 もう， 、；： 配す るに 及 

ばない。』 

以上の 文句 を き 入れた 封辔 に、 添へ窨きとして、『以後の報吿は欠ッ^り：；：^5氏^3てでょこすがぃ 

い。 然し 返 _ ^が 行 くと は 思 ふな。 但し- その 報 ij" は 封 *： に 限る』 と 加へ、 e,^?::: きに は il 船 を 打って、 

，かに 送った。 

六 

礼 ^ に^てから：： 十 や 一 ヶ月と 十日 あまりに なった。 義雄の放浪的^^計割も今ゃ！^ってゐるのはただ 

北海道 «;« とい ふ ilSI で * それもその依顿^?«る北：：§メール社の^!$^がまだ.ば際には^ってゐなぃ0 

元 氣の祖 表した 義 雄に は、 诹 fiww の 井 析樓の 3« くさい 一 室で、 ，=: 分 も 好きだし，： 1： ふ もさう だと 忠は 


き" めい 

れる敷 島と、 毎日 相會 ふの が 唯 1 の ：53k 叩で あるかの 樣 になって ゐる。 

ところへ 九月 二十 七 n、  メ ー ル 主筆 厳 本天聲 から 使 ひ をよ こし、 ゆ ふかた から 自宅へ 银 をへ & ひに 來 

て吳れ ろと あつたので、 篛雄は 行って 見る と、 天聲 は、 

『いよく 頼む から、 出かけて 貰 ひたい』 と 云 ふ。 然し 約束した バス はま だ 旭川の 支社から 返って C 

ない ので、 鬼に 角、 社から そのつ もりで 預 つて ゐる 二十 圓 だけ を 渡す から、 その 金と es 介狀と を以っ 

て、 同社の 支局 並びに 夭 聲の 友人 等 を 渡って るて 吳れ ろ。 旅行 中の 記事が^々 メ ー ルに 出る うちに は、 

『また、 どうと もす るから』 とのこと である。 

『それ ぢ ゃァ、 ^、 何の こと はない、 君の 友人 を 喰 ひつぶ しに 歩く わけで、 少しも 俟の 努力に 對 する 

尊敬 も ii もあった もの ぢゃァ ない！』 かう 云って、 義雄は 多少 忿懑 の氣 味で、 .0 分が 樺 太の 通信 を 

東京の 或 新聞に 引き受けた 時で も、 その三倍もしくは四倍分を受け取ったことを；^^る。 

『まァ さう 云 はんで』 と、 天聲はぉだゃかに構へ て、『それだけ受け取って53^^給へ。 あとで、 また、 

僕も考 へがない ではない の ぢ や。』 

『君の 考へは 常て にならない から、 ね。 然し 北海 メ ー ル 社が おれ を.： 鹿に して ゐ るんだ。』 ぃッ そのこ 

JIM ん ザん 

と、 斷然 ことわって しま はう かと， 穀雄は つた。 

こ の 問 は、 初めは 義 雄から 申込んで、 天 it に El 旋 させた ので ある。 然し 社の 待遇が こんな ことで 
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終る のなら， 天聲の 周旋と 奔定と を 無にして しまっても かま はない と、 ^g雄はm-wふ。 然し、 また • 考 

へて 兄る と、 この 和談が もッと 都合よ く 行く ものと 信じて ゐ たから、 束お へ B る 旅 «t に 持ら へた 金 を 

晚の 井桁 樓通 ひに 使ひ染 してし まった ところ だ。 ^！: らく.： ：！ 分 を 外へ でも 向けなければ、 札 友人 

等に 對 しても、 おめく とぶらつ いて ゐる こと は 出来ない。 

げんしつ 

あとで また どうと も するとい ふ 言質 も あるの. たから • 天 整の 親切 もしくは 巾し S!S に 免じて、 见に <^ 

sb.? ぽふ 

出かけて やらう。 針が 貧乏な 上に、 ^£$-務の方には無5カカな；大3^の(ー"«ではぁるが、 相 々s に s-is を卞： か 

せて E いて、 人 をお ッ 放す 様な こと はすまい。 

よしんば、 ぉッ 放す 內 心で "i-ls を み 倒された にしても *  雄 n 身 望んで みた 旅行が 出来る と： ：！ 時 

に、 その 旅行記に 於いて^ 身の Ktt を， おす こと も 出 米る。 

『この場合、 それより ほかに 近がない』 と 忍 ひお し .Is は H<IS が *1 時の^れ を 送る 川 S ^の 15 を 受けた。 

r 摔 太の 方 は 全く 駄 n です か？』 

「うん、 先づ駄 B と斷 念して ゐ るから • 何 か 一 っ北.ぉ^3でゃりたぃのだ0」 

『君の いっか 話した 牧 icsf 養で もやり Si へ 11 僕の 名義で 出願した fcffi: 坪が 許可され たら、 その 半分 

は 僕が 莨 ふつ もり だから、 ；！；； にも 分けて やらう 0J 

r そり ゃァ いい、 ね』 と • 義雄 は聽き 流す と、 


irSSi だぞ』 と、 天聲は 二三 杯の 酒に 赤くな つた 顔 をつ き 出す。 そして 『では • よろしく まむ』 など 

ひふ 話が あった。 旅行に は 明 0: 出發と 定め、 天 聲の家 を 出てから、 その：^ で 義雄は 敷^の 爲 めに^れ 

の 一 衣 を 明し に 行った。 

九月 二十 八日、 義 雄が を出發 したの は 午後の 汽^で ある。 

れ おで、 ふと 氣 がっくと、 あたま を繃帶 した 子供 を 述れた 女 容が三 飢乘り 合して ゐ る。 それが 子の 

あたま を緣 として 話し合 ふの を聽 くと、 いづれ も、 札幌の S 院へ 行った 歸 りで、 

『あなたの もです か？』  一 • 

『わたくしの 5^ 做 も』 とい ふ 様な 挨拶お。 どうせ、 その 母なる 人々 もしくは その 亭主 等の i 一 i 顯の 

1 端で あらう と義 雄に は 思 はれた。 

東 瓦 石の 製造 場が あるに 因んで、 煉ー凡 餅と いふの を K つて ゐる 停^場で、 その子 供が 一人 減り、 そ 

のまた， 次ぎで 一 人 k リ、 みんな ゐ なくなった 義雄の汽^^は3&=^澤にせぬした。 K ぐ 北お メ， 'ル 支社 

の 主任 を訪 ふと， Mi へ 行って 留守 だ。 止む を S:.K 或^ 行った。 出 年々 この 不自由で は、 とて. 

「も  >  駄目 だと 思 ふ。 
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然し義雄と1^|15った^^ァさんがぁって、 隣 {Si から 紙 を ん で央れ ろと 云って 來 たので、 その 

話 を聽 いて： 3- ると、 岩：；：；； 淨に 陶器の 原料 を 産す る 場所が ある。 そして、 そこへ エ^ を 設けて、 S: 束 か 

ら 職人 を 呼び^せる. をして ゐ るとの ことで ある。 このい もチ さんが.！^の：；^をぶん/\にほはせて^ 

と£|  一  t  »^  A げ J 

ると ころに 據 ると •  餌 31 の .SK- 場 苦 小^で 料理お を やって ねる かみさん だが、 その » ^では S けが 

少 いので、 人の やらない 事業 をと E-5 つて、 そこに 考 へがつ いたの， たさう だ。 ^^都ぁたりで十五錢、 二 

十錢 する 陶器が、 IS 赁と 割れと を 兌 込んで だら うが、 北海^で は. お 際 五十 錢 から 六十 錢 する。 それ を 

？ fssit 入らす、 割れ も尠く 製造 出来る ものと すれば、 五十 錢が 四十 sr 三十 « に K れても 利 < "は 充分に 

むな 

事業 熟に かかって ねる に 等しい 義 雄に は、 樺 太へ 空しく つぎ 込んだ.：：： 分の fsJ=; 木 11 而も の 宅 

を抵 《：3 にして 持ら へた 木 11 のこと が 残念に 忍 ひ 出されて、 こんな¥ァさんにi^^ても• 

自分 は 1 個の 敗北 者で あると いふ 感じ を 抱かざる を？：：： ない。 と同畔 に、 氷 峰を兒 込んで 分 を 巾し 込 

ん だ，；；^ 杉貞 子の 目的 も、 亦、 この 岩兒. 滞に 於いて 陶器 を やる 力に なって K ふこと であった と 云 ふ 

こと を 思 ひ 出す と、 利 の 勘定し かたまで が矢ッ り： じ やう であった。 あの 女 は その後 どうして 

ゐ るか 知らないが、 兎に <^、 この 婆ァ さんに 先んじられて しまった のた、 な、 と «fi は考 へる。 そレ 

て * 人 は 誰れ でもぐ づ- (- して ゐる うちに、 他の 人に 追 ひ 越されて しまう もの だとい ふこと を 痛切に 


感じた。 

そらち 

その 翌日、 支社の 主任と 近傍 を 巡回し * 本道に まだ I つし かない E. 稀 農 SMS、  i<4 知敎 w<w 附：^ US- 

館 (に は. - 活動 11 書 館の 設けが あって、 管內各 村に 巡回 させて ゐ る)、 所々 の 田^、  牧 iT ま 

たは、 かの 腐爛 病に 褪 つた 林檎 畑の 恐るべき 荒 廢の跡 をも兒 た。 

のうか 

また、 ところどころ、 唐 もろこしの 實を澤 山 軒に 釣した 農家が あるの は • 樺 太で 云へば、 漁師の 戶. 

外にお ほ 蟹 を繩で 結 はへ て 釣る す 型 を、 北海 造 的 百姓で 行った の だと 考 へたし。 また、 途中で 都 式の 

行列に m 會 つて は、 自己 を 捨てて 行く 馬鹿者 を 送る その 1^ 鹿お 共 も あると 思った が、 が餘リ しほら 

ていりつ だつ ばう 

しい 様子 をして 行く ので、 橫 切る わけに も 行かす、 停 立脫^ して その を 通した。 

然し そんな こと. <\ よりも， 義 雄が 最も 多くの 注意 を 引いた の は、 澤 牧畜^ ャ m 贩 K 肌合 (この 

種の 組織 はま だ わが 國に 例が 少ぃ) と • その 北海道 バタ 製 t3 所と である。 若し 牛 を！： ふと すれば、 種 

を 目的と する か、 然ら ざれば、 バタ や 乾 酷 • 鎩詰 など を 製す るまで 行かなければ うそ だと 考 へた。 

そして、 義 雄の 手帳に は、 次ぎの 如く 書き下されて ある 11 牛乳 五六 升で、 バタ； 斤。 牛 * 一匹 I 

日の 產、 K 升より 一 斗 二 升。 年、 五六 ヶ月 間。 一年、 平均 ±】 三 石 (七 八 石の も あり)。 バター 斤 • 七 

十錢。 十一 一石に 付き 一 一 百 斤、 百 四十 回 也。 牛 一 匹の 飼料 一 ヶ月 平均 三回、 一 ケ 三十 六圆也 (せ w、 

放：^ 等 を こめて) 。バタ 製造 機械のう ち、 セ パレ ー タ、 二百 i^。 クル (チャン、 ^返 機) 三十 s。  ^it 
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機 (才 ー 力) • 六十 31。 驗胎機 八十^ 等 を 込めて、 五 In 四 入用。 

岩0^澤は^1^糾^|^にぁって、 錢道四 通の 中心で ありながら、 市中 は餘り 活動して ゐる にも 思 はれ 

はって.？ 

ない。 家々 の^ 築 具合 を ：3- て も、 假 SM^ が 永久 的な 住 ひに なった 核な のが 多く、  の rS 中に 不ぉ • 

の はめに あたま を 押 へられて しまったと いふ あり 様が える。 多分、 都^の »i 逮に 必要な 『近在.： な 

る ものが 少く，  R、 汽 a. の 客 は 通り過ぎて しまう のが 多い はめ だら う。 假 £J 築の ままに « ぶって わる 

店な どが すくなく はたい。 

義雄 はこの 町の 他：：！ の發 を；^ すべき 财源地 *  ^：字？^ 山へ も 行って：： たかった。 ^1炭山は挽，：1:川の 

上流に あり、 水準 點 以上に 三 百 七十 一お 1^ 、水^下の を 合すれば I 千 swig 以上の ^をお すると 云 はれ， 

Sli は として 沿岸に 速な つて ゐる さう だ。 然し sff、 ゆ ふかた、 一先 づ 支社へ 引ッ 返す と、 本^^ 

から 電話が かかって ゐて、 *i ぐちよ ッと 歸れ、 都 介の いいこと が出來 たとい ふこと である。 

!^終列車で義雄は^^1へ向ったが、 窓から ながめる と， 葡》 十五夜の 月 は たろ"，^ 狩の 人 WW 

を 照し、 秋の 夜氣が a- の 寂しい asra に 迫って 來る。 

考 へる、 と 六月から 家 を 出て、 樺 太 並びに 北海 に 1 と S を つたので ある。 節が なつかしい 氣が 

して 來て、 i^l^ へ 向 ふの が 束 京へ 歸る樣 だ。 


ぷ まう 

きの ふの 晝問 見た 大 原野の 一 部なる 幌向 原野 は、 不毛な 泥炭地で •  n ル 波す 限り 茅ば かりの、 一而に 

じめ くした ところ だと 思った。 然し • 今、 汽車が その 一端 を^って ゐ ると， 人 {冰 のと もし 火が 1 つ 

二つ 見える。 そして 多くの 人々 の 返り 貝ない、 こんな 泥炭の. K?i 地に も • 小問墾^！^が寂しく住んでゐ 

るの かと 思 ふと、 そのと もし 火 は義雄 自身の 様な 一 文な しの 寂しみ を^して ゐる。 

如何に 北海道と いふ 自由な 天地に 來て も、 金がなければ、 何 等の 计剷も 成立し ない と^しく， かの 

火 をと もす 家人が、 1 個人と して、 如何に その 1 小 地積 を 開墾し おた とても • 殆ど，^v^の—効カはなから 

50 この 原野 全體が であるの だから、 その 全體を 乾燥させる 爲 めの 大 排水 ェ をし ない 以上 は， 

*4 まう  4t よ 

渠が 動かす 鍬 さきから、 不毛の 濕 りが、 義雄の所謂刹那の生11^^離れ行く劣敗教の^園に蓝る蹴無の 

死の 如く， 藥の周 園に 攻め 返して 來る。 

かう いふ こと を考 へながら、 義雄 は札幌 驛に养 したが、 その 足で 直ぐ^ を 天聲の 宅へ 飛ばす と、 も 

う、 戶が締 つて ゐた。 それ を 叩き起して、 二人 はう ちと 外での 對應 だ。 

『全 體、 どう 云 ふ 話なん だ？』 

『なァ に、 今度 道會 議員の 遠 藤 長 之 助 1?；； が *  土 太 勸業調 木れ 0; として、 膽报 •  n^. 天跑. 後志， 

など を 巡 廻す るので、 丁度 場合が いいから、 ラ ちの 社 が 遠 藤お に 説き 勸 めて、 ^？；に隨行を顿むこと 

にしたん だ。 君 も、 不服 はなから う 一 1 费川 は、 すべて、 f?^ii!!;; が siii から 受け取る 分から m るんだ に 
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r そり ゃァ、 好都合に なった、 ね。』 

r 然し 、北^^な 回る に は *  US でなければ 行かん ので、 君が HI に乘れ るか、 どう だら う ッて心 おして 

居った ぞ。』 

『！||^^云って、 どうせ 驟遞馬 だら うから 大した 心；^ にや ァ 及ばない、 さ。」 

r 乘れ るか？』 

. 『乘 つて 见 せる、 さ。 僕 も 子供の 時乘 つた 切り だが、 樺. A に また 行く とすり ゃァ、 どぅしても^^の|8 

古 をして © かなけり ゃァ ならない と 思って ゐる ところ だから —— 』 

『おや ァ、 あす、 $ ^藤！ にせって へ 11 それに、 和服で は. £ ^の上 が^いから、 ^服 を どうか 邯介 

すると 云うて をった から。』 

『では、 あす •  ^はう —— ところで、 今夜、 とめて K へない か？」 

「そり やちょ ッと 困る、 なァ』 と * 天 は：； 一 ngis の 調子が 折れた 。『も ッ と^^が やければ、 ^5 を 51^ る 

とと も 出來ろ けれど、 もう、 遲 いから • な ァ。」 

「よし、 それ ぢゃァ 失敬す る。』 義雄は あす を » つて そこ を 離れた 。そして e: 下 を獨り また 蒲"，！； に 行き、 

歡島の不意.vgJ^^せた。 


道^議员^^.!^長之助は、 北晃 のお ほ w 姓で、 多くの 小作人 を 使って IS 棠を 81 すろ かたはら、 牧馬 

業に も 手 を 出して ゐ るし、 某 木材 <^ 社に も il 係が ある。 また 砂金の 出る 山川 を 持って ゐ る。 

もとは、 ちいさい 居酒屋 を兑 た樣な こと をして 金 を 儲けた の だ。 北、 海^へ 流れ込んだ、 殆ど 無職 業 

の、 勞働者 等 を 客と し * 自分が 兵隊の あがりで ある を 誇りに、 亂 1^ や 無錢飮 < ^を やる もの をお どしつ 

ける つもりで、 渠は 店の 出口に 鐵砲を 持って 控 へて ゐ たので、 一時、 錢砲 酒屋の 名 を^て ゐ た。 

しんだい 

それが 長 之 助 一 代で 立派な お ほ 身代に なった の だが、 道會議 M として Sl< ^にあら はれる と、 その 落 

ちついた 達 I の爲 めに、 初^ 說のそ もく から、 こんた 見 g 家が 北 15- の S 舍 にも ゐた のかと、 世人に 驚 

かれた さう だ。 他 口 は 必らす 代議士の 候補^になる だら うと は、 人 も 期し われ も. 5; 上んで ゐる ところ だ 0 

その 渠は、 さきに 義雄 を歡迎 したうちの 松 本 雄 次郎 (矢張り、 SI^ 議：！ ！0 と共に メ ー ルの 社！^ を 中 

心と して、 もしくは それ を 利用して • 自己 勢力の 擴 張 に 努めてる るの が、 今 凹、 ^^雄との^係を結 

ばせ る ことにな つたので ある。 

遠 藤の 札幌に 於け る 住宅 は、 南 二 條の七 丁目に ある。 鐵柵 をめ ぐらした お ほきな 構へ で、 誰れ が 住 

むに も 鹿 過ぎる 家 だ。 そして それ を 借りた もので 失敗し ない もの はない と 云 ふ 「おはしい 評判まで 立つ 

て ゐる家 だ。 然し 遠 藤 は それ を 割合に 安く 借り受けて、 ist 業の 闕係 上、 麋を^ づれる 束 京 • その他 か 

* らの 客に 對 して、 見識張って ゐ るので ある。 

0  0  六 1 
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t ナ會 0 

雄 は^ 野からの： S りに、 近 .21 まで 行き、 その家をー 人の婆ァさんに？^^ろと、 

r あの 大盡 さんのと ころでしょう』 と * わざく その そばまで ついて 来て^ へて れた。 

のがら す戶を 明けて 入り、 案內を 乞 ふと、 悉！ S らしい 叫 个格恰 の^が 出て 來て K 乂 けついで^ 

れる。 それに？ 31： かれて、 長い， S 下に 添 ふて 奥の 容^へ 通る と、 旣にニ 一 二人 の^が ゐた。 - 

初對而 の抆拨 を^まして から、 先客の 用談が IS むの を， ゆって ゐ る^に、 床の^の 紙 一 と 幅に し 

たど こかの 石碑の 銘ゃ 人き な錢 製の 鶴のお き 物 や、 三 < ^棚の S: 物 や 庭の 大きな 節に 入れて ある^く の 

ぬ や、 など を ながめながら、 義雄は 主人の 話し 扳りゃ 人物に 注お した。 强 ひて^ち ついては ゐ ろが • 

， ん にく 

兩の H:^ の 上で^ 肉が 動く 子が、 多少、 過激な 精神 を 持って ゐる 人と 兌え た。 

先^が つてから、 1^び丁.汎も枚|$^をがめ* それから 今回の B^: 旅行の：：： 的、 .^.i やら、 S8 雄の^ 

行 承諾に 對 する 感謝 やら • 迸廳 から も 別に 案. s:*? として 技手が 一 人 行く こと を gi つた。 そして、 卞人 

は * 

ri ^^に行って下さることになると、 あなたの 評判な C 然 中；^ のお 說 をも^々：^ ひたいので すが •  .^ 

はどうでしょう』 と 問 ふ。 

『それ は、 なァ に』 と •  ^!^雄は心；^させなぃ様に答へて7下手ですが、 大丈 火です、 子供の 時に 落ち 

た 經驗も 1 1 三度つ い て ゐ ますから。』 


『それなら、 は I 構です OJHf: 人 は 微笑しながら *r 馬 はどうしても 落ちて 见 にや ァ なりません OJ 

『然し 子^の 時の ことです から、 今度 また やり直します。』 

『は ッ、 は！』 主人 は 笑って、 『ま ァ、 成るべく 車 や isi 革の!： くと ころ は それにす る ことに 致し ませう 

から I— 』 

かう いふ 話が あった 後 • 義雄 はちよ ッ とから だの 寸法 を 取られ • いづれ 出發の 時までに、 Si に 八：： せ 

だが、 洋服 一 式を屆 ける からと いふ 言 紫を與 へられて、 いとま を吿 けた。 

義雄は • 天聲の 注意に 從ひ * 分の 人生 觀 並びに 蕩術覜 の 批評なる WHa 雄 論の 出て ゐる 中央 公論 

けっしょく 

を 一 部 主人の 手に 殘 したが • 主人 遠 藤に 對 して は， 營 養分に 富んだ、 血色の いい、 これから まだ 何 か 

いんしょう 

仕事 をし さうな、 四十 四 五 の 地方 紳 十； とい ふ 印象し か 受け取ら なか つ た。 

義雄 は、 かの 未見の 敵であった 山の 客が した 如く、 教 島の 部 匿み 宿 3< た樣 にして •  l^lii は氷綠 や、 

勇 や、 入院 中の 森 本な ど を まわり 歩いた。 

九月 末日の 晝頃、 北！ 赏業雜 誌 社に 行って 見た。 社長 川 崎の 怒鳴って ゐる IS が玄關 まで^え るの 

ザで、 前から期待されてゐた社長と氷峰との衝突が51^^て初まった、な、と思ひながら、 這 入って 行く 0 

n  椅  六 三 


川 と 氷 峰と は を 打ったら しい、 を その 問 にして、 5ii 烈 な對談 になって わた。 川椅は H: ッ 赤に 

なって 形 を 正して ゐ ると、 氷 峰は靑 くな つて、 勝手にし ろと いふ 風に、 HE 手 を 膝に？ d いて n をい から 

し、 あたま を 少し 下げて を 向いて ゐ る。 

「ぢ ゃァ、 お前 はどうして もやめ ると 云 ふの か？』 川 は 氷 峰 を瞰 みつけろ と、 

『は、 ゃめます\1氷峰は！11^11^-を兑返へして、『ほかのものでもゃれると社畏は云ふとるさラぢゃから， 

やれる 人 を 入れたら よから う 一 I 僕 は ® ひ人ぢ や。』 氷 峰が てから 不： 牛に 思って ねた ことで、 社お は 

渠の 力 を あり 振れた ものの 樣に考 へて ゐ るが、 氷 峰 a 身に は、 自分で なければ、 K^^、 この煤1^|を 

やれる もの はない と s 信して ゐ るの は、 義雄 もよ く 承知して ゐ る。 

このい や 味 を 含めた 確答に おし、 

r この 野郎！』 川 崎い 重い 盤 を はねのけ、 氷綵の膝に迫り行き、「ぉ^2はけちな«ひ人极性でをるの 

か？」 

『  』 

r おれに 一 一千 五 は H 足らす もつ ぎ 込ませて K1 いて、 まだ 雇い人 极 性で をる のか？』 

『  」 

r 返事せ い、 米 蜂！ おれ はお". 1 の 兄から まれて、 お前の a めに 出して やった のぢゃ OJ 


r 然し 展ひ人 扱 ひ を すれば、 屉 ひ人ぢ や。』 

『さう ひねくれる もの ぢ やない ぞ。 誰れ が こんな 事業に 澤 山な 金 を無條 件で 出す ものが あろ？ お前 

の爲め なれば こそ ちゃ。』 

『そんなら、 その 樣に やらせて 吳れり やよ から うぢ やな いか？ 僕 を 信じないで、^ 計 を S いたの は 

まだし も惡 いこと はない。 然し その 會計 がかう いふ 仕事に 不慣れな 爲め 出て 來る疑 ひ を、 ^ぐ 僕が 不 

都合で もしと る 樣に思 ひ 取る の は、 社長と して、 問 遠ひぢ やと 思 はれる。』 

『おれ は 何も 知らない のぢ やから、 會計 にもよ く 分る 樣に お前が 云 ふて 聽 かすが えい。』 

『いくら 云 ふても 分らなければ 仕 かたがない、 さ —— 今の 樣な こと を 云 ふて、 僕に っッ かかって 來る 

しっけい 

の は 失敬 ぢゃ。 少く とも、 僕 は 社長に 次いで、 主幹と いふ 名義に なって をる のぢ や。』 

『そお ゃ會計 も、 主幹の 云 ふこ とが 分らん の にも 直ぐ おれの ところへ 苦情 を 持ち込む のは惡 い。』 

『島 田さん』 と、 これ も靑 くな つて ゐる會 計が ゃッと 界 び 氷 峰に 向って 口 を 切って、 『わたしが 恶 かつ 

たのです から、 改めて あなたに あやま. ns ます 0 これから は、 十分 あなたに 敎へ て^3;って* あなたの 云 

ふ樣に 致します から —— 』  • 

む ろん  くわう お 

『無論 • さう して 貰 はねば 困る。 新 閡ゃ雜 誌の 事業 は 山の 鐮夫を 使 ふ 樣には 行かん もの ぢゃ。 然し、 

社長、 ここ、 少く とも 百圓の 手金 を 打たねば、 印刷屋が 原稿 を 組み 出さん ぢ やない か？」 

«  0  力 S 


『だから. - おれが それだけ は 工面して やる と 云 ふとる ぢ やない か？」 

『では、 社長から さう 云 ふて 貰 はう。』 かう 氷 峰 は 多少 氣拔 けがした やうに 云った。 と 云 ふの は、 ぃッ 

だん ゆん  だんげん 

そのこと • きの ふ 社長が 斷言 した 様に、 金 はもう 一文 も出來 ない とけ ふ も斷首 して ひたかった と、 

あとで 義 雄に 語った。 SSS は、 さぅして^！！って、 雜誌を全く^：：分の物にして新たに^^！^^^^さぅと^っ 

てゐ た。 それが 却って、 『おれが それだけ は 工面して やる と 云 ふとる』 など、 W: は 1:4 ひも しないが 穴，： お 

氣を つける の は、 どうも S てに は 出来ない T 多分 * また あの 動きの つけなく されろ 安の 手に かかる 

の だら う。』 と^ 察された が、 それでも、 手金 だけ 出来さへ すれば、 crt 座の びはつく からと、 氷 ゆ は 

社長の 言 を^へ たの だ。 

ril§J を 呼べ、^ 山 を』 と、 川 崎が 印刷 31 のキ： 人の こと を 云 ふので、 氷 峰 は 社：：： を^ 話 かけに 使 はす。 

これで 衝突の 1 ^落が ついた ので、 義雄は 川 崎に 改めて 挨 すると、 

「旅行 はどうな りました』 と、 川 崎が 尋ねる。 

r 改めて、 遠 藤さん と 1 に 出る ことにな りました。』 

r それ は 結構 ぢゃ 一 I さァ、 1 つ。』 川 崎 は n 分と 義 雄との ii に ssg を 引き寄せた。 氷 峰 も •  も、 

： 山 は 打ち^けた 樣 になって、 二人の 打ち方 を兒 ながら， いろんな 口 嘴 を 入れる。 


そのうち、 ^山が やって 來た。 川崎は^？ふ盤に向って， 面の 不利な のを訴 へる 様に、 

『おい、 大將 • しッ かりして „JI< れんと 困る ぢ やない か？』 

『わたくしの 方で も』 と、 ^山、 受けて、 『實際 • 困って をる のです。 ほかの 仕^ を ことわっても、 あ 

なた の 方の 仕事 は 間に合 はす 樣 にして をり ますから、 世 問で は 全く S 業雜 誌の 卬则 所に なつた^に 思 

はれて をり ますので —— 』 

『思 はれても えい、 さ。』 川 崎 はな ほ 死に 物ぐ る ひの 石 を 打ち込みながら 、『もう、 大分お 前の 方へ 入れ 

て あるから。』 

『それ は 無論 結構です が 11 月末 の 給料 を 渡さない と • 職工 が 働き ま せんの で 一 I 』 

『だから、 おれが 今 云 ふの ぢゃ。 J 川 崎 は 少し 成猛 一：？ になって、 『手金 はおれが H 面する から、 もう 二日 

化4- て、 その代り、 第二 號を すん く 組んで 貰 はう。』 

『ぢ ゃァ * さう 願 ひます』 と、 .澤 山 も 承知す る。 

『印刷 3j の 方 はう まく 行った が、』 川 崎は義 雄と 氷 峰と を兒 て、 『巷 は 負け ぢゃ • たァ。 」 かう 云って、 石 

を 投げて しまう 0 そして、 氷 峰が 餘り おれの あたま を亂 させる ので 負けた の だとい ふ ひ を して、 

川 崎 は歸っ てし まう。 

その後で、 氷 峰は義 雄ゃ澤 山に 向 ひ、 


^二 卷  •  六 八 

r 社. おはいつ も さへ 吹き かける と、 ^の 芋に 乘 つてし まう。 きの ふまで 一 文 も 出来ん と 云 ふて を 

つたの が • おこった あけく、  KHI^ だけ は 出す と 云うて をった などと、 將 P な 熱 を 吹く のぢ や。 然し • 

結局 • 出し さへ すれば、 こちら はえい のぢ やから —— 』 

『わたくしの 方で も』 と •  ^山 は 氷 峰に 向 ひ、 『かう： §月 ぐれる では •  r てれが はめに うて Bg  く 職工 

が 動きませんで 困ります。』 

『一 り や -H 際ぢ や。』 氷 峰が 受けて、 『ぃッ そ、 使が 全く この： tis- を やる 5? になれば 決して こんな ことに 

はなら しゃせんが、 な ァ。」 

『かう 贫乏な 身代で は、 計が 1 称 困ります』 と、 會計も 口を出す。 

『今：：：； も 社：： 3； の 給？ t は 取れない のぢ や。 伎の 下^料 は： 1： とかして 延ばして K くにしても * ほかの； S 

等で 女房 や 子供 も ある もの は、 K にお ほ 困り だら う 11 僕が 先 H: の 5^ に 少し は 立て 換 へて やりたい に 

も、 もう、 に 持って行く 物 もない し、 な ァ。』 氷 峰 は^ 雄の 方 を：：^ て、 『また、 誰れ か 金の あろ 女 を 

つけよう か、 な ァ。』 

r« の はどうし たか 知らないが J と、 義 雄は貞 子に 先んじて 婆ァ さんが やりかける w» 事業の こと を 

e; ひ 出す。 『あの 岩 兒澤の 陶^に 適する 土と 云 ふの は、 ほかの 人で 掘り出す ものが ある ぞ。 J かう 云つ 

て、 lgが^g^に聽ぃて來た通りを氷4^にssす。 


r それ ぢ やから、 新ら しい 事業 はう かう かして をら れん I W ぐ 他人が a- ぎつ けて しまう.^ 

「本 當だ>  ねえ。』 

『あれ も、 然し、 おれが ill 手に せなん だので、 困って をる だら う。』 

『そり ゃァ、 どう だか 分らない 0J 

こんな 話 をして ゐる うちに、 澤 山は歸 つて 行った。 そして、 氷 峰 も 停車場へ 行かなければ ならない 

ので、 義雄 も】 緖に その 社 を 出た。 

S つぼろ 

實は、 山に 歸 つて ゐ たお IS さんがけ ふ 母と 共に 札幌を 通過して、 相 州 鎌 倉の 親戚の 方へ 向 ふので あ 

る。 これ は、 氷 峰の 兄 夫婦が お 君に 氷 峰 を 思 ひ 切らせる 爲め、 いよいよ 氷 峰の け 策 を li 行す る樣 にな 

つたの だ。 

氷 峰 は 自分の 妻に する つもりのお 鈴 を つれて 姉と 姪との 迎 へに 行き、 一 晚 は札幌 にと まらせ ようと 

して、 それ を勸 めた が、 

『ぃッ そ、 おりないで 行った 方が よから う』 と婶は 承知し なかった。 そしてお 君 はこ わい 顔 をして 氷 

峰 を 一 目 見た 切りで、 渠 にも、 お 鈴に も、 ロを聽 かなかった。 

にんしん 

r 實は • 姙娠 したん ぢゃ』 と， 氷 蜂 は あとで 云った。 

^橋  六 九 


^二お  七 〇 

遠 膝 E 身が 俾に乘 つて 持って来て 臾れた 洋服、 ホワイト シャツ、 毛つ き メリ ヤスの シャツ • ズボ 

ン下、 並びに 附^：: i を * 義雄は 有 liii の i 豕で 受け取った。 すべてで、 それでも、 二十^^ か •！； 十 W はか か 

4 んぢ 

つたら しいと、 s;は勘.：ルして：：=^^^。 そして、 ズボン 釣りと ai みあげ 靴と を^ 雄 は 门 分で なった。 

勇と お 網 さんと は、 5!^ 雄が それ を て a るの を 手 傅った の だ。 ig 雄 は 七 八 iij.^-  w:^ 校 • 实 付 • 旅行 

などに も、 洋服と いふ もの を^って、 ー切^;5なかったのだが、 禅 太に ゐる とすれば、 どうしても •  £^ 

と 洋服と は 避けられな いと 思った こと も あるので、 今回 も、 その！ g ひ を ^ 回した わけた。 

>e£<3 ^は カウス ボタン をつ け て^れたり、 折り8^=^はめて".3<れたり、 チコ ツキ を _ ^せて 央れ たり、 

上衣の 袖 を 入れて 與れ たりした 。大抵 は義 雄のから だに 相應 して ゐ ろが 胴のと こんが 少し ゆるい ので、 

チョッキの 下に、 勇の 厚い 綿 人れ 胴衣 をつ けた。 

義 雄が 鏡に 向って 见 ると、 0 分の iS せぎ すの 姿が 洋服 を ^5 て ふくれた ので • からだに 比例して、 少 

しちい さ 過ぎる あたまが に！：；： に 立つ 樣 になり * その 顔の 中で また 比 校 的に ちいさい：！： がまた：：： に 玄* 

つ 様になった。 

「お ほ、 ほ、 ほ！」 お 5i さん は それ を： て •  す 吹き出す。 


『どうしました？』 義雄 はわ ざと 何氣 なく、 そのち いさい ほ を くして 见 せた。 

『お ほ、 ほ， ほ！』 今度 は 腹 を かか へ て 苦し さう に 笑 ふ 0 

くさ 

『どうしたと 云 ふんだ、 ^鹿な 奴 だ！』 fs- はま じめ 腐って その をた しなめ る。 

『ただ 田 村さん の 洋服す がた は 初めてで、 伺 だか を かしかった ものです から』 と、 お 綱さん は かに 

笑 ひ を を さめる。 

義雄 自身に も、 $ ；?: ごころ がいい わけではなかった が、 無顿 着な に は、 洋服 地の 組 末な の や、 不體 

^なの は 左 ほど 氣 にもなら なかった。 そして、 却って、 新ら しい 物 をつ けたと いふ こと は、 樺 太で 銘 

仙の?^ 物が 出來た 時と 同じ 樣に、 ちょ ッと氣 持ちが よかった。 

義雄 はこの 洋服に 着か へ てし まって、 何となく にこ して ゐ るの を 见て、 

『それでお 行きに なれば • 今晚 はいつ もより 持てましょう』 と、 お 綱さん は 冷 かす。 

れいせ う 

『さう だ、 ね』 と、 勇 も 云って、 その 心での 冷笑が 見えた。 

『どうせ、 假 りの 赏ひ物 だから』 と、 義雄は 等の 言葉 を追窮 はしないで、 『これで 今夜 は^らくのお 

別れ だから、 ^唐人の 眞似 でもして、 女 ども を 笑 はせ る、 さ。』 

『君 は 衣服の 點に 於いて は 非常な 保守 主载 であった らしい、 ね。』 

『な ァに、 思想に 於いても * 一而に は 保守主義 だ ぞ。』 殺 雄 は a 而 E になり 、『俊の 「國 家人 生 論」 に 於 

斷櫞  七 一 


si  ニ卷  七 二 

いて は、 外國の ついた 思想な どは诀 して 採用し ないし •  が 「表象 主？^」 を する に は、 わが 神代 

の 人 乃ち • 祌々 の 生お を引證 して あるの を 見 袷へ。 神 S! の 根源 は 筏の 所謂 強烈 生活に あるの だが、 

ぞ<  しふ 

古來 並びに 現代の 神道 家 等が 無 a. で • 俗習に H はれて ゐ るから、 伎 等の 云 ふこと などが 分らない の だ。 

IS 等に して、 若し 活眼 を 開ら く 時が あったら、 使の 肉靈 合致 說の 如き は、 わが w の 神代に R に 行 はれ 

てゐ たこと を 知る だら うよ。』 

r それで 思 ひ 出した が』 と * 男 は I 冊の 木版 本 を 持ち出して 来て T 君の 云 ふ樣な 晩に 似た のが この 木 

にも 少し あるよ。」 

さし 出した のを见 ると • 明治 十八 年 版で、 新居 守 村と いふ 少敎 正の r 氣象 考」 だ。 赤裸 々に B?; 女 

B の M 係を耿 であら はしたり • 説明した リ して、 その^に 天地 1« 物の 生 * 的戚カ は^ 权の氣 に^ねす 

ると いふ 思想が 1 貫して ゐ るら しい。 

『これ は どこに あつたの だ？」 

「夜 i« で K つたの だ。」 

『おもしろさ うだから、 旅行から 歸 つたら、 して K ふよ M 

「それ もい いが * 君が そんな 考 へだと は氣 がっかなかった から、 一 つ 俊 等の 組 綴して ある 神主 等の 分 

4 ん J レ 

で «ft して 賓 ひたい、 ね。 君 も 知って る 通り、 ft は 園舉院 出の 師 だけに、 今でも 神主に は 交 at 


が ある。』 

『それ はやめ 給へ、 ^^說をゃるのはぃぃが、 僕の 思想に は sli な點も あるから、 君の 迷據を 引き起し 

て も 氣の毒 だから。』 

とんな 話 をして、 義雄は ゆ ふ 方 そこ を 出た。 そして 氷 峰の 下宿に 向った。 この 日から、 然し、 義雄 

は 北 .1 道の 古本屋に 氣を つける 様になった。 

氷 峰が 南 ニ條西 一 丁目の 下宿屋 鈴 木に 移った 當座 は、 そこの 浮氣 なかみさん 11 と 云っても、 姿ァ 

19 よ 

さんだ 11 にも 持てて、 餘り飮 まない 酒を飮 ませられて かの 女の 寢 床に 引ッ 張り込まれ かけた こと も 

あった。 が、 若い お 鈴が 毎日の 樣 にやって 來 るので、 ねたみの 服 を 持って 見られる 樣 になった 上、 移 

つた 當時、 多少の 前 <? やった 切り * 少しも 拂 ひが 出來な いので、 渠は餘 りい い お客さんと は 思 はれ 

なくなって ゐる。 

義雄は それ を 知って ゐる のみで はなく、 自分が また 氷 峰に は、 有 馬の 家と 同様に、 もしくは それ 以 

ふゐ 

上に， 厄介 を かけた ので、 この 下宿屋の 敷居 を またぐ ことが 何となく 氣の 引ける 樣 になって ゐる。 

然し さう いふ 氣が 出れば 出る だけ、 義雄 はわ ざと さう した 氣 ぶり を 見せないで 勢 ひよく 二階の 梯子 

ほ を あがって 行き • 


泡ぬ 仝ぬ ffi^ ニ卷  七 四 

r 氷 峰 * ゐ るか』 と、 から 紙な W き 明ける。 

『や ァ、 出來 た、 な』 と、 氷^ はこ ちらの 洋服す がた を：：^ てゐ る。 

『どう だ， 似仓 ふか？』 

r さう だ、 な ァ， まァ、 二十 IS の 判 は •：；：：： ぢ や。』 

『馬鹿 云 ふな。. i 義雄は に 向って あぐらをかいた。 それから • あす、 先 づ^^ •  の 方！^ へ 出 K す 

る こと を；^, i り、 朝 は：： 十く 起きなければ ならない ので、 今夜 は 【^に 遊 K へ 行って 凡人れ ないかと 云 ふこ 

と を^む。 

『伐 は^の E ざまし 時 針になる の はい や、 さ。』 氷， 峠 は はこれ から ぉ鈴 が やって 來て、 ：«に«*衛 

門 を聽 きに 行く 約^が ある こと を 打ん 明ける。 

81^}^衞1:の"^^は川上の來た時ょりも盛んでぁる。 札螝 でも、 小^でも、 でも • これまで は、 

浪花 と 云へば 奈良 丸より 知らなかった ので あるが • 前. が大 S 座で たッた 一 ^ii 打った のに、 それ 

だけで札^は後^?^忘れてしまったかの楳に*赈はった。 メ ー ル 社の 社， k の 如き は、 その 徒 を 引きつれ 

て、 一 桝を 初めから i 只 ひ 切りに して ゐ たくら ゐで、 義 雄が 今回の 旅：：；： に^して メ ー ル 社^に^ ひに 行 

つた 時 も， 晚 はいつ もゐ なかった。 そして、 せった 時には、 頻りに 術 門 のこと. isw したので、 

義雄 は 社：：？ ^ を 餘 ほど 趣味の 低い 人 だとり-つた。 


『あんな も Q はやめ 給へ』 と、 IS 雄 は 氷 峰に 云った が、 その 興行 は 今夜が おしま ひなので、 ^際に 引 

きとめる こと は出來 なかった。 然し 氷 峰 は 外套がなければ 塞から うからと、 自分の 冬の インバネス を 

義 雄に 貸した。 

鑼 りで 本屋 を ひやかした 後、 殺 雄 は 井桁 樓へ あがり、 敷 島の 部屋へ 這 入る と、 義 雄が まだ 坐 わらな 

いうちに、 

『あら、 洋服が 出來 たの』 と、 女が 云 ふ。 

r ベ ラくべ ラ！』 渠は 火鉢の そばに 立った まま だ。 

『何のと とだ、 ねえ？』 

『パ ン、 ペン、 ベン シル、 ボン ビ キ * ベ ラくペ ラ！』 

け .*! うじん 

『丸で 毛唐人の 様 だ。』 

ちゃがま 

『ブラボ ー、 ベ ラボ. I、 ぶんぶく 茶釜。』 

『およしよ、 はんか 奥い！』 

『ぶる くぶる』 と 云って、 義雄は 金ぶ ちの：：： がね の 中の 兩眼 を见 はらいた まま、 顔える^ 似 をして 

竦む 樣に坐 わった。 そして * とぼけた 舶っ きをして、 女 を 化つ める。 

『  』 女 は 澄ました 顔で 微笑して ゐ る。 
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「何 をして ゐ るんだ、 ねえ」 と、 朋 is の 左 近が 飛び出して 來た。 

が來 たのよ。」 

『ま ァ、 お 這 入り」 と、 義雄は 云って ベろ りと 舌 を 出した が、 それ は そとの 者に は 分らない ので、 w 

近 はに こくして 這 入って 來 た。 そして、 

『洋服に なった の、 ねえ」 と 云 ふ。 

だ，. e やう 

『ああ • 僕 はけ ふから 3aB のへ ッ ぽこ 官吏に なった よ。」 

「木 e-a』 と、 左 近が 聽く • 

『うそ、 さ、 ね』 敷 {3 は 横！：； I で 疑 はし さう に義雄 を a る。 かの女は{111.^^の男がそんな者ではなぃとの 

考 へが 勝って るら しい。 雜詰 業の 殆ど 全く 駄： m になった の はま だ 話されて ゐ ないし • かう： g 晚 やって 

來て、 たと へ餘 分の 金を使 はない にしても、 まだ 一度 も 格子 外に 立つ 様な けちな こと はない から • 茶 

雄の 雷 葉 通りう まく 行けば •  S くと も、 本年の 末までに は 引かせて K へる とい ふ 心 籾み を 持って ゐた 

の だら う 0 

義雄 はまた、 女の 精神の：！^ も^ 縮して ゐる 時間 こそ、 元の通り 可 S くて 溜らない の だが、 その他へ 

時間の 樣に ゆるんで ねる 時 は、 もラ、 さう 熱心に なれない ので、 すプと 初めの a* 而目 でない 人、 女の 所 

謂 「面 e い 人』 にも： a つて 見る ことがある。 そして、 この頃 は • 木部：： ai でも、 isM でも、 どこに で 


も 平 氣で寢 る ほどに なって ねる。 

それが 却って、 女に は、 野暮 氣が拔 けたと か、 粹 になった とか、 本當の 色男に なって 来たと か兒ぇ 

るので あらう。 が. 義 雄に は、 それが 如何にも 馬鹿々々 しい やうな 氣 がして • そんな こと を 好む 淺薄 

な 女に 心が 引かれる 自分 を、 .nn^ で 否定す る こと も ある。 その 否定が 一 方に は、 .0 分の ig も！ 3 礼擎 な！ S 

の自覺 に觸れ て、 女 を その 浮薄 腐淺 な空氣 から 救 ひ 出して やりた くな り、 また 一 方に は、 その 否定が 

つうば れ^せ ラ 

溴も つまる 極端な 癌 罵 冷笑の 變 態とな つて、 『ベら く』、 『ぶんぶく 茶签』 の 様な 滑稽 を 演ぜし めた。 

tt ん たグ 

女が 恐らく その どちら を も本當 に解釋 して はゐ ない の を 義雄は 寂しく 感じながら • 

『實 は、 ね、 僕』 と、 然し 眞 面目な 態度に なり、 『あす、 また 出 鼓す るから、 お別れに 來 たんだ。」 

『あなたの 出發/ \ は當 てに なりません よ。』 女 は 半信半疑の やうす だ。 『こないだ も 旅行す るから、 暫 

らく 會 はれない と 云 ふたのに、 直ぐ また g を； せた ぢゃ ないか？』 

『そり ゃァ 急に 呼び返された からだ。』 

『何とで も 云へ ます * わ —— そんな ことば かり 云 ふて、 わたしに たんと 氣を もませな さいよ。』 少しす 

ねて 見せた。 

『おれ はそんな 下らない こと ァ しないよ。 本當 のこと を 云って るんだ。』 


li  ^ニ^  七 八 

くるわ 

「わたしが この：？ Iig ばかりに 押し めら れて、 ^^へ 出られな いの をい いこと にして、 ：！： とでもう も 

は 云へ る、 さ o』 

『お前 はよ ッぼ ど； ぶぐり ッ ぼい 女 だ。 それでな けり ゃァ、 ょッ ぼどうぬ 惚れ 31 だ。 おれ は、 まだ、 そ 

んな ことで お前 を lul: ばせ る ほど、 浮；^た修，^*にしてゐなぃ0」 

『それでも- また、 一 と ぐら ゐ、 砂 樓の花 ちゃんと ころへ でも 行って、 JS つて 來 るんだら う？ J 

『s!:l 鹿 云 ふな 11 こないだ. たッ て、 赏 際、 岩兒. ゆまで 行って 来たんだ。』 

「では、 扮 ハガキ でもよ こしゃ ァ えいのに —— 』 

r そんな^ がなかった ぢゃァ ないか —— 一 と， g とまって、 その 明くる： n の晚 にや ァ、 ここへ 來た では 

ないか？』 

『だから， を かしい と 云 ふ さ、 長く 行って る？ J2 な こと を 云 ふて、 H ぐ また 來 るんだ もの OJ 

「来たら、 惡ぃ のか？」 

r 惡 いので はない、 さ —— うそ 云 ふて、 ちょ ッ とほかへ 氣を拔 きに 行く の だら う、 さ。」 

r 女郎 ぢゃァ あるまい し * ね。」 

r どうせ • わたし は 女郞、 さ 一 . あなたの 奥さんで はない、 さ。」 また « 笑に 返る。 

「夫^^.;>"啼などぉょしょ* 兌ッ ともない。』 左 近 は そばから 冷 かして 、「はんとに、 こないだ、 行って 来 


たの？』  お 

『行って 來た とも — け ふから 多分 メ ー ルに その 旅行記が 旅 巾 印.^. 雜記 として 出て ゐる だら うから 分 

る こと だ。 これから も * それが 績 いて 出る の だ。』 

『店へ 來 るから、 見ます、 わ』 と、 數 島。 

『今度 は どこ へ 行く の？』 と • 左 近。 

『今度 は膽 振から 日 高の 方面 だから、 それだけで 一 と 先づ歸 るの だが、 半月ぐ らゐ はか かる 0」 

『ぢ ゃァ、 ^き？ に 行く の』 と、 敷 島 は 多少 まじめ さう に聽 く。 

『さう、 さ。 そして， 汽舉 のき 利く ところで ないから、 乘 りば かまの 代りに この 服が 出來 たの だ。」 

さび 

『わたし、 寂しい よ。』 

『しほら しさうな f  〕 と は 云 ふな —— お茶 を 引く ぞ 0』 

『縫 ハ ガ キ 送って 預戴、 ね』 と、 左 近。 

『わたし • 待って るから， 早く 歸 つて、 ね』 と • 敷 島。  . 

『早く も遲 くも • 用が あって 行く の だから、 それが 濟み 次第 だ。」 

『ぢ ゃァ、 ハガキ でも • 手紙で も、 よこしな さいよ。』 

『うん 11 そして、 左 近さん にも、 お前に も， ^ハ ガキが あったら 送って やる、 さ。』 


攀 
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朝、 七 時 二十 分の 汽車に 間に合 ふ 樣* 義雄は » 野 を 出て、 車 を 走らせる 途中、 旅 かばん を 取りに、 

ちょ ッと有 馬の 家へ {^ り、 靴を脫ぐのが面倒^：^ぃから、 障子が 明いて わるの を 幸 ひ、 靴脫 ぎの そばに 

立って、  .  • 

『有^ 君 J と、 聲を かけた。 がま だ學 校へ 出かけ はしな からう と 思った からで ある。 然し、 

『もう、 出かけました。』 お 總 さんが 臺 どころ から 來て、 あがり 口に 膝 をつ き、 片手 を S: 子の ふちに n 

てながら、 『ゆ ふべ から 心配して をり ましたで すよ。 お 鳥さん から 今 行く から 靑 森まで 迎 へ に來 いとい 

ふ 電報が 来ました ので 11 』 

『え •  ^報が ー』 義雄は 棒立ちに なった。 と 云 ふの は、 殆ど 忘れて ゐ たお ft の！^ 根 あろ 鳩の 如く 飛ん 

で來る 姿が 兒 える 樣で、 その 港し さが ふと I 時に 電流の 如く 身 を 打った からで ある。 

r お 留守に あけて 兒 たの はいけ ませんで した か 知れません が 一 I J お 綱さん は鼋 iw の 木 紙 を 取って 來 

て、 坐 わって 義 雄に 渡し、 『急用で でも あったら、 あなたに お知らせ しないの は 却って-恋 いからと 中し 

て、 うちの が 明けて 見た ので 御座 います。』 

「いや、 それ はかまはないです が 一 J21f が 默 讚して 兒 ると、 

r イマ タツ ァヲ モリ マ テム 力へ 一 一 n ィ M 


義雄は 困った とい ふ樣子 をして、 お 綱さん を 見る と、 お 綱 は， 

『ゆ ふべ、 うちの が 早くお 知らせす るが いいと 巾し、 井桁 樓 とかへ- m 話 を かけに 行き ましたが、 そん 

な 人 は來て をらん と 云 ふた さう です。』 

『行って たこと は 行って たのです が、 僕の 名 を 本當に おぼえて ゐ なかった のでしょう" -』 

『それで、 島 田さん や 燥 本さん のと ころ を たづね 回った さう です。』 

t つ 

『そ， ゃァ、 氣の 毒でした、 ねえ。 11 然し 困った、 なァ』 と、 義雄は 手 を あたまへ あけて、 少し 滑 

稽じ ませて お 綱さん の 顔 を 見る。 

『戀 しいので』 と、 お 綱 は 冷笑しながら、 『あなた を 追 ひかけ て來 るので す、 わ。』 かう 云って、 雄の 

顏を 見返した 時 は、 お 綱 はちよ ッと頻 を 赤らめて ゐた。 

『なァ に』 と、 義雄は それ を なかった ふりで 云った、 『他の に また 菜 てられた ので 止む を S: ややつ 

て來 るの かも 知れません。』 

『何に しても お出でになる のでしょう  ？.』 

『然し 迎 へに は 行けない から • 獨り！ 來 いとい ふ 電報 を 途中の 騍 まで 打ち ましよ ラ。』 

『それで 屆 きます か？』 

『列車が 分り さへ すれば、 本名 を 云って 届く でしよう。』 

0  0  八 1 


『けれど， その 列 が 11 ？』 

『そり や ア^ 問 表に 照り <!" すと 分らない こと はないだ らう。 雄 はこのお 報が 上野で お A から 受け 5^ 

られた 時 を 汽車の 時 Is^ に 合 はせ て、 どの 列車に かの 女が 乘 つた かとい ふこと を SS ベようと したが 

氣 がせいて なか .（ - がらない 0『 鬼に^ • 汽車に 乘 つてから にしよう」 と、 行き かける。 

すると、 お « さん は あわて た^な、 また 心配 さうな？ S をして、 膝 をつ いたま まから だ を a! ばし、 

『あたたのお 留守に お出でに なると、 ど 5 致しましょう？』 

^ とん 

nw まな. いが， 僕の 歸 るまで あなたの うちへ 賴 みま^ — ssffl は^りさ せて OJ 

『il などの こと はかま ひません が —— 』 かう、 何だかい やさうな 様子が 兌え たの だが、 « 雄に は 今 

のと ころ、 別に 船 分の 仕 かたがな いので、 

『ま ァ、 さう 有 馬 君に 親んで 下さい 一 I 行って 來 ますから。」 渠は 待たせて E いた 取に 飛ひ乘 つた。 

義 雄が 停ポ 場へ かけ 附け ると、 まだ 遠 藤 も 誰れ も 来て ねない。 

先づ 北： S  メ ー ルを H つて、 自分の 僚 稿が W 初めた か、 どうか 調べて 兒 たが、 まだ、 その笫 一 回が 出 

t.ft^o そして、 け ふ は 十月 三 B だ。 

こないだの はた ッた 二回 分 だが • これから；301の雜紀を1 回もしくはニ回に^^：くとして、 その 


された 新？ w は in 分の 記 _ ^中に 出る 函々、 村々 へ、 同 新聞紙 贩 一?" 擴 張の 爲め、 無代 價で 二三 枚 づっ配 

布され るので ある。 

それが 若し 何等の 反響 もなかった とすれば、 その 責任 は 自分に ある ことになる。 それ を 思 ふと、 ち 

よ ッと船 i せざるを得ない。 が • 『樺 太 通信』 を柬 京の 新閗に 受け合った 經驗も あり、 また、 こないだ 

で、 多少 北； e 道 的な 筆なら し をして あるので * 左 ほど 心配と も 思 はない。 

『どうせ， けちな 地方 iE 新の こと だ』 と * けさの 記 察に 口 を 通しながら •  3! 蔑の 念 も 出る。 然し * 自 

分 も 進んで 受け合ったり • 下等な ので も • 洋服 を 称ら へさせた りした 上 は、 遠 藤に 面して、 さう おろ 

そかに 出來 ない。 義雄 がお 烏の 來 るの を ほうって S くの は 半ば は 1 たびしたこちらの約_5^:^重んする 

爲め、 また 半ば はかの 女に 對 する 愛が さう 熱心で なくなって ゐる爲 めだ。 

ぢょ 

然し かの 女 は どの 列車で 上野 を 出たら うと 調べて 見る と •  m 報 を 出した と 2^ 時に 乘れ ば、 米 滞、 山 

形 ま はおので ある。 まさか、 それに は乘 るまい、 夜中の^ 岸 線で あらう。 然し また、 鼓頃から^^なか 

ぢ K 

まで * 上野の 休息所 か 宿： sti かに ゐる だけの e. 斐^ がかの 女に は あるまい と 思 ひ^すと、 あわて 過ぎて、 

.E 形 まわりのに 乘 つた かも 知れない と考 へられる。 そして、 US 雄 は それと 決めて しまう。 

然し 渠は 睡眠不足の 爲め 眠く ッて仕 やうがない。 そのせ いか • まだ 人 ゆの 少ぃ 空氣の 冷やかさ をお 

ぼえ て • スト ー ヴ でも 欲しい くら ゐだ。 氷 峰から インバネス を^り て來 たのが： 31^ も奸 都合で あつたと 
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思 ふ。 

，うてん 

二 ゃ> 待 八：： 室の ふッ くりした どす 赤の 天 ベ ンチ に腦： 火から ふらつ くから だの 腰をおろし、 外お の 

袖に 引ッ くるまって 目をつぶる。 すると， a 分 はがらん とした 様な. W: 部の -に添 ふぁッ たかみ を ft 

島の 部： iJJl から 引いて わる。 

Ssli に 整った 部?^ に、 Ja^ に ふき 淸 めた 長火鉢 1 それ を そとに した 1^ 風の かこ ひの がり — I 

1 一枚が さねの や はら かい 夜 S9、  ii 阒 一 I 女の こまやかな is® 。それが 全身に ぬくみ を與 へて 央れ るが、 

その ぁッ たかみの ありが を 無形の 手で 探って 兒 ると、 まだ 朝飯 を 15:5 ない 穴 e 股に 思 ひ es つたば かりで、 

どこ だか 一 .2 に 分らない。 

その 空腹で 分らない のが 矢ッ 張り 冷やかみ を 感じさせ るので ある。 その 冷やかみ が^ちつ かう とす 

る 自分の 心 を 十分に ー洛 ちつけ させて 吳れ ない。 自分の 後ろの 明いた 窓から は 入って 来る 朝風 を 浴びて、 

自分 は の 根から がくがくして 来る。 そして、 趣 道 梆內の 線路 を 往^す る空拽 M 車の 汽笛の、 &ぃ 

而も 熱の ない 響きが、 自分の はき^れ ない 靴 を はいて ゐる足 もとから、 山の 水か柯 かの 様に ぞッと 

しみ 込んで 来る。 

く， ふく 

自分 はこの 冷氣と 空腹と ねむ 氣 とからの がれよう とする 様に 兩眼を 再び 明けた。 

ぃきなりaぇたのはぉ^!;^^思ひ出させる年頃の 尸 イカ ラ女 であるが、 それ はパ ン • 饍 :w 料 品、 


並びに 西洋 料理の 店の 番人 だ。 

その 店は篛 雄の ベンチと 相 向った 側に ある。 渠は そこ へ 歩み寄って、 乘 つて から^ふ バ ンを S 只った Q 

サンド ヰ チを買 はう としたの だが、 まだ 出来て 来ない と 番人が 答へ たからで ある。 

ひ  ぢょ 

『けさ は 可な り 冷えます * な ァ。』 かの 女が しッ かりした 口調で 愛 相 を 云 ふので、 

『さう だ、 ねえ』 とば かりで、 もとの 場所へ 一:^、 つたが • さう して 兒 ると、 装いの は あながち GI 分の 疲 

勞 して ゐる爲 めば かりで はない。 と、 かう 義雄 は考 へた。 そして、 番人の 女が あれ だけし ッ かり 物で 

あるら しいの を 見る と、 それと同じ年格怆のぉ^1|もその^り旅の汽車の上をさぅ心配してゃるにも及 

ぶまい。 自分が 心配す るの は、 お 鳥 を矢ッ 張り 可愛がり 過ぎて ゐ るから だら うと 思 ふ。 

そこへ 二人、 三人と、 旅客が 這 入って 來 たが、 そのうちに 古ぼけた インバネス • ネ ズボン * わらじ 

けんた ゥ 

掛けの 官吏ら しい 人が ゐる。 義雄 はこれ が 案内お の 技手 だら うとい ふ 兄 $5 をつ けた。 

もう、 あと 五分 とい ふ 時、 淫 § お 之 助 は 洋服の 上へ mni 紗の マント を かけて やって 來. だ。 この 出 

で 立ちで、 若し 劎を さけ エリザベス 時代の 帽子 を かぶれば * さしおり *  拔 きの ハムレ トの 役割り 

が出來 よう。 この マントが 馬上の 用意に は 最もよ からう と、 ？ 雄 は E- ひった。 

遠 藤 は 人々 の橫合 ひから 出て 來た 自分の 番頭に 切符 を i 只 ふ 命令 を與 へてから •  *e 雄と 半ズボ ンとを 

引き合せ、 

»  m  < 五 


i$ お 二  ft  八 六 

r このお 方が の 技手、 長 .mg 吉 です 11 ぉ名^2はぉ存知でしょぅが*  E!ss; 雄 です」 と *  ^ 

者の 話し合 ふ撟 渡しが 濟む。 

それから、 直ぐ Ig, は 汽&」 乘 つた。 技手の長濱は见.^5:?!ま勝ちにこそ/\と三等^-へ行ったので、 

遠 藤はボ ー ィ をして 同^へ 迚 れて來 させた。 

『さ ァ、 もう 占めた もの だ 0』 遠 藤 は 汽車が 出かける と 安心した 樣に身 を恣ぎ わへ もたせかけて 云 ふ。 

『これから はわれく の 旅です、 ぜ。 紅葉 も 色 づき かける と 早い から • 旅行 中に いいと ころ を る こ 

とが 出來 ましょう。』 

『さう です か、 ね 11 然し^ はま だ 朝 傲 前です から. 火敬しますに^雄は無：ぶ-：^^！-がらボケトからパ 

ンを 出して、 それ を 少しづつ 口に 入れた。 汽車の がたがたが ひも じい 股に B いて W るから だ。 然し^ 

は やさない。 

r ゆ ふべ、 S は、 束 京から 電報が 来て、 こちらへ 出^くから 靑 森まで 迎 へに 來 いとあった のです。 然 

しこの 場合、 獨 りで 札 挽まで 來 させる より 仕方がな いので、 さう 報 を 打つつ もりです。」 

『51; 見 揮で 乗り 換へ ですから、 あすこで 打つ のがい いでしょう。 I— さうよ り 什-かたが 御^いません、 

たァ、 今、 あなたに 拔 けられち ゃァ W ります から —— 』 

す なほ  つお い 

『本常です。.1载雄は^|15-15に答へたが* 相手のロ調に多少の勿^がっぃてゐなかったか知らんと^f,ソ へ 


て、 如何に 筆の 上の 權 威が あるに しても、 1を待らへて貰ったり旅費を出させたりする不節^^を、# 

bs 見な いで は ゐられ なかった。 

然し 義雄は 腹が 段々 S 來 るに 從 つて 勢 ひがつき、 汽車の 動搖 にもし ッ かり 堪 へられる 樣 になった の 

で、 窓外 を も 眺める と、 汽車 は幌 向川が 石 狩 川に 合する そば をと ほ タてゐ ろの が 分る。 それから 《^ 

の 泥炭地の 間になる。 

せゥめ k 

遠 藤は義 雄に 向 ひ、 鐵 道に 添 ふた 榻合 • 場合に 關 する いろんな 說明 をした。 煉瓦 製お のな 力く 成 

功して ゐる こと。 石 狩 川 は 底が 深いので、 內地の治水家等はそれを现出に水^:|2の恐れなどはなぃ*11:だ 

とハ ふが、 北海道の 川 はすべ て 事情 を 異にして ゐて、 如何に 深くても、 沖積土の 崩れ „ ^い 地盤の^ 野 

て. S»*N 

を甚 しく 右 曲 左折、 婉退曲 進す るので あるから、 1 夜 水勢が^ 加す ると、 用意の ない 投防を すん く 

突き 波って、 新ら しい 川 ら へて しまう ので ある こと。 幌向 原野の 泥炭地 は Is- 千 の 如く^し 

く廣 がって ゐ るが、 早く 大 排水 エー 単 を やって、 地盤 を 乾したら、 M 家の 爲 めに 多大の 墾 地が出 來る 

と。 これ は、 他に. 原野、. 原野な ども！ I じ iffi^ だから、 來ハ やの？ に^ 出す る^^^に は， 

<0 んな炭 泥 地 排水 工事費 も 含んで ゐる こと、 など だ。 

岩見澤 での 乘り換 へに 二 時 11 の 休息が あった。 その^に、 義雄はぉ^^に送る馄報、 

『|> カウチ ゥュ ヘヒト リ デコイ』 とい ふの を. 山形 まわりの i.:H: 森 線に る弘" M 停-牡 場へ.：^ て、^ 信， 


泡 鳴仝站 ^ニ卷  ヌ< 

人 を 上 十 一 ー月ニ：：！正午發列^-中の^^水ぉ^！としてが^した。 

一 0 

長. お 技-,：, は • 一 ^ 多く 旅 なれて ゐ るからで も あらう、 も い 出で立 をして ゐ る。 そして 手に 持つ 

物な ど は！ つも 持って ゐ ない。 次ぎに、 遠 藤 の だが、 可な り 火き な^::,::^ 也み があった。 は、 

それ を、 ^魔になる だら うからと 云って、 茶： ai にあ づけた。 そして、 ^¥雄に，问ひ、 

『あなたの 革飽 も、 とても、 持って行け ますまい から、 お あ づけに なったら I ？」 

『さう でしよう、 ね』 と、 雄 は 受けて- 中の 物 をより 分けに かかる。 

^lii^uぃふ奴は厄介な物で』 と -fis 藤 は rf^ ふ、 『人 を乘せ て^れる ばかりで、 荷物な どァ 持た しません。 レ 

『また、 持 っ必耍 もないでしょう 11 伎 はこの^ 紙と 手^が あれば、 伎の 役：： 3 は W ませる こと 力 W 

來 るので すから、 それに、 地 S1 です、 ね。. Kg 雄が それ を 出し かけろ と、 

『北海道の 地圖 なら」 と、 遠 藤 は 押へ て、 『わたくしが 詳しい の を^って ゐ ます。」 

r それ は 結栴 です。』 かう 應 じたが * 自分 はまた 0 分 だけの しるし 付け を！^ すると 思った 力ら 

夭 張り 0 分の を 紙 や 手帳 と共にち いさな 風呂敷に 包んで、 w に はへ つけて =5- た。 

1$ び汽 に乘 つて、 稻徳 のよ く實る 水 出が^ がって ゐる菜 山 や 由 仁 を 通過す る 時、 義雄は 一種のお 


そろし み を 感じた。 ほかで もない、 この 邊 にお 鳥の 實 兄が 刑；^ 探侦 をして ゐ るので ある。 かの 女が や 

つて 來て、 載雄の待遇の2^^3にょっては、 或は、 燒 け を 起して、 恥ぢも 何も かまわす、 すべて を 兄に 

ぶちまけ てし まふ かも 知れない。 かの 女の 苦しんで ゐる いやな.；； g 氣は、 元は >  義 雄から 移った。 それ 

ぢょ  な 

が 知れたら、 兄 はかの 女 を 怒る と 同時に、 どんな 復 饕を義 雄に する か 分らない。 向 ふの 人物 が^ら な 

いから、 I 歷 それが 載 雄に は 思 ひ やられる ので ある。 

『然し その 時 はまた その 時 だ』 と、 義雄は 心で あきらめ をつ けた。 

あ びら はや ォ 

夕 張 炭 山 線の 分岐 點 なる 追分 を 過ぎ、 安平、 早^、 遠淺 など 云 ふ 驟を經 て、 膽 振の 沼の 端に 至って、 

I 行は汽 琪 を 降りた。 

『馬車が あれば よう 御座いま すが、 なァ』 と、 遠 藤は穀 雄の こと を 思って 臾 れてゐ たが、 がた くり^ 単 

があった。 篛雄等 は それに 乘 つて、 樽 前山 をす ッと 後ろに して、 一 面の 火山灰 地なる ィ リシ カベツ^ 野 

ゅゥ ふつ  む が は 

を 殆ど 一 直線に つけて ある 長い 道路に 添 ひ、 勇拂 をと ほって 麟 川に 進み、 そこに その 日の {15 を 取った P 

平野に いじけく ねった 槲の木 * 海濱に 赤い 實を 結んだ 路 なす、 どこまでも 1 ^線に 氣 持ち い い^ 路、 

木村流送の爲めに^^年汎濫して沖積土の堤防をすぶく解き崩す^川などが義雄^心にぉも深：^^^ 

を與 へた。 

む か は  ゥす ゆぎ 

十月 四日、 鶴 川に 初霜が あった。 薄雪の 樣に 白い 道 を 進んで n: 高に 入る と、 さすが だけに V 

街  接  A 九 
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親展が 通る と、 その あとへ 必らす 小馬が てく くついて 行く のに 出會 ふこと が 多い。 そして、 沙流川 

にかかった 九十 五 間のお ほ 接の 8^ に は、 驩け^ を 切り 拔 いて ある。 また、 ァ イノ 人の 木場： 小 取材が 

lf:J<; だけに、 のァ イノ や 口の あたりに 入れ墨した メ  ノコ を る ことが 多く、 その 一 セカチ (W 

兒) の 如き は、 義雄 等の 馬車に ついて I  二 丁 も 走った。 

門 別から 荷馬^に 乘り換 へたが、 その 村を拔 けろ 時， 後ろ を 返り：：^ ると、 港 か 西方に as 扳の将 ^山 

の 噴火が 化え た。 ッ 1^ ぐに 白い 煙りが 立って ゐ るかと 思へば， 直ぐ また その ii! が 倒れて、 a?U^J^ 

けが 附 かなくな つた。 

義雄は それ を兒 て考 へた、 あれほど 活氣 ある 火力 を 根と しながら も、 空：， につ ッ 立った！ K り は 周 S 

の壓 迫に S; け て^れる ので あるから、 地 腹に K れた 火力 は、 丁度、 *sf 自身が i の 出来ない £m で 

あらう と。 

がう ッと、 一と. sswg い 響きが！ g の あたまの 中でした かと 思 ふと、 その 火山の 大 asse 時の ありさ 

まが 、目のう ちに 浮んだ。 その 時 • 西風が 吹いて ゐ るので あらう、 Bti の 方面へ おって、 その6^川し 

A そら 

た 熔岩の 灰が W と W 散して、 御签も 暗くなる ほどに 廣 がった。 

その 結果が、 今、 義雄の 目 を 開ら いて 兑る 火山灰 地で ある。 »巧 年 もしくは » 千年 以前に 出 來たそ 

の地& がま ざく と as つて ゐて •  » 振から H 髙の 一 半に SB つて 地下 六七寸 乃至 I 尺のと ころに、 五寸 


乃至 一 尺の 火山灰：^ となって、 その白ぃ線が土地の-;^1低を切り11らぃた^^の左ナ、*2邨便列.？-の小股 

の 如く *  くッ きりとと ほって ゐ る。 

厚別から、 いよく 乘馬 でなければ なら なくなつ たが、 義雄は 腰が ふらつ きながら も 心配した ほど 

でなかった。 右に は 出張った 小山の つづき を • 左り に は洋々 たる 太平洋の：； g 面 を 見お ろし • 落 して 

も 怪我 はない 砂 濱を驅 けらせる 時な ど、 尻の 痛 いのも 忘れて、 JSf の 心 は 延びく した。 そして、 下下 方 

まで 五 M の 道 を • もッ とも 他の 乘り 手に 從 つて だが、 午後 二 時から 四時までの 二 時 問に 乘 つて 来る こ 

とが 出來 た。 

日 附近 は 至る ところ、 耕地よりも 收場 • 牛よりも を 主として ねて、 國 柄と 事業 方針との 明らか 

によく 一致して ゐる ところ を 見る と • 義雄は 自分の 事粱 心に 思 ひ 合せて なか/ \懷 かしくな つた。 そ 

.J ぶち J-o- 

の 上 • 染退 川の 奥に は、 大理石が ある さう だし • 松 前 侯が 掘り かけた 金鑛も ある さう だし。 また、 鐵 

鑛が あるの だら う、 磁石が とまった ことがある。 などい ふこと を聽 くと • もう • さう いふ 石 や 金踢の 

に ほひが 鼻 さきに ちらつい て 來る。 

下下 方の 宿に 着いて から、 

『トリ キ タカへ ン』 とい ふ 電報 を 勇に 當 てて 打った。 それと 行き 遠 ひに © から 轆送 して 來 た-泡 報に は， 
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「ダイ ジォ n ルス グ コィ』 とあった。 律 1< の 弟からで、 その大事とは製造|5$.*^に^するゅと從兄^^^- 

の 衝突で一 7=^ は義 雄の 代瑰 として 金錢 上の 接め くくり をし なければ ならない が、 1^1?3かたの從兄^^- 

が 動かなければ 全く 融通が 利かない ので あろ。 それが 爲 めに、 あちらで 抵 贫 に sa 入って ゐる 所；；： 

を！ ial^^ から 沒牧 される ことになると いふの だら う。 然し、 もう * 如：|:に製^3かたが働らぃても*  » 

の あがろ 時期で ないから • どうせ 駄目と あきらめて ゐる義 雄に は、 それが 左 ほど 大 でもなかった〕 

その上、 弟な り、 從 兄弟な り を はたから 兒れ ば、 義雄 等す ベての 上に M する 金錢 もしくは 努力 を 川 ひ 

ながら、 見す. （- 分り切った 失敗 を やった 馬鹿 もの 共 だとい ふ輕 侮の 念 も 加 はって 来て、 その K、 泣 

きた い 樣な 心持ち が 却って 非常に 極端な 不 の ^宽 とな つた。 乃ち、 

r ドウ セダメ カッテ 一一 力 ヘレ』 と * これ だ。 

そして、 お tsi に W する の返罨 を ちながら、 義雄は遠藤と北ハに^^；を打ったり、 村長 並びに 地方 有 

志の 睐狀 を； e いたりして ゐ たが、 I 向 その 返事 は 来ない。 それが； S になって 溜らない ので ある。 

得へ 這 入って から も、 疲れて はわながら、 ゆ ふべ の樣に 眠りつ けない。 お 烏が 到 *s しさへ すれば • 

ぢょ  • 一 

勇が 出さないでも、 かの 女から お 接に 返電し さうな もの だ。 それが 來な いの を： 2- ると、 まだ 途中に ま 

ごつ いて ゐる のか 知らん？ ひよ ッ とすれば、 途中で あの.；；^ 氣が恶 くな り、 困って ゐ るので はないだら 

へん， し，？ 

5 か？ 或は、 また 汽率か 宿 M で 遠った 5?- に出會 ひ、 急に 變心 して、 方， 问を^ じたので はなから りか？ 


どうせ- 不信 川な 女 だから、 自分と 離れて ゐれば • どんな ことがあ るか 分らない。 よしんば、 やつ 

て來 たと てハ、 自分の 重い 責任が 出來ろ だけ だから • ぃッ そ， 變心して？3^^た方が面倒臭くなぃのかも 

知れない。 どうせ、 女の 病 氣の爲 め ：！^ も出來 ない。 いや • 同 する の を 自分 は 恐れて ゐる。 B 分 は 

靑^^時代の^^^戀愛祌3?論^1^ではなぃ" 內容の 空しい の を 知らない な 理想家で はない。 肉鑌の 合致 

しない 戀 などで. 自分 はどうせ 滿足 出來 ない。 

さう かと 云って、 また. お，：： i が 初めて その 心身 を 投げ出した 時の こまやかな 情交 を载 雄が 記憶して 

ぢょ 

ゐる ばかりに、 GI 分 並びに かの 女の 中數 ヶ月 ST 渠は ただ 手足の ばかりに よって 滿 足して ゐ 

たこと も あるの を 思 ひ 出される。 

あの 皮膚の 美し さ、 やわらか さ！ 敷 島な どの、 とても， 及ぶ ところでない。 そして、 g^IW との^ 係 

も、 やがて、 絕ぇ るの だら う。 どうせ、 自分の 全部 を兑 て；：！ へれた 上の 戀 ではない からと 思 ふ。 

『あ、 こり や/ \』 とい ふ 聲に目 を 開ら くと、 義 雄と 梅 を 並べて 寢てゐ る？ ^；: 藤の 寢言 であった。 ^ぐ 

またぐ うくいび きを かいて ゐ る。 

『ぁぁ^^!氣にはなれなぃ。』敷島が蕖自身に期待するのも、 矢ッ り， かの. E の^や ^膝の^な 男で あ 

ゥ て、 決して 渠 自身で はない と考 へられる。 

. ^らふと 

,渠 の考へ は、 かう して、 ぉ鳥と敷島と樺太とを幾^sとなく巡回するので、 ますます 脾- 魔の 入り込む 
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ts きがない。 

isf は 苦し まぎれに 起き 出で て、 ランプの 光と 冴える； tsa に笨を 持たせて、 け ふの 「印 記』 を 香い 

な 

その 翌朝、 雨 を 胃して £1 上、 新 冠の 御料 牧場 を兒に 行く 途中で、 染退 川 荒 .3«の^ を 調べ、 ？^？^に 

於け る淡路 園 SEQ 農村 を 0- た。 この 村 を 兌て は、 義雄 は 自分の 故錄 淡路に W する 記« を 呼び 起さす に 

は ゐられ なかった。 

あ. iv-  i4w そ， -cc 

王政 維新 QBT 淡路に 於いて 樅 sas 動なる ものが あった。 E: 波 藩の 淡 路械代 s£m 氏が 藩から B 立し 

.H うとす る 逆心：^ あると 誤解し、 阿波 直參の 士族 どもが • 械代： W びに その * 米 (阿波 落から！： れば、 

『また 家 米』) を！： 本の 城に 包阁. -^。 そして、 義 雄の 江 戶 から 引き あげて 來 た父龙 びに すべての 奴^ 

は 包 園 軍の 方に 加 はる M 係であった。 

それが S めに、 稻 田が たの 士族の 子 全くの 田 $50 が 勢力 ある 小 校に 於いて は •  ^雄 は 「江 

ク 子の SB 多 J として、 いつも： S 斥され、 迫害され てゐ た。 同 ES の ！« 多が 『ね ッ から • ね」 と 云 ふから 

である。 義雄の«;立的な陰欝性と«8^な1«立心とはこの^に養はれたものだと、 sgnKn:, ィ もさう 考へ 

でゐ るの だ。 

ところが、 稻 W がた で 淡 に ゐ殘 つた 士族 ども は 殆どす ベて 意久 地な しばかりで、 そ C 他 はみ な 明 


治 四 年 (まだ、 義 雄の 生れない 時 )• 明治 十八 年 (義 雄が 小 學校を W た @0 の兩 度に、 その 城主に 從 つて 

北 S 道へ 移住した。 そして、 等に は淡路 をな つかしい 故郷と 忍 ふ 様な 氣が なかった と 云 ふの は、 か 

もけ や • 

の騷 動の 時 * 渠等 のうちに は、 その 妻女 は直參 派の 爲 めに 強姦され たり • 姙婦は その 局部 を 竹 价で刺 

し； P された と いふ 様な 目に きって ゐろ ものが あるから である。 

この, 憤 並びに 主君と 同 住する とい ふこと が渠 等の 北海^ 開拓に 對 する 熱心の 一 大 *船因 であったら 

うと • 穀 雄は考 へた。 ^一  回 の 移住者 等が 國を 船出す る 時 は 三 f:: 戸ば かり あつたが、 紀 州の 熊 野 沖で 

難船し、 百 五十 戶 分の 溺死^ を 生じた 爲め、 半數 だけ (それが •  g 今では， 僅かに 三十 戶) が 北海^ 開 

拓の？ S である。 それが 中 下方に あるが、 第二 回の 五十 戶は、 今、 同じ 川 添 ひの 碧蘂； にある。 兩村は 

資に 北海？；；：！ の摸範 村に なって ゐる。 

一見して、 輕耘に 熱心な こと や 永久 的 ^ れ備 をして かかった ことな どが 分る。 石 狩^ 野の 如き は • 札 

：幌 でも •  21； 见 でも • 矢 IS に無考 へで 樹木 を 切り倒したり" 燒き棄 てたり して、 市街地 や £阅 などに 

風致が なくなった ばかりでなく • 風防 林まで も 切り 無くして、 平 の 風 を 吹く がま まにした ところが 

ある。 然し 淡路 人の 村に は， 火樹を ところどころ 切り 殘 して 風致 を 保って ゐる 上に、 家 M も 他の 方面 

し-りご ^ てキ-  I 

ゃ见る 樣な假 小屋 的で なく. 永久 的な S! 築 をして ある。 

$ ^藤 も • この 中 下方に 這 入って から は •  ^すがら 馬 をと どめて • あたり を 頻りに ながめて ゐ たが、 
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後れて 進む^ 雄 を 返り 兒て、 

「どうです • この！^ の S 跑的^ 致 は！ わたくしの 理想 は、 北； if3 巾 至る ところに かう いふ 村 を らへ 

させたい のです。」 

「いいです、 ね。』？！ g 雄 も； g の そばに 近よ つて をと どめる。 

ひ ， さ. 0 

無现 想の 刹那的 充！ ^を 主： S する 義 雄に 取って は、 理想の、 何のと：； ム ふこと は 下 や に SI える ので ある 

が、 地方 紳士の 言と して は * 別に 反對 する ほどの こと もない から、 進んで^!^にゅ路^來^3<^ゅの^ 

情 を 語って 聽 かせた。 

『は、 はァ！』 ？？^1滕は«心して、『さぅぃふ悲慘なことが.：2^因になって、 かう 云 ふ^しい： S おが 出來た 

のです、 な ァ。」 

r 面，： ：！ ぃ理. E が あるでしょう』 と、 義雄は 得意に なった。 そして •：：： 分 もまた • この 村の の 子お か 

ら いぢめ られ たのが 元で、 今でも 故郷に 對 して は 恨み こそ あれ、 何等の なつかしみ もない こと を逮膽 

等に 語ろ。 然し この 村の 1 家の 生！ a をめ ぐらした 庭 内に 憩 ひ • 子供の 時に 31 いた 淡路 なまりの 〈n 紫 

しぶちゃ， 

に 接した 時 は、 何となくな つかしい 氣 がした。 そして、 仏 返 川が^々 五十 町 も f:: 町ルも S 等の ^ 土 

の. ：2sm を炔. して 行く おめ、 その ffi 毎に 村人の 戸数が 减 じて 行く こと を 説？^ された 時 は、 p 分の 身 

がその 沖？ e 十； の 如く 喰 ひ へ ら されて 行く 思 ひがした。 


馬に 多少の 興味が 出て 来たのと 牧畜に 考 へが あるのと で • 義雄は 御料 牧場に 行っても 遠 膝と 共に 注 

意して 同揚長 の 說 明な どを聽 い た。 

全数、 千 七 百餘頭 一 I そのお もな 種類 はト a タ，、 ハク-一 ー、 サ ラブレ ド、 タリ ブランドべ，.、 ト 

ラケ. -ネン など だが、 競馬 用に はサ ラブレ， トが もよ く、 この種の^ ニス ブ ー ネ ー 號と云 ふの が网 2 

S 德の 1 萬 五 千圓で S 只った 馬の 父であった。 そのうち を 馬 ill から 引き出して 歩か 4.,r- 见 せた：^、 そし 

ぞれ 特色が あった。 背の 髙 いの や 毛^の いいのや、！^ i の 正しい の や、 足の 運びの 面む いの や —， V 

して、 アラビア 種の すべて 目が 銳く凉 しいの が、 も 深い 印象 を義 雄の 心に 殘 した。 

周圍 二十 里、 而積三 萬 三千 二百 十 町歩、 放 收區域 七十 ニ區 >  ^區をめぐる牧柵の延長七十里こ^^す 

る大 牧場 11 髙臺の 放牧地 は、 天然の まま だが、 造った 様に 出 來てゐ て、 $5 も Ml? した かの 如く、  =3- 

木が いい加減に 合 ひ を 置いて 生えて ゐる 地上に は、 牧草が 靑々 と 有って、 贲に氣 持ちの いい だ。 

義雄等 は、 行きに は、 その 間 を驛遞 の瘦せ 馬に 乘 つて^ 意け に 走った が、 立派な 馬 を^ 山： た りこ 

は、 ，s 等 は 1 種の 恥辱 を 感じた 如く、 逃げる 様に して 嬲け 出した。 

ちぶ とほ- * つ 

市 父 並びに 遠佛 のヌッ 力に ァ イノの 家が 十餘戶 ある 0 義雄等 は その 一 つ を 訪問して 見た が、 耕地 を 

持って ゐて、 不完全 (雜草 を 充分に 拔き 取って ない) ながら、 ^業 を やって ゐる だけに、 生活 脱， 溢が 

0  0  九 七 
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ビ於 ける 一 股 土人よりも 多少 進歩して るる。 (水に は 立派な 床板.. & つて あり、 子^ は 小 i& 校で 習 

つ た字を^^^に！^子に^^ い て あ つ た。 

ゆ ふかた、 昨夜のと 同 じ に 引ッ 返し、 お 上 八 爪の 疲れ を SB に 人って くつ. ろ ゆてから、 

r あれ をみ な 1:- はう と H、o ひます が、 なァ』 と、 -M^ は 物 m 心 はしけに 「ム ふ。 

『そり ゃァ いいです、 ね OJg 雄 は i,?-::?- て來 たうちの、 七 八！ 5 の拂ひ 下け isSI のこと だと 忍 ふ。 お 名 

なめ ニス プ ー ネ ー 號の種 を； 3. んでゐ るの も： g 入って ゐる。 然し IS がさう 云 ふのに 物 ん はしゅな の は， 

拂ひ 下げ 代佥 三千 餘 1^ の ェ 而を考 へて ゐる らしかった。 

^^脇は北：>-に 1 太牧-：！！^^を持ってねる。 それが、 昨^ 不時の. のおめ に、 牧ぃ， 仏 と^に、 一 丧 

のうちに ； 丈ば かり も 下に 11 めら れた。 そのまま 凍死し た^が 多かった が、 少 sstlM 、もの 巾から 竹 だ 

け 出して ゐ たので、 辛うじて^り 出す ことが 來た。 そい^め 八：： せに、 一 いい^ S の^を W ひたい 

ので、 ； S は 御れ 收 を 一 つに はお もな：：： 的に して 來 たの だと！？ i つた。 

『人^なら、 とても 、そんな- らしい a 似 はして をり ますまい が』 と は欠ッ S り徕 死した W ども 

を 思 ひやる 様子 をして、 『然し そこが また 21 の 可愛い ところです 。いつも 人 叫 を じて、 人 叫の 云 ひなり 

になって なろ ところへ 持って 來て、 いきなり、 ひどい silt^ ふたの だから、 溜らない。 いれこ そ 

あせって *  だけで も 出して をった から 助かった ものの、 い^は 九で もがき 死 をした はな もの だ，」 


I&D いので、 義雄 はいろ く liii の 話 を 聽 いてね たが、 今夜 も 亦 返電 は；^ から も， お. ：5 から も來 なか 

つた。 

，よてい 

夜に 入って 大風 雨が あり、 れ ない 海岸の 旅亭で、 物凄い 浪の 音が 不安な 枕に g2 いて 來て は、 ぃッ 

つ なみ 

そのこと， お ほ 浪で もやって 來て、 自分 と共にお 敷 島、 業の 念な どもす ッ かり^えて しまう 

がいいと 云 ふ 様な 空想 も 起った。 そして、 その空想が赏際津浪が^^せて來はしなぃかと思はれるほど 

な浪の 音に 然 11 して、 義雄は 夜おう 安らかな t リに 入る ことが 出來 なかった。 

ざっきょぶ らく 

卷立 村の 如き は、 シャモ (和 人) とァ イノとの 兄す ぼらし ぃ雜居 部落で、 板 どり やその 他の 草 を さ 

かさまに 編み 並べて、 家の 欺 板に 換 へて ある。 そして、 板 もしくは ゆの 家 根に は、 それが：^ 風に „ "地ば 

されない 爲め、 澤 山の 石ころ をのせ て ある。 /^岸には昨||^の名殘りぉほ浪がぅち寄せてる。 その 浪も 

とに 立って、 みるめの 様な 襤樓を まとった シャ モゃァ イノが、 長い 紐の さきに 1^ を 結びつけ たの を 浪 

^へ 投げ込ん では、 昆布 を 拾 ひ あげて ゐる。 それが 高い a の 上を驪 ける 義雄 等に よく 兄え た。 

火山灰が なくなる に從 つて、 日 高の 道 は 平原から 山路になる。 そして、 膽 の^ 川まで 三 ^幅で あ 

つた 縣 道が、 そこから 二 問 半に 狭まり、 また ニ^し かなくな つた 上に 棑水 用な， が 足りない ので、 いつ 

もじめ くして 乾かない。 

»g  膀  九九 
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もと 浦：！： 支 長 をして ゐた 某の 如き は、 5g 太子 来遊の^、 他の Isa. と 衝突して、 自分 Qwi^ が lasi 

I た 53 め、 大 怪我 をして、 いまだに ss« 巾 だと 聪く。 

また、 義雄 等の 聽 かされた のに 搣 ると •  一二 石 村の 村長 は、 ffiss れの G めに その 乘り Ise. が^ 下 s; 十 

丈の 荒 礎へ ころげ 落ち かかった。 幸 ひ、 の 前足が 逬路の ふちに とまった ばかりに、 ffi かに 引き あげ 

られ て、 生命に Blj; 狀 がな くッて すんだ。 足の 强ぃ 一!f^ であった からで も あらう が、 その， n^is の 努力と 云 

つたら、 今 思っても^ いほ どで、 その 股から は 光が 出ろ 全身 はび ッ しょり 汗 を；^ した さう だ。 

は それで 可愛がられる のです』 と • 沒 膝が 云った。 

『さう でしよう、 ね 11 然し』 と、 ？ 雄 は！ lis に 力を入れて、 『£? ばかりが さう ではないで しょう。 人^ 

もさう した 努力が いのちです。 熱心が 口の 玉から 火を發 する ほどの を ねら はなければ • とても、 

©已 の 立ち を 確かめる こと は 出来ません。』 

「御 尤もです、 な ァ。』 . 

はいつ も考 へて わます が、 現代で は、 大きな笠業{:氷と云はれろ人々 に：^も多くさぅぃふ境3^;.^.輕 

^して ゐる ものが あります。』 かう 云って、 IS は. などで も まだまだ 今のところ 不 3^.^::: が あり 過 

ぎる こと。 文 B 界の 人々 はまた その上 を 越して！！^ 鹿 である こと。 然し； S の 主 1 成す る as な緊 した 

心と ergu とが、 ：r  -] ペ責 業界から： -に 及び、 外部的た政治^^^^ら內部的な义^s界に充ぱす 


るに 至る と • わが n 木が 世界の 一 强^ どころ ではなく， 世界 唯 I の 強國 になる こと、 など を 語る。 

『は、 は ァ！』 遠 ii は 分る 様な、 また 分らない 様な 顔つき をして、 『自然主義と は、 つまり、 さう 云 ふ 

ことになるので すか？』 

『いや』 と、 義雄は いろんな 說も ある こと を說 明しょう と 思った が、 相手が、 どうせ、 大した^ 識 0 

ある 人で ない の だから、 ただ 結論 だけ を 持って 答へ 、『僕の 自然主義 がさう なんです。 人生に 對 する i 

さ    %1 ん じし 

度 お 今の 話の 馬の 如く-  , ^れ那 の 全人 的 努力 •  ^、 髮を 入れない 場合にば かり 現す るので すから、 そこ 

に离 事が 歸着 する のです。』 

こんな 話 をしながら、 三お 川、 堯舞 原野 を 過ぎ， 河 に^した 口の 夜、 f?，！ 藤 を 主として j 行のお め 

に 歡迎會 が 開ら かれた。 その 席で、 遠 藤 は、 I  5. ぶの？ g 說 をした が、 その 糾十： 的^」 忮に義 雄も少 からす 

感服して、 それに 花 を 持たせる 爲め、 義雄 自身に は 有志から 望まれた：： g 說 をも斷 わった。 これ は、 1 

つに は、 北海 メ ー ル 記者とば かり 思 ひ 誤 たれる の を 好まなかった にも 依る ので ある。 そして、 Q{ は n 

分の 通る 跡 跡へ 自分の 旅行記が 載った メ ー ル 新^が 到菪 する に、 どんな 1^^ が 生す るの だら うかと、 

ひそかに 心配した。 

その 日、 義雄は 自分の ゐ どころ を 男に 電報で 知らせた が、 矢ッ 張り • 何の H^jss^ も來 なかった。 

『餘り 失敬 ぢゃァ ないか』 と 云って やりたかった が、 それよりも、 ぃッ そ、 そんな こと は 忘れて、 D 


抱ぬ 仝^  ^二 1〇 二 

分 n 身の 旅行 I— これし か、 今の8^雄には、 活動の 生命が SS つて ゐな いも 1215 だ 11 .vfiig::: にやら 

うと 决 心した。 

ー〇 

遠 藤 は 接 時 S 付が？；；： m される 爲め 一 n-JS 札す る必： が £ル來 たので、 長 は 勿論 • 義雄も 共に §5 

& にっかなければ ならない の だが、 ここから 歸 るの も、 十 勝へ ま はって^^ 停ポ 出る の も •  ^= 

に 於いて さう 大した 逮 ひがない ので、 ^雄 は 遠 一 § に 相談の 上 n 分 だけ は： 進す る ことにした。 

1^ んの 國有 秘 牧場 を： ：- てから、 遠 藤 並びに 長 .m 技手に 別れ、 義雄は 5^:1: 支 K の 1 技- トを從 へ て « 

i 川 を 波った。 二百 町歩の 耕地 を 流した この 川に は がない ので、 SIS? は^を 泳がせた ので ある。 

^！船を進んで、 冬 を 過ぎ、 あざ 山 巾の ォホ ナイと いふ あたりに 來 ると， 15 い 1^ 竹な 岩山が 切 5il し 

てゐ て、 僅かに 殘 つた^ 岸より ほかに^ がない。 お ほ な？ ォ つた トンネルが 多く • 荷ホ * 荷说水 など 

はとても 通れない。 人 は 僅かに 岩と 浪と の^を 行く のであって • まごつい てろ ると、 ^^せ來る浪の^3 

めに の 腹まで も 潮に SS れて しまう。 

成^22ぃ雜<$;をまはる時など、 仰ぎ ると、 西 n に ffi つて 七； を 映す る 虹の 錦の Ig なわ ほ飽 だ。 その、 

祸を、 砲に 打 たれながら、 B け拔 けなければ ならなかった。 その 次ぎのお ほ 砲 は さ 五十 尺、 幅 七 八 


尺、 ^^に.1:?1と いふ。 その もとに、 ぼつねんと 立って るる m 部 人の 一 軒^：冰がぁる。 夫^ +佻四 人の 家 

族 だ。 板 や, 革で 組み立てた、 そして 家 根に は 1^ ころ をつ み mh- たま だ。 

殆ど 流が なく、 银年、 布 百 四 五十 M から 二百^、 フ ノリ 並びに ギン ナン t::}. 二三 十回、 ナ マコ 

三 四十 II ぐら ゐの牧 入を以 つて、 僅かに その 生活 を 維持して ゐる。 う • やがて 雪が やって 來 るが、 

それにと ぢ饉 めら れて は、 山への ぼって、 焚き 木で も 切ろ より 仕 かたがなくなる さう だ。 

さう 聽 いて、 義 雄が 1^ 上 を 仰ぐ と、 その. E はれ 立した で、 殆ど もつ いて ゐ ない。 山に： S られ、 や 

がて また 冬に 迫られる この 家族の 寂しみ を m-w ひやる と *  ^雄の 现在も それと：^ じ^^の 狀 である。 

が、 然し • 1K 然と 境遇と 生活と に 撒-!^ して、 ，1:1 已の內 ^を 把捉す ろ 鋭敏な 祌經を 右し ない 人々 に對し 

て は、 難 雄 は 木石に 向 ふと 同樣 大した 同 はも 起らなかった ので ある。 却って、 その あたりの 湖が 吹き 

かかる 岩の ii、 岩 の^から *  St 山の ミソパ へ 並びにお レ ンゲ —— いづれ も、 熱1ゼ：^^の械物の^に、 

が 厚い ので、 義 雄の 求めて ゐ るぁッ たかい 感じ を與 へる 1 を 1 株づっ 摘み取り • それ を^と  一 水 

A5 分 等の 馬に 水を飮 ましたとの なつかしい 記念に した。 

^^川の 橋ぎ はで、 小 製材^ 社を兑 て、 口- 近くに なった に拘ら ャ1 また 三 四 m- を 逃んで ttn ポ につ 

いた。 そして、 けさ ソ沛 河の 宿で K つた 紛ハ ガキ (-£ を^ した 物、 その他に は どんなの もない) を • 

約束であった から、 敷 島と 左 近と に 出した。 そして、 札^で^^ を 殆ど 一 n も かかさなかった お W は、 

i,  0 苗  1〇 三 
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^雄 をして この 村の 昔から 有名な 遊 Ig 11 と 云っても • 今 は 三 軒し かない 11 を ：3-lt はしめ すに は 營 

かなかった。 

ここに はァ イノ 人が ゐな いと 云 ふ 0 その 理山 は、 あっても • あ 種ば かりだから である。 ntl は^に 

なる に從 つて 火山灰が なくなり、 火山灰が なくなる に從 つて 土地が よく、  土人が えて 行く。 ァ イノ 

はいつ もい い 土地 を發 見す る 先 js^ であるが、 それ をよ く E 墾 する 努力 を しないので、 生存 上、 

いつも 和 人の 53 めに 追ッ拂 はれて、 その あと をい：： 領 されて しまった。 

ぼく  3  く 

この あたり、 牧場に 牧栅 がな く、 耕地に 却って 柵 をめ ぐらして ある。 年 巾 9<|1 が 降らない ので *  も 

GI.E な 放牧 を爲し • いつ の 子が 生れた かも 知らす、 また が 山のお ゃぢ (熊) にさら はれた の も 知 

ら すに ゐる ことがある さう だ。 $8雄等は朝立ちの用^|:^^してゐるのに、 一 ，：^ 馬が 來な いの を 怒った が、 

K ^通の 人が 三 里 も 四 a.: も 山奥まで 馬 を つれに 行つ てゐ るから だと S? いて 见ろと • まんざら 無理 はない 

と 思った。 

太平洋に 突 W する 北海 の isssT 襟 裳鄉 は、 ^^:^{^^から僅かに三里だ。 そして に 出る に 

は、 § 三 難 33 の 一 なる 猿 留出道 を f なければ ならない。 

513 分 坂 を耿刖 から^^に 越え、 在 m 牧 の： .1 をと ほって 行く と、 ハ， J: 々の 木 は^ばお 1^ して、 その 


間から、 東海の あ を 波が兑 ぇ隱れ する。 そして 段々 いところ、 高い ところへ 登って 行く ので ある。 

よくお ゃぢの 出る ところ ださう だが、 生き物のに ほひが する の は、 義 雄と、 技手と、 馬子の 愛 奴セカ 

チと、 それらが 乘る 馬と、 ついて 来た 小馬と、 しかなかった。 

如何にも 寂しい からで あらう * 氣が せかれ、 自然に 馬 をぼッ 立てる ので、 馬子の セカチ は教雄 等に 

注意して、 さう 馬の 尻 を 打つな と 云 ふ。 早くつ かれさせて は • 途中で 倒れて しまう おそれが あるから 

である。 

いよ/ \ 猿 留の難 道に 来たり、 それ を 降って 兒 ると， 俗に 七 曲り と 云 ふの は、 その IT 十三 り も 

十四 曲り もあって、 それが おのく 十 間 または 二十 間づ つに 曲り、 何百 丈の 谷底へ 落ちて 行く ので あ 

る。 馬上から 見 あ け、 見お ろす と、 ぞッ として、 n も】 おんで しまう。 親の乳を^；？！って？^^雄等にっぃて 

來た 小馬 (三 ヶ月の) は、 或 曲り^で 石ころに 乘 つて 倒れ、 すんでの こと 谷底へ ころけ 込む ところで 

あった。 

そんなに してまで も、 ボ 一一 ィと云 ふ もの は、 てく- C と、 どこまでも、 鋭 馬に つ いて 來 るので ある。 

義雄 は、 これによ つて、 かの 米國の 文豪 ァ， 井ング の^いた うちに ある リブ ブン ヰン クルの 子が、 ぎ や 

ァ ぎゃァ 泣きながら、 リブの 螅ァ にっき まと ふ 形，：^ に 小馬 を 持ち出して あるの を 思 ひ 出した。 

さろ る 

猿留 村に 着した の は 午後 二 時 頃で あつたが、 釋遞 ではつ ぎ 馬がない、 且、 あす も 十一 ^0; でな けれ 

&接  1〇 五 
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ば用^！：^出來なぃとー：ムふので、 そこにと まるの も S くそ. 亞 一.) くな り、 を 鼓して、 もう 一 と IS さきまで 

ザす る ことにした。 然し 二 Bf: 半 だと Hi いたのが、 sssaii あつたに は した。 

1 里ば かり：^ 岸 を 行き、 それから 山？ 一 ^に； 一:3 人ろ と、 门ぉの^境を越ぇて、 十 46 になる。 二人とも 足 

は れて 来る し、 口 j# れには 近くなる し、 斑2? い 低： の の ts^ はネば 赤く、 紫色の 花 は にし ぼんだ 

プシ (とり かぶと) の立ち龙んだ^；^路を進み、 ！^：^小川を^る^^：？に、 おや ぢが W はしまい かと 心 K 

した。 

S 雉 は、 at 太の 奥山に 入る ar 熊よ けに、 汽 » から 借りて 来た 汽^ 代 川の « 叭を吹 いたが、 さう い 

ふ川^：-がなぃので、 下手た 詾 子で 3sj}s^ を りあげ、 淸元 やら、 tl-s? やら •  iee«ia やら、 新內 やら、 

1 やらのお 浚 ひ をして 歩いた。 その 功 によって か、 幸 ひ、 ぉ^^-ぢの！^ぃ^も，：：：ぃ影も^はれな 

かった。 

、-る も 

然し Jffa の 七： S りに 似た つづら をり を 登る^ など は、 も ti- き、 OS もよ わり、 足 も 亦 .i^ わ 切った。 

これ を 越えれば、 もう 直ぐ だら うとい ふの を 力に して、 ゃッ とのこと で 山の #：： まで SB し、 それから 勾 

！! の ゆるい 下り坂に なった が、 今度 はまた 非常に が？ a きから だ 中び しょ «れ の 汗が 氧 になる 様にな 

つた。 Is は、 與から倍りて来た厚ぃ«入れの酮^15を：3して、 上 のお もてまで 汗が しみ 出した。 

然し 近に 山 生えて ゐる小 萩が、 葉 毎 葉 毎に 露 を^び て わるの は、 それ fc:^ る だけで も « に：：；^ 持ち 


がいい。 それで 思 ひ 出した の だが、 ^雄^が E 境 を 越える^ ちょ ッと II に^った のが、 こちらで は 非 

常な お ほ 降りであった らしい。 その 名殘 りで^ もじぶ じぶ して ゐ るし、 萩の 雜 に は 觸れて こぼれる 

露が^い てゐ る。 

その 露 を 踏み分けて 進む と、 その こぼれが 靴 を 通して 熱した 足に ひィ やりと Si み 込む。 それが、 義- 

雄に は、 コップで 冷水 をが ぶつく よりもうまい 味であった。 

K ぐ だら うと 思った がな か/ \ ぎない。 ,附 くな つて は來 るし、 r ス路に はまた 雨後の 溢れ 水 

が 一 杯 だ。 水 をよ けて 通る だけの su^ も 出す、 ただ 一 線に びし やりく^いて 行く と、 靴の 巾に 水 

が 這 入って、 1 しほ 足が まい。 畑ら しい もの は あるが 人家 は 1 つも：： ル えない。 

『もう、 ，！^ なり、 何なりしょう』 とまで 炎して、 どろ 水の 巾 を も かま はすぶ ッ 倒れて しま ひたく 

なった。 

あかりが 一 つ 見えた が、 それ も 直ぐ 0 れて しまった。 また その 次ぎの へ 進んで ゐ るので はない か 

とい ふ 疑惑が 起った ので、 義雄は 立ち どまって、 あと！：^ りしようかと も考 へた。 

義 雄よりも 一 翳 疲れて ゐる らしい 按手 は それでも •  土木 技手 だけに， 流水の 巾に も iii^:^ 路を さぐ 

り 行き • 草 むらの 間に も 正 な 新 S をた どり 行く ので、 初めは し まぎれに すん く 先き に 立って ゐ 
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た^^雄は、 ついに； S に從 つて 1= 夜 を 僅かに 進んで 行った。 

渐く 驛遞の 家に したので、 あすの： を あつら へ、 そこから W 五 丁 さきの C^M へ 5^ 內 される までが 

また 一 里も^  く  に； r かへ. ^ かれた。 

日、 昔 i^le から KM に來 て、 そこで！ a 手 と^れ *  ？ g 雄 13 りの 旅に なった。 の はめに 巡： n 

して ゐる！ sr^i=:: の 一 行 も 同じ ガへ 出發の 5!^ め、 ^遞の 馬 はすべ て その 方に 約來濟 みなので *  ^雄 はァ 

イノの 家から 競 £1? 川の を 借りて 次ぎ^と した。 それが 荒い で、 頻りに 驪 けたがった。 

そこから は^々 海 lui を ざ かるので あるが- おど： 1： 物に も^はない 寂しい の、 S 木と 茅が やと 

の に^らけ た 細い、 しめ ッ ぼい SI を 風と 水の^: きとに <1 がせられ て 行く ゆ、 成 小^ を 波る ^で、 

£^がへゎに^1^^て跡すさりする。 その 一;S 邠に、 £1 にの 人 も 戦 if した。 そして^^雄は，：；：分と-£3とが 一 

身 で、 R 1 の种經が^! 1 にかよって ゐ るの だとい ふこと を 感じた。 

r さァ、 おや ぢだ』 と 资惜 すると * どこに ゐ るか 兄えない ので、 あと へ も 先き へ も 出られない" 然し 

CJ. く れす るに 如かす と 決心して、 1^ を 蹴立てても、 鞭撻しても 動かない。 が 後ろへ = ^けようと す 

る ゆ：： を 手 網に よって 引ッ 返し、 その 手 31 を兩 手で ぐッと 引き^め、 兩 足で の K を^る と 1:1^^ に、 

「行け！」 一 と g^ils く^ 令した。 は 思 ひ 切った かの 如く 抑 方へ » け 出した が、 e^cij- の 怪しい と S 

つ ところ をよ ける" にして 媒 けた。 雄が そこへ n を 注ぐ と， 異^な 木の 切り株が 熊の うづく まつ 


それから.' 平坦な SI 路へ 出た 時 は、 その 左右に 槲の 木が 桢 えつけ たかの 様に 生え、 それが 紅^して 

ゐて、 ところどころ、 雜草を 切り開ら いて、 燕麥を 刈り取った 跡が ある 野 嫁 野で、 [. この風：^^は 

丸で 大きな 选り 庭と 云っても いい。 冬に なれば、 然し •  S 雪が 五 尺に 及ぶ と 云 ふ。 ひ， け 武者の ァ イノ 

に 迸 を 聽 いて 後、 義 雄が この 紅葉した 澗紫樹 密接 林 の^を 驅 ける 時、 口 をつ ぶる と、 その 葉： g/\ に 

ぎふう 

當る 風の 音が 急 雨の やって 來 るかと 驚かれた。 まして n を 開ら くと、 - おくの 山々 に は あま 雲が： a つて 

づ B やう 

ねて、 今にも 降って 来さうな 暗影 を渠の 頭上に 投 ゆる。 

さ  やん-つ  とよに  I  , 

1 種の おごそかな 寂び と戰慄 とに 追 はれて 驅け 行き、 1:1^ 似 川 を 渡った ところの 物品 贩 所に 一 服し 

た。 この 店 は、 山手の 農家と、 原野に 雜を 取る 目的で 槲の 皮を剝 ぐの を 仕事に する もの 等と を 相手に 

して ゐる。 ここで、 かの 馬 政官の 一 行に 追 ひっかれ たから、 義雄は その あとに ついて 行かう と 思った。 

然し 馬 政官の 一 行 は 次ぎの 宿まで 行けば いいので、 進みが 如 ：！： にものろ い。 義雄は その 乘り^ がま 

だ 弱って ゐ ない 上、 -けふ 中に 次ぎの、 次ぎの 宿まで 行く つもり だから、 無言で 一 行を乘り^^した。 す 

ると • あとの 方で、 

『&け 足 ー』 とい ふ^が SS^H* やがて 一 行 はすん すん 義雄 を拔 いてし まった。 は. == む を E 忪 すお の 

あとに ついて 同じく 驅け足 をした。 十餘 丁ば かり 驅 けて、 今度 は、 现. H を 述べて 失敬し， IS 等よりも 
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ゃッ と：： 十く 大^に したが、 次ぎ HI の邵八 H か惡 いので も 亦 そこにと まること になった。 

おしら ぺっ  f 

Oi= 調 で 注文しても なかった ビ， 'ルが ここに はあった ので、 何よりも さきに それ を 飲んで、 元：！ を 

つけ、 4!^ つて ゐた 雜， 出：：：：：： 分 を 手 1^ に^へ た 材料から Is. に $S き 出した。 そして、 S; 太以來 *  ：^,^ と 

取り調べと を控 へて 來た 手！^ が S -々 Si 地の なくなって 來 たの を おぼえた。 そして、 刃にまた、《^報を打 

つても 相 35^ らす 返； sf- がない。 

十月 十 口の 朝、 火樹に.^:1^がぬく©ぃてゐた。 凍死 •  ぬ 「あ iel^ とい ふの が 立って ゐ るの を て、 蛾 

は C 分に ついて 來た. 子が 兩 足と も 膝まで しかない の を 思 ひ 八：： はせ た。 こ の 子 はもと 郵便 脚 で、 

.: たらたら 含 

大樹から 以； 牛まで 半ば かり、 その^に 人 {办 が 1 1^ もない ところ を往來 して ゐ たが、 不 の 太、 5*!： に 

^つて^; a を 起し • 兩足 を切斷 された ので ある。 

不成功に 終った 牧場の 牧 柵が 朽ち ッ： S しにな つて ゐ るの を 左. 右に 兌て 進む と、 茅の 巾に はきり. <\ 

すが うら.； S しく. いて ゐ るし、 カケスが a: 山^び まわって るる。 山！^ の Eg い 小 な：^ が 多い Js^ は 

矢ッ si^ り、 槻の密 林 だ。 の. 成い 路が ついて ゐ るが， n に 人が 一人 j§ るか、 二人 迎 るか 分らない 

^であるから.；； 雜な が跋 一:^ して ゐて ffi かに 一 筋 か 二 筋の 細い 路 になつ ゐる。 

い たら たら ォ  .\  か. >tt 

以： 小で H:^ を換 へた ついて 來る 千 も なくなった。 そして、 三 Si 半 • また 人 {* もない IW とすす き 

とのー：！^-を進まなければならなぃ。 sftt は 非 0 めに 飽きが 來た。 分の； までが a.s 子に なった。 然 


しそれ が即 つてよ く 調子の 天然に 親しんで 來て、 见渡す限りの*ぬ1;が孤寂な自分の^1?:-内に^^*入っ 

かし は  す f き 

て來 た〕 すすきの 野 を 出で て 蒙の： i$ に 入り、 槲鉢を 出で てまた の 野に 入る。 それが lii 上の に は ど 

あれ  <- ま 

こまで も 自分の 神 經範函 を 逃んで ゐる。 ただ 乘り 11^ が 荒 なので * 逍を 左右に それて、 なかなか すす 

き の^を 出ない。 通りが かった ァ イノに 手傳 はせ て、 本筋へ 引き出 だし、 うんと いぢめ て やった ので、 

や ッと乘 り 手の D.H になる _g になった。 

が  一^線に 渡って ゐ るので、 倦んだ. E 分 は^り 乎に 前 逃して ゐる。 ひ はう つらく 都の 友人の 

こと や、 長く また， は 近く <^ はない 愛, どもの 上に 馳 せて ゐ ると、 も 亦 半ば 眠って ゐ たの だら う、 つ 

まづ いて 倒れ かけた。 氣が ついて、 義 雄が 手綱 を 引き締め *  の^い *3 を あげさせ ると、 また 驅け 出 

す。 この は 遠 藤の 云った 通り、 1^ は 如 1： にも 正 +3 で、 可愛い もの だと 云 ふこと が 分った。 の 

戦慄 は^ぐ 乘り 手に き、 乘り 手の W 眠 は id ぐ- £1 にう つるの である。 

ふと 渡せば、 読 雄 は靑、 liB ；、 または 紅色で あや 取った 大風 の屮を 進んで ゐる。 ； g 々な 色の I 脱 進 

てんくう 

會を とほって ゐる。 暗れ 渡った 天空の 藍の もとに、 HI 上の 人 は黑く 地に 投影し、 すすきの ぼッ とした 

穩は 近く かさなり 合って、 うす 綿 を 敷き つらねた 様な^ 野に、 木々の枝葉は^|^:に、^^^に* おに、 

赤に、 また 紅。 山 は 遠く 滞 墨の？ 近と.； ：1 低と を以 つてう ねり 行き * その後ろ から 宰 がか しら を 現 

はし、 眞ッ 白に 雪が SS んでゐ るの が兑 える。 そして， 上らし い 方面に は、 地ギ 線と 和 つらなって、 灰 
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色の af> がギら かに n 光に 鄹 いてね る。 

行く手の 林 を のぞんで <1,4 ぐと いつまで 行っても、 すすきの 野 だ。 そして、 n の，； 1 に^く、 矢ッ； 

り、 同じ 樣な 林が 兒 える。 いっそれ に 這 入って、 いっそれ を拔 ける のか 分らない ほど、 近ょって：3^^ 

ば、 まばらな 紅葉 林 だ。 北： SS! の 特色なる 十 勝 ig 野の その また 特色 は、 て 氷， ：5f. が 云った 通り、 この 

たらたら 40 

以 平 Aig だと、 義雄は 初めて 感づいて 3- れば、 なほ 更 ら名殘 りが 惜 まれた。 そして、 g: らく W をと 

どめる と、 馬の 1 と聲ぃななぃたのが如何にも山野の魔氣を呼び^$せる樣で、 GJ 分ながら C 分の 孤^ 

の 立た すま ひに a! へられなかった。 

iSSS もさう であった が、 幸、 む (ここ も 驟遞の 一 軒 { 水 しかない) でも • 朝 は、 もう、 スト ー ブを 焚い 

て ゐた。 ここから 二 里ば かり 來 ると、 人. ：！^ や 大豆 小 S の 耕地が 多くな り、 十：：： 十！：： の 午後 • いよく 

1^ に 若す る ことにな つた U そして、 K ほから こちら (は 十 勝の 郵便 範困 だ) の雜記 .^fK を 一 まとめ 

にして 郵送した。  • 

義雄は 小- rHai の 逝 を 2$ に乘 つたので、 僅か 七 八： n のうちに 可な り 立派な 乘 術 をお のづ から し 

じん 

たわけ だ。 然し それ 以外に は、 旅行と いふ、 義 雄に は、 何と 云っても 止む を ざる 一種の 全人 努" 的 

な 生 iS をして • その =： その n を 送って 來 ただけ で 1 さて、 これから、 汽^で S 礼 するとして、 ：？.！iii 


.5983!3?^*<^|^^^1:む^|!3?に&.^るまでは、 f ん やりして ゐ なけ ir- ばなら な <；<* 

『お.：：？ のこと など は、 もう、 どうで もい い』 と 思って、 旅行 その物の 生命に 親しむ と、 どうせ、 臨 tr. 

^.vtl の 終りまでに はま だ 一週 も ある. >  その に、 ガス^い 劍路 まで 行って：：^ たくな つ JM.> そゥ. ^な 

を 送れと いふ 手紙 をメ ー ル 社の 天聲へ 出し、 二日ば かり ^^.T 1  か gjg 村に 行って、 そこの ァ イノ 冗.^ 

と アイ ノ傅說 等 を 研究した。 そして、 その 結 が、 出來る ことなら、 そこに この 冬 を 通して 立て 節り、 

アイ ノ語を 習得し， 將に减 亡 せんとす るァ イノ 人種の 十 口 來 有して ゐ た 文 a- を收^ したくな つた。 

如何に ャガ へても、 朿京へは^らく歸？^くな：$し、その上ぉ^:1|が來てゐるに相遠なぃのでぁるから、 

さう する 基礎 をつ くりたかった ので あるが、 天^から^ 報が あって、 『スグ 力へ レ』 と 云 ふので あつ 

た。 ^ 

十四日、 帶俊を 大雨の 中に 出 鼓し、 へケ レべッ (ァ イノ IT 淸ぃ 水) をと ほって、 から、 卜. * 

^境の のぼりに な hs、 義雄等の列車に汽關求が^1,後にっぃた0 この あた， =,、 ナラ、 力 シハが 多く、 そ 

の 葉が 赤く また 黃 ばんで ゐる問 を、 たまに の 木の^の どす 啻 いのが まじって ゐた。 波せば、 .：；： 

も 左り も黃葉 紅葉の 賑 ひで、 その 中に、 蝦お  1 または i 蛇の 霜に めけ ない 宵 針り 薬の 姿が、 ここ かし 

こ、 お を かさねて、 段々 にと が. OS 立って ゐ る。 

このい い 景色の 大豁谷 を義雄 等の 汽^ は、 大小 六 曲り も 七： ac^ もして、 雪よ け トンネル をく でり な 

0  0  二 11】 
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たづ さはら す、 t3 てた t 水に 住む ことが 出來な いのは * ls<u 身が^ 業 を やらう としても^き がっかす、 

殆ど 化む ところがない iir になって ゐ るのと、 大した ひ はない。 ァ イノ 文^の やがて M 亡に： i しか 

けて ゐ るの を、 また その 文 が 耶蘇？^ 的 外人の^ a で 研究され てゐ るの を、 一 つ、 a 分が 正 ffi に收 m 

してやら うと 云 ふの も、 つまり •  .0分も亦ぉのづからそんなぉ收^|<?でぁるからのけちな出心ひ附きでは 

ないか 知らん と 反お する。 

『たと へさう だとしても、 今のところ、 止む を 得ない』 と、 iS はまた 考 へ^す。 そして、 伏个 "並びに 

^!::;史2部^*に於ける樣な奸都八：1の粱.2:^もなく、 また 笠 もな く、 じめ/ \ と 冷える 小雨の 中 を、 ^» 

ら す：： す ぼらし い 部落の あちらこちら を 徘徊しながら、 アイ ノ十" slr^a のく どき』 を 低 い^で 口す さむ。 

r アル クラン、 モコ ラン、 アクス、 バイ カラ、 アン o』 

乃ち、 『一 と晚寢 た。 さう したら、 ^が來 た』 と。 然し； に は、 どうしたらいい か 分らない 冬が 來か 

かって ゐ るので ある 0 

『ク n  ロアべ ゥチ (わが 家の 火 神)、 11 ソ イワ ァ ン、 力 モイ (そとに ゐ ます 神 a30)」 

と 叫びた くな つた。 が、 然し、 に は、 多 神 も 1 神 も 主義 上、 禁物で ある。 

；!^ を轉 じて、 15び錢^3^0.に乘り、 今- M は、 {as- の 砲兵 ェ敲を 除いて は、 わが ffl 唯 1 の アル n  ，ル 

製造所なる 祌谷. 捫， ： は^ 旭川 場を兑 に 行った。 ：？ 木金 三十 l«gr 1 ケ 年の 醸造 *€ 六 千 石、 賓 


上 一 ほぼ 八十 萬圓 c 1 石に つき、 寶價 fc 三十 五 回、 そのうちに 九十 四 回の 税を 含む。 © 料 は； 1= ど 全く 

唐き び だが、 馬鈴薯 の時朗 1 ヶ月 だけ は それ を以 つてす る。 用途 はお もに 火 a:i、 セレ ti イド、 

などの 工業 向き だ。 と、 かう、 義 雄の 手帳に 控 へられた。 

三 丈ば かり 高さが ある 玀逸 製の 大酒 精 機を備 へて、 四時 問に 三 石の アル n ，ルが 取れる さう だが， 

三階で その しぼられた アル nl ルを 受ける ところ を 見る と、 針の さきほど ながらす 管から ただ^. と 

垂れて ゐ るば かりだ。 そして、 フ ー ゼ リン を 全く 拔き 取った アル .コー ル をナラ のお ほ^に 入れて S く 

と、 榑の 木地と 和合して、 純 粹のヰ スキが 出来る。 この 過程 は資 にわが 那 主義の ラン ビキ にか かつ 

た 努力の それと 同じ 様 だと、 穀 雄は觀 じたので ある。 

その さわやかな ヰス キに醉 つた 勢 ひで、 は 禅び 汽車に 投じ- 紅藥 にお 名な ま I れ： li まで 來た。 山 

と 山と が 迫って 來て、 石 狩 川が その 問 を 流れる。 その 一 方の 岸に 添って 汽^が 走る ので あるが、 この 

0.  I はなく、 ナラ 林が 四方に 紅 菜して ゐた。 

石 狩 川 は そこに 狹く 深く 流れて、 その 重く るし さうな 水に くれな ゐを， 没す かと へば、 多少の け 

見せて、 幾す ぢも 長い 龍紋を ゑが く。  ^を 塞ぐ 石の 上に あふれて. E 絲の、 覷を 流す ところ も あ 1 ば、 

また， そびえる 巖を めぐって、. 飛ぶ が 如く 行く ところ も ある。 また、 川 はばが^が つて、 水中 こ.^ レ； =- 

WW  0  1 1 七 
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の ffl を じたり。 その^が デルタ 1EH に 一；： W まって、 ^vこにtI^t^A樹が生ぇてねたh^。 そして、 川が 大きく 

ま はって、 离面 • 紅 の 丸 山 をいだ くと ころな ど， 赤い に ところどころ すんだ « 松 二三お の^を 

點 じ， 流れ はふつ-, と. n く^ 立って ゐる。 雄 火で はない が， H にいい ながめ だ。 

温^:^{5を向ふに：：5-て十町ほど來ると、 來 場が ある。 それから は、 "ぃ絕 ^の 上 を！ a 近が？^ つて ゐ 

る。 55 壁の 下 をの ぞくと • 川の 水勢と^ 祌 とが 沾ぃ 油と なって うどみ かかり、 お ほきな K となって^ 

a にも， ぬを卷 いてね る。 こ のと ころ さ を や 3 り^た ものがない と 云 ふ。 つまり、 おもりで 絲を ^一れ て：^ 

て も、 底に， は 315 石が でこぼこつ ッ 立って ゐ るので、 六尺で とまると ころも あれば、 W 十 尺、 尺 もさ 

がると ころが ある。 その上 をと ほって、 汽^^^が短ぃトンネルを拔けると、 限 は！^ を 渡って、 す ッと上 

^を兑^?5すことが出來る。 \ ^に.^,  5^ 納 から 十：： IS の 下流に 至る 七八哩 の^が 雜ぉ だ。 

このが ^ の S に、 停 場から，： 1： ふ 岸に 渡る ti5 めの 釣り 22 が 足 as サ I く かかって ねる。 兩 岸の に Si ん 

だ 針が ねに 釣られて あろな 名な » だ。 然し 針が ねと 云っても • 堪 線の 八 番^が^ の 上部に 十六 本， 下 

^に士 一本 •  »5ー 一十 八 木通つ て- 0 るので ある。 

『兀人 以上 同時に 渡る ベから す』 と 書き W けた ，m て わるの を！； ん で：： >r-  雄 はこの 約 り^の 

.^Jもとで^^S，ダ波るに^^しなぃではゐられなからた。 この 制 脚 を 越える と 切れる 恐れが あるに 思 ひ 及 

LKfcK60 それに また • かか nfcs が 初めから 附 いてた も 0^ とすれば * もう、 これまで 何年 か 


の 問に 渡った 重みが その 重み だけ 今の 針が ね を 弱めて ゐ るに 相 遠なかった からで ある。 

たと へば、 百ボンドの^^みに堪へ るだけの綱に百ボン，ト以上をかければ， その 場に ぶッ つりと 切れ 

てし まう の は 明らかに 分って るが、 その^ ボンド 以下 をで もた びく かけて みれば， しま ひに は その 

綱 は矢ッ 張り切れる もの だ。 そして その！： 後の 切れ 時には、 た ッたー ボンド だけ を以 つても 1^1 がつ 

いてし まう だら う。 斯う 忍って、 は C 分の 今 わたらう とすろ g| の 針がね^ § 船， かがま だ どこまで 確 

かで、 もう、 どれ だけ ゆるんで ゐる のかと 云 ふこと が、 CI 分の 人生 その物に 封す る 緊.； ^不緊 の 反 $；： 

しん 2J»;> 

となって ゐた。 そして.：：11ハ刀の脚下にぅづ卷く底も知れなぃ深淵に臨んでると云ふ^51-識が、 この 1^ おと 

1 紡に なって、 自 分 を 11 まだ 渡らぬ さきから —— ぐら/ \ 'させた。 

尤も • 向 ふから 渡って 來る 一 人の 人夫の ゆらぎが こちらが はの 銅線 八上體 にった はっても ゐ たので、 

それが こちらへ 渡. s:s 切る の を 待って、 

『あぶなく はないで しょうか』 と SI いて 兒 た。 そして この 首 ，ぉ を 口に 出して しまつてから、 c 分な が 

ら 下らぬ こと を聽 いた もの だと 思へ た。 ^に、 渡って 來 たもの が あるで はない か？ 

『  』 あざける やうに こちら を 兑た 人夫：^, その^に 何 本 かの まくら 木 をし よって ゐ たが、 『わた 

しの やうな ものが 四 f;- 名 一 緒に 渡っても 大丈夫で すよ』 と 云った。 

ふ だん 

1!  』 不斷 にも さう！： g 初の 制限 以上に 弱らせて あるの なら、 こちらに は 一 ^危險 だと 见 えた。 

0  0  二 九 
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かの 十 高 IS を の で 眠りながら^ けた ほど 大^な n 分が、 こんな 紀： _ パ-と は 云へ 小さな お 色の 屮 

に ふろえ をのの くの をち よ ッと不 w、5 誘に 忍へ るが、 それに は. a 分の 内 部 生沾に 於け る， 乂 派な it-.E が 

あった。 自分はぁす歸れる札幌を放浪^！^の故郷の如く、 そして 到^して ゐ ろに 扣逮 ない おれ やすす き 

野の 女 を 族の 如く 思 ひ 出して ゐ たので、 この ひ 出に 作 ふ c 分の^ や^^ゃ^ぬ その物が すべて n 

にじ  ん&く 

分の 生 を その 5§ に. 过現 する 虹であった ことが 分る。 ところで、 ここに かかって る 的た 約り 3S は 

tV の 附近の 山々 の 盛んな 紅 il- の 光りに 照り はえて、 矢張り 朱 や i^H: に 色取られ たかけ^. であろ。 それ を 

c 分が 今や 際に 空中 一： S く みしめ て 渡りながら、 また 巾絕ぇ 乃ち- £ 絶し やしない かと 恐れる の は、 

キんも il, ゥ 

寧ろ^::1分の失敗ゃ弱みをそのまま又£1:分の悲"^^な緊張に轉じさせるカではなぃか？ 

斯う考 へて 來 ると、 自分の 足場が 深い 淵の 上に ぐらく しながら、 ちょ ッと のうちに、 この 艳 

15 にや W 園の 山々 までが 根底から 崩れる^ も 上流の 水お とと 共に えて、 すべてが，：：： 分の 5： 部 生れな ろ 

上の 風景と なって しまう。 そして c 分の 再び 明けた：：： の 巾に は • かの 札 1 外の i> 平 川に^ した 

錢 2r か昨ハ やの 洪水に よって 中央の 土兹を M り 起され、 そこから 傾 ^巾 SS して ゐる のが 兑 える。 そして 

だんけ う 

その が やがて また C 分の 錢の 如く  snw: た 姿であった。 

雄の 一 木立ちの をのの き は そのまま 斯う 自分の. s: 部の « 悟と なり， 緊^^となって約り椅を^れた 

が， ，ての 稱を 渡って 後ろ を 振り向く と •  ハ ，6 はまた 全く 新ら しくなる。 汽車 15 の 山 の 上の ナ 


ラ林。 谷 1^ に， 溢卷く 深^ を 隔てて、 前方 も くれな ゐ， 後方 も くれな ゐ。 孤立の 一 S 雄 は、 雨屮 にも 拘ら. 

す、 姿の 兄えない ゆ ふ 日に 照らされて ゐ た。 そして、 ，1: ふ ilH: に 立つ てゐる 一 と 木 太い ァカ ダモ の：，.^ 木 

を、 自分の 札 蛻以來 外部 的に もます く^ち あがった 姿と 仰いで 见 た。 

溫， は：^^ 割りの 惡 いところ にあって、 家の 前後 はいい 風 を 支. 阯 して ゐ ない が、 前面の i ね は 

兩岸の 21^ にぶつ かって 白い 布を见 える 限り 流して ゐる。 窒內 にこ もって 近く 雨の $;：： を！！ き、 遠く 川の 

流れに 耳 を そば 立てる と、 今し がた 兑て とほった 兩 岸の 紅 か >  あたら 惜しく も、 谷の 下へ 下へ. と滩 

れ 去る 樣な氣 がした。 

その 翌朝、 目を覽 ますと、 きの ふの 淸 さに 打って 變 つて、 流れ は 丸で つて. f> た。 

に 角、 北海道の 紅 紫は槲 てなければ、 ナラ だ。 赤い より は、 黄ばみで ある。 

『その 紅葉の 盛りが、 もはや 二三 nl 過ぎた』 と、 宿のお ゃぢが 云って、 やがて 雪が 五六 尺 この に^ 

むと つけ 加へ た。 義雄 はこれ を聽 くと 同時に、 北海道の 秋 は 短い、 そして 冬の 來る のが：： 卞 いと 云 は 

てきせつ 

てゐる こと を、 最も 適切に ゅ5 じ 出した。 

Sfoii 身の 現在に も、 もラ， ぐづ ついて ゐ る餘裕 はない。 礼幌 までの 切符 を 除いて はた ッた 十^^せ 

と 二十 錢銀 貸： が 二三 枚 自分の ボケ トに殘 つて ゐ るば かりだ。 名殘り 惜しい が、 止む を なかった。 

^  かも, Q こ 

蕖が 再び 釣り 掎を 渡り， 神， 居 古潭の 停車場から 汽^に 乗り、 札^へ ついた の は 十月 十.： ハ n の 夜 だ。 
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ニー 

『I^^IJ?A』 と 云って、 f:^ 雄が がらす 戶を 明ける が やい か， . 

r ぉラ、 待って ゐ たよ。 Jl^ も 立って S: 子 を 明け、 『あの、 お さんが 來てゐ るよ に 

『さう か？』 ^維 は n: けなさ さう に 答へ、 &!は^5しぃ樣な、 ^やかに なつ た^な 心持ち を 押し^し"， 

手 n 十く 靴 を^いで から、 『あ ァ、 れた、 ^れ た』 と 云 ひながら、 のッ そり 立って、 ニ三歩^：ぬ人ったと 

U うせ 

ころで、 ゎ.：^|の方にちょッと：：：をゃる。 おぼえの 束鄉 お；？： の裕 せに まが ひ大 の坊！ S がすり の；^ 

をつ けて ゐる。 

『  1- お ck, お 湖と さし.. ：！： つて ゐる爐 ばた の 隅から n を あげて かれ を W 见し たが、 icJ ぐ W を. J! 

< ^た。 胸  一！ ± の 5^ みが さきに 立って、 いざと 云 はば、 の 柔術の 手を^し もし かねな ささう だ。 

?=^雄はかの女がその^^を23してゐる樣+を^^%したので* わざと： 牛 5? で、 1^ とお との に^わ 

り 込み、 ボケ 卜から 卷 Igt.  A に を 一木 探り出し、 それに 火 をつ けて、 二三 皮り まさう に 吹かす。 その si, 

は 吹かす ばかり だから *  !ra 草の 味 を * ほ 際に 味 はった こと は少 いので ある。 

こ とば  • ，  • 

『どう だッ た、 れ？. ！  e?: が先づ t.:: 绝を 出した のに 答へ て、 

JBL し にほ もした が， 決で もあった よ。』 


J. そ. はよ ぅ< 坐. S ま」 た、 . ^え.^』 ぉ喊 さんが 愛 相 を? 3 あとに ついて お it はに^く.. f さう に 

『偷 快な ど、 しなくて もえい、 さ。』 

『どうせ * 僕の 愉快 は』 と、 殺 雄 はお it の 方へ は 向かないで、 『苦しみ、 さ 「<  孤 獨 の C: おが 宇 を 祌經 

的に. 0 己と してし まふ その 動 を やって ゐれ ばよ かった の だ。』 

『そして、 それが 出來 たと 云 ふの か、 ね？』 のこの^ ひに は 少なからぬ ゆ 笑が 今 ：！ まれて ゐ ると Sg 雄 

は たが、 惡 びれ すに、 

む ろん 

『無論、 出來 たと 云っても、 僕の 剎那的 燃燒が 全人 的に 行つ た 時より ほかに、 现. ばの 3 肌理 はない の 

だ。』 

『ま ァ、 さう 云 ふ六ケ しい, 論 は m はいて、 お a さんに 挨桜 でもし 給へ。 11 それに^ 紙が 來てゐ た』 

と 云って、 Isi- が 一 通 を 持って 來 たのが、 大野 梅. lit とあって、 敬 の 木名栂 代の 乎で あるので、 +れ ぐ？：^ 

雄 はふと ころへ 入れた。 今一 つ、 義雄の^？-から^！^にぉてたハガキを：：^-せたが、 それに は、 もう、 ひが 

か らふと  I 

降り出し ましたと ある。 『樺 太ぢ ゃァ、 もう、 雲が 降り出し たの だ、 ね』 と、 義雄は 云って 、『ほ は、 1^ 

報が 来ない ので、 心配した よ。』 

『いや、 出したん だ、 浦 河へ 一 . 然し 屆か なかった と 兄え， おからまた ii: ひ 合せが 來 たが、 どうせ 屈 

かないの なら、 電報料 だけが 無駄 だと E、5 つて 一. それに、 一 ^^に行ったとぃふ技手がぉの^^靴を持っ 
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て來 て、 ^！^は帶廣の方へまはったが、 もう、 直き 歸る だら うと 云った ので 一 I 』 

1 ノ  わか 

『それなら * 分った が、 君が よこさなければ、 これが』 と、 お 鳥の ガを见 て、 『よこす 笞 だと 思って ね 

たの だ。』 

『僕の 方 はぬ かりはなかった の だ。 そして、 お 鳥さん は 兄さんの ところへ 行って ゐて 今し がた また 來 

られ たの だ o』 

『それなら、 それで 止む を 得なかった の だら、 rsoj 義雄 はお 烏の 兄の ゐる. e 仁を汽 w でと ほった こと を 

思 ひ 出した。 

『樺 太からの は』 と、 お 綱が 注意す る。 

『あ ァ、 あれ はどう だ？』 

『あいつ は 受け取つ たよ。 兎に <w、  II；； 等に 手数 を かけて 失敬した。 一 I どう だ』 と、 初めて 義 雄は嚼 

弄の 態度 を以 つて、 お 鳥 を！ ni がね 越しに Ek! つめ、 『また s!:; に棄 てられて 來た のか？』 

『  』 ど、 フ出 るかと • 息を殺して 待ち受けて ゐ たらしい お 鳥 は、 何. くそ ッと 云った ゃラ にこち 

らを瞰 み • 顔が 赤くなる どころではない。 血の 氣が 下って 兩手を 膝の 上で 力ぶ る ひさせ、 こちら を 兄 

L リょ 

つめる 三角 眼に は靑ぃ 底び かりが して ゐる。 暫らく かの 女の 呼吸 を 計って から、 『そんな こと はどうで 

もよ ろしい、 早く 病氣を 直せ！ 病氣 さへ 直れば、 もう、 お の は ：！！^ などに ならん oil 


『まだ 直らないの か？』 義雄は 止む を 得す 笑 ひに まぎらして、 £:1分の方は疾くに^ったのを氣の^!枞に 

も & 5 はれる。 

『ふん』 と、 例の 通り 冷やかさ うに 鼻で 受けて、 『2^ 者に も 行けなければ、 ^る箦 はない、 あんなに 何 

わか 

度 も 手紙で 云うて やる のに、 手紙の 意味が 分らない 人で もなから う？』 

『そり ゃァ、 少く とも、 お前より は證 める よ。』 マ：^ 夫： S は 思 はすら しく 吹き出した。 

『サ； 鎖め るなら』 と、 躍起に なって、 『なぜ、 その 通り IS 治 代 を 送って".. 1< れん？』 

『送る にも、 金がなかった の だ。』 

『それ は、 不 a 由な こと もあった だら ラが、 賤業婦な どに 入れ あゆろ 金 はあって も、 わたしの 方の 約 

朿は 履行し な いので すか？』 

『ふん』 と、 こちら も 鼻で 受け、 『有 馬 君から 開 いたの だら うが、 おれが 女 を 買った の は、 米の 飯と： 1： 

1S、 生活 上の 必要 だ。 おれ は を 喰 はないで 生きて は ゐられ ない。』 

『助 le? だから』 と、 お 鳥 は 云った が、 あまり 云 ひ 過ぎた と 忍った やうに 不. 0 然に ほほえむ と、 火：^ 

も 亦き まり 惡さ うに 笑った。 

『そして、 加 惟 木 は 御無裹 か？』 

r あんな ノ 见 るの もい や だ！』 

斷  B  ニー  五 
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r ぢ ゃァ、 それ ッ 切り # はない のか』 と 云って、 ^^雄はその！：^^^が疑はれた。 あの 後 も 一 はは 許して 

ゐて、 w び： 坦ッ 放された ので はない か 知らん と E 心 ふ。 

『< ^ふもん か』 と • お 烏 は を 向いた。 が、 その 様子が 義 雄に は そらぞらしく：： えた。 

|::らく|^;1は絕ぇた。 すると、 お 綱さん が、 

けんく わ  なかな ほ  . . 

『さう 喧 啤 にば かりなって は、 御 相談 も出來 ますまい から、 t;K り をな さったら、 どうです？』 

『さう』 と、 6^^下，2きにっき出してゐた首を引き、『どちらもぉとなしく話し八3ったらどぅだ？」 

をと こ 

『お rtt さん も 男に は f!K けて ゐる 方が よろしう 御座いま すよ。』 

『  』 お 鳥 は、 ふくれて、 無言お。 

『いくらお となし く 話さうた ッて』 と、 義雄 はお £：：| を乂 て、 『あの 苦^ を^み つぶした 様な 面 をされ て 

は 11 』 

お は 勇夫 嫁と 共に a 分 も 吹き S3 した。 が、 然し また 負けない 氣 になり、 地 ii^ さう に義雄 を瞰み 

な 力ら 

『苦蟲 でも 何でも、 I 炳氣 を. K して 5.1^^ たらよ ろしい 一 I 病院に 入れて ふ！ 入院 さして H ふ！』 

^3  ぢょ 

『  』 義雄は 優しく かの 女の ロを迎 へ、 この 勢 ひ ある 首 葉が 女のから だのび くつき と共に 綑 つた 

様な の を、 もッ ともな 云 ひぶんで あると 受け：^" つた。 どうせ、 兄に は恥ぢ だから 云はなかった らうし、 


ほかに^ 話して やる^ もない とすれば、 —— そしてここまで^;!ッかけて來たのだから* さしおり *  ^ 

話して やる ほ ど 親切な はな い の だら う 11 § の 元が 義雄 inl,:5- な のが 分って ゐ るので • その ほろ 

ぼしと して だけで も檇 はない、 助けて やらう とい ふ氣 になる。 

ぢょ 

古 小から よこして ゐ たかの 女の手 紙で 兑ても • 成 時 は その 痛み を 火の つく 様に 訴 へたり • 或 ゆ は 丸 

で 忘れた 様に 一 言 も それに 云 ひ 及んで ゐ なかったり したの は、 .1 氣 がよくな つたり • 惡く なったり し 

た！；^ 據だ。 い ッそ惡 くて つづく のなら、 の 仕樣 も あらう が、 よくな つた で また 惡く なると、 K 

にも どかしい もので、 それが^々 になれば なるほど、 .i^ 院 がよ ひに 飽きが 來て、 生きながら 地 IS にず $ 

ちた 方が いいと E、5 ふ ほど， 身も^ も あられぬ けなさになる。 

この 不愉快と 不自 山と を li 雄 は、 お.：：；！ と  一 I？ になる に、 經驗 した。 お，：： I は 一 ^ になって から 經臉 

して 來た。 そして、 ぉ^^！に就ぃて、 義雄 はまた • 人の 感 の t 〔ふ^な 感應範 EE を 逸して、 多少の 滿足を 

^てゐ た 時代の 方が 長い。 

現在と 雖も • ぉ^:|が.^氣を1^^たへなくなるまでは、 これまでの！.：： S によっても 分る 通り、 矢ッ； ^り、 

その 時代に 厨す る こと は、 £g 雄の 承知して ゐる ところで ある。 そして、 お i::? の^" お出でまでに、 

その他の が W び 出 來てゐ たものと すれば、 その が 殺 雄と、 にこの 承知 をして ゐ る ことが 出來 

ない 爲め、 かの 女 を たの だと 忍 はれる。 
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さう 忍 ふと、 お を 如何に な 女と しても、 ^？^^の必耍上、 かの 女に は義 雄が 深く^って ゐ たは 

な ia;:- 件 は、 先づ、 なかった と推斷 すれば 推斷 する こと も出來 よう。 鎮は加 集と お rt:! との 間にあった il 

係で さへ、 その後， 宽大 にも 不 に附 した。 それまでに 至らない 閥 係なら、 なほ： ら、 ！^びぉ^：！が自 

分の 胸中に 飛び込んで 來た 以上 は、 敢て問 ふに も 及ばない。 

ぎ Si の 時 は • 穀 雄が 0 分から 進んで 行って、 お a との り を もどした。 今回 は、 對に， お から 

來 たの だ。 と ふと" 见に 角、 義 雄が 人に 與へ てし まふの を 惜しが つて ゐ たもの を、 は 失 はな かつ 

たの を 嬉しく も 思 ふので ある。 

『e ^に 角、 それで は、 入院させる 樣に舍 を！ S ら へて ようが、 さう、 つん- して ゐられ ちゃ ァ いや 

になる * ね。』 

『つんく もす る樣 になった の は， みな あなたの 仕 かたが 惡 いからです』 と、 お.： f| は 少し はや はら か 

になって 來る。 

『iw」 藤議 0:: に 顿んで Es^ るより 仕 かたがない』 と、 義雄は の 方へ ふ ^ く。 

『その 位の こと はして „4<れ さうな もの だ、 ね。』 

『ま ァ、 n 十く 病氣を して あげて』 と • お 綱さん はお £!| と 合 圆 する かの 如く 目を兑 合せてから、 『何と 

か、 どちらに も 御 都合の よくなる 様に きめてお しま ひな さるの がよ ろしいで しょ、？ — ？』 


『さう しましょう』 と • 義雄 もお となし く 受けた が、 自分の 留守に 何 かお £^ に 入れ^!^ をした ものと 

感づかないで ゐられ なかつ た T 奧さ ん， もう 遲 いか ら 休みましょう —— 僕 等 は I  S で C いで す o』 

** ミん 

『蒲阁 はあり ますよ』 と、 お 綱が 變な笑 ひ 方 をして 云 ふの を聽 き、 雄 は その t 穴 ひに 就いて ではない 

が、 いっか、 の 叔母が 來 るから 蒲 M が 不足す ると 云って、 ここ を 夜 追ッ拂 はれた ことがあ るの を S 

ひ 出し、 いやな 氣 がした 爲め • 何とも 返事 をし なかった。 

『では、 休みましょう か』 と， お 綱 は 所 天の 方を兑 た。 そして、 また.；：：；： 葉 をつ づけ、 『初めてお n に. A 

かった 時 は、 大變 顔の 靑 いお 方 だと 忍 ひました が、 氣が 落ちつき なさった のか * け ふな ど は， 色の ち- 

白い、 美しい お 顔 をして をら れ ます， わ。』 

お 烏 は 愛 相 笑 ひ をして、 得意 の 様子 だ。 お 綱さん は 寝床 を 敷きに 立った。 ：S 雄 は 洋服 を脫ぎ 初める。 

勇 はしば らくお 鳥と 共に 爐 ばた を 動かなかった。 

べつく 

勇 夫婦と 々な 室に 別れてから • 義雄 はお 烏 を 自分の そばへ 引き^せ、 茶の^で 和對 した 時と は 全 

く 別な 心持ちに なった。 

，よ ひ 

『第 一 , 旅費 はどうし たの だ？』 

『兄の 友達が 來てゐ たので、 その 人に 借りて 來 たの I それ は、 S ぐ 兄から 返して^ つたから-' 心配 
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は 入らない M 

『兄に はどう 云って mal いた？』 

『ど ラも云 やせん — 自分 Q 親の 家へ 自分が 歸 るの だもの、 當り 前の こと だ。 それ を is は、 他人 だか 

ら、 何とか、 かと かけち な^み を 云 ふので • 兄 はかげで、 あんな こと を 云 はれても * さう 心配し ない 

でもれ と 云 ふて 吳れ た。 あの 東京で Jn: に 這 入って なる 衣； がない ので、 どうしたと 聽 くから、 預けて 

来たと 云 ふて 置いた。 母の かたみ だから. 大事に せい ッて I— それから、 下 は を 買 ふて 吳れ た。』 

『資 際の ことが 知れたら、 なかく そんな あまい こと ぢゃァ ない ぞ。』 

『その 時 は、 お前 も そ Q ままに はして 置き やせん、 さ。』 

『兄が おれ を 殺せる か？』 

『妹の 爲め だもの、 す氣 なら、 どうして でも §8 す、 さ。』 

『ぢ ゃァ、 やって 兒ろ 0』 義雄 はわ ざと 1 方の al を 出す。 お 烏 は それへ ひどく 65 みついた。 

『あ、 痛い！』 

『やかましい！』 か ok は 低い で、 『聽 える ぢゃ な、、 か？ J 

『さう 憎い のか？』 

『情い とも — 病氣を 直さない と、 ？ I おしてし まう ぞ。』 


『然し おれが 死んだら， お前の 藥り 代が 出まい？』 

W ち 

『どうせ、 こちらが 死んで しまう お 伴に する の だ o』 

『よして あれよ、 そんなお 伴 は —— さう して、 今まで どこに ゐ た？』 

だう ぐ 

『いろんな こと をした のよ， お前が 金 を 送つ て^れな いから、 ぉ=^^どは|!"ってしもたし、 —— _ ^ふ 

にも 困って、 電話 交換局なら 口が あると 云 ふて 5.1^ れた人 もあった が、 それで は {：|2 れ がお へんし、 I 

人仕亭 をして 兑 たり、 下女 をして 兑 たり 11 』 

『どこの 下女よ？』 

『先生のと ころの。』 

『寫 IK; 舉校 のか？』 

『うん。』 

『くどかなかった か？』 

3 いし 

『くどかれた、 さ。』 自慢 さう に 笑って、 『然し 矢ッ 張り 妻子の ある 人 だもの 0J 

『それでもい いぢ やない か？』 

『お前で 凝りた から， ね。』 

『凝りたら- なぜ 來 た？』 
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『ぢ ゃァ、 病 氣には II れ がした？』 

『初めは おれ だら うが、 あと は 知らない • さ o』  」 

『そんな こと はない！』 かう 云って、 からだ を ゆすり、 顔 をく しゃくと しがめ る。 これ は、 かの 女 

が あまへ たり、 こと を 胡麻 化した. =s する 時の 表情で あるの は、 義 雄の よく 知って ゐる ところ だ。 

『お前 こそ 大きな 聲だ。 — 生徒の 方に もあった らう？』 

『ああ。』 

『それと 浮れ歩い て ゐ たの だら う？』 

じャ せ，， 

『そんな こと はない、 寫 生の 時 は 先生 も 1 緒に 行く から。』 

しゃせ .3- 

『行かないで、 生徒が 勝手な 寫 生の 時 も あら ァ。』 

irllk は』 と、 微笑しながら、 『みな 鳒ょ。 脚氣 でも あつたし、 ふき js 除な どが 33 來 ないから、 やめて 

來 たの。』 

『遊んで、 寢て、 ^つて ゐる にや ァ* 病院が  一 ^樂 だら うよ』 と、 ^雄 は 冷 かす。 

『ここの 人 も あなた をよ く 云うて をらん から、 く 出る 方が えいよ。』 

『そのく らゐ のこと ァ、 おれ も 感づいて ゐ らァ、 ね —— 然し • 病氣は どんな だ』 と • 仰向けに だらけ 

させて ゐ たから だ を g に寢返 お する。 


< めし 

『年中， 惡ぃ、 わ。』 お 鳥 は 顔を義 雄に 向けて r 入院 料の 工面が 木お につく の？』 

I 三 

臨時 S- 會が 始まって ゐ るので、 1^ 動 家 0^ 藤： ：！^ 之 助 は 朝から 晚 まで 忙しい のにき まって ゐ る。 義 t 

は 先づ第 一 に渠を 訪問す る爲め • 朝 乎く 出かけた。 

遠 藤 は 食事 中であった から、 暫 らく 義雄を 待たせた が • 

r ゃァ』 と • 出て 來 てさし 向 ひになる や K 口 や， 『どうでした？』 

義雄は 西 舍の收 場で 遠 藤と 西、 束に 別れて からの 視察 を、 箱 M の 仕 必要な こと だけ、 に i1£ 

しゃ まに 

つた。 浦 河から 様 似に 至る 山道 は、 西 4" に 至る それと 同樣、 排水用ぃ^-がしてなぃので非<=8に崩れてゐ 

ると ころがあった こと。 冬 島 村 字 中 山、 ォホ ナイ あたりに は 殆ど とい ふ 道が ついて ゐ ない こと。 ま 

た • とてもつ けられな いこと。 各 村役場に 於いて、 農、 牧、 漁業の 狀態を 取り調べた こと。 《农 岬附 

近で は、 雪が 降らない 爲め、 最も 自由な 放牧 を やって ゐる こと。 猿， 宙山 のこと。 など は、 す ，/こ、 

遠 藤が 義 雄に 託した 調査 事 頃であった。 

遠 藤 は 注意して 聽き 終った あとで、 

ほんだ うろ 

『それち ゃァ、 どうしても、 浦 河から さき は 本 道路 はっきません * な — よし、 つけたと ころで、 船 
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泉までの 狭い 道で よいので しょう。 日 高から 十 勝の 聯絡 は、 あの 猿 留の難 道が 厄介物 だから、 矢ッ張 

り、 沛河支 11： の 計螯線 通り、 あれ をよ けて 通す より 仕 かたがない。』 

『そり ゃァ さう r  i やう — あすこ を ま はる 必要はないでしょう から。』  . 

『無論です、 な —— 時に、 十 勝 野の 紅楚 はどうでした？』 

t&  i たん  おそす  ， 

『全盛でした 11 もう、 「帆 居 古潭に 來た 時は遲 過ぎた です。』 

『さう でし やう、 北海^の 秋 は 短い もの だ。』 

『そして、 ，？^-の旅行はどぅなりました？』 

『道會 は 一週間で 終る の だが、 それが 濟 むと、 或會 社の 依頼で 北兒、 天 鹽の國 境に ある 山林 を 22- に 行 

きます —— さう、 かう して ゐ ると、 もう， 雰が 降り出します から、 なァ —— 』 

かう 聽 くと、 義雄 はこれ で關 係が なくなる わけ だ。 

『なるほど』 と 受けて は 見た が、 何 かの 関係で との 問 をつ づけて ねなければ、 北 にゐる 以上 は、 

心細い もの だと 思 ふ。 渠は 北海道の 山川、 原野 を その 短い 秋に 追 はれて 歸り來 たり、 而も また この 室 

で、 e3 後の 秋に 出會 つた 樣な氣 がした。 そして、 もうこれ ばかりが 賴 みだと 云 ふ 様に、 『あの 明き 家 K 

ひ 占めの 問 超 はどうでした』 と 問 ふ。 

K は、 義 雄が！ 11^ にゐる 頃から 考 へて ゐた ことで、 i4l 想の 樣 だが gci 行 すれば 出來 ない こと はない 計 


V わく  ► 

である o 

跪?^ の 明治 三十 九 年、 四十 年度に 於け る 過度の 發達は 驚くべき ものであった。 內地ゃ 北海 S1 のお 本 

家が、 ； 搜 千金の 見込みで、 お 0/\數 千、 數 一ぬ 金 を 投じ * 数 人、 數千 人の 人 を 使って、 漁業 を や 

つた。 その 間に 立ち まじって は、 運送屋の 小さい 小^でも ちょ ッと 手荷物ぐ らゐを 二三 丁 運ぶ と、 十 

^札 I 枚 は 貫へ た。 金錢 上の 單位 は十圓 札で、 それ 以下 は 勘定 しないと 云 ふ あり 樣 であった。 

1* うぐ b 一 

然し 全體 として はさう 方 外の 儲けに もなら なかった ので、 大^本家からして段^引き締まる^：^^にな 

り、 人 委せで はなく、 自分 身づ から 直接に SI て 網の 監现 をす る樣 になった。 そして、 その あがり 髙は 

すべて 海上から 直ぐお 暇して しまう ので、 樺 太に おちる 金と 云って は、 ただ小ぉ本家なる雑漁^！^の手 

ちんたい  ぉほタ Iwa- 

から 落ちる だけにな つた。 その 沈滞と！^ 時に、 大；^ や マオ 力に 於いて、 非常に 多数の 新築 明き 家を殘 

した。 大 泊の 如き は、 政 廳が豐 原に 移った からで も あらう、 全市の 半数 以上が 無住に なって しまった。 

マオ 力で も • 三分の 一 は それで、 而も 新築して まだ 壁土 も 塗らない うちに 於棄 された の も 多い。 そし 

て、 たと へば、 四 五 千圓も かけて 造った 女郎屋が、 僅か 二三 巧 11 の はした 金で り 物に 出て ゐても * 

じ やうたい 

誰れ も 2 只 ひ 手がない ほどの みじめた 狀^ にある。 

あう 云 ふの を 買 ひ 占め、 そのまま 取り崩し、 述 の 安い 和船 か 何 かに み 込み、 北^ なり， 內地 

なりの 港灣 地へ 持って行って 費ったら、 必らす 儲かる にき まって ゐ ると 說 明し、 今回の 旅行 中に、 遠 
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藤に 頼んで、 誰れ か 金、 ffi を兒 つけて 吳れ ろと 云って あつたの である" 

『あれ は隨分 突飛な 計 だから、 突 な こと を奸む もので なければ、 話して 見ても 駄 U ですから、 な 

ァ』 と i お 藤 は 答へ て、 一 人 さう いふ 人物が あるから 話して 置いた こと。 それが 義 雄に ひたいと 云つ 

てゐ るから、 舎へ とい ふこと など を 語った。 

『^ぐに も <!= ひましよう』 と 云って、 その 人の 宿所な ど を 聽 き 取った 上、 義雄は 云 ひにくかった が • 

いっか 話した 通り、 ^京から關係^！；？がー 人來てゐて、 それ を 病院に 入れなければ ならない からとうち 

明け、 少し まとまった 金 を 借りたい こと を 述べる。 

I 『どなたです？ o』 

『な r- に』 と、 少し 云 ひよ どんだ が、 『一人の 婦人です。』 

づひ A" ラ  1  P 

『それ はお 闲 りです、 なァ』 と 輕く應 じて、 遠 藤 は 別に 深く 追窃 する こと もな く^ぐ 心よ く  ©ri. を 

らいて 兌て、 十圃札 三枚 を 出し • 『只今、 これ だけし か 御座いま せんが、 御用に 立つなら、 どうぞ。』 

『^みません が、 それで は • 出來 ますまで 11 J 

『な ァに、 御 心配に は 及びません。』 

さう 心よ く 出られた だけ * 義雄 は、 自分 も 亦 sef に 北海道の 新 問 記お 並みに 取り扱 はれて ねる ので は 


ないかと • 多少 * 不面 0 を 感じないで はなかった。 

『時に * あの』 と • 遠 膝 は 1 曆 ゆるやかに 出て、 『日 髙、 膽 振に 蹈 する 話 は、 どうか！： ャく願 ひます、 r 

度 わたくしが 目を通し ますから o』 

『あれ は、 け ふに も 寄き あげてし まひます。』 義雄は 今回の 調 ォ且結 に據 り、 遠 藤の nilr  11 

5^ 河で 演說 したの も、 その I 部 だ —— を 書き 綴り、 遠藤の勢カ範固に觸れてゐる北^1^メールに报載 

する 責任が あるので ある。 それでも 丁寧に 害いて やらなければ、 今回の 旅行に^ 雄が ついて 行った こ 

V0 かう 

とが、 遠 藤の 爲 めに は • 殆ど 全く 無意味な 費用 を 投じた ことにな らう。 築に は 束 京の 文 舉教を 隨行さ 

せて 行った ことが 旣に 1 つの 名譽 となって ゐ るの だら うが、 北： S メ ー ルの 前後 三十 回餘に 渡るべき 義 

雄の 『雜 記』 に は、 ただ 遠 藤の 名 を 二三 ケ 所に 出して ある だけな の だ。 

ち うし 

『それで、 調 茶 旅行 は 中止な さると しても • 北 0^ 天 斑の 山林との 御 話で ひ 出した のです が』 と •  P 

雄 はこれ も 一 つのつな ぎだと 思って、 さきに 物 集 北劍の 手から 出た 窖 類で、 かの 小^の 漁業 家 松 田に. 

照會 して 駄目であった 土地の 件 を 持ち出し、 『わたくしの 知って ゐる ところに、 成功 調^に^う くな つ 

てゐる 土地が あります が、 どうです？』 

『どこです？.』 

『矢張り、 天馥 で、 何とか ナイと いふ 川 添 ひの 未墾地です。』 
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『何 坪ば かり？』 

『二百 一 二十 莴坪 ほど。』 

『ざ ッと七 百 七十 町歩 —— 面白いで しょう、 それに 關 する 書類が あるでしょう から、 兒 せて赏 ひたい 

ものです。』 

『それ は、 あなた も 御存知でしょう、 物 猫 北 劍ぉ、 あの人の 手に あります から、 けふにも取り^^^せま 

しょう。』 

『物 $JI ^^は 今 どこに ゐ ます？』 

『大通り 七 丁目の 角です 11 』 

『ああ * まだ あすこに をり ます か？ 何 をして をり ます？』 

『今では、 遊び半分に、 自分の 本籍地の 村 一 の 合併 問題に 運動して やって ゐた Sf2 です。 それに、 元の 

北 11^ 新報の 殘務 整理が ある 様です。 ゆ ふべ 歸っ てから， まだ 會 ひません。』 

『ぉ會 ひに なったら、 よろしく』 と、 遠 藤が 云った のに 答へ て、 

『かしこまりました』 と は 云った が、 现在、 社^の表！！に活動してゐる^？^！藤と、 失敗 殆ど 地に まみれ 

てんた <\ 

て §M して ゐる 北劍と • たと へ 仕事 は 遠って ゐ たにしろ， せて は 丸で その 名 St が轉 倒して ゐ たと 云 ふ 

時.^ も ある こと を へば、 義雄 は北劍 の^めに そのいつ まで-もぐ づ.， （ \1 -て、 止む を^ない からで も 


あらう が、 朝截 をい じく ッてゐ たり、 酒ば かり 食らった りして ゐ るの の 毒に 思 ふので ある。 

自分 はま だ の 程度まで 落ちて は ゐ ない が、 CI 分の 父の 遗產 をつ ぎ 込んだ 樺 太の^ 業が 失收 にな 

つた 上、 その 協同 相談 も 駄目に なり、 木材 屋の 計畫 もうまく 行かす、 鐵^ 吏の 加 藤から 話の あった 

牧草地 も 込みな く、 多く 消極的 だが、 鬼に 角、 努カした旅行も^^！術の^達と馬に親しみが出來たば 

ちう レ 

か bs、 これで 中止になる として：：^ る。 

また、 その上、 今回の 明き 家 買 ひ 占め 問題 ゃ天鹽 未墾地の ことが 矢ッ 張り 駄 R となれば、 もう、 い 

だん * ゥ 

よ r よ 匕へ ゆ *31 の^に 追 はれて 來た 通り、 また 金の 不足に 追 はれて 一 たび 诀 心した 歸京 をい よく 斷行 

しなければ ならない。 

『折角、 お 烏 も 来たから、 一緒に 縱§ ^すれば 出來 るのに！』 かう 思 ふと、 『今 1 つお 頼みが あるので 

す』 と、 義雄 はせ めて 一年な りと も 北海道に とどまって、 ァ イノ 並びに その 文舉を 研究す る だけの 袖 

助 を 兑 付け て れ ないかと 云 ふ 提議 を 遠 藤に 持ち出す。 

これ は 十勝ァ イノの 部落 を 調査して ゐた 時、 ふと 義 雄の あたまに 浮んだ,. - へで、 その 調 ォ且屮 に、 宜 

敎 師バチ H ラの 研究に は、 偏：：1^0不徹底とがぁるのを發兑したこと。 n 本人と して、 ァ イノ 研究 を. r 

分に やり 通した， また やり 通す つもりで ゐる 舉*? がない こと。 鬼 京の-! 大 に は、 ァ イノ 一?is^^ を 
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以 つて 任す る 人 も あるが • すべてが バチ ラフの 糌粕を 《せめて ゐる ものば かりで、 それも半可；^に満：：.^^ 

して ゐる こと。 土人 敎育 など 云って 道 鹿な どが 尤もらしく 國費を 無駄に 使って ゐ るが、 ァ イノ 人が^ 

育され て 半可通の シャモ カラに なった とて、 何の i もない こと。 日 木の 戸籍に 敗殘 人種の 雜 種が H 

來 るの は 大して ありがた いこと でない こと。 どうせ、 敗^^^？^等の人截だから、 雜 雄の 生存 競爭を 

する 生々 主義から 云っても、 保護したり、 敎肓 したりす る 必要がない こと。 その代り * 1 昨 それが わ 

が 固の 本土の 三分の 二まで も 占領して ゐた 時に 出来た その 文擧 (德說 並びに 耿謠) を、 築 等の 永久な 

生命と 兑爲 して * 原語の まま 丁寧に 牧 築して やるべき こと。 IS 等の 史詩 もしくは 戰詩 なる シ ヤコ 口べ 

ゃュ ー カリ を 非 尊 門 的に は 粉 雜に譯 したの は あるが、 まだ 木 《：s によく 詩的、 文 舉的頭 腦を以 つて I5i 語 

通り-:; おし 取った もの も譯 した もの もない こと。 そして、 それ を 穀 雄が やって 見たい こと を 語り、 手帳 

に控 へて ある アイ ノ歌謠 のうちから、 『ャ イシ ャ マネ』 を 取り出し • その- m 文 を 下手ながら 欲 ふ。 

『ャ イシ ャ マネ 1 ナ！ 

ャ イシ ャ マネ 1 ナ I 

クコロ ボン カン ビ a 

ャ イシ ャ マネ， ナ- 

ヤ タ  ァ ララ？ •』 


『かう 云 ふ 風な もの もあります』 と、 義雄は その sp〔i 〈を^ 明す る。 ャ イシ ャ マネ ー ナとは r 悲し やな 『-、 

ク n  cT ホン カンピと は 『わが 年^い 帳場』、 ナタァ ララと は 『どこへ 行った」 と 云 ふこと で， 苦ハメ ノコ 

が 漁場の 帳場さん なる 和 人 を 愛して ゐ たが、 その 和 人が >s: 地へ 歸 つたの を戀ひ 慕って 耿っ たもので あ 

る。 ァ イノの 哀歌の 始めと 稱 せられ、 餘 り それが 流行した ので、 のちに は、 ャ イシ ャ マネと いふ こと 

が 直ちに 流行 哄の 意味に はれる やうに なった ことまで 附 Im する。 

『それ も 面白い ことで しょうが』 と， i ほ 藤 は 受けて、 『さう いふ ことに 金 を 出す 特 i.; や 5^ は 今日で はない 

から、 道廳 にで も かけ 合って 兇ましょう し、 また ほかに 仕事 も あるか 知れません から、 いづ メ ー シ 

の 社長が 歸 つたら 相談して 兑 ます。』 

メ ー ルの 社長 は 衆議 院議 nw として、 今、 睦： 卓 の^おに 參 加して ゐ るので、 今月の 末で なければ 歸ら 

ない。 餘り 勢力 ある 人で もない から、 その 相談 は 常て にならない と つたが、 

『鬼に 角、 それで はよ ろしく』 と 云って、 義 雄が そこ を^す る 時、 遠 藤 は、 明晚 西の 宮 支店と 云 ふ！.^ 

理呈 で、 北 兌から 構 習の 爲 めに 出て 來た小 擧敎員 ども を 招待す るから- その 席へ 本天聲 と共に 來て 

吳れ ろと 頓ん だ。 

その 足で、 義雄は そこから 最も 近い 北劎の 家へ 行った。 午 萷九時 頃で あつたが、 北 劍は洒 に： がク拂 
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つて ゐ た。 

地で は 花が 後れて 唤く 朝顔 も， もう 過ぎて しまったので、 敗！^^1<?たる|^の樂しみは：吶のほかに何 

も. な いのは、 義雄も 推察して やらない わけで はない。 然し * 如何に sfrt:! 身の 所 謂 浪人 はして ゐる にせ 

よ、 i 釈ノ かもとの 勤め をして ゐた 時代の 靑 部屋で はなし、 朝から 酒に 醉ッ拂 つて ゐる北 劎の狀 

を 氣の審 に 思 はざる を 得ない。 

『.；.：、 だ、 だ、 だ、 誰れ ぢゃ』 と、 北劍は どもりと 醉 ひとの 爲 めに 呂律が ま はらない。 細君のお さ 

んの 招す る ままに 荼の 問へ あがって ねた 義 雄の 方を兒 て、 渠は 客間で 寢こ ろんで た 肥 だのから だ を 半 

ば もちあ ゆた。 天 S 絨の 襟の ついて ゐる メリ ンス 友禪の 夜着が 渠の 胸から 下に かかって ねる。 

* "つと 

『田 村さん が 旅から ぉ歸 りに なった のです』 と、 ぉ豐 さん は やわらかい 物腰で 所 天の 問 ひに 答へ る。 

『そ、 そ、 さう か』 と、 またぐ ッ たりなる。 

『  』 渠. か あれ だけにな るに は、 一 一三 升 を 越えた、 な、 と IS 雄 は 思 ひながら、 『朝から えらいで すね。』 

『本？〉 5 に 困って しま ひます 11 時 ii 構 はすです から、 なァ。 好きな もの を 好きに 戴く のです によって、 

構 ひません けれど， 度々 人 さまに 失禮 致しまして 11 』 

S よ 

『なァ に、 酒です もの、 お 互 ひです』 と * 義雄 はかの 女と らく 旅の 話 をす る。 そして 義 雄が iwK に 

於いて、 メ ー ル社 支局の 記者 や * 旭川 新^ 並びに 釧路新 間の y^zs; 等と 一緒に 料理屋へ 行った 時 • そ 


この 藝^ が 義雄を 誰れ か 常て て 13- よと その 地の 記^ 等に 云 はれ、 島 田さん (氷 蜂の こと) か、 さなく 

S づ. A 

ば 物^さん (北劍 のこと) かと 答へ た i5H 里 を 語った。 すると • ぉ|!^.さんは婼しぃ様なロっきをして、 

『C3 田さん も、 うちの も • 1 時 は あすこまで 幅が利いて をり ましたから、 お 名な 記^だ と E 心うて、 あな 

た を さう 推 じたので しょう —— 然し、 もう、 新聞社 はい やです、 なァ』 と、 いつもの^り 言 が 出る。 

ぢょ  くわい さう 

かの 女 は • 勤めて ゐた 時から • ，：：： 分の 金 をい くら 新 M 社に つぎ 込んだ か 分らない と 云 ふ 回想 を、 いつ 

も 忘れられな い のらし い 0 

『それもう まく 行けば いいです が』 と、 賴雄は 云って、 维戦 上の 敗北が 北劍 をして かう いふ 狀 態の 浪 

人に させた と 同時に、 もとは 苦勞人 だけ 拔 けがして ゐ るお iS を もこの ヒス テリ 的な 瘦せ ぎす にし 

たの だと 考 へる。 

氷 峰が たまに 山く じら や 鬼の 肉 を 山から 赏 ふと * 第 一 に 北劍の 細；^ に^ はせ たいと 云って 持って行 

くの を篛 雄が 思 ひ 起す と， さう する の は、 必ら すし も、 北辰 新報 時代に 女郎 S ひまでの 金 をお IK に 世 

ぢょ 

話に なった と 云ふ爲 めば かりで なく、 資に * 現在 かの 女が. M 身に なって ゐ るの を可哀 さう に 思って で 

をつ と  f 

あらう。 そして、 義雄も 亦 感心して ゐ るの だが、 如何に 今の所 天にば かりう ち 込んで 11 かの 女 は ど 

ん なお 客 をで も 振って しまう ので 有名であった さう だが 11 1 緒に なった 女 だと は 云へ、 今 曰の 様な 

榮ぇなぃ狀能^^ょく辛抱してゐる、 と。 
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きゃくま 

貰 ひ 娘 は小學 校へ 行って、 今、 ゐ ない。 客間から は • 北劍の 雷の 如きい びきが 聽 える。 そのいび き 

を聽 いて、 義雄 は、 四十 づら の扑訥 漢北劍 が、 また 今日 も、 その 苦心と 全盛と 0 時代に 今の 細君に 可愛 

がられた こと を 忍 ひ 起し、 氷 蜂が 曾て 義 雄に 語って きかせた 通り • その 否 を 持った まま、 無言 沈 iS の 

あ ひだに、 悲痛 淋漓の 感に打 たれて、 ただ 1 と 聲、 お 箱の 『ああ、 醉 うた』 を んだ • な、 と 思 ひやる。 

『お父さん、 ちょ ッと 起きたら どうです 《  お父さん —— お父さん』 と、 お さんが そばへ 行って 

呼び 起す。 

『う、 う ー ん』 と、 北^»は寢たまま延びをする。 

『ちょ ッと 起きたら どうです？.』 

『  』 Ig は 無言で E をば ッ ちりと 明けて、 お 豊の顏 を 見る。 肥大な 男に 似合 はす *  口 は 大きく ク 

て、 なかく に 可愛い ところが ある。 

『m 村さん が 何 かお 話が あると ぉッ しゃって 待って をら れ ます。』 

『さう か』 と、 北 劍は身 を 起した。 そして、 『失敬した。 失敬した。』 

『なに、 そのまま でもい いんだよ。』 義雄 ，は爐 ばた から 云 ふ。 

『ま ァ、 こク ちへ 來：； ：g へ。』 北^ は 夜 を わきへ かい 遣り • 床の 問の そばへ あぐらをかく。 


r 折角 寢てゐ ると ころ をす まない、 ね。』 義雄は 客間へ 入り、 18^^向ひ合って、 洋服の あぐら だ。 ぉ豐 

をつ と  よ |« 

は 所 天の はねのけた 夜着 を 方 づけて る。 

r いつ 歸っ た？」 

「ゆ ふべ だ。』 

V んビ -n 

それから、 どうであった、 かう であった、 誰れ に會 つた か、 彼れ と 話した かとい ふ 様な ことの 問答 

の 末， 義雄 は、 

『赏 は、 いっかの 書類、 ね 11 H< 鹽の 土地に 關 する。 あれ を 遠 藤 君が 見せて S ひたいと 云 ふの だが 

— 』 

「あれ か？ あれ は 駄目 ぢゃ。 僕の 方に も 兇たい と 云 ふ ものが あつたので、 一 ロー 返した の を、 こない 

だ、 取りに やったら • とても 話しに ならん。』 北 劍が 語る ところに 據 ると * あの 土地に は 二三 名の^ 係 

者が あって、 それが 互 ひに 4^ 嘩 をして ゐ るので、 なか. （- まとまり さう もない 0 そして、 そんな もの 

に 手 を 出す と、 却って 面倒になる ばかり だから， 向 ふから 世話 を賴ん で來た i$ 件 だが、 今では、 取り 

合 はな. S ので ある。 

義雄 は歸來 早々 また 1 つの 考 へが 出来なかった。 歸 らうと すると、  I 

『ま ァ、 一 杯 やって 行き 給へ』 と 引き とめられ、 止む を 得す 暫らく 腰 を 落ちつけ た。 
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然し そこ を 出てから、 途々 考へ ると、 北劍 はどうしても 敗淺者 だ。 一 方に は、 遠 藤 を 初め の 人 

入が すん/ \ 出 て來た 北海道に 於いて、 渠 等の 不得意な 攀戰場 裏に 再び 立つ のなら 知らす、 直接に 政 

治 界へ乘 り 出す 如き こと は、 とても 出來 さう に 思 はれない。 

そして、 義雄も 亦 自分が それに 類して 行く ので はない か 知らん と 思 ふと、 坐存 競爭、 自然淘汰 • 俊 

pi. 適者生存、 更らに 進んで 渠 自身の 所謂 適 存 などい. ふ 首 葉と 共に、 樺 太の 山林が 目の前に 

浮ぶ。 

^らふと 

榉太 全島の 山に して、 火事に 會 はなかった 個所 は 殆どない。 多き は、 二三 度から 四 五 度も燒 かれた 

ところが ある。 そして 一た び 山火事が あると • その 跡に 先づ 白樺が 生える。 それが 育つ と、 その 薩に 

椴 松 ゃ蝦爽 松の 芽ば えが 出る。 そして、 それらの 松の 大きくなる ところに は、 樺 は その 繁殖 を 停. し 

てし まう。 その 松林が 燒け ると、 ，ハラ や イチ ゴゃ 羊齒 類の 坊主 山になる が、 そこに 少しで もく 熊 楚の极 

が あると、 すべてが この 银の綮 SJ の爲 めに. 征服され てし まう。 

すると、 また 考 へが 人^問題と もつれ 合って 來て、 樺 太の ギリ ャク 人種 ゃァ イノ 人種 は. m 樺の たぐ 

けん ，よ V 

ひで、 同 島に 權カを 振って ゐた露 西 亞人は 松の 種族 だ。 それが 日露 戰爭 とい ふ 出火 事に 遇って、 バラ 

や イチ ゴゃ羊 齒に當 る 曰 本の 軍人、 漁 飾、 土方な どが 入り 代り、 それらが またぎ 楚に當 る s:!!^ な n 本 

入に 統轄され かかって るる。 


|:^木は草木で|牧爭し、人；^と階級は人種と階級で競$し、 人間 はまた 獣. 類と 親爭 する。 北海 逬に は、 

狼が ゐ なくなった。 それ は j  ^道廳 が 懸賞 を以 つて 退治した にも. B るが、 その 鼓 もお もな-:^ 因 は アイ 

ノが 狼の 食と する 鹿 を 取り 盡し たこと だ。 そして、 その アイ ノを 今や 和 人が 资 追して、 敗 劣等の 人 

種に してし まった。 

義雄は 北劎の 落ち入って しま. 5^ さうな 運命に 思 ひ 合 はせ て、 自分もjs^vJサ；ハ^第一 一の アイ ノ 人の 部頻 

に 這 入った 樣な 幻^ を 浮べた が、 その 慘憎 たる 幻影の 中に も 自分 はま だ 最後の 努力 をして ゐ るの を 心 

丈夫に 感じつつ、 大通りに 添 ふて 束に 進み、 北 1 條に 曲り、 束 一 于 0 に、 遠 藤の 指定した 人 する 0 

I 四 

遠 藤の 指定した 畑 中 新 藏の家 も • 遠 藤のと 词 じくな かく 門戶 を；^ り、 部屋 部 M も その 裁 を 飾つ 

て あるが、 遠 藤の 樣な實 力がない かして • どことなく、 義 雄に 空^ を 感じさせた。 床の^に かけた 抱 

一 も 本物ら しく 受け取れな い。 

お ほきな 瀨 戶の圓 火鉢 を 挿んで、 主人の 新 蔵は義 雄と 相 封 したが、 肥大な からだに 肥大な 挨^ 

振りが 如 3： にも 柄な ので、 この m 舍 若め、 おれ を まだ 知らない、 な、 と義雄 は^ 一  に輕 蔑の 念が 生 

じた。 そして、 
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「實 は、 遠 藤さん からのお 話が あつたので 來 たのです が、 どうです、 あの 件 は 兌 込み をつ けて、 やつ 

て 5^ れられ ます か？』 

『見込みが あるから、 お 目に も かかりた いと 云うて 置いた。』 

r なァ に、 僕 もお 宅へ あがる の はわけ のない ことです が、 これまでに いろんな 計 璺 がすべ て ぐれた の 

は ウレん 

で、 今回の も、 どうせ、 當て にならなければ、 初めから 御 相談す るまで もない のです。 6； に 方針が つ 

いて ゐれ ば、 1 つ、 やって 見たい と 思 ふだけ です。 先づ それから 伺 ひたい』 と、 義 雄の 態度が 通に 

相談 を 持ち かけて 行く 人々 の樣 でなかった。 

『そり ゃァ、 ||«』 と、 畑 中 は 少し 狼^して 秀 げた あたま を 1 つ さげて 兒 せて、 『いよいよ やり 出せば、 

大事 業と 云 はねば なるまい？ さう 性急に 云 はないで、 ゅッ くり 話して 見よ うぢ やない か？』 

『無論、 御 方針の つく ことなら、 御 相談した いのです o』 

『實 は、 わたくし も いろんな こと を やって 見て * 失敗つ づきな のぢ やから、 さう いふ 突飛な ことで 1 

儲け 恢復 をしたい と 思うて をる ので — J 

r では、 申 します が、 それ も 遠 藤さん に 話して 匿き ましたから、 大體御^^知でしょぅ。 注意して やり 

お ほど *<9 

さへ すれば 決して 損の ない 事業です。』 篛雄 は先づ その 大 泊から 明き 屋を買 ひ 初め、 それ を そのままに 

つぶして 船に つみ 込み、 小 S なり、 函館 なり、 靑森、 酒 田、 新 潟な りへ 運ぶ 頓 序と 手段と を說 明す る。 


そして • マオ 力な ど は. E 分-か .：^- 際に 行って よく 知って ゐ るから、 種々 の 便利が あると と を 語った。 

『何回に も 切つ て やれる こと ぢ やから、 先 づ* 買 ひ 占めに 一 萬圓と て、 あと は 船ぢゃ —— K 船 は 金 

がか かるし、 まァ、 うまく 相談が つけば、 帆前ぢ やが 一 I 』 

『無論 • 帆前船なら いいでしょう I 然し それ も费 用が かかり 過ぎる と 云 ふなら、 少し 大きな 和船で 

に 合 ひます。』 

『そり や、 それでも えい- なァ —— 船 の 方に は、 闢 係がない こと はない から、 一 つ、 £=S つて 兄 ましよ 

う 一 I 鬼に 角、 よく 考 へて 見ねば 事業と 云 ふ 奴 は 兎角 越 中 ふんどし 的 だから、 なァ o』K 高く 『は、 は， 

は、 は！』 と 笑 ふ。 

『何が を かし いんだ！』 義雄は 心で 矢ッ 張り 輕蔑 をつ づけ、 わざと、 圆ぃロ をして 主人 を兑 守った が、 

また、 ほんの、 おつき 合 ひに 口 だけ ゆるめて、 微笑 をす る。 そして 『では、 どうか、 御 熟考 を』 と、 

そこに 力を入れて、 『願 ひたい ものです。』  . 

『承知し ました 一 《 よく 考 へて 見ましょう。』 新 錢 はこれ で 用談 は濟ん だと 忍った のか 話 IS を轉 じて、 

その 態度 をう ちくつ ろが せ、 『わたくし も 日露 戰爭の 時には 儲け そこねました に 成 筋から 內 命が 下 だつ 

て、 露領の 沿海 洲 まで、 日本で はま だ本當 にやって ゐ ない 遠洋漁業の 飢 織で 密流船 を 出す 計 邀 を、 a 

分が 仲間に 這 入って やりかけ たこと。 密漁と 云っても、 睦が 保護して eSCsJ ると 1^ 時に、 その 獲物 は 
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1{n ぐ 2sf 艦の <l„Ji 糧に& 只 ひ あけられる 笞 になって ねた こと。 安全に 利 盆 を 占め 得られる の だから， 汽船 持 

ちを說 きつけて、 いよく 出發 する まぎ はに なって、 平和 談判に 終って しまった こと。 など を 詰 つた 0. 

然し 義雄は 新藏が 現在 何 をして ゐる 男で あるか 分らす に 引き取った。 

義雄は そこ を 出て 北海 メ ー ル 社へ 行き • 自分の 歸札を 報告が てら 天 聲に會 つた。 そして、 

『僅かの 旅費 を 送って 吳れ たら、 釧路 まで 行って 来られた のに。』 義 雄が 責める 様に 云 ふと、 天聲 は、 

『なァ に、 僕 は 心配した の だ。 遠 藤 君に も會 つて 聽 いて 見る と、 帶糜 までに の^めば かりに 小百圓 

も かかった から • また さう 使 はれたら 困る と 云うて、 社が 早く 呼び返せと 云 ふので、 あの 電報 を 打つ 

たの、 さ。』 

『社と して は、 初めの 二十 圓 しか まだ 出して ゐな いぢ やない か？ それに、 僕 はた だ 一 回 水で 遊んだ 

切り、 何も 無駄な 使 ひ 方 はしなかった ぞ。』 

『それ はさ うだらう けれど  J 

『無論、 君の せい ぢゃァ ない が、 餘りメ I- ル社 がけち だ、 人の ふところ を 0 あてば かりにして、 さ。 

しゃぐ 

1 然し さう 分れば、 それでい いが、 實を云 ふと、 fl;; が 帶糜へ 二日 問 も 返電 をよ こさない ので、 癥に 

0 ウレ 

さわった から、 原稿 を 中止しょう とも 思った の だ。』 

『ま ァ、 さう 云 はすに、 僕の 心配 も 思って れ 給へ。 それに、， 社長が 歸れ ば、 また 何とか 考へも あら 


うから — J 

『然し、 そり ゃァ 《：s てに ならない よ。 ここの 社長が 歸 つて 來れ ば、 伎も會 つて S くこと は くが、 ^ 

り 勢力 もな く、 またけ ち だから、 社が 却って 持てない の だと 云う ではない か？』 

『そり. や、 事務の 方が けちな のお。 考 へても.：！ 5- 給へ、 二三 年 問に 二度 も燒 けて、 见に 角、 これ だけの 

新築が 出來 たので はない か？ 々の發 行 部数で 云へば、 優に 月 儲けて をる の だが、 負债を 返して を 

るの だ。』 ^ 

『そんな こと ァど うで もい い、 さ .—— 然し、 僕 は 僕 自身の 旅行 中に やって 來 たこと だけ を • 君に しろ、 

肶 にしろ、 正常に 認めて C, 力れ たら • それだけで 先づ 満足 だ —— 束 京の 一 文士 11 仅は 文士と 云 ふ 仏き 

を 嫌 ひだが 11 それが、 社 や 道 廳 や 人の金で、 諸方 を 唯 ひつぶ して ま はった と^はれ るの は 御免 だか 

ら、 ねえ —— 』 

『そんな こと はない —— の 行った 跡， 行った 跡へ 新 を 無代 配布 もした し、 世 でも 評判が えい 5^ 

だ。 留守中の 社長 代理 も 面白い と讃 めて をった ぞ。』 

『讃 めら れる の が 僕の 目的 ぢゃァ ない 11 僕 は、 贫1.^3な社が£^に衋しただけ の 金錢と 力に 相 © した 

働ら きをした と、 認められれば いいの だ。』 

かう 云 ふ 話 をして 義 雄の 心が 多少 落ちつい てから、 暫 らく 旅行 中の 話に 移り、 I^K で 天聲の 名が ち 

0  0  一玉 一 
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ょッと 役に立った 切り、 ほかで は * 決して それ を 出さないで 濟んだ こと。 旭川で も •  メ ー ル 支局の 主 

住 は旣に 睦軍演 おの 地に 向った 留守で • 却って、 反對の 新聞社に 紹介して 貰って、 アル コ ー ル齦 S 場 

を 見た こと。 十 勝 原野 や 神 居 古 « の 紅葉が よかった こと。 北海道の 智識 は天聲 よりも 廣く なった だら 

うとい ふこと、 などが あった。 

『それから • 思 ひ 出した が * 浦 河に 歡迎會 があった 時、 頻りに *5 のこと を聽 いて ゐた藝 者が あった 

よ』 と • 義雄は 天 聲の顔 を 見る。 

『誰れ だら う？』 天聲は 得意げ に 首 を ひねる。 

つ 》5 つぶ  ， 

『月 紫、 にゐ たらしい 11 』 

Ixh ら ない、 なァ 11 』 

『おい。』 義雄は 應接窒 の 椅子 を 立つ と 同時に、 天 聲の肩 を 不意に 輕 く 叩き、 變 木の 木强漢 も、 なか 

なか 油斷 がなら ない ぞ。』 喜ばせ 半分に かう 云 ふと • 

ぶ つ 

『さう、 さ』 と、 天聲も わざと 反り身に なって、 武骨な 澄まし かた をす る。 

それから • 渠は 北海 實業雜 誌 社へ 行った。 氷 绛は签 知 支廳へ 出頭して 留守 だ。 用向き を聽 くと • 昨 

日、 公布され た 同 支 廳管內 の 山林 拂ひ 下け の I 部 を 受けよう とする^ 動 だ。 ® も 亦い よく 窮し て來 

て 一 かばち かの 勝負 を 仕出した、 な， と？ iS 雄 は 微笑した。 


雜 誌の 第二 號も、 社長の 川 崎が また 禿 安の 手 を經て 苦しい 苦 面の 末、 漸く 昨 口 印刷 星 の 手 を 離れる 

と 同時に、 發送濟 みとな つた さう だ。 計の 話に よると、 地方の^ 吿料 並びに 雜 誌代 を收^ すれば、 

槃に 第二 號も 行く 害で あつたが、 氷 蜂が 初號 からさう けちな 催促 をして ゐては * 社の 髖 面と 信 川と に 

關 する からと 云って ほうつ て 置く さう だ。 

それ を會 計が、 頻りに 川 崎から 小言 を 喰 ふと 云って、 こぼした。 篛雄も 初めから 氷 蜂の やり方 を 1 

漫とは 見て ゐ たが、 會計 をな だめる つもりで、 

『ま ァ、 氷 峰 君の 考へも ある だら うから、 やらして © き 給へ』 と 云った。 そして、. 0 分の 短篇 小說 『金』 

とい ふ ものが 載って ゐる雜 誌 を 二三 部 取って、 有 馬の 家へ 歸 つた。 

かんせつ 

勇は學 校から 歸 つて ゐ たので、 渠を 捕らへ て義雄 はお 鳥に 語るべき こと を 閱 接に 渠に 語り、 遠滕が 

相 當な金 を ffl して c.s^ れ たこと が 分る と、 お 鳥 は 直ぐ これから 兄のと ころへ 行き 荷物 を 取って 來 るから、 

ぁすからでも病院に人れて5^^^ぃと云ふ。 

『それが いい、 ね。』 勇 はお 鳥に 云 ふ ともなく 云って、 どことなく、 もぢ くして 雄の 顔い ろ を 伺つ 

く てク 

てゐ たが、 『それで、 こないだ 中から 話したかった の だが』 と、 に 固く ろしい 口調に なり、 然し 下 を 

向きながら、 『僕 も 君が 暫 らくだと 思って とめて ゐ たが、 れ —— 』 

0  0  ！五 111 
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『  』 いよく 出た と、 義雄は 目 をき よろ つかせた が、 わざと 平 氣で聽 く 風 をして ゐ ると、 お 鳥 

の 方が 渠に 代って 顔 を眞ッ 赤に して、 額に し は を 寄せる。 

『長く もなる し、 またお 鳥さん が 入院したら、 その 近 處にゐ る 必耍も ある だら うし、 だ』 と • 男 は s= 

を 延ばして 義 雄の 顔を兒 た。 然し、 云 ひにく さう に また as を 向き、 煙草に まぎらせながら、 『侯の 方 も 

君が 知って る 通り 餘裕の ある 暮し ではない から —— さう く 世話 もして ゐられ ないし II 云って^5-れ 

ば、 まァ、 斷 わりたい の だ。』 

『よし、 がった0』義雄もはッきり答へて、『これから^5^ぐ僕は下宿屋を決めて來る！然し*^-に斷ゎりを 

云って 置かなければ ならない が、 の 家に も隨分 世話にな つたから 旅行 前に 渡し たかはせ だけ で^に 

合 はない かも 知れない が —— 』 

『いや、 あれ は 出来次第， i.! すよ。』 

『返せと 云 ふので はない、 僕の 札幌滯 在が 長くな つたの は 長くな つたが、 氷 蜂 君のと ころに ゐた 方が 

多い ので、 それでなければ • 遊廓で 11 その 多い 方に もま だ禮 はして ない くら ゐ だから、 君の 方 も 待 

つて 貰 ひたいの だ oiL 曰に あれ だけ やれば 十分で はない かと 云 ふ 意 を ほのめかした。 

『さう 惡く思 はれる と、 困る が、 ねえ — 』 

『惡く 思 ふので はない、 さ、 はッ きりした ^刖は 立てて © く 必要が ある。 無論， 友人と して の^がら 


は 金で 勘： 疋 は出來 ない が、 僕に 對 する^ 形 的な 關係 は、 K も 都合が よくな り 次^ 埋め合せ をつ ける つ 

もりで あつたから。』 

この 話が ある？ 1、 お 綱さん は 用に かこつけて か、 裹の 方ば かりに ゐて， 出て は來 なかった。 

お 鳥 も * 一  つに は、 義 雄の 出て 行った 留守 を玀 りで ここに はゐづ らくな つたの だら う、 小れ ぐ 出る 汽 

車の あるの を 幸 ひ、 11 あす、 でな くば、 あさって 歸る 約束で、 11 兄の 方へ 立った。 札^ *R 文 

ぢょ 

に 這 入る こと は、 かの 女が けさ 行って 旣に獨 斷で诀 めて 來た。 そして、 そこの 三等 室なら • 森 本^ 雄 

も 這 入って ゐて、 義雄 はよ く 知って ゐ るので、 贊 成した。 

義雄は その 病院の 前に ある 下宿屋の， 四 半に 攄を 切って ある 部 を 約 鬼した。 そこへ 荷物と 云つ 

て も、 づッ くの 革飽 だけ だ I— を 速んで から、 前の 院へ^ 雄を见 舞って 见た。 

『意外に 經 過の 長いに は 困った よ ote^ 雄 はま だ寢？ ^の 上に 疲てゐ て、 話 をす る。 然し を 中心に した 

顔. S 'の 繃帶は 取れて ゐた。 『かう 長くなる なら、 今年の 精 J:^ をして から 入る のであった。 鰊の 方が 十 

开： 萬 ii,  ,1 の 方が 五 萬 圓、， そ. si がどうしても 四 五" ぬの 利益 は あがって を る^だが * どうも、 まだ 精 

密な 勘定が 出來 ない。 

『然し、 もう、 よさ さう でない か？』 

『もう、 直き 退院が 出來 るが，、 大將は 遊んで ばかり をって、 ^に まかせ 切りで W る。 今、 釧路へ 行つ 

接  1 五 五 
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てるが、 あすぐ らゐ ここへ 來る笞 だ、 一 I 會ひ 給へ。』 

『II は、 rsj と、 義 雄が 答へ たが、 丁度 その 松 田が 來 るの を 幸 ひ、 森 本から 云 はせ て 少し 金 を 借りる つ 

もりで ある。 實は、 お 烏が 來て、 かう くい ふ 次第 だとうち 明け、 遠 藤から 倍り ただけ では 心細い し、 

そのうちに は、 何とか 道が つくから と 云 ふ。 

『鬼に 角、 話して 見よう。 11 然し、 君のに も會 へる、 ね』 と、 雄 は 笑って 云った。 

•4 し は せ 

然し 義雄は それに は餘り 立ち入らす、 旅行 中に 見た 槲の 皮剝ぎ 並びに^ 取りの 新 事業 や、 アル nl 

ル 製造 場の こと や、 牧場 や 未墾地の 遊んで ゐる のが 多い こと や、 火山灰の 利用 方法な ど を 話す と、 年 

若い 雄の 心 は 踊って、 

『早く 鐲立 して、 僕 も 何 かやりたい』 と 云 ふ。 渠 はお ほきな 漁場の 帳場 をぁづ かって ゐる だけに、 使 

かの 給料で IS 縛され てゐ るの が 面白くな いとい ふ 心 持が. y のた ださへ 血の 氣の少 い 病 顔に も 見えた。 

そして • その^ 聊の感 に！ S き 立つ 若い 血が、 春 雄の 繃 IS の 取れた 跡の 靑ぃ 顔に ほとばし つたの を 見 

て、 篛雄も 亦、 q: 分の 深い 胸の 奥に 於いて は、 溜らない ほどの 競 爭心を ふり 起した。 

f 五 

札暢 SS. 巧 院は、 —— 義 雄が 布 馬の 家から 散步が てら 出る と 直ぐ 撗 手に 當 るので、 這 入って 時 AM 


想に 耽った ことがある 農科 大擧 附屬 博物館の、 はびこった 牧草 や、 背の i:! ぃァカ ダモゃ * ド a や、 柳 

やの 多い、 その 廣ぃ構 內の束 南端に 接して、 I— 北 1 條七丁 口の 一 廓の •  ^く 長く、 まばらな^ 柵 を 

めぐらした 中に 立って ゐる。 白 塗りの 大きな 西洋 造りで ある。 

この 厳格な 建て 物の 正門に 向った 粗末な 一 下^^3-に、 篛雄は 陣取り をき めた ので ある。 IS の 好きな 

ぎ 湯 も、 その 隣り に 床屋つ きで、 直ぐ そばに ある。 而も、 それ は 渠が樺 太から 有. £| の 家に 雳 して、 初 

めて、 久し振りに、 束 京に 於け ると 同じ 様な くつろぎ を以 つて そのから だ を 洗った ところで ある。 旅 

で隨分 延びた 髮を 五分刈りに 刈らせ • 入浴して 來 てから、 ^!§雄は夕饭に初めて.01分の下宿屋の食を1は 

つた。 

『お 烏 はま だ 汽車の 上 だら う』 と考 へて、 自分の 獨 りが 寂しくなる。 火が つくと、 K ぐ また.：；？ を 飛び 

出し- その 北 一 倏 通り を 右へ 一 丁ば かり、 巖本天 聲の家 を 過ぎ * 左り へ 曲って、 ！ sii^ 內 の，：：？ 3 樹下 

を、 今 は、 もう 新ら しい 感じ を 起さない と考 へながら 通り 拔け * それから 北四條 一 丁  B の 氷 4.- の 社へ 

行って 見た。 、渠は 今、 岩見澤 から 歸 つたと ころで、 編 E 窒に 於いて、 和服で きんたま 火鉢 をして あた 

つて ゐる 0 

『さう 寒い のか、 ね？』 義 雄が 不 s 【議 さう に聽 くと、 

； r なァ に』 と、 氷 峰 はに こっきながら、 髮を分けてもなぃのが芥子&主の様に：5^ぇるぁたまをくろり 

新  ほ  1 五 七 
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と 一 つま わして、 ぬ ッと義 雄の 方へ 顔 を 向け 、『北海道 人 はこれ がた だ 習惯の 様になって をろ のぢ や。』 

かう 云って、 まだ その 腰 を 動かさない。 

『どう だ』 と • 義雄は その そばに あぐらをかき、 『山林 拂ひ 下げ はう まく 行き さう か？』 

『土曜 口であった から- 後れて 駄目よ ，1 i4l 知支廳 長の 宅へ も 行った が、 來 客が 多い ので、 ゅッ くり 

話 も出來 なかった。』 

『支 廳 長 は 忙しい もの だ』 と、 そばに ゐた 一 社員が 云 ふ。 

『なァ に * あいつら は 新聞 雜誌記 荐には あたまが あがらない、 さ 11 わざと 安く 拂ひ 下げな どして、 

自分 等が その 問で ロ錢 取りの 様な こと を やる のぢ や。 少しお どしつけ て、 えい 上 地 を 取って やらう と 

思 ふが、 あの 勢 ひで は駄； n: ぢゃ。 松 本 雄 次郞も 行って をった し • 遠 藤 長 之 助 も 渡り をつ けて をる らし 

，ま レ气、  <J う 

いし、 その他に も 會議員 を 初め、 山師 連が 押し かけて ねる らしい。 ほんの、 形式ば かりの 公. W など 

出た 時 は， もう、 遲 い。 あ， S つ 等 は 丸で 乞食 も 同樣ぢ や。 祝 ひごとが あると * さァ、 この 時ぢ やとぬ 

かさんば かりに、 われ 勝ちで 第って 行く のぢ や。」 

『それ くら ゐに蓮 動し なければ、 北海道の 様な 新開地で は、 生存 競爭が 烈しい から』 と， また^な 社 

S が 云 ふ。 

『驟り 北海 ばかり ぢゃァ ない。』 義雄は それに 附け 加へ て、 『人生 はすべ て 新開地 だ。』 


ズ， :.■ 


『十れ ぐ またお^ 法 か？』 氷 峰 は 火鉢 を 下り、 坐 わって • 怨煙 _ は：. に 火 をつ けながら、 『時に、 いっ^った』 

ひひ ゥ ほん 

と 云 ふこと から、 GI 分の 知って ゐ る 人々 や 場所な どの 新 糊 を 一機 雄から 聽き lsf^、 『雑誌の 6^ 判 はどう 

か、 な？』 

『惡 いこと はない が、 鬼に 角、 あやぶまれて ゐ る、 ねえ。 口 高で も • 帶廣 でも • 屮分 n を 持って い 

たが 11 第一 ー號 も出來 た、 ね。』 

『出來 たの は出來 たが、 金の 寄らない ので 困る。』 氷 峰 は 顔 を またく るりと ま はして、 a 面 B になり、 

さう ね 

『然し 勢力が 出て 來 たに は 相 逸ない。 うちの 雜 誌の 影 §3 に壤 ひない、 週刊 や 旬刊の 雜誌體 の 新^ は、 

北 息で も • 北海 新^でも • みなつ ぶれて しまったから 一 I 』 

『ぢ ゃァ、 北 星の 呑 牛お はどうして ゐ る？』 

だう くわ 5 

『あれ は 表面 は 休刊 ぢ やが、 呑 牛 は 道會の 議長つ き甞 記に 早變 りして、 羽織袴で こつ/ \ かよって る 

よ。 11 それに、 北海 新聞の 廢刊が 面白いで はない か？ あの 雪 影が やって 來て、 廐^の？|をみなに^$1 

いて 吳れと 云 ふから、 吞 牛と 僕と で r 廢刊を 祝す」 と罄 いて やった。 それ をそッ くり 載せる 奴ぢ やか 

ら、 人に liii 鹿 者に される の、 さ。』 

< わんだ い 

『寬大 なの だら う。』 

『なァ に、 あいつ は 嫫ァを 女 郞に寶 り 飛ばして、 お 多 福の 樣な ハイカラ 記 19 にく ッ ついて をったら え 

斷榕  1 五 九 
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いの ぢ や。』 

『可 哀 さう l,J.i』 

ふうさい 

『會 ふて 見れば 背が高い 上に、 ちょ ッと 立派な 風釆 をして をる から、 人が 胡 魔 化され 易い が、 北 星で 

S ァ 事件 を 素 ッ破拔 いたら、 吞 牛のと ころへ I 判に 來て、 荐 牛の 前で 泣き出し たさ うぢ や。』 

社員 ども は それ を聽 いて 笑った。 義雄も • 自分の 歡迎會 が 西の 宫支 店であった 時、 菅野雪 影なる 人 

物に 會 つて 知って ゐ るから * 雪 影が あのの ッぼ なから だで と 思 ふと、 ふき 出さざる を^なかった。 

て 力し 

『君の 歡迎會 の 時 も』 と、 氷 峰 はな ほ 調子に 乘り 、『あの 社 だけ は 入れない とい ふ 動議 もあった のぢゃ 

せきじゅん 

が、 人 數が少 いと 困る から 入れて 置いたら、 席順が 低い とい ふて、 おこって 歸 つたの ぢ や。』 

こんな 無駄話 を 氷 峰が やって ゐ ると • 休刊 北：：^ の 主班 高 兑吞 牛が 氷 蜂の 言葉 通り 羽織、 袴で やって 

來た。 

『今頃、 どうしたの ぢゃ』 と • 氷 峰が 聽く。 

くわ 

『この頃、 道 會が內 輪に 妙な 喧 峰が あるので』 と、 呑 牛 は ランプが ま ぼしい 樣に目 をば ちくり させな 

がら、 『うるさく ッて 困る。 相談 や、 寄り合 や • 仲裁で け ふ も 今まで かれこれして をった。』 

「何ぢ や？』 


『なに、 ぉ，^,^^5^ぃこと、 さ 一 が 今でも 新 S を 持って をったら、 いい 種 だが、 なァ OJ 

『君 ァ早變 りした と、 ねえ』 と、 義雄は 口を出す。 

『おお、 まァ、 かう いふ ありさま、 さ。』 吞牛は 兩手を 擴げ て、 自分 を 見 まわす。 そして 、『遠 藤 はどラ 

であった、 ね？』 

もん » つ  - 

『感心に 奮發 してね たよ、 宿屋な どで もなかく 持てて ゐ た。』 

『あれ は、 鬼に 角、 今度の 地 を^め て く 必要が あるから、 どこへ 行っても、 ぬかりの ない 人物 だ。』 

『おれ も 一 つ』 と、 氷 峰 は 煙草の 灰を拂 ひながら 、『あれ を 贊 助 員に でもして • 少し 企 を 出させた いの 

ぢ やが I J 

『今、 ない らしい よ 1 數日 前に、 勸 銀から 三千ば かり 倍り たさう だ。』 

C ひかつ ぷ JIT 』 

『いや、 それで 思 ひ 出す が』 と、 義雄は 云った。 『その 金で 多分 馬 を 買った の だら う。 新 冠の 御料 牧場 

で、 丁度、 その 金目 ぐら ゐの拂 ひ 下け 馬 七 八 匹 を 約束して ゐ たらしかった から。』 

『あれほど、 また、 馬の 好きな 扠も少 いから、 なァ』 と、 ^牛 は 相 變らす 口 をば ちくり させて ゐる 0 

『馬の 話で も』 と、 義雄は 氷 峰に、 『先づ 記事の 材料 取りに 行って やり 袷へ。』 

『それ も考 へて をる が、 もう、 ないか 知らん。』 

『誰れ も 現金 を さう 長く 持って ゐ ない、 さ』 と、 吞牛 、『松 本 雄 郞だッ て- W 持って をる 時 行く と、 き 
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tv と 33 す 奴 だが、 ねえ、 ない と來 たら、 あれほど また 貧 な 議員 もない。』 

『それ はさう』 と、 義雄は 呑 牛に 向 ひ、 『畑 中新藏 とい ふ 人 を 知って るか、 ね？』 

『あり ゃァ 名うての お ほ 山師 だ』 と、 呑 牛 は 直ぐ 答へ た 。『あいつ は 全體何 をして をる のか、 誰れ も 知 

らん。』 

『g は. - 遠 藤の 紐 介で けふ會 ひに 行った の だ。』 

『そり ゃァ、 あいつより 兒れ ば、 遠 藤 はす ッと眞 面目 だ。』 

『僕 もさう 見て取つ たが、 多少 山師で なければ 乘 つて 來 ない 話で』 と、 義雄は に 相談した 事件 を敦 

明す る 0 

けいく わく 

『lw も』 と， 水 峰が 義 雄に、 『そんな 山 を計畫 する 樣に なった だけ、 話せる、 な ァ。』 

『然し あいつ は』 と • 呑 牛、 『あぶない ぜ 11 今、 訴 へられて をる から、 なァ、 詐欺 取 財で。』 

『そ hs ゃァ 困る、 ねえ』 と、 義雄は 云って、 明き 星 買 ひ 占め 事業 も 亦 駄目 かと 失望す ろ。 

吞牛は 新 蔵 のこれ (と を 指さき ではたい て) が 殆ど 本職の 樣で、 自分 も それに かけて は 負け 勝ち だ 

から、 五錢 白銅 を ころがし、 おもて か裹 かの 當て合 ひで、 こないだ、 小 拾 0 も卷き あげて やった こと. 

を 白狀 した。 そして、 あいつ 等 はまお 知らないが、 白銅 は 字の ある 方が 重い ので、 それさへ 知って ね 

れば， 誰れ でも やって 給へ、 十回に 九 回まで は 裏が 當るも 0 だとい ふこと を說 明し だ。 


『さう か、 なァ』 と、 氷 峰 は ひまに まかせて 白銅 を W して 試め して 見る。 それ を ころく ッと投 け 出 

すと、 それが 右 か 左り の 方へ ころげて 行って、 ばッ たり 倒れて 裘が 出る。 また、 ころがす と as が 出る。 

ま ね 

すると、 義雄ゃ 社員 も亦而 白が つて、 われがちに それ を B、《 ^した- 

一六 

義雄 は、 擧校 時代 を、 東京で は 父の 家から かよった し、 仙 甕で は 多く 自炊して 送った ので、 下^ si 

生活 を 却って この 四十 近くに なって 初めて 經驗 する ので ある。 

ぞっ 《 1 と晚 は、 兎に角、 書生に 返った 樣な氣 がして しほら しく 過した。 け ふ は 晝顷に 目を资 まし 

それから 遠 藤の 『日 高膽 振觀』 を 書き出し たが、 维を 運ぶ 問 に、 1 つに は、 雨降りで、 何となく^い 

爲め でも あらう、 氣が ゆるむ と 同時に、 が tl へ 行った お 鳥の ことが 思 ひ 出されて、 なかく 落が 進 

まない。 

t» ^せ ^ 

病院に 入れる は 入れる としても、 あの 一 年ば かり も 慢性に なった 病氣 がさう 早くき まりのつ くもの 

ではない。 或は 全く 永久の 馒性 になった のか も 知れない。 さう 云 ふ 不具な 女と 1 絡に なって ねたと こ 

ろで、 義雄 自身の ぎ縱 はさう いつまでも 空しく 满 足して ねる こと は 出来ない。 

寧ろき はない うち は、 渠は、 旅行 中で、 再び 自分の 胸に 飛び込んで 来ようと する の を 早く Bwi くて、 

»  0  】 § 
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たくて 滞らなかった が、 いよ/ \ 再會 して 見る と、 ただ 厄介物に 取りつ かれた 樣な氣 にもなる 0 

in よ 

然し 數 週間 入院す る だけの 分は與 へて あるの だから、 今、 かの 女が 兄のと ころへ 行って 留守な Q を 

幸 ひ • 逃げて しま はう かと も考 へられる。 

今度 逃げ隠れ を すれば 二回 目 だ。 第 I 回の は 加 集のと ころで 自分が 見附かった。 そして、 そこ を も 

ふり 切って 出た のが、 かの 女と 加 桀と閼 係す る 初めで あつ た。 今度 ふり 切れば、 關係^^！？は誰れだら 

う？ 

に は その 勇氣が あるまい し、 氷^^も亦そこまで行ってはゐなぃし。 つまり、 かの 女が まだ そんな 

ことに 進む までの 親しみ を 持って ゐる もの は、 札幌 にはゐ ない。 きッ と、 止む を す、 兄の もとへ 歸 

るに きまって ゐ る。 

『兄に 歸れ、 兄に 歸れ』 と、 もう、 さう 決心した かの 如く 心で 呌 ぶと、 おも 荷 をお ろした 樣に 身が 輕 

くな つた 氣 がする 代り、 自分と 女なる 物との 問に、 非常に 大きな： i 隙が 出来た。 

その 據 隙 は、 義雄 0 身に は、 暗い 死の 影に お ほ はれて ゐる 三途の川の 樣だ。 深さ も 知れない 底の 底 

で、 ii から 闇へ 通り過ぎる 記憶と いふ 水が、 がう くと 流れて ゐる。 その 音 を 越えた 向ふ庠 に は、 美 

しい 女が 熱 も；， く 光り もな く 立って ゐ るが、 そこ へ 渡る 掛け 探 が S えて ゐる。 

然し それ は 不思議で ない と 思 ふ。 椅とは 自分の 心で あつたの だ。 E 分に は 今 熱心と いふ 物がない。 


お に對 して は 勿論、 s_ 島に 對 しても さう だ。 義雄は 敷：！ に 約束 通り 紛 《ガキ を 1 度 送った 切り だし， 

かの 女 も 亦義 雄の 留守に 手紙 を 1 度よ こして あった 切り だ。 

かま や 

義雄は 敷 島の 手鉞 を、 お 鳥に 兒られ ない 爲め、 きの ふの 朝、 厠へ 這 入って a ん だが、 それ は ig を ie; 

きつける だけの 力がなかった。 ゆ ふべ も、 行きたい の を やめた の は、 必ら すし も 遠 藤から 俳り た 金 を 

そッ くりお 鳥に 手渡しし たからば かりで はない。 女 は 旅行 するとい ふの を半ぱ 信じて ゐな いの だ、 CJ^ 

his たし 

後に 別れた 日の 翌々 日出した 手紙の 文句 も 冷淡で、 ただ 中し わけに、 

『もう、 旅から ぉ歸 りで 御 坐い ます か、 ちと 遊びに 來て 下さい、 待って 居ります』 と 云 ふので あった。 

『ああ、 女 はい や だ』 と 云 ふ 樣な氣 で、 然し また 思 ひ 出したり しながら • 膽 振：： It! 觀の^ 稿 を IS き あ 

げたの は 午後 六 時であった。 遠 藤の 招待 時 問に 一 時 問 後れた わけ だ。 

西の 宮 支店と 云 ふの は、 義 雄の 歡迎酋 があった 中島 遊 園の 料理 星で、 その 札 ft の 市中の はづれ へ、 

南十數 丁の 道 を， 渠 はしょ ぼく 雨 を 胃して、 徒歩で 行った。 曰 高 や 十 勝 を Hi 上で 巡： 1 して 来た 梁 は、 

今や • その 馬 も 同様な みじめ だ。 

見お ぼえ の ある 女中 も 二三 名はゐ るが、 名 も 知らない 十 名ば かりの 小 a. 敎 ども は、 もう ふだけ. 

醉ひ、 喰 ふだけ 喰ったら しい 形； i で、 主人役の 遠 藤 を 描へ て、 鹿爪らしく 返禮の 1^ を献 する もの も あ 

瞎橋  ！六玉 
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だ ろげ 

れば、 意表 外に 道化て 一 座 を 笑 はせ る もの も ある。 

『まことに 結構な 御馳走に ぁづ かりまして、 わたくし 共は满 足に 存じます』 と • 瘦 ぎすな、 立派な！ a 

ねんち iu.c 

ひげ • あご 鬚の、 年長ら しいの が 云 ふそば から、 

『なァ に、 君、 さう 3 與面 a 腐らんでも • 遠 藤さん は粹 なお 方 だよ』 と、 太った 秃げ あたまの 男が まぜ 

かへ し、 『ねいさん、 まァ、 さ うぢ や 御座いません か？』 そばに ゐる藝 *? に 向って •  挺な 手つき t 

て 見せ、 愛嬌に 酒 をつ いで K ふ。 

せゥ かい  わ * ちう 

義雄 は、 遠 藤に よって 一 座の 人.^ に 紹介され てから、 渠に 『s§ 議員 遠 藤 長 之 助 氏の』 と 割； a した 

K  あい 50 

『膽振 日 高觀』 を 渡し、 ^^ロを手にし出す。 すると、 鹿爪らし いのが 先づ 挨拶に やって 來て、 

『われく は 北 見の 田舍 者です から、 かう いふと ころへ まゐ ります と、 多少 面喰ら ふ 方で』 など 云 ふ。 

『ま ァ、 君』 と、 また 禿 ゆ あたまが やって 來て 、『どうせ、 廣告 はせんで も • 田舍^|?1には诀ってをるの 

ぢゃ。 どうか、 田舍 者で も惡 からす 11 さァ、 うは SS の 先生、 五分刈りの 旦那， 一 杯 どうです』 と、 

義 雄に 猪口 を さす。 

> だん 

義雄 は、 敎師の 經驗を 持って ねる が • 不斷に 先生と 呼ばれる のが 大嫌 ひの 性分 だ。 その上に、 『うは 

St の 先生』 とか 、『五分刈りの 旦那』 と來て は、 なほ 更ら 苦笑 せざるを得ない。 然し 醉 ひがま はって ゐ 

るの だと 思へば、 遠 藤の 態度と 同じく それ を 許して、 心よ くその 猪口な 受けた。 


敎 at どもが 皆歸 つてから、 牋本 IKit が やって 來た。 他に も 招 i& があった とかで、 珍ら しく 鮮っ てゐ 

る 勢 ひで、 遠籐が若ぃ|^!?どもをからかふのにっれて、.物^^とぃふ一人を據へ、 

『鞠 ちゃんば かり は 僕の 理想の ill です』 と， 遠 藤 や 翁 雄に 改まって 紹介す る。 ^^雄は夭6|がまたへ 

まなこと を 云 ふ、 わい、 と 思ったら、 梨してほかの藝^！^どもが互ひに顔を见合はせて、 冷笑の 樣子を 

见 せた。 パ. 

天聲は IS を!： かせれば 利かせる ことが 5^ 來る 北^ メ ー ルの. W 筆で ありながら、 さう 野心の ない おな 

の だら う。 遠 膝の 樣な 多少 知られて ゐる、 而も メ ー ルを 利^しょうと ぃふ考 へが 十分に ある 人 を、 こ 

れ まで Si つに 知らなかった。 義 雄の 旅行 事件から して、 夭聲 は、 今夜、 初めて 遠 膝に^つ たので ある。 

義雄 は、 天聲 に、 遠 藤の 調 i4s 結 あげて 今 渡して S いたが、 新 g 紙上に は、 ^ の 名 は 出 

さす、 また 出された くもない ので、 メ ー ル 社の 訪 1! 記お とした 方が よから うな ど 云 ふ 注お を^へ、 ^ 

別に 車に 乘 つて 歸路 についた。 

雨が どしゃ 降りに なった 夜 だ。 

『この 毎日の 樣に 降る 雨が、 直ぐ、 もう、 雪に 代る のです』 と、 遠 膝が 云った の を 思 ひ 出して、 ？ 雄 

は 自分なる 物が 段々 冷淡に なって 來 たの を おぼえる と li: 時に、 北， 梅^の 天地 も 々^えて 行く の をい 

よいよ 切赏に 感じて 來た。 

if  攝  J  4 ハモ 
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今夜の 禿け あたま 敎 員の 態度 も 面白くない。 天聲の 野暮な 言葉 も 面白くない。 自分の 止む を^す 生 

眞 面目で あつたの も 面白くない。 さりと て、 また、 これから 下宿屋に 歸 つて —— 多分、 お ill はま だ來 

てゐ まい 1. 獨 りで 寢 るの も 面白くない。 然し、 

『一 つ、 S 坂 後と 思って、 敷 島 を 見舞 はう』 と 思 ひつく と、 車が ぎ 野の 仲 通りへ 來た時 は、 ど、 フ しても、 

それ を 中央の 四角から 一 つ さきの 角 を 左り へま がらせす に は ゐられ なかった。 

井桁 樓を思 ひ 出の 多い 柳の 裹 門から あがる と、 番頭 は義雄 をお もて 二階の 廣 間へ つれて 行った。 

『また、 まわし 部屋に 寝かされ るの だ、 な』 と豫想 すれば、 い クそ歸 つてし ま はう かと も 思 はれる。 

S よ 

實は 格子 さきに 立って、 金がない からと、 かの 女 を 試して 見よ 5 かと も 思った。 然し、 それ は， い 

5 よ  ぢょ  • ^ぐ 

つか、 かの 女に 云って 聽 かせられた 手で あるから、 かの 女の 方が 却ってよ く 承知して ゐる ことで T  ^ 

座に 

『その 手は啥 はぬ』 と 云 はれて は 馬鹿を見る ばかり だと、 思 ひとまつ たので ある。 

『  』 

ばたり くと、 けだる さうな 草履の 音 を させて KM の そとへ 來て、 するりと 唐紙 を紬 目にあけ 敷 

島 は 中 をの ぞいた。 そして、 義 進が インバネス を 頭から かぶり 寒さう にして わる 顔 を 正面に 兑 たので 


『お ザ、 あなたであった の。』 つかつか 這 入って 來て、 例の 大きな 長 食 4 を 挿んで、 相對 する 所に 坐 わ 

り、 微笑しながら、 『いら ッ しゃい まし。』 丁寧な ぉ辭锒 をす る。 そして 女が 額 を あげて • じプ とこ ちら 

を兒 てゐ ると ころで 義雄 はた だぎ 言で、 にこく しながら 考 へた- 1^ 夜 切りで、 この 後 は 來られ る 

か、 どうか 射らない。 が、 女が これまでに 見せた 通り *  ^際に a 分 を 思って ゐ るか、 どうか、 後の 

試し をして やらう と。 

『とまって 行く の、 これから』 と、 女が 云 ふの をし ほに、 

『さ ァ、 どうしようかと 考へ てるの だ。』 

『折角、 來 たのに』 と、 かほ 色が か はる。 その 變 つた 顔 を 兄つ めながら、 

『相 變ら す、 お前の 左り の 耳の 下に は引ッ つりだ こが ある、 ね。』 

『大きにお 世話です — これ は 梅毒から ではない、 - キビの かたまり だと 云って あるのに！ あなた、 

本 {ぬ に歸 るの？』 

『うん』 と、 煮え切らない 退 事 をして、 暫ら くまた 無言で、 女と 顔 を兑合 はせ てゐ たが TSt は、 企が 

ない の だ。』 

『うそ、 うそ。 十分^ん で ゐる瘀 に』 と 笑 ひながら、 『ぢ ゃァ、 また まわし 部！ ：21 だと つて、 よそへ 行 

-ン 7 

く氣 だら う？  今夜のお 容 さん は 早く 歸 ると 云 ふて たから、 あとで 明きます、 わ。』 

0  0  1 六 九 
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『おれ は、 もう、 まわされても、 何でも そんな ことに は 構 はない、 さ 0J 

『それだけ， あなたの 心が 冷えた のでしょう？』 

『な ァに』 と、 云 ひ 常 てられた の を 胡 魔 化すつ もりで、 『氣 候が 寒く なれば、 それだけ、 齊 通の 人 il な 

ら， 冷える。』 

r へい、 不思議です、 ね。』 

,『  』 こちら はまた 言禁 のつ ぎ 端 を 失 ふ。 

.2 たう 

『本 當 にないの？』 

『ないから、 ない と 云 ふの、 さ』 と、 sa; 面 つて 答へ る。 

『では、 わたしに 何とか 工面せ いと 云 ふの？』 

『ま ァ、 さう でもして 貰 はなければ、 歸 るより 仕 かたがない。』 かう 云って、 女の 心を兑 るの はこ こだ 

とば か *y、 女の 細い nn の 中 を 見つめる。 

『この 不景氣 に、 女郎が 金な ど 持って る もの か、 ね？』 

『現金 はない としても、 さ』 と、 女の所|1不：^^氣は|^際で、 iBB^ の 去年 あたりからの 不 氣が、 北海 

ザつ ち やう 

& では、 ゃッ とこの 頃 その 雜顶に 達して ゐ るの を ひ 八：： はせ たが、 

せ ^ にん 

r お前が S 任を负 へば、 何でもな いぢ ゃァ ないか？』 


『责任 を 負 ふと 云 へ ば、 わたしの 衣 物 を sa へ でも 持って行かせ るより 仕 やうがない — それにして 

も， もう、 遲 いから 駄目です もの。』 

『行かして 見れば いい、 さ。』 

『もう、 十 1 時 を 過ぎました。 質屋 は 十 一 時まで しか 明いて をり ません。』 

『ぢ ゃァ、 お だに 限らない、 とまって ねる の だから、 夜が 明けて からでい い。』 

『そんな ことが 出來 ます か、 わたしと して？ 何 ぼ 好きな SR の爲 めと しても • 朋 から 笑 はれます M 

『笑 はれた ッ ていい ぢゃァ ないか！』 

『あなた はい いか 知れません が、 わたしの 稼業の 爲 めに はなり ません。』 

『だから * 歸る、 さ』 と、 强く 叫ぶ。 

ほん ゥ  ' • 

『本 當 にないの？ うそでしょう ？』 

『うそなら • 見る がいい、 さ』 と， ぉ^|が編んで？5^^た毛糸の巾^5を出す0 

！ H んま  ) 

『敷 島さん • お膳 はどうし ます？』 ^頭が かゆから 催促して ゐる。 

『まァ 、ちょっと 待って 下さい o』 女 は 大きな it を 出した が、 篛 雄の そばへ まわって 來た。 そして、 

『うそでしょう』 と 云 ひながら、 仏 ^ を あらため たが • 五錢白銅と十^銀^：^としかなぃので、 失 の 

0  横  ラモー 
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樣子 だ。 その 樣子を こちら は兒て 取り • この 商 買 女め と 思った から、 

『さ ァ、 歸る』 と、 立ち あがる。 

『どうしても、 歸 るの？』 女 も 立ち あがる。 

二人 は 立ち 向って、 互 ひに 無言で 目と 目と を證み 合った。 渠は 女の 目に もッ とうる みが 出さうな も 

の だと 考 へた。 

『どうせ * 生き別れ だ。』 女 は 首て こちらの 云った 言 藥を思 ひ 出して か、 斯う 繰り返す。 

「さき へ 冷えた ものが さき へ 死 ぬんだ。』 かう • こちら もまたい つか 云った こと を 再び 云った。 

『ぢ ゃァ、 もう、 來な いと 云 ふの？』 

『緣 11 と 云っても、 金 だら う 11 が あったら. また 來らァ o』 

『では、 また 通り 一 遍 のお 客と して、 ね？』 

『その 方が お前 を 苦しめな いでよ からう。』 

『あなた の爲 めに 隨 分苦勞 した の に 11 』 

『うまく 云って らァ、 この 馬鹿 》i』 

『また  馬鹿 はおよ しなさい よ。」 

『l!s;l^ だから *  i^o^ 


『どうせ、 女郎な どして ねる もの は 馬鹿、 さ。』 

女 も 名殘り 惜しい と え、 男の 言葉 を かう 云 ふ 風に あしらって ゐ たが、 例の 見え か か を W して 兩 

手 をち よ ッと兩 眼に 《=a てた。 そして 思 ひ 切った やうに、 

『仕 やうが ないから • 薪 頭さん に 相談して 兑 ます』 と 行き かける。 

『おい、 ちょ ッと 待て！』 こちら は 女の 心が 分った かの 樣 にして. K を 呼びと め、 『赏 は、 持って ゐ るよ』 

と、 また 火鉢の そばへ 坐り込む。 

『それ、 御覽 なさい！』 女 も その そばへ 來て、 『人 を 馬鹿にし てる、 ねえ —— 兒 せて 御 1:^0』 

『そり や。』 義雄は チョッキの 隱 しから 五 圆礼を 出した。 これ は、 las の 留守中に お ii が來 たら 小 使 ひに 

も 困る だら うと 思って、 旅行 さきから 天聲に 頼んで a いた 物 だが、 それが ぐづく 後れて、 や クと今 

^|^蕖に會った時に受け取れたのだ。『實は』 と、 女の 肩に 手 を かけて T お前が どれ だけ おれ を 思って ゐ 

るか • 試して 見た の、 さ。』 

『そして、 その 結果 は？』 

『その 結果 は、 矢ッ 張り、 お前が 女郎で、 おれが 通り一遍のお 客、 さ OJ 

『あきれて しまう • ねえ、 この 人 は！』 女 は 斜めに そり 返って、 男を瞰む£^に兒ながら、『ゎたし， あ 

なた を 見 そこなって ゐた o』 

:— 一.』 裇； ；！ ー  ，，：  ,  ：  •  S  a  


一-七 B 

『おれ もお 前を见 そ こなって ゐ たの だ。』 かう 云 つて、 インバネス を あたまから 肩に おろす 0 

『あなた はお 客？』 

V- よら- C 

『お前 は 女郎、 さ。』 

『では、 もと，.. （\ぢ や あ、 OS ません か？』 と 笑 ふ。 

『さう、 さ、 もとく だ。』 こちら もお つき 合 ひに 笑 ふ。 

C ら 9 

r 苦勞 した だけ 損であった。』  - 

『然し 損の 仕直し は、 もう、 仕ない 方が よから う  7』 

『鬼に 角、 あなたが さきへ 冷えた の だから， あなたのお 言葉に 據れ ば、 あなたが さきへ 死んだ の、 ね。』 

『おれに は、 お前が さきへ 死んだ の だ。』 

『うそです、 わ。』 

『なァ に、 うそ はお 前の ね 嚎、 さ o』- 

『この 通り』 と、 腕 を まくって 見せ、 『血が かよ ふて をる のに？ J 

『さう、 さ、 おれに as する 愛情の ない 血 は、 おれに は 死人の 水 だ。』 

『1^ があって も、 あなたが 受けなければ 仕 やうがない、 さに 

けられる 様に 仕な いぢ や 了ない か？』 


pu うせ、 女郎です から • ね。』 

『そして、 おれ はお 客 だから。』 

^頭が また 催促に 來 たの をし ほに、 二人 は 立って、 ま はし i の 方へ 行き、 そこで^ を 酌み か はし 

た 0 

i は 初めから 醉 つて ゐ たが、 敷 島 はいくら 飲んでも 醉 はな いと 云って、 自分が 正宗の 二 合 瓶 を 二 

< めん 

三本 どこから か 工面して 來て、 お ほきな コップで ぐぃ< あ ふった。 

と£ 

女 は それでも まだ 醉 はない、 醉 はない と 負け惜しみ を 云 ひながら、 ぐ でん/ \ になって 褥に這 入つ 

た。 

ほう は. S 

『敷 島さん、 お客さんが 歸 ると。』 かう、 朋攀 から 呼び 起され、 女 は、 

ir さァ、 しまった』 と 云って、 飛び起きて 行った。 

もう、 午前 九 時 近く だ。 ゆ ふべ の. 天 氣とは 打って か はって、 立膨な 曰が 部 厘 部！ 3- を 照らして ねる。 

やさ 

女が 持って 來た 新ら しい 楊枝と しゃ ぼんと 手拭 ひと 11 これには©水^^っけてぁった 一 ^持って、 

獨 りで、 下 廊下の いつもの 洗面 場に 行く。 廊下 を內 庭から 仕切る がらす 戶を 通して、 庭の 池の 金^ や 

緋鯉 を兒 ながら • 楊枝 をつ かふの もけ ふ S り だら うと BHO 

ほ  檯  I4£c 
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- <8 面 場から gsT にと ほった 感 下に は、 がらす 戶に添 ふて、 新ら しく 大投を 11 これが 多くの 女郎 ど 

も 0 食 ひ 物になる Q だら う 1. 重し 漬けに した 大 がいくつ も龙ん でね る。 それに 日が よく 當 つて、 

ハ 氣を赛 して わるが、 日 Q 光り は 東京に 於け る 冬 Q 日 C 樣に 弱々 しいので、 急にから だに^:: * が 

增す をお ぼえ て、 義雄は 東京 0 歲 0 暮が來 た 樣に心 網くな り、 同時に また 氣が 急に いらくして 来た。 

『かう 浮かく して はねられない。. は顏を 拭きながら、 手 1^ ひに ついた 香水 Q に ほひ を1* いだ t-i- に 

かう 考 へた。 

§ は 男 を 自分の 本 部屋へ 改めて 通した 0  ||園 を 方 づけ、 障子 を 明け 放って よく 風 を 入れ、 火鉢の 

火と 達艇 の 港と を 持って 來 てあつた。 そして さし 向 ひになる と、 女 は、 

『もう、 これ ッ切 り來 ない つもり • ね』 と、 少し 考へ 込んだ やうに 云 ふ。 

『  』 義 釅はサ てこ こで だ だを桓 ねた 時、 仰向けに 寢 そべ つて 兩足を かけた ことがあ るの を 思 ひ 

出される 黑 塗りの SSJp が、 相 變ら すよ くて かくと 光つ てること を考 へて ねた。 

『あなたの やうに 正直な 人に 會 つたこと がない。 J.^ はな ほ 男 を 見つめて ゐた。 

『さう か、 ね』 と、 こちら も 向 ふ を 見つめて 寂しい 微笑 をす る。 思 ひ 起す と、 二人が 床に 這 入って か 

ら、 洗 ひ 浚 ひ 云って しまったの である。 東京から 妾が 来て、 け ふ、 I のうちに 人院 する。 その 妾 は 

?uf にす るか も M らたい。 然 lis 太の 1$ 業が 全く 失敗 だから、 どうしても  一， づ柬 京へ 引き あ 


げ る. f  かに？ がない。 都合に よると、 北海道に とどまる ことが 出來 るか も 知れない. が、 それにし 

v.l_^?: 妾. $ を 切る の は 勿論 • お前 を 受け 出して やる と 云った 約束 も、 この場合、 取り消し だ、 と。 

^  、-- 

55^  ッき りと、 おなか を 立ち 割った 樣に云 ふて 畏れる 人 もない もの だ 11 その 心 を わたし 11 J 

ノ  ちゃく わ  あよ 

『ゥ. い •l.irli 築 は 皆まで 云 はせ すに 茶化した 顔つき を 見せた が、 あの 時、 かの 女に 對 する 一 種の 熱い 

同 lw、；^@!$^RI か 顔 かに 現 はれよう とする の を 隠した のであった。 

『fH?  J.dpi^ 暫 らく 無言で ゐ るので、 

『^2.4:秦の方から愛想を云ふのだが、 ^が 二つに 割れて 而もお もくしい、 『あの 角の 溢 M へ も 

1 鮪 が出來 ない、 ね。』 

ナ *? ほ 

『さろ や， ？』 女が 素直に、 まだ 未練が 殘 つて ゐ るら しい 樣 子に 免え るに 附 けても、 E、w ひ 出 は 

そ.^ へ？^ 渡って、 こちらの 胸に は I 杯に 溢れて 來る ものが ある。 然し， 過ぎ去った S や 秋の 

如く". ひ # ^返しが 出来ない。 1W び 女の 心の あんな ぁッ たかみに 接すろ 時 は 金輪際な からう。 た 

づ ？ 一 ，い 

ベ ひ. 自 なる 物 を 見 そこなって、 徒らに 愉快な • もしくは 徒らに 快 抓な、 っまり染.大的なe?^^し、 

女の 雜； 汊：^ J4S*^, 忘れよう とする ばかりに、 一 時 惚れ込まれた のであった にせよ • こちらの，： n 己 Q 

かうて ゥ 

i^.  一 ft. で. *^ 强ズ 植雜な 孤獨 生活 を 高調 させて eK れた の は あ" がたかった。 

然： tv%*tyrM*HW つて、 別れの 辭 にした とて、 かの 女に 分らう 辔 がない と 思へば、 たた Q 分が 自 

K  M^S 楊  一 七 七 
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分で この 感じ を 味 はふより ほか はない。 お 鳥に 對 しても、 亦、 さう だ。 自分が 愛した 女が 自分の 愛に 

十分に 信じられ なくなった 以上 は、 早く それと 自分の 所謂 『死に別れ』 をして、 自己 その物の 中に 出 

来た 分泌物 —— 愛が なくな つ た 女 は 分泌物 だ 11 を 1 除しょう。 それ が 自己 の 強烈 生活 を 保 つ 所 I で 

ある、 と 0 

女 は 無言で 入れた 茶 を こちら も 無言で 飮ん だ。 

にば  ( 

『さ ァ、 歸る』 と、 義雄は 俄かに 立ち あがる。 

『もう、 歸 るの』 と、 敷 島 も 亦電氣 に 解れた 樣 につ ッ 立つ。 

二人 は 手 を 固く 握り 合った。 

r 緣が あったら、 また 寄って 頂戴。』 

『然しお 前 は、 もう、 死んだ の だ o』 

『その^り、 生れ 變 つて をる か 知れません。』  * 

『  』ls* と 云 ふ Igstol. たらう？ 女の さう 云ぶ i 發な點 はな かく こちら も 思 ひ 切れなかった の だが、 

ここで は、 もラ， あと 房り する 場 八：： ではなかった。 一 IJS 思 ひ 切って 、『その 時ァ、 また、 おれが お前 を 

g める ことが 出 米まい よ。』 

それ ッ 切り、 二人 は 共に 二階 をお り、 裏 玄鼷へ 来た。 


義雄は 下 を 向いて 靴の 紐 を 結んで ゐ ながら • 自分の 後ろまで ふところ 手 をして 送って 來た 女の 耳た 

じ ぶん 

ぶの 下に 在る 一一 キビの かたまりが、 いつも 自分が 氣 にして いぢく つて 見る と、 やわらかであった こと 

を考へ てゐ た。 

一七 

そ r ちう 

森 本 春 雄 は、 まだ 病院 を 退ける 場合で ない が、 束 京に ゐる 父が 卒中で 死んだ とい ふ 電報 を 受け取つ 

たので、 急に 退院の 手つ づき を 濟せ 上京す る ことにな つた。 

それ を 知らせが てら、 渠は義 雄の 下 .^ を 音づれ た。 そして、 

『うちの 大將 にも M つてし まう。 人が 父 を 失って 心配して ゐ るに も拘ら す、 G 分 は 勝手に 飮み つぶれ 

てゐ て、 I 向 * こと を 運ばして 吳れ ない の だ。』 

『どこに ゐ るの だ？』  . 

いくよ 

『幾 代で 流連して ゐる らしい。 そして、 釧路 まで もつれて 行った 妾 は， 別に 宿屋へ 置いて あるら しい。 

無駄な ことに はば ッ ばと 令； を 使 ひながら， 僕の 大事 件 を 少しも 思って CJK れ ない。 责に 困る よ。』 

『いつ 立つ、 ね？』 

『奮 は、 け ふに も 立ちたい が、 賴んだ 金が あすの 朝で なければ 出來 ない。 それに、 大將 が、 あす、 或 

斷樓  一 七 九 
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事業の相談で敬船.^^3^まで行くので、 そこまで まわって 吳れと 云 ふし。 窒 i へま わって、 そんな こ 

と をして ゐれ ば. 奇森を 出る のが、 どうしても、 あさっての 晚 になる。』 

「そり ゃァ、 困る だら うが、 主人の こと だから * 仕 やうが なから う。』 

『；^ が も、 飮 みが てら やって 來 いと 云って 來 たが、 僕 はい や だ 1 父が 死んだ と 云 ふのに、 酒な ど飮 

んで ゐられ るかい？』 

r それ もさう だ』 と 答へ て、 義 雄は舂 雄の わさくした 樣 子が 少し 落ちつく のを兒 計ら ひ、 自分 も& 

II じたい こと。 女 は 置いて 行く が • 自分の 歸京費 さへ ない こと。 春 雄に 工面 を顿 みたい の だが、 さう 

云 ふ 場合 だから、 どうしても * 松 田に 話して 吳れ ろと いふ こと。 など を 語った。 

その 翌ロ、 养雄は 松 田に 幾 代へ 呼ばれ、 そこから 1 緖に 停車場へ 行った。 

午後 二 時の 列車 だから、 ：？； お 雄 は 見送りに 行く と * 春 雄 は 止む を 得す 飮 ませられ たと 云って、 大分 顔 

が 赤くな つて ゐる。 そして、 

r かう いふ 次第で、 君の 頼み を 話す 樣な 眞而 R な 時がなかった から • 汽車に 乘 つてから 話す よ。』 

『ぢ ゃァ ， ぬかりな く 頼む 11 僕 も 小 捲の 宅の 方 へ 手紙 を や つ て 置く から。』 

そこへ、 松 W が 熟 じの 様な 顔 をして * よろくと やって来て、 

『や 丁、 失敬』 と、 天 鬵 弒べ ンチの 上へ どッ かり 腰をおろす、 「八月 十五 曰に 樺 太から 一 に 小 搏に着 


し、 また I 緒に 汽审 に乘 り、 この 停車場 前 で^れた 切り、 二人 はけ ふが 久しぶり だ。 

『g2 らくでした』 と、 義雄も その そばへ 腰 を かける 。『釧 路 からまた 仏刖 つです と、 ね 0』 

『ま ァ、 溫^！^へでも這入って來る、 さ —— 時に • あの 鐳詰事 業の 協同 問題 は 失敬した、 なリ』 

『なに、 どう致しまして』 と、 義雄 は輕く 答へ たが、 この 人 さへ！！^ を 酌んで- その 禪太 漁場に つぎ 

込んで ゐる 資本の 百 分の 一 でも 千分の I でも 出して くれたら、 何の ことはなかった のにと E,5"o そレ 

て、 氣を轉 じて、 『いつ 小 樽へ ぉ歸 りです？』 

『二三 日で。 そしたら、 少し やって 來 給へ。』 

『いづれ 伺 ひます 11 僕 も * もう、 歸 二：： 小した くな つてる のです から 0』 

『然し、 君』 と 云って、 松 口 は 小指 を 出し、 『これが 來 たて、 ね Oi^-CK い を 吐く。 

『は、 は、 は』 と、 義雄は 受け流した。 然し 手紙 を 出す 都 <s も あると 思った から • お iil が 入院の 件 を 

直接に 話した。 

めかけ 

松 ra は 妾ら しいの が、 同じ 二等 待合 窒の向 ふの 方に 蹈 りで 腰かけて ゐ るの を a たので • 義淮は 送 

り を わざと 改札口で 失敬す る。 

松 m が ブラト フォ ー ムを よろめきながら 撟の のぼり 口の 方へ 進む あとに ついて- 女 はまた ちょこち 

よこ 歩いて 行く。 かの 女 は 今 一 度義 雄の 顔 を 見て S かう と E-5 つて か、 ちょ ッ とふり 返った。 

i  0  1 laf 1 
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その 時まで、 春 雄 は 柵 を 隔てて、 義 雄と 別れ を 惜しんで ゐた。 然し それ も、 

『ちゃ ァ、 失敬』 と 云って、 離れて 行った。 

義雄は • それを^^^1りながら、 春 雄と 云 ひ、 敷 島と 云 ひ、 自分の 範圍か 段 々狭まる 樣な 心細 さ をお 

ぼえ た。 そして 松 田と ひて 藝 者お 仙の こと を 思 ひ 出された 分 等と 同船で 樺 太 を 逃げて 來 たり、 

自分 等と 小 尊の はと 場で 別れてから、 あの 女 放浪 荐は どこへ 行ったら う？ あの 時、 義雄 自身も^ 1 種 

は 5 らう  だん 

の 放浪 # にな らうと は はなかった ので ある。 ところが、 今や この 自分の 姿 は 放浪 をと ほり 越して 斷 

橋の 行き 惱み になって ゐる！ 

. I , 明治 四十 三 i^〕 11 
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淸 水お 鳥 は 子供の 時から、 父が 移住して ねたので、 北海^に 於いて 有った し、 また 父の 存生 中、 朿 

こんな，？ 

京との 問 を 二三 度 往復した 經驗も あるので、 人に 心配され てた ほどの 闲難も 感ぜす、 海岸線で 無 に 

3 つぼろ 

礼幌 へ^した。 

その 着した 日 は 夜に 入った ので、 先づ 停車場 附近に 裙を 取り • それから， 知らない 道 を 夜 だから • 

ぢょ 

^2^をゃとって* 有 Hi の， ：！^ を訪 した。 かの 女の考 へで は、 義 雄との 7 お A§ が暫 らく 絶えて ゐ たし、 ま 

た 上野から 打った 電報に 從ひ、 靑 森まで 迎 へに 來る こと もなかつ たから、 築が！： i 際に そこに ゐ るか、 

どう だか、 不審で あつたので ある。 

『もし また 義 雄が ゐ るに しても、 自分 を 心よ く迎 へて" Jl^ れ るか、 どうか？』 かう E 心 ふと、 何だか 全く 


ねづ しん 


他人 を 問 ふ爲め 他人の 家へ 行く 樣な氣 がする。 I たび は 自分にば かり 熱心であった 人が、 その^ 心 を ひ 

.S  *0 う ャ-， 

ょッとするとほかの，^«-に向けてゐるか分らなぃ。 それが 束 京に ゐる からの^ 像で あつたが、 今や も 

わか  ほんた う  1 . 

の 想像の 當 つて ゐ たか * ゐ なかった かが 分る の だと考 へる と、 當 つて ゐる 方が 本？ ぱ らしくな り， 胸 I 


杯の ねたまし さが 先き に 立つ。 

その i^,  0 分は必 すし も 築に 全心 を 向けて ゐ るので はない。 築に うつされた」 お：： 1 1— それが まだ 十れ 

,  としごろ 

ら ない —— を 直して 吳れ さへ すれば、 男なら やう やく 徵丘ハ に 取られる 年 r ぬ だもの、 どこ へで もお 嫁に 

行く ことが 出來 る。 現在、 自分が 承知し さへ すれば、 あの isliKsf 校の 先生 も氣が あるし •  Ef- 生徒のう 

ちに も、 直ぐ 貰って 53<れ る ものが ある。 

この 病氣 11 これが、 いつにても、 典へ たい 承諾の 邪魔物 だ！ 自分の 戀 しい 人 も ある。 自分が つ 

て K ひたい 男 も ある。 然し この 病氣を 隱 して ゐ たい 爲め ばかりに 自分から 近づいても、 却って 向 ふか 

ら 恨み を 云 はれる。 

誰れ が いつまでも 女房、 子供の ある^に くッ ついて ゐ よう？ 誰れ が贫乏 文士な どに いつまでもへば 

りついて ゐ よう？ 誰れ がいつ まで も あんな 穢 らしい 二階 借り をして 默 つて ゐ よう？ せめて いい の 若 

,  , ,  >  ひんば *  *->%0 

いのなら またし も * 四十 づらを さけた あの 贫乏 おや ぢめ！ 人 を 傷物に しゃ ァ がった！ 

ちょ  よ k-. ち 

『畜生！ 病氣を ：！： ャく 直せ！』 かう 云 ふ 風に 激して 來て は、 かの 女 は 取の 上 で^れない^ S: を 進みな が 

ふんまん 

ら、 自分で 自分の 肉 づきの いいから だ をいだ いて、 性 の忿 適に 堪 へられない。 いくら 走って ゐる^ 

でも、 なほ 走りが 遇い 樣な氣 がする。 それと 同時に、 またい つものと ころが 痛み 出す の を おぼえて 來 

る 0 

ぉ爲の 苦み  1 八 五 
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『畜生！ 畜生！』 心で 義雄を 罵りながら、 着て ゐる セルの 衣 物に S 帶を 11 1 つに は、 もう、 北： S 近 

の 時候に 後れて 見ッ ともない とい ふ氣 から —— 解き ほどいて  ？ソ ちゃりた くなる。 

と 云 ふの は、 セル も 帶も義 雄が 買って れ たもので、 而も それら はお 鳥 を棄 てて 一 度渠が 逃げた そ 

の 巾し 譯に、 心で 逸げ ろと 先 づきめ て ゐた時 • 築 がわ ざく お 鳥 を 白木屋へ 連れて行って、 好みの ま 

まに 買 はせ たの だと は、 再び もとの 仲に なって からの 渠 0 白 狀 である。 

めづ らしく 衣 物- 帶， 並びに その 附雇品 を 揃へ て S 只って 貰った 時 は 嬉しかった が、 それが 無言での 

刖れの 中し 譯 であった Q だから、 今、 着て ゐた ところで、 決して 渠の恩 を羞 せられる わけで はない と 

思 ふが、 衣 物な ど は脫げ ば^げ る。 然し 渠に 着せられた. N 氣は、 重くな つたり、 輕く なったり する ば 

かりで、 決して 直らない。 

『もう、 1 度 直らないの かも 知れない』 と考 へる と、 おのれば かり 直った の をい ぃ氣 になって • 人の 

を 冷 あにう ッ ちゃって S く 義雄を 見附け 次第、 飛び かかって 引ッ ばたい て やりたい。 

お c!| の忿懑 は、 張り詰めた 性 と 協同して、 ところ かま はす、 いつもの 精； 亂を 引き起し、 さし 

て來た 家の 門前に ありながら、 ただばん やりと して ゐ る。 

『有 馬さん と 云 ふの はこな たでしょう か？』 


『はい、 さう です よ o』 

かう いふ 聲 が." く聽 える のにお 鳥が 氣づ くと • 自分 は 旣に冇 1 一の 門前に 來てゐ るので あって、 率 

ぉゥ たい /  5 

屋が 自分 を 乘 せた 車の か ぢ棒を まだ あげた まま、 ここの 奥さんら しい 人とう ちそとの 應^ をして ゐる 

『は ッ』 と 驚いて、 急に 胸が どぎ まぎす る。 義 雄が ゐ るなら、 出て 來 るお らう。 出て 來れ は、 どんな 

額 をす る だら う？ ここの 主人と だけで t 乂涉が 出來る ものなら、 築の 顔な どは见 たくない 様な 氣 がする。 

然し また あれ だけ 可愛がって es^ れてゐ たこと を 思 ひ 浮べる と、 會 ひたい 様な 氣も する。 また、 .E 分 は 

C くら 會 ひたく ッて も、 向 ふが 會 はない と 云へば どうしょう？ 會 つて、 うらみ を 云 はれる だら うか、 

それとも またはね つけられる だら うか？ 

】 ときに 浮んで 來る そんな、 こんなの 考へ をいだ きあけて、 ぉ^^！は^^夫がかぢ棒をぉろした^の上 

につ ッ 立ち • よろめき さうな 足 を 踏みし めてから、 車 を 下りる。 そして、 がらす 戶の 中に、 あがり 口 

の を 明けて、 奥さんら しい 婦人が 立って ゐ るの を じろ りと やった だけで * 通りの 方 を 向いて 衣 

f の 裾 を 整へ る。 それから、 I ^一一  1!^ で玄關 のがら す戶を 明け •  ^かに それ を綺 め、 靴ぬ ぎの 方へ 進み 寄 

クて. - 

『田 村 は をり ましょう か』 と • 少し 角の ある 調子で、 出迎 へて る 奥さんに 初めての 言葉 を發 する。 

『田 村さん は 只今 旅行 中で をら れ ません が —— 』 

お 鳥の 苦み  一八 七 
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さう 聽 いて、 お 鳥 は 多年 つけねらって ゐ たかた きで も 逸した 樣 にが ッ かりした。 そして、 暫 らく 何 

にも 云 はないで、 ぼんやりし てるる。 

『あの、 淸 水さん でい らッ しゃいます か？』 

『は ァ』 と、 ちょ ッ とに ッ こりす る。 然し、 これが 田 村の めかけ だと 馬鹿にされ るの をお それた。 

『それで は、 まァ、 おあがりなさい ませ。』 

J- はァ』 と • まだ 考へ 込んで ゐ たが、 少し あ ひ を 置いて、 『あの、 いつ s4 りましょう？』 

『十 n: ほどで 一 と 先づ歸 ると 云うて 行かれました が、 昨 H 出られた のです から • まだな かくで 御座 

いましょう。』 

『  』 

『ま ァ、 おあがりなさい ませ —— 田 村さん も 云 ひ 置いて 行かれた こと も 御座いま すから。』 

『おあがりなさい』 と， 主人ら しいの も is- はたに 坐 わった まま， 兩手を 後ろへ ついて そり 返り、 こち 

らを 向いた 『いろく あなたに も 話したい ことがあり ますから o』 

『では、 失 禮 いたします。』 お 鳥 は 遠 is の氣 味で、 しとやかに あがって 行った、 こんなと ころで 恥ぢほ 

し をす るの かと * 情けない 樣な氣 がして。 

初對 面の 挨拶 も SS み、 女の m り 旅に 對 する IE 情 的な 話な ど を SB かせられ ると. 段 心 もつ ち けて 


來て、 お 鳥 はた だ 『は ァ、 はァ』 と 受け 答へ をす るば かりで なく、 自分から も， SK つて 首 楚を發 する 様 

になった。 

4 んヒ •， 

然し 何もかも 自分 のこと に 就いて は義 雄が しゃべって あ る 様子 だから、 E 分と，^ て の 反對な e. し » 

もして 兄た くなる。 

『田 村 は 私の こと を どう 云うて ゐ ました』 と、 お 烏が 切り出す。 

ち. う ち X 

r どう 云ふッ て』 と * 主人 は禱 躍しながら、 『まだ あなた を 思って るの は 寶 らしい が .一 』 

ちじょく 

『然し、 わたし は 人に 目 かけな どと 思 はれて るの はい やです。』 お はかう 云って、 自分が 恥辱と 思つ 

てゐる こと を渠 等に 先んじて 辯 解す る。 

『そり ゃァ、 もッ ともです。』 

『あなた、 m 村さん などお よしな さいよ。』 奥さん も 出し 拔 けに、 然し 初めから さう 忍って ゐ たかの や 

うに 忠告して nj^ れた。 

『あなたが さう いふ 氣 なら』 と • 主人 はかた ち を 改めて 、『今、 家内 も 云 ふ 通りに、 赏 は、 綺 腿に 別れ 

る 方が いいと 思 ふが、 ね。』 

ふ， ふ 

『わたし も そのつ もりです』 と 答へ たが、 お 鳥 は 夫婦と も餘. OV 人 を 馬鹿にして 

力 力って ゐ ると m 、に ふ C 

『うん、 それが いい、 さ。』 

お の 苦み  1 八 九 
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r その 方が』 と， 奥さん も 亦、 『あなたの 爲め にも、 田 村さん の爲 めに もよ ろしう 餌 座い ます、 わ。』 

あなたの 爲め ばかり ぢゃァ ない、 田 村 君の 爲め にもなる。』 

『そのつ もりです』 と • また 繰り返し たが、 それ は 自分の 爲め ばかりで、 ES! など はどうで もい いの 

だと 云 ひたかった。 

ri:i 際、 田 村は當 てに ならん 男 だ I— よしんば、 あなたが 末長く 1 赭 にゐ ようと 思って ゐ たにしろ、 

だ、 僕 等 は 無理に でも あなた を 別れさせ たいの だ。』 

『 一 緖にゐ ような どと 思 ひません。』 

『それ だから * 云 ふが』 と、 前 3^ きして、 主人 は、 義 雄の E、5 ひやり がない こと。 獨 りで えらがって ゐ 

はい **7 

るが、 人から 兒れば 一向にえ らくない こと。 .0 然 主義な ど 唱 へて、 却って 世 M から 排斥され てお るの 

を 知らない こと。 あんな 不信用な g| 度で、 とても、 ieMi^ など 出來 ない こと。 札幌 でも、 多数の 人 は 相 

手に しないの を、 僅かに 道會 議員に すがって 旅行に 出た こと。 毎晚 晚 女郎 1 只 ひに 行って、 束 京から 

來た 原稿料な ども みんな 使って しまったから、 今度 歸 つて 來て も、 底ぐ 困る に 相 遠ない こと。 など を 

龉 つて、 

r 僕の うちだ ッて、 貧 h3 は 分って るの だから • さう く E 村の 世話ば かりして ゐる こと は 出来ない の 


『田 村さん は餘 り無顿 着で』 と、 奥さん も 所 天に ついて、 『こちらが 默 つて 何も 云 はない と、 いつまで 

も 平氣で をら れ ます。』 

『いや、 お でも かま はない、 さ』 と、 主人 は" がまし く、 『然し こッ ちの 貧乏 を も 少し は 助けて 吳 

れる くら ゐ の 考へは 出な けり ゃァ、 これ だけ 俊も^ 話 をしながら • 友人 ra. 変がない わけ だ。」 

『ほんと に、 さう です よ』 と、 奥さん はこ ちらの 額 を 見る。 

『馬鹿 だから * 仕 1^ がない のです。』 お 鳥 自身 も 思 ひ當ら ない ことで もなかつ たので、 ひとり 手に 怒ら 

ないで は ゐられ なかった。 原稿料 11 は、 すべて 自分に 渡す と 云った のに I が 取れたなら、 こんな 

に 困って ゐる 自分に 送って 來べ きもの を、 卑しい 女な どに 入れ あゆて しまって、 — きッ と、 さう だ 

らうと は 思った が 11 餘 りと 云へば、 實に簿 情なお ゃぢ だ！ われ 知らす 下 くちびる を^むと、 自分の 

坐 わって ゐ るから だが 顔へ 出した。 そして、 自分の 靑ぃ 額が 一 しほ 靑く なった やうに 思 はれた。 

『お 宿 は どこに なさい ました？』 

『停車場の そばです』 と、 奥さんに 向って 角立った 答へ をした が、 お i| は.：：： 分ながら 義雄 その 人に 向 

つて 直 M つに 返事 をす るかの 樣 であった のに 氣 がっき、 あとから、 ちょ ッと • 夫婦に 對 する 想の つも 

りで ぎ!^ して 見せる。 — そして、 自分に 痛み を おぼえる のと、 ？： 我 雄の ゐ ない 家 は 全く 他人のと ころ 

だとい ふ考 へが 起って 來た とで、 坐に ゐ たたまら なくなって、 も ぢくし 出す。 1 方に は * また、 こ 

お fts の 苦み  】 ォ 1 
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この， H.; 人が 碌で もない 面に うどんだ 樣な 目玉 を 飛び出して ゐ ながら、 男なら まだし もまし な義 雄の わ 

る n を 云 ふの が癀 になる。 

且， 主人が さう く 世話 は出來 ない と 云ったり、 細君が 宿 は どこ だと 聽 いたりす るの は、 唔に a 分 

をと める ことが 出來. ない とい ふ 意味で はない か 知らん と 氣をま はして 見る と、 『貴様の 家に など 顿んで 

もとまる もの か』 と 云って やりたい！ g た氣 にもなる。 

鲁 

『ぢ ゃァ』 と、 主人 はこ ちらに 向って、 『五 # 館の 前 だら う？』 

1^ さう でしよう、 何でもお でした』 と 答へ たが、 お 鳥 は 主人の 横柄な 云 ひ 振り を、 この場合 • 特に 疲 

にさ わった。 自分の ひたへ に、 こんな 場合よ く 出る と義 雄から 云 はれる 太い 橫じ わが また 出た かと 思 

はれた やうに、 うは 目づ かひ をして じろ りと 渠の顔 をに らんだ。 然し ひどい 近眼の 主人に は， 服 鏡 を 

わ. A 

かけて ゐて も、 それが よく 分らなかった らしい。 

に 角、 魔が さした 樣に、 三人の 氣合 ひが 何だか 合 はない 樣 になって、 暫 らく、 六 ® 敷の 茶の は、 

た •  た マ 締めた 窓の もとで 人々 が 図んで ゐる 四角 爐の 上で、 自在 踺で つるした 鐵瓶 がくた. （- 云つ てね 

tcs り だ。 

せんせ い 

お 烏 は， 義 雄から 聽 いて ゐる 通り、 ここの 主人が 女學 校の 先生 だと 信じて ゐ るから、 『このへ ッぼこ 


敎師め • こんなき たなら しい 家に 住みながら』 と、 わざと 1 まわり {H 內を： W まわし、 『人 を •£! 肫に する 

-&』 と 心で 罵った。 自分 もき て小舉 校の 敎師 をした ことがあり、 また 小 舉校敎 師と家 を 持った ことが 

あるの を考 へての こと だ。 そして、 ここから 兒 ろと、 また、 義雄の仕^；^-の方がまだしもましだと、 不 

斷は贫 乏して ゐて も、 原稿料の 取れた 時 は、 義 雄と 北 ハに芝 uig や、 音樂^ や、 三越 や、 白木屋へ 行った 

こと を 思 ひ 浮べる。 その 槃 しかった 思 ひ 出に 自分 は 知らす く 耽って ゐ ると • 突然、 

^ どや 

『あの 宿屋なら、 可な りよから う。』 

『  』 ここで】 つ 意 張って やれと 云ふ氣 になり、 つんと した n 調で、 『いいえ、 よくもありません、 

商人 やら • 田舍^ やら、 下等な ものば かり ゐる樣 で —— 』 

『田 村さん は』 と、 /J の 時 奥さんが 云った、 『あなたが お出でになったら、 うちへ とめて S いて"， 乂 れい 

と. S. され ましたが、 お 宿が きまって をれば あなた も 御 不ほ. H はないで しょうし * うちで も 子供が をり 

ます ものです から、 ごた- (- いたし ますです ので —— o』 

『さう いふ 御 心配に は 及びません。』 

『それに、 田 村さん も近顷 はう ちで とまる こと は 全くありません —— ぉ晚の 様に お 女郎屋へ 行かれ ま 

したから。』 

r わたし は、 もう， 田 村に は 何も かま ひません。』 

お 烏の 苦み  1 九 11】 
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『して、 病氣 はいいの か、 ね』 と 主人に っッ 込まれ、 こちら はこの ことまで も 義雄は 主人に 話した、 

とら 

な， と 思 ふと、 恥 かしく もなる と 同時に、 I： ナく渠 を 捕へ てぎ ゆう/ \ 云 はして やりた くなる。 もう、 

破れ かぶれ だとなる と、 

S よ 

『その 氣を 直して 貰 ひたい 爲め ばかりに、 わたし は 田 村 を 追うて 來 たのです』 と、 かの 女 は 自分 か 

きんにく 

ら 泣き出した くもなって、 額の 筋肉が 引き 釣つ て來る 。『あなたがたに まだ あの人 を 思うて ゐ ると 思 は 

れ るの はつらいで すが * わたし は、 もう、 少しも 思うて など をり ません。 .1 氣を 直させる ばかりで 

す。』 

『どう 云 ふ 風に して、 さ？』 

『こちらで 病院に 入れて 貰 ひます。』 

『そんな 金ァ あり やしない、 ぜ。』 

『そり やどう にかさせます』 と 云った が、 その 金が 出來 なかったら？ さう だ • 自分 は 二人に 對 して 氣 

まりが 惡く なった。 そして、 その まぎら かしに 微笑して I： ^せる。 

ま が ほ 

『田 村さん のこと ですから』 と、 奥さん も 真顔に 少し 冷笑 を 浮べて 、『何とか 出來 ない こと はあります 

まいが、 あなた は 御 病氣が 直ったら、 nf くお よしなさい ませよ。』 

『は ァ』 と 進まない 樣な 返事 をした が、 こちらの 心で は、 お前 等に 云 はれる まで もない こと だと あざ 


笑った。 

こま 

『.M に 僕の 方 も 困って ゐ るんだ。」 主人 はいつ も 下. M き 加減に なって 刻み 1^ 草 を^んで ねる。 それが こ 

ちらに は^ 蟲の 人で も あると 見えた ので • 1 1^ 渠に對 する^ 敬の 念が 班ら ぎ， その 何だか 物 思 はしげ 

なの をから かって やる 氣 になり、 

『田 村が お金で も盜 みました か』 と、 吹き出し さう になった 口 を 無理に かたく 結ぶ。 

『いや、 あの 男 は』 と • 、王 人 は 3 具 面 E にう ち 消して、 『そんな こと は；^ して しないが —— 』 

『では 11 』 とお 鳥 は 口まで 出て 來 たの を 押さへ て、 心でば かり、 『友人の こと だから 少し は， 世. 1^ もし 

て やって よから うに o』 

子供が 0 ざめ たらしい ので、 奥さん は 隣り の 室へ 行った。 それ をし ほに こちら は歸る 挨^ をし かけ 

ると， 

『まだ 聽 きたい ことがある』 と、 主人 は 云 ひと どめて、 『その で 田 村の るまで 待って るつ もり か、 

ね？ 不意に S 村が 歸 つて 來 でもして、 あなたの ゐ どころ が 分らない などい ふ 始末で は • うちで も m:s 

に 巾し わけが ないから — 實は、 け ふ、 I は 報が 二つ 來た、 禪 太から 一 つ、 田 村から】 つ。 樺 太からの 

は i がして しまったが、 兎に角- 札 幌へ來 てから 1 文 も 這 入らなかった 事業の 方が いよく：：^ 込が な 

い 意味ら しかった。 その後 •  * さんから 俟に當 てて 来た ハガキ で、 なほ 更らそ の わけが 1:^ になつ 

お 鳥の 苦. t  Jfcfid 
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た。』  * しん 

『では、 駄目な のでし ようか』 と 云って、 お 鳥 は 旅行な どの S 用が どこから 出た の だら うと、 不^が 

る。 原稿料な ど はさう 大した もので ない の を 知って ゐ るから 別と して、 難局 • 難局と いふ こと は 幾度 

こうじつ  .J 

も 手紙で， S かせられて ゐ たが、 それ は 自分に 仕送り をし ない 爲 めの ロ資 であって、 資際 は、 多少に 扑 

らす、 樺 太から 取って 使って ゐ るの だら うと 考 へて ゐた。 

『駄 口な こと は 田 村 も 知って ゐ るの だら う、 この頃 ぢゃァ • さう 樺 太の こと を 云 はなくな つたから 

しつほ S わか  I  3  . 

— I 人から 見り ゃァ、 なほ 更ら だ。 初めから、 失敗 は 分って ゐた、 さ. 3 

『では』 と、 お 鳥 は 云 ひかけ て、 主人が 義雄を あんまり 馬鹿にして ゐ るので、 如何に 憎い 人の ことで 

も してやり たくな り、 暫 らく 言葉 を 押へ てゐ たが、 云 ひかけ た 手前 も ある こと だから • その あと 

をつ いで、 『旅行の 费用 はどうした のです？』 

『それが、 さ、 今 云 ふ适會 議員の 遠 膝に 泣きつ いて、 一 緖に 出かけた の、 さ。』 

r 十 = ばかりしたら、 歸 るに きまって をる のです か？』 

r 觅に角 • 一と 先づ歸 ると 云って ゐ たが 11 今、 一つの 電報 は あなたが 來 たかと 尋ねて 來 たの だ。 分 

ら ないから、 握りつぶして ゐ るが、 ね。』 

『もう、 返事 を 出す に は 通いでしょう、 ね？』 


「十 時 を 過ぎた から、 もう、 普 通 罨報は 出せない * ね。 特別 あっか ひに して おって、 七十^も 出す の 

は 無駄 だら うしに 

『あす 出しましょう か？』 

『然し また あすに なれば、 その 宿 を 立ち去って しまう から、 屈くまい —— 何 しろ、 さきへ/ \ と 進ん 

で 行く の だから。』  ， 

『それでも』 と、 隣窒 から 奥さんが 乳を飮 まして ゐた胸 を かき 合せながら W て來て T また 次ぎの 招か 

ら 電報が 來 るでしょう から、 その 時お 打ちに なったら いいでしょう。』 

『それより 仕 かたが 御座いません。』 

『さう として だが、 あなた はどうす る、 ね？』 

『わたし は • 由 仁に 兄が をり ますから- その 方へ 行って をり ます OJ 

由 仁に ゐる 兄が 刑事 をして ゐ ると 云 ふの を 力 S みに、 ぉ^1|はょく義雄をぉどしっけたものだ。 決し 

く. U い  ぶ ち よく 

て • 待 ではない が、 お 鳥が 自分の 云 ひ 分の 通せない 時 は、 兄に 云ったら • 決して 妹の 侮：^ されて ゐる 

の を默 つて ゐる 性質で はない ぞ とい ふこと を • いつも、 C 分 は 1i 雄に 引き 八：： ひに 出した。 

その 癖 * 義 雄との 關係は 誰れ にも 云 ひたく はない ので ある。 止む を 得す、 兄のと ころへ 行った とて * 

お 鳥の 苦み  】 九 七 
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そこに i が あるの だから、 早く 方 づけと 云 はれる ばかり だら う。 方づ くにしても • 病氣が 直る まで は 

自分が 承知 出来す、 それ かと 云って、 この 病氣は 人に さへ 語れない ので あるから、 兄な どに はな ほ更 

ら聽 かせられない。 

ぢ よ 

ただ そこへ 歸る 必要が あると 云 ふの は、 かの 女が 今回の 旅費 を 兄の 知人から おぐ 返す と 云って 借り 

て來 たので あるから • 當 てに ならない 義雄 など は 常て にせす • 兄から 返して K はなければ ならない Q 

ただ それだけ だ。 

。鳥よ、 自分の 靴, が 兄に さへ うち 明けられな いの を Sf 念になる と、 さう させた 義雄か 今更ら 3^ く 

ッて がない。 然し、 病氣の 直る まで は渠に 手 頼らなければ ならない と 思 ふと • 旅行に 出て ねる と- 

い  ふ義 雄が.  また 戀 しく ッて、  戀 しく ッて 堪らなくなる。 

『ぃッ そ、 ぐ^ へれと 云って やりましょう か』 と • こちらが 云 ふのに 答へ て 主人 は、 

『そり ゃァ m 来ない、 さ 。議員に 隨行 する 約束で 洋服 も 捲らへ たし、 旅費 も 出させたり したの だから、 一 

その 義務が 濟 むまで は。』 

『  』 お 鳥は義 雄が 珍ら しく 嫌 ひな 洋服 を 着て 行った と聽 いて、 どうい ふ 服な の だら うと、 その 

姿 を ii し、 13 りで ちょ ッと街 笑した。 そして、 何 か 云って、 その 资笑 を ごまかさう としたの が， ま 

た 強い 口調で • 


『矢ッ 張り、 わたし は 兄のと ころへ 行きます。』 

『兄さんが ある さう だ、 ね —— ぢ ゃァ、 その 方へ 行って る 方が よから う。』 

『は ァ。』 

『それが よう 御座いましよう』 と、 奥さん も 云 ひ 添へ. UT 田 村さん がお 歸り になったら、 直ぐお 知ら 

せし ますから o』 

『いえ』 と、 お 鳥 は 知らせて 黄って、 却って 兄に 何 か 感づかれたら 困る と 思 ひ、 『そのうち • わたしが 

出て 來 ます。』 

『さう です か』 と、 奥さんが 妙な 顔 をした の はこ ちらに は 尤もであった、 『では、 歸られ さうな 時に ま 

たいら ッ しゃったら いいでしょう。』 

『さう する、 さ。 して、 田 村に 會 つたら よくき まりをつ けて K ふが いい。』 

『また 入ら ざらん お 世話 だ』 と 思った が、 お CJI はさう も 云へ す、 『いづれ、 また』 と挨 救して、 そこ 

出た。 

U  むち ゥ  わが 

お 鳥 は 自分の 待たせて 超いた 車に 乘 つた。 往 つた 時 は 夢中であった ので、 どこ を どうと ほった か 分. 

ら なかった が、 復 りに 注意して 宿へ ついて 兄る と、 僅かに 一 一三 丁し かない。 而もた だ^ ッ ぐに 來れ 

お 鳥の 苦み  1 九九 
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r  _J うく わ i 

ばいい の だ。 馬鹿く しい、 あるいた ッて、 何でもなかった の だと 後悔す る。 

./-づ  へんてこ 

それに， 尋ねて 行った 人はゐ ないで、 あんな 變 挺な 近眼お ゃぢゃ 細長い 顔の 嫁ァ どもに 恥ぢを かか 

せられて 來 たも 同前 だ。 人 を 馬鹿にして、 めかけ 扱 ひに しゃ ァ がった。 これで も、 敎師 をした ことが 

ある 自分 だ。 女學 校だッ て、 小舉 校だッ て、 資格 は 違 ふに せよ、 敎師 は敎師 だ。 あんまり 人 鹿に 

する！ もう、 二度と 行くまい！ 

E 村 も m 村 だ 11 云 はないでも いいことまで しゃべつ てし まひ、 おのれ は それでもい いか 知れない 

が、 人の つらい こと を考 へて 见る がいい！ 馬鹿な 奴 だ！ 取り 喰らって やる ぞ！ 畜生！：： ャく歸 つて 來ぃ、 

早く 歸 つて 來ぃ ！ 馬鹿！ 畜生！ う そっきお ゃぢ！ 助平 ぢぢ ィ！ 

敷いて ある 褥の そばに 坐 わった まま、 かう 云 ふこと をく り 退して ゐ たが、 さて、 それなら、 ^：！：んで 

兄のと ころへ 行きたい かと 問 はれる と • どうも、 成るべく は 行きたくない。 事情 をう ち 明けて 泣きつ 

けば、 一 度 は 怒る にき まって ゐる にせよ、 まんざら • ほうって 置かれない 義理で あらう が、 あたま を. 

下 ゆた うへ に、 しかられる などと は氣が 利かない。 いや だ。 如何にも いや だ。 

あによめ 

まだ 兄 だけなら いいが、 あの 他人の 兄 i がいや だ。 欲張りで、 輕诞 で、 お 上手ば かり 云って 一 . ハ乂 

ぎ もの 

が CI 分に 续 して 置いて くれた 物まで みんなお のれの 物にして ゐる！ 培笥 もあった 笞だ。 衣 物 もあった 

笞だ。 それ を 何かん と 云って、 ごまかして ゐる。 あなたの 方づ， く 時には あげます と、 いい 加减 なよ ろ 


とばせば かり 云って ゐ る。 ああ、 行く の もい や だ！ 

父 さへ ゐて 吳れれ ば、 こんな ことに はならなかった。 父が 北海^ を 引き あげて-ゆび 紀 州の 和耿 山へ 

21 つたので * 自分 も 一 緒に つれられて 行った。 そこで、 小舉 校の 裁縫 敎師 をして ゐ るう ちに、 同校の 

ふうふ 

敎師に 云 ひ 寄られ、 1 たび は 夫婦に なり、 自分 は その 人に よく 愛されて ゐた。 ぶたれ たり • 投 ぐられ 

たりした が、 それ はた だ燒き 餅からで あった。 自分 は それで 満足して ゐ たらよ かった のに 11 

ふ ふく  をつ と  • , 

然し 和歌 山の 兄 は 始めから 不服であった。 父が 亡くなつ てから， 自分の 所： K が どす、 御ん 坊の 血統 

ごう じ やう 

だとい ふ 評判が ある を理. H として • 自分等を；；^；き分けてしまった。 その 時 も •  p 分が も ッと强 を 

り 通せば， 所 天に ついて ゐられ たのに 11 

然し £： 分 も あんまりぶ たれたり する のがい やであった ところへ 持って来て、 疏榮 心が あった。 もッ. 

4- つと 

と勉强 して、 もッ といい ところへ 方 づきたかった。 それが ぺ 4 めに、 所 天へ は附 かす *  US 後に は 兄の 力 

へつ いて、 今 へば、 實に氣 の 毒な 別れ をした。 今一度 思 ひ 返して くれろ と • 一  と晚屮 泣いて ゐ た。 

然し I たび 诀 心した 自分 は、 その 時、 氣の 毒と 思 ふこと が簿 かった。 

然し 兄に も 面白くな いので、 何とも 云 はす g: び 束 京へ 出た。 さきに矢板裁縫^-校へかょったゅ^!^^ 

になった 關 係から、 田 村の 家 を 常て て來 たと ころ、 田 村のお 父さん も 亡くなった あとへ、 あの^ 雄が 

這 入って ゐた。 i3 らく そこに 世話になって ゐる うち • 何 か 11 りの 暮 しが 付く 校な 仕 を 求めた。 然し 

お 鳥の 苦み  二 0 1 
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都合の いいこと がなかった。 

度々 桂庵へ も 行った が、 下女に はよ 過ぎる し、 小 問 使 ひに は 年が 多い し、 ぃッそ • どうでしょう、， 

ちん 

かう く 云 ふ 給料の 澤山 取れる ところが あるな ど 云って、 1" にめ かけ 奉公 を勸 めら れ たこと も あろ。 

か とう  しんば う 

然し そんな 下等な こと をす る氣 はない ので、 辛抱しながら、 下女 やお 針の 兄 習 ひに 二三 軒 は 行って 

見た。 然し そんな こと.^ して ゐては 肝心の 勉强 は出來 ない と 思 ひ、 いづれ も 二三 曰で 歸 つて 来た。 

うそ 

そのうち、 あの 嘘つきの 穀雄 にうまく だまされて、 二 年ば かり 舉校 へやって 吳れる 問の 約束で 一緒 

に 住む ことにな つた。 そして、 赤 坂の 家 • 麻布の 二階、 ぁッ ち、 こッ ちと 引き ま はされ、 ぁの寫 Ms- 

校へ 這 入る と 自分が きめる までに、 

『裁縫 學校 はつ まらない』 と 云って は 琴の 師匠に やられ、 

1  ぢ よい ゥ  3 

『ぃッ そ 女優に なって 吳れ』 と 云って は、 女優 舉 校へ 志願して はねつけられの 恥ぢ を錄ら させ、 どれ 

もこれ も駄 z: になった 上に、 あげくの 粱が この 病氣の 苦しみ だ。 

『どうせ、 女房に する から』 と 云 ふので、 早く さう せいと 迫る と、 あの 氣違 ひの 様な ァに どなられ 

て、 離 鋭" の 手つ づき も 出来ない。 そして、 こちらが 11 約束 だから I— 1 歷 厳しく 催促す ると、 逃け 

隱れ てし まひ、 自分 を 加 築の 様な ものに まかせた。 


自分 か 加 集に 討 L たの は， 一 ^に. i! む を^ ぁレ接 て.. EilsH 力 S3 レ. J.t5-  i-Af  J  T  J>  i  If  f 

雄が 惡 いの だ." 然し 中し わけがない ので、 和歌 山 を 出る 時、 いつ 自殺す るか も 知れない と ml つて、 今 

1 人の 兄 11 1^ 1. から 盜ん で來て S いた ァヒ サンまで 飮ん だ。 それく らゐ、 こちら は 思って ゐ 

はくじ や， CN 

たのに 11 再び 義雄 はもとの 通りに なって 吳れ たが、 矢ッ 張り、 雜情 だから、 自分ば かり 樺 太へ つ 

てし まって、 人の 困って ゐ るの も 返り 見ない。 その 留守の に 自分が どんな E に會 つて ゐ たか 知れな 

い。 直接に は會 はない が、 ぁの氣逮ひ婆々ァには蔭で^11分がめかけだと云ひふらされ、 女郎に， おって 

しま ふ 方が いいと 馬鹿にされた。 その上、 加 猫 は 加^で、 勝手 次？.^ な 熱 を 吹いて ま はったら しい。 

『然し 考 へて 見る と、 みな 目 分が 惡ぃ 111 人が 淺墓 だとい ふ虑榮 心に 驅られ たのが もと だ』 と 思 ふと 

自分が ちゃんと 滿 足して 和耿 山に 落ちついて ゐた 方が よかった の だと、 もとの 所 天が 戀 しくな つて 來 

る 0 

をつ と 

母はゐ ない、 父もゐ ない。 もとの 所 天 は、 もう、 誰れ かほ かの を つて ゐる だら う。 兄 や 肺に は、 

寳際、 會 はす 顔がない。 

ちょ 

みんな 自分が 惡 いの だ！ みんな，： H 分の liiif 鹿から 來 たの だ！ かう E 心 ひつめ ると、 かの 女 は： a をし がめ 

て、 いつのまにか、 兩手を 胸に 組んで 入れ 遠 ひに 兩 方の をつ かんで、 からだ を ゆすぶって ゐる。 

また 例の 痛みが して 來て、 自分 を眞ッ 直ぐに 坐 わらせて まかないので、 ばッたり^^^：を投げ出して" 

お 鳥の 苦み  二 〇 三 
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『わ ッ』 と、 悔し泣きに 泣いた。 然し 隣り の 客に 聽 えて はと 思 ひ *  +旺ぐ© を i^.- ひしば つてせ き來る 

を 殺す と、 からだが i へて、 痙|^ を 引き起した。 また、 いつもの 疲 だと 思 ふから. - (IJ- が逡 くなる にさ 

き 立って、 ところ も 構 はす 叫んだ、 

r 誰れ か- M て 下さい！』 

お c:! が氣 のつ いた 時 は、 自分 を 後ろから 抱いて C 分の 胸 を番： ^さんがし ッ かり 押へ てゐた 0 そして 

容 らしい 人が o 分の 兩足を 延び 切らない 樣に 曲げて ゐた。 その そばに は、 ^^のかみさんと下女とがび 

や，？ T 

ッ くりした 樣 子で 立って ゐた。 

きまり悪くな つたので、 自分から 起き直り • 

『ありがたう 御座います、 もう 直りました から — 』 

『ゅッ くりお おみなさる 方が よろしう ぎぎ いますよ』 と • かみさんが 下女と 共に 手俾 つて^れ て、 お 

鳥に 卷 きを 着か へ させて t.^ れる。 

客と 称 IS と は， 變な 目つ きをして 振り返りながら 出て 行く のが、 こちら もちよ ッと追 ひかけ た 目の 


中に 映った _ 


tt いじ やう 


お 島 は裤に IP 人って から、 獨 りで 今の こと を考 へて ると •  ：GII 分の 內^ を 知らない is の ものら に對 

寧ろ 一 種の 誇り を 添す る。 I  


ちじよ く 

^ci.  tMfffiKlfe.^ リも*  4 ろ Ifel の 誇り， を感 する 


常り 前 だ。 それがとまり容に對する^:^6だ。 その t 務を つとめさせ たのが 如何にも 愉快 だ。 下女ば か 

り を Jisl つて やった ので はない、 かみさん も來 た。 その上 * 稀： § や ほかの 容も來 て 手 傅った。 

『面白い、 な ァ。』 ひそかに ほほ ゑんで、 初めて耻かしぃ氣を出して^^*5の|2へ顔を押し當てる。 ^京 

に 於いて * 義 雄と 二階 借り をして ゐる時 • あの人より さきに 褥へ這 入り、 あの人が 机に 向って 原稿 を 

書いて ゐる額 を 見て ゐ ると、 あの人 もこ ちら を ふり 向いて にこつ く。 それ を 嬉しい 様な * 恥 力し い^ 

な氣 持ちに なって、 を 引き かぶった ことがある。 丁 その 時の 樣な ぁッ たかみの 愉快 だ。 

あの 客 は 自分の 足 を 痛い ほど 押へ て 曲げて ゐた。 然し あれより は 番^さん の 方が いい 男 だ。 

『ああ、 慰し！』 自分で 自分に 叫んで 首を辣 める。 そして、 ：ia を姊 める と 同時に： へろ りと 舌 を 出す。 

自分に 氣が あるの だら う、 出て 行く 時に も、 客と 一緒に じろ じろ こちら を： 2- てゐ た。 ちょ ッと引 ッ；^ 

ゥ て やらう か？ 

『おお、 いやな こッ た、 いやな こッ た！』 

目 を 明ける と、 下女が 壁の 衣紋 竹に かけて 吳れた セルの 軍衣が、 の 光に g いて ゐる。 あれ をお 

ゥ て njK れた 人が 失敗 さ へ しなければ、 もッ とく 立派な 物 を K はせ て やる の に II 

常 地へ 来て 見る と • もう • セルので も isf 衣 物 を 着て ゐる人 はない 找 だ。 あの人が n すく 歸れ ばいい。 

お c;! の 苦み  二 〇で 
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.2 ぐ 被 1! りか 何！^ の 袷せ を 買 はして やらう。 いくら 困って いろから ッて、 あれで も柬 京で は 知られて 

ゐた^^^H•た。 文士 も 金の 這 入る 時 は 隨分這 入る。 

n が 飛び出て おそろしい 秋 山さん、 聲 までが 肥って ゐる须 藤さん、 かう いふ 人達 は 家が 金持ち だか 

h  くさ 

ら結離 だが In あの 小男の 山 田な ど悔月 ffl 村な どよりも 澤 山の 收 入が あった。 田 村 は 初め あの人に こ 

ちら を まかせよう としたの だが、 途中で 惜しくな つて 9 分が 占領した と 云った。 ぃッ そのこと、 あの 

人に ついて る 方が * 獨り もので も あるし、 よかった かも 知れない。 

それ はさう と、 あの 一：； i 野 はどうして ゐる だら う？ 助ギッ たらしい 顔 をして ゐ るが、 な 力- - 親切で 

すみれの！^朿などを芝のニ階へ持って來て臾れたッけ。 

ひ ば ふ 

E 村だッ て、 <^でも、 旅行に 出られる くら ゐ だから、 あのお -if の ぢぢィ めが 惡ロを 云 ふ 様な 贫乏ば 

かりで も あるまい。 たと へ、 また *  ®\t ^はして ゐて も、 ちょ ッ と^を 取って 原稿 を蒈 けば、 自分の 小 

使 ひぐ らゐは 直ぐ， 叩に 合 はして くれる 笞だ。 まして、 今の 自分の 爲 めに 少し は 一 生 懸命に なって れ 

て もい い。 

i  -  > どこかの 病院に 入れて a はねば ならん 一 I もう、 外米 忠者 になって ねろ の はい や だ。』 かう お 

ふと、 入院 すれば Pi に 取り扱って 貰へ る ことが. され *  ii^ 院 生活が 束 京の 二階 借りより はす ッと 

なつかしい 輦な氣 がする。 そこで Mi の 上に 寝起き さへ して ねれば 着 護 婦が來 て、 何でも 世話して^ 


i5i る だら う。 

「こちらの 病院の 醫^ に は、 どんな 人が ゐる だら う？』 成らう ことなら， 上手で 若く ッて、 親切な の 

が 欲しい。 義 雄の 樣 なお ぢィ さんで なく * 年の 若い 先^で、 h 手な のに 乎 を 握られる の は M 持ちの い 

いものめ。 

それにしても、 今の ままで は • 漆山の入院^|者の中に這入って11^みが狹ぃ0どぅしても衣物が入る 

衣 物 だ、 衣 物 だと 思 ふと、 この 成い 世 に • 矢ッ 張り、 義 雄より ほかに • 今のところ、 手 g る もの は 

ない ので あろ。 

恨んで は 兄る ものの、 おこって は 見る ものの、 あの人 は，：：： 分の 爲 めに 隨分 苦^した。 院に 通ふ^ 

用の 爲 めに、 自分 は どれ だけ 渠に骨 を 折らせた.^ 知れない。 

この 病氣 さへ なかったら、 も ッと樂 が 出 來てゐ たし、 iGPWS 校の 方 も 早く 方づ いて ゐ たに 相逮 ない。 

もんだ .5 

擧校ゃ 仕事の 問 11 が ぐらついて ゐ たの も、 その 實、 あの人の 氣が變 り！：：^ いば かりで はなく-  .In 分の. 讷 

氣の爲 めの 金 を 儲ける のに 急がし かった にも. H らう。 

寫奠舉 校の 方 も、 もう 直き 出來 あがる ところであった。 あれさへ 出來 あがれば 仕 も； 付かる わけ 

だから、 あの人に さう 苦勞を かけないでも 濟む。 今のところ、 氣の 毒と 云へば 氣の？ If たが、 どうして 

お ftl の 苦み  二  O.P 
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しかた  ) 

も、 もたれかか るより ほかに 仕方がない 

そして、 遠方へ あ tj^ して ゐ るので、 .f れ ぐは會 へない と 云 ふだけ に、 會 つたら 直ぐ かぶりつ いて やり 

. たいほ ど惯 かった 人が 身にしみて 戀し くもなる。 

，,  や «^ 

『今 ffi は、 日 高の どこの 宿に 寢てゐ る だら う？』 かう E 、ひふと、 s 分，， この 招で 獨り. 跷の {„s しいのに m43 

ひ 合 はせ て、 さぞ * 向 ふで も 寂しい 思 ひ をして ゐ るの だら うと 恕像 される。 

『義 雄さん、 義 雄さん』 と、 呼んで 见 たくな つた 時、 隣室の 方から お ほきない びきが して ゐ るのに M 

がっく。 男に は， な i ひない と、 急に ぞッ として、 旅の 宿で 女の 獨り寢 のお そろし さお 感 する。 

^. を 澄ます と、 そのいび きの ほかに 何にも 聽 える ものがない。 汽 e. も 眠った の だら う。 風 も、 街 も 

民った の だら う。 家の人々 も 眠った の だら う。 覺 めて ゐ るの は 自分ば かり かと w、5 ふと、 お 烏 はいよ. V 

よ 眠られない。 

,n 分のから だ全體 がお ほきな 寫 S レ ンズの 樣に廣 がって、 今考 へて ゐ たこと がすべ て 1 ときに それ 

に 映る。 そして 紀州、 來京、 北； g ぼの 靑 rl、 紅 _r  f  > 山水の さまざまな 色が ごちゃくと 1= い 

中に あきらかに 現じ、 その 問 を 0 分の 父母 や 姉妹が、 もとの 所 天， 義雄 * 加^、 寫 a; 舉 校の 紬 が あ 

る 先生， 年若い 生徒 * 義 雄の お 馬 夫婦、 宿の褥頭などに入.=^交ってとほってゐる。 

1§ を どこか その 一 角に^ら うと 思っても、 レンズが その 全體に 詰って ゐる で觔 かない。 しぼり 


を かけやう にも. また その 機械がない" 寫 生に 出かけて、 疲れた 夕！ }w の 風に 《ぬる 樣な、 うすら^い 感 

じがして 來 たの だ。 

『北海^ は矢ッ 張り 冷える』 と 思 ひながら、 急いで 最後の レンズ を 開ら く爲 めの n い 切れの つもりで 

夜 $1^ を引ッ かぶっても， 餘 りうる さくな つた 思 ひ 出の 光線が 旣に 】 面に 道 人って ゐて、 映った もの は 

すべて そのまま だ。 

片ッ 端から むしお 取って しま ひたいが、 手を以 つて 行けば、 その 手に も 思 ひ 出が あり • 足を以 つて 

行かう とすれば、 その 足に も 亦 記憶が 存 して ゐる。 ただ ぼんやりと 苦み 疲れて 行く の を おぼえる ほど 

しま 

に、 自分なる ものが 引き締らない。 

その 間 はま だ しもよかった が、 またしても I 窒 のい びきが SI えて 來 ると • その 容 ではなく、  fig 雄と 

斯う かけ 隔 つて ゐる のが もどかしく なって、 手足の さきまで 熱 を おぼえる と： il^ に、 急に また 痢 1:^ を 

移した 本人が 憎くなる。 

『畜生！ 早く 病氣を 直せ！』 かう 叫んで、 あ ふ 向いた からだ を そのまま 飛び あが. s?^ に はねら せた が、 

痛みが 烈しい ので、 『ああ、 痛い、 痛い』 と， 低い 泣き 聲を發 して、 S 返り をす る。 

£* どや  t や 

翌朝、 遲く 朝飯 をす ませてから、 お 烏 は 宿屋の 二階で^ .0&^ ひに 惱ん だ。 と 云 ふの は、 多少 衣 物な ど 

お al の 苦み  二  0 九 


i^m  s 二お  二 一 〇 

の 這 入って ゐる 行李 —— それが かの 女の 唯一 の 身上 だ —— を いて 行かう か、 それとも • 兄のと ころ 

へ 持って行か うか、 どちらと も决 しかねた ので ある。 

こちらの 宿な り、 有 馬 かたな リへ 置いて 置いて、 若し 義 雄が 自分 を 相手に しない 樣な ことで も あつ 

5 か  ほりそう 

たら， この 行李 もどう される か 分らない。 まだ 東京で 渠の 所謂 兵站部 を 奔走して ゐた 時分、 ^二！^ の 

{な錯 を 樺 太へ 5^ らな ければ ならない のに、 義雄は その 工面が 出來 なかった。 かねた から、 自分 は， = 分 

の 衣 物と 亡き母の 形兒 まで 渡して、 それ を 質屋へ 持って行かせた。 それ くら ゐ に盡 してやつ たのに、 

ば C  *ノ や. 7 

いくら 催促しても. いまだに それ を 出して くれない ほど 簿 情な である。 今度 また 之 を 置い とけば、 

/  /  わか 

どんな ことにして しまう か 分らない。 

さりと て、 また、 兄の 方へ 持って行ったら、 また 歸 つて 來る 時に、 こッ そり 持ち出す わけに は 行か 

ふ し 2 つ 49 か 

ないし 11 若し また 0 分の 不始末が 分りで もす ると、 怒り まぎれに、 これ を 取り あけられて しま はな 

いと も^らない 0 

S いて 行かう か、 持って行か うか 11 どちらに 考 へても • 納ま^が つかない。 それ を また 考へ 込む 

ほど， 氣が めいって 來て、 かの 女 は、 麻の 細引きで しばった たッた 一 つの 柳行李の そばに 坐 わった 切 

り、 ただ それ を兒 つめて、 顔 をし がめ てゐ る。 

けつお やく 

どうも、 兄のと ころへ は， 義 雄との 決着が つくまで 歸 りたくない。 


つて 歸れ るなら —— もう、 決して兄には世^！^にならなぃでもぃぃと安心出來ろのだから 1 -そ 

れに 越した こと はない。 然し また 充分め たま を 下げて 行かなければ ならない 次^と なったら • その 時 

は その^で、 充分 あたま を 下 ゆる 代お に、 義 雄に 對 する 设鼸を やって？：？ う。 

わか 

今のところ、 どちらと も 分らない。 然し 雄 は 別れて しまへば 他人 だと 云 ふこと に 思 ひ 及ぶ と、 持 

ち 物 は先づ 兄の 手 もとへ あ づける 方が いい。 いよく 入院 出來る になれば、 何とか 兄 を あざむいて、 

持ち出しても かま はない。 

けっしん  ん VJ 

『どうせ、 自分の 物 は 自分の 勝手 だから』 と， やう やく、 さう 決心した。 そして、 みやげに 林擒 をび 

ひ、 それを持って！^びぉ^！の家へ行き、 玄^から —I もう • あがる の はい や だから 11 今度 義 雄から 

電報が 來 たら * 自分が 來 たこと と 成るべく 早く 歸れ とい ふこと を 云って やる 様に 親んだ。 

やどや  ち ャ うば 

それから、 宿屋の 勘定 をす ませて， そこ を 出た。 出る 時に、 帳場に 坐って ゐた 例の^ 頭さん が 丁 

あいさつ 

に 自分に 挨拶す る 前 を、 ゆ ふべ のこと を 思 ひ 出す と共に、 じろ りと 兄て やった が、 自分の 顔が 赤くな 

つた 樣に思 はれた ので、 

r いやな こッ た. いやな こッ た』 と、 まじな ひの 様に、 ひそかに それ を 又 繰り返した。 

お 島の 苦み  一 1 1 1 
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『おれ は』 と、 父が 三人の 子供 を そばに 据 ゑて 不ギ らしく 云 ふ、 『新 問 記 若と か、 雜誌記 若と か、 そん 

な mi か惡ぃ 職業の ものに、 娘 を やる の は 好かん けれど、 あの 色氣逮 ひめが』 と、 1^ でお 鈴 を 指し • 

『やかましく 云 ふし、 それにお 前 透 も あいつ をお だてる 樣にロ 添へ する し、 それでお 田に と.？ （*|5 

つて 貰 ふ 様になつ たので はない か？』 

『だから、 それでい いぢゃありません か』 と、 にィさんの龜 一 郞が四角1^^って坐ゎりながらゃ.3らす8| 

ら すの やうに 答へ る。 

『それだけで 濟 まして S けばい いだら うが、 &田を つれて、 遊廓な どへ 行く と はどうした？』 

『お父さん』 と、 弟 は 足 を 投げ出した まま 卷 IS: 十 を 吸 ひながら， 『たまに 遊びに 行く の だから、 かま は 

な いぢ やない か？』 

『かま はぬ ことはありません』 と-、 母 は そぼから： に、 云 ひ 聽 かして やる 様に 、『お前の 52 なき 手の者 

かゥ さい 

もない。 會 社へ 勤めて をった 時 は、 兄よりも 揮 山 給料 を 取りながら、 交際と か 何とか 云 ふに かこつけ 


て、 みんな 遊びに 使って し. 5、 やめられた 今 n では 小 使 ひま また な^どで、 兄の 世 かり 

になって をる ぢ やない か？』 

『遊びば かりに 使った のぢ やない。』 

『そり やお 前の 洋服と か、 外^と か、 靴と か』 と • 父が その あと を 受けて、 『そんな 物に はかけ た棵. た 

が、 一 文 も 兄の 手助け はして やらぬ ではない か？』 

ぐる  D  . 

『齙 1 郞だッ て』 と， 母が また • 『それで は 苦しから う 』 

『無論、 さ うだらう』 と、 父 も 云った 。『然し その 苦しい 中で、 ^がまた 女郎 K ひに 人 を つれて 行く と 

* つが ふ — 

は 不都合 だ。』 

『あさん はま だ』 と、 にィ さん も 少し 灘と なって、 『人、 人ッ て、 他人ら しく 1: ム ふけれ ど、 n 分の 

娘の 婿になる もの ぢ やない か？』 

『それ だかち、 なほ 更ら、 そんな 惡 いところ へ つれて 行く の はよ くな レ 』 

『おおさん』 と • また 弟 は ％ やかす 様に、 『兄さんの 樣な& ^えが つれて 行かないでも、 は^りで 

行く よ。』 

『さう いふ 人に』 と、 母 は になって、 『お 鈴 を やる の は、 それ ぢ やから、 いやで あつたの ぢ や。』 

『今どきの 人に 誰れ が赛 の！ fa ，がかり にか じり 附 いて ゐるも のが あらう』 と、 おは さう 云って から、 

お 鈴の 家  --5 
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こちらの 方 を^ て 、『まし て 、 あんな 御面相の 女ぢ やな い か？』 

『いいこと よ！』 お 鈴 は 肥えた 顔が 1 しほ ふくれ ッ面 になって る だら うと 思 ひながら も、 みなぎって 

來た 怒り を 押さ へ 切れないで、 『あなたのお 世話に はなり ません から  』 

『なま 意氣な こと は 云 ふな』 と、 弟 も 怒って 、『お前のお ほ 々が 可哀 さう だから * おれ^が 島 田に 顿 

んで、 貰って 贊ふ樣 にして やった のぢ やない か？  そんな 忙怠 張り ゃァ がると、 ぶち 毀 わして しま 

ぅぞ —— こ の 色氣違 ひめ！』 

『氣違 ひお やありません ー』 . 

r 氣違 ひだい！』 ， 

『違 ひます！』 

『遠 はない！』 

『t!i 鹿！』 これ はお 鈴が 自分で 思 はす 出した 云 ひ 過ぎ だ。 

ぢょ 

r なんだ！』 ^f-はかの女の頗へ 一 つ 鐵拳を 喰ら はした。 

『わ ッ』 と、 かの 5k は その 場に 倒れ、 聲を すすりながら、 父から して 自分 を氣途 ひな ど 云 ふから、 兄 

弟まで が 自分 をい ぃ氣 になって いじめる の だとい ふこと を 泣き 訴 へる。 


『馬鹿！』 父 もお 鈴 を 一 喝 して、 『お前 は引ッ 込ん どれ！」 

『向 ふへ 行って お出で』 と、 母 はさす がに 優しく 云って れて、 疵 でもつ き はしない かとお 鈴の t を 

調べた 上、 次ぎの 窒へ 行かせた。 が、 こちらが 聽 いて ゐ ると、 母， は： に 向って、 『お前 はいつ も；^ が 荒 

いから 行けぬ。 投 つたり せんでも え いぢ やない か？』 

『氣の 荒い のァ おれの せ いぢ やない、 生れつき だ。』 

『生れつき でも、 自分で 直す 樣に すれば 直る。』 

『それより は、 そんなら • 親が おれ を 生む 時に、 俊し い 人^に： S らへ とけば よかった の だ。』 

『馬鹿 を 云 ふな、 鶴』 と、 父 は どなった。 『贵樣 の 様な i? 不孝な こと をぬ かす やつ ァ 天 下にない ぞ。 JI 

『現在、 僕が あります。』 

『なん ぢ や！』 

£ とば 

『おい、 鶴 次郞』 と、 にィ さんが 弟 を 制して、 『お前の 言 築は餘 りょくない。』 

もんだ. S 

『よくない も ある もあった もの かい、 今の5^超はぉ前が女郞5只ひに行ったことぢゃなレか？』 

『おれば かり ぢ やない、 お前 も 行った。』 

『僕 はいつ もの こと だ。』 , 

『そのいつ もがよ くない 11 まァ、 考 へて 見い。 僕お ッて、 まだ 獨り秆 だから、 行きたくない こと は 

お 给の家  ニー  七 
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うしん  せきにん 

ない、 さ。 然し 兩親も あれば、 おとと やい もとが あって • その 世話 をす る贵 任が あ-る 身 だ。 こないだ 

行った のな ど は、 ただ、 お 鈴の ことが, 決した 嬉し さに ふッと 氣が變 つて 行った ばかりで —— 二度と 

與 び 行く つもり ぢ やない。』 

ほんた う  さんせ. i 

『それが 本當 です』 と， 母は贊 成す る 様に 云 ふ or 然しお 鈴ぢ やて • まだいよ くき まった と 云 ふの ぢ 

やない。 島 田さん の 兄さんが まだ ちゃんと 承知せ ぬぢ やない か？』 

『お母さん』 と、 にィ さん は、 『それ は 心配に 及びません。 當 5=- わけが あるので、 G 田！！； 5 が S み 込んで 

をり ますから。』 

『それ はさ ラ として S いて ぢゃ、 云 はば a- の 方 は』 と、 父 も その あとに ついて おとうとに して 云 ふ、 

めった  ズ 

『滅多に 行かない の だから、 まだし も 許すべき ところが ある。 親 aa を 世話す る 上に、 まだお 鈴と いふ 厄 

介 物 を ひかへ て をる ので、 お前の 樣に油 新 はして をらぬ。』 

はくき ふし，  ふへ. J  I 

『實際 • 僕の樣な薄烚^1<?のところへ』 と • にィ さんも^に 不 14. を 云 ふなら こんな 11^ だと 云 はぬ ばかり 

で、 然し 餘り 角の 立たない 樣に、 誰れ にと もな く、 然し、 まァ、 =fJ5- にだら う、 『お 鈴の ねる は、 ^^^ズに 

が ISl. が ある 笞 はないで はない か！ 銀行で は、 つた に佥は SK れんし • 住 ひから 云 ふても， さ •  二 

や 三 Si のと ころに、 ふた 親 も をれば、 お 鈴 もお 前 も をる。 この 上 * をり どころ がない。』 

『も ッ とも ぢ や！』 これ は 母の 淚 を^んだ やうな である。 


『ま ァ、 龅の方 はよ いとしても』 と. 父 もに ィ さんの に は同愔 して、 『§ 次郞も 少し これから ひ妣を 

つけい。』 

『なァ る ほど！』 =115- の 返 ST か 如何にも W い。 

『なるほどと は 何の こと だ』 と、 にィ さんが 怒った 。『親 やおれ の 云 ふこと が 分らない のか？』 

，ふれう 

『射って るから を かし いんだい。 も ッと高 い 給料が 取れない のか？』 

『尺 を 馬鹿にするな、 鹤？ そり ゃァ、 お前 はおれよりも i=S い 給料 を 取って をったら うが、 今 はおれの 

居候 ぢ やない か？』 

『なに をぬ かす、 この ！』 弟 はいつ も a 分より 力 も 弱い と 化て ゐる 兄に 飛び 附 いた 様子 だ。 

^^乂 か 引き分けよう としても、 手に 合 はぬ らしい — 

『この 野郎！』  ，■ 

『薪 ゆい.』 と、 どたん、 ばたん やって ゐ るので、 お 鈴 はこ ッ そり 0 分で を^ かして 隣り の雜 誌-おへ 

來てゐ る 自分の 好きな 氷 峰さん を 呼んで 來 た。 

M は 二人 を 引き分け、 この" 家 i の 人々 から、 すべて その 行きが かりの 說^ やら. 不平 やら、 ^へ * 

ら、 小言 やら を聽 いて 吳れ た。 それから、 

お 鈴の 家  一- -九 
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『僕が 全く 惡か つたんで す』 と、 先づ こちらの 兩 親へ じゃケ すな 詫び を 云 ふと • 

『いや、 それ は 僕の 方 だ。』！ si ィさん がまた 水 峰さん にあ やまり を 云 ふ。 

『僕 も 失敬した』 と、 弟も挨 i§i する。 

皆が こちらの 顔に 氣が ついた 時、 左りの顆ッぺたが避れぁがってゐることが.0分にも1^^った。 手 を 

® てて 見る と、 たださへ 肥えて ねる のが、 その 疆れ あがった ので、 左り だけ また 特 別に 飛び出して ゐ 

る 0 

『片 ゑく ぼで は 無うて、 片ぉ 多福ぢ や』 と、 弟が また 俄師の 口調で 惡ロを 云 ふ。 然し これに は 氷 峰 さ 

ラら 

ん までが 皆と 共に 吹き出した。 こちら はた だ じッと 恨めし さう 忙して 惡；： 星の 顔 を ねめつける。 

If これから^ 暴な こと はする のぢ やありません。』 笑 ひながら も 母が いましめ ると、 

If ほんと にさう だ、 鶴の 亂暴 にも 困る』 と、 父が つぶやく。 

それから、 氷 峰さん は雜 誌の 第二 號！ 稿の 取りまとめが 忙 がしい こと を 語り、 金主の 川 崎との 折り 

合 ひが どうも 面白くな いこと。 さりと て、 今の 雇 ひ 人 同樣な 地位で、 いつ やめられ るか 分らない のに、 

自分と して 自分の 司 情 者 等から 寄附 金 を 募- m する の は あとで 若し iwl 分が 一 個で やり 出さなければ なら 

<? -  やくそく 

ない 樣な 時の 爲め によくな いこと。 社員 全 體 が 約束 だけの 給料 を 取れない ので 困って ゐる こと。 それ 

でも 稿の 方 は 豊富な 23- 込みが あり- 田 村さん も 『金』 とい ふ 短 小說を 寄いて 吳れ たから •  ft 1 郎 


と鶴次^にも銀行ゃ木材のことを=^.く窖ぃて吳れろと云ふこと。 など を 5Si り 顿んで • 歸 つて 行った。 

水 峰さん が歸 つた あとで は、 矢ッ 張り • 兄弟 三人の 間の 心が 解けて ゐ ない。 そんな ことで、 晚の御 

はんがお そ ひなった が、 お 互 ひに 氣まづ くそれ を濟 ませた" 

『1 體、 誰れ が 親に そんな 入ら ざらん こと を吿 ゆた の だ？』 

『お 鈴に 決って らァ、 ね』 と、 にィ さんが 桀に 答へ る。 

つ. A  ちう^  , 

『よくない 事 だから』 と、 こちら もまけ ない 氣 になって、 『お母さんに 注意した のです』 

『そんな 心配 を 親に かけない でもえ いぢ やない か』 と、 にィ さんのお 叱り だ 。『おれ は 田 村さん の 様に 

うつ っを拔 かす 男で はない。』 

『それでも うちの 爲め にならぬ から —— 』 

『けちな 女郞 だ！』 弟 も、 もう 手 は 出さなかった が、 『家の 經濟々 々と 云って るば かりが 女の 職分 ぢゃ 

ない —— 交際と 云 ふ ことがあら ァ。 どこまでも 厄 な 女 だ。』 

U だ づ か 

『あなた はまた 交際々々 と 云って、 その 實、 無駄 使 ひ をす るんで す。』 

『それ はお 鈴の 云 ふ 通りです』 と、 母 も に反對 する。 

弟 は 少しし よけた やうに して、 その まぎらしに 浪花^の 一句 を 語りながら、 ^^分の窒へ貌りランブ 

を 持って 引ッ 込んで 行った。 そして、 障子 をば たりと 强く 締めてから、 

お 鈴の 家  =  一二 
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『島 田のお ばさん』 と 云って、 ベろ り 長い 舌 を 出した の陣 子に^る のが こちらへ も 見えた。 

『  』 お 鈴 は S 分で それ を 見て、 水 を 打 たれた 樣に ひやり と 恥 かしみ を 感じ、 それと 同時に、 ま 

た C 分の 住み 惯れた 家が も 早 や 自分の 家で ない 樣に思 はれた。 

n【 四十 三 igO I. ^ 
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ひや ラ 

-;^ 峰 は 自分の 結婚 問 ai を 解決す る爲め • その 兄 (お 君の 父) を 夕 張 炭 山に 一せ づれ た。 

この 兄の 全盛時代に は、 氷 峰 も そこに 厄介に なり、 中舉を やって ゐ たので、 ちいさい お 君と ハ に大サ 3 

そん ナ  一  H う ふ 

の 家族と して 人々 からな かく 尊敬され たもの だ。 兄 夫婦に は、 この 少女と 少年と を 初めから 夫婦に 

しょうと い ふ氣 があった の だら う 。氷 峰 を 19； としてで なく、 殆んど わが 子 も同樣 に 養って ゐ たの だ。 そ 

して、 氷 峰に、 舉 R の ほかの 小 使 ひ 錢を與 へる. にしても、 渠が舉 生に 不相應 な 立派な 洋服の ほくしから 


タ く.？ ：ク 


舉 友にば らばら と 銀 K を、 重い から 邪魔 だと 云って、 ふり 馓 いて やった ほど、 充分に 與 へて あった。 

れ やう  あ 人 t  くめ. i  - 

その 時代に、 氷 峰が 北海道に 於け る 中流 以上の 令 ls、 令夫人な どの 晤黑面 を 知り 得た の は、 12 がそ 

C まレ it く  やう 

んな 時代の 少年に あり 勝な 小 £^ 瘤れ た 不身持ちな どからで はなく、 却って 年の 割に 情 を 解し なかった 

からで ある。 渠が 

『無情 漢！』 『唐變 木！』 『石部金吉！』 

などと、 からか はれて 怒り 出す の を 面白が リ、 若い 夫人 連 や 年頃の 跳ね 過ぎた 令！ Bf どもが、 わざと 


渠 9 ゥじ ME^ のこと や 浮れ 話な どを爲 し、 のま だ 起らない 情 を 起して やらう とした。 ^^だしぃのは、 

渠の窒 に 忍び込み、 18^をぉもちゃにするっもりで、 女の 方が 重 火な 失收を じた こと も ある。 

さう いふ 婦人 述は、 今では， 1^ の 兄の 失敗と は反對 に、 いづれ も S ぶの 家に 方づ いて ゐて • 地方の 

愛國 婦人^の 役員 やら、 IsmE 腐った 奥さんに なって 澄まして ゐる。 が、 氷條 に^へば、 あたまが あ 

がらない ばかりで はない。 蕖は、 Is^ 等の 澄まして ゐ るの を 兒 きすろ 庞5- に， 社， S ばの 晤 3^ 面 を^ ふこ 

とが あるの だ。 

1^ の 兄、 島 田 多 助と 云 ふの は 非 is に 豪放な で • 今； を貯 へて S くと いふ ほな けちな 考 へがなかった 

ので、 i か t ば 諸 かる だけ 使 つてし まった。 或 時な ど は、 わざく 札 K へ m て來て • 札^ 屮 のん.^ 女 

をす ベ て 一 と晚中 E 只 ひ 切り * 山の 人々 並びに その 關係者 等 を i 手に 遊ばせた こと も ある。 然し， 今で 

-. ただ 小い 炭鑛に 顧問と して 展 はれ、 僅かに 一家 を 維持して ゐる。 

フて の 兄に 氷 峰が 和該を 持ち かける と、 兄 は 不斷に も 似す 嚴肅な 度で , 

『どれ を貨 ひたいと 云 ふの ぢゃ』 と聽 く。 

『どれと 云 ふて、 きまって をる から』 と • こちら は 云 ひよ どむ。 

『おれ C 方で は m 射って をる ぞ。』 どこから は斯ラ 云って 來てゐ る、 かしこから は ああ 云って よこした 

と、 氷 峰 自身 もま だ 知らなかった ことまで 話す。 

氷 峰の 片  ニニ 玉 


氾鳴 ^ニ卷  一三 六 

その 数々 の 中には *  二三 年來 待って ねる とい ふ 十 勝の 女の も ある。 臨月の 女の も ある。 若 杉^ 子の 

問 ひ 合せ も ある。 また、 仲人 氣 取りで 申し込んで 來てゐ るの も 二三 口 ある。 

『色男 ァ仕 やうがない、 なァ』 と， 兄から 半ば 詰贲 らしく 云 はれ、 

『は、 は ッ！』 こちら は 笑って • 兩手を あたまへ 持って行かざる を 得なかった。 

『然し、 1 さんが 知って をる il ぢ やが、 この晟近のがー 番^^r!《ぉだとWMから』 と * 氷， は" は "5- 口お 鈴の 

せつめい - , 

こと を  一 1^ 詳しく 說明 する。 

『ふん • ふん』 と 云 ひながら、 兄 もお となし く聽 いて はゐ たが、 こちらの 言葉が 切れる と、 『然し • ま 

ァ、 も ッと考 へて见 たらよ からう。』 

るが 一向 乘り氣 にならない ので、 氷 峰 も實は 閉口して しまった。 そして、 それ 以上に 反抗的な 汄心 

しょうだく 

も兑 せかね た。 とい ふの は、 兄の これまでの 世話 を ありがたく 思っての ことよりも， 兄の 承諾 を 得な 

ければ、 今のところ、 結婚 費が 出ない の だ。 

一 大雜誌 I 而も 今賣り 込み 文ての だ I の主錄 として は、 犬 猫 を 貰 ふ樣に こそこそ とその 式 をし 

てし まう こと は 出来ない。 そして、 また、 兄がぃょく^^諾すればとても、札幌中 I 大きく 云へば、 

北海道 中 —— の 注意 を 引く だけの こと はしなければ 承知 出来まい。 


, う < わい 

自分 は 豐平館 か、 伊藤 公のと まった 幾代亭 で， ^遊 ぐら ゐ はしょう と 思 ふ。 然ら ざれば、 大黒 座 

かど こかで、 一 つ 突飛な 計 割 をして、 結婚 披露の 大演說 含で もやら うと 考 へて ゐる。 

何に しても • さきに 立つ 物は舍 だ。 そして、 今の 場合、 自分の 名義に なって ゐる 山の 家 を^り^ ば 

すより ほかに 道がない。 然し それ も 兄の 承諾がなければ 駄目な こと だ。 

『ま ァ、 もっと 時機 を 待って 實 行しょう』 と、 氷 峰 は 心で 斯う 云った。 そして、 お 鈴の こと は その ま 

ま 口 をつ ぐむ。 

『にィ さん』 と • そこへ お 君が 出て 來 かかった の を、 兄 は、 

『今 • お前の 來る ところ ぢ やない』 と 叱りつ けて、 立ち去ら しめた。 そして、 

『あのお 君 はどうす るつ もり ぢ や？』 

『さ ァ、 妹ぢ やから —— 』 氷 峰 は 幼少の 頃から 呼んで る この 言^ を栃 にして 兄の かほ 色 を 窺 ふ。 

永 峰 は 兄が さう 云 ふつ もりで 自分 をよ く 世話して 吳れ たの だとい ふこと を 知って ゐる C 叔父と 姪と 

き.？ し.？ 

の^がら でも、 昔の 歷史に は ある こと だ。 また 女 郞ゃ藝 者 を S 只 ふとしたら、 いつ、 どこで、 近 叙の も 

のに 接する かも 知れない と 云 はれた こと も おぼえて ゐる。 然し 資 際の 姪 11 而も 兄妹と して 親んで 來 

もんだい  はら 

たもの —— を 自分の いよくの 問題に はしたくない。 孕んで るら しいお 君の 切ない 心のう ち も、 これ 

までの ことに 面して、 思 ひやらない ので はない が、 どうしても、 それだけ は. 教 行出來 ない。 

氷 峰の 斷片  ニニ 七 
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お； f;; の 方に しても だ • 離れて ゐれば こそ、 S 日の 樣に色 らしい もの をよ こすが、 ISg に ゐる問 は 

どちらも わがまま 手に 刖々 な こと を 云って、 ^ど 全く 男に 對 する 女の 情ら しい^ は：： えない。 夕：^ 

に ゐた時 もさう だ。 十 勝に ゐた時 もさう だ。 最近、 礼 幌にゐ た 時 もさう だ。 

それに、 近親結婚は不具^|^ゃ無能カ^|ぉを廣すろ恐れがぁるとぃふ生现上の結菜などを考へると， ^ 

味も惡 い。 兩親 とても， 今では、 それく らゐ のこと は 分って ゐ るに 相違ない。 ただ、 子の g に 引か 

されて、 もとの 通りの 思 ひっき を まがりなりにも 押し？ M さう として ゐ るの だ。 

か. M<.s 

かう 忍 ふと、 早くお 君 を錄倉 かど こかの 親戚へ fir さけて、 よその に氣 を投 へる si^ にしなければ な 

ら ない 5r た。 

r 先づ この 問題 を-お-行 さす 様に しょう』 と S ひつく。 その n は、 然し、 何も云はす『考へ て！：^^..:ぅ」と 

ば^-り答へた。 

『ま ァ、 j と晚 とまって 行け』 と すすめられ たが、 然し， け ふと まって は、 それ こその ッ 引きなら ぬ 

i^n に 落ち入る かも 知れない と 忍った から， 雜 誌の 用が いそがし いに かこつけ • 氷 峰 は ゆ ふ 方の 汽単 

で：^:::^、？^ つて 來た。 

— ，明$£ 十 一 二 年) —— 


の 
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『田 村と 云 ふ 奴 は ああい ふ 性；^ だから * 氣 にしないでも いいよ』 と、 ISR は 自分の 妻 をな だめる やうに 

. ^れ  し ま ね 

云 ふ。 渠は ぼんやりと 茶の ii の は づれの 敷居の 上に 立って ゐる。 

『でも、 わたし は 何た か 好かない。』 お 綱 は 流し もとの 上で 何 か を 切りながら 立ち話 だ T あなた C 古い 

お 友達で、 手紙の 上で は 長く 知って をり ますから、 何も 惡く 取り扱 ふつ もりで は 御座いま せんが、 と 

て も 無遠慮な 人です、 ね。』 

『無遠慮 だけに、 正直な 男、 さ。』 

『正腹 は 正直で よう 御座いま すが、 あんなに つけく 云 はれる と、 いやにな つてし まいます、 わ — 

こないだの 時 は， さう にも 思はなかった けれど。』 

しつ tts 

『そり ゃァ、 せん は、 き やつに 取って 大 希望と 大野 心と があった からま だし も だが、 失敗して 來 たと 

すり ゃァ、 多少 氣が氣 でなら ない ところ も あらう。 .a れ かぶれに なって る 點も兑 える。』 

『氣の 毒 は氣の です、 ね。』  . 


の， >  き  f-.^ ぶし  さ "くん 

『ああ 吞氣 にか まへ て ゐる樣 だが、 心で は隨 分つ らい ことがあらうよ。 細？ 1;^ を 嫌 ふの は、 自分よりも 

年寄りで あるから だが、 それ は 今 何ともし やうがない。 ょく慰めて、 朿京へ^！してゃるがぃぃ、 さ。』 

『い つまで うちに ゐる氣 でしよう？』 

『ま ァ、 暫 らく は默 つて、 勝手に さして く、 さ。 まだよ く n いて：： なけり ゃァ 分らない が、 どうせ 

失敗の 取り返し はっく まいから * 歸 るより 仕 かたがな からう。』 

『小 梅の 鰊 取りな ど當 てに して ゐる 様で は、 田村さんもまだ^5^^チには惯れてません、 ね。』 

『さう お前の 云ふ樣 でもない か 知れん 11 ぼッ かりと * うまくぶ つからない とも 限らない。』 

『さう、 うまい ことがあります もの か？』 

『もッ とも、 事業に 就いては』 と、 渠は 自分の 妻の 里が 木材で 失收 した こと を ひ 出して、 『お前の 方 

が 確かによ く 知って る だら うが —— まァ、 「窮鳥 ふところに 入る」 だ、 よくもて 爲 して さ。』 

くわんだ  >  そ う 

かう 寛大に 表面で は 云った ものの • これ は 姿 をして 十：！ い 友人に 粗相 させまい と ふからで， 贝も 0 

分 自身で は 一 と 方なら す 心配が 出來 たので ある。 そして、 一 人ぐ らゐの 飛び込み 客が ある^め •  B 分 

* や <\ ぐう  3 

の 家の 生活 問題 を 心配し なければ ならない 様な 境遇が 悄 けなくなる 

『田 村 君の 云 ふ 通り、 敎師 ほどつ まらない もの はない』 と考 へる。 以"：1の^3に、 ^り^で、 二 一 一 li^ お 

勇の 家" お  二三 一 
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に 方々 の舉 校へ 飛び歩いて ゐた時 は、 まだし も か はった 風 や 人情 風俗に 接すろ だけ^し み もあった 

ほう 4o ふ 

が， ここで 家 を 持って から は • 七年も八年も同じ舉校で同じ敎科*^=ゃ作文を教へ、 停 給 も 亦 巧と 同じ 

度に とどまって ゐ ろ。 

もと Q 分に 敎 はった 生徒が 大學 生に なり、 舉士 になり * 高 ゆ H はに なって、 た > (- 自^ さう にこの 

B 分のと ころへ やって 來て、 『先生、 先生』 と 云 ふの を聽 くと • 何だか B 分が 意久 地な し • 無お カ^と 

あざけられる 様な 氣 がする。 11 目 分 はま だ 自分の 敎 へた 生徒が B 分よりも えらくな るの を んで^ 

，ゥ ろく  »  »  >  、  D 

てゐる ほど * 耄碌 はして ゐな いと 3.^ ふからで ある 

敎 へた 生徒で さへ さう だもの、 自分の 友人 や 同窓に して、 他の 職業に 就いた もの は、 少く ともつ.^ +人 

なら 大佐- {に^.ぐなら^務宫、 會 社なら 取り締り、 .li 人なら 拾 萬 以上の 身代に なって ねる もの 力 ある- 

その上、 渠； t に は *  {in 分の 様な 親な し、 親類な しと は 遠って。 いろんな あと 押し や 手づる もつ いてね 

る。 りで ぎぎって ゐる ものが あっても • 親の 財産 や 家柄 を 相 a して ゐる もの だ。 タ. 

ふんば ク 

歡 i 寸 のうち * 自分が S 村と 共有して ゐる 友人 も あるが" m 村 も 自分 も * 今から 如何に 奮發 してんた 

ところで • 藥 等と 同じ 地位に は のぼれまい。 田村がそんな方面とは^^った^巾な文^-で名を出したの 

は、 £ 水に 取って は.^ む を^ない Mli だし * また 鎮等 に對 する 反抗と して • "取 も 面白い と カは考 へた こ 

とも ある 0  - 


田 村が 世人の 所謂お に乘 り、 家庭の こと を i 却して- 女 を W らへ たり， また 突飛な ai^. に 手 を 

出す こと を 初めて 聽 いた 畔は、 その 人物の i つたの を M いただ 0 分の 顔 花に して • "お 調な 生お 

を やって ゐ るのに 比べて 见 ると、 餘 ほど 渠の 方が 自 .£ で、 愉快 だら うと、 はまた 考へ 加へ た。 

1 二 ヶ月 以前に、 田 村に CI 分の つまらない きか^/を 語り •  m 村貌 雄なる ものが^の 心に 新たに 刻み 込ま 

れ てから は、 巧 力 は 一 S 雄 を うらやましくて 溜らなかった の だ。 

自分 も義 雄の あとに ついて 何 か 1 つやって a たい。 樺 太へ 行って、 いやな 敎師 でも 出來る ものたら 

それ をしながら、 何 かいい 仕事に 移って 行きたい。 と、 かう 打ち明けた 時， 希 S ばに 満ち 滿 ちて ねた IS 

『ベ 「少し：^ i して ゐ入』 へ、 僕に も考 へが あるから』 と 云って、 先づ i^i-i に 成功して から * 禅 太に 

はころ がって ゐても 人が 採らない と 云 ふ 侮 栗の 製造 やら、 荒 燕 地の^ 墾 やら， 收丧業 やら を もやろ つ 

もり だとい ふこと を 語った。 まだ Hii に は 逸 ひなかつ たが * こちらにはそれが繊^-ぃまた賴，^しぃ{殳 

和 心と して 受け取れた のであった。  えしつ 

義 雄が 1^:1^ からた より をよ こさない 11 實は、 1^ ポは 手紙 を 一 应出 したので あるが * 途中で 紛失した 

のか、 こ， r らへ屆 かなかった 1. 昍も、 鎮 の言楚 がう まく K 行され つつ あるか * どうかと、 口 ®Hg 

た 勤めて 歸 つて 來る银 に * この 爐ば たに 坐 わって 考 へたの だ。 

勇の 家庭 


泡 鳴 4s  ffii 卷  二三 四 

時々、 それ を 夢にまで 见 た。 

この 樂 しい 夢 は、 義 雄の 歸來 と共に p】 めて しまった。 そして、 G: 分 は 矢張り * 十 年 一 n の 如く、 こ 

の爐 ばた にこび り附 いた 人 M だとい ふこと を發 兄した。 

そして、 義 雄の 失敗 は 大きいだ け まだ 變 化が ある だら うが * IsiM:: 身の たださへ 寂しい 生^ は、 たま 

さび 

たまと もった 火が 直ぐ 消えて しまった 様に、 一 しほ 寂しい 氣 がした。 

そして、 渠は義 雄の 事業の 一 部分 を 引き受けて ゐ たかの 様に、 撤の屮 のこと は 思 ふま まに ならない 

ひく わ 

もの だと、 今更ら の 如く 腿 世 的な 悲^ を 感じて ゐる。 

そこへ、 がた くと， そとから 二人の 子供が 歸 つて 來た。 ふと 氣 がっくと、 0 分 はいつ もの 通り • 

窓に 向って、 爐ば たに 坐 わり • がん 首の まがって しまつた 短い 煙 で 煙草 を 吹かして ゐる。 

『煙 §：： を S 只ひ換 へようと しても、 それだけの ことにさ へ この 顷は 手が ま はらない 0』 こんな こと を考へ 

ながら も * 忙しい 事務の 問に 段々 樊 ひ おぼえた 煙草の 味 だけ は 忘れられな いの だ。 

『有 君の 近眼と 煙草と は 何か闕 係が ありさう だ ぜ。』 曾て 同 倚に ひやかされ たこと を 思 ひ 出す。 鷂に 

は、 近眼 的な 舉 動と 煙草 好きな ことが 非常に 人の 目に 立つ ので ある。 

「有 馬 君の 目に 近眼. の やにが くッ ついて ゐる とすれば、 喉に は 煙草の-一 コ チンが こびり ついて ゐ るお 


らう』 などと。 これは白分を何か冷評する言^^^でぁるとは思へたが、 CKC 身に 取って は， —— 

の 方 は、 それが 爲 めに 敎 {k1 全部 を 見渡す ことが 出來 す、 自然 下向き 勝ちに なり * うしろの^に ゐる生 

徒が わざと 踊 ひたり • 跳ねたり、 拳 を 打ったり する の を 知らなかった 故を以 つて、 敎師 として 不 行：^ 

しっせぎ  ザレ かく 

き だと、 校長に 叱責せられ た ことがあ るが、  < 並 みは づれて 刻み 堙れ十 を^む ことが、 一 つの g:;. ゆ 

として、 唯一 の 自慢と 誇りと になって ゐ る。 

け ふに 限って、 子供が 左右から 取りつ くの を 左 ほど 可愛い とも m や はない。 

『お 父ち やん』 と 云って、 房 子が 後ろから 兩 手で 口 かくし をしょう とする のを拂 ひのけた。 

『こら、 馬鹿野郎』 と 云って、 I 太 郞が手 を引ッ 張って、 ^へ 引き倒さ うとす るの を ふり 放した。 

『うるさい、 うるさい』 と、 やわらか にだが 叱りつ け、 iiis. を iK ひながら •  PB^ は だか I！ 我 雄の 歸りを 

待 たれる 樣な氣 がして ならない の だ o『e 村 はどうし たんだら う？』 や は 今 用 をし まって 據の火 を し 

に來 たお 綱に 聽 くと、 

『今に 歸られ ましょう』 と、 かの 女 も そこに 落ちついて、 うちわ を侦 ふ。 そして、 禅 太の 冬 fcm-5 ひ 浮 

ベた かして、 『冬に なれば、 あちら は 北海道よりも 塞いで しょう、 ね。』 

かの！^ に は、 冬と いふ ことが • この S の I* い 時に 思 ひ 出されても、 ぃゃでく^^^なぃゃラだ。 そ 

ヽキ i  i  S よ 卜 I 

して、 また、 勇 は、 その 妻に 冬の こと を 云 はれる と、 この僻地からかの女のび1^!み迎りカの，^=^-を^しさ 

勇の 家 二三 五 
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T9 うぐう 

せる こ とが 出来な い 遇 を いつも 忍 ひ 出し • 内分の 不 S. ゅ乂な さ を 心で 感ぜす に は ゐられ ない の だ。 

『入 M が 住んで るら れ るの だから、 寒いた ッて 知れ てら ァ* ね』 と •  はま ぎら かしに 答へ 、『若し W 

村 I；；； が 成功して、 おれ も その 方へ 行く ことにな つたと すり ゃァ、 お前 はどうす るつ もりであった？』 

『おかね だけ 送って 貰って』 ，vr お 綱 はこ ちら を 見て 微笑しながら、 『わたし は 子供と ； に 束 一 ，ん の 兄 

さんのと ころへ 行きます、 わ。』  . 

ri! 手な こと をい ゃァ がる oj 勇 も 笑って、 『別に おれが 女 を ら へたら どうす る？』 

『かま ひません とも —— 子供 を 育てる だけのお かねさへ あれば。』 かう お 綱 は 云つ て、 主人が 束 京へ 轉 

ゥ つぶん 

任出來 ない 日 の を 多少 漏らし たと 云 ふやうな 様子 をす る。 

ふ じん ろん 

『それ だから、 田 村の 婦人 論が 初 まる やうになる の だ。 そんな 考 へで 以 つて、 3 驮 に 亭主 を 愛して ゐ 

ると ァ 一. ム へまい。』 

. かぶ 

『田 村さん のお 株 を 取った のです か？』 

『は、 は』 と、 6^?自分の妻の笑ひにっり込まれた。  . 

— (叨^ 四十 三年 D 1 


鹿 

と 
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た きち 

『おかみさん、 大變 だァ』 と、 或 ゆ ふかた 寢 ぼけた 聲で、 馬鹿の 太吉が 牛舍の 方から やって 來て、 庭 

の緣 さきから、 主人の 細君お 末の 寢 間に 向いて、 っッ 立った まま 云 ふ。 『あれが 七 人前ん』 つてし まつ 

た。』 

けん どん 

『あれと は 何、 さ？』 お 末は慳 貪な 聲で 障子 越に 云 ふ。 

i つまる 

『松 丸が よ。』 

『松 丸が どうしたと 云 ふんだ？』 

『松 丸が 七 人前の 飯 を 喰って しまった。』 

なか 

『え ッ』 と、 お 末 は 飛び あがる 樣に身 を 半ば 起して、 『どうして、 また、 そんな こと を させた の だ、 お 

前が 附 いてた 蟒 に？』 

さ うぢ 

『おれ は 庭の 掃除して ィて 知らね いんだ けれど 11 』 聲が颜 へて ゐ るの は、 寒い からで ある。 


『では、 誰れ が It だ、 誰れ が 11 ひどい こと を させた もんだ 11 不經濟 も 亦 不經濟 な』 などと わめき 

I  しきし 

ながら、 かの 女 は 手早く 博 多の 細卷 きを 締め 直し、 襟つ きの 瀧 S 銘仙の、 ところどころに 布の ffi つ 

てゐ る寢卷 で、 庭下駄 をつ ッ かけて、 ゆるんだ 丸體 をが くく させながら、 ：^.^ の 方に 驅け m す。 

松 丸と はこの 數日來 懲戒 處 分に 會 つて、 自分の 檻にば かり 押し込められて ゐた 牝牛で、 而もお 名な 

ちょうかい 

女 嫌 ひで ある。 女を兑 ると。 目 を 怒らし、 角 を 水平に 揃へ て 飛び かかる のが 常 だ。 懲戒の^ 闪は、 お 

末が 鳥渡 油斷 して 居る 間に、 かの 女に 飛び かかった からだ。 梁 は 女主 人の 横ッ腹 をい やと 云 ふ ほど 突 

き、 かの 女が 仰向けに を かしく 倒れた 上 を、 餘 勢で、 踏み越えた。 そこ を观ひ 人の 一 人が 助けた ので、 

ぺっ でう  . 

いのちに は別條 なかった からい いものの、 かの 女 は 目が 舞 ふ ほど 痛かった のと、 ひ 人 どもが c 分の 

舅れ たの を眞 正面から 見て、 いい 氣味 だと 云 はない ばかりに、 さん- に孅し 立てた のとに 業， S を 立 

ノノ  しゅお AO 

て、 どいつ も、 こいつ も 主 思 ひで はない とぶ りく 怒りながら、 この 數日を 床の 屮に 1* して た。 

歩く と、 まだ、 かの 女の 帶の 下が 痛む。 

『あの 畜生！ 重ね.^ やうがない こと をし ゃァ がる』 と 叫びながら も、 突かれてから は g:^ 味 く 

なった 板 園 ひの 牛舍の 中へ は、 獨り では 這 入れない。 

あかう し 

太吉を さきに 立てて、 こわごわ のぞいて 見る と、 その 大きな 赤 牛が、 おのれのと 決って ゐ ると ッっ 

きの、 第 I 號の檻 を 出て、 八つ 目 の 檻まで 進んで 行って ゐる。 如何にもと 思って、 這 入って 行き、 ぶ 

馬鹿 ミ 女  二 三 九 
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んと 物の 蒸せた に ほひの する 中 を各號 づっ嚴 丈な 板で 仕切って ある 檻の i 通り を 進んで 見る と、 牛 は 

第八號 檻の 前に ある 飼 ひ 葉 桶の 飼 ひ 葉 を 半ば 喰って、 跡 は 喰 ひ 切れ なくなつ たの だら う、 首 を その 桶 

にかけ たま ま、 うつ 伏しに なって、 うんく 云って ゐる。 

腹 は 張り切れ さう に 大きい。 

『なる 程、 大歡 だ。』 お 末 も かう 考 へたが、 雇 ひ 人 ども をす ベて 憎い と 思 ふ 心の 矢 さきが この 牛ば かり 

に 向いて 居る 場合で あるから、 『ざま ァ 見や がれ、 この 畜生』 と、 牛の 後に 立って、 にく/ \ しさう に 

云 ふ。 

『くす く』 と 笑った ものが あるので、 振り向く と、 いつのまにか、 小ぎ I の小价 がお 末の 後ろに 來 

て、 祭 さう に 身 を ちぢめて ゐる。 實は、 この 小佾 のい たづら で出來 たこと だ。 渠も 赤、 他の 屈 ひ 人 等 

と共に、 おかみさん を 馬鹿にして ゐる ところから、 太吉が 各號の 檻の 前に 飼 ひ 11^ りの 桶 を 一つ I つ 

m はいて 行った 跡で、 まだ 牧場の 牛 どもが 歸 つて 來 ない の を 幸 ひと、 こッ そり、 松 丸の 濫の 横木 をはづ 

かれ  たま 

して S いた。 その 結 架が 渠の 思った 通りに なった ので、 面白く ッて 溜らない ので ある。 

『何が を かしい、 留吉 ！』 寢卷き姿でこれも^^！！を縮こませたぉ末になじられても、 それに は 答へ ない 

で、 

ちくしゃ- O 

『ざま ァ兑ゃ がれ、 こん 寄生』 と、 かの 女の 口！ B 似 をして 笑 ふ。 


『ふ、 ふッ』 と、 かの 女 は 吹き出し たが、 また K 而 口にな つて、 『笑 ひごと ぢゃァ ない — ほかの 牛が 

這 入って 來て も、 飼 ひ Is が 足りな いぢ やない か？』  • 

『また 太 吉に煑 させれば いい、 さ。』 

『利いた 風な こと をお 云 ひで ない』 と、 切吉 を^み つけ、 松 丸の 前方へ まわる。 

牛 は i. きつ づけて ゐ るが、 お 末が 正面に 來 たの を 兒て、 & へる やうに、 その 大きな：：： を兑 る。 こ 

の 塞い のに、 その 目ば かりで はない、 からだ 屮に 汗が にじみ 出て ゐる。 

『聘 IS に 苦し さう だ 11 早 くう ちの を 呼んで 來 てお eK れ、 また 木 村さんで^ を 打って るの だら 

うから —— あの人 も、 券. ばかり 夢 巾に なって るから、 こんな ことが 起る！』 

『四の、 五の 云った ッて、 もう、 駄目、 さ。』 贺吉は 獨り言 の やうに 云って、 それから、 小^りし なが 

ら 出かけた。 

すがた  き 

『馬鹿にして ィる、 ね！』 お 末 は 留吉の 後ろ姿 を じろ りと 兒て、 何だか また； S がいら くして 來た。 

ぼんやり 立ち 疎んで ゐ る太吉 に、 叱りつ ける やうに、 飼 ひ 葉の 资^ し を 命じ、 『わたし は、 もう、 何も 

知らない、 知らない！ この 上に、 風で も 引いたら、 なほ 更ら ら ない』 と 云 ひながら、 住 ひの 方に 

いで 行った。  . 
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野 口 牧場の 主人、 健 作 は、 招吉の 注進が 餘り 無造作な ので、 大した ことが 起った とも^ はす、 n.^ 

、 ■. リ  や  ぼく ぢ 4. う 

から ？.^ 傲 をから かひながら、 四 斗 樽の やうな からだ を ぶらぶら わが 家の 方に 向 ひ， 自分の 牧 S ぬ 

を 取り 園む 櫟の 並み木の 枝が から ッ 風に 動いて ゐ るの を 仰ぎ 兑て、 

『もう、 すッ かり、 手前の あたまの やうに、 坊主に なって しまった、 なァ』 と 云 ふ。 

『おれの ァ 五分刈り だ ァ。』 

『五分刈り だッ て、 手前の ァ 坊主 も 同様 だ。』 

く  ざ 

『ぢ ゃァ、 旦那 も あの 櫟と 同じ かい？』 

『この 野郎！』 微笑して、 小！^のぁたまを 一 っ輕 く哈ら はす。 

『う、 う ー ん』 と 云 ふ St が聽 える。 

『あり や ァ松丸 か！』 

『さう です。』 

ちくしゃう 

『全 體、 どんなにして ィ るんだ い、 S 生』 と、 初めて 足 を 速める。 

げ  しき  1。  、  9 

牧場から は、 ゆ ふ餉を 催促す る 牛 どもの 聲が、 頻りに、 『もう、 もう』 と聽 えて ゐ る- 

『野 口 牛乳 掉 取 所』 とい ふ 板が かかって ゐる門 を 這 入る と、 ふすま や、 芋糟 や、 あ づき 糟ゃ、 牛 そ 

わ 物 や Q 入り まじった に ほひが iSi を 突く。 そのに ほひ を^ぐ と、 他 作 は CI 分の 作りつつ ある 身代 を^ 


も 明 了に 思 ひ 浮べる ので ある。 

ノ/. .5£*  ¥ぅ1 や 

见に 角、 その 身 化の 四 ほ 何十 回 をい：： 領 する 牛に 關し たこと であるから、 ^^1に足が先づ午舍に！15ばれ 

て、 やや 雜晴 くな つて さし 人る 光線の 中に、 赤い 毛色 を兑 とめる と、 

こ あ 

『こら、 松 丸！』 と、 St を かけて その そばに つかく と 近づいた。 

『う、 う 丄！』 

ぐる 

『苦しい か？』 

『う、 う ー ん！』 

『丸で、 產を する 時の やう だ、 なァ』 と、 顿吉と 入れ 代って、 ^ 1 號の濫まで跡戻りする。 飼ひ#^术# 

はからに なって ゐる 上に、 横木が は づれて 下に 落ちて ゐる。 一 號の柄 もからで ある。 ^三號 の も、 

はんぶん /  > 

. 第 四號の も、 さう である。 第五 號、 六號、 七號と 行って、 ^八 號： ：！ が 僮 かに その 半分 を殘 して ゐる 

『これ ぢゃ ア^ら 無い や 1—— こら、 松 丸、 苦しい か？』 と、 牛の 前の 方に まわって 行って、 不，： n.^ さ 

うに、 また 無作法に しゃがむ。 じッと 主人 を ：：^ つめる 大きな：： z と：； z との 問 あたりから ss^ すぢを 撫でお 

ろして やりながら、 『可愛 さう に、 なァ —— しッ かりして ィろ、 しッ かり —— ええ、 大丈夫 だから、 し 

ッ かりして ィろ！ 今、 醫者を 呼んで やら ァ ね。』 

『う、 う 1 'ん — う、 う 1 ん — 』 

馬鹿 >j 女  二 Sill 


泡 鳴 八 i 第二 卷  _にに 

このまま にし 5 いて は、 他の！？ せど もの か".^.. の is になる からと、 他 作 は f  ロに乎符は せて、 ^ 

渡で も 動く のさへ 苦しむ お ほきな 動物 を引ッ 張って、 もとの 襤に 入れる。 

首の 方から 無理に 引き入れられた 松 丸 は、 主人が 濫の そとへ 引ッ 返す の を 引と める かの 様に、 おも 

い 前足 を 敷いた すれ i に引ッ かけながら、 今度 は、 自分で 0 分のから だ を 向き かへ、 ばッ た.， ノ また 

うつ 伏しに なり、 g かれた 横木の 下から 首 だけ を 出し、 主人の 顔を兑 つめながら、 同じ 呻き をつ づける。 

『ザ i さう に、 なァ』 と、 健 作 も 直ぐに は 立ち去り かねて、 び しゃがんで その ^4 筋 を 撫でて やりな 

がら、 『野郎』 と 大きな 聲でカ づけ、 『しッ かりして ィろ！ しッ かりし ろよ！ 心配す る こと ァ 無い ぞ！ 

今、 直き、 醫者を I- んで やら ァ。 11 10. 早く gill を 呼んで 來ぃ 11 可愛 さう に II どいつが 惡ぃ 

ん だ？』 

『おら ァ 知らん。』 留吉は 主人の 額 をぎ けて & け 出した が、 聽 えよ がしに 『あの 馬鹿に 決って る、 さ。』 

0 ろ  ？ 

『太吉 かい？ あの 馬鹿野郎！』 かう、 健 作 は 呪って 立ち あがった。 

ミ 

tto  けっさう 

『馬鹿 ァゐ るか —— あの 馬鹿め！』 かう、 おめきながら 住宅の 玄關 の庾土 へ 這 入った 健 作の 血相 W 

變 つて ゐた。 


『太吉 より は、 あなたの 1^ が 馬鹿げ てゐ ます』 と云ふ^5:立った&が、 土^ を あがつ た^ぐの から *. 

免る。 

『ま./」 始まった、 よせよ。』^ に やわらかな IS に 改めて、 その 室の 障子 を 開ける。 

『あなたが^ などに』 と、 お 末 はわ ざと 枕に ついた まま、 色の 白い 而 長の 额を 正面に 向けて、 『夢 屮に 

ふ まつ  た 

なって、 遊んで ばかり ゐ るから、 うちで は 不吉な こと， が 絶え やしない！』 

『ま ァ、 さう 云 ふなよ。』 健 作 は 肥った 圓ぃ顔 をに こく させて、 お 末の 枕 もとに どし りと 座る。 

『雜に 夢中に なると、 一週 Si でも、 十日で も、 うち を 明けて ゐ る！』 

『そんな こと は 滅多にない、 さ。』 

『1 ゲに はない と 云ゥて も、 あった 時に、 現在、 お 職の ゲ リン ジが肥 桶に サ 4 ちて、 お ほ 騒ぎ をな どし 

た ぢゃァ 御座いません か？』 

『  』 

さま  うった 

『ゲ リン ジの& ぎが 濟 むと、 取り次ぎの 長 谷川が 不拂 ひで、 六十 M の訴 へになる。』 

『  』 

『それが まだ 方 づき もしない のに、 また 松 丸が わたしの 横ッ胶 など を 突く し I. 』 

『  』 

馬鹿 ミ女  ご 
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『この頃の やうに、 不吉が つづく こと はない。』 

みな め P 

『それ は 皆お 前の 心がけが 惡 いからよ。』 

『わたしが どう 惡 いのです』 と、 目 を 据える。 

組 很は縱 かしの 笑が ほ をつ づけて、 

『第一、 ゲ リン ジの 時で も、 あので けい 生き物が 一 生 懸命に もがいて るの を、 肥 柄から 引き あげて^ 

れた 骨折り は.^ 船な こッ ちゃ 無い 11 募 持ちが ならなかった だけで も、 ちッ とァ、 助けに 來 て".. 犬れ た 

若い 衆 を 思 ひやっても いいんだ。 伊丹 一 槔も拔 いていい ところ を、 お前 は德利 一本 も 出さね いで、 た 

つた 砂赌 一 一斤で 濟ま しゃ ァ がった。』 

『あなたの やうに お ほきな 腹で ゐて も、 身代 は出來 ません から、 ね。』 

『長 谷川の 一 坪で もさう だ —— 默 つて ほう ッ とき ゃァ、 六十 回が 四十 圆 でも 向 ふから おとなしく 持つ 

そし やう 

て 来ら ァ。 それ をお 前が 餘り せっくから、 おこって しまったんだ。 訴訟に 勝った ッ て。^ 川 を 引け ァ、 

おれ 達の 手に 這 入る のァ何 ほど も あり やしね い。』 

『あんないけ 好かない 奴 は、 訴 へて。 牢に 入れて やる 方が いい。』 

をん なぎら 

『女と 云 ふ奴ァ すべてけ ちな もんだ。 あの 松 丸が 女 嫌 ひなの ァ 尤も、 さ。』 

赤 牛の 呻き 聲 がして ゐる。 


『あんな 1 牛 は 早くく たばって しまう がいい！ うん、 うん 云って、 呻って ゃァ がる！ 

『馬鹿 云 ふな、 あれが 死んだら 五百阅 足らす の损 だ。』 

『五 百 圓が 六百圓 でも、 わたし はよう 御座いま^  ^いから、 その 障子 を 締めて 行って 下さい！』 

かう 云って、 お 末 は 枕-の 上の 額 を 反對の 方に 向けて しまう。 その 横が ほ を 兌て、. 62 作 はも ッと 太って 

吳れれ ばいい のにと m 心 ふ。 

渠は 腰の 煙草入れ をはづ し、 椰子 Q 資 から 煙 ゆ を 一 つまみ、 太い 銀 煙管に つぎ かける ところで あつ 

たが、 妻の 命令 通り、 立って 障子 を 締める。 それから、 また、 もとの 座に 返る。 そして、 .5 く！^ rJH で 

煙 を 吐いて ゐる。 

『あなた は』 と、 お 末 は そッ方 を，！ 2 いたままで、 『牛 ゃ錄の 方が 大切な ので、 わたしの ことな どち ッと 

も 思って 吳れな いんで しょうよ —— 御肛 介なら 里 へ 引取ります。』 

『はッ は』 と、 ® 作 は 正 } 吐な 笑 ひ聲を 出して、 『また、 里 はよ して K ひてい —— 』 

お 末 は、 自分の 里が 醫者 であるの を、 さう 立^な 醫者 でもない のに、 ss^ にかけ てゐ る。 © ひ 人 等 は 

それ を聽 くたん びに、 心で あざ笑 ひ、 さう 立派な お 里なら、 もッ といい ところへ 嫁に 行けた だら うに 

と、 いつ も 一， き H を 云 つ て ゐ る。『高が牛一:;^1;ぢ ゃァ ねい か』、 『それが へ ッぽで ^より ゃァ まし だァ、 ね』 

などと、 玲 ^ ひ 人 どもが 云って ゐる ところ を、 健 作 も 逝り きした ことがあ るが、 梁 は それ を 川カ だけて 
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大して 氣 にも かけない。 

『お i の 里と は、 かが 逮 ふが、 それに も 負けね いやう に 牛舍を 氆て增 したり、 今度 はこの 住宅の 改 

築 をしょう と 思って る ぢゃァ ねい か？ こんな 蘭葺き 小屋 ぢゃ ァ、 赏際、 おれ も 勢が ねいから、 なァ。 

それに、 お前の が S 通りに、 おれの 兄が 請負師で あるの を 幸 ひ、 村 木 はお ほかた 無代で、 兄の 齊請場 

から 寄せ 桀 めて ゐるぢ ゃァ ねい か？ 兄と 申し 合せて、 丸で 泥棒 をして 來 るんだ。』 

ひとき  I 

『およしなさい、 人聽 きが 惡ぃ』 と、 お 末 はこ ちら を 向く 

『これ も 皆お 前の 爲 めだ 11 おれの 身代 は、 つまり、 ぉ前の.^^代だから、 なァ —— ただ子 供が ねいの 

が g る。 —— おい、 お 末、 早く 子供 を ひとり 産めよ、 子供 を —— ゲ リン ジの 産んだ 小樱ょ nv ゃァ いい 

子供 を產 めよ。』 

ぉ末は氣が^^って、 所 天に 微笑の 目 を 向けて ゐ たが、 『わたし、 牝牛 ぢゃァ ない、 わに 

『だから』 と、 健 作 も 笑 ひながら、 『牝牛より ゃァ いい 子供 を 産めと 云 ふんだ。』 

健 作 は 松 丸の f. き 聲に耳 を 傾けて ゐる。  ♦ 

f あれ も 仕 やうがない こと をした、 わ、 ね 11 ばちが 當 つたんだ •』 

r 今、 醫 者が やって 來る、 心配す るまで もね いや 11 太吉 のせいだ と 云 ふぢ ゃァ ねい か？ J 

r  J 


『太士 2 の？』 

『  』 

『ええ？』 . 

『  』 

お 末 ま、 いいおへ を 得た と、 心で 喜んだ。 と 云 ふの は、 今ハゃ 五十： A 才 の太亩 が、 二三 ギ 前まで、 ま 

だ や 乳配 達の 出來た 時、 i は 毎月 i ける 金 を、 使 ひ^がな いので、 主人に 预 けて ゐた。 そして 鹿の 

上に 一 &3 のから 馬鹿にな つて 牛乳の 配達 を 遠 ひだらけ にす るば かりで なく、 家の 川 ie:^ も 碌に 出来な 

に .KJ510 ぢ  ぎう しゃ 

くな つてから も、 これまで 長く 働いて ゐ たのに 而 じて、 庭 除 やや 舍の 下働き を 許され、 多少の： Si 金 

を K つて、 矢張り、 それ を 主人に IS けて ゐた。 IS と共に 同 (奴に 勤めて、 炊雍 がかり を 受け持って ゐた 

g の 母が — 昨ギぉ 末が 八百屋の 帳面 づらを 胡麻 化した の を 指摘した 爲め 11 お 末と 銜 突し て^をれ 

っヒ きも、 健 作の 取り 爲 しで、 太吉 だけ は、 どうせ、 どこへ 行って も^な 役に立つ まいから、 これ ま 

で 通り ここで 世話して M ふこと になった。 その & けと 給金と がつ もり- £ つて、 — たまに は、 その 母 

が 他の 息子 や 孫の に 使った が 11 今 は、 かれこれ 三十 五六 则 になる。 お 末 は、 それ を 本人に^ら 

ないで、 何とかして、 自分の ものにし たいと 思って ゐた ところ だ。 

『さう に逮 ひない、 わ』 と、 お 末 は 半身 を 街の 上に 起し、 所： 人の 韶を兑 ながら、 兩乎でぉ^？きの襟を 
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正す。 

ナん まく  し ズ ベい 

『あんな 馬鹿 は』 と、 健 作 は 初めの 植ー に 返って、 『また どんな こと を 仕出かす か 心配 だ、 ぐ 追 ひ 川 

すより 仕 かたが 無い！』 

『それにしても』 と、 お 末 は 案の定な のにい そくして、 『あの 預 つた 分 だけ は 波して やらに ゃァ、 ね 

え —— 』 

『忌々 しい、 なァ —— 』 と 云 ひながら も、 やの t. きに 氣が 取られる。 

『けれど、 人情 だ、 わ —— n 十く 三十 六 II 出して 下さい。 太古の 方 はわた しが 引き受けます。』 

ill が來 たので、 作 は それ を つれて 牛舍へ 行った 跡で、 お 末 は所吉 をして 太士 呼んで 來 させた。 

太吉は 先刻から、 女主 人の 命令 通り、 松 丸の i はって しまった 分 だけの 飼 ひ 葉の し を 三 石 六 斗 入 

ぼくさくない 

りの 釜でして、 改めて 第二 號 から 第 八號の 桶を滿 たし、 吉 と共に、 牧柵內 の 牛 をす ベて それ-^ の 

檻に 追 ひ 込んだ ところであった。 

？ 9  力れ 

『おかみさん、. 何 だァ』 と、 牛 追 ひ i; の よごれた の を 持って 土 へやって 來 ると、 お 末 は 左の 乎に IS 

に 渡す 金 を 持ち、 障子の 中から 出て、 黑 光りの する 椽が はの 端まで 來て、 立て膝 をしながら、 


『氣の 毒 だが、 ねえ、 お前 はけ ふ 限り 旦那から お 暇が 出た よ"』 

『さう か』 と、 渠も獻 がに 思って、 女主 人の 額を兑 たが、 別に 何の 爲 めだと 云 ふこと を 問ひ釓 す； S も 

ない。 ただ ぼんやりつ ッ 立った まま、 『わしお 暇 K つたの か？』 

だんな 

『さう です、 氣の毒 だが、 旦那から お 暇が 出た の だ、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 仕 かたがね い、 な ァ？』 

ご ナ ん  ほ あ 

『氣の 毒 だが、 ねえ 11 まァ、 晚の 御飯で も 喰べ てから、 婆やの 方へ ぉ歸 り。』 

『ぢ ゃァ、 さう すべい —— お 母 も 人のう ちに 奉公して ィ るの だが、 な ァ。』 

『それで、 これ はお 前に 渡す 分 だから、 落さない やうに 持って お行きよ』 と、 手に した 札と 銀 W と を 

數 へないで そッ くり 手渡しに しょうと しかける。 太吉は S ぐ 手 を 出し かけた が、 棒 を 持って ゐ たので、 

先づ それ を 横の 方に 打ッ ちゃり、 兩手を 上向きに 廣 げて见 て、 初めて その よごれに 氣 付いた。 そして、 

その 手のひら を 自分の、 繩を帶 にして 結 はへ た 法被の 腹の あたりに こすり 付けた。 それから、 腰 を =^ 

みづ はな 

げて手 を 出し かけた が、 また 引ッ 込めて、 右と 左の 手の甲で、 かたみに 乎 n 十く 水ッ を拂 つた。 

ぉ末はじれッたさぅに、太吉の見すぼらしぃ姿と玄關の家根ぅらのすすけたのとを：=^^比べてゐたが、 

ほな  の 

水 ツ^ を拂 つたの をよ くくき たなら しいと 兑て その 額 をし がめ た。 で、 少し 延ばして ゐた手 を引ッ 

込めた。 と 同時に 自分の 勘定が 合って ゐ るか、 ゐ ないか を 今 一 度 調べて 兌る 氣 になり、 立て膝の まま， 
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横向きに なり、 立てた 右の i の 上で、 き i„ ルを 一 圓、 ニ圆、 三回、 十 錢銀货 を十錢 二十 錢、 三十 錢と数 

へ て 見た。 

『 一 ヶ月の 1ぉ* 三 園 三十 錢 —— これ だけ やれば 充分 だ。』 自分で G 分に しさう に 云って 向き K り、 

『さ ァ、 お受け取りよ』 と、 板の 問に 投げ出す やうに m はく。 

『ありがたう』 と 云って、 數へ もしないで、 太士 II は錯 しさう に それ をつ かみあげ、 二三 ハ牛 來川ゐ もし 

ない 腹が けの どんぶり へ 押し込む。 

『忘れ物 はない か』 と、 お 末 は 云って たい 氣 がした が、 默 つて 见 送って ゐる。 

太吉 は、 いそ/ \ 土 を 出て、 け ふが 最後の を 充分 せて si うと 考 へながら、 假り Si はの 

t ひ la 出し 場の 片隅 I ^12分の-^^ぬ翁置 11 へ 向 ふ。 その 股引きに、 お ほ 丸の^ 口 じる しの^ I 

で、 よ ぼくして 行く 後ろ姿 を 2- てゐ ると、 お 末に は、 け ふに^り、 渠が 特別に 拔 けて ゐ ると ころ 

が ある 機に 思 はれた。 

『あす は 三越へ 行って、 一 二十 五六 回の 帶を賈 はう』 と 思 ふと、 横ッ 股の i^- みな ど は どこへ か 行って し 

まった やう だ。 

g 射で 獸醫 やうち の ものが 騒いで ゐる らしい の も 構 はす、 あの 衣 物に どんな 带が 似合 ふか 知らと、 

そ 比 を m 筍から 出して a? たくな り、 雜】 ぃ蠆 どころ で 働いて ゐる 下女に 聲を かけて、 


『これ、 お 松、 ランプ を 早くつ けて お SK れ。』 

『1 つて 追 ひ 出された 太吉も 馬鹿なら、 ^ひ 過ぎた 松 丸 も 馬鹿 だ、 なァ』 と、 诏告が 主人の 〈成^ をし 

てなる そばで 云 ふの を聽 いて、 

『この! -mo』 あぐらをかいた 健 作 は、 猪口 を 口に 持って行 つたの をと めて、 わざとら しく 釣り ランプ 

の 光に i みつけ、 その 顔に は 笑 ひ を蔽ひ 切れないで、 『手前 も魏 詰りに なって 兌ろ！ 松 丸 どころ ぢゃ 

あるめい？』 

『まさか、 太吉 ぢゃァ ありま せんし —— 』 

『太 吉と云 ゃァ』 と、 お 末 は ilk が 四角な 食. の 上に S いた 猪口に 酌 をしながら、 『あいつ は、 何と 思 

つたの か、 晩の 御飯 を大相 #5 ベて 行った さう です よ。』 

『あいつ ァ不斷 からお ほ ひだ』 と、 健 作 は輕く あしら ふ。 

『そのお ほ 喰 ひが、 また』 と、 お 末 は 引き締めた 笑 ひを满 へて、 『お 松が ぴッ くらした ほどお ほ^ひで 

あつたので すよ。』 

『おれぐ らゐ は、 それでも 喰へ めいが —— 』 
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『あなた はいつ も 松 丸の やうです、 わ。』 

『E11 鹿ァ 云へ』 と、 健 作 は 妻の 笑 ひに 引き入れられる。 

『おら ァ や 松 丸の やうに ゃァ 1  犬ね え や』 と、 赏 S は 小 頸を倾 げたが、 心で は、 女主 人に 大食 (豕 

の 一 人に 数 へられる の を 避ける 中し わけ をした ので ある。 

『そり ゃァ i り i よ。』 健 作 は  一 口 飲んで、 笑 ひながら、 小^の 窮屈 さう に ちん まりと、 祭 どころ に界 

する 敷：.^" の 上に 坐 わった からだ を、 あたまから 膝ッ こまで も兑 あげ、 见 おろし、 『梅 千の やうな ョ如等 

とァ體 格が 遠つ てら ァ。』 

『へ、 へ、 へ』 と、 兩の § に 手 を 突いて、 切 吉が笑 ふの を、 お 末 はじろ りと 兑て、 

『何が を かしい のよ』 と 澄した 額で、 この 小^が 太吉の 出て 行く 時に 何 か 知曰觀 でも 付けて やり はしな 

かった か 知らと 考 へて 見る。 

『おい、 kti>s り *  ^人が どうして 居る か 见て來 い。』 

かう 主人に 云 はれて、 切士 n はお ほ 喰 ひで もない のにと 額を騰 らし、 

ぷん. 0 ま 

『おら ァ ii; 詰り ぢゃァ ねい。』 

『ふ、 ふん！』 主人 夫婦 は 顔 を兑合 はせ て 笑った。 

『さう か』 と、 健 作 は 然し 小 傲に あやまる やうな 口振りで、 『ま ァ、 见て來 て „4< れ。 J 


sin は 命令に 從ひ、 いやさう に そこ を 立って 行く。 牛舍の 方から は、 相 變らす 松 丸の 呻めき が^え 

る。 と 同時にお 松が 天井の ない 臺 どころ で 何 か 働いて ゐる のが 兑 える。 

『いくら 飮ん でも 醉 はねい や。』 

『ぢ ゃァ、 s ？』 お 末 は f かしげる。 議 がない ので、 擘に所 天の 茶 椀に f 管。 健 作 はま 

た默 つて それ を^ ひ 始める。 

がた くと、 切吉は 1^ び 込んで 來て、 土 問から かけあがった。 

『どうかし たか、 留吉』 と、 大きな i で 云って は簿を m はいて、 心配 さうな 様子 をす る。 

『なァ に』 と、 小僧 は 腿 を =§げ てもとの 敷居の 上に 平 氣で竹 を^し、 『うんく 云つ てら ァ。』 

『何 だ、 馬^!』 食. C 十の 上 を i り 叩いた。 そして、 『何 ごと か 松 丸に ぉッ初 まった かと 思った、 わ 

い』 と、 また 箸 を 持つ。 『あわて め！』 

お 末 は 吹き出した。 それに 次いで、 臺 どころ でも、 吹き出す がした。 切吉 はこ そく 引き さ 力つ 

て 行く。 

大きな 茶 椀で 四 杯まで^ へ たが、 健 作 はどう も不斷 通りに は 扱 も 喰 へない。 

『もう 行けね い』 と、 四 杯 n を 半分 ほど 殘 して！； を棄 てた。 

『け ふ はどうし たんでしょう』 と、 お 末 は 不思議 さう に、 おひ ノ M を 持った まま、 『いつもの 半分 ぢゃァ 仰 
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坐い ません か 11 それに、 御飯時が 大分 後れて るのに？』 

『何だか、 喰ふ氣 になら ねい。』 

『それ ぢ ゃァ、 氣 がない の、 ね、 1-3=. のお 腹の やうに 太ッ 腹な "妙に』 と 云って、 も ッと喻 へと 勸め 

る。 食 が 進まない と、 翌ロ、 直ぐ 瘦 せた のが 分る からで ある。 

だま  ： 

『  』 ^作 は默 つて、 首 を： |g る。 

び せ ふ  ラ つた  ^  sr  J 

『では、 なほ |s5 ら 子供が 出來 ません よ』 と、 お 末 は 目にまで も 微笑 を 浮べて、 訴 へる やうな i^J で^め 

る 0 

『馬鹿』 と、 健 作 は 目 じり を 下げて 笑った が、 然し また 沈んだ K で、 『あの 苦し さうな 吨 き S を聽 くと、 

ふん. 

おれ も 詰りに なり さう だ。 

^作 は 大きない びき を かいて、 ぐうく 眠る 質 だが、 その 夜に 限って、 どうしても、 充分に ひわつ か 

れ ない。 が时に 二三 度 も 起き 出て、 牛舍に 行って 見た。 そして、 松 丸の 額 を： i でで やりながら、 

『しッ かりして ィろ 11 しッ かりして ィろ！ あの 太 吉の野 郞は惡 い 奴 だ、 然し 馬鹿 だから、 让 やうが 

-ュ い。 お 就の 不仕 合せ だと あきらめろ、 ええ、 あきらめ ろよ、， —— ええ、 松 丸、 本當 にし ッカ トノ して 


ち.？ 

しッ かりせ いよ！ 夜が 明けたら、 また 注射 をして 貰って やらう。 しッ かりして ィろ、 よ、 しッ かり II 

え、 松 丸、 しッ かりして ィ ろ！』 

『う、 う ー 'ん  う、 う ー ん！』 

うめ  & うし 

と、 簿 暗い カンテラの もとで i. きながら も、 牝牛 は 主人が 來てゐ る 問 は 心丈夫な やうで あつたが、 0 

が 行って しまった あとで、 明けが たまでに、 濫中を ころげまわった 跡を殘 した。 

ちう しゃ 

主人の 思 ふやう に、 注射 も 利いた 様子 はない し、 盥 をん じゃく も 何等 効能が 兑 えなかった。 

『大分 落ちつい たやう だ、 なァ』 と、 健 作 は 翌日の SIS になって I 安心した が、 その^つ きが ゆ ふか 

たにな つて、 また 者の 見舞 ひに 來た時 は、 もう 駄： I! なしる しだと 分った。 

いよく 駄目 だと 分る と、 赌 作の 身代と して は、 少なからぬお ほ 担で あるから、 念で、 Sf 念で、 

溜ら なくなった。 そして、 まだ 死に もしない うちから、 今まで 人一倍に 可愛がって、 あはれ がって ゐ 

かんじゃ  にく 

た 松 丸 を、 敵の 間者で あつたか、 何 かの やうに 憎くな つて 來た。 

健 作の 昨日から 比べて 見れば 少し iiJ せた 顔に は、 怒りの 條 勢が ぼッと 赤く 兑 えて ゐる。 

ちくしゃう  め うし 

『こん 畜生、 勝手にし ゃァ がれ』 と、 松 丸を瞰 みつけ、 牝牛が 大きな：： ：！ で 主人 を兑 送って ゐ るのに も 

とん S やく  ぎラ しゃ 

頓着せ す、 牛舍を 立ち去って、 住宅の 玄關 から 々せいで あがり、 家极 からして すすけて ゐ るな. どころ 
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の 板の^に 坐 わり 込み、 

『さ ァ、 酒 だ、 酒 だ』 と 怒鳴る。 

『ぉ滔 だとよ』 と、 お 末 は 自分の 部屋から 飛び出して 来る。 こんな 時に 反對 でもしょう ものなら 必 

らすぉ ほ になって、 自分が 大きな ¥ 铲をニ つなり、 三つな り哈ら はせられ るの を 知って ゐ るから 

である。 それに、 また、 け ふ は 三越 行き を 遠慮して やめた が、 あす は 行かう と考 へて ゐ るの を、 さし 

止められる やうな ことがない やう にして置く^ 耍 もあった。 

<：5{ 堂 室の 食阜の 上に は、 酒の 一 杯 這 入った 一 § 利がラ ンプに 照らされて ゐる。 それ を そこで 嫺し 

ながら 飮 ませられ ると、 健 作 は ほかに 大した 看の 好み を しないの が 常 だ。 

『きの ふから かん i してやつ たの も 無駄 だ 1 ii だ』 と 云って、 がぶ く 酒 を あ ふり、 いい 加减 にな 

ると、 ぷッ とそ こに 立ち、 よごれた お ほ 柄黄镐 銘仙の どてら に、 これ も よごれた 白 縮緬の 兵兒巧 を^ 

めた まま、 ふところ 手で、 の そりく と 土間に 下りた。 

『あなた』 と、 お 末 は 送って 来て、 『また 蓊を 打ちに 行く の はよう 御座いま すが、 今晚 はと まって 來ち 

ゃァ 困りま^  あす は あなたに 留守 をして 貰って、 わたし W なければ なりません から。』 

『さう 庞々 とまって 来る もんか』 と、 跡 を a ないで、 健 作が 出て 行く 後ろから、 

『そんな な こと 云っても』 と、 ぉ末はぃま/\しさぅに：：^-っめながら、『夜出ると、 き ッとニ 3 も 


三 CI も歸ら ない ことがあります。』 

三日 目に は、 松 丸の t. き IB が 段々 低くな つて、 健 作が 午前から 妻の 份守居 をして ゐて も、 それが gig 

まで は 聽 えない。 

健 作の 松 丸に 關 する 心配 は、 然し、 それよりも nf. く、 ゆ ふべ の， 燒け 酒で なくなって しまったの であ 

る 0 

ち. - しぼ 

螯 から 留吉ゃ 搾り を 話 相手に 酒 を 飲んで ゐ るの は、 S の 歸りを 待ち あぐんだ からで I g ひがま 

わって 來 ると、 また 蓊を 打ちに 行きた くな つたので、 o 分で 簞笥 から 出した 傲！^ の I！ 紋付 を不斷 港の 

上に あ ふり、 留吉 等に 留守 を まかせて、 外出す る。 

1^  たくま 

その 跡へ、 老 が I 人 やって 來た。 脊が 高く、 骨格の 退し いので、 1见して太.一!:1の母，05^-る。 切吉 

は、 それ を兑 ると、 氣が とがめる ので、 隱れ てし まった。 

老、 娑は 八十に 最早 や I つ 二つのと ころ だが、 馬鹿の 子よりも まだし ッ かりして ゐる。 動^き で、 

^；こにゐる時も、 ゲ リン ジゃ松 丸 を 可愛がって ゐた。 で、 門 を 這 入った から、 低い f き 聲に氣 がつ 

いて ゐて、 緣が はに 腰かけてから、 

馬鹿 ミ.^  n 
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『あれ は 何 だ？』 

『松 丸が 死に かかって ゐ るの だ』 と、 S: りの 若い者が 云 ふ。 

『あの 松 丸が かい』 と 反問して、 か. の 女 は その わけ を聽 かせられた。 

だマ つて 見る と、 牝牛 は 如何にも 弱 わって しまって、 いきをする のさへ 大儀ら しい。 老婆が 近づく と、 

誰れ でも 人が 來て „4< れ るの を 待って ゐ たと 云 ふやう に、 錯 しい 目つ きをす る。 

『おうく、 可愛 さう に、 なァ』 と、 かの M は その 心 持 t 推察して、 横木の そばに しゃがみ、 下 か 

ら 出して ゐる cS; の 上 を 撫でて やりながら、 『との 婆や を おぼえて るかい？ 忘れた かい？ ええ、 松.^  

さ. うに、 なァ—— 死に かかった 病人のお 前 を m はいて、 守 だよ。 誰れ もいた わつ て^れな いの 

か？ ええ、 松 丸、 しッ かりして、 早くよ く なれよ。 お前 はいい 牛 だ。 11 可愛 さう に、 な ァ。』 

そこへ、 お 末が ぎ まし 込んで 歸 りて 來た。 消し炭 色の 縮緬の 同じ 色の， 鏠ひ紋 の. 羽襁 りに、 1**- んど 

の ii お 召 を^て ゐる。 手に は、 反物が 一 つ 15 入って ゐる 風呂敷 包み を 持って ゐる。 太吉の 母が 牛舍 

の 方から 出て 來 たの を 1:1^ て、 然し、 額 色を變 へた。 

『何で 來た』 と 云って やりたい やうな 心 を 押へ て、 老 嬰が 松 丸の 兑舞 ひな ど 云 ふの を か 淡に あしらむ 

玄關 のと ころまで 一 緒に 來 たが、 わざと 玄關へ は 這 入らないで、 緣が はから あがり、 手 n 十く： S ち 物 を 

Gt 分の 窒に ほうり 込み、 明けた 陣 子の 敷 の 上に しゃがんで、， 


4 さ 

『ああ 草臥れた、 草臥れた』 と、 獨り言 の やうに 云 ふ。 

『いつもの 吳服屋 です か』 と、 老婆 は 話しかける。 心で は、 然し この かみさん はこれ までに も ffi々、 

ふいち や. 5 

出入り 商人の 拂ひ など をち よろ まかし、 それ を 手 がら 額に ra ひ 人 どもに 吹 聽 した ことがあ るの を ひ 

ゆうづう 

出し、 あの 反物 も ひよ ッ とすると 太 吉の 受け取る 分 を 融通した ので はない か 知らん と 感づいた。 

『ああ』 と は 答へ たが、 お 末 はこれ までの やうに 愛 相よ く あがれと は 云 はない。 .^^ぉも5^して様子が 

違 ふ、 な、 と 思った が、 考 へがあって 來 たの だから、 $ ^腺.^ く綠が はに 腿 かける，. 

暫く、 持って来た 話の 糸ぐ ち を 得ようと 待って ゐ たが、 かみさんが IS つて ゐ るので、 老婆 は CI 分か 

ら 切り出し、 ， 

『M は、 け ふ あがった の は ほかで も 御 坐い ません が』 と、 太 告 は 一 ヶ月 分の 給金 だけで、 年來！ S けた 

分 を 持って 來 なかった こと を 語る。 

『わたしの 方で は』 と、 お 末 はつん として、 然しい ろくと よそ を：：^ ながら、 『あげ ましたよ 11 太吉 

が 落しても したので しょう。』 

らうば  C  ？ 

『いくら あれが 馬鹿で も』 と、 老婆 はむ ッ として、 『そんな こと をす る 苻が御 坐い ません。』 

『落したら、 落した の ぢゃァ ないか？』 

けんく わ 

『では』 と、 どうせ 喧 1. づ くより 仕 かたがな いと 兌て 取り、 『おかみさん は 落した の を；：^ ました か？』 

馬鹿 ミ女  二 六 1 


泡鳴个：^^ さー卷  二 六 二 

『兒 たら、 拾って やる、 さ。』 

『それ、 &t なさい 11 太吉は あなた 様から 受け取つ たの を 直ぐ 腹が けの どんぶりへ 押し込んだ まま 

來 たと 中し ます。』 

『1^ 鹿の 云 ふこと など 常て にや ァ ならない よ。』 

『おかみさん は』 と、 片手 をた よりに、 胸 を 前に 出し、 兩 口び るが まくれ 込んだ 口 を n 十め て、 『それ ほ 

11 一までに、 わたし 共 を 馬鹿にな さります か？』 

『馬鹿らし いこ AJ を 云 ゃァ、 鹿、 さ。』  • 

『ぞ i こそ 馬鹿な 胡麻 化し を やり ゃァ がつ たんだ』 と、 i は 喉まで 出した が、 この 心の 叫び をじッ 

にら  3 

と 押へ て、 かみさんの 横 g を瞰 みながら、 からだ を nr. く。 

そこへ、 健 作のお 箱の 『i ず ki』 が 遠く 聽 えて 來た。 S§ の 相手が 生憎 どこに も 待って ゐ なかった 

ので ある。 

二人 は 話 を 止して、 別々 な 心持ちで 門の 方 を a た。 

八 

健作が千^^-足で門に這入るとたん、 白と 赤との まだら 小牛が 牧場の 方から W 吉に追 ひか けられて 來 


て、 i 額 を 飛び越え、 健 作の 前に 立つ。 

『おお、 か？ さァ ft ぶされ、 负ぶ され！』 渠が 中 を 向けて しゃがむ と、 小牛 は 前：： 生 を 揃 へても 

の 上に 乘 せる。 

『おぶされ、 負ぶされ』 と、 i を 小牛の 跡から 越えた 留吉も 亦 しゃがんで SH 中 を 向ける と、 小牛 はま 

た その 方に 飛び かかる。 

『さァ きぶされ、 ft ぶされ』 と、 健 作が しゃがんだ まま あとす さりして 行く と、 また その 兩 《^ に兩の 

前足 を かける。 

『羽織が 臺 なし ぢゃァ ありません か！』 お 末が 顔色 を變 へて 飛んで 來た時 は、 健 作と との 競 &で、 

负 ぶされ、 負ぶされ を やって ゐた。 

『およしなさい、 面白く もない』 と、 お 末 は iK ひして 健 作の 手 を引ッ 張る。 

『でも、 なァ』 と、 妻の 顔 を だらしなく 兄ながら 引ッ 張られて、 立ち あがる と E ぐ よろめきながら、 

『可愛， S ぢゃァ ないか？』 

『負ぶされ、 負ぶされ』 と、 まだ 留吉は i つて ゐ るが、 小牛 はもう 勞れ て、 みんなの 方に 尻 を 向けて 

立って ゐる。 

『全 體』 と、 お 末 は留吉 をね め 付けて、 『お前が そんな こと を敎 へたから 一 _ ^一-い！』 
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『へ、 へ、 へ』 と、 留吉は 立ち あがって 笑 ふ。 

て め ろ れつ 

『ぢ ゃァ 手、 手前 も』 と、 呂律まで が あぶな ッ かしい 健 作 は、 右手 を 後ろに 縻げ、 

『あ、 あんな 11 可愛い の を 11 産んで.^ 吳れ よ、 な ァ。』 かう 云って、 妻の 方に 倒れ かかる。 

ゃづと  づ -fvt  A 

『あぶない』 と、 お 末は兩 手で 所 天 の 大きな 圖體を 受けと める。 『どこで また 飮ん で來 たんです よ， 切 

守 居 もしないで？』 、， 

て ft え 

『手前の 歸り がお そいから よ。』 

『子供 ぢゃァ あるまい し —— さァ、 お 這 入ん なさい、 お 這 入ん なさい』 と、 ぐんぐん 引ッ 張って 行く。 

储作は 妻の 引ッ 張る 力 を 感じて ゐる間 は、 目をつぶって よろく 足 を 運ぶ が、 妻の 力が ゆるむ と、 

目 を 明いて、 おもい 尻から さきに 跡す さり をしょう とする。 

S は nz を 明いて はつぶ り、 つぶって また 明き、 前の 方へ よろくと 進んで は あとす さりし、 あとす 

さりして はまた 進む。 

『うるさい、 ねえ』 と、 お 末が 不意に 手 を ふり 切る と、 渠の lg がぐ らくと i&±> ^けて、 僅か に^み 

こ々 I たべた とたん、 渠の 目に、 太吉の 母が 巧 4 相 笑 ひ をして 橡がは を 離れて 來る のが 映る。 

『や ァ、 婆や か 11 よく 來た、 な ァ。』 

『御無沙汰して を. =N ました』 と、 老婆 はお 辭核 をし かける。 


『さ ァ！』 お 末 は それに は はせ ないで、 また 所 天の 手 を 執り、 『あがって おしま ひなさい』 と、 すん 

すん 玄關の 方べ 引ッ 張って 行く。 

『ま ァゅッ くり 販 でも 喰って 行けよ』 と、 主人に は 云 はれた が、 老婆 は 手持ち無沙汰に 立った まま、 

築が 玄隱に 這 人り、 戶ぶ くろの 蔭に 见 えなくな つたの を兑 つたが、 m は 橡がは を あがる と、 ^の 引 

かくば しら 

ッ張 るの を も 構 はす、 庭の 様が はの 方に 來 たり、 ふところ 手で お 末の 部屋の 角柱に もたれる かと m ぬ ふ 

jy する くと、 膝を碎 いて 腰 を 板の 上に おろす。 

ご ざ  きく. *r い 

『大 A <; い 御機嫌で 御 坐ります、 なァ』 と、 老婆 は の 機お を 得ようと する。 

『ああ、 醉っ， こ、 醉 つた。』 健 作 は 顔 をく るりと まわして、 かの 女の 方 をと ろん この n で：：^ て、 『ま ァ、 

あがれよ、 久し振りで 一杯 婆やのお 酌 をして K はう。』 

『どう致しまして、 が  1 芽、 この 婆々 ァ なん ぞに』 と 云 ひかけ ると、 お 末 は 立った まま 所： 太の そばから 

額 を 出して、 

『もう、 ぉ歸 り！ うちで は 用がない から』 と 叱りつ ける。 

ちょ 

『どうせ、 もう、 御用の ない 婆々 ァで |；1| ります が、 门 ー那』 と、 また 核 さきに 腰 を ゑて、 『け ふ は 

ご ピー 

船 わたしが 伺 ひたい ことがあつ てま たので 御^.=- ます。』 

『何 を 伺 ひていんだ』 と、 健作は垂れてゐた^：^をぁげる。 
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『實 は、 太吉が 11 』 

『そんな こと 聽 くに 及びません』 と、 お 末 はとめる。 

『太吉 がどうし たんで い？』 

『あれが』 と、 老婆は！^け金を渡して^^はなかったことを話す。 

『そり ゃァ、 i だ！』 健 作 は 組んで ゐた 足の 右を戶 ぶく ろの 方に 投げ出し、 『おれ は 確かに 三十 六 K 

渡した。』 

『それ、 御覽』 と、 お 末 は 所 天の 言葉に 力 得て、 勝ち誇りげ だ。 

『おかみさん でしよう？』 

『おれの かみさんが 太士 口に 渡した の は、 つ、 つまり、 おれが 太吉に 波した ことになる』 と、 また あた 

ま を 垂れる。 

『けれども、 それ を 太吉は 受け取って 來 ません。』 

『それが 云 ひが かりと 云 ふ ものです よ！』 お 末 は 腰にまで 念 を 入れて、 額 を 突き出す と 同時に 片足 を 

踏み鳴らし、 最後の 『よ』 と共に 相手 をつ ッ 放す やうに 體を 引く。 

『さう だ、 云 ひが かりだ』 と、 隨作は 下 を 向いた まま、 わけもなく 妻の 言葉に 應 する。 


つかす。 

『いいき、 云 ひが かりだ』 と、 今度 は 左の 足 を かの 女の 方に 投げ出す。 その 足が 物 を 云った かの やう 

に、 な 調子で、 お 末 は 所 天の 頭上 を 超えて 云 ひ 放った、 

『ぉ歸 りと 云 ふに！』 

『それで は、 あなたが たは 太吉 とこの 婆々 ァとを あんまり』 と、 を 振り、 『Eil^ にな さるで はあり ま 

せんか？』 

『馬鹿 だから、 馬鹿の 子が 出來 るんだ』 と、 健 作 も 姿の 加勢 をす る。 

『いくら ISIt^ がお 醉ひ になっても、 あんまり 無茶です！』 

『さう だ、 無茶苦茶、 茶々 滅 茶だァ — おい、 婆ァ さん』 と、 ふところの 兩手を 出して、 ちゃんと 向 

股り 上に 肱 を 曲げて 張り、 目 を また 老婆の 方に 向けて、 『お前より ゃァ さきに あの 松 丸 は 死 ぬんだ ぞ。』 

『さう らしう ぎ ll ります、 な ァ。』 I は、 HK の 心持ちが 何だか 分ら なくなった。 

『それ も』 と、 お 末 は 早口に、 『太 吉 のせいです。』 

『あれのせ いと は？.』 

『それでお 拂ひ 箱に したんだ よ！』 

『へい 11 』 と 云った 切り、 老婆 は その 襟に 思 ひ 出した、 ここの 女主 人が a 分の ここに 奉公して ゐた 
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時に も 云 ひが かり を 云って、 一 人の 下女 を 追 ひ 出した ことがあ るの を。 

:f て， せよ、 醉ッ拂 ひの 旦那に 嘘つきの かみさんと 來てゐ るから、 この 場で は 結 翁が 附 くまい。 出る 

ところへ 出たら 分る こと だと、 自分の孫が巡14^をしてゐるのを心親みに、 老婆 はさう 決心 をつ けて こ 

こで云ひ^^-ふことをゃめた。 

『おれ は n 雕り をして 見せる —— まァ、 あがって 兒 ろよ』 と、 健 作 は 起き あがって、 のめり さうな 風 

で 老婆 の 小 ざ ッ ばりした 木綿 着の 袖 を 捕 へ る 。 

『破れます、 破れます』 と、 云 ひながら、 かの 女 は それ を 乎 n 十く ふり 拂ひ、 橡がは を 離れる。 

『ま ァ、 い いぢ やねい か』 と、 健 作 は狐ッ 付きの やうな 手つきで 招く の だ。 『おれに 對抗 する 體格を 持 

つてる のァ、 お前 獨り ぢゃァ ねい か？』 

『ありがたう、 もう、 何度も 旦那の 踊り は拜见 致しました。 —— いづれ 出 M します から』 と、 老婆 は 

-ft し A.  く  にち.'.' 

笑って 渠 に會釋 してから、 お 末 を 目で おぼえて ゐ ろと^み つける 

お 末が 老婆の n を 避けて 裏 どころ の 方に 引ッ 込んで 行く と、 

ち 9 めし 

『さ ァ、 裸 踊り だ』 と、 健 作 は 例の 縮： まの 兵 兒帶を 解きながら ついて 行った。 


その 茨、 松 丸の 大きな からだ は、 誰れ も 知らない うちに、^ 

|( 叨治 四十 四 年 1 月) I 


二.； ハ九 

^鹿 .yj 女 
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 世界 は 今 露に 包まれて ゐる。 その 露 はぼう つと して  然し iss ひ ある 土 翻 株が 繰り出 

して 投げる 絲の やうに 細い 筋 を 幾 筋に も 立てて、 くる/ \、  くるく と 1% きをして ゐる。 

それが  ぱッと 晴れた かと 思 ふと、 人の 邸宅が 見えて 來た。 門の ない 玄關の 格子 戶、 その 左り 

に續 いた 高 窓の 締 つた 障子、 その また 次ぎの 勝手口  その 勝手口から 家の 左り 角まで は、 § の!^ i 

を 以 つて 圍 はれて ゐ るので あった。  井戶  垣极の 前、 三 間ば かり を 離れて、 自分 f ばが よく 

母に 頼まれて 水 を 汲みに 行った 井戸が ある。 

井戸に 添って、 その 家の 正面に 廣 がて ゐる畑  111^ さんの だ。 自分の 隣り の 村 山の a 平さん も、 

同じ 士族 仲間で、 同じ 屋敷 內にゐ た。 九 軒ば かりの 士族 仲間が、 惯れ ない 商資ゃ 面.： I がって すさん だ 

酒色の 爲め 失敗して、 三 四 軒を殘 した 他の もの 等の 邸宅 は 段々 賣り拂 はれ、 立ち^かされて、 その 跡が 

すべて 畑に なった の は 自分 も 知って ゐる。 s 平さん は その 一 部 を 買って 持って ゐ るので、 裁判 の 小 

使 をして ゐる 暇々 に、 それ を 耕して ゐ たの も 知って ゐる。  ， 


だいごん 

あの人が 今まで 畑の 大根の 极を 掘り起して ゐ たが  GI 分 は 今 突然 GI 分の 涣舉の 先生の 玄 關を拔 

け 出した。 (见 えた 家と は、 その 先生の 家であった。) 何の 爲 めに 先生の 家に ゐた のか、 何の lS;f めに また 

そこ を 飛び出した のか  一向に  ぼうっとして、 また、 戶 外に 似合 はす あたたかい やうで、 

わけが 分らない。 

 時 は 夜 かと 思 ふと、 明るく つて、 S1 平さん の 畑が兑 える。 蹇 ii かと 思へば、 どうも、 1  おやみ 

の 中の やうで も ある  自分 は 何 か 非， おにびく  くして、 あたりに 人が ゐ はしない かと E ま はした。 

 先生 や 先生のお ッ 母さんが 自分の 跡から 追つ かけて 來て、 

『こら、 本 野、 本 野！ どうした』 と聲を かける かの やうな 氣 がする。  自分に； S が 付く と、 旅 

めいた-つ まさむね 

倚來の 銘刀、 正宗の長ぃ拔き^^^を引っ提げて、 逃げ、 S を 失った 狐の やうに、 玄關と 畑との に まごつ 

いて ゐる。 

そうけ 

全身 は 全く 血の 氣が拔 けた やう  總毛 立って、 iS ッ齊な 額 を 兄て ゐ ると、 ：：： は 兄る く： ：1-^ わ 

つて 來て、 何 か 決心 のれ i を 示め した。 

はタば  4H き 

すると、 赤い 實が針 葉に 交って なって ゐる榄 の 生垣 を 這 入って、 家の 横 乎 を  一 に 走った  

どうやら、 長い 廓 下の 下の やうで、 而も、 芝居の 花 m に 添 ふた 下 の 通路の やうに 外から I 切 Hi はれ 

てゐ る。  

偽名 卷  二  ±11 


八 t さまの S へ來 た。 t 笞の S の 木 ：.：：： i 時に、 髮 I した あたまに 一二 本の 盟 I 火 一 

し、 おのれの 影 を 踏み消しながら、 人 をのろ ひに 來 ると 云 ふ 女が、 その 高い 枝 § に、 M 人 ff 

ちに したの が？？ された i 諮 木 .：：：： それが f ない 代りに、 高 5 く髮 § が 管て ゐ 一 

る。 a 分 は それ を かけ 登った、 本能 的に 何 か 心 を さう させる ものが あった やうに。  一 

…：： ： 一階, S は、 て H^i^ ら 釣り 下って ゐる 中心 f  f して、 金佛が 祭って あった。 その 前から 一 

さす 孅蝎の 光に、 持って ゐる拔 き 身が きらく 光った。 ：：.：： 參詣 人が 一人 來 たので、 おで ニ隞へ 一 

あがって しまった。  一 

二階に は ^築の！^ と 上 に^く はしごが 见 える 外、 何もなかった。 三階、 階に も 亦 何もなかった。 一 

1 孫 上の fq.K に は、 ギ 取った おと 年取った^ 人と が (夫婦 だら う、 むつまじ さう であった) 肩 を 相 接 一 

して 術の sl^ に 寄り、 下の 方 を ながめて ゐた。 

『こいつ だ、 な。』 自分 はかう 思った ので、 はしご を あがり 切る が n 十い か、 先づ^^^後ろから^「ぉ斬り： 

にした。  どうした のか、 少しも 血が 出ないで 平氣 にして ゐる。 で、 it 人 を も 亦 後ろから 斬りお 一 

け、 こ。  今 一 度と 思って 刀 を あげる と、 もう 他に はゐ ない と つて ゐた人 (若い 婦人であった) - 

が 刀の 下へ 来て 斬られて しまった。   ，ー 一 

『li だ！』 そこへ 巡 1^ のサ ー ベ ル 姿が 兑 えたので、 a 分 は 持った 物 を 投げ出して、 頂上の^ を 腹 


の 方へ li れた。 

 か 夜 か 矢っ張り 分らない やう だが、 鬼に 角、 CI 分 は の拔 ける やうに すうつ と^れて、 

西から 北、 北から 束へ ま はり、 巡 k 辻が 斬られた 人々 と 何 か 話 をして ゐる そば を そっとす ベり 下りて、 

やっとの こと で 塔 を 逃れ出た。 

『あなた、 あなた。』 かう 云って ゆり 起す ものが ある。 口が S める と、 a は 全身に ぐっすり 辦£ を かい 

てゐ るの を おぼえる。 

『どうかな さいました か？』 ^は IS の 傍らに 半身 を 起して、 右の 乎 を の 胸の 上に © いたま ま、 『ま 

た 夢 を たん でしよう？ 大變な 励 1^ です よ。』 

『夢 を兒 たんだ、 夢 を。』 こ の 返 一 S$ に はわ ざと 平氣 をよ そ ほった ところが あると、 K ぐ a ら考 へ られ た。 

『どんな 夢な の？』 と、 あまへ た 調子で、 にっこり 笑 ふ。 

『夢 は 夢、 さ。』渠は枕の上からまぉ額を：3^^げ、 EC じ i しみ を以 つて 報いよう としたが、 それが^^:!^ 

に T 落ちる と 同時に、 聲 が 顔へ た。 

『もう、 いい』 と 云 はない ばかりに、 ^は 右の 手 を 引っ込め、 ？ il を^いて ある あたま を： 叫び その 枕 

に 落し、 からだ を 向 ふに そむけた。 『あなた は、 いつも、 人が どんな f;; 夕と ai いても、 跟 され.. 5. に；^ つ 

て、 云って 下さらな いの、 ね。』 

偽 名 ^i?  一一 七. 五 
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『云っても』 と、 仰. S いたま ま、 『sr なん ぞ 詰らんで はない か？』 

『でも、 あたし』 と、 また 向き id つて、 『いい 夢を兑 たの 11 それ はくいい 一 CVH。』 

『  』 

『云 つ て あげましょう か？』 

『ああ。』 

『いい 夢よ 11 あなたが、 ねえ 11 あなたが 天子 さまに 招かれて』 と 語り 出した が、 ク i に その， お! < の 

回 い Hz もと を 鋭く し、 やわらかい 口 もと を 引き締めて 、『聽 いてる の？』 

『聽 (てるよ。』 返事 だけで、 そっち を：； 3^ なかった が、 ほほ ゑみの 聲とは 取れた。 

『さう して、 ね、 特別に、 どうか、 しっかりこの近の爲めに^_ぉせょと云ふ御依sをt.<けたの II 』 

『  』 

『若し そんな ことが き 際に あったら、 あなたの 爲め にも 名 35 つたし、 耶蘇 敎の爲 めに も體 面が よくなる 

わ、 ね。』 

『そんな 詰らん i^. 想に 耽らんで II ぉ疲 よ。』 

『あ.， こし、 寢 ていたんで すが』 と、 訴 へる やうに 出た が、 屮逾 から 怒った やうな、 改まった になつ 

て、 『あなたの k された 聲で 起されたん です。』 


は、 枕 を 並べて ゐる 若い 妻が、 あたたかい 體 溫を俾 へつつ、 いつもの やうに 時 も 力ま はす、 サ ハタ 

物 s-i りな ど を しゃべり 出さう とする の を、 今夜に 限り、 うるさい と 思 ふ。 で、 動 の 鍋 まりかけ た n 

分の 胸 を IE. 子で 押へ て、 それつ 切り、 無言で H をつ ぶって ゐた。 

然し I を 投げ出し たやう I ひで、 わざと 烈しく 向 ふへ s りした ま、 E した i かをり を n 

然 C 送って 來 るの を 感じて、 呼吸が また 俄かに 躍った。 

『わけ を 知らないから、 また i るの だら うが、 i  • が 云 ひ 出し かけた こと は、 これまで にも 幾 

度あった か 知れない が、 遂に、 いっそ、 云 はない と 云 ふこと に 決めて ゐ るので ある。 

1 生の 同 ，こだけ でもう ち 明けて、 0 分の 過去 半生 に^する 苦惱を ^分お = れつて K ひたいの は 山 

山 だが、 考 へて 兑 ると 何も、 知らないで Q 分と 相愛の 結^に なった 無^のお 人に そんな 卞= ゅケ屮 分で 

も 負 はせ るの は可哀 さう だ。 だから、 世 の 人々 に對 すると：^ 様、 麥 にも 隠して ゐ るの だが ：.：： 

自分は 人殺し をした i た。 小 II 郞と云 ふ 姓名 も、 3.  io  で 本名 鳥って 

出れば、 明日に も g: 察 官の繩 n2 にか かる 身で ある。   ：1 、 

今日まで 無事に 通って 來 たの は、 曰 本人と して は、 § な、 云 ひ換れ ば、 多数に は g 却され た狀態 

にある 社會を渡 つて ゐ るからの ことで ……； 時代 後れの I に據 つて 謹、 1. 純潔、 人逍 

,  ニヒ b 

^名 者  r  - 
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など を說く 耶蘇 敎の やうな 物 を 誰れ が K 面目に 信じて ゐられ よう？ n 分の 惡を 胡麻 化せる IS れ (おな 

れば こそ だ  

g ぜん  わか  わか 

して ゐる ことが どうせ 手段と 偽善で あるの は 分り切って ゐる  解り 切って ゐ るが、 然し それ を 

改める 氣 にもなら ない。 と 云 ふの は、 それ を 改める よりも 前に、 I  2^ 大 な こと を 改めなければ なら 

ない が、 いまだに それ も 改められない  

ざんげ  かんじん 

人に 懺悔 を 強いる 度に、 肝心な 自分の 懺悔 を 怠って ゐる のが J:^ にか かる。 然し それ も だ、  ど 

うせ、 神 も 造物主 もない 世 に、 自分の 說敎 ゃ敎理 など を (これ も、 多くの 人の 前で 何 かしゃべ つて 

かんしん 

ゐれ ば、 その 日が 愉快に せる 爲 めの 物好きが 手傳 つて ゐ るの だに) 感心して、 信仰 を 起す やうな お 

鹿^^：には、 さう させて S くの もい いだら うが  自分に は 必要の ない ことで  

は.^ まう 

懺悔 をすべき ものなら、 自分 は先づ 警察へ 飛び込んで 行って、 社會に 懺悔 をす る  口 本の；^ 網 

は、 然し、 まだく 粗に して IS ら さすと 云 ふところに 行かない。 こんな^<;には、 和 な^^ を @； へて 

«^ いても 旲れ るし、 好きな 演說 壇上のお じ やべ り を 許して いて も^れる  若し 祌が あって、 そ 

れに 感謝すべき ものなら、 GI 分 は 寧ろ これ を 感謝す る  

『ごとく』 と、 戶に當 る 物音が した。 渠 がかう 云 ふこと を考 へて ゐる あたまに は、 俄かに？ a つ 手 や 

巡 k.- の 姿が 横切った。 然し 祭， 所で 2^ が 何 かか じる 靑を させて ゐる 外、 うち も 外 もしん として ゐる。 渡 


邊橋 筋の 電車の 響き も SI えなければ、 湖 向 ふの 機械 ほの 機械の】 もしない。  ..ん らく 

M い 天也ュ i& 匕の 物で ある やうで  その 中に 人^ は a 分と^と のた つた 一 一人が、  安^. 

に 寢てゐ るの だと も m 心 はれた。 

そっと の 中から 手 を 出して、 枕 もとの 時計 を 取って =  ル ようとす る。 

S いぢゃありません か？』 g つて ゐ ると 忍つ 8 がが i たさう に 塞の 措 (びろうどが 付いて ゐる) 

を そっちへ 引っ張った。 

『まだ 眠らん のか！』 ® は 鳥渡 またびく 付いた やうに。 

『眠らう と 思っても』 と、 Mm を 口 ni のに 现 はして、 『あなたが び く/ \ ^くので 眠られな いんで 

す！』 

『さう か？ .11 もう、 二 時 過ぎ だ』 と、 こちら は I お 苦し さう。 

『さう でしよう とも —— 眠るなら、 0}. くお 眠りなさい！』 

『ところが、 眠られん の だ。』 

これまで にも、 かう した 不 I 的な 夜に 出 $ ことがあった。 そんな 時に 限って、 とろく と 眠つ 

たかと 思 ふと、 直ぐ 必らす 怖ろ しい 夢 を = ^て 呼び さまされる。 

寶 よく 自分で 見た £ もない 夢 を而白 さう に S の 時の 話 や i ずの f する が、 n 分 はいろ 

二 七 九 
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んな夢 を 兄ても、 覺 めた 跡まで おぼえて ゐ るの は 少ぃ。 I また、 0 分が たまに おぼえて ゐ もし、 nr 

i された 證據を 妻に 握られて ゐも する 夢 は、 K 際にお そろし くって、 妻に さへ 語りたくない。  

夢に 见 たこと を 語らない のが、 自分の が 淡 もしくは 簿 情な 爲 めの やうに かの 女に は へ るので ある。 

『どうせ 眠られない のなら、 話で も すれば いいのに 11 人が 話し 出す と、 返 辜 も 碌にして".. 犬れ ない！』 

な *> こう 

^i:ふを向ぃたまま、 かう 云 ひ 切って、 無理に 押し 鎖め てゐる 呼吸の 內攻を K 接に 感じながら、 a 分 は 

考 へざる を 得ない 11 どうしても、 妻との ^ に、 自分に は 分って るが、 かの 女に は それと の 分ら 

しゃう へき 

ない 障壁が ある。  

最も 不幸の 種お  然し、 どうも 仕方がない  

疲れた はおの づ から 十六 燭 -m 球の 光 を さへ ぎる やうに して ゐ るが、 惡ぃ 夢に 刺^された 祌經は 

ますく 自分の 過去の 罪惡に めて 行く。 

今の 夢に 見えた 先生の 家の 勝手口と 筋 かひに 相對 して 自分の 父の 家の 勝手口 はあった。  どう 

して、 先生の 家が この il^ の 中に 這 入った か 分らない が  王 陽 明 や 大>鱸 中齋の 書 を敎 はり 出して 

から、 社 舎に &gik を 起し、 隨 分亂： ：§ な 行爲を やった。 『そんな 向ふ兑 すのこと を やって は 行かん』 と、 

先生に たしなめられた ことがあ るの は 然し、 事 M だ。  

Q 分の は 然し 士族 かた 氣の 15^ であった。 束 京へ やって 5^ れ ろと 顿ん でも、 許さなかった。 では、 


英語 研究の 必要 上、 祌戶 へな りと も 出して „4< れ ろと 云っても 聽 かないで、 今迄 通り、 ^に來 て ゐる敎 

師ゃ、 たまに やって来る 外！： { 一"： 敎師 などに 習って ゐれ ばいい と 命令した。 そんな 姑 ft^ 手段 を やりな が 

ら、 父の 生活の 補助 をす る爲め 角袖 巡 木 A の a 習 ひな どして ゐた ところで、 とても、 滿足 する ことが 出 

来なかった のも^ 资だ  

む ぽぅ  , 

それが 爲 めに 意外の 惡心を 生じ、 それが 爲 めに 無謀な 凶 市  1^ を 決行した の だが  場所 は C 分のう 

ぶすな 神に 常る 八蟠祌 社であった。 町 は づれの 山の 龍に 建った、 古い 森の 中の 社 だが  その 本殿 

1- つらく  な らく 

と 社務所と を 職 絡す る爲 めの 高い 廊下が あった。 (夢に 兑た 芝^の 奈落 か拔け 道の やうな 廊下と は、 他 

に 何 かの 聯想が 混じて 出た の だら う。) 

ts^ に 角  實際は その 陸橋の やうな 高い 蹄 下の 下で、 ci{; 七から こ つ そり IS り 出して 來た刀 を 持つ 

たま ま、 そこら を まごついた ことが 1 度 ある  

社務所に 續 いて、 祌 主の 住宅が あって、 祌主 とその 紬 iS とお さんと 云 ふ 二十 叫-九の 獨り 娘と がゐ 

た。 さかりの 附 いた I- おが 雌 4< の 跡 を 追つ かける やうな 心 持ちで、 その"， 系へ しっこく 遊びに 行く 獨り 

者が すくなくなかった うちで、 自分 も その I 人で あつたの も}$|:3； だ  

神主 は 金 をた めて ゐ ると 云 ふ 評判であった。 然し 極 昔 流の しわん 坊で、 金を^ 行 へ^ける のさへ" 

人に 取られて しまう かの やうに 思って、 ただ、 どこか CI 分の 手近へ しまつ てんた  

ぬ 名 者  二八 一 
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『あのお ゃぢ、 金 を どこへ しまって 置く の だら う？』 

あなぐら 

『多分、 自分の 寢る疊 の 下 か、 穴 合へ でも 入れと るんだら う。』 

『そんな 金なら、 大 is- 八郞 のが (それ を 自分 等 は どんな 物 だか 知らなかった が、 金持ちの 金を^. 

つて ©乏 人に 與 へたと いふ 暴動 件を聽 いて ゐる だけであった) に從 つて、 僕 等の 仲 の 实#货 にで 

ちょ. CNKN 

も徵收 しょうか？』 

こんな こと も 話し合つ たこと も あるが、 それが 動機と なって、 自分 はとうく 一 人で 微收に 出力け 

た  

勝手 を 知って ゐる 家で  先 づ祌、 王 夫婦 を斩り 倒した。 すると、 

『：^|- さん、 何 をす るんで す』 と、 お 道が 飛び出して 來た。 わが 名 (S は、 自分の 姓 は 本 野お) を 呼 

ばれた ので これ も 生かして S くこと が出來 なかった  

やしろ  ， 

三百 七十 ニ圓 (今でもよ く おぼえて ゐる) の 現金 を懷 中して、. E 分 は そこから 社の 正 la の大濱 へ广^ 

五町のと ころ を) 急いだ。 そこから、 また、 つないで あった 漁船に 飛び 乘り、 で、 茅 S! の 海の, 

中へ 乘り 出す と、 生憎 浪 風が 荒くな つて 來 たが、 心 は 少し t 落ちついて ゐ るの を おぼえた。 

 さて、 方向をどちらへ！^めょぅ  あっち、 こっち、 思 菜の 末、 船を餌ッ^^ぐに大阪の方 

へ 漕いで 行く ことにした  

BBBBHgagBaa   ,  ■  ニ匪誦 feci— 


夢中であった  船 を乘り 菜て てから、 二三 曰、 大阪市 巾を兑 物す る に、 天 王 1- の将 T^f^ 

きょ？^ 

て 見た。 (そこ が 夢で は 凶行の 现場 になつ て ゐ た。) 

 天邊 から 國の方 を 眺めて 遠く 蹄 を se ッ K ぐに 引いた やうな 泡 線が 见 えた 時には、 如何に 

も 風景が いい 松原 や 白い 砂濱 など を 思 ひ 浮べた が、 H 際、 一 一度と S: び歸る こと は出來 ない、 また 歸 りた 

くもない と 思った  兩親 はもう 死んだ だら うか？ 然し  そんな こと は考 へて 兑た くもない。 

よしんば、 生きて ゐて も、 Q 分の 顔つき や 風采が、 米國へ 波って から、 丸で 變 つて ゐ るので、 やばに さ 

うだ。 自分 を 銃に 寫 して 见る庞 毎に、 われながら 銃まで が瘦 せて 行く やうに 思 ふ、 X マ < ^つても、 おの 

れの子 を 兄 分ける こと は出來 まい  

國の 警察で は、 祌 主殺しが 如何に Ei: 题 になった としても、 それ を C 分と 認 -5^ する までに は 至らな か 

つた だら う。 ^行 を資兒 した ものの 口 はすべ てつぐ めて あるし、 兇行の 刀 は 深い 海中に ほうり 込んで 

りよぎ 0 

ある。 且、 家 を 出る 時、 わざと、 親の 金 を 旅 銀に 出來る だけ 盗んで 來た  

さう さく  わか 

目的地 は惠 であった が  親が 必ら す搜 架の 手 を ま はす だら う tE^ つたから、 英！？ i が 分る 

やうに なつ て ゐ たの を 幸 ひ ス ヰデ ン國の 帆船に 乘り 組み、 水夫と な つて、 Js.m から 北 泡 S へ 航行した。 

その 船が 再び 出發 地へ 復航す ると、 E ぐ 米 困へ 向 ふこと になった ので、 そのまま 乘り 紐んで 行って、 

, /  だつ やつ 

サン フランシス n で その 船を脫 走した  

名 者  二八 一ュ 
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それから それへ と都仓 のい いこと が兑 つかる もの だ。 (それ を a て も、 世に 兇行 以外に 児 行？ を監" 

視 もしくは 懲罰す る もの はない。) 桑 港で i ぺ 浮浪 日本人が 一名 病死、 寧ろ 娥死、 の たれ 死に をした の 

で、 こっそり それ をゼ に 埋めて やり、 その 姓名と 旅行 券と を 自分の にして、 束 部 は 一一 ュ ー ョ ー ク 

の 方へ 高飛びした。  

一一 ュ ー ョ ー クで 初めて 安心して 勉强 する ことが 出來る やうに なった が  取 初、 lir ひ 口 本へ 歸っ 

てからす る 職業 を豫め 選定す るに 困った。 歸 朝の 後 も、 偽名 をして ゐ なければ ならない の だから、 と 

て も、 ^人 や {は§ を nz 的に は出來 ない。 辯 護 士ゃ羅 校の 敎 ：1 でも、 矢つ f 戶籍 上の 暖 i は 遂に 

破され る 恐れがない と は 云 へ まい  

耶蘇 敎 の 傳道師  G 分 を 暗まし て 生お する に は.、 傅 道 M ほ ど 都合 のい い タ4 はない  

職 戴と 云 ふ もの は、 どんな 職 4S にせよ、 さう、 いつもく 氣乘 りの して ゐる もので はない  

の澳舉 先生が 毎日の やうに、 同じ it らしい 調子で、 四 窨五經 の講魏 をして ゐ るの も、 心から 而. S く 

ちょ 0 と  J- 

はない ことがある だら うと 5^ つた。 0 分 も、 刑 S. 探 似 は， お渡した だけ だが、 それが lism の让事 だと 

ふと、 いやな 物であった。 

 說敎 をす るに は 下らない こと も澤山 あるが、 倚^ 師を g 業と してやれな いこと はない と 決心 

した。 それに、 國にゐ た！ g; から 耶蘇 敎を 聽 きか じって ゐた 1=^ に は、 日本語では^：：！て云はれたこともな 


いこと が 多くき から、 わ S 人の 前で それ をし やべき は 名 零 も あるし、 ま fes くも あらう と 

忍った！. 人類の 歳と か、 I 主の il3 とか、 同 とか、 罪の 許しと か。 錢 ばかり 勉强 して 

ゐた 0 分に は、 却々 斬新な 說 であった。  づき 1 

……… 0 分 の*? へ は 幼稚であった。 歸 朝して か I 際に 《さて 见 ると、 ^110 

1 に 於て § 人 一般 Q 如く 麗 でない ：：.：： mt き、 京へ ml けで、 それから 七八尔 

も 米 國に 住んで、 窗人流 I てられた et は 、わが や I は 8 にも 及ばなかった ：：：：• 

小學 校の 同窓 者で、 陸軍 少佐に なって ゐ るの も あれば、 ェ舉 博士と して 立派な 錢 工場 を 所 しうて ゐる 

の も ある。 僅か 十年餘 りのうち に、 數百莴 回の 財 鹿 が m 來た 商人 も ある ……… G 分 は 同じ 强盜 をす る 

なら、 いっその こと、 少く とも 萬 以上の 金 を：：！ あてに すれば よかった  いや  Q 分 は 物 

の 考へを 浮べて ゐた、 な ……… せめて、 罪 ほろぼしに、 u 分で Q 分に つたこと は 忘れまい。 D 分の 

向 ふ 世界 はた だ精 祌 的の だ ：：•：： 然し その 齧 的が、 耶囊の 靈 では！ S したわが M 人に 應川 しか 

ねる 點が 多い  

職業 を も 改めたい。 (然し それさへ 妻に 云 ひ 翁る ので ある。) ^ 人 — 殊に耶蘇敎で^^ったぉゾ — な 

どに は 分らない わが 國 人の は、 外国人の それよりも 鋭利お、 たと へば、 ぎ ました、 燒ぃ 刃の 

 ああ、 もう 考 へまい、 自分 はもと 人 を 正宗の 刀で 三人まで も 斬った ので ある。 

. :-.  二八 五 
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でんく わう 

力 5- るレ せいで S 經 がちら つき、 こんな こと を 取り止め もな く 思 ひ 浮べる の ly らうと 思って、 

S は それ をね ぢ 消さう として 起き あがる。 

『どこ へ 行 くんです？』 妻 は 大きな E を^け て、 こちらへ 首 だ：？^ 返り さ 4,- た。 

『なに、 ね』 と、 築 は 今 ソケットの 方へ さし 出した 乎 を 引っ込めて、 11 ビ 含めた つもりの ほほ 笑みが 

矢っ張り 苦 i になった 。『今、 ね、 いい 考 へが 浮んだ から、 說敎の 截に控 へて S かう かと 思って x 』 

敎 へに 熱心な 妻の 機嫌 を 取り直さ うと 云ふ當 座の 思 ひ 付きで. あつたが、 

『さう』 と顿 りな ささうな 返 一 s|f はまた 向 ふへ 向いて しまった。 

よ 

『末子、 許して 吳れ』 と、 かの 女の 上に 身 を 投げ出したい ばかりにな つたが、 さう もす る ことが 出卞 

す、 偽りの 仕ぐ さ だと は 知りつつ も、 西洋 腐卷の 上に 纖の 釘から 外した 外套 を 羽 つて、 しほく と 

】 一 階の あがり 口 を さして 出て 行った。 

渠は 15 び 夢の 塔 を 登って 行く ので ある。 然し 夢， の 時の やうな "gi:.. なく、 また I もない。 はしご 

S を 一段 毎に 踏みし める 足 © に は 石 を 虫いて ゐる。 

5；8  く 淡 路の國 の 一線が やみの 中の 0 さきに！ つく 11© の デスクの 前に 腰をおろし、 赛が Q 分に 

さし 向ける 愛情の 切なる を 忍 ふと、 自分の この 恐怖と 苦悶と をう ち 明けられな いだけ、 それ け t だ 

濟 まない と 云う やうな 物足りな いと 云 ふやうな 叙が してなら， よ (。 


こんな t! つ こけて 血の 氣 のない やうな からだ を、 どこが よくって 愛して ゐ るの だら う？ 妻の 抱摊が 

切なれば 切なる だけ、 a 分のから だの 力の 弱い の を a の にも 思へ る。 (それ も 然し^ 因 は 過去の 犯 卵 

の 苦しみに ある) 國にゐ た 時 は、 血色 もよ く、  ，：^ も 肥えて ゐて、 刑 に は.！： J 際 S: つて 來 いと 云 ふ ffl 

格 だと 云 はれた。  如何に 産の 親で も、 今 名 1:^ つて 出た からと て、 二度 や 三 鹿の 說明 では、 おの 

, が 子と は 信じられまい  

人 を 殺した 罪 惡の思 ひ 出が 々々所 天のから だ をべ つて ゐ るの も 知らす、 窭は 血れ-がよく なり、 

身 體も强 くなる やうに と、 いつも 肉食 を させ て^れたり、^ 一子の 數を すすめて 臾れ たりす るが  

- それが 大した ili のない こと は、 自分が 在米中に 旣に經 験して 知って ゐる  

かの？^ は ミッション スク ー ルの 出で、 见に 角、 正^な耶蘇敎^^^^だ  C! 分に 嫁し 付いて 來 たの 

は、 もと、 自分の なのに 引き寄せられ たの だと 云 ふ  ，：：1分が今大阪の宗敎3^;で多少直きを爲 

して ゐ るの も、 その 雄 辯が 看板に なって ゐる  然し それ も 分. G 身の 持ち前から 來てゐ るので は 

な い 。(それが 精祌的 性質 を帶ぴ てゐ るの は 自分の ひを滿 たす 所以に 叶 ふやう だが、 餘 ほど 時代に 後 

れてゐ る ことが 自分に は 分って 來 た。) 

 自分の 隱 して ゐ る罪惡 がさう した 辯 &を現 はすの だ  a 分に 時代 的 傾向が 分って 来たと 

同時に、 過去の 罪惡 までが liM 過敏に なって、 自分の 口から、 徴悔の 代りに、 熱心な 張り. めた 葉 
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を 吐かせる の だ。 自分の 物&; 的 罪惡を 胸の 奥に 押し 隱 さう とすれば する ほど、 Si 神 は反對 に、 人 を H# 

の 子と し、 懺悔 をす る 必要 を 人に 强 いるの が 熱心になる  

小 W 悌 I 郞  この修|^_^が、 今のところ、 0 分の 道い 祌經を 多少で も輕 くして n 火れ るば かりだ。 

この 名で 米國の 敎會に 這入り込み、 この 名で 牧師 や 信徒の 信用 を 得、 この 名で 祌舉校 を 卒業し、 この 

まんめ いしゃ 

名で w びわが 國の土 を 踏んだ。 歸 朝の 《お 時 は、 それでも、 死んだ 本名 者の 家と 銜 突が 起 る^か あるか 

も 知れない と 心配した が  死人の 家 は 5;^ 手 il 石の 卷在 だと ii いて ゐ たから、 そこへ 行って、 それ 

となく その"： 银を 取り調べて 见 ると、 老母が 一 人生き つて ゐた。 それが やがて 老死す る 様子であった。 

その 死 を 待って、 1$ び 石の 卷に 行き、 一時 斷 絶した 家 を 自分が うまく 受け取って、 漸く わが！^ に 於け 

ぎ きせ  , 

る.！ n 分の 偽籍を 落ちつけ る ことが 出來た  

夢 …… …殺人  塔  僞名  かう 云 ふこと を 繰り返して 兌ながら、 が だらしなく  1$ を 

ゆるめて ゐ ると、 隣り のぼん く 時計が 三時 を 打ち出した。 

『は ッ』 と、 羅は. ％ 子の 上に CI 分 を 引き まとめた。 と 云 ふの は、 日曜： ：： の 敎\ け 堂に 於て、 說敎ぎ 上の 

後方で、 說敎 S- の 手に 据ゑ 付けて ある 椅子 に^かけ、 聖 11^ を 手に して 午前 九 時 (これが 說敎を 始め 

る 時 i^)， が 鏡が^る の を 聽 いた 時の 氣持 になった からで ある。 

然し 時 針が 鳴り やむ と、 鳴る 前よりも すっと 遠った 氣分 になった。 ftj 分獨 りの 寂し さが あかりの 附 


しつない 

いてない 窒內に はっきりと 兑 えて 來て、 冬の 夜； S{ けの 装 さが ぞくぞくと，：！ 1^ に；^ み 込んで 來る。 

だんろ 

『暖爐 に 火が 欲しい』 と、 あたま もから だ も 浮き 腿に なって 来たが、 今 1^ から 石炭 を 入れて、 外！： 新 

の 反 十 ：！ を 丸めて 燃やす 氣にも なれない。 

たばこ 

煙サ； も K 口 まう と、 シガレット を I 本 デスクの 上の 筘 から 探り出し、 それ を n に^ はへ て マッチ を 

招った。 ぱッと 室 內が 明るくな つた 一瞬 時の 光に、 洋 f!: 棚に 飾って ある 多くの 祌 ssn、 宗敎害  

壁に かか つて ゐる キリスト の 石 一 曾 像  issK 明 用の パレス タイ ン地 闘  デ ス クの 上に ある 

、A ん くわ 

きかけ の說敎 原稿  こんな ものが 喷 火した 別 世 の やうに 現 はれた。 

そ  ぎ ぜん 

梁 は E め はす Rr を 反らした が、 口の 向 ふところ はすべ て. 01 分の 偽^と 罪惡 隠蔽の ひ： 3=! ハ ばかりであった。 

『偽名 11 S 11 時代 後れ --— ああ、 職業 を 改めたい！』 かう いふ あせり 氣が、 マチの 火の 消える 

こう チゐ 

のと § に 土 堤 を 破 つ た 洪水 の 如く 渠. の 胸 を 突 い たが 、 踏み こたへ たの は 矢っ張り 强ぃ 覺 £^ だ 。『然し 

一 生！ a 悔 はしない！』 

闇に 殘る卷 煙 II. の 小さい 火が、 今や、 渠の 寂しい 存在に 僅かに 力と 光明と を與 へて ゐ るば かりだ。 

ふと 氣が 付く と、 下の 座敷から 手を叩いて ゐる。 築 は 俄かに 妻の そばが しくな つて、 今まで！ JJ^ て 

じ つ さう 

餘 して ゐた 重苦しい S\ ゃ寳想 をう ち 忘れた かの やうに、 -gi はへ て ゐた煙 fi?. を も拔み 6 ポて、  いで はし 

ご 段 を 下りて 行った。  I 十 EI ハゃ十 一 月) I 

偽名 者  二八 九 


發 


展 


M の 作 は 明治 四 十五 年に 大阪 新報 に 邋 

載し、 同年 七月 】 たび 単行本 ミ なった 

のだが、底ぐ錢^^禁止の厄にぁった。そ 

の 後、 また、 在来 邦人へ 供給す る 秘密 

10 】 っミ して、 横愤 あたりから sa 

版され たのが ある さう だが、 それ は © 

版で作者.E^i^^,^* 晃た ： ミ がな い の だ。 

從っ て 五部 作の 】 して 刊行す る LL^ 

つて は 十分 注意して 涼 版 vH3: 止し、 都 

合 上、 ^版の 終りの 方 は、 、、れ 割い 

て、 後の 「毒槳 女」 の 方へ 38 リ 下げて 

わろ こ 斷ゎ つて 5a  く。 
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麵 

の つに ある 田 村と 云 ふ 下 力， で、 一 一十 年来 物堅い ので 近所の 信用 を 得て ゐた 主人が 近 s^.s 

死して、 その 息子 雄の 代に なった。 

龜 ^は繼 母の 爲 めに &の 父と も 折 合が 惑いので、 元から 別に 一 家 を 構へ てゐ た。 且、 S 行 刹那 主 

の 理を 71:^§::> て 段々 文 舉界に 名 を 知られて 來 たので あるから、 面倒^^ぃ下^2!1などの主人になるの 

はい やであった。 

が、 1^ が 嫌って ねる の は、 父の 家ば かりで はない。 CI 分の 妻子 11 殆ど 十六 年 §^ に 六 人の子 を 鹿 ま 

せ，？」 妻と 生き 殘 つて ゐる 三人の 子 11 を も 嫌って ゐた。 その 妻子と 織 母との 處分を 付ける 爲め、 は 

-  かう こ 

喜んで 父の を §8續 する ことに 決めた ので ある。 然し e に それ を おら やらせて 歷 けば、 さう 後顧の 

S ひ はない から、 C 分 は 115 が輕 くな つた： S がして、 これから 充分 勝手次第な ことが 出來 ると 思った。 

『あの 家 はお 5^ さんで は 持って行け ますまい よ』 と 云 ふ 風評 を ST にした 班 〈は、 ますます i 起と なって い 


もつ- V  t 

所 H 八の 名 SJ: を 恥 かしめ まいと いふ w きを やって ゐた。 が、 lig 雄 は 別に それ を あり 難いと も m4 ふので は 

はってん 

なく、 ただ-::: 分. Iz, 分の 管し い が に出來 るの を 幸 ひに した。 

ちゃくしゅ 

線 母 は 勿論、 B 手 を も 限 中に H かない iS が^ 一  に ま-乎し かけた の は 一 女優の 養成で ある。 琴の 師： 

ぢょ いう 

をして ゐる 友人から、 その * 子のう ちに 一名の 樊人 があって、 それが 女^に なりたい と 云って るが、 

さう だん 

どうかして 與れ ないかと 云 ふ 相談 を 持ち込んで 來た。 

.*rj やくほん 

ぉは旣に女俊志願*?で央敗した經験を ー度^^めてゐるが、 51- て 脚本 を 作ったら それ をし ッ かりやつ 

て れる ものが 欲しい と考 へて ゐる ところ だから、 わけ も 無く  r^gi した。 

で、 自分の 家から 芝 公 を 通り 拔 けたと ころに あった Sz 樂仉樂 部の： § 劇 研究 部に、 C 分 も <K であ 

さう だん 

るの 故を以 つて 巾し 込み、 志願？ <; を そこの fsiu 生に 取り あげて K ふ 相談が 成り立った。 そして、 いよ 

いよ 志願者 を 猿の 家に 呼び寄せた 11 と 云 ふの は、 c 分の 〔豕 からお： z 通 はせ るつ もりで あつたの であ 

る。 

とんちゃく 

"族の 反對 はいろ くあった の はあった が、 S はそんな ことに は 少しも 顿^ しなかった。 

れいぐう 

『來 たもの を 少しで も 冷 過 すれば、 おれの やる  ー$戴 を 邪魔す る も 前 だ ぞ！』 

ひとへ もの . ； 

女が 赤 い メリンスの 風呂敷に 不斷 の 取 衣 か 何 か の 用意 をし て やって 來た は 、 そ の 姿 や 額付き の 

いいので、 下女まで も 目 を そば 立てた。 

、 發  M  二 九 I 产 
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『いい 女 だら う』 と 云 はない ばかりにして、 義雄は それ を 引き連れ、 その 夜、 俱樂 部へ 引き合 はせ に 

C-  4  二. U  ゃナ  だんねん 

行った。 が、 その 彘 初の 引き合せ に、 氣の變 はり 易い 本人 は 女優 を斷 念して しまった。 

紹介者と して は、 俱樂 部の 諸 f に對 して 不面目 を 感じた よりも、 自分の 家族が 女 を 連れて 歸らな 

れパ * う  ざ-^ ねん  /  > 

い 自分 を 見て 冷笑す る 額の 方が、 寧ろ 自分に 取って 殘 念の やうに E ぬ はれた 

渠は 自分の 書 i 兼寢 窒に殘 して 行った 女の 赤い 包み を ながら、 その 夜 も、 次ぎの 夜 も、 にがい 寂 

しい 顔 をして ゐた。 

その 少し ぎの ことで あるが、 義 雄の 繼 母に 當 てて 紀 州から ハガ キが來 た。 

『おばさん、 ぉ變 りはありません か。 わたし、 また 娠 やかな 都へ 出て、 勉強した いと ひます。 いづ 

れ御 厄介に なリ ますから、 よろしく。』 

繼母は それ を赣 雄の 妻に 見せた の だ。 

『お 千代さん、 どうしましょう、 ね、 こんな ハガ キが來 ましたよ。』 

『下手な 字、 ね。 どんな 女？』 

『わたし は あんまり 好かない の。』 

くらね 

『いくつ 位？』 


『前にう ちに ゐた 時が 十七 ムだ 4 ら、 もう. lr^3VJ よ ^^^^^^^Bl 

『どこ へ 行って たの？』 

さい う 

『矢 板舉 校へ 裁 總を習 ひに。』 

『ま ァ、 いい ぢゃァ ありま せんか、 來 させた ッ て？』 

とつつ 

『お 千代さん がさう 受け合へば 構 はない やうな ものの —— でも、 ねえ、 お 父 ァんの 代が 變 つて ゐ るし、 

わたしが そんな ことに 口を出して、 もし どんな ことがあるまい もので もない から —— o』 

か  とつつ  しゃ- cya-; 

『ぉッ 母さん はお 父 ァんが 亡くなられてから に 心配 家に なった の、 ね、 何も 商 |_ "だから、 かま はな 

いぢ ゃァ ありません か？』 

かた 

『でも、 ね —— 片づ いた ものが また 出て 來 るの は、 どうせい いこと ではないだ らうし、 若し： 雄さん 

にで も引ッ かかりが できたら —— 』 

『まさか、 そんな ことが —— 』 

二人 は 笑 ひに 破れて しまったが、 一 方 はつつ まし やかに 取り澄ました 磬で あるに 反し、 一 方 はまた 

かんだか 

甲高な 祌經 質に 聽 こえた。 

義 雄の 家族が この 家へ もどって 來 てから、 臺 どころ の 方 は 千代 子の 母が 下女 ども を IIM して 働ら く 

ととに なった ので、 隱居 同様な 繼 母の 居 は、 離れの 二た のうち、 手前の 一 と^に 定まった。 その 

0  0  二.^ 五 
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奥の. 一. 間に は義 雄の 弟が ゐる。 隣り の 寺の 庭に 面した 方に かけて、 緣が はが 取り ま はして あって、 軒 

した liT はかり を 隔てた ところに が あり、 そこに は、 父の 手 を 入れた？ の 棚が 出 來てゐ る。 萌、 

おもと、 松、 棕桐、 こんな 物へ 笫の輕 は 亡き人 を 忍ぶ つもりで ® 口 水 を やって ゐる。 

離れと おも 屋の 長い 裹 廊下の 一 部との M に、， §：：： の 高い 手 洗 鉢の 极 元まで^ がった 小さいた たき 造り 

の 池が あって、 MM が 泳いで ゐる。 その 水 を 取り K へる 人 も 他に ないから、 nii- がその 役 を 引き受け、 

It*- に、 裘 廊下に^ ふた 庭の ま はりに ある^ 木へ 夕が たになる と凉 しく 水を鄉 くので ある 

二人の あつたの は その 水が 撒かれて、 K が 奥の へ引ッ 込んだ 時の ことで、 その 時、 丁度、 

義雄 はが m に 行って ゐ たので、 1 一人の 話が 聽こ えた 。便所と 池との に 離れ へ 渡る 廊下が 付い て ゐる。 

ひ しゃく  ザう だん 

そこから 手 洗 鉢の 手 杓 を 取り、 手 を 洗 ひながら、 半ば 冗談に、 

『何 を 云って やが るんだ い、 馬鹿！』 

『お ほ、 ほ、 ほ』 と、 妻 は 笑って、 『聽 いてた のです か？ —— あなたの 信^ は どこへ 行っても ありませ 

ん。』 

『何 だ！』 かう 急に g が變 つて、 ist^ ら出 たやうな 叫び を あげながら、 廊下 を 渡って 行って、 まだ 

水 も 切れない 手で f ョ.^ の横ッ つら を 平手打ち にした。 

『  』 ず 意 を ら つた 妻 は、 片手 を s„i に 突いて、 倒れる の を ささへ た。 


『^です、 ね、 養 „ ^さん。』 母 もび ッく りした 額 を 向けて、 『可哀 さう ぢゃァ ありません か？』 

くちびる  をつ と 

『可哀 さう も 何も』 と、 っッ 立った まま、 ゎざと一:^を1^んで兑せ、『ぁったものか？^5天に#^.して敎ゅ= 

キート.. < 

的な こと を 云 ふの ァ無禮 の 極お！』  、 、 

『やい え、 敎訓は 必要です —— 子供に 對 しても、 必要で. \ 』  - 

『まだ おらない か？』 手 を ふりあげ たの を、 繼 母に 押さ へられて、 『いつも 云 ふ マ 3 り、 おれ は 子供 ぢゃ 

ァ ない！』 

妻 は、 その 少し 出ッ 張って ゐる前 齒の齒 ぐき に 所 天の 最初の 手が 《=3 つて、 そこから 血が 出た の を ふ 

いて ゐる。 

『ま ァ、 靜 かにお 坐 わりなさい よ。』 繼 母は義 雄の 兩手を 押さへ て、 無理に そこへ 腰をおろさせた。 『お 

容 さんが 兌て ゐる ぢゃァ ありま. 化" ん か？』 

『  』 i 各 ども は、 また 始まった と 云 はない ばかりに、 二 K の あちらこちらから 額 を 出して ゐる。 

ちょくせつ  . 

その 方に はす だれが 下りて ゐ るので 直接に は兑 えなかった。 繼： S は それ を； 1^ にして、 

『見ッ ともないから、 大きな 聲を 出す の はおよ しなさい よ。』 

『構 ふ もの か？』 あぐらをかいて、 わざと 二階へ SI こえる やうに、 『おれ は 何も 下 S2i に關係 はない。』 

0  M  二 九 七 
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] しゅじん 

『でも、 主人 だから、 主人の やうに、 ね 11 』 

『それ は 遠って ゐ ます 11 わたし はこの 家の 戸主に は 成った が、 下宿 隱 はこの 表面上の 妻た る 千代の 

し ごと 

仕事です。 わたし は矢ッ 張り 元の通り 詩人、 小說 家、 評論家で、 また 00 商樂舉 校の 英 si 師 です。』 

『敎師 なら、 敎師 らしく おしなさい』 と、 ss^ はび くつきながら も 嫁し さう に。 

『また 敎訓 か？』 

『お前さん は、 まァ』 と、 繼母は 千代 子に、 『默 つてお いでな さいよ II 雄さん の 云 ふの もが P だと 

t て も、 主人が うちに ゐ つかない やうで は、 家の 大黑ば しらが 励いて る も！： 様で、 うちの * がた よ 

がない ぢゃァ ありません か？』 

『ゐ 付く ffi うちがない のです、 こんな {《^ に は。』 

『お 父ァん の 家で も —— ？』 

『さう、 さ -I お 父 ァんの 跡を韆 いだの は、 わたし {nr 身のから だと であって I こんな 家 や a 子 

は、 自分に そぐ はなければ、 棄 てても いいんだ。』 

『棄 てられるなら』 と、 妻 は 少し 身 をす さって、 『棄 てて 御 m なさい！』 

『ふん、 棄 てると も —— もう、 おれ は 的に は棄 てて るんだ。』 

『何とで もお 云 ひなさい I < を 表面上の 妻 だなん て！』 


『お前の 命令な どァ n 乂 けない と iFK 一て るたら う —— お. W に * もに i^iiily.? レ广ぇ セ？  t  ^^f.--icfc--_ 

遠ざかって 行く の だ。 愛の ない ところに ゃァ、 おれの {- ^もない。』 

『ぢ ゃァ、 どうしたら』 と、 訴 へる やう. 笑に なって、 『あなたの 愛に 叶 ふので す？ 敎 へて 下さい 

なんど 

と、 何度も 云って る ぢゃァ ありません か？』 

じ 4*5J つ 

『手套 が 投げられ たの だ』 と、 嚴 格に、 『もう、 週い。 お前に は、 もう 情熱がない。 よ しんぱ、 あると 

ごく 

しても、 子供 を 通して 向ける 一であって、 H 接に おれに 向ける やうな 若々 しい、 活 きくした、 梗 

ぁッ たかい 熱で はない。』 

『そり ゃァ、 歳が 歳です もの 11 それに、 六 人 も 子 を 産ませられて、 三人 を^て あげた 女です もの I 

子に 苦勞 して ゐる だけ 子が 可愛い の は當り 前でしょう。』 

をつ と 

『お前 は 子の 爲 めに 夫 を 忘れて ゐ るの だ。』 

『いいえ、 忘れて はゐ ません。』 

『おぼえて ゐ るの は、 おれの 昔 だ。』 

『さう です とも、 昔 は あなた も』 と 優しくな つて、 『なか/ \1 诚な 人でした、 わ。』 

『今 は』 と、 相 ひ 手の！ i 度に は 引き込まれす、 『も ッと 親切な 人 になった の だが、 その 切 を おれよ 

や も 年う へのお 前に 與へ るの は 惜しくな つたの だ。』  . 

發  展  エ.？ ^九 
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しゃう ち 

『年う へな の は 初めから 承知して 連れて 來 たの ぢゃァ ありません か？』 

『そり ゃァ、 承知の 上であった、 さ。』 義雄は S だ 一一 一一：： 葉 を みしめ させる やうな 口調に なり、 『然しよ く 

考 へて 見ろ。 二十 前後の 靑 年で、 あんなに ませて なた 袞が 11 おれ は K 際 ませて ゐた 11 おれより 年 

,  とし t 

したのう わくした 娘の 上ッ つらな 情愛に 滿 足して ゐられ ようか？ あの 時には、 お前の やうな ハ 牛^が 

Vj き？ A う 

—11 年 と 云っても、 たッた 三つ 上ぐ らゐ のが —— 丁虚、 おれの 熱心に 適合した の だ。 然し s;- へて：： ル 

ろ。 人間 は 段々 年を取って 行く。 それ は當り 前の こと だが、 常り 前と 考 へて は W る ことがある。 それ 

をお 前 はわき まへ てゐ ない。』 

『ぢ ゃァ、 よく 云って 聽 かせて 下さい、 な。』 

，か 

『いくら 聽 かせても、 お前に は ハ.^ らな いの だが、 11 敎 がない からと 云 ふので はない。 お前 は 相お 

の敎 は 受けた の だが、 その^ 舉 的敎 in の 性質が 却って 邪魔 をす るの だ 11 。』 

『いえ、 わたし は』 と、 言葉に 力 を 込めて、 『武士の 家に 生れた のです。』 

]  ひや  げんだい .1 

『そんな こと は』 と、 冷やかに、 『現代に 何の 名眷 にも、 藥 にもなら ない 11 おれ も 武士の 子 だが、 わ 

ざ わざお ゃぢ などの 考 へや 命お には從 はなかった。』 

『それが 惡 かった のです。』 

『また 敎訓 か』 と 口 のち を變へ かけた が、 同じ 調子で、 『分らない 奴 だ、 ねえ 11 。 お前な どァ 時代の. 


,.』 と 云 ふこと が赏 際に がらない。 政治 上 ゃ文缀 上の こと は^としても、 敎^ 界に 於て だ、 お前の 敎 

育 を 受けたり、 お前が 舉 校を敎 へ たりして ゐた 時代 は 女子 はむかし 通り^ 極 的に； へ ら れて滿 足して 

ゐた。 然し、 現代の 若い 女 は 積極的な 敎 r:« を 受けよう として ゐる。 ^しい 女舉 校で でも 敎師、 生徒^ 

あ > /ま  • 

に 衝突が 起る の は、 古い 頭腦 の敎師 連が この 心 を 解し ないから だ。 の 問題に 於ても、 ただ から 愛 

せられて 喜んで ゐ たのが、 .nl 分から も 愛する ことができなければ 滿 足しな くな つた。』 

『わたし だッ て、 Q 分から 愛して ゐ ます、 わ。』 

もん 1 

『ところが、 その 問题だ 11 段々 年を取る に從 つて m 力 女の 情愛 は 表 西に W えなくなる としても、 愛し 

けしき  * こ， 

てゐ ると 云 ふ 言葉 だけで、 110: 際 はそんな 氣色 もない ので は 困る。 男 は 世故に けて 來る と共に 段々 情 

愛 を 深めて 行く もの だが、 今の 四十 以上の 女 は 32 常り 前の やうに ER に 對 する 心 を 全く 子供に 向けて し 

まう。』 

『でも、 子供 は 所 夭の 物で しょうが 11 』 

を つ A 一  けいかう 

『いや、 子供 は 子供で、 所 1K その物で はない 11 そんな 十：！枭 ぃ倾 向の 〔衣 庭で は、 は、 平凡な 人^で 

ない 限り』 と、 そこに 語調 を强 めて、 『深いく 情愛 を {41 しく 葬って ゐ なければ ならない。 — 』 

つ ざ しォ 

『何 だ、 詰らない』 とい ふやうな 振り をして、 は その 座敷の 前 を 通り、 〈从 をせ がみに 行った。 

< う ふく 

二階の 方から も、 空腹 を訴 へる 手が^って ゐる。 
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『少 くと も、 おれ はそんな 寂しい に J ^棲して ゐられ ない の だ — 』 

『蕊丄 場だッ て、 家の こと を。』 韉母は あきれた 様子。 

『お 墓、 さ、 どうせ 11 おれ は 今 Iffi 若々 しい 愛 を 受けて 兑 なければ ならない。』 

『ぢ ゃァ、 勝手にお しなさい よ。』 妻 は 立ち あがって、 ^り $ 一：： の やうに、 町と か 何とかへ 入りび た hv 

になるな り、 好きな 女 を引ッ 張って 來. るな り —— こ ッちは 離緣ノ  \ と 云 はれさへ しなけ り や、 子^ を 

有て て暮 します から。』 

『その子 供/ \ が聽き 飽きたん だい。』 義雄は ころの 方へ 行く 千代 子の 後ろ姿に 向って ぎ 鋭が：：： を 

I  r  さ-つし よく 

投げながら、 『子供と 敎訓 とが 手め へ の 墓の 装飾 だ！』 

W 村のお 母屋の！^ 廊下と 云 ふの は、 1H 線に 五六 Si ばかりあって、 便所の あると ころと は 反 對の端 

から、 また 曲って 四 五 ばかりの 緣が はが 付いて ゐる。 その 鍵の 手に 常る s: 墨 半が II { 奴の 代が 變っ 

た 時まで そこに ゐた客 を 一 一階へ 追 ひやって 11 義 雄の 占 餌す ると ころと なった。 

かどから 直ぐ 手前が 半 Si の 壁で、 それから 二 枚 障子が はまる やうに なって ゐる。 曲った 奥の が は、 

乃ち、 ffiz きの 方 は 二 面に 明いて 四 枚 障子と なって ゐる。 あかり を 取る に は 不足がない^ だが、 取り 


ま はして ある 庭が たッた 一 ー昍 幅し かないと ころへ 持って 來て、 北 隣り の 寺の 池が 兑 える 方の 境が ^ 

した 生け垣に なって ゐて、 その 向 ふ 側に は 五六 本の 杉の 木と 一 本の 大きな 樱 とが s 隱 しに 並んで ゐる 

し、 こ. i?0 にも 亦 二階の 家 根に 達する ほどの 梅の 木が 二 本 ある。 

束の 方 は、 義 雄の {Iti! と相對 する 低い 隣家の 軒が 隱れる だけの 高さに そぎ 竹の 垣根に なって ゐる。 そ 

の 垣根 を 越えて、 Ei: じ 隣り {• 漆の 庭から 7.23^ の靑 いひろ 葉が 一 一三 葉：：^ えて ゐる 外、 n ざ はり はない ので、 

朝の 日光 もよ く 道 入る。 が、 そこに も あんす の 木が 立って ゐて、 H が 赤み がかって 來る時 は、 ニ附の 

容 がこッ そり.： M 根へ 出て、 杖 や！ S を以 つてよ くそれ を み 取った。 その 庞毎 にと たん 張りの 家极 はば 

りば りと 音が する。 それ を SI きつける と、 亡父が へ 飛び出し、 うへ を 仰ぎ 兑 て：：： K い 銀色の 白 ひげ を 

撫でながら、 

こ £ 

『そんな こと をして は^り ますよ』 と、 おだやかに 容を 制した ッけ。 梅 も あんす も 父が Si 口で H つて 

?0 ぼし 

來た植 ゑ 木の 成長した 物で、 梅の 1:3  I 年中の <乂 用になる ほどの 梅 千 を 供して ゐ るし、 あんす も 近^ 

の 水 菓子屋 を 呼んで 父が H り附 ける と、 二三 圆が物 は 群げ てゐ る。 然し、 今年の 時^は 父が S 巾に.^ 

たので、 その 實は 孰れ も 人の^ら ふま ま、 また蟲ばんで^^ちるままになってしまった。 

義 雄の 書 齋が 簿嗜ぃ の は、 仙 石屋 敷の 高 甕から 續く 傾斜 地 11 そこは^^8^寺の山と云は れ てゐる 

つ f き 

If の检の 木の 大木 や、 抆の はびこった 松 や、 大きな 桅ゃ、 江 戶，： とい ふ 太い 樱 やの 影が ：3 ひかぶ 
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さって ゐる 上に、 十数 华を經 た 樹木が また 窒 近く 繁り 込んで ゐる爲 めば かりで はない。 

せま 

二 とたん 家极を 雀が 歩いても、 その ぼと くと いふ マおから、 の 胸に は 父の ひ W がお し" 3 つ 

て來 るので ある。 たまく 用が あって この 家へ やって来た 時、 父が 割り 合に おだやかな 霄梨 だが、 * 

い 大きな お を あ ふ 向けて、 家 根の 客 を 叱って 居る の を H 见し たこと も ある。 が、 それと 同じ 口調で 

わ. A 

も 身の上 を 幾度 叱られた か 分らない。 時には 餘り 命令に 從 はない ので、 

にら 

_-『|::|| つやう に 親不孝な 奴 は 世 問に ゃァゐ ない ぞ』 とまで あたまからぎ ろり とした ロを以 つて 脱み 付 

ごう じ やう 

けられた こと も ある。 が、 そんな 時で も、 渠 はいつ もの 通り 强 情に、 

『わたし は 一 切、 親の 世話に はなり ません 11 その代り、 また 親の 時 1 に 後れた 御 注 に は 全く 從ふ 

こと はでき ません』 とい ひ 切って しまった。 

渠は 若い 時から 文學に 熱中し 出した のが： S 初の 原因で 父と 衝突つ した。 今の 妻を迎 へたので W び 術 突 

した。 糙 母が 來 たので 三た び 衝突して、 遂に G 立す る ことにな つた。 その上、 妻子が 意に そぐ は 無く 

なつてから は、 いろんな 女に 關 係して その に 父に 呼び付けられたり、 押し寄せられ たりした。 いが 

^に IS ぎと いふ 日光の III? に關 係し、 女優に しょうと した 失敗から、 而ロ もない し、 また 面白く もな 

いので、 小 半年ば かり 父と 行き 來を 絶って ゐた。 

その^に 父 は 瀬 死の 病人に なった ので ある。 


父 は OS の 初めから、 今度 こそ は、 もう、 駄目 だと 思った の だら う、 珍ら しく も M を 折って、 

『早く 雜雄を 呼べ、 義雄 はま だ來 ないか』 と 云って たさう だが、 繼 母が 父の 口から Q. 接に W 村： M を * 

せんげん 

の 1^ に嗣 がせる と 云ふ宜 言を聽 くまで はと 思って、 通知 を發 しなかった の だ。 

- Es! 後に 義 雄が 知らせ を 受けて 行った 時 は、 もう、 出入りの へぼ 醫 者に は 兌 限られて ゐた。 約{:^|に：：3 

入った その 時から 旣 に感附 かれた こと だが、 父の息が小便^:^z、 また：^ は 確か だが、 n が 兄え なかつ 

ち しき  hi か 

た。 曾て 友人の の 場合に 實驗 した 智識に 據 つて、 渠は 直ぐ 父の も 臓^だ と 分った。 

『もう 手後れ だ！』 わざと 大きく 叫んで、 『なぜ 又も ッと 早く 知らせなかった の だ』 と、 俄かに みなぎ 

る 不平 を 漏らした が、 そばに 顔い ろを變 へて 横 を 向いた ものが あつたので、 該雄 はまた id ぐに その 場 

の 意味 を 了 ^ した。 『父 は それほど、 繼母を 愛して ゐた のか』 と 思 ふと、 ほどば しって 來た a 子の £愛 

も矢ッ 張り 引ッ 込んで しまう やうな 氣も する。 が、 何と 云っても 父に^ すの はこれ が：；^ 初で：^ 後 だと 

かんご  けっしし 

ra^ ふと、 看護の ひまに しッ かり 原稿で も 害いて、 診察料の 埋め合せ を すれば いいと：^ 心し、 有名な • 

門 i! を 招いた が、 二十日と 立たない うちに 他れ の 人と なった。 

父が 世界-の どこかに 生きて ゐ ると 思へば、 まだ それでも 何となくた よりにして ゐ たの だが 、いよ/ \ 

ゐな いとなる と、 義雄は 全く 孤立で、 孤獨 なの を 感じられる。 
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孤立 孤 獨は義 雄の 趣味で も あり、 また 主張で も ある。 それが 爲 めに 落ち 付いて 古今の も 讀 破で き 

た。 然し この頃の やうに 滅入って ゐる こと も少 い。 8^ 業舉校 1. そこへ、 六 年 前に、 滋 1:2： 縣の中 

Sf 敎師 をよ して、 轉 する 爲め 上京して 来たの も、 死んだ 父から 云 ふと、 百日 M 虎の 門の 琴 平 様へ お 願 

ひした 結报 ださう だが 11 そこへ 英語 を敎 へに 行く 時 M に 外出す る だけで、 あと は、 Q 分の anl^ に 引 

ク 込んで ばかり ゐる。 家の ものと は 話し も 碌にし ない。 そしてた まに 口 を 開ら けば、 お ほ as の 小首 だ。 

子供な どはぴ りく 恐れて ゐて、 父が そとから ：3 つたの を兑 ると、 H ぐ 母の 蔭へ 隱れ てし まう。 

『餘り 叱る から、 かう なんです』 と、 千代 子は訴 へた。 

『なァ に 母の 仕つ けが 惡 いの だ』 と、 義雄は I 喝 してし まう。 

そして 渠は 食事 を 妻子 と共にせ す、 朝飯で も晚钣 でも 獨り 自分の 害 齋で濟 ませる ので ある。 

s$ は、 一 度 自分が 目を通した？ ® へ は、 赤 鉛 や むらさき 鈴 a. で 所々 へ 線 を 引く ので ある。 そして 

それが 記憶 を 呼び 起す しるしになる ので、 なかく 乎 離す こと をし ない。 

『おれの 妻子 は i と 原稿 だ。』 渠 はいつ も かう 云って ゐ るが、 通 請 もしくは 熟 した 物 は iS り つ 

45  くう 

て 何 fn 冊 かにな つて ゐる， 千代 子が 轉 Ins 問題の 起る I 母に 億劫が るの は、 本の 爲 めに 引 ッ 越し の 過 

半 を 取られる からで ある • 

然し 行く ところと して、 家？^^^ら子供のぃたづらがひどぃからと云っては斷ゎられたり、 〔鬼 K が餘 


た ひごと  に もつ 

とど こ ほる からと 云って は 追 ひ 出されたり すると、 その 度 毎に 運び 行かれる 荷物 は、 古い gs^l つ 

とこ ざ，， ，\1 -た 切れ を 入れた 行李 三つと 臺 どころ の. がらくた 道具との 外 は、 すべて？ 51^ の 包み だ。 

がん じ やう 

r ぉゥ、 重い』 と、 どんな 厳 丈な 人夫で も、 それ を 持ち上げて 驚かない ものはなかった。 

しょ あつ 

義雄は その 重い 書物の 荷が 行く ところ だから、 蟲の 好かない 妻子が ゐて も、 见に^^:、  ^ち 付く こと 

が出來 るので ある。 

幅の 押し入れの 中に も、 それ を 入れた 行李 や 箱が 幾つ も 這 入って ゐ るが、 隣 {^ の 四 凝 半に は、 

遞信 省の 官吏が ゐる。 その また 次ぎの どん 詰りの 三 墨に は 電信 舉 校の 生徒が ゐて、 時 々發信 機の 練習 

をが ちゃく やって ゐる。 その 隣室との 閱を 仕切る 壁に は、 大きい 洋 anffl が 二つ 並んで ゐて、 外 M 詩 

文の ま 口 は 勿論、 擧書、 宗敎 書、 科擧 書、 和漢、 英、 獨、 佛 等の 字引き などが、 その i! 皮に 金文字、 

銀 文 宇の 光り を 放って ゐる。 

む it- み  よ 

,『 ここ はおれの 城 だ ぞ。』 かう 云って、 無暗に は 人 を 入れす、 I 閑" 版り の秀 げかかった 机に 倚って、 

し さく 

好きな 思索に 耽る ので ある。 

S いので 障子 を兩 方と も 明け 放ち、 時には、 緣が はの 柱と 柱と にハ ン モッタ を 結び付けて、 その上 

ijj からだ を ぶら 付かせる こと も ある。 
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奥に ゐる容 は、 二人とも 通行の 度 毎に！^ 1!^ しく 感す るので、 申し 合 はせ たやう に 轉室を 申し込んだ 

が、 二階に 適當な 明き 問がない ので 僅かに #i して ゐる。 が、 渠 はそんな ことに は頓羞 なしで、 『ハン 

モク』 と 云 ふ 可な り 世間の 注意 を 引いた 散文詩 を 作った • 

ft ま  L 

『熱くて 堪らない 日が 

すんだ 氷の やうに しみ 込む 頃 だ、 

ま なつ  そら 

MM の 空に、 

蟬の聲 が じいく 

俱の あたま を ^^ぇくり返す。 

gfr の 柱と 柱と に ゆ はへ て 

なか 

低く 釣る した ハン モク の 中で、 

俊 は た わい もない からだ を 

た わい もな く 横た へた。 

一 ~ ^の からだの か、 何だか 分らない 重みが、 

左右に 搖れ て、 


あり も しない 風 を 待って ゐ る-  ね > 

と 思ったら 突然 a 分 は § 以前 高い 木の 枝に ？  f あった とい ふ 考 

へが ^ん だ。 

きの ふ は 旣に 前世界 だ 1 

ゆうべ 高い ところ から 落ちる 夢 を 见た の は、 

夢 では なく 赏際 お ほ 昔、 

お：？ > し ザ  しんりん 

生繁 つた 深 林 の 

枝 から 枝へ 渡る 時に あやまって 

すべり 落ちた 記惊で あらう。 

今 落ちない の は i^mi だ と、 

、り * かむ  そら  i  -,， 

^1: いて お 一 を 見た 

£ い :^»-さし と それに かぶ さって ゐる 

庭の 松の木 の から、  . 

1^ じた お ほ の 腐が り が ^つて 來て、 

. 0 展  3g 


li  ^ニ卷  =1 10 

r 今」 ふ 

僕の 呼吸が 苦しく なった。 

前世界 から 生活に 疲れて 來た からだが、 

ハン モク の 中で 搖られ て ゐる 様 だ。 

R 分の 身が おもた 過ぎて、 

ゅラま 

何にも する 1^ 氣が ない。 

このまま 死ぬ る なら 死んでも いいが、 

じんせい 

さりと て、 叉 未練の ある この 人生。 

ねむ  . - 

いつまでも 眠って ゐられ る もの なら、 

しま  えいねん 

死んで 終う の と は 遠って 安心 だら うが、 さう く 永遠 まで 

親み の 綱 は 朽ちないで ゐ なから う。 

とど こ からか 羽根が 生えた やうに、 

い ぜん 

俟の *? へ は 百 萬 年 以前 から 

nf 以後へ 飛んだ。 


く- o さう 


くだらない 空想 だ と 忍った が、 

何だか 醒めて ゐて、 稷 はれる 氣 持ち だ • 

夏の i し 熱い 呼吸 は、 

乃ち、 僕の 呼吸 で あった • 


んね 


ああ 金が 欲しい！ 

女が 戀 しい！ 

大察 業が したい！ 

いい 句 を 得たい！ 

さま，^ の考 へが 一時に 浮んで 來 て- 

くわき \ 

輝の 靡に 不安の 和聲を 添へ た。 


ハン モク は 實に 不安な 住ま ひだ、 

ぶらく 動く たんびに、 

僕の 胸 は 息； S る E わ ひ！』 

0  展 
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或晚 のこと、 篛 雄の. M にも 電燈が 付いて から もな く、 

『御免 を 被ります』 と、 千代 子が ぉ容 帳と 支出 簿と十 露 殺  1 と を 提げて、 にやく 笑 ひながら 道 入って 

ひそ 

來た。 藥は 妻の 冷笑的 態度 を 一 見して、 もう、 胸が むかく して 來 たが、 それ を. 分で 私 かに^して， 

辔 兑を 緩け てゐ る。 

ぢょ  をつ と 

『また 叱られる のでし ようが、 一 つ、 讀み合 はせ を 願 ひます。』 かの 女 はかう 云って 所 天 を 少し 離れて 

坐 わり 込み、 帳面 を 机の 方 へ つき 付けた。 

義雄は それ をうる さいと 思 ふの だが、 收 支の 帳面 づら のよ く 合 はない のがい つもの ことで あるので、 

つ  ししゅつ  ： , 

客から 取る 金と CI 分が 舉 校ゃ雜 誌から 取って 注ぎ込む 金と がどう 云 ふ 風に 支出され てゐ るの か、 充分 

調べ て见 なければ 置かない ので ある。 

『お 千代さん はいつ 雕緣 されても いいやう に 臍繰り金 を 持へ てゐ るに 和 逮 ない。 さう でなければ、 義 

雄さん が隨分 儲けて 來 るのに、 暮 しが 足りない Jf" がない』 と は、 義 雄が はの 讓 同志の ©- さで、 sf^ 

さう 注意され たこと も ある。 然し、 渠は 自分で 浪费 する の も 割り 合に 多い と 思った から、 よしんば、 

妻の 牆 繰りが あっても、 大した もので はない と 高 をく くって ゐる。 

義 雄が 妻 を 意地々々 させる の は、 そんな ことではなかった。 かの 女の あたまが 不正確な 爲め、 つけ 

はんせい 

落し やつけ 加へ があった りして、 が 合 はない。 度々 のこと であるから、 は それ を 反お させ 


る爲め 1 厘、 一 錢の 差まで も その 行く へ を 追究し なければ 止まない • 

すると、 千代 子 は その 位の こと は 當り前 だと 云 ふ 態 K で 意地 を 張り出し、 

『わたしが 何も 一 錢ゃ 1 1 錢を着 腹す る わけ は 御座いません』 などと 不平ら しい こと を 云 ふ。 それが E 

機に なゥ て、 いつも、 大きな 云ひ爭 ひに なり、 

『手め への P が 鈍い からだ』 と、 まや は 妻の 束 誓た まへ きを  一 S らは せる こと も t。 

それが 爲 めに、 隣り の f やかまし いと 怒らせたり、 隣家の 惡§ にいい f  II へたり す"" 

千代 子 はまた な &ぉづ くして ゐ るに 遨ひ ない の だが、 それ を 震に まぎらせて 坐 わった ので t。 

義雄 は讀ん で ゐたぺ ー ジ を 或 節 の 終りまで 濟 ませてから 默 つて 帳面 を 手 に 取って 见た。 

『どうせ、 家族が 多い のです から』 と、 千代 子 は S. ん 高い 聲を 無理に 低め、 『ぉ容 さんから 受け取る だ 

けで は rs^ りない の は、 この 二 1 ヶ月で も 分りました 力ら  』 

『そんな こ と ァ 知れ 切 つてら ァ。』 

義雄 はやが て 帳面 を 二つと も 妻の 方へ 投げ やり、 自分 は そろばん を 取った。 

1 錢 なり、 ニ錢 なり、 十錢 なり、 10 なり、 九圆 五十 錢 なり、 十二 Mill ト錢 なりな どが i= らく 紐い 

たが、 結局、 今夜 は 珍ら しく 無事に 通った。 

『こんな こと は 初めて だから、 何 かお ごリ ませう か？』 
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『ふん』 と、 篛雄は 横に 向き、』 1  ほひた けり ゃァ、 よそへ 行つ て^って 來らァ 1- どうせ、 おれ は、 お 

れの 出す 金 さへ 出して ゐ りゃァ いいの だ。』 

まんぞく  -  /  V-  3 

『それが —— でも —— 滿足 に拂 へた ことがない ぢゃァ ありません 力？』 

『そり ゃァ、 然しお 前の 帳面が 矢ッ 張り合って ゐな いより ゃァ、 まだし もまし だ。』 

皮肉 を 云 はれながら も、 所 天 がいつ に 無く 多少のう ち 解け を兑 せる のが、 千代 子に は £i しかったら 

なが ち 9 

しい、 で、 長ッ尻 をして ゐ たので、 

ゆ づる 

『ぉッ 母さん。』 姉 娘の 富 美 子が ぉを從 へて 緣がは をば たく 驅け. て來 て、 『lls さんが 何 かお^れ ッ 

て。』 

『いけません、 いけません！』 母 は £；!： ち 前の e.M を 出して、 『今 御 隨を哈 ベた の ぢゃァ ありません か？』 

『ぉッ 母さん、 何 か』 と、 論^ は あまへ た 彝聲を 出しながら、 一 群 手前の 陣 子の 隅 を 少し 明けた.^ 

『いけませんてば、 ぁッ ちへ お行き！』 • 

^\ぞ 

弟の 窺いて ゐる あたまの 上から、 S= の 高い 姉の 顔 も えて ゐた。 

『む ッ』 と、 母に 瞰み 付けられ、 m 美 子の 方 は 機敏に 引ッ 込んで しまったが、 諭 鹤は雨 乎で 柱と 少し 

明けた 障子の 端と にっか まって、 口 をた だ 右の 方に 反らした のが、 直ぐ その そばに ある 半 の 淺ぃ床 

の 問の 掛け軸、 逹 摩の 怖い顔と 出くわした。 


この 子 はこの 軸 面 を大嫌 ひで 11 まだまだ 小さかった 時の こと、 父の SSli へ f ゐな いのでよ ちょ 

ち 道 入って 來て、 二 枚 S なって 掛かって ゐ る^の 上の I つ — 支那 人の 窖 いた 杜 m の 句であった I 

I を 上げて 見た。 すると、 下のに 異形な 物が 現 はれて 大きな n を 刹いて ゐ たので、 腰を拔 かして 泣き 

出した。 法 橋 探 水 齋と云 ふ 济款が ある 喪で、 逹 摩が 小舟に 乘 つて 支那へ 渡って 來 たの を^す る^ 

摩 だが、 子供ながら その 時の こと を おぼえて ゐて、 今では、 その 額 を 父の 額に する やうに なって 

ゐた。 

びッ くりして、 また 左り の 方へ 額 を 避けた^、 この 子 は あたま を 子の 端に ぶっけて、 母に 泣き 颜 

を兑 せた。 

『いい 氣味 だ』 と、 母 はかた きの 失敗で も 兄た やうに 躍起と なった。 

『毛 だ 物の やうに 子供 を 溺愛す る』 といつ も 所； 人に 云 はれる ので、 さう でない 證據 に、 こんな S -、  0 

分の 厳しい 有て 方 を |3： 見して K はう とする ので あるら しかった。 

『な、 ん、 か』 と、 また 下の 知 (これと 姉との 名 は、 死んだ ぉぢィ さんが < ^したので ある) がいつ 

のまに かやって 來て兄 を 押し けて、 小さい 竹 を 出した。 

義雄 はこれ がすべ て 自分 等の にで きた 子 かと ふと、 可愛い と 一； ム ふよりも、 sio うるさい 物 だと 

云 ふ氣が 先き に 立つ ので、 
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『畜生の 子供ら が』 と、 さも しい 顔 を 向けて、 『ぞ ろくと 何 匹 W て 來ゃァ がるのお？』 

『可哀 さう こ、 ねえ』 と、 千代 子は頗 のこけ た 顔の f をび くく 動かし、 目 を 下に 伏せて、 暫 らく 

さ ひ 

たより 無 ささう に考へ 込んで ゐ たが、 やがて その 伏せた 目 を その 方に 擧げ て、 寂しく 笑 ひながら、 『も 

う、 これ ッ 切です とお 云 ひ。』 

iiE 美 子 は 何も 分らない 二人の 弟の 上へ 首 を 出して ゐて、 母に 似た 出ッ 齒を兒 せて 笑って ゐる。 お ま 

けに、 どいつ もこい つも 田 舍ッ兒 の やうな 地味な 瀧 縞 木綿の 舉 かを^て ゐる。 魏雄は それ を la して 

も與 ざめ てし まう ので ある。 

『うるさい から、 ぁッ ちへ 行け！』 父の 一 言 は 皆の 子 を i 子から 離れさせた。 

『ぉッ 母さん も』 と、 千代 子 は おだやかに なり、 『今 直ぐに 行く から、 ね、 そッ ちで 待って お出で— 

ぐづ. V ,\» -てゐ ると、 達 摩さん が 飛び出します よ。』 

『  』 そ呓ま なく 千代 子の 口にの ぼった 子供に 對 する おどし 文句であった らうが、 義 雄は自 

分に も當 てれば 當 たる 言葉 だと 思って、 心で は 吹き出し たくな つた。 眞而 W に考 へても 亦 さう だ、 子 

供に 對 して は 怖い 點に 於て — また、 fik として 長年 孤獨の 情味 を 味 はって 來 たの は、 而壁九 年の 

心持ちに 似て ゐる點 に 於て。  ， 


『建 摩さんだ、 達 摩さんだ』 と、 さう ざう しく、 ばた くと 別.^ にお ほ 股、 小股の 足 ih ばが 逮ざ かって 

行く の を、 義雄は 不調和な il^ だと 考 へたに 反し、 千代 子 は それに 聽き 惚れて ゐ るかの やうに 暫 らく 

をつ と 

耳 を a まして ゐ たが、 やがて 所 天の 方に 向き S つた。 

『論 鶴 も、 あんな 総領息子 ぢゃァ 仕方が ありません、 ね I あなたと 问様、 わが 儸 一 方で。』 

『おれ は 親不孝であった から、 自分の 子供から 孝行 を.. >VK はう と は 飽くまで 思 はない の だ。』 

『あなた は』 と、 千代 子は附 Ik を 横目に 2^ て、 その 方に 向って 右の 乎の. 平で i& を 下に 拂ひ、 『それでい 

いか も 知れません が、 わたしが 困ります。』 

『お前の 困る のァ お前の 心掛けが 惡 いから だ。』  きと 

『また そんな こと を！』 千代 子 は 斯う 調子に 乘 つた やうに 答へ て か 分の 有兒の 苦心に 對 して 所 天 

がお もてへ 出して 同情した ことが 少しもな いこと。 この 末と もま だ 長い 子供の 敎ぉ時 f、 自分ば か 

hs の 手で は、 聘 i にどう する こと もで きない こと。 所 夭 の そばに ゐられ る だけ、 まだし も 子供と. 门分 

は 末の 望みが も. る やう だが、 若し 皆が 一 緒に 菜 てられる やうな ことがあ ると、 三人の 子に 老， 5^ を 力 力 

へて、 どうな つ {^ 行 くだらう と 云 ふこと。 たと へ、 この 家 だけ は 子供の a めに^かって、 この 抱〉 を 

つづけて 行く としても、 さう したら、 田 村の 方の 繼母ゃ 弟までの 身の上 も 引き受けなければ ならない 

こと。 所 天 の 取って来る 金 を 注ぎ込んでも、 たださへ 不足勝ち のと ころへ 持って 來て、 それが 末し 出 
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なくなる とすれば、 とても やり切れる もので はない こと。 何と 云 ふ SI 架な 身に なった の だら う、 今 さ 

ら、 この 年に なって、 よし 槊 てられても、 よそへ 片付く やうな こと もで きない こと" など を 語った。 

そして その 額 を mfk から 反む け、 兩乎を i!i の やうに なった 黑繙 子と 更 妙の asi^ の 口に 挾み、 頻りに 

考へ 込んで ゐた。 が、 こちらが 餘 りに 何とも 云って やらなかった ので、 立ち あがって、 左り の 手に K 

また 

面と そろばんと を 持ち、 右の 手で 藍 地の 浴衣の 前 を E しながら、 

『ま ァ、 行って やりましょう、 子供が 待って る だら うから o』 

『： …：： 』 かの^kの引ッ詰った束髮ゃ、 れ氣 のない 衣 物が 祌 經質 の 段々 高まって 行く 频を剁 き 出しに 

して 見せる ので、 義雄は 少し あ ふ 向いて 最も 侮： S の 睨み を與 へた。 

r その 婆々 ァ じみた つら を见 ろ！』 

『あなたに』 と、 千代 子 は 恨めし さう にして、 口の あたり をぴり 付かせて、 n 十 口に、 

『かう されたん です よ。』 少し ゅッ くりして、 『あなたの せいです から、 こんな』 と、 顔 を 突き出し、 『お 

婆ァ さんでも 11 』 可愛がって 下さいと 云 ひかけ るら しかった。 

『鬼子 母祌の つら だ！』 義 雄の 叫びが 頓狂であった ので、 千代 子 は 色を變 へてから だ を 引いた。 そ L 

て 物 や はら かにな り、 

じ *ib う 

『鬼子 母祌 でも、 何でも、 わたし は 子供に は 女王の やうな ものです から， ね。』 


『そんな 下らない 航 ハ^に 釣り込まれて』 と、 ？i 雄 は 兩肱を 机に いて、 兄 向き もせ. F:^:^ を 動かしな 

がら、 『途に 婆々 ァ になって しまう の を 知らないの だ。』 

『あなた も 段々 ぢぢィ じみて 來た 癖に。』 

『そり や ァ上ッ つらの ことで —— 祌 は-反 對に 々しくな つて 來た、 さ。』 

『七つ さがりの 雨 は 止まない と 云 ふの がその ことなら、 ねえ — 』 

『  jj そんな iir を どこから えて 來 たと 云 はない ばかりに、 If 维は 妻の 方 を ふり 向く と、 千代 

へう じ やう r 

子 は 立った ままに やりと 笑って、 例の 通り、 出た 齒の 上， M ぐき の 肉まで も兑 せて ゐ る。』 その^ の卑 

しさ を 兄ろ！』 渠 はまた かう 叫んで、 目 を 反らした. T もう 行け、 行け！』 

『行きます とも 11 然し、 ねえ、 あなた』 と、 千代 子 は S 面 n に 返って、 また 立ち去り かね、 その 場 

にしゃ がんで 持って ゐる物 を 膝の 上に いた、 『あの 子 もさす が あなたの 子で、 ^^：：はなかく利：：で 

すよ、 今の 驚き 方と 云ったら、 可笑しく も ありまし たが、 また、 =^、 上の 抖 け：； g をめ くって、 下のに 

びッ くりした こと を 忘れないで ゐ るので すよ。』 

『そんな こ とァ 聽 く 必要が な い 。』 

ち. OJKA 

『でも』 と、 Si し を引ッ 張る つもりで か、 『この 達 摩さん も忠 IS です、 ねえ 1 . ^ちの $ -乏 し を永ギ 
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の 一  緒に して 來 たのです から。』 

『ほかに 掛ける 物 もない ぢゃァ ないか！』 義雄は 思 はす また 妻に ふり 向いて、 『掛け物 一 ク買 へない ほ 

SS ん ばう 

ど！^ 乏して きた、 さ、 然し また la 白い こと もあった、 さ。』 

『それ は あなたば かりで —— ぅちの^^？はちッとも面白ぃことなどさせられた覺ぇはぁりゃァしなぃ、 

わ。』 

『無い？』 わざと 怪， な 顔 をして、 『望みの 竹 生. も兒 せて やった し、 京都、 大阪、 須 磨ゃ奈 良へ も 連 

れてッ て やった ぢ やない か？』 

『わたし だッ て』 と、 千代 子 は 平 さう に、 『そんな 上ッ つらな こと を 云 ふの ぢゃァ ありません。 うち 

の 者 は 皆 11 あなたと 直接の 關係 のない わたしの 母まで 11 あなたの 貧乏と 機嫌と に いぢめ 拔 かれ 

て來 たんです。』 

『贫乏 はおれの 持ち前 だ。 然し、 おれの 不機^ は 女房の 口 やかましい ところから 來 たの だ。』 

『やかましく 云 はなけ り ゃァ』 と、 EI をき よろ つかせて 口 を とんがら かせ、 『遊んで ばかり ゐるぢ や あ 

りません か？ あなたの 坊ちゃん じみて ゐた 時から、 この 十何ケ 年と 云 ふ もの、 わたしが やかましく 云 

ふので 持って 來 たのです よ。』 

ば か  ひじ やう  とくい 

『馬鹿 を 云 ふな！ おれ はおれで やって 來 たので、 非常に 遊んだ あと は』 と、 得 s:^ な 顔 をして、 『きッ と、 


また 非常な 仕事 をして ゐら ァ。』 

わか 

『それ もさう でしよう けれど、 わたしの 爲 つづけた 苦勞が 分ったら、 この 達 靡 も わたしの 味 かたに な 

るで しょうよ 11 主人が 敎師 になって 行く のに、 滋贺縣 まで も 一緒に 附 いて 行った し、 また m 二 W へ歸 

つてから も、 芝から 下 谷、 本鄕 から 魏町、 麻布から 赤 坂と、 何度 引ッ 越した か 分り ゃァ しない。 その 

たんび 何 か 物 は 無くなる し —— おしま ひに は吉彌 でしよう。』 

『母さん。 ぉッ 母さん。』 子供が また 呼に やってくる 様子 だ。 

『あいよ、 あいよ』 と、 千代 子 は その 方へ 浮き腰に なった。 

V わ 

『うるさい から、 行け』 義雄 はかう 云 ひ 切って、 妻が 立ち あがる の を M 口に 见た。 『おれの 放浪 生 ii^ は、 

もう、 やめる。 その代り、 お前と は 離 I だ。』 

義 雄の 英語 敎師は 時間給で 出る の だから、 その 受け持ち 時 M だけ 行ったら いい。 それ も 1$ロ ではな 

かくじつ 

\ 日曜日と 月曜日と は繽 いて 休みで、 跡 は 隔日に なって ゐる。 

蕖は 昔から 勉强家 だが、 朝寢坊 ときて は 九 時 や 十 時で なければ、 また 時に よると 午砲 を SI いてから 

でなければ、 とこ を 出ない。 父が 我善坊 からせ かくと 歩いて、 麻布の 谷 町を拔 け、 氷 川 神社の そば 
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JJt まって、 赤 坂の 臺町 へた まくやつ てきた 時、 息子が やう やく 起き W でて, 枝 を 使って 居る の を 

見て、  . 

『そんな ことで 一 人前の 人 に 成れる もの か』 と 怒った こと も ある。 

『でも、 g が迎 いもので すから』 と、 千代 子 は 所 天に 代って 辯 護 をした。 

せん りゃう 

父 は 息子の 朝寢を 始終 氣 にして 死んだ が、 それ を 却って 翁 雄 は 父の 家 を 占領して から も、 一つの 懐 

,s しい 思 ひ 出と して、 口 を覺 して ゐ ながら も、 とこのう ちで考 へ續 ける 朝 も ある。 

『年中 仲 > こが ひ をして ゐ ながら も、 自分が 何となくた よりにして ゐ たもの が 亡くなって しまった。』 か 

はって.^ 

ぅ考 ベる と、 自分 も 何 どき 死んで しまう か 分らない。 これから ますます 0 分の 事業に 發展 しょうと す 

る 前途 も、 まだくな かく 長い。 親な ど は 子に 對 して は あまい もので、 子の 十 年 一 日の 如き 思 _ ^的 

努力が その 僅かに 一 部 を 世^に 認められる やうに なって、 多少 それが 彼れ 是れ云 はれて きたの を 知つ 

なね し-^ 

て、 內心 では 非常に 喜んで ゐた。 

父の ID^I 心に 從 つて 見せたり、 物&; 的 報酬 を以 つて 父に 報いたり する ことができなかった 擬に は、 切 

めて 神事 業の 一端 をで も a せて、 父 を 喜ばせた のが 所謂 *H 仃の 一 つであった のか も 知れない と 思 ふ。 

苟し くも 生きて ゐる は 思索と 執 S. とが 自分の 生命 だとして、 f も 海 暗い 窒に 立て 飽 ると、 やが 

て 夜に なって しまう。 また、 電投が 付いた かと 思 ふと、 いつの 問に かふけ て 行って、 夜明けの 庭 ft の 


聲ゃ、 朝 がらすが 寺の 山の 高い 检の 木に 群がり 啼 くの を 聽 く。. それが 殆ど r 母 夜の こと だ。 

たまく、 夕飯 を濟 ませてから 人 を 尋ね、 一緒に 玉突き 屋へ でも 行く と、 口 0^ の礙 1^ が 調子 を變 へ、 

しょう XP- 

負ければ A ける に從 ひ、 勝てば 勝つ に 連れ、 知らす 識らす 勝 食の 回数 を 夢中で 重ねて 行き、 

こと 

『もう、 あかり を 消します から』 と、 ボ ー ィに斷 わられ、 初めて 不興に 覺 めて 歸 宅す る こと も ある。 

が、 直ぐ に 就く ので はなく、 きッと 机に 向って 喾き殘 しの 原稿 を續 ける ので ある。 

渠は 家に あって は ストア 擧 派の 禁愁 主義者 以上の 嚴 を 保って ゐ るので、 朝寢 だけに は 例外の づぼ 

ら があって も、 そ ッと構 はないで 置かれる のが 常 だ。 

押し入れ 並びに 床の間の 後ろが 一 一階から うら 緣が はへ 下りる はしご 段に なって ゐて その 次ぎの 八^ 

らう か 

が このはし ご 段と 玄關 から 裘へ I 直線に とほった 廊下と に 挾まれて、 千代 子と 子供との 寢窒 になって 

ねる。 

この 八蠱 と四疊 半と は、 生活 上、 金 錢的關 係が あるの を 除いて は、 殆ど全く無關係の世3^^世界と 

である。 四壘 半の 主人の まだ 寢てゐ るの を、 八疊の 主人が 起しに 來て、 締まった 陣 子の 外から、 

『もう、 § ^です よ』 と いふ すげ 無い 言葉 を I と 言 かけて 去る の は、 午前の 八 時 もしくは 九 時から 校 

ゥ.. ほ が ある 時に 限って ゐる。 それ を聽き 流しに して ゐ ると、 あね 娘 かその * かが、 母の 使 として、 

『お 父 ァん、 お起きなさい ッて』 と 云 ひ 布れ て來 る。 
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『お — おき 11 父ち やん 11 お 起 —— きッ て、 ね』 と、 また、 末の 子が 障子 を 明けて 這 入って 來て、 

ひよ ろつ く崾を かがめて、 父の a を のぞき 込む こと も ある。 

『あ ァ、 起き^よ。』 さすが limi- の 子に は 强く當 る こと もで きす、 優しい 返事 をす るが、 すると 稚ぃ 

子が 嬉し さう に 向 ふへ 甌 けて 行って 母に その 返事 をい ひ 付けて ゐる やうな 様子が 聽 こえる。 それが ま 

た 反感 を 響かせて 來 ないで はゐ ない ので ある。 

『あいつ 等の 爲め ばかりに 詰らない 敎師 など をして ゐ るの だ』 と考 へる と、 額 を 洗 ふに も を W ま 

せる にも 氣が 進ます、 んの時 問が 後れ かける 程ぐ づ くして ゐて、 わざと 取 を 呼んで、 た ッた三 四 

丁のと ころ を驅 けらせる こと も ある。 

擧校 では、 然し 義 雄の 敎授 振りに 家で 押さへ てゐる 活氣が 溢れ出し、 ひどく 叱りつ ける こと も ある 

代りに、 また 全 极を 愉快に 笑 はせ たりす る。 

六 年 前、 初めて ここの P になった 時 は、 生徒に 親しみが なく、 且、 怒る のが 目に 立つ ので、 最も 

不 m 來の 生徒が 一 人、 短劍を 持って 渠を 暗夜の 途に 要した のが 評判に なった。 渠 はそんな こと は 恐 t 

ないで、 相變ら す.^ 酷、 熱 酷な 怒 罵 をつ づけた。 

『«gs の やうな i がそ こな ひ は、 兩， S へ 行って 産み 直して 貰へ。』 

『手前の やうな^; i は、 でも 喰 ひ 切って 死んで しまへ。』 


生徒 は 遂に 往生して、 こんな こと を 云 はれる の を =  取 も 恥-お だとして、 築の 時^の 舉科 はよ く 下調べ 

をして 來て、 じ やうすな 說 明を聽 きつつ、 i 確な 理解 を 得る のを樂 みに する やうに なった。 

『田 村 先生の 時^!』 こ の 言葉 は 一 部の 生徒の 恐怖 を 引き起す I であると 同時に、 一 般 生徒に はお 

も 受けられる 樂 しみで ある こと は、 義雄も 自分で 知って ゐた。 

渠は 同じ 擧 校の i& にも 出た ことがあ るが、 それ は 失敗に 終った。 出勤 前に 友人と 酒 を 飲んだ のが、 

敎 で 例の 通りの 快 辯 を 振って ゐる 時に 發 して 來て、 いつの にか 椅子に 腰かけて、 心よ く ティ ブル 

の 上に 眠って しまった。 ふと 目を覺 すと、 七 八十 名の ものが すべて 手を^ねて、 ぼんやりと こちら を 

見て ゐた。 

丁度 その 當時、 渠は 『デカダン 論』 とい ふ 著 を 公け にし、 現今の 宗敎、 政治、 敎育 等の 俗 p::^ に 反 

對 したの が、 擧 校の 幹部の 問題に なって ゐた。 その上、 或晚 のこと、 醉ッ拂 つて 藝者 と共に ®tf に乘 

つて ゐ たの を 生徒の 一 人に 見つけられた。 

それや これ やの 中を取る 同僚が あって、 築 は 夜 舉の時 を斷 わって しまったが、 鼓^の 生徒に 向つ 

て は、 自分に 對 する 心得 を發 表した。 

『舉 校の 門 を 這 入った 以上 は、 おれ も敎師 として 祌 M な 者 だから、 飽くまで も その 職權と 熱心と を 忘 

れな いが、 鬥を 一 歩で も 出たら、 もう、 お前 等と おれと は：：^ す 知らす の 他人 も M 様お ぞ — 從 つて 
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外で お前ら と W 舎っても、 おれ は 相手に しない、 お前ら も 亦 おれ を 先生な どと 云 ふに 及ばない し、 お 

辭银 など は 無論し なくても いい。』 

すると、 生徒のう ちから、 

たば  一. -  - /  V. , 

『煙^；十 を飮ん でゐて も 叱り ませ ん か？』 

『酒に 醉ッ拂 つて ゐて もい いんです か？』 

『藝者 を 連れて ゐても かま ひません か？』 

などと 冷 かし 初めた。 渠は 笑って こんな こと を 云 はせ て S き、 やがて、 響き渡る ほどの どら as で、 

しんせ .V 

『默 れ！』 一喝して、 『ここ は祌聖 な敎場 だ。』 

かう 云 ふこと があって から、 一 歷、 渠は 生徒 問に おそろし いが 又懷 かしい 敎師 となった。 

或 日の 午後、 渠が攀 校から i れて歸 つて 來 ると、 a 恨れ ない 牡丹 色の § の 駒下駄が 玄關の 格子に 

脫 いであって、 正面の はしご 段の わきに は 大きな 行李が 一つ ころがり、 八疊の 問に 若い お ほひ さし 髮 

の 女が 來てゐ た。 

『^f から やって来た 女に 和 遠ない。』 かう 思 ひながら、 義雄 は八壘 の^を ま はって Q 分の 室へ 這 入つ. 


. ^に は、 何だか 異様な ig 悸を おぼえて、 むらさき 包みの を ほうり 出した まま 机に もたれて. 向 ふ 

の 話し 聲に 注意が 向いて 行く ので ある。 

『巫 M へ來 ると、』 なかく ませた やうな S で、 『田邊 など は、 もう、 お Si しにな らんです、 な。』 

『どこから 行く の？』 これ は 千代 子の as だ。 

『大阪 から 行きます。 午後の 十 時 頃に 大阪 を出發 します と、 加 太、 和歜 山な ど は 夜のう ちに^って 明 

くる H のお sas^ 着きます。』 

『何 か あると こ？』 

をん せん 

『溫. 2^ があります』 

『ぢ ゃァ、 いいと こでしょう？』 

『その 邊 では、 まづ、 よろしい 都會ぢ やと 云 ふても、 大したと ころで はない のです。』 

やどや 

『でも、 溫泉 があるなら』 と、 笑 ひ S になり、 『そんなと こで でもす りゃァ 儲かりましょう。』 

『さ ァ、 どうです か？ 神戶 ゃ大阪 から は 隨分來 る やうです が 1』 

『ふむ、 隨分來 るの —— ふむ、 さう？』 

千代 子が 例によって 口 を 結び、 首 を 二三 度 固く 動かして、 人 を 子供 あっか ひに した 口つ きが IS 雄に 

は える やう だ。 
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『いやな 女 だ —— あの 癖 を 亭主の おれにまで むける の だ』 と、 渠は獨 りで 顔をしかめた。 

『どうき まりました の』 と、 繼 母が 出て 來た 様子。 

『二階の 西の 三疊が 明いて ますから、 ね』 と、 千代 子 は旣に 自分が 決めさせ たと 云 ふ 調子で、 『少し 暑 

いけれ ど、 あすこに して、 成る だけお 金の 出ない やうに して あげたら と 思 ひます の。』 

『そり ゃァ、 安い 方が あなた もい. いでし ようから、 ねえ 一 I 』 低い 笑 ひ聲を 出し、 『す ッと 安く 負けて 

お 貰 ひなさい よ。』 

ふ だん 

『あの 猫 婆々 ァめ、 いつもの 猫 撫で 聲を 出し ゃァ がる』 と、 義 雄は繼 母の 不斷を 思 ひ 浮べた。 

『これより ゃァ、 もう 負かり ません よ』 と、 これ も 笑 ひ gs だが、 險に 響いた。 

『ふ， ふ、 ふ』 と、 をん な 容の當 りさ はりの ないやう にした 笑 ひも、 繼 母の 聲 と共に 何だか 底意 地 あ 

けん 

りさう に聽 こえた が、 義 雄は險 ある 聲を： ^もい やに 感じた。 

『あなた も、 正直な ところ をい つて、 大したお 金 持 ぢゃァ ないで しょう 11 『 と、 機 母の SK。 

含 やく 

『は ァ』 と、 をん な 客 は まごついた 返事 だ。 

『奉公口 を 見付ける までとい つても、 あなたの はた だの 下女 やお 針で は 行けない の だし、 楚 M だけど 

こかの 校へ やって 貰へ る やうな ところ は、 なかく 见 付かり さう もない から、 ねえ —— 』 

やつ 

『金 を 持た すに 出て 来たの だ、 な。 M 雄 は 直ぐ そんな 奴 はめ かけで もす るより 仕樣が なから うと 考 へ 


『ま ァ、 明日から でも 探して 見ましょう — 祌田 にも 襲の 人が 來て をり ますので。』 

『國の 人が 來てゐ るの なら、 大丈夫です よ。』 

『成る 程 、ぉッ 母さんの 考へは 年寄り だけに 行き届い てるのね え。』 千代 子 は その 向 ふ 意 铽の强 い 調子 

が變 つた やうに なって、 『あなた は、 全體、 ニ三ケ月の下^^£は持って來たの《 — こんな こと を 聽 く 

の も』 と、 調子 ッ 外れに 笑 ひながら、 『を かしい やう だが I 』 

『は ァ、 それ は I— 』 

『若し 奉公の 口がない、 うちの 勘定 も拂 へない とい ふやうな ことがあ ると  』 

『つけく と 遠慮 會釋 もない 女 だ、 なァ』 と、 義雄は 蔭で ひやくした。  - 

く てう 

『そんな、 御 心配まで は 掛けん つもりです。』 客 は 如何にもむ ッ としたと 云 ふ 口調お。 

『 つ も でしよう が  』 

『ま ァ、 いい ぢゃァ ありま せんか、 そんな こと は？』 相變ら すの 猫 撫で が 中を取る やうに、 『どうで 

しょう、 ね、 お 千代さん、 義 雄さん にも 相談し なけり ゃァ ならないで しょうが 1 ？ *』 

『義 雄な どに 相談 も あ つた もの です か？』 
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『でも、 ねえ、 あるじ は あるじです もの。』 

さう ぶん 

『あんな 人に —— あるじら しく もない —— 相 も 何も 入ります もの か？』 

『馬鹿 して ゐゃァ がる』 と、 義雄は 蔭で 怒る 氣 にも なれない 程 だ。 

『では、 お 千代さん がさう 受け合へば いいとして 匿いて —— どうでしょう、 ねえ —— どうせ、 わたし 

r し 含 

の 座敷 は 明いて る も 2^ 然 だから、 一 緒に いて あげる ことにし ちゃ ァ？』 

『むむ、 それが いいです、 ね！』 乘 り：！ S の 甲高に なった が、 Id ぐ また 遠慮と いふ ことに 思 ひ 付いた か 

の やう に as を 平 調に 返して、 『お ッ 母さん さへ 御 知なら、 ねえ。』 

『わたし は 構ゃァ しない、 わ 11 iSiS の 身に 話し 相 ひ 乎 もで きる の. たから。 —— あなた も』 と、 に 

つてら しく、 『さう おしな さいよ、 ^代 だけで も^けたら、 ようご ざんしょう。 成るべく 無駄な お金の 

ffl ないやう に、 ねえ。』 

『ぢ ゃァ、 さう したら、 どう？』 

『では、 さう 願 ひましよう。』 今まで 何だか 氣が e けて ゐ たらしい 客の， だが、 初めて その 楊の s;^ 味が 

分った かして、 さえ-^ した 聲を 出した。 

かん g か 

『それが いいの、 ね』 と、 矢ッ 張り 高な 笑ひ聲 で、 『どうしても 年 i ぶりが ゐな いと、 いい 考 への 出な 

いもの、 ね —— ぉッ 母さんで なけ hN ゃァ —— ぉッ 母さん 大明祌 だ。』 


『何 を 云って ゃァ がる、 馬鹿が』 と、 雜雄 はまた 心で 叫んだ. - 

機 母 も 千代 子の 頓狂な 首 薬 をた だ 笑 つて 受けて、 客の 方 を あしら つ て るら しく、 

『あなた も、 船 や 汽車で ゆられて 來て、 疲れて ゐ るでしょう から、 n 十く わたしの 部 13 へ 行って、 横に 

でもお なりなさい。』 

つか 

『さう 疲れても をり ません。』 

『だッ て、 どうせ あなたの ゐる ところと きまった のです から  』 

『左様です か？ では 11 』 

『輕！ ちょいと お出でよ。』 

母に 呼ばれて、 義 雄の * は 離れの 奥から 緣がは を ま はって 出て 十 氷て、 

『何』 と 云 ふの がき こえた。 そして 久り 振りの 容を兑 て 『いら ッ しゃい』 と 云って る。 もとから 知って 

る g  〔だから。 

『大きくな つたでしょう、 驛 は？』 

『は ァ、 さう です、 な。』 

『兄さんよりも、 大きい のです よ —— からだば かり 立派に なって。』 

けっかう 

『結構です。』 
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『勉强 をし ないで 困る のです よ 11 兄さんの 方 は、 それでも、 し W すと、 夜ぢ うで もして ゐる やうで 

すが 11 』 

と*- 

『僕 だって、 する 時ァ して ゐる、 さ。』 

『だッ て、 今から 色氣づ いたりして、 ね。』 

『お 君さん でしよう？』 客 はためら はないで、 かう 突ッ 込んで る。 

，くそく 

『ええ、 約束が して あるの ださう です。』 

『兄さんの』 と、 千代 子の 笑ひ聲 だ、 『弟 だから、 ね。』 

『あの、 獻% さんの 行李が、 ね』 と、 糙母 は渠に 優しい 命令 をした、 『はしご 段の 下に あるから、 あれ 

を わたしの 部屋へ 持って ッて おあげ。』 

『あれ だ、 ね？』 

『わたし、 持って行きます。』 客と 驛と 一 一人で 行李 を 奥の 離れへ 遨んで 行く やうす だ* 

『重た さう だ、 ね』 と、 繼母も その あとから 云って た。 

千代 子 は 緣がは をば た. （、と 上 草 屐の音 を させて、 こちらの 窒へ甌 けて 來て、 障子の 敷 s のうへ へ片， 

足 を かけた まま 贯を 机の 方へ 突き出し、 聲を 低めて、  


き しう 

『やって 來 ましたよ 11 紀 州の 女が。』 

『  』 洋ま 働の そばで 東向きの 緣が はに 向いた 机のう へに イブ セ ンの いたま まやう す 

を 聽. いて ゐた義 雄 だが、 見向き もしなかった。 子 代 子 は 左の 手 を 壁の 柱に して、 からだの 腰 を 少し か 

がめ ながら、 

『いやな 女よ —— それ は 意地の 惡 さうな 目 付き をして —— お ほで こ^- \- の ひさし 髮で —— 』 j 

けんつ 

『それでも』 と、 義 雄は劎 突く めいた 聲 で 妻 を 返り 兑た、 『お前の 引 ッ釣錢 の束髮 より ゃァ 多少の 飾 リ 

は あらう。』 

『髮 なんか に 飾りが あ つた ッ て 11 あなた は い つ も內部 的、 精神的で なければ 行けな いといつ てる 

に、 直ぐ その 口で 女のう はべ を赏 める のです か？』 

あら 

『外形にまで も』 と、 颚 でし やくいながら、 『精祌 の 若々 しさが 現 はれて ゐ りゃァ いいの だ。』 

『なん ぼ 若い ッたッ て も、 あんな 意地の. 惡 さうな、 のッ そりした 女 ぢゃァ —— 』 

『ぢ ゃァ、 手め へ は 何 だ —— 鬼子 母祌 のお 化け 兄た やうな ざま をし ゃァ がって 11 おれの 女房なら、 

女房ら しく なれ！』  . 

『あなた も Hl^ 主ら しくお なりなさい よ。』 

4- にく 

『馬鹿 をい ふな  ft 様の やうな とげく しい 婆々 ァに、 もう 誰れ が 構って ゐ よう？ どんな 難い 
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女で も、 まだし もしと やかで、 若け りゃァ いい。』 

『だから、 好きな の をお K ひなさい と 云って る ぢゃァ ありま せんか？』 

『何んだ！ それで 濟 むと 思 ふか？ 苟 くもお れが贵 樣達を 補助して ゐる 以上 は、 おれ は P 様 達の 主人 だ。 

主人が 擧 校から 歸 つて 來ても 11 』 

『へえ、 舉 校でした の？ わたし は、 また、 もう 試驗 も濟ん だんだ から、 どこか ほかへ 11 』 

『特刖 な 用が あったら どうす る 11 氣の毒 だから 點數 調べの 手傳ひ をして やった の だから 仕方がない 

の だ！ 舉 校ば かまな ど 穽 いて、 誰れ が ほかへ 行く？』 

『そり ゃァ、 氣が 付きませんでした。』 

なに 

『何、 ぢ ゃァ、 贵 様達ァ おれが 擧 校から 歸 つた 時で なきや ァ、 茶 を I つ 持って来ない のか？』 

.S んごぅ 

『そんな 因業な わけ ぢゃァ ありません、 わ —— 欲しけ り ゃァ御 遠慮なく 手を叩いて 下す つたら い いぢ 

ゃァ ありません か？』 

『手を叩く のァ 家の ものが 知らない 時 だ 11 歸 つたの を 知って ゐ ながら、 ぉ歸ん なさい とも、 何とも 

云 はす 11 』 

わる 

『それ は惡 うご ざい ましたが 11 』 

『惡 かった では、 もう 遁 いの だ 一 I 茶 を 持って 來ぃ、 茶 を！』 


f$ ァ ちゃん』 と 云 ひながら、 知^ は 怖ろ しさう に 母の 横手から： S の 足に 抱き付いた。 

『何も こ はい ことで はない の だよ。』 千代 子 は 子を兩 手で ぐッと f あげ、 『直ぐ 持って 來 させます か 

ら』 と 云ひ殘 して、 そこ を 立ち去った。 が、 1 が は を 行きながら、 糰 母の 室へ 聽 こえる やうに、 『お茶 

が 出なかった から、 お叱りで すよ』 といった。 

『持って 來 るなら、 sz^t^ で 持って 來 い！』 かう 叫び かけた が、 聲には 出さす、 義雄 のむ しゃくし やし 

た 心は拷 をつ けた まま 坐 わって ゐ るから だ 中に みなぎった。 

『今お 茶 を 入れて ますよ』 と 云 ふ 千代 子の實 葉を臺 どころ わきの 食 s^sn の 方へ 聽 き 流しに して、 1^ 雄 

は わざとが たびしと 玄關の 土 にある 下駄箱の 藍 を 明け 閉て、 D 分の 兩 削り 下駄 を 出して 足に 突ッか 

け、 逃げ出す やうに 家 を 出た。 

玄關と 向 ふの 醫 者の 裹板辦 との 細い 露地 を 通り、 a 分の 家の lis どころ の 角から 曲って、 また.！ い 

露地 を 三 四 間 出る と、 我 善坊の 通り だ。 ここ は 仙お 屋敷と 八幡 山との に 挾まれ、 細長い 而 かも ¥2 

いし 谷の やうな ところ だ。 が、 麻布の 仲の 町 や 鳥居 坂への 近^で あるので、 隨分 いい 人々 の a. も^る 

し、 近頃 は、 下の 八幡 町の 山に 添 ふた 墓地が 泰 S 寺の 手 を 離れて 總て 取り 拂 はれ、 その 跡へ 新ら しい 

含れ い 

借家が 建ち 繽 いたから、 可な り 奇隨な 通りに なった。 
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はん 之い 

義！ S は、 自家の 後ろの 山のお ほ 檜の 木 や、 八幡 山の 樹木 やに 反映す る 午後の 暑い 日光 を スコッチの 

ラ+^ ら 

鳥打ち帽の 上から 浴びて、 C! 分の 窒の凉 しいが また 薄暗い ところに 坐 わって ゐ るのより も、 却ってす 

がすが しい 氣 持ちに なった。 

『け ふ は、 思 ふ 存分 玉突きで もして 遊んで やれ！』 渠 はかう 決心して、 八幡 町 を の 西の 久保 通りに 出 

で、 巴 町の 方 へ 、われながら 亡父の 歩き 振りが 思 ひ 出される せかせか 歩きで、 どこ へ 行かう かと 考 へ た。 

さんのう した 

山 王 下の 赤 坂 亭には 好きな 女もゐ るが、 玉代 ゃ飮 食費が 大分 溜って ゐて、 行く たんびに それ を 催促 

される のが こころ 苦しい。 あたらし 橋の 養 精 軒 は、 女ボ ー ィが 居眠りしながら ゲ ー ムを 取り、 敵の 點 

け.？  くわ 

數へ こちらの 取り分 を 入れた のが 原因で、 そこの 主人と 喧嘩 をして から、 まだ その ほ とぼりが S めて 

ゐ ない a その他で 知って ゐ るの は餘り 感じの いい 玉屋で はない。 

さう かと 言って、 近頃 は 大きな 料理屋へ 行ったり、 町 ゃ顿殼 町の こッ そりした 家へ とまった りす 

よ. S う 

る も餘裕 もない。 

す かんぴん 

ふところの 素寒貧 を覺 えながら も、 S の ほこり 風に あ ふられて、 蚊が すりの 衣の W とから だの s= 

はかた おび 

中と がひッ 付く ほど 汗のう るみ を 生じて、 脇腹 を 垂れる 汗の しづくが 親ゅづ りの 博 多 IW 1 山の la 入 

つた 茶と 紺との 合せ 帶だ 11 の 下にと まるの が、 如何にも SHI しい。 

うった  , 

『人並み に 今年 は 避暑 旅行 もで きす —— 』 と 心で は訴 へ ながら、 行く先き を ど こ にしよう か、 ここにし 


ようかと 考 へて 行く うち、 足 はい ゥ もの 通り 渠を 佐久 町の 友人の 家へ 述んで 行った。 

『辯 護 士村松 十衛』 と 書いた 大きな 橫表. 扎が 腿って ゐる その 格子戸 を 明けて 這 入る と窨 生が 一 一階へ 通 

知して 來 てから、 義雄を 上へ あがらせた。 

二 階 の 奥座敷で は、 主人が 二人の ギと 座して、 眞 劍に花 を 引いて ゐた。 8^^ここの主人とこの鹿 

敷で この 遊びに 徹夜した こと も ある。 が、 それ は 酒に も 飽き、 玉突きに も 疲れた 跡で、 ほんのから 勝 

Ib: をして 自分の 家へ 歸 りたくない 夜の 時間つ ぶしに 過ぎなかった。 

もくぜん 

今、 tni 前に 露劍 の-勝 负を 3- て、 築は今^^^-の如くそらぉそろしぃ^もするし、 又、 それ を やって ゐ 

る もの 等の 卑劣な 熱心に さもし i 板 性が 兑ぇ 透く やうに も 思 はれる。 然し、 どうせ 友人 を 玉ほ へ 誘 ひ 

出す ことができないなら、 0 分 もこ こで、 ー緒にゃって：；！^^ぃと考へたが、 一 年 IS に 取り やりす る现 

ふと 乙ろ 

金が 懷中 にあっても 少 いので》 5：! に 勤められながら、 ただ 兑てゐ る だけで、 別に 何,. 5 話 もな く 三時 

間 も 時 問 も そ こで 過ご して ゐた。 

『梅 軍』、 『牡丹 だ』、 『ず ーぬ ぢ や』、 -『© 光 だ』 などと、 ばちり くと やって ゐ るの を、、 雜雄 然に 釣り 

込まれて 面白さう に兒て ゐるラ ち、 ^^も勝った容は、 もう、 晚 1® 時 だから ® ると 云 ひ 出した が、 = ^も 

負けた 人、 H.: がどうしても 歸 さない と 止めた。 が、 その 容は ここらが 切り上げ 時 だと W たの だら う、 报 
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り 切って 一 一階 を 降りて しまった。 

くわ, ふく  さっき  L* 

で、 主人 は 今一 人の^と 同じ こと を績 けたが、 矢ッ張 恢り復 はでき なかった。 容は 先刻から 立て 換 

へて 置いた 分と 今 勝った 分と を 渡せと 云 ひ、 主人 は 渡す こと はで きないと いふ。 それが もとで 投 ぐり 

合が 始まり、 客 は その 喧 啼 に 負けて 散々 の惡ロ をつ きながら、 はしご 段 を 降りて 行った。 

『ごろ 付きめ！ こねいだ 立て 換 へて やった 分 はどうす るんで い！』 &州 生れの 氣の 荒い 村 松 は、 H 

に^^：をたてて、 かう 浴びせ かけてから、 篛 雄の 方に 向き id り、 少しき まりの 感 さうな 顔 をして、 『や ァ、 

しっけい 

失敬した、 な ァ。』 

『なに、 面白かった よ 11 僕 も 金 を 持って ゐ さへ すり ゃァ やって 兑 たのに。』 

『け ふの やうに 負けた こと は 滅多にね いよ』 と 笑 ひながら、 村 松 は 金が は 時計 を 白 縮緬の 兵兒帶 から 

出して 見た。 『も ふ 七 時 だ、 なァ —— また 肉で も 咬 ひに 行かう か？』 

『さ ァ、 行っても いい 、ね。』 

！  へえ かう 

『夏屮 は 相變ら す不聚 叙で 金が 這 入らね いで 閉口 だ。』 

『俊な どァ おや ぢの 病死 以來 ぴィ くして ゐ るの だ。』 

I  >  たまつき 

『ま ァ、 钣 を^って から 玉 突で もやる、 さ。』 

『村松はまだ獨身^^^で、 察 どころ は 下女に 一 切 まかせて あろ。 旣に夕 IS は 客の 分 もで きて ゐ たの だが、 


渠は それ を 入らない と 云って、 義雄 と共に 靴脫 ぎへ 降りた。 

二人 は そこから 樱 田本鄕 町の 通りへ 出で、 と ある 牛肉 I！ へあがって 一杯 を 傾けた が、 扱 を^ ませる 

と、 ぐ また そこ を 出た。 

『どこ へ 行かう？』 

『さァ —— 』 

『君 ァ養精 軒 はま だい や だら うし 11 』 

『行 つ たと ころで §1 や ァ しないが、 久し振りで 永 夢 軒 へ 行 つ て兑 ようか？』 

『それ もよ からう。』 

•  しん tfL  か 

かう 話が きまって、 二人 は 新橋の 方へ 向いて 高架 の 下 をぬ け、 it 森の ifl^ 氣な 回い 大投 灯が 出て 

ゐ たり、 三味線の 音締めが II こえたり する 町々々 を 縫って 行った。 

永 夢 軒で は、 一 方の 臺にプ ー ルの 客が gf^ つて ゐ るし、 また I 方の，： S では g-; 者が 客と 四つ 玉 を 突い 

てゐ る。 ブ ー ル はいつ も 物 を 掛ける お になって ゐ るので、 魏雄は 全く 好まない。 村 松 は それ を おつ 

てゐ るし、 また 若い 女の ゐる 方が いいので、 その 方の 椅子に 二人 並んで^ をお ろし、 女が しろ 玉の つ 

もりで 赤た ま を 突き かけた hN、  ^いた 玉が 飛ッ 拍子 もない ところへ 走ったり する のを兑 て、 笑って ゐ 

る 0 
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そのうち、 女 は その 客 を引ッ 張って 疊 つづきの 奥へ 這 入った。 そッち は藝者 屋 で 內輪は 一 つに なつ 

てゐ るので ある。 

『き やつ、 花 を 引かされ るの だ ぞ。』 義 雄が 村 松 を 返り 見て ささやく と、 村 松 は $2 をす くめて， これ も 

ffi い で、 

『ク：：^ けたら、 それだけ 現金で ぼッ たくられ るし、 勝った ところで 女と 例の 妥協で —— 1陲の@^か？』 

『何 を 笑 つてる の です？』 知り合 ひ の女ボ ー ィがゲ ー ム 取りに やって 來て、 かう からかった。 

「る 

『笑ったら、 惡 いのけい？』 村 松 は わざとお こった やうに 右の G を 怒らして 兄せ たが、 ，を 下る と M 

時に 客の 置いた キ ュ ゥを 手に 取った a 『早ゲ ー ムを 取れ！』 

『へ い 11 ゲ ー ム 取り は、 村 松の EI なまり を 返 i がに 受け もじりながら、 大きな そろばんの 懸 つて ゐ 

る 下の 椅ー f に 行った。 

『お 常さん』 と、 義 雄もキ ユウ を 取って 臺に向 ひ、 自分の rtl い 持ち 玉と 赤い I とをキ ユウの 先き で 引 

き 寄せながら 、『永 夢 軒と はよ く附 けた 名 だと 云 ふこと、 さ。』 

『が縱 ばかり やらし ゃァ がっての う』 と， ； &e も 一 .1 つの 玉 を I ^«ぃのは0分の方に赤ぃのをそひ先 

きへ — 並べて、 いれ 雄の 玉と S の 爲 ン 巾の 縱の 一線に ッ Id ぐに S かれた か、 どうか を 調べて 见た。 


5 なが  よこ *- ん 

『さ ァ、 來 給へ』 と、 義 雄に 促され、 村 松 は.： w 玉 を 右の コ シンに 添 ふて 赤の i に 並ぶ まで 出し、 向 

ふの 白の 半面へ ねら ひ を-:: 儿 めて 突き ひねった が、 见箏に 常らなかった。 

IT ほ、 ほ』 と、 ゲ ー ム 取り は 笑って、 『いくらでした か、 ね？』 

『打に 半分で いい』 と、 羡雄も 笑って ゐる。 

『なァ に、 七十 だ。』 村 松 は 自分の .nl を 拾っても との 處へ S き 直し、 ニ庞 口の ねら ひ を •：； ル めて ゐる。 

はんぶ，？ 

『ls に は』 と、 義雄は それに 向って、 『まだ 僕の 半分し か 突け ない ぞ。』 

『どう だ、 見ろ！』 村 松の 同じ やうに 突いた 玉が 義 雄の.！ n へは當 つたが、 向う の コ シンへ 行って はね 

返る 時に 赤の 左り の 一 一 三寸 さき を 反れて しまって、 村 松の 方の コ シ ンの そばへ 來て とまった。 

そして、 義 雄の 白 は 一旦 築の 前の コ シンに 行って、 また 築 に 近い 右のに 行き、 そこ を 少し たと こ 

ろで 坐 わった。 

『その 胸 だから、 ね』 と、 義 雄が 今度 は 突き はじめた。 近い 赤から 向 ふの コ シンへ 這 入った のが、 £1 

へ 行っての ニ點 と、 それから 三點 とまた ニ點 との 三キ ユウで、 四キ ユウ n に は 失敗した。 

はっく わ 

それから 互 ひに 突き 合った 龢桀が 村 松の 勝に 歸 したが、 1 一回 口に は義 雄が 勝ち を^た。 

三回、 四 回と 試みて ゐる うちに、 プ ー ルの 組は歸 つてし まって、 その あとへ K 雄の 仙 察 避 代の 

後輩 だが、 渠 より はすつ と 先き に ET 陰 小 說で世 M に 名 を K つた £R と、 歌詠みから 株： の番 一如に 韓 S し 
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た 最も 若い 男と が やって 來た。 

向 ふも醉 つて ゐれ ば、 こちら も 丁度 醉 ひが 出て ゐる ところで、 互 ひに 知り合 ひの 仲と て、 入り まじ 

せんりょう 

つて、 兩 方の 臺を 占領す る ことにな つた。 

義雄 はかう 云 ふ 時には 非常に はしゃぎ 出す 方で、 皆 を 傍若無人に 椰揄 しながら 娠 やかに 難れ でもの 

相 ひ 手 をした。 そこの 主人 もボ ー ィ 連中 も 注意 は 全く 渠 一 人の 面白味に 釣り込まれて 來た。 

然し i& の の 一 一 百 點に對 する 義 雄の 百點は 後者の 方に 少しね 擔が 多過ぎる ので 一 一三 回 負け越し 

になった。 その 形勢 を 挽回しょう として、 義 雄が 躍起に なり、 熱 汗ので. るの をう ち 忘れて 六.^ 闘した の 

が、 力の 平均 をます く 失 はせ たばかりで なく、 

『この!？ 郞』 とか、 『畜生』 とか 云って 突き出す キ ユウ を、 どうした はすみ か 上へ 振り あげたの 力 電 

燈の 一 つに 當 つて 電球が こな 微 || になった。 

『電球 は 白 かい、 赤 かい』 と 冷 かされて、 

『どッ ちで もね いや』 と、 義 雄は與 ざめ た 返 r い  1^ をし、 與 へた 損害 は 店へ 拂 ふこと にして、 村 松と 二人 

で そこ を 出た。 

もう 十二時 近くで、 さすがの 場所 も 段々 森閑と して 來た。 例の 美人 娘が ある 琴 平 町の $2 麥屋へ 行つ 

て、 二人で また 失った 醉ひを 取 もどし、 そこで 篛雄は 友人と 別れて、 家へ 歩いて 歸 つた。 が、 戶が蹄 


む ごん 

つて ゐ るの で 無言で 力強く 一 一 11 一度 核け ざまに 叩く と、 

『どなたです。』 千代 子の 險 ある 聲が 土？ 1 でした。 

『おれ だい！』 

ゆ か た 

這 入って から も、 千代 子が 洗 ひざらし の 摸 様 も 禿げた 浴衣の h ぉ卷 姿で 恨めし さう にじい ッと こちら 

を兑 た。 その 目が 飛び出た のかと 思 はれる ほど やせて ゐる 額を雜 雄は见 ない 板り でっか/ \. と 靴^ぎ 

を あがった。 さッ さと 自分の 窒に とほって、 押し入れから g 圑を 出して 敷いた が、 ^dぐ^る：l讽にもな 

れ ない。 

水 を 飮む風 をして、 臺 どころ へ 行き、 食事 i 至の 柱に 懸 つて ゐ るお^ 帳 をこッ そり^げ て兑 ると、 紀 

州 邊の女 は 『淸 水鳥』 11 二十 一 歲 11 勉强 の爲め 止 と き 付けて あった。 

ちラち A*  く 

お 鳥 は、 到着の 當日、 もと ゐた 時に 知り合 ひに なった 駄菜子 s の 娘で、 今 は 電話 交換局へ 通勤して 

はつ もん 

ゐる もの や、 炭屋の 娘で 陸 E 平お の B ひと 結婚して ゐる もの を 訪問し、 何 か 都合の いい 口 を 探し て^れ 

と賴ん ださう だ。 又 その 翌日、 祌 ra の 同 闘 人 夫婦のと ころへ 行き、 身の上 話し やら 何 かで、 一 口  一 晚 

を 過ごし、 やう やく 最終 電車に 問に 合った と 云って 歸 つて 来た。 
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き，^ ぢょ 

それから 二三 日と 云 ふ もの は佝 をす るで もな く、 ぐづく に 口 を 送った。 近所の 友達の もとへ 遊び 

に 行つ，？ 《s、 時々 は義 雄の 總領 むすめ 富 美 子 を 連れ、 雨に 大きな ffi の 模様 を m した 白地の 縮みに メリ 

U ざ 

ンス 友禪の を 締め、 藍 地の 組 張り 蝙蝠傘 を さし » して、 芝 公 11 の 中へ 散歩に 行き、 氷水 や 氷 ^53 粉 を 

やって 來 たりした。 

家に ゐ ては義 雄の 弟の 馨の Is, へ 行き、 足 を 投げ出し ていつ 迄 も 話し込んだり、 自分の. では、 ま 

た、 義 雄の 繼 母が まだ その 記傥に 新ら しい 位牌 を 床の 問に 据 ゑて^ 燭を あげたり、 線^^を立てたり、 

子供の 衣 物 を 縫ったり して ゐる そばで、 からだ を 長く 横た へて、 沈み 勝ちに うち は を 使って ゐ たりし 

た。 

茶 吞み茶 碗が 足 もとに ころがって ゐて も、 それ を 直さう ともしな いので、 それが 田 村 家の もの 等の 

@- の 種に のぼった。 

最初に それ を氣が 着いた の は 千代 子で、 お 鳥が どこかへ 出た 留守に、 その 部 Ssi へ 來て繼 母に 向 ひ、 

『なんて 無精な 女でしょう、 ね、 あんな だから 嫁に 行っても 追 ひ 出された のでし ようよ。』 

『まさか、 追 ひ 出された ので もない やうです よ。』 繼母は 錢ひ物 を 絞け てゐ たらしい。 

『それに ゃァ いろく 込み入つ たわけ も あると 云 ふこと だから — 』 

『あんな 者の いふ ことが 信用で きます か？』 


『さう 了概 にも、 ねえ 11 まだ 若い から 氣の 付かない こと も あり 勝ちでしょう が。』 

『ぉッ 母さん も、 義 雄の 味方に なって、 ただ 若い のがい い 方な のです か？』 

『ま、 ほ、 』 と、 それに は 逆ら はない やうに、 『そんな わけ ぢゃァ ない けれど、 ねえ — 』 

『もう、 一 一十 一 にもな つて、 のころ げたの を 一 つ 直せない や うぢ ゃァ、 末が おそろしい でしよう 

よ。』 

わう ちゃく 

『ま ァ、 でも、 今の 女の子 は 横着に なって ゐ るから I』 

『うちの 富 美な ど は、 あんな 者に させたくない ものです。』 

『そり ゃァ、 お前さんの て 方 一 つで、 ねえ —— 』 

『また 子供の ことか？』 そんな 話 はよ せとい ふ 勢 ひで 義雄は 二人の 坐 わって ゐる 前の 緣が はへ 行った。 

今まで それとなく 聽 いてた 女の 話 を も ッと聽 きたかった。 心の きまり さ を 隠す やうに して 突ッ 立つ 

て、 雨 3 の 職 &に兩 手 を かけて、 繼 母の 方 をむ き、 自分の 腹 を 探られて は 困る がと いふ 風 をしながら、 

ぜんたい 

『ぉッ 母さん、 あの 淸水 とかい ふ 女 は 全 體 どうす ると 云 ふので す？』 

『どうす るッ て』 と、 繼 母の 返事 は 直ぐ 出かね たが、 あま ッ たるい 舌で、 『ま ァ、 どこかい い 奉公ぐ ち 

を 探して ゐ るので す、 わ。』 

『めかけ 奉公の 口 か？』 
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『いいえ』 と、 微笑 を 吹き出しながら、 『そんな こと ァな いのでしょう。』 

『然し』 と、 小言で もい ふ 口付きの むッ つりした 口調で、 『めかけに でも 行かな けり ゃァ、 金 も 持た. \ 

に 勉強が できる もの か？』 

ちう もん 

『ま ァ、 さう いや ァさ うです、 わ。』 口 を 少し 明けて 笑 ひ を 兄せ、 『あの 子の 注文が 六ケ しいの だから。』 

れぇ せう 

『どうです、 ね、 あなたが 一 つ』 と、 千代 子 は 冷笑しながら こちら を 兄 あげて、 『あの 子 を 引き受けて 

やったら？』 

『馬鹿 云へ！』 聲 では 大きな 一 §^を1仏らはせたが、 ：}g: 雄 は 自分の 顔に 心の 弱みが 少し 赤く 染め出され 

たと 思へ た。 

お 鳥 は 神 田から 二三 度夜遲 く歸 つて 来る ことがあった。 そのうちの ニ晚 つづいた の は、 確かに- me- 

賃を儉 約して、 暗い 寂しい 丸の 內の 電車 道 をと ほって、 一 里餘も 歩いて 歸 つた。 

その 最後の 夜の 如き は、 餘り遲 くな つたので、 玄關 の戶を 明けて K ふこと をし なかった の は 勿論 V 

再び 年寄りの 隱 居に 厄介 を かける の を も 遠慮して、 直ぐ 罄の 部屋の 窓 11 その そばに、 泰養 寺の 山 を 

しみ 出る 淸 水の 井戸が ある 11 の もとに 至り、 渠を 呼び 起して ー5^ 口の 木戶を 明けて K つた。 S が！^ 木 

49 よ 

戶を 明けた 時、 かの 女 は 釣瓶から ぢ かに 水 を 飲んで ゐ たさう だ。 


『どうせ 用の ないから だです から、 ml -II と、 かの 女 は i、 隱 i 明らし いこ. 

き 云った が、 il^ は 勤めさき がき まったら 拂 ふこと にし おって、 取り 敢す 來てゐ よと 云った と M 

ふ 同國人 夫婦 の 方へ その 日 から 轉 宿し た。 

義 雄が 友人なる 琴の is から 賴 まれて 一 美人 を 女" 俊に 仕立て あげようと、 でお 樂^ 樂 部へ 熱心な い 

をした.=^、 その 本人 を 呼び寄せて 決心 を 確め たりした の は、 この IS のこと であった。 それが" 吐ぐ 失敗 

に 終った と 同時に、 渠の 俄かに 寂しく、 暗くな つた やうな 心に 乂』 ながら 代りの 花やか さを殘 した をん 

一ん う づ 

な 客 も、 神 田の 方へ 行って しまったので、 築 はます く 陰 な 口 を 送って ゐた。 

たまに は、 それでも 麴町 の1^%來 て 新派 小 I の 创作を論 じ 合ったり、 小石 川の 當薩り 出した 

ト說 家が 來て、 碁の 勝負 を爭 つたり、 辯 護 士の村 松が 來て、 一 紐に 玉突きに 出かけた りして、 そんな 

時には、 人 一 倍の 元氣も 出で、 また 快談 もやった。  i 

『何. とか 世 から、 あなたの 寫眞を 取りたい と 云って、 來た 人が あります』 と、 千代 子の 通知に 枝レ 

て 玄關へ 出て 見る と、 某 出版 會 社の 編輯 员 (これ は 兼ての 知り合 ひだ) と寫 a 師と であった。 

1 つ は義雄 を. S. 心と しての *1 ロ齋、 一 つ は その 家族 全 艘を撖 影 するとい ふので ある。 

『k& の 方 は 僕が 面白く もない からよ さう』 とい ふと、 

『いろんな 人の を 二種 づっ 取る ので — これ は雜 誌の 都合 上 だから』 と 紐んで 聽 かなかった • 
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『この 部屋 は <.i- ほど 光線が 取りに くい』 と 云 ひながら、 友の 編^ ca; が緣が はの 外から 害 齋に 封して 機 

械を据 ゑる 位置 を暫 らく 探して ゐる 間に、 家の もの は 衣 物 を 着かへ てゐ たが、 子供から 先づ 西. H がつ 

て 飛び出して 来た。 

『書 齋』 は、 義 雄が 白地の 浴衣 を 着た まま 机に 右の 片肱を かけ、 横向きに 洋 t:^ を S= にし、 て、 その 前 

の 壁ぎ はに、 今一つの 一 閑 張りの ところどころ 禿げた の を いて、 上に 綜 招の^ a! をのせ. た 場；. 3 のが 

窗 つた。  、 

ちま S 

『家族』 は、 緣が はの かどの 柱に 寄って、 義 雄が i 滴れ 落ちの 一 線に 並んだ is^ 繭の 內が はに 立ち、 千 

代 子が その 右の 緣に 腰かけて 末の 子 を 膝に し、 義 雄の 左り に * の馨、 二人の 子供、 千代 子の 妹 (これ 

は 一 一人の 下女で 足りない から 手傳 ひに 來てゐ る)、 その後 部の 明きく に繼 母と 千代 子の 母、 などが 立 

つて ゐる のが寫 つた。 

• ^ん めん 

家族の 方 は 外 だから まだ しもよかった が、 Si 齋は義 雄の 左り の 半面から 上へ かけて y; ッ黑 になる と 

ずん くわく 

聽 いて、 渠は 死の 色 を 聯想した と 同時に、 そこへ 亡父の 白 髯の額 を楕圖 形の 輪廓で 出して！ ：3： ふやう に 

まんだ。 と 云 ふの は、 文 に 子が 多少で も 名 を 知られて 來 たと 云って、 父 は 非常に 窖ん だの を、 1® 雄 

は 今 思 ひ W したから である。 


^：^^はニ三日してできぁがって來た。 その できあがり を 見る と、 害 齋の 如何にも 暗 

彼の 心持ち を そのまま 現 はして ゐる やうで — 渠は 自分の 死と 云 ふ 世 に餘り 遠ざかって ゐ ないやう 

な 心 を 返り a ながら、 明け 放った す! 一 の 外に 目 を 放っと、 i 前の 梅 やあんす の 枝葉が 如何にも^り 過 

ぎて ゐ るのに 氣が附 いた。 

緣へ 出て、 はしご 段の 突き 當り にある 戸ぶ くろへ 左り の 手 を かけ、 その そばに 植わって る は 吹の 上 

から、 北の 生け垣が 鍵の 手に 反れて 板壁に 換 はって ゐる向 ふの 離れへ^ を かけ、 

0! 翳！ 翳はゐ ないかい？』 

『はい』 と、 一 と SS 進まない 返事が して、 弟 は 緣がは を ま はって 来た。 どこか 外へ 出る つもりで あつ 

たかして、 慶應義塾の 大蔡帽 を 被って ゐる。 

『お前の liM の 横手に ある はしご を 持って 來 ないか I 如何にも 陶 しくな つたから こんな 木の 枝猶 

だ .s-o- 

を 刈って、 一 つ 植木屋の 代理 を やら うぢ やない か？』 

『は い 。』 相 變らす 進まな い 聲で弟 は 離れの 方へ 行った。 

『それ を 刈る のァ まだ 早い のです よ』 と、 千代 子 は聽き 付けて 勝手の 方から 飛び出して 來た。 ^れた 

手 を 布巾 見た やう な 物で 拭いて ゐる。 

『早く ッて も、 何でもい い。』 義雄は f 險 突く を はせ て、 妻 を瞰み 付けた。 
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f  』 千代 子 は mik の 鋭い 目 を 避けながら、 『俄かに 思 ひ 出した やうな こと はしないでも — わた 

しが 植木屋 を 呼んで、 いい 時に 刈らせます、 わ。』 

『& $3^ はこない だ もした が、 刈ら させない ぢゃァ ないか？』 

『き だ 時 S が來な いんです。』 千代 子 は 飽くまで 担 絡す ると 云 ふ 心 をい らくした 態度に a せて、 『變な 

時て しろと が 手 を 入れて、 痛んで しま ひで もしたら どうします —— あの 梅で も大 にして S き ゃァ、 

ラめ まし 

來年も 亦 四 升 や 五 升の 梅 千が 出來 るんで す。』 

, 『刈り込み をす るので すッ て？』 繼母 もお もて 向き はに こくした 顔で 出て 來て、 『親 雄さん も 隨分物 

好き、 ねえ。』 

『何でも 刈り込め ばい い の だ。』 義雄は 誰れ に 云 ふ ともなく 云って、 ® が 下から 持つ て來 たはし ご を 先 

づ自 分の 窒の 北が はに 當る 梅の 木に かけさせた。 

『刈り込む にしても』 と、 千代 子 はしつ ッ こく、 『あなたの 五分刈り あたまの やうに 坊主に して K つち 

ゃァ 困ります。』 

® が廢ば さみ を 取りに 行って る M、 魏雄 ははし ごの そばの 緣が はに 腰かけて、 ； 葉の 繁りを 兑てゐ 

ると、 梅雨の 直い 雨に 幾度 か 打 たれて 來た m 葉 は、 黑 すんで、 少しも •  ひえた 光りがない。 

目をつぶって 考 へて ゐる やうな この 枝葉の 蔭で、 父 は 毎年 粒立った 木資を 仰ぎ W たの だ。 義雄は 若 


い 時 もさう であった し、 近年 も 亦 さう であった —— 

義 雄が 諸方 を 放浪して ゐる ii に、 父 は SIS になって、 —— U くな つたと 云 ふの は 際 なくなつ たの 

ではなく、 子の ig 憶と なって 拔け 出た だけで あらう —— か？ 

最後の 二十 rnii、 朝に 夕に S 護して ゐ たの は、 こちらの 疲れた 祌經の 一端に 觸れ たもぬ けの 土 くれ 

であって —— どうも、 この^§ぐらぃ樹かげに、 父 は、 見えない が、 まだ 立って ゐる らしい —— 

然し、 また、 それが 乃ち-;^ の 影 かも 知れない 11 などと 考 へて、 は 思 はす 身の 毛 を そうげ 立てた。 

J んさゥ  ，  せいめい 

と 云 ふの は、 篛 雄が 多年 生活に 疲れ、 奔走に 疲れ、 放浪に 疲れ、 生の 苦しみ —— それが 生命で あつ 

た 11 を 味 はって 來た 今、 父の 建てた 家 を讓り 受けた 氣 持ち は、 一と：^ おろせた だけに、 いよく 無 

責任なる 死の 方 へ 近づいた やうで あると 思 へ たからで ある。 

庭の 木 を 刈り込む などと 云 ふこと は、 夢にも W なかった 初めての 經驗で 11 

『不馴れ だから、 あぶないで すよ』 と 注意す る 千代 子の 首 槊には ^It も倾 けす、 枝に かかって ぐら/ \ 

する はしご を 半ば 攀ぢ 登った 時、 渠は あたまが ふらく して：：：： まひ を 感じた。 

『元 來、 おれ は 机 を 家と する & の 人 だ。』 かう 考へ ると、 はこん な 植木 Is の a; 似 をす る やうに なった 

の は、 不斷の 本分 を 忘れて 隨分氣 が ゆるんで 來 た證據 だ、 なと 思 はれる。 
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K に 疲れた 者、 倦ん じた $?、  i 那の間 だけで もぐ ッ すり 一 と 安心して 眠って 见 たい I 祭し 又 死/ 

の 安住 は 得たくない —— 陸い やうで も、 いつも 覺 めて ゐる 自分の 种 IS の攝ら きが、 地上 を 離れて は 

1 肝.！ n 分の 口前に ちらついて 見える。 

の ふらく して ゐる やうな の を て 繼母は 微笑しながら、 

『^れ ない と、 目が 舞 ふでしょう？』 

『ま ァ、 させて お S きなさい よ。』 千代 子 も 笑 ひながら 口を出し、 『散切りなら、 さぞ 結構な 虎刈り 力で 

きる でしよ ラ よ。』 

と はう 

『： ……^ 』渠 は それに は 答へ す、 おが ® ば さみ を 持って 來 たの を 受け取って、 先づ 二三 ケ 所の 途方 も 

なく 突き出た 靑ぃ枝 を 切った。 

ふと、 錯びづ よい かな 物の， M ひがして 來た。 に は 新ら しい やうな 而も 古く さい やうな 感じが、 黑 

すんだ 靑槊 から 傅 はって、 0 分の 使 ふ はさみの Is" に聽 えた。 

『ちょきん、 ちょきん！』 また、 『ちょきん、 ちょきん！』 

それが、 何だか、 渠 自身の 身 を 切り 縮めて ゐる やうな 氣 がした。 溜ら なくなって、 俄かに はしご を 

降，^ た。 そして、 弟に、 

§? お前、 一 つやって §。』 


f 驟 さんに できます か？』 千代 子 はかう 云って I 木 を 痛められる のが 心配 だと 云 ふ 風 だ。 

『にィ さんに できるなら』 と、 繼母は 弟の 方 を M 護す る やうに、 然し 言 薬 は 和ら かに 『® にだって で 

きまし ようよ o』 

『お 父 ァんの やって るの を 見て ゐた ことがあ るから』 と、 馨は恥 かしい 责任を s= 食った かの やうに 赤 

い 額 をして、 鉄み を 持った が、 これ も 多少 は 面白味に f 倚 はれて らしく、 はしご を 登った • 

『うむ、 やって る、 やって る！』 

『うまい 手つき だよ。』 

こんな こと を 云って 千代 子ゃ繼 母が 救 かして ゐ たが、 少し 堅い 枝 を 切る 時、 渠は顎 を 明けて 挾みの 

手 ごた へ を 受け、 しッ かりと 宙に齒 を かみ 合 はせ た。 

『ああ』 と、 それ を 見た 繼母は 意外ら しい gs を擧げ て、 『口つ きまで がお 父ァん のす る やうな こと をし 

てゐ るよ。』 

『さう です か、 ね』 と、 千代 子 は 大した 意味に も 思 はない やうであった。 

その 木の 手入れが 濟ん で、 次ぎの、 1 にある 梅に 移った 時、 義雄は * に 代って また 挾み を 取った。 

妻 ゃ繼母 もまた そこに 近いと ころまで つ いて 來た。 

かな 物の 臭 ひと 挾みの 音と に 父 を 思 ひ 出しながら、 渠が 今、 緣ば なから 仰ぎ 兑る ものが ある 上で、 
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13： に 疲れた 者、 倦ん じた $?、 刹那の 問 だけで もぐ ッす. OV1 と 安心して 眠って 兄たい I— 然し 又 死人 

の 安住 は 得たくない —— 陸い やうで も、 いつも 覺 めて ゐる 自分の 祌經 の攝ら きが、 地上 を 離れて は、 

もくぜん 

一 E^s 分の n 前に ちらついて 見える。 

の ふらく して ゐる やうな のを兑 て 辋母は SK しながら、 

『恨れ ない と、 目が 舞 ふでしょう？』 

ざん ぎ 

『ま ァ、 させて お m はきなさい よ。』 千代 子 も 笑 ひながら 口を出し、 『散切りなら、 さぞ 結構な 虎刈りが で 

きる でしよ ラ よ。』 

と はう 

『：： •：： 』 渠は それに は 答へ す、 * が ば さみ を 持って 來 たの を 受け取って、 先づ 二三 ケ 所の 途方 も 

なく 突き出た 靑ぃ枝 を 切 つ た。 

ふと、 錯びづ よい かな 物の， ni{ ひがして 來た。 に は 新ら しい やうな 而も 古く さい やうな 感じが、 黑 

すんだ 靑槊 から 傅 は つて、 0 分の 使 ふ はさみ の S: に聽 えた。 

『ちょきん、 ちょきん！』 また、 『ちょきん、 ちょきん一.』 

それが、 何だか、 藥 0 身の 身 を 切り 縮めて ゐる やうな 氣 がした。 溜ら なくなって、 俄かに はしご を 

降， irv た。 そして、 弟に、 

il お前、 一 つやって f  。』 


さんに できます か？』 千代 子 はかう 云って I 木 を 痛められる のが 心配 だと 云 ふ 風 だ。 

ぺん C 

『にィ さんに できるなら』 と、 繼母は 弟の 方 を 辯 護す る やうに、 然し 言葉 は 和ら かに 『翳に だってで 

きまし ようよ o』 

『お 父 ァんの やって るの を 見て ゐた ことがあ るから』 と、 馨は恥 かしい 責任 を SH 負った かの やうに 赤 

い 額 をして、 鉄み を 持った が、 これ も 多少 は 面白味に 手傳 はれて らしく、 はしご を 登った。 

『うむ、 やって る、 やって る！』 

『うまい 手つき だよ。』 

ひや 

こんな こと を 云って 千代 子ゃ繼 母が 冷 かして ゐ たが、 少し 堅い 枝 を 切る 時、 渠は顎 を 明けて 挾みの 

手 ごた へ を 受け、 しッ かりと {ぬ に齒を かみ 合 はせ た。 

『ああ』 と、 それ を见た 繼母は 意外ら しい 聲を 擧げ て、 『口つ きまで がお 父ァん のす る やうな こと をし 

てゐ るよ。』 

『さう です か、 ね』 と、 千代 子 は 大した 意味に も 思 はない やうであった。 

すみ 

その 木の 手入れが 濟ん で、 次ぎの、 隅に ある 梅に 移った 時、 篛雄は 弟に 代って また 挾み を 取った。 

妻 ゃ繼母 もまた そこに 近いと ころまで つ い て來 た。 

かな 物の 臭 ひと 挾みの 音と に 父 を 思 ひ 出しながら、 渠が 今、 緣ば なから 仰ぎ見る ものが ある 上で、 
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考 へられな いこと もない。 また、 そのし ろ 目が 少し そら 色が かって ゐ るの. A 雄が 兑て餘 りい い 感じ 

はしない。 

見る ので もな く、 翳から 惜 りた 義 雄の 詩集 を隱居 机の 上に 廣げ て、 かの 女 はじ ッと へ 込んで ね 

る こと も ある。 

•J うじ やう  » 

『、し 配して ゐ るから だ』 と、 隱 居の 繼母は 家の ものに も 語って、 I 番 多く 同情 を 示め して ゐる 

その k& に寢 ころんで、 肱 まくら をしながら、 隱居ゃ 翳と 無駄ば なし をして ゐる時 義 雄が さり 氣な 

くのこく と 出て 行って、 敷居ぎ はに 突ッ 立つ と、 

『このお ゃぢ めが』 と 云 はない ばかりに 馬鹿にして、 片手 を 突いて 半身 を 起した だけで、 兩 あし は S 

ねて 投げ出し たま まだ。 

『どうです、 仕事が 見つかりました か』 と聽 かれて、 初めて 足 を 引いて 坐 わり 直し、 下に 向いて、 

『は ァ、 まだ —— 』 

『束 京の やうに IHH つの 急がし いどころ ぢ ゃァ、 女で も、 餘 ほど 遝 励し なけり ゃァ见 つかりません よ、 

仕事と 云 ふ もの は。』 かう 男らしく は 云った が、 這 入り かねて 敷居の 上で 明いた 障子 を 背中に してし や 

がんだ。 

『今』 と、 矢張り 下 を 向いた まま、 『神 田の 人に 奔走 を賴ん であります。』 


『それ も いいでしょう が —— 』 

『そこの』 と、 は鏠ひ 物の 針 を 持った まま 右の 手 を 通りの 方へ 舉げ て、 『駄菜 子 131 の 娘が、 GI 分の 

行って る 電話の 交換局 へ 世話 をす ると 云 つ てる さう です。 

『そんな 間 どろ ッ こしい こと ぢゃ ァ、 駄 EI です よ。』 

『お 鳥は默 つて 目を擧 げたが、 直ぐ また 下に 伏せて、 ゆかたの 棲 をい らくし く いぢく つて ゐる のが、 

義 雄に はし ほらし くも あつたし、 また どうしたら よから うと 云って る やうに も 兌え た。 

さが 

『義 雄さん も、 どこかい いところ を 探して あげて 下さいな。』 繼母 はお ftl に 代って 親み 出した。 

ぜんた. i 

『そり ゃァ、 探しても あげ ましょうが —— 』 は 初めて 疊の 方へ 這 入って あぐらをかき、 『全髖 どうし 

ようと 云 ふの だ？』 

ぢょ 

『もッ と 裁縫 を 稽古したい のです。』 かの 女 は 少し 笑が ほに なった。 

『裁縫 ッて、 そり ゃァ 前に ゐた 時、 その 方の 舉 校に 行って たさう ぢゃァ ないか？』 

は A% 

『まだ あれ だけ ぢゃァ 足りない の ださう です。』 繼 母が ロを揷 み、 『裨 や 洋服な ど を 別に またし ッ かり を 

そ はりたい ので —— 』 

『洋服なん か、 洋服屋に ならな けり ゃァ 入らない こと だ。 それより ゃァ、 も ッと何 かいい 一 HS- が ありさ 
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うな もの だ、 ねえ。』 

ぢ. H 

r 何でもよ ろしい のです けれど』 と、 また 目を擧 げた 時、 かの 女の ひたへ に 大きな ゆるい 横 じ わが 二. 

三本 出來 たのに 義 雄は氣 がつ いた。 然し また その &は 目が 下に 向く と 同時に 消えて しまって、 『ま ァ、 

そんな ことが 出来れば えいと 思 ふて をり ます。』 

よく 考 へて 見て やれば、 さう 疑 ふべき 女で もなから うと 云ふ考 へが 義 雄に 起らないでも なかった。 

果して その 通りなら、 千代 子の 聽 いて 來た 炭屋の 主人との 話しな どは當 てに も 何にも ならない と。 

『もし 下女で いいなら 11 下女と 云っても、 無論、 獨身 者の 家 だから、 さう 忙しい こと はない が II 

そんなと ころに ゐて 半日で も擧 校へ 通 はせ て吳れ るなら、 今でも 直ぐない こと はない と m わ ふの だが I 

I』 これ は義 雄の 胸に 小石 川の 小說 家を說 いて 见 ようと 思って ゐ るので ある。 

『それが いいでしょう』 と、 糰母 はお 鳥に 勸 めた。 

ちょ 

『さ ァ』 と、 かの 女 はちよ ッと 返事に 困った やう だが、 『それ もえい かも 知れません。』 

『鬼に 角、 向 ふを聽 いて 見なけ り ゃァ、 しッ かりした こと は 分らない が —— 』 

『早く 聽 いてお あげな さいよ。 淸 水さん も、 ねえ』 と、 繼母 はお 鳥の 方へ 和ら かに 念 を 押す やうな 笑 

ひ 方 をして、 『さう、 いつまでも 遊んで 居る こと は出來 ないし —— 』 

それで 話し は暫 らく 絕 えた。 


默 つて ゐた馨 は、 床の の 位 ^ の 前の 蠟蜩が 燃え 盡 したの を兑 て、 新ら しいのに 換 へた。 

『あかりの 消えた のに； S がっかなかった のかい？』 繼母は 人 ごとの やうに 云って I の 方へ n を 向け 

た。 

『消える まで もなかつ たの だが』 と、 翳 はまた の 火 を も 新ら しくしながら、 『あんまり 短くな つた 

から』  二 

『おおさん が』 と、 お 鳥 は 下女の 話 を w び聽 きたくない のかして、 話題 を 他へ 轉 じて 隱 に 向 ひ、 『t 

く なられてから、 もう、 何日 目に おなりです？』 

『あ、 それで 思 ひ 出した が —— 』 繼母は 勝手に 義 雄に 向 ひ、 『もう、 四十 九 R も 過ぎて ゐ るの だし、 P 

位牌 を 向 ふのお 佛 擅へ 一 緒に して 貰 はう と 思 ひます が、 ねえ —— 』 

『そり ゃァ、 もう、 わたしに 構 はす —— 』 

『でも、 相談して 見なけ りゃァ —— 』 

『なァ に、 相談なん ぞァ、 あの 婆々 ァに云 はせ る』 と、 千代 子の IS がする 方へ を 動かし、 お 烏が き 

た 日に 妻が 繼 母に 語って ゐ たこと を當て 付け、 『主人に する 必要がない のです。』 

『そんな こと を 云った ッて 11 』 繼母 はた だ 笑った 切り だ。 

『さ ァ、 |^||<きにでも行ってこょぅか』 と 立ち あがって、 雄 はした くもない 延び をし ながらお^ を 
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見た 時 * また その ひたへ に 城の よった 顔と 出くわした。 

五 

ん かう 

某 新聞の 文 藝憫に 出す 原稿 を 頼みが てら、 その新聞の社员になってゐる小石川の小說{豕s^::^秋s^が 

やって きた 時、 義 雄は旣 にお 鳥の 話 をして あった。 

『どうせ、 まごついて ゐり ゃァ、 目 かけ か 地獄になる のが 落ち だら うが、 本人 はま だ そこまで は clg^ 

して ゐ ないやう だ。』 義雄は 秋！ C 夕の 様子 を 窺 ひながら、 『うぶで ない としても、 と は 齊 通の 結婚で あつ 

たの だら うし —— I つ、 どう だ、 高等 下女 を 雇 ふつ もりなら、 話が 出來 ない こと もない だら う ぜ。』 

『ふむ』 と、 秋 夢 はむ ッ つりした 笑 ひを兑 せた だけで、 その 話 は 途切れて しまったが、 1g 雄 は 今 I 庞 

女の 爲 めに 話して 見ようかと も考 へて ゐ たので ある。 

渠が 机に 向って、 こないだ、 梅の 枝葉に 關 して 起した 感想 を 『庭木の 刈り込み』 と 云 ふ 散文詩に 引 

き 纏めて ゐる ところへ、 繼 母が 珍しく も 這 入って きて、 

『義 雄さん。』 わざと だと は 思 はれる が、 にこく した 顔 をして、 机の 端に 左り の 手の指 さき を 二三 本 

揭け、 品 やかに しゃがみながら、 『どこか 世話 をして やって 下さいな、 倚 水さん を —— いつまで ゐたッ 

て、 お金 はない やう だから、 長く ゐれ ばゐる だけ、 ねえ、 うちの ffl にもなる だら うと 思 はれて —— 手 


頼って こられた わたしが、 お 千代さん にな リ、 またお 前さん になり、 氣の 露な ひ をし なけり ゃァな 

ら ないから。』 

『別に 口 もない のか？』 義雄 は攀を 持った ままで、 むッ ちりした 返 だ。 

『えい —— 祌 田の 方と かも、 ただいい ところが ある、 あると 云 ふだけ で、 そんな こと を 云って は 向 ふ 

の 男が ただ 女 を 面白半分に 引き寄せ てゐ るば かりの やう だし — 』 

b か 

『それが あの 女に 分らない のか？』 

『さ ァ、 そこまで は —— 』 

『女の 方が 却って そんな 男から なに かおび き 出さう として ゐ るの ぢゃァ ないか？』 

『まさか —— 』 繼母 はに ッと 笑って、 『そんな こと ァ どうで もい いぢ ゃァ ありま せんか？. うち さ へ e; にく 

出て 吳れ りゃァ —— 』 

< てう 

『だから』 と、 篛雄 は頻を ふくらし、 繼 母に 突ッ かかる やうな 口調で、 『おれが 下女に でも 行けと 云つ 

たのに、 乘り氣 にならない ぢゃァ ないか？』 

『下女 ぢ ゃァ、 氣が 進まない らしい のです、 わ i でも、 お前さんに 强く云 はれた から、 その ロカら 

自分で 方々 の 口入れ 通 を 尋ねて ま はった さう だが — よさ さう だと 思って B 兑 えに 行って 兑れ ば、 朝 

鮮 人のう ちの 小 使 ひで あったり 11 十回に もなる からと 聽 いて 见れ ば、 お 口 かけの 口で あったり I 

發 M  一一 一六 一 


泡 鳴 仝 ss-  ^ニ卷  三 六 二 

I 若い もの はま だ 迷 ふば かりです、 わ。』 

『なま i&l? に、 下女と 云ゃァ 飯炊きば かりだと 思って、 人の 云 ふこと を氣に 止めない から 仕 やうが な 

い、 さ。』 

『下女で も、 ？ s- ん でもい いから』 と、 糲母 はこ こ 切り だが と 云 ふ 風に 聲を ひそめ、 『押しつけて おしま 

ひなさい よ、 わたしが 今 本人 を ここへ よこします から。』 

『そり ゃァ よこしても いいが 11 』 義雄ほ 言葉に 冷淡 をよ そ ほっても、 心に は 一 種の 恥 かしみ をお ぼ 

えて、 繼母 がいそくと 出て 行った あとで 紺が すりの 襟 を 正したり、 博 多の 帶の 結び を ッ直 ぐに 直 

したりした。 

そして、 机の 位置が このまま では、 女が 遠く 坐 わるに きまって ゐ ると 思 ひ、 成るべく 奥の 方へ かの 

？ $ を 取り入れる 爲め、 机 を^の と 相ひ對 する 緣が はの 前で、 半 間の 壁の そばへ 据も換 へた。 

S, 船の こと だが、 口 は旣に 南の 方へ ま はって ゐて、 餘り 暑苦しい やうな こと はない。 朿の緣 が はか 

ら 見える 八幡 山の 樹木から 漏れる 光りが、 隣り の 庭から 突き出た 二三 葉の の ひろ 紫に 常って、 そ 

の 葉の 靑ぃ 色が 明るい やつ を帶 びて ゐる。 

義雄は それが 一 番 好きだ。 如何に S く 乾燥した 日で も、 その 薬 だけ は靑々 したしめり 氣を帶 びて、 

勢 ひよくす らく 延びて 行く。 たと へ、 雨風に 破れ よごれて 切り取られて しまっても、 直ぐ また 跡へ 


すらく と 延びて 來 るので ある。 

それ を DI?ii しながら、 ぁッ ちへ 行ったり、 こッ ちへ 行ったり する こと も ある 緣が はだが、 今 は 

その 方の 障子 を褅め 切って、 渠は 左り の 壁ぎ はに 移した 机に 向って ゐる。 

ござ 

『入ら ッ しゃいました よ。』 繼母 はお 鳥の 先き へ 立って やつで 來て、 持って来た 蓮の 座蒲國 を.：^ の の 

g に 置き、 『さ ァ、 あなた もぢ かによ くお 頼みな さいよ』 と、 お a を S いて 去って しまった。 

『さ ァ、 お 這 入ん なさい に 義雄は どきつ く 胸 を こと^らに 押し 鎖め て、 麻の 座^ 副に 坐 わった まま、 

机を脊 にして かしこまった。 

お 鳥 も 亦 取り澄ました 物々 しい is^ で まだ ニーお も 云 はす、 下向き 勝ちに、 義 雄の 方へ 明いた 2： 子の 

敷 を 越えた が、 しゃがんで その 障子 を 人に a られ まいと 云 ふ 風で 絲 めた。 それから、 n を じろ りと 

擧げ てこ ちら を 見る と 同時に、 ちゃんと 坐 わって お^. 依 をした。 

『ま ァ、 もッ とお!^ みなさい。』 義雄は 座 蒲圑を 取って silafl 近くへ あげる と、 

『はァ II 』 お 鳥 はおとな しく その 方へ 少し 膝 をに じり 寄せた。 

『どうです、 まだいい 口 は 見附 かりません か？』 

『は ァ、 まだ  ど こぞよ ろしい ところ を、 どうぞ  』 

『いいと ころ ッて、 僕の 心 當リと 云 ふの は、 こないだ もちよ ッ とお Si した 下女の n です がね。』 
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『そこで もよ ろしう 御座ります。』 

『いいです か』 と 渠が念 を 押す と、 女 はまた たやすく いいと 答へ たので、 これ は 物になる わい と 思つ 

た。 獨り 者のと ころへ 若い 女 11 それ を 平氣で 承知す る やうなら、 § 身に も..： 1® する ことが 出來な 

いもので もなから うと。 

たと へ田舍 じみて ゐて も、 たと へ 拙い 額で も、 この ふッく  .2N と 肥えた 色の. C! い 女 をむ ざ/ \- と 友人 

の 秋 夢に 渡して しまう のが 急に 惜しくな つた。 

『どうです、 東京の 方が 紀州 などより ゃァ いいでしょう、』 などと 云 ふ 問題外の 話し を g: らく やって ゐ 

ると、 い つの まに か渠は 自分の からだ を の 方 へ 横た へて ゐた。 

つま 

女 は 右の 手 を疊に 突い て、 少しに じり 出した 膝の 當 たりの 棲 を 左り の 手の指 さきで むしり 取る やう 

な M 似 11 これ は 此の もし ほらし ぃと见 たこと で、 かの 女の 癖 だと 13g 雄 は 思った 11 をして、 多少 

締 りがない と 思 はれる 笑 ひ 方 をして ゐた。 

『それで 然し 本統 にいいで すか？』 義雄 はまた 本 問題に 歸 つて、 今度 は ESj の 上から GJ を まぶし さう に 

女の 方に 向けた。 

含 ま i 

『へい、 かうな つて は、 もう、 氣儘も 云 ふて をら れ ません。』 

『獨り 者 だから』 と、 云 ひにくい の を、 さりげなく 见 せながら 、『口説く かも 知れません よ。』 


けっし.？ 

『そんな こと は 構 ひません。』 女 はまた s 面 E な 顔に なった が、 決心の 色 は 顔に 願 はれた。 

『寶 は、 僕 も』 と、 義雄 は、 もう 大丈夫 だと 勘定した が、 口 をよ どませ ながら 一 低い 聲 になり、 『今、 

だい 含ら 

誰れ かひと り 世話して 吳れる もの を 探して ゐ るので す。 I ^は あの 妻子 は大嫌 ひで、 I この 家に 

ゐ てもゐ ないでも おんな じこと なの だから、 —— どこか 別に 家 を 持た うと 思って るので す。』 

『は ァ』 と、 お 鳥 はな ほ眞 面目 だが、 どちらで もい いと 云 ふ 心 は、 相 變らす a をむ しって ゐる 様子に 

見えた。 

『ぃッ そのこと、 どうです』 と、 義雄は 女の 顏を 矢張り さりげなく：：^ つめながら、 然し 口 は よどみな 

がら、 『僕の 11 方 へ 11 來て —— 下さったら？』 

『それでも 結構です。』 女 も 外に 氣を 置きながら、 口 を 横に 左り の 蹄った 障 子 を兑て 低い 漀だ。 

『もう 占めた』 と、 義雄は 自分に 云って から、 『矢ッ 張り、 ロ說く かも 知れません よ。』 

『  』 女 は 無言で、 また 左り の 障子の 方を氣 にした。 

『ぢ ゃァ、 ね、 かう しましょう 11 』 義 雄が 別な こと を 云 ひかけ た 時、 千代 子の ij^® の W= が ぼた く 

として 來て、 

『あなた、 論 鶴が 行けません から、 叱って 下さい』 とおめきながら、 障子 をば たりと 明けた。 お a の 
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ゐ るの を兑て 俄かに 荒々 しい 調子 を や はらげ て、 『淸 水さん がゐ たんです か？』 

『おり ゃァ 子供の ことな ど 知った もの か？ やかまし いから あ ッちィ 行け 11 』 篛 雄は橫 になって 左り 

ひぢ 

の 肱 を 突いて ゐる まま、 額 を あげた だけ だ。 

『ぢ ゃァ、 行きます とも 11 』 千代子はかぅ云ってぉ鳥が疊から手を放して^：ッ^^ぐにかしこまった 

の を じろ りと 1^ し、 ぴたりと 障子 を 烈しく 締める と、 障子 は その 勢 ひで 一 ニ寸 あともどりした。 

『靜 かに 締めろ！』 義雄は 起き あがって、 その あと を 締め 直し、 また 元の通り 横にな つて、 『あ^た 力 

ら、 駄目な のです。』 

『ふむ』 と、 お 鳥 も かしこまった まま 鼻で あざ笑った。 

『然し、 僕のお ッ 母さんに でもし やべ つたら 行けません よ。』 

『こんな ことが 云へ ます ものです か？』 

『ぢ ゃァ、 ね、 かう しましょう —— 僕 は 直ぐ赘 飯を濟 ませて、 新橋 ステ ー シ ヨンの 二等 待合室に 行つ 

てるから、 あなた も 成るべく 早く 入ら ッ しゃい。 鎌 倉へ でも 行って、 ゅッ くり あとの 相談 は 致し ま I 

よう。』  ， 

『では、 さう 致します。』 

『問逮 つち ゃァ 困ります よ。』 義雄は 微笑して 見せた。 


『大丈夫です。』 お 鳥 も 笑 ひ を 漏らしながら 骨格の いい 胸 を 延ばして、 わざとら しい 延び をした が、 If 

雄の 燃える やうに 向けた 目 を 見て、 横 を 向いて それ を 避けた。 

勝手の 方から は 千代 子が また 尖った 聲で 子供 を 叱って ゐる のが 聽 えて 来る。 

『ああ、 いや だく。』 妻 や 子の こと を 思 ふに つけても、 義雄 はま だ 親しみの ない 女に、 餘り だらしな 

い 虱 を 見せたくない ので、 起き あがって 坐 わり 直し、 きの ふ 丸 から 買って 來た 外國雜 誌、 ロンドン 

の ザ レ弁ゥ ォヴレ 弁 ゥズを 机の 上から 取って、 その 中の 挿し 霰 を かの 女に 見せたり した。 

『あれ は 何です』、 『これ は 何』 と、 二三の 質問が 養に 關し てあつた 切-り、 話の種が 切れて しまった。 

『では、 ね』 と、 義雄は れを 取り、 或雜誌 社から 受け取って、 千代 子に は隱 して ゐる^ 稿料のう 

ちから、 五十 錢 銀貨 を 出し、 『これ は 車賃に 渡して S きます。』 

『  』 お 鳥は默 つて それ を 受取り、 周 園に 氣 兼しながら 急いで よれ かかった メリンス 友^の iw に 

狭んだ。 そして 膝に 返した その 手 を、 義雄 は、 

『約束の しるしに』 と 云って 握った が、 かの 女 も それ を こちらの 握る がま まに 任せた。 

新橋の 二 等 待合室 のシ ー トに 膝 を 落し て 、 義雄 が 讀 み 殘 し てあつ た 中央 公論 の 政 治 論 を 25 ん でゐる 

0 展  三 六 七 


泡 鳴 fe^  ^ニ卷  三 六 

と、 ひよ ッ くりお dl が やって 來て默 つて その 隣り に 腰 を かけた。 

『丁度 時 11 がよ かった よ。』 渠は當 りの 人に それと 感づかれない 爲め、 夫婦で も あるかの やうに 輕くぁ 

しらふつ もり だ。 

『さう』 と、 お 鳥 も 案外 さばけて 出た。 

つ は 

が、 それ ッ 切り、 どちらから も 言葉の 次ぎ 端が な 力った 

女の III は 相 變らす 雨に 征の白 縮み だが、 帶 だけ は換 はって、 牡丹 色の S 子と 宵み がかった. 綿. 縊珍 

らしい ものとの S 合 はせ になって、 帶 あげ は 襦袢の 袖と 同じと き 色の メリンス だ。 餘り 結構な， せな り 

ではない が、 義 雄の 餘り構 はない 棒 じ ま isk の 羽織りの 袖口に 3- じみが あるな どに は、 却って 釣り合 

ひが 取れて ゐ ると 思へ た。 

出發 前、 渠は今 思 ひ 出した やうに して 女 を 近所の 郵便局へ 遣 はし M 或と ころへ n 见 えに 行く から、 

今夜 は歸ら ないか も 知れない と 云 ふ ハガキ を、 女の 申し 譯の爲 めに 我 善坊へ 出させた。 

『もう、 皆 這 入って る』 と 云って、 女が. J4 いで 歸 つて 來た時 は、 義雄も待合^^の外まで出てゐた。 

誰れ かが M に會 ふだら うか？ 會 つても かま はない。 却ってお ほ びら に 見せびらか してやれ、 など 

と義 雄は考 へながら 一緒に 改札 口 を 道 入 つて、 一一 一等 客車 へ乘 つた。 

實は、 鎌 倉よりも 近いと ころで 濟 めば 濟 ませよう として、 つ ^見までの I を 買った。 そこへ 降りて 


見る と、 思った やうな ところではない。 海岸 はさう 近くない し、 ちょ ッ とした 料理屋 も 兌 常らない。 

『然し、 ここに 引ッ 込んで ゐる小 舉敎師 が あるが、 その 父と 云 ふの が、 麻布の 谷 町に 家 を 構へ てゐて 

g 貸し をしたい と 云って るの を 思 ひ a: したが』 と、 義雄 はもう 女が 云 ふ 通りに なると 思って、 歩き 乍 

らの話 だ、 『あすこ を 偕り る ことにしよ うぢ ゃァ ないか？』 

『ほかに も惜り て ふ 人が あるの です か？』 

『なァ に、 まだ 無い し、 一 ついい 部屋が あるから。』 

『では、 結構でしょう。』 

す あし  きぬ てん  ， 

氣が 付く と、 女 は 素足に 新ら しい. S 氣 草履 を はいて ゐる。 そして その 靑ぃ紹 天の i:^; 緒にまで ほこり 

がた かって ゐる。 

『こんなに、 ただ 歩いて ゐたッ て 仕 やうが ないから、 どこか 外へ 行きましょう。』 義雄 はかう 云って、 

女 を 今度 は 電車に 乘せ、 神奈 川で おろした。 

て ノ は，、 

汽船 や 軍艦の 淀 泊して ゐる のが 遠く 兑ぇ るが、 矢ッ 張り、 いい 海 12： はない。 雄 は 女 を 得た 餘 で 

またい つもの 趣味なる 梅と 海の 昔と が戀 しくな つて ゐ たので ある。 

二 年 前まで は、 いやな 家族 を 相 州の 茅ケ 崎へ 家 を 惜 りて 放ち やり、 a 分 は Is^:: 小での 瞬 想 や 代^に 疲 

れ切 ると、 そこへ 逃げて 行って、 松ば やしの 中の 軒下 や.！ n い 砂の 浪 元に 仰向けに なって、 からだ を延 
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ばす の を 例に して ゐた。 

お 含 

家族の ゐる ところ だから、 よかった ので はない。 海の 晉を 遠く また 近く 聽 くと、 沖の 浪が 絶えす 湧 

き 立つ やうに、 自分の 疲れた 祌經も 亦 若々 しく 生き返つ たからで ある。 

義 雄の 第三 詩集 中の 句、 

『熱き 眞砂 の 上 を 撫でて 

われ は 獨り し 物 を 思へば、 

なみ 

遠き 深み の ^^は 打ちて、 

手なる 下より 響き 來 たる。 

おのが 小 胸 も 爲 めに 振 ひ、 

千々 の 亂れは 濱の 小 砂利。』 

渠は 曾て 自分が 作った かう 云 ふ浪： a 的 詩の 而も こまやか だと 思 ふ 心持ち を 若い 女と 共に 回復して 

たいので ある。 この 二三 年來、 渠は 人生の 殆ど 素ッ 裸な 現 S にぶつ かって ゐて、 もとは 何となく 奥 ゆ 

せう めつ 

かし さの あった 幻影な ど 云 ふ もの は 全く， m 滅 してし まった。 そんな 生活 をして ゐ ると 考へ ると、 やが 

て 四十 歳に 近い 新時代 者の 自分が 哀れな 様に も 思 はれて、； 5§ めて は 若い 女の 熱い 血に 觸れ て、 過ぎ去つ 


た 心の 海の 洋々 たる 響き を 今 一 度 取り返して a たいので ある。 

お 鳥 はそんな こと は 知らう 蒈 なく、 ただ 小羊の やうに おとなしく、  ^雄が：：：！ を^く して 海の 方へ と 

あせって 行く のに 附 いて 來た。 

が、 人工的に 切り開いた 狹ぃ 長方形の 入り江の やうな のがい くつ も ある だけで、 行っても、 行って 

も、 生きた 浪ぎ はへ は 出られ さう もなかった。 と同時に、附ぃて來る^^の1惑さぅな額を返り见ると、 

渠は 段々 與ざ めて しまって、 今まで 追ッ驅 けて ゐた まぼろしの あと 方 も なくなった。 

『ぢ ゃァ、 もうあと 戾り をして、 ステ ー シ ヨンの 近所に あった 丁字 ほと か、 番 —— 何 —— ^とか 云つ 

たやうな ところ へ 這 入らう か？』 

『さう しましょう。』 

然し、 さう いふ 家々 の 門前へ 立って 兌る と、 どうも 様子が 分らない ので あがる きにならない。 おね 

けにぐ すくして ゐる うちに、 義 雄に 禮 をして とほった W 年が あるので、 、染 が！：！ らく 考 へて 兑 ると a 

分の 敎 へる 商棄學 校の 生徒であった。 

『こんなと ころへ 止まる くら ゐ なら、 い ッそ錄 おまで 行かう、 さ。』 

『そして 输 ハガキ でも K ひましよう。』 

『もとの 御 _て^ にで も 出す のか？』 突然 かう 云 はれて、 お は、 

發  展  三 七 1 


泡 鳴- 4a 浓ニ卷  三 七 11 

『そんな こと はしない』 と、 微笑して 横 を 向いた。 が、 別に 赤い 顔 もしなかった。 

『なぜ 別れた の？』 

『见 込みが ありません もの。』 

『そり や ァ可哀 さう ぢゃァ ないか、 一 旦 一 絡に なって 置いて？』 

『でも、 兄が 無现に 別れさせました ものです から。』 

『兄さんと 云 ふの は 何 をして ゐ るの？』 

『醫^^です。』  .. 

『あ、 それ か、 あなたが 前に 一緒にう ちへ 來てゐ たの ァ？』 

『  』 

『あなた も隨分 あばれ 者であった ッて、 ね？』  ， 

『  』 女 は ただこ ちら を 向いて 笑った。 

ゥか *- 

『ER とく ッ 付き ゃァ しなかった かい？』 わざと 子供 を 取り扱 ふやう に：：^ せて 女の 顔色 を ふと、 

ひとかげ  1 ； i 

『そんな こと 11 』 といった だけで、 横 を 向いて しまった。 fJ れは 誰れ も 人影の！：^ えない 神奈= ^ステ ー 

シ ヨンの m か^で 汽車 を 待って ゐた？ i の 話 だが、 そこから f へ 着した 時 は ゆ ふ 方であった。 

急いで 八幡せ！ I を兑 せた つ いでに、 義雄は その 近 處に微 鋭して ゐ ると 知った 友人の 家 をち ょッと 訪ね 


て兑 ようとし たが、 分らなかった。 

車 を 二 裏 雇って 大佛 前の 三 橋へ 走らせ、 そこの 式臺を あがる 時、 鎮は 女の 女 履のお もてが 足の 汕と 

ほこりと で 眞ッ黑 になった の を a た。 

『ひどくな つた もの だ、 ねえ』 と、 渠 はお 鳥 を 返り a たが、 ゥ 佃の ものに a. かれる ままに、 おもて ニ陂 

へ案內 された。 

『くた ぶれた、 わ』 と 坐 わった 切リ、 かの 1^ は 苒 び 笑 ひもせ す義 雄から 話しかけられなければ また 口 

も 11 ら かない。  じょ 

宿 n 女が 茶 を 運んだり、 菓子 を 持って 來 たりす るたん びに、 じろくとぉ^^lをwるのを、 力の 女^ 

憎々 しさう に 見て は 額 を そむけた。 

門內の 庭の 樹木が よく E えて、 いい 靜 かな 部屋で ある。 

日ぐ らしが じいく と 木に しみ 付く やうに 鳴いて ゐ るの も、 却って 凉 しく 感じられる 時刻 だ。 ^の 

噴水の さきが 百 尺 竿頭 一 歩 を 進めた と 云 ふ 悟りの やうに、 ^く 泡立って またもと へ 返る の を =  ルても * 

義雄は 早く 汗と！ S と を 洗 ひ 落して、 ゅッく と、 二人が に 何物 を も m3 かすう ち^けて 兌たい ぎ カ七パ 

に 迫って 來た。 

發 展  I 一一 
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『湯に 這 入らう か？』 渠 がかう 云って、 わななく 胸 を 押し 鎭 めながら、 さきに 立って 部 HE を 出る. と、 

む ごん 

お 鳥 は 無言で、 而も 面目 腐った 顔 をして 素直に 從 つて 來た。 

義雄は 自分の 目が 湯の けむりに a つたので 氣が 付く と、 いつもに なく、 鐡ぶちの近眼^！をかけたま 

まであった。 

『こり ゃァ 行かん』 と、 渠は 目が ね をはづ しながら あともどり する 時、 女が 入り口の 戶を J3 入って 來 

たのに 出會 つた。 

『ふ、 ふん、』 と、 かの 女 は 3 妈顏 のま ま 吹き出した。 それが IS に はまた 

れいもう 

『このお ゃぢ め』 と 冷笑され たやう に 思 はれた。 

えしつ 

湯 を あがって 來 ると、 もう 日が 暮れて ゐて、 ふすま 一 と 重の 隣 窒には 五六の i 扑が ffi^ まって 洒を やつ 

て ゐる聲 がする。 

『あれ ぢ ゃァ、 面白くない、 ね。』 

『はァ 11 』 

『別な 部屋に して 貰 はう か？』 

『どちらで も。』 

女が 親しみ の ない 様子 をし てうち は を 使 つて ゐ るに 加へ て、 s^c 身 も に 向 つ て 郡 M を換 へ て^れ 


ろと 云 ひ 出す のが 何んだ か 自分の 腹 を 探られる やうに 思 はれた ので、 どうしようかと 考へ るば かりて、 

ことほ  5 

1 一人の 間に 暫 らく 一 一 目 葉がなかった 

てうし 

隣り へ は 早 や 藝者も 二三 名 這 入った。 そして、 その 浮つ いた 霄薬 やお 客の々"： わに はしゃぎ 出した 調子 

を こちらから 靜 かに 聽 いて ゐ ると、 二人とも、 今、 大きな 樫の 木 か 何 かの 〈サ  13. に 向った ^ よりも、 一 

&の 隔絶 を 生じて 來 たので ある。 お 鳥に は 自分 も 亦 賤業婦 風情の やって 來る こんなと ころへ 來 たの 力 

と 云 ふ 反省 心が 起った やう だし、 こちら も 亦 宿の ものから 處女を ここ へ 誘拐して 來 たと 思 はれ はし ま 

いかと 云 ふ 疑念が 先き に 立った。 自分と して はかの 女 を、 もう 處 女と も 流 H 通の 淑女と も 思って ゐ はし 

なかった が 11 。 

やがて 女中が やって 來て、 手の指 さき を 持って 隣 を さし、 

や 4  く 

『ぉ氣 の 毒です が、 直き 歸られ ますので — . ほんの、 この 土地の人の 寄り合で， 前 力ら おが 炙が あつ 

たもので すから —— 』 

『なァ に、 構ゃァ しません』 と、 篛雄は 笑 ひながら、 資 はお ほ M 面目な 顔を兑 せて、 ビ ー ルを 注文し 

たが、 お 鳥と 共に 隣り の娠 ひの 方へ どうしても 氣が 取られて ゐる。 

, 『腹 は t つたし、 もう 暗い し、 大佛は あすの 朝兑る ことにしましょう  』 

『  』 女 は 目 を あげてち ょッ とこち らを兒 ただけ だ。 

發  展  S 七 五  . 
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『あす は、 また 圆覺寺 を兑が てら、 その 寺內の 庵を惜 りて る 友人 を 尋ねて ましょう。』 

『  』 

こま 

『それから、 ね。 あなたが 谷 町へ 引き 移る としても、 うちの ものに 知れて は 困る のおから、 ^i^^lRSI 

It^ の 友人で 琴の 師匠 をして ゐる ものが ある —— そこの をん な學 僕に なって 行く として あきましょう 

—— どうせ、 あなた も 琴 は 習って 置いても よから うから —— 』 

『はァ —— 』 お 烏 は 琴も^ へる のかと 嬉しい やうな ロ附 きをして 兌せ たが、 S ぐ または V 加に なって 下 

を 向いた。 

『あの』 と、 かの M はじろ りと した 目 を義 雄に 向け、 『いっかの 女の人 はどうな りました？』 

『あれです か？』 渠も あの 女優 志願者であった 女 を 思 ひ 出した。 琴の 師匠から 聯想して、 この 女が あ 

の 女の こと を 云 ふの は、 き ッと繼 母から しゃべられて ゐ たに 相途 ない。 それにしても、 a 分が 殆ど 全 

く 忘れて ゐ たものに 對し、 お 鳥 はもう 競 爭氣を 起した のかと 思 ふと 意外に 吹き出した くもあった L、 

また、 若い 女の あはれ な こころ 极も思 ひ やられた。 と 同時に、 あの方 は 如何にも 美人で、 これと は 丸 

でしろ 物が 違って ゐ たと 云 ふ 惜しみ 氣も 出た。 が、 何氣 なく 微笑しながら、 『あれ は 何も 心配す るに や 

はやぐ ち ？  % 

ァ 及びません。 氣の變 り 易い 奴で、 もう 世話 もして ゐ ません し、 また』 と 急に 早口に つて 


『僕が 離 ii じた わけ ぢゃァ ないです よ。』 

『  』 お 鳥 は 顔に 冷 かす やうな 笑 ひ を 浮べ た。 

かの？ hi 洒ゃ ビ，. ルは嫌 ひだと いって ま 雄の さした コップ を  一 K も 受け取らなかった が、 堅苦しく 

しゃく 

颤 へる 手附 きで こちらの 爲め にお 酌 はした。 

『いつまでも やかましく ッて、 困る、 ね』 と、 こちらが 云 ふと、 

『 ……… 』 女 はた だ その f 隣 あ 方へ 向けた。 電燈 の， 光りに、 f 出た 變 ひさしが 大きく 難の 

向って ゐ るふす まの 裾の 方に 寫 つた。 

『1^ っン 出た ひさし だ、 ね。』 

『でも、 あんな』 と、 女 は 額 を 向け直し たが、 遠く 義 雄の 矢 を 放って、 『引ッ 詰った の も を かしい。』 

『それ も、 實際、 さう だが — 』 あと は 言葉に 出さなかった が、 m 合 ものの， S にいい ぐ 4 で ハイ 力って 

ゐ るの も を かしい よと、 義雄は 云って やりたかった。 

ま 一方に 詰らない もの を i» ^ひ 込んだ やうな 氣 もす るが、 どうせ 妻子と 別，.^ すると すれば セの 

下宿屋 生活 もい や だし、 また、 一 方に は、 まだよ く 分らない この 女の 素性 を 究めて =  ル たく もあった 

さり氣なくぃ^^んlばせを話しの蒙ぇかかった時にさしf ながら、 一 一本の ビ 1 ルを飮 み 終つ 

た 時、 渠は 女と 共に ゆ ふ 食に 移り、 それが 濟んで もな く、 一 つ ^ 帳に 這 入った 
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こうふ.？ 

『もう 占めた もの だ』 と考 へたから、 渠はビ ー ルに 興奮した あたま を 枕に 休め、 向 ふが 口 を 11 かない 

なら、 こちら も默 つて ゐて 見ようと 云 ふやうな 意地 を 出し、 暫 らくた だう ち は を 使って ゐた。 

ねん を  こ 

この 夜、 お 鳥が 自分から 進んで 口 を 11 いたの は 女優 志願 のこと を 念押した 外に は、 たッた 斯う 云 

ふ 言葉 だけ だ、 

『本 統に擧 校 へやって 吳れる  14. 統？  うそ ぢゃァ ない の？』 

『ああ』、 『ああ』 と、 義雄 はた だ眞 面目 腐った 微笑 をして、 それの 返事 をした • 

『うぶ だ、 思った ょリ もうぶ だ。』 かう 義雄 はお 鳥の こと を 思 ひ 込んだ が、 また 考へ H して 見る と、 ど 

う も 1^ 審な點 もあった。 

みちよ 

新橋の 停車場へ 來た時 も 案外 平氣 であった。 道 寄り をしながら 錄 倉の 宿へ 着いた までの 問に も、 殆 

ど 恥し さうな 様子 は 見せなかった。 大佛を 見てから、 圆覺 寺の 友人 を 尋ねた あとで も、 平氣で その 友 

人の 顔つき や 癖 を 批評して ゐた。 

『あの人の 目 はきよ ろくして をって、 を かしい やう だ』 とか、 『河童の やうに、 何でぁんなに髮の\^？ 


を 延ばして を るんだ ろ』 とか 云った こと は、 かの 女と して はまこと に 尤もであった。 その 人 はこ ちら 

と 同様、 世界の 新 思潮に 觸れ た祌經 過敏の 詩人で、 而も 昔の ミルトン や バイ ロン を 忍びつつ、 ァ メリ 

ほつ. 

カ歸 りの ハイ 力った 趣味 を圓覺 寺の 森の 中に 發 I 兒 するとい ふやうな 變 つた 生活 をして ゐ るの だが、 そ 

んな 消息の 全く 分らない 女に は、 かかる うは ッ つらば かりの 觀 察が 却って 無 邪 氣で適 當な云 ひ 分 だ。 

けれども かのお が 何事に 當 つても 平氣 なの は、 どうしても、 たッた一人の2;^^ニ三年守ってゐたばか 

hs の もの の 態度と は 受け取れない 節 も ある。 

藝者 ゃ濱町 あたりの 女 を 連れて 1^ をしても、 それが 年の 若い ので あると、 義雄 ぐら ゐの^ に 

は 隨分恥 かしがつ たもの も ある。 篛雄は それが 可愛かった。 ぉ^!:^^それらと同じ若さでゐながら* さ 

うい ふ 可愛 味 を 見せない のが こちらの 疑問な ので ある。 

どうせ、 人の をつ とで も 構 はす、 かの 女が 暫時 胡 魔 化して ゐれ ばい い と 云ふ覺 を 持つ てゐ ろな 

ら — そ して 祌 田の 同鄕人 ゃ炭屋 の 主人 を 胡 魔 化し 担ね た の が s.^ であ つ たと すれば 11 賤業婦 の 々 

も 同前で、 こちら もさう 正直に かの 女 を 待遇す る 必要 はない とい ふ 迷 ひが 生じて 來る。 

『もう 二三 回お もちやに した 後 は、 うちの 下宿料 を ふいにして やって、 ？ a ッ拂 つてし ま はう か？』 か 

う も 渠は考 へ た。 

が、 探して ゐ たもの が 飛び こんで 來 たやう に、 うまく わが ふところに 這 入った S い 女 を 築 は さう 

發  弦  三 七 九 
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II がく 棄て たく もない。 まして 鎌 倉の 夜の、 他に 人が ゐ なくなった 二階で、 . 

やさ 

『本 統に擧 校へ やって 吳れ る』 と 念 を 押した 時の こと を 思 ひ 出す と、 その 優しい 微笑 をい つまで も 

けて ゐ させたい ので ある。 

渠 はかの 妨を 信じて 見たり、 疑って 見たり しながら も、 豫定 通りの 手續 きを 路 むこと にして、 先づ 

琴の 師匠と いふ 小 泉 资村を 訪問し、 女優 志願者の 件で 迷惑 を 掛けさせられた 詫び 料と して、 ® に a 分 

せ うぢ I 

の 今回の 事情 をす ッ かり 承知 させた 

義雄 自身の 家へ は、 すべてお 鳥から is! 情 を 偽って 語らせた。 ゆうべ 目见 えに 行った ところ は、 n 力 

け 口 だから やめに したが、 義 雄の 世話で 村の 舉僕 になって 行く と。 

『ぢ ゃァ、 裁縫が 琴に 變 つたんで す、 ね』 と 千代 子 は 云った さう だ。 その 言 紫 付きから して、 聽く ffi 

にら 

毎に 齢.；？ しくまた 毒々 しく 思 はれて、 お 鳥 はいつ もなら 自分の ET を あげて 睨む やうに する の だ 力 K 

ふ は、 かの 女 もさう は出來 ない 弱み を 感じて、 

『は ァ』 と、 ただ 下 を 向いた とのこと。 

宿ぐ るまで は あとで 敬る から 行けない と 云ふ義 雄の 注意 を おぼえて ゐて、 お 鳥 は 通りが かりの 取に 

自分と 行李と を乘 せて、 麴 町の 永 田 町へ と 云って 我 s# を 出た が、 途中から 方向 を輒 じさせて、 義维 

が 先き へ 行って 待つ てゐる 麻布の 谷 町 へ 来た。 


マ； 3 りに 面した 方が ii^i になって ゐる 二階の 六 墨 を 借りて、 ぉ^：：！にそこにー洛ち付くことになったの 

である 

『蛇の 穴を脫 けて 來 たやう に氣 がせいせ いした、 わ。』 かう 云って、 まだ ころがした ままの 行季 にもた 

れ、 かの だは 義 雄と 和 ひ對 して 坐 わった。 

『僕もう ちに ゐ るの は ^慰 ひなの だから、 これから、 晚は ここに 止まる ことにす るよ』 と、 こちら も 

亦 氣が輕 くな つた。 

お 鳥は渠 のこの 言葉 を先づ 1^1 がった。 別居す ると 云った の だから、 あの 櫸 山の I を 持って ちゃ 

ん と引ッ 越す のかと 樂ん だのに、 晚 だけ 來 ると はどうした つもね だと。 

袋 雄 はまた かの 女に 手輕く 答へ て、 やがて はさう する が、 向 ふへ 用 の 乎 紙が 來 るし、 突然 力 

ら執 a. の 依 顿者も あるから、 今のところ、 ー度は行ってゐなければならなぃと云って聽かせた。 

その 资、 渠は まだ 性質 もよ く 分らない 女と 直ぐ 家 を 構へ るの も、 物入りが 多くな る 上に Kr, 女心 だ 

し、 よしんば、 また 家 を 持っても、 神經の 高ぶって ゐる 千代 子を納 させる まで は、 いつ 怒， おり 込ん 

で來 るか 效ら ない と 云 ふ 心配が あった。 この 心配の こと も、 ！^はぉ^^の氣をなだめるハ^めに聽かせて 

やった。  -. 

發  展  一一 一八 一 
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『ぢ ゃァ、 あたい、 詰らん。』 かの 女 はすね て 見せた が、 篛 雄に 促が されて、 晩が たから I 絡に 一 おれ. き 

. の 道具 を 買 ひに や、 貸し 蒲 圑を賴 みに 外へ 出た。 

夕慨の 代りに 蔡麥屋 へ 行って いろんな 物 を 喰って 歸 つて 來 たが、 義雄 は洒奥 い 息 を 吹きながら 紙 入 

れを ほうり 出して、 

『もう、 金 は そ こ にある だけ だ —— それで 今月 中 を 賄な つ て L 犬れ な いと 困る よ。』 

『いくら あるの』 と 云 ひながら、 お 鳥 は 電燈の 下に 坐 わって 中の 物を讀 んで见 た。 それから こちら を 

見て、 たより なげに、 『十 11 までな いぢ やない か？』 

『そり ゃァさ うだらう、 さ —— 鎌 倉 行きで 十五 六 回 も 使った から。』 

を  *9 も 0 

『惜しい こと をした の、 ね。』 かの 女 は 小 首をかしげて、 笑 ひながら、 『あれで 衣 物で も H ふたら よかつ 

た。』 

『また 買って やる、 さ。』 

ほんとう 

『本 統？』 

『さう、 さ。』 

『でも』 と、 無 邪氣な 調子 を 改めて、 『うちへ も 出す の だろ し、 あたい も舉 校へ やっても ろた. 0/  ^代 

や 米 代 も 出しても ろたり、 そんなに 出け る わけが な いぢ やない か？』 


『そんな 心配 はするな よ。』 卷煙 革の 煙り を かの 女の 顔へ 吹きつけて、 『おれ はこれ から 一 歷奪设 して： i: 

も 書く、 さ。』 

『書き さ へ すれば 寶れ るの？』 

しょ ゥか ^ 

『さう、 さ — それでも、 お前』 と 云 ひかけ て、 云 ひ 直し、 『あなた を 初めに 紹介し ようと 出 心った 秋 

君の やうな 寶れ ツ子で はない が —— 』 

.『 ぢ ゃァ、 あたい 損した の？』 

『損と 云 ゃァ損 だら う、 さ。』 

『換 へて もら を か』 と、 お 鳥 も 調子に 乘 つて 來 たので、 こちら も徴 笑しながら、 

『然し、 もう、 僕の 物 ぢゃァ ないか？』 

ぢょ 

『ふ、 ふん』 と、 かの 女 は 顎 をし やくって 目 を 細く し、 わざとら しく 横 を 向いた。 

わか 

『どうして 別れた のよ、 云って 御覧。』 

f  *  f  .SAN 

この 夜、 義雄 はかう 云 ふ 風に お 鳥 をす かして、 どんな 動機で 小 舉敎： W と 一 絡に なり、 どんな 现 山で 

別れた のか を聽 かう とした。 が 鎌 倉の 途中で ちょ ッと 二三 言、 口 を すべらし たと 同じ ことば かり を 

繰り返して、 詳しい こと は 決して 語らなかった。 

『死んでも そんな こと は 云 ひたくない。』 かう 云って、 かの 女 はし まひに は 不興な 顔 をした。 
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何 か なわけ が あるに 逮 ひない と考 へる と、 ますく それば かりが 聽 きたいので、 翌ロも 午砲が 

鳴る まで 一緒に てゐた 上に、 女 を あまえる ままに まかせて、 午後の 時 M を 二人で 寢 ころんで 無駄ば 

なしで ゆ  1 つて、 とうく 家へ は歸ら なかった。 

『今、 is の 細君が 來て歸 つたと ころ ぢ や。』 かう 云って、 樂 塾の 主人に 出迎 へられ、 篛雄 がお^ を 

船お にに その 座敷に とほった の は、 もと 大蔵大臣 某の 屋敷の 諮った 樹木から 蟬の 聲が凉 しく 聽 える 時 

刻であった。 

樂塾は 三 平 坂の 中腹に 入口が 附 いて ゐる。 その 坂から， 山 王の 鳥居の 方へ かけて、 可な り 1 直線に 

見通せる ので、 坂う への 擧習院 女子 部 も 夏期 休業で ある 時節と て、 人通り も少 く、  が 若い 女 を述れ 

て とほるの が 特に 目に 立ち はしなかった かと 義 雄に 思 はれた。 

『  』 義 雄の 先 づぎッ くりした の は、 それで 1 0 分 達の 連れ立って 來 たの を 千代 子 は どこかの 

ら兑 てゐ て、 直ぐ 跡 をつ けて 來 はしない かと 云 ふ 心配が 0 分の 胸 を どきつ かせた。 が、 よく 聽き 

a して 見る と、 侑 村が、 

『今 —— 歸っ、 よ と 云った の は、 寶-際 は 二 時 1? も 前、 まだ 日の 暑い さいちう であった ので ぁヌ。  


『それ ぢ ゃァ、 s?^ だが』 と、 義雄は それとなく 饰 村の いつも を 誇張す る螝が あるの をな じる 

しふ ねん 

子であった が、 直ぐ また 自分の ことに 難り、 『あいつ も 隨<^ 執念深い 奴 だ 力ら お — 』 

『さう らしい、 な ァ。』 笛 村 は 太った からだの 胸 を あら はに 突き出して あぐらをかきながら 『ま ァ、 君 

に 頼まれた 通り 云 ふて 置いた が — 』 

『それでい い、 さ。』 

『けれど、 僕 も 困った よ。』 

『そり ゃァ、 然し』 と、 義雄は 笛 村に さう は 云 はせ ない つもりで、 『女優 問題で 俣に i 惑 を かけた のよ 

り ゃァ、 まだ まし だら う。』 

『ひや ァ、 そいつ を 云 はれたら！』 あたまへ 太いぶ きッ ちょな 手 を あげた。 それから、 『けれど、 なァ』 

と、 からだ を 一 ゆすりして、 左の 手 を 右の 膝に のせ、 篛雄の額からぉ^^の額に目を移しながら、『=3-付 

けヒ ら^す と 云 ふて をつ たぞ. —— もう 感づ い て をる やう ぢ や。』 

『ふん、 何も わたしが』 と、 お 鳥は茁 村から 義 雄の 方に E を轉 じ、 『あんな に！；？ される おぼえ はな 

い。』 

『そり ゃァ、 惡 かったら、 ただおれ のせいだ らうが』 と、 義雄 はまた 1=1 をお 烏から 侑 村の 方に 向け、 

『ま ァ、 IS おは 僕の 云った 通 にして 置いて 吳れ 給へ。 僕 もど こかに 慰が を 漏らす ところがなければ 
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困る から、 ねえ — 

『さう だ、 君 もお 父さんが 亡くなつ てから、 大分 人並みにな？ ゐ たから、 な ァ。』 

『まだ 丸 二 ヶ月に もな らんのに』 と、 お 鳥 ははた から 口を出した。 

『もう、 大分 奥さんら しいです、 なァ』 と、 笛 村にから 力 はれて 

『ふ、 ふん』 と、 かの？ b 鼻で 笑って、 それでも 恥 かし さに う 横 を 向いた。 

『琴 をお やりなさい 。琴 を。』  一 

一 

『そり ゃァ、 もう、 そのつ もりで 來てゐ るの だから、 あすから ちゃんと 敎 へて やって 吳れ 給へ。 これ 

は 裁縫、 籠と 云って るが、 そんな こと は 田 舍にゐ ての 思 ひ 付きで、 もし 琴で 一本立ちに なれるなら 

それでもい いぢ ゃァ ないかと、 僕 も 話して ゐ るのお。』 

『そり や、 やれん こと はない。』  一 

『然し、 これの Ik ん 射が あるか、 ないか、 調べて 见 なけり ゃァ f ないから、 そこ は 手 ほど きを 君に き 

かせたい の だ。』 

上ぐ  、 /*  f- 

『君の 說 に據れ ば、 藝 術に は 天分 は 入らん、 努力ば かり ぢ やない 力？』  1 . 

『然し そこまで S 目に はなれる 女 か、 どう だか』 と、 橥 はお 鳥 I を 見合せ たが、 さう 力の 女 * 


重んじて はゐ ない と 云 ふ 目附を 村に 放ち、 『僕 はま だ 分らない の だ。』 

っ& 

琴の 爪 を 買って S つて、 お 鳥 は 毎日 稽古に 出かける やうに なった。 雄 も 日 に I 度 は 自宅に 歸 つて、 

來狀ゃ 訪問者の 様子 を 見る が、 千代 子と 出くわしても、 一 言の ロも聽 かない。 向 ふ も 亦た じッと 寂し 

にら 

く 睨む やうな 目 を 向ける ばかりで、 義 雄が 心配して ゐ たやう に突ッ かかって 來る 様子 もない。 が、 そ 

かさね 

れが 何だか 思 ふまい としても、 かの 『累』 の 恨み 死ぬ 顔まで を 思 ひ 出させる。 

『ま ァ、 出来るだけ そッ として 置け。 『かう 渠は考 へながら、 こそくと 家に 歸り、 こそ/ \と{ 猿 を 出 

るので ある。 

てき そん 

然し 笛 村が しゃべり ま はって ゐ るので、 義 雄の 友人 では、 もう、 その さがば ッ と^まって しま 

つた。 

『お 鳥さん はどうです』 と、 義雄は 至る ところで 聽 かれない こと はない。 

『ふん、 ほんの 一 時の なぐさみ、 さ。』 渠も輕 く は 答へ るが、 觅に i?:、  くろうと ではない と 信す る 若い 

女 を 左右して ゐる のが、 自慢の 種で はない こと もない。 

『田村君は急に^！^^ったぞ』 と 注意した もの も ある。 
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村 松と 一 緒に 久し振りで 赤 坂亭へ 行って 玉 を 突いた 時、 おごる から 呼べと 云 はれ、 義 雄お ホ ー ィに 

.乎« を 持たせて やって お 鳥 を 呼、 び 寄せた こと も ある。 義 雄の 好きな 女中 は 敵意 を 挾ん でじろく かの 

女 を S し、 T ィ やそ S の 家族 はまた か あの 田舍 じみた ハイカラ 風 を 冷評した。 が、 お 鳥 はつ- 

階の 食堂に 於いても、 下の 玉 場に 於いても、 なか/ \ 澄ました ものであった。 

『あんな 犬で こくの ハイカラ 女な どよ せよ』 と、 村 松に 蔭で 注意され た 時 も、 蒙 は 心で、 どんな 

美人で も、 おのれの 物に ならない うち は、 人と 云 ふ もの は 冷笑す る もの だからと 思った。 

最初に 谷 町 へ 尋ねて 來 たの は il. で— 自分に 周旋しょう かとまで 篛 雄が 云った の は どんな 女 だら 

うと 云 ふ 好奇心から であらう。 i も それと 推察した ばかりでなく、 き 人物が 小柄 過ぎる ほどで;; い 

而 かも 身なりが ちょ ッ i ては餘 りょくな いの を 兌て、 勝ち誇った やうな、 また 通に したやうな 態 

.1  ズを 取つ JWO 

主客が 電氣の もとで、 凉 しい 夜 かぜ を 浴びながら、 寢 ころんで うち 解けた 話し をして ゐ ると、 かの 

女 も 投げ w した 足 を 時々 ばた くさせて、 聽 いて ゐた。 

『友人に は、 誰 が 来ても、 餘り 失敬な こと をして 吳れ るな よ。』 義雄は 秋 夢が 歸 つた 跡で お 鳥 をた し 

なめる と、 かの 女 は 顔 を ふくらして、 だら りと 横にな り、 

『あんな 奴て-巧で 遠慮して やる もの か？ 人の 顏を じろ く 見て さ。』  ■  — 麗 


『そり ゃァ、 初めての こと だから、 さ。』 

『初め てだッ ていけ 好かない ！』 

『然し』 と、 義雄は 坐った ままお 鳥の K を ゑぐ つて 見る つもりで、 『お前 は それでも 行く つもりで あつ 

た ぢゃァ ないか？』 

『そ や 別な mi があった から、 さ。』 かの 女 は 案外 感じの い 笑 ひを兑 せて、 『舉 校へ さへ やって^れ 

るなら、 何も あいつ やお 前に 限った わけで はない。』 

『ぢ ゃァ、 さう して 置いて、 さ』 と、 義雄も かの 女 を 離れた 方へから だ を^た へ、 肱 まくら をして、 

向 ふの 額 を 冷やかに 見つめながら、 『まだし も おれの 方が よかった のか？』 わざと 笑 ふまい としたの だ 

が、 渠 はつい 微笑 を 潟ら してし まった。 

『知らん、 知らん！』 お 鳥 も 笑 ひながら ちょ ッと こちらの 視線 を 避けた が、 直ぐ また こちら を W て、 

I き 

『そんなお ぢィ さんな どい やなこ ッた — まだし も、 あいつの 方が 氣が 和いて る。』 

『約束 通り 學校 へやって 莨 ふ — やって M ふ。』 かう 云って、 お^は 琴の ffitt に 行く の を 好まない。 

若し また 琴の 稽古 を 績 けるなら、 ぃッ そのこと、 もッ といい 師匠に 就けて n.: 人れ る やうに とせがん だ。 

もッ といい 師匠と 云っても、 そんな 人に 就ける だけの 1^ うちが あるか、 どう だか まだ 分らない 上に、 
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友人の：^ 村 を さし 置い て の 仕う ち は餘り 面白くな いと 義 雄に 考 へ られ た。 

ぢょ 

『お前が 全く 琴に 緣 がない としてし まっても』 と、 藥 はかの 女 を 慰めが てら、 『どの 舉校 でも、 今 は 休 

暇 中 だら う。』 

ぢょ 

『夏期 講習 會が 裁縫に 關 しても ない こと はない 11 やって „4< れ！ やって 奨 れ。』 かの 女 は 額 をし かめ 

て、 ひたへの 上の 方から 横 じ わ を 二三す ぢ現 はし、 からだ を義 雄に 摺 りつけ て、 なか/ \. 承知し ない。 

渠に は、 然し、 どうせお 鳥に 金 を 掛けるなら、 裁縫の やうな 下らない 物で はなく、  0f::I,!ff- の 好きな 

よくめ 

藝 術の 道の 一 端に たづ さはら せて 置きたい と 云 ふ愁目 もないで はなかった。 

くだ 

『そんな 下らない 擧 校よりも、 習 ふ もの はま だ 外に ある だら うよ』 と、 Ja^ はかの 女 をな だめつつ 考へ 

たこと だが、 何 を 習 はせ るに しても、 先き に 立つ 物 は 金 だ。 琴 を 買 ふと か、 it 物 を 用！：^ すると か II 

身なりに しても、 その 儘で は可哀 さう だ —— 

ふと 思 ひ 付いて、 ，H は溫 泉へ でも 出かけた くな つた。 と 云 ふの は、 渠 がいつ も 金に すると、 旅行 

ばち 

さきに 於いて 一 か 撥 かの 原稿 を 書き、 それ を あつかまし いと 思 はれる ほど 無现强 ひに 友人の ゐる雜 誌 

社な ど へ 寶り 付ける の が 常の やうに なって ゐて、 そ の 友人 等 は この 手 を 

『田 村が また 背 水の 陣を 張った』 と 言って、 渠 のどん な^ 稿が 誰れ のと ころへ 舞 ひ 込んで 來 るかと、 

ひや， して 待ち受け るので ある。 


渠は その 乎が 餘り 徼迎 されない の を 知らないの ではない が、 今回 も、 そんな こと をして 見なければ、 

しっぴつ 

どうも 不斷 通り I 生 懸命に i する 氣 になれ ないやう に 感じて 來た。 それに、 {豕 の 方 を 段々 おろそか 

にす るので、 千代 子が 渠の 隱れ 場所 を 探り出して、 いっそ、 その 無言の 恨み を 肥^させに 來る かも 分 

らな いと 思 ふと、 暫 らく 遠方へ 氣を拔 いて ゐる 方が いいと 云 ふこと もあった。 

まだ それば かりで はない 11 渠は 昨年の 暮 から 今年の 始めに かけて 關 西へ 旅行した 時、 リ， デルゴ 

ノ サン を 服用す る 必要の ある を 受けて 來た。 その後、 i へ 行ったり、 伊- へ 行ったり して、 

殆んど 全く 氣 にしない ほどに なった が、 まだ 全快した と は 信じて ゐな いので、 村 松の 勸 めに 從ひ、 そ 

見ん ざん 

の 故鄕に 近い 蜜 山へ 一 度 入浴し に 行きたい とば かり 思って ゐ たので ある。 

で、 渠 はお 鳥の 機 I がいい 時 を 見計ら ひ、  ♦ 

『どう だ、 まだ 暑 いのはな かく 績 くの だから、 溫廒 へで も 行って 兒 ようか？』 

しゃれ 

『それ も 洒落て る、 わ、 ねえ。』 かの 女 はに こくして 義 雄の 顔 を 兄た。 が、 また 少し へ 込んで、 『で 

も、 金が あるの？』 

『渡して あるの が ある ぢゃァ ないか？』 

『これ を 使たら』 と、 また ひたへ に 皺 を 出して、 『あたいの 喰べ るお 米が 買へ ないだ ろ？』 

『そんな 心配に ゃァ 及ばない よ』 と、 ほほ ゑみながら、 しッ かりした 決心 を 兄せ て、 『向 ふへ 行って か 
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ら仕裹 をどッ さりして やら ァ、 ね。』 

『では、 行く！ 行く！』 と 叫んで、 お 鳥 は 飛び立つ やうに 喜んだ • 

もう、 暮れて 行く fi の 山々 一 SHE 士 のいた だきが 先 づ隱れ る。 その 手前の 一 列が 隠れる。 その ま 

た 手前の 列が 隠れる。  ひ 

かう 云 ふ 横に 重なった 數 列の 山が みんな 見え なくなって、 目前に 田と つづく 露 ッ黑な 森 も 無い ほ 

ど、 灰色の 雨露が かかって しまった。 

i§ とい ふ 山 は 家の 後ろで 無論 見える 普がない が、 左り は 征子特 の 山脈 も 薄らいで、 の に 近 

い a 藪ば かりが 黑ぃ。 

右の 後ろ手から は 甲 府の方 へ 走る 山が ぼう ッと あたまが 見えない お ほ 牛の 脊の やにう 横 たは つて、 

，ん くわく 

その 脊の 骨ぐ みだけ は 薄く しめ ッ ぼい 輪廓が 附 いて ゐる。 

ナゐ 

今し がた まで 見えた 廣ぃ野 —— い 田 —— SS い 正面の 山 ふところから 掛けて、 その 麓まで S. 年の 水 

lb 跡 1 4^ 秀げの 山腹 11 白び かりの 砂地 11 今年の またの 出水 —— それ を まだ ffl へ てゐ て、 朝日 

f んが  . , 

やゆ ふ 口が きらめき 映る のが、 遠い 地上の 銀河の やうな お ほ 水の 溜り  


かう 云 ふ ものが 目 秋から 消えて、 憫 干に 寄って 凉 しい 風 を 呼ぶ 人の 心に すべて 引ッ 込んで しまった 

頃、 義雄は 明け 放った 部屋の 釣り ランプの もとで、 お 鳥と I 鮪に 晚 K を 初めて ゐた。 

海老 屋と云 ふ 温泉宿の 襄 一 一階で、 甲 州の 一 名物た る ひどい 濕 つた 風に 時 々ランプの 光り を 取られ か 

ける ので ある。 

今晩は 珍ら しく 日本酒が 一 本膳に のぼった。 義雄は 19^: 小から^ 西の 1^ も 强ぃ洒 なる アブサン トを 

仕 んで來 て、 それば かり をち びりく やって ゐ たの だが、 ゆうべ はどうした 拍子 か 興に 乘り、 非 

に飮み 過ごした。 その 苦し まぎれに あばれ 出し、 お 鳥 だけで は 手に 餘 つたので、 il^ の 主人 やおみ かさ 

んま でも 手つ だって、 みなから 押し込められる やうに して 無理に 蚊屋の 中へ 入れられて しまった。 

『あすから 2? にで もな つて、 書け なんだら どうす る —— やど ® も 拂へ やせん ぢ やない か？』 かう 霄 

つて、 お 鳥 は 不惯れ な溫泉 場に 於け る 旅の 身 ぞらを 心配した。 が、 夜が 明ける と、 義雄 はけろ りと し 

て、 ここへ 來 てからの 定め 通り 午前 六 時には 起きた。 

たまご  ひや 1 

それから、 沸かした 溫 泉へ 這 入り、 また 溫 泉の 源 水なる 少し どろく した 玉子の^ ひがす る^の 鎮 

泉 を こ こ へ來た 目的の 藥 として 飮み、 窒に歸 つ て 朝飯 を濟 ませる と、 いつもの やうに Id ぐ 机に 向った。 

渠は 原稿 を 書き出す と、 そばに ゐてル ビを 打って 臾れ るお {；!| のこと も 殆ど 忘れた やうに なって しま 

う。 女中が 跡へ 跡へ と 汲んで 來る 水 を 思 ひ 出した やうに 茶の 代りに 喫しながら、 晚飯 S まで S を^ 
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ら仕裹 をどッ さりして やら ァ、 ね。』 

『では、 行く！ 行く！』 と 叫んで、 お 鳥 は 飛、 び 立つ やうに 喜んだ • 

もう、 暮れて 行く s^i の 山々 i 6© 士 のいた だきが 先 づ隱れ る。 その 手前の 一 列が 隠れる。 その ま 

た 乎 前の 列が 隠れる。 

かう 云 ふ 横に 重な つ た數 列の 連山が みんな 見えな くな つ て 、 目前に 田と つ づ く露ッ 13^ な 森 も 無い ほ 

ど、 灰色の 雨露が かかって しまった。 

i§ とい ふ 山 は 家の 後ろで 無論 見える 普がない が、 左り は粧子 it の 山脈 も 薄らいで、 ゥ扪 の】 S 庭に 近 

ぃ往 藪ば かりが 黑ぃ。 

右の 後ろ手から は 甲府の 方へ 走る 山が ぼう ッと あたまが 見えない お ほ 牛の 脊の やにう 横た はって、 

リ ん くわく 

その 脊の 骨ぐ みだけ は 薄く しめ ッ ぼい 輪廓が 附 いて ゐる。 

す& 

今し がた まで 見えた 廣ぃ野 —— I5R い 田 —— S い 正面の 山 ふところから 掛けて、 その 麓まで め 年の 水 

i の 跡 I— * 宪げの 山腹 11 白び かりの 砂地 11 今年の またの 出水 —— それ を まだ 港へ てゐ て、 朝日 

»* んが  . 

やゆ ふ 日が きらめき 映る のが、 遠い 地上の 銀河の やうな お ほ 水の 溜リ —— 


かう 云 ふ ものが 目が から 消えて、 攔 干に 寄って 凉 しい 風 を 呼ぶ 人の 心に すべて 引ッ 込んで しまった. 

頃、 義雄は 明け 放った 部屋の 釣り ランプの もとで、 お 鳥と 一 緒に 晚 を 初めて ゐた。 

海ぎ屋と云ふ溫^：^宿の裹ニ階で、 甲 州の 一 名物た る ひどい 漉った 風に 時々 ランプの 光り を 取られ か 

ける ので ある。 

今晚は 珍ら しく 日本酒が 一 本膳に のぼった。 義雄は $M から § 西の 最も 强ぃ 酒なる アブサン トを 

ががん で來 て、 それば かり をち びり/ \ やって ゐ たの だが、 ゆうべ はどうした 拍子 か 興に 乘り、 非 I が 

に飮み 過ごした。 その 苦し まぎれに あばれ 出し、 お 鳥 だけで は 手に 餘 つたので、 宿の 主人 やおみ かさ 

んま でも 手つ だって、 みなから 押し込められる やうに して 無理に 蚊屋の 中へ 入れられて しまった。 

『あすから 2? にで もな つて、 書け なんだら どうす る —— やど 賃も拂 へやせ んぢ やない か？』 かう 言 

つて、 お 鳥 は i ^憤れな 溫泉 場に. 於け る 旅の 身 ぞらを 心配した。 が、 夜が 明ける と、 義雄 はけろ リ とし 

て、 ここへ 来てから の 定め 通り 午前 六 時には 起きた。 

たまご  ひや B1 

それから、 沸かした 溫 泉へ 這 入り、 また 温泉の 源 水なる 少し どろく した 玉子の 矛け ひがす る 冷の 麯 

泉 を こ こへ 來た 目的の 藥 として 飮み、 窒に歸 つ て 朝飯 を濟 ませる と、 いつもの やうに id ぐ 机に 向った。 

渠は 原稿 を 書き出す と、 そばに ゐて ル ビを 打って 吳れ るお 鳥の こと も 殆ど 忘れた やうに なって しま 

う。 女中が 跡へ 跡へ と 汲んで 來る 1„e 泉 を 思 ひ 出した やうに 茶の 代りに IK しながら、 晚饭 a¥! で if を按 
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けた。 

『け ふ は つたより 書け た、 わ、 ね』 と、 お 鳥 はに こ/ \ して 出来た 原稿の 枚 數を數 へながら、 一杯 

の, i がな いのも 氣の毒 だと 云って、 强ぃ アブサン ト を隱 した 代りに 藻 一本 だけ を 注文した ので あ 

る 0 

『け ふ はお 前に も 飲ませる ぞ。』 

『あたい、 そんな からい 物な どい や だ。』 

『から い 物 か —— い r& ぎに ぐい と 飲めば いいの だ。』 

『でも、 醉 ふたら どうす る？.』 

『ふむ、 rf.l 義雄 はお 鳥の かみがた 口 調を ま § て 見て、 成る ほどかう 佛蘭 西風に i= すれば. 

同じ 霄葉 でも 東京の 男子が 英語 風に 用ゐる カ點、 乃ち、 ァクセ ン トは變 はって、 如何にも 女らし レ.^ 5 

になる わい とが した。 同時に、 かの 女の 眞 似る 朿京 振り はすべ て その ァクセ ントが 力み 力た W なの 

を 冷 かすつ もりで、 『醉 うたら、 面白 いぢ やない か』 と、 優しい 調子に つれて わざと 俊し く 首 を 振った。 

かの？ ^ がいやな 顏 をした の を 見て、 直ぐ 元の 聲 にな リ、 『ゆうべ はおれが 護して 賀 つたから、 今度お 

おれが 看護して やる、 さ。』 


『いや ァ なこッ た！』 

ほんさん 

こんな 話で もす るの が、 I 日のう ち篛 雄が 氣を 休める 時 問で ある。 晚 おが^む と、 また 筆 を 執って 

夜中の 十二時まで、 時に よると、 二 時 か 三時まで も績 けなければ 氣が濟 まない。 

渠に は、 お 鳥が 何んで 洒を さう 嫌 ふの か 分らない。 第 一 、 その 臭 ひ を かぐの さへ いや だと 云 ふ。 兑 

かけに よらす、 ； の 强ぃ女 だと 云 ふこと は、 コップに 注いだ が n 水の ひ がぶんと へ來 たので、 そ 

れ から 決して それ を 口にしようと しないので でも 分った。 酒と は 遠って、 この 鉞康の 水が^して 人の 

信す る やうな 効能が ある ものなら、 渠 はかの 女に も 豫防的 用意の 爲 めに 飮 ませて きたいの だが、 い 

くら 勸 めても 飮 まう としない。 

きら 

然し 酒の 方 は、 ただ 嫌 ひだと いふば かりで なく、 何 かそれ でかの 女が 懲りた ことがあ るので はない 

かとい ふ 疑 ひが、 義 雄の 胸に はわ だか まって ゐた。 

ちょく 

『お前、 前の 人と 一 緒に なった のに ゃァ』 と、 義雄は 猪口 を 自分の 口へ 持って行きながら、 お 鳥の 颜 

を 見て、 『餘り 好かない 男で あつたが、 酒 か 何か飮 ませられた あげく、 無理 强 ひに 納榑 させられ たの ぢ 

ゃァ ないか？』 

『そんな I： 房ら しい こと はない。』 お 鳥 は 下らない こと をと 云 ふやうな sa をして、 3 分の 膳の 前に ちん- 

と かしこまって ゐる。 
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『lis らしい と 云ゃァ 阿房ら しいが、 そんな 場合がない とも^らない。 男が. 惡 いこと をしょう と 思 や 

ァ、 女 をお だてて 酉に 醉ッ拂 はせ る ほどの こと は 何でもない、 さ。』 

『自分 ぢゃァ あるまい し』 と、 かの 女 は義雄 をうる ささう に 見 I た。 自分と はかの 女が こちら I 

して 云 ふので、 お前と も 呼びつ けにお 來す、 さう かと 云って、 また あなたと は氣が 引けて いひに くい 

ところから、 さう いひな して 來 たの だら う。 『世の中に はそんな 人ば かり ゐ やせん。』 

『ぢ ゃァ、 お前の デ主 はよ かった か？』 

『さう、 さ。』 わざと 取り澄まして 1W びその ことで くどく 极問 ひされる の を 避ける らしかった 

『ふ、 ふん！』 義雄も 鼻で あしらった 切り、 そのこと に は觸れ すに、 『だが、 ね、 お前 男が 二人 ゐれ ば、 

女を醉 はせ ないでも、 カづ くで 自由にし ようと 思 ゃァ、 わけはな いよ ― ひとりと ひとりで は プケし 

いか も 知れない が。』 

『あたい は、 さう は 行かん、 さ。』 得意 さう に 微笑しながら、 『柔術 を 知って るから。』 

『へい 1! どこで 習った？』  、5 

『お父さんと 北海道に 行って た 時、 さ。 I -小舉 校の 往き 屍り に 徒ら する 男の子が あった 力ら、 つか 

まへ て I 間 ほど ほうり 投げて やったら、 あたまから 雪の 中へ 突き ささって、 を かしかった。』 

『えらい、 ねえ -1 それに、 じても 一杯お 飲みよ』 と、 義雄は 猪口 を さす。 


『いや ァ！』 かの 女 は 額 をし がめ、 兩手を 後ろに 隱 して、 からだ を 振った。 その 時 女 屮が給 事に やつ 

て來 たので、 渠は 調子に 乘 つて、 なほ 笑 ひながら、 

『お^みと いふに』 と、 立ち あがって、 猪口 を 持って行った。 

『いき ァ、 いや ァ』 と、 目 をつ ぶって、 鼻にまで 鈹を め、 からだ を 一 歷 振って ゐる ところ を、 築 は 

女の 首に 左り の 手 を かけて、 無理に その 口へ 酒 を 注ぎ込ま うとした。 

お 鳥 は 怒って、 その 酒 をぶ ッと 霧の やうに 吹き散らした。 

『il は 一 夏 を 國府津 の 海岸に 送る ことにな つた。 友人の 紹介で、 或 寺の 一 室 を 惜り るつ もりであった 

が、 こづ て 行って 見る と、 いろく 取り込みの ことがあって、 この S は 客の 世話が 出來 ない と 云 ふ 

きゃくほん 

ので、 また その の 紹介 を 得て、 しろうとの 家に 置いて 貰 ふこと になった。 少し 込み入った^ 木 を 

ま 曰きたい ので、 やかましい 宿屋な ど を 避けた ので ある。 隣りが料现屋で蘇^^も ー人抱へてぁるので、 

時々 客が あがって ゐる時 は、 隨分 さう. <\- しかった。 然し 僕 は 三味線の^き/ \ した 昔. ^ を 嫌 ひで は 

ないから、 g つて 面白い ところ だと 氣に 入った の だ。』 

かう 云 ふ 書き出しで、 義雄は ニー 年 前 國府津 で i 暑して ゐた 家の 隣り の藝 *? 吉 彌と關 係-した S 歷 

を、、 き叙俾 的な 小說 にして ゐ るので ある。 
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日に 十 枚 進む 時 も あれば、 二十 枚 Q 時 も ある。 さう かと 思へば、 いくら あせって もた ッた三 四 枚し 

か粜 ない こと も ある。 然し 渠 自身の S たこと を 充分に ん して ゐ るつ もり だから、 思 ひ 切って あ 

つた f を 書いて 行く。 あった 通りと 云っても、 心內の 現象 を 外形的に 出た 物にしたり、 外形に 出た 

感情 を f はでば かり 取り扱った りする 遣りく り は 無論 澤山 あるので ある。 お 鳥 は それ を 待ち遠し さう 

にして、 そ はに 控 へて ゐて、 出来る 原稿 を片ッ 端から 請んで しまう。 

そして、 渠が 吉彌に になって 吳れ ろと 頼んだり、 吉彌の母を^3^兄から呼び寄せて、 私 かに あと 

始末の 相談 をしたり、 あやふやな 女よりも 矢張り 女房の 方が いいと 思 ひ 出したり すると ころ を、 かの 

が は 現在の 自分に 利害 關 係が あるかの やうに 考 へ た。 

そして また、 あんな こと をい つたの、 こんな こと を爲 たのと 一 々念 を 押す 時の ロ附 きに は、 好奇、 も 

以外の!^ 物 も 加 はって ゐた。 

『どう だ、 うまいだら う』 と、 義 雄が 突き出し たし 紙 i に、 吉彌 が、 娘 を 鈍い 腕 だとた しなめ た 母 sm 

で、 『あたいだ ッて、 たまし ひ は あら ァ、 ね』 と 反抗しながら、 主人公の 膝へ 來て その上に 乎 まくら を 

して、 『あたいの 一 番 好きな 人』 と、 渠の額 を 仰向けに 見 あげる ところが あるので、 

『ふん』 と、 お 鳥は彝 であしら つて、 それ を 受け取らなかった。 

そして、 また、 


としう へ 

『僕 は 十四 五 年 前に、 現在の 妻を賀 つた、 の だ。 俊よりも 少し 年上 だけに 不斷 はし ッ かりした ところの 

ある 女 だが、 結婚の 席へ 出た 時の 妻 を 思へば、 ニー 杯の 祝盃に 顔が 赤くな つて、 その 場に ゐ たた t 

tt* よめ 

なくなった 程の 可愛らしい 花嫁であった。 僕 は 今、 H の 前に その 昔の 妻の おもかげ を 兌て ゐた』 と 記 

された の を 見た 時 は、 お 鳥 は 自分に 對 しても 男が こんな 反逆 心 を 出す ことがあ るに きまって ゐ ると 考 

ベ 及んだ ので あらう か、 

『  』 物 も 云 はす、 額 色を變 へて 沈み 込んで しまった。 

然し、 また、 

『寛恕して 頂戴よ』 と 云って、 身 を 投げて 来た 吉彌を 主人公が 突き 拂 つて 席 を 立ち、 さん <\ に 愛 相 

づ かし を 云 ふところに 至って、 お 鳥 は、 

『氣 味が えい、 氣 味が えい』 と 小踊りした。 ところが、 また、 直く その 跡へ、 

『怒り はした ものの、 僕 は淚が こぼれた。 これが 少し は 吉彌の 心 を 動かす だら うと 思って、 これ 兄よ 

がしに、 目 を 拭きながら 座敷 を 出た。 出てから、 ちょ ッ とふり 返って 兑 たが、 かの 女 は 分った のか、 

分らない のか、 疊に肘 をつ いたま ま 下 を 向いて ゐた』 と來 た。 

b かんしり 

『  』 お 鳥 は、 8* が 却って 無關 心の 狀 態で s< しながら 向けた 額 を、 じッ と^みつ ける やう 

に 見詰め、 頗 には且 忿怒と 恥辱との 色まで も 赤く 染め出して、 叫んだ、 
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T 量お ゃぢ！ IT 久 S 地な し！ 泣 If 助平 —そんな iif どが 矢張り 可愛 かったん かい！』 

義雄は 筆の 進まない 時、 どうい ふ 風に しょうかと 考へ 込みながら、 S. かきで Br を ほじく るの が^に 

ぶつ こ。 

『そんなに ほじく ると よくない よ』. と、 お 鳥が 心配す る ほど 頻りにな つたの だが、 さう して ゐる うち 

に考 への 管 も 段々 明いて 來る氣 がする ので、 度々 思 ひ 出して は、 筆の 代りに まきを 執った。 それ 

が 自分ば かりの をす るので なく、 氣分 によれば、 お 鳥の 耳 を もい やと 云 ふの を 無理に f してやる こ 

とも ある。  げんいん 4 

それが 爲 めに 耳の 奥 を 痛めた にも 由る さう だが、 おもに は 過度に 神經 を疲勞 させた のが 原因で 一 

方の 耳に 熱， を 持ち、 とうく 米嚼 みの あたりまで 脹れた。 汽車で 甲府の 病院まで 行って 濕ォ をして 《 

つたが、 翳 者 は 細君が あるなら、 それ を 近づける のを暫 らく 見合せ、 何に でも 祌經 を勞 する こと はす 

ベて 1 すけない と 命令した" 然し 義雉は 筆 だけ は 執って ゐ なければ ならない 必要 を 忘れられな 力った 

gi«s 云つ/て は、 甲府へ 行った こと 位で、 始んど 全く 自分の 窒 に引ッ 込み 通しで 来た。 原稿の 枚赛 

はすん く 重なって 行って、 その 小說の 表題 もい よく 『耽溺』 とき まった ほどに 形 を 傭へ て來 た， 力、 

お 鳥の ルビ 附け はな か. （- はか 取らない。 


かの 女 は 先づ義 雄が どんな 小說を 書く のかと いふ 好奇心 を 失って しまった。 次ぎに また 一 枚に ォき 

五 錢づっ 貰って 帶を買 ふその 足し前に しょうと 云って た ルビ 附け にも 飽きが 來 たので ある。 鬼に^、 

I 緒に なった 男に、 つい 一年 か I 年 半 前 こんな f があった のかと 考 へて、 船い やうな、 妬ましい や 

うな、 馬鹿らし いやうな、 詰らない やうな、 氣を その 胸に か はるが はる 起して ゐ たらしい。 

ゆ ぶ は 

それに、 どんな 立派な 溫泉 かと 思ったら、 ^！ぃ據ぃ湯糟にどろくした厥なにほひの冷^^を沸かせ 

るので あった。 また、 殆ど 毎日の やうに お ほ 雨 やらお ほ祌 鳴りで、 正面に 見える 富士が 滅多に 兄え な 

いほ ど欝陶 しい 日が 糗く。 且、 また、 入浴 客と 云ったら、 豫 想の 外で、 殆ど 田舍 のお やおや 婆ァ さん 

ばかりで I ^んで 来た 甲斐が かの 女に なかった の だら う。 

かの 女の 考へ では、 宿に は 同じ年 擎の 立派な 娘が 多く 來てゐ て、 それらと 仲よ く 遊んだり、 話し 桕 

む 手に なった り、 また 自分の 尸 ィ カラな 姿 を うらやませたり したかった の だら うが、 下に も 一  一^に も、 

裏に も、 おもてに も、 そんな 相 ひ 手 は 一人 もね なかった。 

隣 の 明いた 窒へ、 たまに ー晚 どまり の 客 は あるが、 ヱ 女に i されて 行く 途中で、 その？ に 

自由に される 女であった リ。 どこか 近所の 驛 から 作男と 密 ^ しに 來.^ 君であった りする。 

たまにち ょッ と. f. 人並みの が來 たと 思へば、 どこかの ^ 所 出張所の 書記と いい 仲に なって ゐ たの 

だが、 向 ふの 親が 許さない の を懷み 歎いた 女 だ。 それ を その 土地の 坊さんが 氣の 毒が つて、 女の 故鄉 
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まで 連れて行って やる ところ だが、 とまった に、 その 二人 は出來 合った やうであった。 

また、 ，g ぎの 物持ちの 細君ら しい 四十 五六の、 顔の 見ッ ともない 婦人が 來た。 これ も 亦 怪しい もの 

だと 義难 等が 云 つ てゐ るう ちに、 甲 府の醫 者に 違 ひない と 云 はれる 男が やつ て來 た。 

『あんなお 婆ァ さんでも 色け が あるんだ、 なァ』 と、 お 鳥 は その 夕が た、 義 雄と 横にな つて 話 

し をして ゐる 時に 大きな 聲を 出した。 無論、 隣り の 客 は 湯へ 行って 留守 だと 思った からで ある。 

『面白い ぢゃァ ないか、 じッ として ゐて、 いろんな 種が 拾へ るの だから』 と、 義雄は 答へ た。 

『i?: が 面白い もんか、 こんなと こ！ 雨 や 神 鳴りば かり ぢ や。』 

『さう か、 ね、』 と輕く 受けて、 渠 はかの 女が 二三 日 前 

『髮の sni を 仕 八：： ふ 相 ひ 手 もない』 と 歎息した の を 思 ひ 出した。 そして 天井 を兑 詰めながら、 

しか te  „ 

『ま ァ、 來 たもの は 仕方がない、 さ』 

『いや だ、 いや だ！』 かの 女もう ち は を 持った 手まで も あ ふ 向けに だら り 延ばして 向 ふ を 向き、 『早う 

へ歸 りたい —— 歸り た い ！』 

げ らく 

『君の mi と 家族の 寫 が雜 誌に 出た ので、 氣の 毒に も、 君の 評判が 女子大 擧で 俄かに 下落した ぞ* 

あんな 子福者であった のかと 云 ふので、 さ。 君の 詩な どから 推察して まだ 二十 四 五までの 色男 だと 思 


はれて ゐ たらしい。 呵々。 』 

かう 云 ふ ハガキ が 或 匿名の 友人から 舞 ひ 込んで 來た。 如何に 自分 も、 いやな 物で も、 ある 物が ある 

の は事實 で、 何と 云 はれても 隱す こと は出來 ない、 また 隱す 必要 もない。 と、 義雄は 思った が、 自分 

の がそれ が爲 めに 落ちた と聽 いて は、 餘 りい ぃ氣 持ちで もなかった。 それに、 この頃になる に從 

つて、 渠は 自分の やがて 四十 歳になる と 云 ふこと が、 老耄 その物が 近づいた やうに 考 へられて、 いや 

でい やで 溜らない こと も ある。 

『一 體、 誰れ が ハガキ などに 書いて 來 たん ぢゃ』 と、 お 鳥が 眞ッ 赤に なって 怒った 時 は、 ちょ ッ とそ 

ぢょ 

のの ぼせ 氣 味に 釣り込まれ かけた が、 かの 女に 別な 理由が あった。 『宿の ものが、 もう、 見た にき まつ 

てる！ きまって る！』 

かう 云って、 手に あった ハガ キを義 雄に 投げつ け、 泣き出し さう に a をし がめ、 墨に 坐 わった まま、 

兩ひぢ を 脇に 縮め、 からだ 全 體を燒 けに ゆすった。 

『氣遠 ひ！ 見られた ッて、 いい ぢァ ないか？』 義雄は その 理由 を 感づいて ゐ ないで はない が、 今页ら 

見られた こと を 取り消す わけに は 行かない と覺 悟して、 わざと 平氣 でち 招り にも たれた まま、 緣がは 

に 足 を 投げ出して ゐた。 

『いいこと はない！』 かの 女 は 恨めし さう にこ ちら を 見詰めな が&、 息の はすむ を 抑へ- (-、 『あたい 
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が I c3 かけ か 11 何ぞ の やう に —— 思 ばれて  f ぢ やない か？』 

fS5S ふ ものに ゃァ はせ て 置く、 さ。』 

『あたいが 詰らん！』  う  . 

TVES ぁァ』 と、 落ち 付いて、 『お前が まだ 世間に 對 する 浮 氣 ごころ が あるからで I ^間の もの カ仞 

て 云った ッて耩 う もの か、 ね。 お前 を 愛する おれに さへ しッ かり 手賴 つて ゐり ゃァ いい。』 

r そんなう まいこと ばかり 言 ふても、 口 さきば かりだから、 あ 方ん Ml 

『何も』 と、 ほほ 笑みながら、 『口 さきば かりで 胡 魔 化した こと はない よ。』 

Hfi0n<. 還 もし S んし、 あま ま 管 や？ やる と S て、 

ちッ とも その 手繽 きをして 吳れ せん-』 

『そり ゃァ、 まだ 夏期休暇 中 ぢゃァ ないか！』 

『休 収屮 から 手 を ま はして 置けば えい。』 

『大丈夫 11 そんな 心配 はすな。』 

『へん！』 馬鹿にし たやうな、 また ii したや ラな聲 お出して， お 鳥 は あご をし やくった- 

『いやな 裤だ』 と、 i は 心で 率し みながら、 鎵を 立って 來て、 また 机の 前に 坐 わった。 

t は そのまま じッ 患へ 込んで ゐ たが、 指さき にき 衣 is を卷 きつけながら、 少し 低い，、 


『たださへ 皆から 旦那さん と は f 年が 建 ひ 過ぎる と 云 はれて るのに、 そんな ハガキ を 兑られ て は、 

あたいの 顔が 立たん。』 

『いい 顔 だから、 ね！』 義难が 筆 を 持った まま その 方へ 首 を 向ける と、 

『1!』 と 叫んで、 かの 女 は C ちらの 線 # した 耳の あたり を ぴしゃりと 叩いた。 

『よせ！』 義雄は 額 を引ッ 込めて、 痛い 耳 を 押さへ、 また 原稿に 向った が、 ^から 少し 氣 になって 

ゐた/ a と を 屡 ひ 出した。 『おれと-お前と ^ り 年が 違 ふと 云 ふの も、 下の 黒ん坊に おだてられ たの だら 

う？』 

『SK ！』 ぉ鳥は燒けにからだをゅすって否t^^^た。 

『でも * ねえ —— 』 

『遠 ふ、 違 ふ！』 

C ちょう  •  »  ： 

下の 黑ん坊 と は、 義雄 がお 鳥 をい やがらせ る爲 めに わざと 誇張した へで、 の 下 谷から 保 

養に 來てゐ る或舍 社の 職工が しら だと か 云って る 人 だ。 義雄 もちよ ッと會 つて 兄た。 色は黑 いが、 m 

ェ などに は はすお だ やかで、 優しい 言葉 使 ひ をして ゐ る。 

m 把な さに、 雨の 晴れ間 をお 鳥 は 裏庭へ ffl て、 築山 £5 木の間 をよ くぶら ついた。 $=^のすらりと^5： 
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いその 姿 を 二階から 兌る と、 額の 缺點 など は 見えない ので、 義雄も あの 可愛い 女が 自分の 物に なって 

ねる のかと いふ 風に、 暫 らく 默 つて ながめて ゐ たこと も ある。 

四 五日 前 も、 渠は 高い 観 干に 倚って 下へ 聲を かけ 微笑しながら、 

『どこの お嬢さんで いら ッ しゃいます か』 と 云って 見た。 お 鳥 は氣づ いたが、 それに は 答へ ないで、 

ぉほ露面目の氣取った1|^1で、 丁度 こちらの 立って ゐた 下に 當る窒 に 向 ひ、 緣に 添って 流れる 小川 を 

隔てて、 

『、 1、 ありがたう』 と 云った。 まァ、 お 這 入りに なれば どうです とか 何とか 云 ふ聲が 流れの 音に ま 

じって 聽 えたと は 篛雄も 思った ので、 初めて 下に 客が あるのに 氣が 付いた。 然しお 鳥 は そのお 前から 

言葉 を まじへ てゐ たらしい。 その後 も かの 聲が 宿の もの 等と 一 緒に なって、 下の 座敷で 夜遞 くまで 話 

しきつ，. こり、 笑ったり する 聲が 聞え る 度に、 篛雄 は氣が 引けて 執筆の 邪魔に なった。 

t くま  I 

.：  ,  § 起になる の だ？』  • 

『下らない こと を 云 ふから、 さ — 燒き 餅な ど、 人が 聽 いたら、 見ッ ともない。』 

『ぢゃ ァ矢ッ 張り、 おれの いふ こと は聽 かないで、 夜お そくまで も 話し込んで ゐる つもり か？』 

『さう、 さ！』 ふくれ ッ面 をして、 『別に 話し 相 ひ 手がない から。 なにも、 あたい 獨 りこ ッ そり 行く の 

ではない し、 is^^f ゃ小佾さんも 一緒になって話してるのだから I 』 


『いや、 獨 りの 時 も ある やう だ ぜ。』 

『無い ッ たら、 ない！』 その li な 叫び を こちらへ 押し付ける やうに n をし ッ かりつ ぶって まで 化せ 

た。 

『さう か』 と、 わざと 疑 ひが 晴れない やうな 返 察 をした が、 これ 以上 かの 女 を 怒らせる つもり も あ 力 

つた。 かの 女の 白い 肌につつ まれた 祌經が この 非常にい らくして 來 たの を 知って ゐ るからで あ 

る 0 

その 夜、 禪に這 入って から、 

, ,  ぢょ  - 

『下の 人 は あさって 歸 ると 云 ふて る けれど、 GI 分も歸 りたうな いか』 と、 かの 女 は 仰 ii: いたま まこち 

らに聽 いた。 

『さう か、 歸る のか』 と、 こちら は 云った ばかりで はなく、  ^稿 はもう 直きに 害き 終 はるが、 それ を 

に 送って、 金が 來 るまで は歸れ ない と、 渠は 答へ た T 然し 折角 知り合 ひに なった のに』 と、 蚊お 

を 透して、 天井 を 見つめながら、 『もう 歸 るので は、 お 名 殘り惜 いやう だ、 ね。』 義 雄も^ SI が 終 ひに な 

つて 来たと 云 ふ氣の ゆるみが 出た ので、 且、 耳の 張れが 湯 布 をして ゐても 一向に _魟ら ない ので、 rr く 

歸 京して、 知り合 ひの 博士に 兑て赏 ひたい やうな 心に はなって ゐた。 

『あたい、 あの人に 連れて 歸 つて もら を か？』 
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『それ もよ からうよ ojjsf はが 淡に あしら つて ゐ ると、 

『元の 人 に似てる、 あの人 は。』 お 鳥 は癟レ f にね すみ 泣きの やうな 聲 をして、 こちら を じらし 出し 

た。 

g よ 

『どこが、 さ？』 渠は a にかの 女の 方へ 向いた。 

『どこが 似て ゐ るの？』 

『 …： ：：』 

ご らん 

『云って 御覽、 どこが、 さ？』 

『どこでもえ い！』 

『ねえ』 と、 すかす やうに して、 然し 冷 かしの 意味 を 含めて、 『あの 色の 圼 i いところ がかい？』 

『そんなと ころな もんか？』 かの 女 はから だ を 振った。 

やせ 

『ぢ ゃァ、 瘦ッ こけた ところが か？』 

『そ. fiv や、 少し tl せて た、 さに 

め 1 

『あのき よとくした E 玉 も か？』 

『遠 ふ 丄 

『ぢ ゃァ、 あの 高い？： ？』 


『知らん！』 

『あの こけた 頻 は？』 

『知らん！』 - 

『それ ぢ ゃァ、 分 もね いや』 と、 とぼけた 風で. - 『瘦 せて るの だけに 惚れ込んだ のかい？』 

『何も、 惚れて やせん ぢ やない か？』 

『さう か？ ぢ ゃァ、 まァ、 似た ところが 嬉しかった と 云 ふだけ か？』 

『へん * お前の 知った ことかい？』 

『なるほど， ね』 義雄は 冷 かして 受けながら、 下の 座敷の 様子が 何か聽 こえて 來 るかと S. を S ますと、 

雨に.^ 嵩の 增 した 小 流れの 音が ちょろ./ \ として ゐる ばかり だ。 その 流れ を 隔てて、 お，： t が あの に 

氣 取った 應對 振り をして ゐた 時の ことが 浮んだ。 また、. あの 時と 今と は數 日し か はな 3 が、 その S 

に氮 候が 變 化して、 夜になる と、 もう、 少し 寒い やうな 叛 がする のに 思 ひ 付いた。 『少し^く なった や 

うぢ ゃァ ないか？』 

『さう、 さ 11 ぐづく してたら * 甲州では直ぐ秋だと^！が云ふてた、 さ。』 

やがて、 ど C かの 庭 鳥が 鳴いた。 すると、 また ほかの 鳥 も それに 應 する のが、 二三 ケ所 から^えた。 

『もう、 夜が あけ かける， ね。』 

0  展 
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『そ.. だから、 いやにな つち やう —— おそくまで も、 晝 間中で も、 勉强 する の はえい が、 あたい を i せ 

ば. y て吳れ ようと せんの ぢゃ もの。』 

『然し、 可愛がって ゐる ぢゃァ ないか？』 

『それが 嘘と しか 見えん。』 

『そんな こと はない、 さ。』 

『ほんと は、 なァ』 と、 かの！ は ほほ 笑みながら、 『目の きょろ りと したと ころ はお 前 に似てる けれ 

ど —— 』 

『へえ 11 』 

『冷 かすん なら、 いや！』 

『冷 かしゃ ァ しないよ。 お 云 ひ。』 

『彝と 顔の Ik 子が 誰れ かに そッ くり、 さ。』 

『なるほど —— さう 云 ふ 男 をお 前 は 好きな のか？』 

『好きで も、 何んでも ない』 と、 恥 かし さう にした • 

わ. A 

『ま ァ、 お待ち 11 それで、 なぜ 別れた の？』 

『燒 き餅燒 きで、 人 をぶ ッた リ、 S ッ たりす るから、 さ。』 


『そり ゃァ、 ひどい、 ね。』 

、 \  しょうち 

『それに、 どす ぢゃ云 ふので、 兄が 籍を 入れる こと を 承知し なかった。』 

『どす ッ て？』 

*- しう 

『らい 病の こと を紀 州で はさう 云 ふて る。』 

4a ふしよ 

『おや ァ、 矢ッ 張り、 くッ 付いた の だ、 ね。』 こちら は 急所が 搌れ たと = ^た。 

『あたい からく ッ附 いたん ぢ やない。』 

『向 ふからで も、 おんな じこと、 さ。』 

『でも、 あたいが 兄のと こから 舉 校へ かよて た 時、 兄の 友達 だから 時々 遊びに 來 てた 人お や。』 

『然しお 前と I つの 舉校 を敎 へて ゐ たの だら う？』 

『さう、 さ — 一 度、 ほかの ものが みな &t 寸の 時に 來て、 寫露 帳な ど W せたら、 あたいの を 一 枚拔ぃ 

て 持って行った ことがある。』 

『その 時、 k がて しまったの だら う？』 義 雄の あたまに は 段々 その 贝 の^子が 浮んで 來た。 

『違 ふ！』 かの 女 は 笑って が しながら、 『まだ 父が &婀 でも 生きて たから、 よく 和談 して a て^れと 

云 ふた だけ、 さ。』  - 
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『^る もの か 11 然し、 父 は 承知した のか？』 

『父 は 承知した けれど * 兄が 許して 與れ なんだ。』 

『それで、 とうく 待ち遠しく なった のか？』 

おん. J 

『でも』 と、， 8! して、 『兄 は 頑固な 人 だから。』 

『兄 は 兄と しても、 第 I , 小擧 校で やかましかった だら う？』 

じし 上ぐ 

『だから、 あたいが 辦 職して、 その 人と 家 を 持った、 さ。』 

『どんなと ころに？.』 

『人の 二 gnre あった けれど、 町 は づれの 海の 見える とこで、 なかく 景色が よかった。』 

『そこ で^くり 合って ゐ たの だ、 な I それにしても、 二 年間 も 一 絡に ゐて どうして 別れた？』 

『兄が 承知し な いと 云 ふて るぢ やない か？』 

『どんなに 戶主 が S ノ固 だッ て、 本人 同志 が 好き 合って ねたら いい ぢゃァ ないか？』 

『では， 自分が, i の やうな とこ へ 行って 御覽。 小 舉敎员 など をして、 あんなと こに 一 生 1* す氣 にな 

るか？』 

『そり ゃァ、 さう だら う、 ね。』 g 雄 はかの 女の 云 ふこと も 尤も だと 見た が、 この 位の 低い 程度の 女と 

して 都 を 憧憬して 來 るの は そ もく むほん 心が あり 過ぎる と 思った ので、 『然し、 その 跡に 殘 つた 敎 


が I? 哀さ うぢ や ァなレ か？』 

『そり や、 泣いて た、 さ』 と、 P さう であった 。『あたいが 汽船で 出發 した 日の 朝まで、 一 と晚 中お 

めお めと 聲を 出して 泣いて た。 下の 人に 聽 かれても、 ッ ともなかった ぢゃァ ないか？』 

『それで、 歸 つて 來 いと 云って は來 ないか？』 

『 一 度來 た、 さ。』 

『いつ？』 

『鎌 倉から 歸 つて 見たら — I けれど、 返事 を やらなん だ。』 かう 云って、 お 鳥 は、 疑 ひ 深い 而も その 

ひがき ク と本當 だと 云って る やうに 語った。 その 男 は、 もう 靜 子と いふ 女敎 員と I 緒に なって ゐ るに 

箱 遠ない。 歸れ とい ふ 手紙 は 先づ靜 子から よこさせて こちらの 腹 を 探って 置いて、 もう 大丈夫と つ 

たから、 男から 申し わけに 今 I 度 思 ひ 返して 吳れ ろと. S つて 来たの だ、 と。 そしてます く I が 冴 

ぇて來たかしてーぁのど^-^め！人を馬鹿にしてるぢゃなぃか I ^^I分は元からその女の機斜など取っ 

てお ひながら、 あたいが ちょ クと でも ほかの 男と 話しで もして ると、 K ぐ燒き 餅を燒 いて、 二階で は 

下の 人に 聽ぇ るから、 あたい を そとへ 連れ出して、 何 ぢゃ乎 ぢゃ資 めて た。』 

『可愛かった からだよ』 と、 義雄は 自分 もし さうな こと だから、 自分 を 護す る やうに 答へ た そし 

てと こ は 山な か だが と考 へながら、 『その そとと は 海べ だ、 ね。』 
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『でも、 あの 女 は、 もう 一生、 小舉敎 員のお かみさん、 さ 1 あたい はこれ でも どんなえ い 人の 夫人 

になる かも 知れん。』 

『おれの 夫人なら、 いい ぢァ ないか？』 

『へん！』 あざ笑って、 『お前の やうな!^^ なお ぢィ さんに は、 あたいの この 顏に 免じても、 惜し 過ぎ 

る。』 

義雄 は、 お 鳥のに こついて ゐ るの を, ilk の やう だが、 うぬぼれ にも、 この 顏を 看板に 何 か 出世が 

S 來る として、 寶際、 苒、 び 東京へ 出て 來た のかと 思 ふと、 いっか もさう した こころもち になった と 同 

じ やうに、 吹き出し てみたい ほど を かしくな つた。 

然し 義雄 は、 お 鳥の 眞ッ. s な 肌のに ほひに 接して ゐる問 は、 かの 女の 氣儘 も缺點 もい やなと ころも、 

すべて 忘れる ことが W 來 るので ある。 

その 交 は、 どうした もの か 二 ^cr 三番鳥が 鳴いても、 二人とも 寢 つかれなかった。 義雄 がかの 女 

や t つ なみ 

をす かして 田邊の 話しの 殘りを 云 はせ たり、 此 間からの 雨で また 去年の やうな 山 津浪が 来る 力 も 知れ 

ない とい ふ 評判 を 語ったり して ゐる うちに、 夜が 明けて しまった。 

紀 i へ 行って 來 てから、 IS び 枕に 就く と、 そ躲雄 はお 鳥の 話しから、 その をつ とであった 人の 怒った 

mw»   -=^s  1  — f  UPI.  すると， 夢に 


り、 泣い ヒ りした と 云 ふ 人物 や 境遇 を 想像して 見ながら、 ぐッ すり 寝込んで しまった。 すると • 梦に 

月夜の 濱 でお 鳥が I 人の 男と 頻りに lli をして ゐ る。 その 男が 敎 a だと 思って ゐ ると、 いつの 問に 

か、 仲直り をして 職工に 變 つてし まって、 睦 じさう に 散!^ する 二人の 影が 砂の 上に はッ きりと 曳 かれ 

た。 

こちらの 二人が 目の さめた のは晝 過ぎであった。 その 翌日 はまた お ほ 雨で、 ひどい 稻 光りと 祌 鳴り 

とが まじって ゐ たが、 下座 敷の 職工が しらはお 發 した。 去年の やうな 事件が あって はと 氣 がせいた の 

だら う。 

『あんな 短い!^ 戴で、 どんな だッて 直る もの か、 ね？』 

『でも、 いのちが 惜しかったら、 どうす る？』 

『その 時ァ その 時、 さ。』 かう 云った が、 篛雄 はこの やうに 雨の 多い 土地の こと や、 現在 もどん く 降 

つて ゐて、 裏の 小川が あふれ 出した ことな ど 思 ひ 及ぶ と、 甲 州 一 體に 於け る 去年の 大 洪水の 新聞記事 

や、 汽車の 窓から 赏見 する ことが 出來 ると 云 ふ!^ 慘の拂 を、 賽間 でも 戶を 締めて 引ッ 込んで ゐ る室內 

で 再び 考 へないで は ゐられ ない ので ある。 

鐵 橋の 破壤。 田地、 道路、 家屋、 人畜の 流出。 山麓の すべり 出し。 犬お 石の 移轉， 川 流沼澤 の^ 却 

奇變 II 笹子 トンネルの 向 ふへ 越えた ところに は、 その 高さ 十 間 ほど も あるお ほ 岩が、 川で もない お 
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ほ^ あとの 露ン 中へ、 或； t 社の 流れ^た ひと もろ 共に 驚く ほど 無造作に ころがって ゐる さう だが、 そ 

れは 一 一 人と も 夜と ほって 來 たので る こと は 出來 なか つ た。 

また、 或 郵便局 長 は、 その^!!:^ だと 聽 いて、 直ぐ その 妻子の からだに その 氏名 を 縫 ひつけ かけた 

が、 その ひま さへ も 無く、 谷 を 破って 溢れて 來た水 は、 猛烈な 響きと 共に、 その 家族ば かりで はなく、 

すべての 家 も 田地 も 村 も 川 も、 またたく 間に、 すべて 卷 込んで しまったと 云 ふ。 

了 この， i§ は 無事で あつたが、 歸り 道を斷 たれた 入浴 客の 食料まで が 不足に なって しまったので、 心 

配 性の 人々 は 汽車の 不通な 0 にも 拘ら す、 危險な トンネル をく ぐり 拔 けて、 途中まで 歸 って见 たさう 

だ。 

、な 

『あたい 早う 歸り たいな ァ。』 お 鳥 はお ほ稻 光りの ひどい 屈曲が 雷の 茵 鳴りと 共に 雨戶を 漏れて 道 入つ 

たのに おびえながら 、『若し 去年の やうに なって、 歸る ことが で けんし、 金も來 ない と 云 ふこと になつ 

たら、 どうす る？.』 

» しんば い 

『さう 心配す るな よ。』 

この にも、 義雄は 原稿の 最後の 方 を 書いて ねた， 

やがて {tt! はけろ りと 機嫌が 直った • 女中が 來て戶 を 繰り 明ける に從 ひ、 8f はば ッと 吸った 卷煙 

の 望り のこ もった の も 消えて 行って、 お 鳥の 心配 さうな 額.^ れて來 た。 


氣が 付く と、 お 鳥 は f 枚の 名剌を いぢく つて ゐる。 

r 歸 つた 黑ん坊 の だら うが』 と、 義雄は 少しむ かついて、 楚ひ 取りの 手 を 出し かけた、 

『そんな 物 ァぅッ ちゃって しま へ 。』 

ぢょ 

『でも、 お前 をい やにな つたら』 と、 かの 女 は その 名 g を とられまい とする やうに かば ひながら、 然 

しほ ほ 笑んで、 『また 尋ねて やる かも 知れん。』 

『そんな さもしい 考へ は、 うそに も 起す もの ぢゃァ ありません。』 渠は 人を敎 へる やうな w 面目な 態度 

になった。 

十 1 

『名產 のず 萄が、 もう、 充分 瞳へ る やうに なりました ぜ』 と 云って、 ^の 主人が 一 と 盆 CI 投さ うに 持 

つて 來た 日に、 『耽溺』 の 原稿 は 郵便局へ 渡された。 

どうせ、 長くなる とは豫 期して ゐ たから、 初めから 雜誌 を當 てに せす、 行 本に する つもりで あつ 

た。 で、 束 京出發 前にち ょッ とその 意 を 通じて © いた 出版： ffi へ かけ 合って K ふやう にと 云 ふこと を 手 

紙に 書き 添へ て、 或 友人へ 送った ので ある。 

若し れの, 判が 作者の ゐ ない 爲め、 また 他の 理由で、 手 問 取って は 困る ことになると 思って、 刖 
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にあ ひまくに 書いた 雜誌 向きの 短篇 も、 旣に 東京へ 郵送され てゐ るが、 ぐれ 逮ひ のない 爲め、 なほ 

二三の 小論 文 も 書く つもりで ゐる。 でも、 鬼に 角 義雄は 一 つの 大きな おも 荷 をお ろした やうな 餘裕が 

粜 た。 

『少し は あたい を 連れて どこか 散歩して 吳れ たらえ いぢ やない か』 と、 お に 促されて は 一 |g に 

を 出た。 直ぐ 田圃の 方へ 行かう とすると、 かの 女 は 微笑しながら、 低い が 決心した 聲で、 『人の をる 方 

へ ゆ こ。』 

『  』 その 意味 は義 雄に よくんって ゐた —— かの 女 は 東京に ゐた時 も 同じ だが、 0 身 を 人に 见ら 

•、 つ びん 

れて、 ハイカラ さんだ とか、 別嬪 だと か、 いい 奥さん だと か、 いろいろ 賞め られ たり、 冷 かされたり 

して 見たい ので ある。 

ぢょ 

かの 女 は 澄まし 込んで 義 雄の あとから 付いて 來て、 骨つ ぎ やの 看板 を 讀んで 見たり、 細工 やの くり 

拔 きおもち や を： たりした。 橋のと ころで は、 此 問まで 川ぶ ち を 崩して せッ せと 新ら しい 鍍. C 水 を 掘り 

拔ぃてゐたのが出水の爲めにさん-^.-になった跡を、 立ち どまって、 gr らく：： -てゐ た。 

ちょ ッ とした 坂の、 水で 掘り 崩れて 大きな 杉 ゃ檢の 木の 扱が 現 はれて ゐ るの を 登る と、 氷 Is が ある。 

葛 i が ある。 宿屋、 藥 り屋、 床屋、 八百屋、 時計 g などが ある。 翻ば かりの 安！？ 店 も あるが、 

酸ッぱ さうな のば. かりで、 まだうまい のはなかった。 


時計屋で 水晶 細工 を 並べた ところがあった ので、 そこへ 立ち寄って、 いろんなの を 兄せ て K つた • 

81 山の 奥から 掘り出して 來 るので、 白 水晶、 黑 水晶、 むらさき 水 品、 tl. 入り 水 ni などの S き 物 や 印材 

が ある。 草 入りのう ちに は、 大抵、 小さい 薄の 稳の やうな のが 這 入って ゐ るの だが、 

『これ 買うて お 吳れ』 と、 お di が義 雄に 出した 印 村に は 何百 年 か 以前の 水が 包まれて ゐて、 位 m はを換 

へる 毎に、 その 水が ぁッ ちへ ころり こッ ちへ ころり、 動く ので ある。 それ はな かく 0 が 高い ので H 

へなかった が、 むらさき 水晶の 小 村に お 鳥の 姓 情 水 を 刻して M ふこと にして、 そこ を 出た。 腹 A 合が 

悪い と 云った お 鳥 は、 一 赞 大きさうな 藥屋 でへ ルプを 買った。 義雄 はまた 难を I 只った。 

たッた 一 すぢの 通り は？^ - きに 別な 通りに つき 當 つた。 それ を 左り へ 行けば 直ぐ^ 山 ステ 1 'シ ョ ン 

• で、 片が はは 桑畑、 他の 側の 家並み は 多く 飮食 店で、 ところどころの 二階から は あやしげ is^ が 竹 を 

a; して ゐた。 三味線の 音も聽 えた。 

この 通り を もと 來た 方へ 曲らないで、 IS ッ 直ぐに 少し 行く と、 人家 は盡 きて しまう。 

『どう だ、 滿 足した か？』 義雄 はお 鳥 を 返り 見た。 

ぢょ 

，『みな、 あたい を兒 てた、 わ』 と、 かの 女 は 喜んで ゐた。 

それから、 稻の 間を拔 けて、 鐵道 線路に のぼると、 靑ぃ田 を 隔てて、 向 ふに 自分ら のゐる 海老 の 

菜 1 一階が 見えた。 
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f 讒れ かまた ちごた お 容が來 たやう だ』 と^んで、 お 鳥の いい 目 は あの 二階に 立って ゐる のが 小附で 

もない、 女中で もない、 宿の 主人 やお かみさん でもない と 嬉しがった。 

ほ. A 

IT そんなに 他の ものが 戀 しいの か』 と 云って やりたかった が、 義雄 はさし 控 へて 線路 を 向 ふへ 降りた。 

S よ 

そして、 かの 女と 手 を 引き合 ひながら、 また 稻の 間の あぜ 道を鏠 つて 歩いたり、 ffi の 軸の 長さ ほど も 

ない 小幅の 流れの 小さい 田螺 を 11 お 鳥の 毎年 起きる 脚 氣の藥 り だと 云 ふので 11 拾って 兑 たりし 

ん ざん 

て、 宿へ 歸 つて 来た。 鹽 山から 富士 連山の 麓まで、 平野 は 一 面の 青田 だ。 そして、 その 稻稼 iJ; ドが どこ 

まで も凉 しい 風に 目 ざまし ぃ綠 りの 色を浪 打た せて ゐる のが、 お cfl と 手 を 連ねた 義 雄の 心に 如何にも 

深く 若々 しい 感じ を湛 へさせた。 

まる 

それ を 海老 屋の裏 二階から 見渡す と、 宛で 瑶璃 の 海 だ。 そのお もてへ 逆し まに、 南の 穴 S に そびえ 

む ごん 

て 無言、 沈默の 輪廓 を畫 がく 富 士の峰 は 寂しく 映る が、 戀の 最も 手 ごた へ ある 姿 は なぜ 出ない の だら 

うと 義雄 は考 へた。 お 鳥が 自分に まだ しんみりと 親しんで 來な いのが、 どうも 底の 知れない 不安の や 

うで、 行けない。 

『どう だ、 お前 はおれの 胸に 全く 浸って しまう ほど 可愛がられたくない のか？』 かう いふ 風に 渠 はか 

G 女の 感情 を さそって 見た こと も ある。 


『ゃァ だ』 と、 かの 女 はと ぼけた 額 をした が、 頗 には簿 べにの &を 潮して 见 せた。 

『  』 渠 はまた その あどけない 様子 を兑 ると、 ただ、 もう、 可愛い やうな、 S しい やうな ® にな 

つて、 自分の 不安な 戀を する こともう ち 忘れ、 新たに 書き出した 原稿の 前に あぐらをかいた まま、 

芋 を 延ばして かの 女 を 引き寄せ、 その や はら かい 顿ッぺ たへ 接吻した。 

餘り カ强く 押し 附 けたと 見え、 渠の をと とひ 削った 濃い 顿 ひげの 生え かけが かの 女の 肌 をき つく 刺 

した。 

『痛い、 痛い！』 お 鳥 は 思 はす 大きな 聲を 出して、 渠の卷 く 手から 免れた が、 ^:1ぃ手を返して、『この 

おや ぢ』 と、 無意 氣に こちらの 長く 反り返った 口 ひげ を引ッ 張った。 

み ぶる  • 

,.『 痛い！』 義雄 も身頓 ひして 大きく 叫んだ。 

互 ひに 離れて 脱み 合った 目に は、 兩人 とも その 場の 突然な 怒りが： V マ  ， 

- 『ひどい こと はすな！』 

『あたいだ ッて、 痛かった。』 

『ふ、 ふん』 と、 二人 はまた 笑 ひ 合った。 

が、 その 笑 ひ は 二人の 心 を 結び 合 はせ たので はなく、 互 ひに 輙 蔑し 合った やうな ものであった。 

S も かの 女 も 共に ふくれ ッ つらが 直せない。 で、 i: らく 互 ひに 額を见 ないで、 默 てつ ゐた。 
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と き やう 

すると、 お 鳥 は 突然 嬉し さうな 頓狂 聲を 出した。 

『お 客が 附 いた、 お 客が 附ぃ た！』 

義雄 がふり 向く と、 かの 女 はこ ちらの 煙 の 鳩首に、 い たづら に 吸って はたいた 吸 ひ 殼の殘 りが、 

まだ 煙り を 出して 1 1 一本の すぢで つるさが つて ゐ るの を 示め して ゐる。 

『何んだ、 馬鹿な！』 築 もに ッ こりして、 『どこで そんな こと を覺 えたの だ？』 

35 よ 

かう 云 ひながら、 渠 はかの 女が 北海道の 或 町で、 金貸しの 父と 共に、 藝者屋 の に 育った ので ある 

と 云 ふ 話 を 思 ひ 出した。 

たんて う 

お 鳥 は、 毎日の ことが 單調 なのと 出水が あるか も 知れない と 云 ふお そろし い 評判との 爲 めに、 

ばかり を戀 しがった。 で、 來 さへ すれば 歸れ るの だと 思って、 原稿の 金 を 頻りに 待ち遠し がった。 

ところが、 義 雄の 友人から 中身の 這 入らない 手紙が 届いて、 あの 長 篇小說 は 二三 軒當 つて 見た が、 

どこでも 受け付けない 事情が 分った。 出來 ない 前から 本屋の 評判に なって ゐ たのであって、 出せば 必 

す發寶 禁止 だら うと あやぶまれて ゐる。 方々 の 本屋へ よく 出て 行く 小巌； ^村に も § ん であるから、 な 

, , しゅび 

ほ、 いい 首尾が あったら 報告す るが、 當 てに はすな と 云 ふこと が 書いて あった。 

IP ご らん 

『それ 御覺！ どうす るつ もり？』 お 鳥 は 泣き顔に なった。 

『どうもし ない、 もッと Si くの、 さ。』 かう 云って、 義雄 はお もてに 元 氣を兑 せた が、 胸 は 氷の 燒 いば 


を擬 せられた やう に 情けなくな つ た。 

帳場から は、 一週 S3 にす る 動定の f も 來てゐ る。 築 も 亦お 初に 郵 S3 した iSSi の 方の^. 税料 

さ *1 そく 

を 電報で 催促し な い わけに 行かな か つ た。 

或 日の ゆ ふ 方、 .^はみッしりと^|11って、 口に 兑 えない 雨が 降って るかと 思 はれる ほど， 斜ッ ぼく 1^ 陶 

しかった。 

『もう、 もう』 と、 の 中の 牛小屋から は、 相 變らす 脈な 聲 が 押しつ ぶされ つつ 下 這 ひに 響いて 來る。 

. 『靑ぃ 田が 悔 なら』 と、 かの 女 は 不愉快 さう に攔 干に もたれながら、 こちらが 云って 聽 かせた！ S へ を 

思 ひ 出したら しい。 それ を 押し進めて 行って、 『あの 牛が 水牛 だろ かい？』 

『さう だ、 ね。』 義 雄は& をと どめて、 目 を そとに 放った。 

今、 立って ゐ るかの 女に はた だい やで く 堪らない ものと して ir"  く， だら うが、 坐 わって ゐる もの 

II 而も かたくの 耳が 殆ど 全く 用を爲 さない ほど 痛 んでゐ る もの 11 の 心に は、 深い 水 門 の^に 沈 

んでゐ る 釣り鐘の うなりが 聽 える やうであった。 

『もう、 もう』 と、 I— さう だ！ 蒸し暑く 息づ まった i4l 氣の 底から、 何 かの 恨みが 不滿 を；^ へ る 

ili うの 響きの やうに、 お 鳥の いは ゆる 『水牛』 の S が 響いて 來 るのお — 云 ひか へれば、 ^雄お， 妙の 

ま *t これまで は不滿 足な 戀の 恨みが その 息ぐ るし さを訴 へる やうに！ けれども、 その K は 一 匹 や 二 匹 


泡 鳴 八.： 化 1- ぉニ卷  四 二 四 

のこと でない から、 朝 も 靈も、 ^も 夜中 も、 つづけざま だ。 

その 底なる 牛小屋に 遠くない ところで、 夜になる と。 必す 一 つの あかりが 付く。 ランプの 光り だら 

う。 それが お 鳥 を 離れた 時の 義 雄の 心に、 一 つの 慰め を與へ る こと も ある。 それが 築の 寂しい やう 

な、 薄暗い やうな、 底の 知れない やうな 心に、 たッた 一 つの i ふ 方と なること も ある。 

濕 つた 夜氣に またたいて ゐる この あかり は、 ゐ 据わって るの だら うが、 動く やうに も兑 える。 a つ 

めて ゐ ると、 また 大きくな つたり、 小さくな つたり する やう だ。 

にちりん 

『恰も 消えない 0 11 日輪 の 光り を 晝間 から 一身に 吸 ひ a み、 

. さわい ち 

目 くらの 夜 を 澤市 の 妻 となる 氣 だら う。』 

と、 かう、 義雄は 自分の 詩に 歌 ひ 込んだ。 

む ごん 

然し その 光りの 無言な のが 一 歷 寂しい。 あれが 若し 優しい 聲 でも 出して 吳れ たらと 渠が 思った 時、 

何 か 求める やうな 牛の がまた した。 それ を 渠は今 見詰めて ゐた 田の 中の ラ ンプの 出した 濕 つぼい 

の やうに 聽き爲 して、 にッ こりした。 

ランプと 聲、 慰めと 求めと が 一 つに なって、 戀 と不滿 とが 合 體の氣 分に なった 時、 渠 はお iSI を そば 

に 返り 見て、 自分の 股 わたが えく り 返る やうな 熱情 を 取り 押さへ ながら 云った。 

『僕が 若し 全く つんぼに でもな つたら、 鳥ち やん は 僕の 耳に なって 吳れる だら う？』 


『大丈夫 だ、 わ。』 かの 女は義 雄の wll や 家族な どの 寫 が 出て ゐる 雑誌 をい じくりながら、 ただ 暖め 

らしい 返事 をした。 

歸 りたい とば かり あせって ゐ るお 鳥 は、 最初の 短篇に 對 する 金が 電報が はせ で來 ると S ぐ、 獨 りで 

歸^：：小 する ことにな つた。 

E 心 ひやり のない 女 だと 篛雄は 少しい ゃ氣 もさして ゐ たからで あるが、 またお いものの ことで、 一 岡に 

歸 ると 思 ひ 込む と、 その 方にば かり 心が 行って しまう の だら うと も 思 ひ おした。 で、 CT 分は獨 りで^ 

變らす F 聽と 筆砥 とに 親しんだ が、 氣 になる ので あとから 出來た 短い 原稿 二つに 對 しても、 どうか 门卞 

く 送金 をして 吳れる やう に と また 催促の 電報 を 出した。 

水： した 稻の 田の 面 を、 汽 単が 往復して、 その 度 毎に 白い 煙り を殘 して 行く のが、 今更ら の 如く 口 

に 付く やうに なった。 ぼんやりと 手すりに 倚り かかったり、 寢 ころんだ りして、 その荷^3^ゃ^3.の迎 

るの は 可 十分 置き 每だ らうと、 勘定して 見る 氣 になった こと もあった。 然し その II 數を 一 ィ、 ニゥ、 

三つとまで 數 へない うちに、 渠は モルヒネ でも g< がされて ゐ たやう にかの 女の 戀 しさで：^ が 遠くなる 

やうな 氣 持ちに なった。 

かの 5^ の ゐる時 は 左 ほどで もなかった 田の 中の 散歩 を、 一 絡に 今 I 庞 やって 兑 たいやうな 氣 になつ 

て — 思 ひ 出す の は渠の のぼせた 耳 もとへ かの 女の 熱い 息が かかった 時の こと だ。 ぉ^3は、 或 日 i„^t れ 
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に、 あぜ 透 を 歩いて ゐて 通りす がった 一 人の 田舍者 を簡に して a せる かの やうに、 義 雄の 横顔へ 

熱心な 接吻 を與 へた ことがある。 

『鋭 ik ッ ぼい 女 だから』 と 思 ふと、 梁 はまた、 ふと 今まで 氣が 付かなかった 疑 ひに 包まれた。 『お 鳥 は 

あの 足で 下 谷の 職工が しら を 尋ねて 行き ゃァ しなかった か 知らん？』 

やく そ vZ 

夏 W 休暇 も殘 りすくな になった 上、 渠の敎 へる 學 校の 入 舉試驗 を 手傳ふ 約束の 日が この 五 = に 迫つ 

わか 

てね る。 然し そんな こと は、 もう、 どちらで もい いの だ —— かの 女が 何 を やって ゐ るか^ら ない。 た 

とへ 自分 は 嫌 はれて ゐた としても。 あの 白い 肌が 今では 自分の 物 だと 云 ふ 形に なって ゐ るから いいや 

うな ものの、 一度で も 他の 男の 手に 觸れ たら 11 足に 觸れ たら —— 毀 はれた 人形 も 同様、 もはや. nl 分 

けいち-つ 

の 愛情 を それに 倾注 する ことが 出來る 望み は 全くなくなる ので ある 

『あの人 は 誰れ か に似てる』 ッて、 

『ああ、 かう して は ゐられ ない』 と、 渠 はいらく し 出した。 が、 その 失 はれた 心の 落ち 付き を： a め 

て 無理に も 取り返す つもりで、 今 IS きかけ てゐる 議論 —— それ は藝 術と S 行と は 合致すべき 物 だと 云 

ふ 11 の 筆を轉 じて、 かの 女 を 慰める 手 S を 書いた。 

『九月 二日、 山發。 鳥ち やん、 白い 鳥ち やん、 また 手紙 を喾 きます。 笑って は 行けない よ。 あなた 

G ゐ なくなつ てからと 云 ふ もの は、 ね、 手紙で も 書 いて ゐ なければ、 俟のク に 寂しくな つた 心が 落ち 


付かない のです。 前便に、 もう 蚊帳 を はれた と 云った でしよう、 それが またき の ふから 僕 等の，： Si に 

障子まで はまった のです。 甲 州の 氣 候と 云 ふ 失敬な 變 人が、 何だか、 もう 僕に も 早く 歸れと 云 ふやう 

な 取り扱 ひがす るで はない か？ 歸れ など 云 はれなくても、 僕は歸 るに きまって ゐる。 n 十く 歸 つて 

ちゃんの 顔 を 見なければ、 僕 は 心が 落ち 付かない。 か はせ が來 次第、 ^^ぐ歸るから待ってゐて下さぃ 

よ。 その代り、 僕 を 信じて 僕の 云った こと を 守って ゐて 下さい。 他の 浮氣 女の やうに、 獨 りで たちの 分 

ら ない 男のと ころな どへ 行く こと は、 決してな りません。 分りました か？ 「耽溺」 出版の 件に 就いて 

は、 どうせ 僕が 歸 京し なければ 埒が 明くまい が、 なほ、 鳥ちゃんからも^S村S^^の方の様子をIIぃて：；：ル 

て賀 ひ.， こい。 あなたの 出 發の時 は 宿の 拂 ひの 1^ めに みやげ を s:^ つて 行く 0 裕も なく 氣のポ  1^ であった か 

ら、 僕の 時 はうまい 葡萄 を 持って行って、 下の 人々 にも 分けて やりたい と 思 ふ。 先づ それまで は 心と 

I. 鳥 ちゃんの、 白鳥の 様に 白い 烏 ちゃんの 笑って る 額が 见 える やう だ。 可愛い 人へ、 義 雄。』 

ラ J-f  M  含し- CN 

渠に は、 なほ 別な 疑 ひが 絕 えなかった。 それ は紀 州の に 就いて だ。 

お 鳥が こちらから 聽 いた 時 は 怒って 碌に 答へ をし なかった ことまで も、 つい、 物語りの 調子に 乘 

つて 語って しまったの だと すれば、 あの 別れた 時の 事情が 本統 であるか も 知れない。 が、 あれ は小說 

35 よ 

家の そばに ゐて、 かの 女 も 亦 自分の 小 說を作 つて ゐ るの だと 受け取られない でもない。 
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かの?^ を 知って からの ことで 考 へても、 誰れ それが 0 分に いやな 目 を 使った とか、 あの人が 0 分 を 

ロ說 いたら、 承知した やうな 風 をして 見ようかと か、 そんな 空想 を暨 がいて IS しがって ゐる 女で ある 

わか  ， 

こと はこ ちらに も 分って ゐる 

ひよ ッ とすると、 さきの 男と 內約 でもあって、 いづれ 男 も 出京す るから、 それまで 何とかして 生沾 

して ゐ ろと 云 はれて 來 たので はない か？ 

m 上 

『手紙が 一 度來 た、 さ』 とかの 女 も 云った の は、 その 手 害が 出來 かかった 知らせで あつたの かも 知れ 

ない。 

男が 時&を 待ち 切れな くッ て、 田 邊を辭 職して しまったの ではない か？ お 鳥が あせって 歸 つたのに 

は * 旣に 打ち合せが 出 來てゐ たので はない か？ 鬼に 角、 その 男が、 もう、 出て 來 たやうな ことで あ 

つたら、 何う する？ 馬鹿を見 るの は 自分ば かりだ。 

『さう だ、 おれ はどうしても 早く 歸ら なければ ならない。 歸 つて、 あの 女の 虚榮 心が 强 いのに 付け込 

んで でも、 暫 らく は、 おれの 手に かの 女 を 取り入れて 置かなければ ならない。』 かう あせりながら も、 た 

だ 待 たれる の はか はせ だ。 

例の 雨 や 神 鳴り は 稀れ になって、 この 二三 日來、 田 を 渡って 來る 風が 急に ひィ やりして 來た。 降る 

雨 も 秋 さめの 調子 を帶 びた の は、 こちらの 寂しく 見 衆 てられた やうな 氣 持ちから、 さう 感じられ るば 


かりで はない • 

『この の はどうです』 と 云って、 宿の 主人が 盆に 持って来る 葡萄が *^ 際にう まくな つた P 

『おれ は、 然し、 葡萄の 熟する の を 待って ゐ るので はない。』 渠 はこん な^ 句 a たやうな 言 紫 を、 ザ t 

の 代りに、 私 かに こぼしても 見た。 

觳て聽 いて ゐた 通. 《s の氣 候の 与  1 歡 11 送金の 待ち遠し さ 11 手放した お 鳥に 對 する 疑 今^ I かう 云 

ふこと が渠 のから だ 中の 神經 のどの 末端に も觸れ て、 手の あげ 下し も 心配なら、 足 を 投げ出す こと も 

不安に なった。 

きの ふまで は 親しみの あった 窒が、 何だか 丸で 初對 面の やうで、 柱の すがた 兄に 映る 自分の 顔 も、 

濕 ずの 繃帶 をした まま、 他人 か 何ぞの やうに 瘦 せて ゐる。 

お 鳥が 去った あとへ、 秋の 景色が 自分の 心にまで も 舞 ひ 込んで 來 たの だ！ かう 云 ふ^ 持ちに なつ 

た渠に は、 もう、 障子が はまった 室内の 閬に 吊されて ゐる ランプが 田の 中の 一 つ 火に 兑 えて、 やの 叫 

ぴ までが 渠 自身の 腹 わたから 出て、 

『本統 に 可愛い の』 とお 鳥が 云 ふやう に聽 えて 來る。 

『この f り だ』 と、 胸に 押し付けよう としても、 自分の 左右に は 何の 手 ごた へ もない。 また、 愛する 

Jp- ひも、 ぁッ たかい 氣は ひもし ない。 

^  M  四 二. ts 


泡^ 全^  ^ニ卷  HHO 

不必要に なった 蚊 &は奪 はれて、 寢 どこ は 度々 したに も拘ら す、 は その 不安な からだの S きど こ 

ろが なく、 眠らう としても^られ ない 自分 を 持て あました。 

明るい 目の さきに は、 いま-, \ し くも、 よそ/ \ しいお 鳥の 姿が ちらついて、 かの 女に 對 する 自分 

うつ ねん 

の 忿怒 やら 念 やらが か はるが はる 飛び出して ーハ 木る。 うるさい から、 火 を 吹き消す と、 また、 G 分 は 

嚮の床 を拔け 出て、 軒から 直ぐ 下へ 飛び降り、 そこの 流れに 添 ふて、 思 ひ 出の 多い m の屮を まごつい 

てゐ る。 

まう ね 

心の 手を以 つて 妄念 を拂 へば 拂ふ ほど、 目ざとい 疲勞 がます く めて 來 るば かりだ。 

わか 

, 闇の 中 を：：^ 入って ゐ ると、 末 も 分らない 今 も 分らない 一條の 黑ぃ道 を、 黑ぃ 影、 喪服 を 着て 通る 影、 

ちんもく 

無言 (渠は 半 つんぼ だ)、 沈默 (渠は 物 を 云 ひたくない)、 悲痛、 苦悶、 死な どの 錢が うつ 向いた まま、 

しくく 泣いて とほ つ て 行く。 

義 雄は考 へた 11 よくく 寂し. S と 云 ふこと を覺 えたので あらう、 誰れ も 渠等を 和 ひ 手に する もの 

がない。 渠等 とても、 その 前世で は 世の 人々 の爲 めに 絡 叫し、 拓 Si の 明いた 口の 如く その 意 兄 も 吐. 翁 

し、 最も 武勇な 戰士の 如く その 議論 も戰 はした の だが、 桕. ひ 手が 物が 分らない ので け をして、 

わか 

*K を 藩け たの だら う、 と。 /0 の 心持ち は、 先^も ない、 後聚 もない、 身 j つの Isfp 身に はよ く 分つ 


それが また I 人 k り、 二人 減り、 コ 一人 四 入滅り、 黑ぃ 道の 黑ぃ影 は、 苹 葉の が 朝 = に 《5 つた や 

う、 みんな 無くなって しまった。 

では、 もとの 通り 目に 見えない 黑光 りかと 云 ふと、 さう でもない。 死と 云 ふ ものが 梁 等 をす ベて .な 

ひそ 

み 下し、 一 たび 生れた 兒を また 呑んで しまう 鬼子 母祌の 腹の やうに、 祕ん でゐた 死の 影が 段々 と 大き 

く 服れ て來 て、 渠の 心の 闇と 合した。 

『あ、 その 闇 は 僕 自身 だ』 と渠 が氣づ くと、 3^ ッ 1  口な 死 は矢ッ 張り 戀だ。 ちゃんの 亡くなる 時 だと 

思 はれて、 それが あまい やうな 味を渠 のから だ 中に 傳 へた。 『f あれの 死ぬ まで あれ を 愛し て ゐた 

,$ やうな 氣 がする。』 

かう 云 ふ 風で、 夜が 如何に アブサン ト を飮ん でも 却って 眠られす、 is^ 十二時まで も  一 6.、  二 時 ま 

でも 眠った。 宿の もの 等 は 全く 渠に對 する 信用 を 置か なくなって、 金が 來な いので 燒けを 起して ゐる 

の だと 云 ひ 合って ゐ るら-しか つ た。 

こちら からお 鳥に 對 して 一: おい 手紙 を 三つ も 出してから、 やう やく かの 女から 

つ うち 

『無 f$ 安着』 の 通知が 来た。 が、 ただ それだけ を 書いた ハガキ であった。 

『畜生！ どうしても 早く 歸ら なければ ならない。』 かう、 渠は 力んで 见て も、 { ^の^めに おの づ から 
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人質に なって ゐる 姿であった。 然し 渠の 心に は、 女に 會 ひたい 情ば かりが 燃えて ゐた。 

渠の 日記帳に は、 

『化 時 また 會 はれよう —— もう、 二三 日 —— 

千 萬 年 も隔 つて ゐる やう だ。』 

こんな 詩句 も 出た し、 また、 

『君が ゐな いと 歌 は いくら でも 出來 るが 

さて、 僕 は いつ まで も 君と 離れて ゐ たく ない。』 

ちょしょ 

かう 云 ふこと も 歌って 見た。 お 鳥 やら、 東 In 小 やら、 著書の 出版 やら、 待 遠し い 原稿料 やら、 かの 女に 

對 する 疑念 やら、 宿屋の 冷遇 やら、 こんな ことが すべて ごッ ちゃに なって、 の あたま を かき 亂す時 

2 か 

は 、 實際 持ち前 の 執着 癖 を 詩 の 世界に で も 向ける 外 仕方がな か つ た。 

『今迄 晴れて ゐた {仝 が 午後から 暴って、 

富士の 方面 から 段々 の 大風 雨、 

雨 は ちぎって 投げる やう —— ぉほ祌 鳴. OV も 聽 える • 

と V- 

急がし い あま 足 は 四方の 山々 を 閉す、 

宿の 女中 共 は まだ 時で も ない のに 雨戸 を 締める • 


を 殆ど 爲ッ喑 な 闇、 

<っ+ つ 

之 を 時々 破る の は お ほ稻妻 の 屈折 1— 

ぴカり ぴカ り！ 

また、 ぴ かり ぴか hs! 

めいめつ 

その 明滅の に しか 

萬 物 と 僕 等 との いのち は なかった。 

4? し 

然し 戀の 繽く 如く この 嵐 も 續 いて 

本統の 夜に なった 時 は、 まこと 僕 等の 世界お II 

嵐 は 二人の 枕元に 響いて 

な らく 

物凄い、 奈落 の (これが 戀の 心 だ) を 實 現した • 

え うぢよ 

字宙 寓物 を 無 にした 妖女 は ifl ちゃん だ。 

影 も 形 も ない 肉の ぁッ たか 味、 

はうよう 

之 を 抱擁す る 心 に は 底が ない。』 

『素 ッぽ かしても 氣の毒 だが』 と、 義 雄が 思って ゐた約 m の 試 驗手傅 ひ 口 も 遂に 過ぎて しまった * 『あ 
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の らし い 校長 や 校長 派の 感情 を また 担 じたに 遨 ひない。』 

然し、 もう、 舉 校の 講師な ど はどうで もい い。 SI 分 は 自分の 思 ふ 通りに やって 行って、 敎 fi= 界 から 

は 勿論、 文擧 社き から も 見 菜 てられた ところで、 その 時 は それまで のこと だ II 

擧 校の 校長な.. 云 ふ もの は、 ただ その 地位 を 大事が つて、 兎角、 事勿れ主義 を やって ゐる もの だ。 

生徒の S 力 mi など 云 ふこと は、 その 實、 第二、 第三の 問題に して ゐる。 そんな 內 を 知らないで、 

世問體 をば かりつ くろって ゐる 創立者 や 常任 理事 は 鹿 馬な 奴 だ。 あの 舉 校の 现^ は圆滿 主義 を以 つて 

男 6： になった 人 だ。 それ も惡く はない。 あの 創立者 は 夭 秤 ^ のさ かな 屋 から わが 國有數 の 御 川 商人に 

なった。 それ もえら いと 云へば 云へ る。 そして、 わが 國ゃ 朝鮮に 自分の 名 を 冠した 舉校を 二つ も 三つ 

も 建てて、 それで 男 筒 を 羸ち 得ようと する。 それ も M へれば 結構 だ  

ところが、 舉校は 男爵 を 貰 ふ 用意の m& だけで、 敎育 その物 は 殆ど 全く どちらで もい いに 至って は、 

あの 拾 五 萬 や 三 拾 萬 や 五 拾 萬の 金 をた だ その 土地 や 建 i が 代表して ゐる に過ぎない II 

『いや、 そんな こと はどうで もい いのであった。』 かう 義雄は 思 ひ 返して、 自分 はた だ Q 分の 主義と 主 

張と 自己の 存在と を 確かめさへ すれば と、 机の 前に しょんぼりと かしこまった。 そして 0 分の 一 生懸 

ちょさく 

命に 努力した 著作が 斯く世 問で 持て 餘 される の に愤慨 した。 

この^ 後の 憤^の 爲 めに、 つい、 お，： のこと など は 全く 忘れて わた B であった、 待ちに 待った 二 論 


文 ひ 原稿料が 揃って やって来た。 

だんな 

『旦那、 二つ も か はせ が やって 來 ました ぜ』 と、 5? の 主人が 嬸 しさう に それ を 持って l^g 雄の 寢てゐ る 

そばへ 来た。 

藥は 敷日來 失って ゐた氣 力 を I 時に 回復して、 {3 ぐ 床 を 跳ね起きた。 そして まだ }^ 午に 少し 前な の 

を见 て、 たッた 十五 分に 迫って ゐる汽 で出發 する ことにした。 

『ぢ ゃァ、 ね、 早く 車 を I 臺 呼んで 下さい。』 

『へい、 かしこま りました。』 

主人 は 急いで 二階 を 降りて 行った が、 義雄も 手 n 十く に 手荷物 を 纏めた。 押し入れに は、 アブ サ 

ント の舶來 瓶の 明いた のが 1 1 本 ころがった ばかりに なった。 、® は それ を 一 一本と も わざく 横手の 窓 か 

れ 》J たし 

ら 下に 投げた が、 小川の ふちの 石垣に つて、 か ちゃんと 毀 われた のを见 て、 この B. 州と いふ 冷淡な 

かたきに 復纖 S をして やった かの やうに 氣 持ちよ く 感じた。 

ちぢよ く 

恥辱の 旅 11 孤 獨の宿 11 富 士の髙 い 峰が 雲霧 の^に：^ え £1 れ して、 人の 鍵まで も 1^ み 下 だす 殘 

酷な お ほ 奥 難 城の 如く 臨 見、 壓迫 する お-も M 管な 土地 を、 魏雄 はかう 云 ふ 風に して 逃げ出す ことが 出 

來た。 

み， げ  つぶ だ 

土 逢 はた だはち 切れさう に 熟した 葡萄の 一 と |g I— この 粒立った i5 の にお の 張り詰めた 血の 
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若々 しさ を 似びつつ、 築 はや ッと ：11！ ざした 汽舉 に乘る ことが 出來 た。 

中央線の トンネル だらけ は、 夜汽車で やって 來た時 も 物凄く あつたが、 義 雄が 今度 盥 山の 方から^ 

子 トンネル を拔 ける 時、 がッ たん、 がッ たんと 狹く ffi つた 大きな 音に、 0 分の すかして 眠らせて 來た 

おそ 

死が 果して 怒り 出して、 追ッ 驅 けて 來 たかの やうな 怖ろ しい 壓迫 を、 七 八 分 も 受けた- 

八 王子へ 來て、 武藏 野の 鹿く 開ら けた 野 づらを 2^ た 時、 築 は、 もう、 目的の 女の 微笑す る 額が a え 

にし げん 

る やうに、 初めて 人間ら しく 生き、 返った。 

十二 

一 g 雄の 從 i で 一 一階 を りた 家の 主人 I— 原田淸 造と 云 ふ 11 は、 義雄 等の 旅行 中に 鄕 里の 方から © 

つて ゐ た。 

ゆ うづ.^ . 

この 人は義 雄と 同じ 舉 校の 漢擧 講師で あつたが、 老朽の 爲 めに やめられた 後、 鄉虽の 田地 を 融通し 

て、 谷 町に 二三の 惜家を 建てた。 且、 細君に は 逝かれ、 若い 家族 は 三番 总 子の 潔の 外 皆 その 鄉 rail やぬ 

見へ 行って ゐ るので、 親戚から お 政と 云 ふの を 頼んで 來て臺 どころ を やって 貰って ゐる • 

きょし 

『おい、 潔、 田 村 を 呼んで 來ぃ •』 

『またお 父ァん は栖を 飲みた いんでしょう。』 斯う 潔 はよ く 答へ たさう だ • 


こんな 風で 義雄 はこれ までに も 老人の いい 話し相手に なつ て^たの だ。 が、 今 Kg 雄が^ 州からの 

歸り を先づ ここへ 行って 見る と、 お 鳥 は 何よりも さきに このうち が 面白くな いこと を $1 げた。 女と し 

おうこく 

て 人の 目 かけに なんかな つてる の は 不心得 だと 忠告す るの は 相 ひ 手に しなければ それでい いとして 

も、 お 政さん までが 人 を 馬鹿にして 臺 どころ の 手つ だ ひ を させよう とすると 云 ふの だ。 

だま 

『ま ァ、 暫 らく 默 つてな よ、 おれに も考 へが あるから』 と 云って、 義雄 はまた GI 分と しての 何よりも 

さきに 原 田家の 下の 八 墨 座敷で みやげ 物 を 開ら いた。 そして E ぐお 鳥と お 政さん とに 小 酒设の を 

させた。 

たくさ レ 

主人の 老人 は 酒 さへ あれば 着 は 何でも かま はないた ちな ので、 あり 合 はせ の するめに 湯豆腐で 「お 山 

であった。 

ちゃう だ い 

『お 父ァん はお 酒ば かり を 頂戴お しなさい よ、 わ だし 達 はこれ を やります から』 と、 潔さん が 先き に 

立って 葡萄に 手 を 出した。 

若い もの 等が 三人 互 ひに 奪 ひあって、 立派な粒から先きへぅまさぅに哈ってゐるのを：：^て、1^^雄は、 

『それだけになる までの 間の、 おれの 創作的 努力と 苦心 を も 知らないで』 と 思った。 この場合、 苦心と 

はか はせ を 待って たこと なので これ を 老人へ は、 猪口 を 取り か はしながら、 あり 體に 話した。 すると、 

< てう 

『それ は それで 結構 だが』 と、 老人 は 意味 ありげ の 口調で、 『君 は 今回 餘り しゃれた こと を やり 出し 
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た、 な。』 

けっしん 

『いや、 そのこと だけ は 11 』 義雄 はお 鳥と 顏を 見合せ たが、 1$ び 老人の 方へ 決心の ある 口 を 向けて 

べんかい 

『云って M ひたくな いのです。 惡 いと 云 はれれば 惡 くない こと はない のです が、 止む を 得ない と 辯 解 

すれば、 また 辯 解出來 ない こと もない のです。』 

『そリ ゃァ、 君が 細君 を 嫌って ゐ るの は 分って ゐ るが、 子供 も あるの だから — 』 

『だから』 と、 手 を 持って 下に 押さへ 付ける 露 似 をして、 『何も 云って 焚 ひたくない のです。』 

『然し、 少し ひどく はない か、 ね？』 

けっしん 

『ひどい も、 ひどく 無い も、 僕の 決心 一 つで やって ゐる ことです から —— 』 

『さう 云 つてし まへば、 僕 も 別に それ以上の 忠 吿を與 へ る餘地 もない が —— の 細 に 知られたら、 

僕が 面目ない わけ だから 11 』 

『いや』 と、 義雄は 言葉に 詰った。 0 分 等の is をす るの を斷 わる 氣 かと 忍った ので ある。 『そんな 野？ * 

な こと は 云 はないで、 續 いて 僕 等 を 匿いて K ひたいで すが I— 知らない 家の 借り をす るの も 何だか 

不安心で すから、 ねえ。』 

『そり ゃァ、 君が たッ てと 云 ふなら、 僕 も かま はない が、 どう だ、 お izIT さんに も 女 の^を 充分 仕込ん 

で やったら？』 


『ふん』 と、 お 鳥 は 葬で 返事 をして 横 を 向いた。 

『女の 道と 云 ふと 11 』 義 雄に は 最初 分らなかった ので、 例の^3舉极性から1::1かけのゃぅなことなど- 

よさせる やうに しろと 云 ふの かと も考 へた。 が、 直ぐ それが お 鳥の 訴 へた 祭 どころ の手傳 ひで あると 

わか 

分った。 

『朝 寢坊 ばかりして ゐ ないで』 と、 老人 は 笑 ひに まぎらせながら、 『うちの 川 も 少し 習 ふやう にし 

たら —— ？』 

『ほ、 ほ』 と、 お 政さん はお 鳥の 顔を朋 a らしく 化た が、 ぉ爲 がむ ッっリ して ゐ たので、 その 门を老 

人の 方へ 轉 じた。 

『それ も惡 いこと ではないで しょうが』 と、 義雄は 成るべく 當り さはり のない やうに、 ぉ^^！のことを 

意味しながら、 『これ は 然し 別な 目的の 爲 めに 11 たと へば、 琴な り、 または ほかの 物な りに I  f 

ねっしん 

熱心に ならせて 兒 たいので す。』 

『琴 は あた ひ 嫌 ひよ。』 お 鳥 も 老人の 云 はう とする 首 葉 を 邪魔す るつ もり でら L く、 お 政さん へ 口 を 

した。 

『さう』 と、 お 政さん は 答へ た。 この 子が お d| を朋 にしよう とする の も 尤もで、 丁  年 M だ。 

つ-そで 

潔さん は 別に 何も 云はなかった が、 } ^の殘 り を みんな.，：^ ベて しまって、 CKK の § の 端で：：： の あ 
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たり を 拭いて ゐた。 

わ だい .1 

『115 の考、 がさう きまって をるなら、 もう 僕 は 云 ふこと もない が —— 』 かう 云って 老人： S 話 题を轉 じ 

た。 お ft が 頻りに 義雄を 二階へ 連れて行 きたさう にす るの を、 

ちょ 

『ま ァ、 そんなに 旦那さん ばかり 大切に しないで もい いぢ ゃァ ないか』 とから かひながら、 義 却に^ 

口 を さすので ある。 

お 鳥 は 待ち かねて か獨 りで 二階へ あがって しまった。 その 跡 を義雄 もも ぢ くし 出した のを兑 て、 

老人 は、 

『も ッと飮 み 給へ、 の 新ら しい 夫婦の さいさき を 祝 ふので はない か』 など 云った 

『然し、 もう、 お 政さん がゐ 眠り をし 出した し、 K 際、 夜 も 更けた のです から、 あすまた 飲み 1:^ しま 

しょう』 といって、 そこ をはづ した。 

『  』 老人 は、 こちらのお ごった 酒に だが、 何だか まだ 物足りな ささう にして ゐた。 それ は すり 

になる の を 寂しい の だら うと 思へ て、 こちらに 取って は氣の 毒に おぼえられた。 

『まだ^ j; 小 は 暑い、 ね』 と 云 ひながら、 二階へ 行って 見る と、 お 鳥は獨 りで とこへ ®< つて ゐた。 眠 

つて ゐる のかと つて、 義 雄は靜 かに その そばへ 行き、 顔の 向いて ゐる 方の かけ 節 固の ffi に 坐 わ.. - 


醉 つて 苦しい 息 を 吐いた。 

さけくさ 

『酒臭い、 臭い！』 かう、 突然 叫んで、 お 鳥 は 反對の 方へ 節 を 向けた。 そして 自烈 たさう に、 『人が r 

週 も 待った のに、 平氣 であん なおや ぢと 酒ば かり 飲んで ゐて 11 』 

『そんなに 待ち遠しかった のかい』 と、 義雄 はかの 女が^いで 歸 つた 時の^ 淡 を E 心 ひ 出しながら、 意 

外に 感じた。 が、 それが 常り 前で あらう。 饉山 でかの 女に 熱が 俄かに 出て 靈^から とこへ 道 入った 時、 

こちら は 書き物に いそがしい 中を溫 C 水 附近の 醫 を 呼びに 行って やったり、 氷 を 缺 いて やったり、 一 

かいはう 

と晚 中、 よく 介抱 もしたり した。 そして、 その 熱が 取れてから も、 溫 泉へ 二三 日 目に 道 入る 時、 女湯 

ぢょ 

の 方へ 行って、 自分で かの 女の 弱った からだ 中 を 洗って やった。 人 は H を圆 くして 见た リ、 笑 ひ 合つ 

たりした が、 それ を 心に も かけす、 よく 痛 はって やった。 

『さう、 さ！』 と、 かの 女 も その 聲を 全身から 出した のが こちらの からだに も はった。 

『ぢ ゃァ、 おれの 歸 るまで 一 緒に ゐて 吳れ たらよ かった のに。』 

『  』 @： 

さび 

『實 際、 寂しかった よ —— 手紙 もよ こさないで、 さ。』 

『でも』 と、 a? ちらへ 向き 直. OS 、『行き 逮ひ になったら 詰らん ぢ やない か？』 

『早く 歸 らうと 思 つた ッて、 金が 來 なか つ たら 仕方がな い —— お れ の 乎 紙 は 読ん だら う？』 
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『うん。』 

わか 

『それで 初めて おれの 心が 分った のか？』 

かた 

『さ うぢ やない』 と、 恥 かし さう に 笑って、 肩をすくめた， 

『本 鄉へは 行き ゃァ しまい、 ね？』 

『本 鄕ッて 11 ？』 

『黑 ん坊、 さ。』 

うたぐ 

『まだ そんな こと 疑って るの？』 

『さ うだらう、 さ。』 

『馬鹿！』 片手で 起き あがって、 片手で 義雄 をつ き 飛ばし、 自烈 たさ を 顔の しがめ 方に 現 はして 『馬 

鹿！ 馬鹿！ 馬鹿！』 と、 こちらの 崩れた 膝 を 二三 度つ めった。 『そんな こと、 誰れ がした？』 

『さう おこらなくても いい、 さ。』 

わか 

『それより、 自分 こそ』 と、 かしら を また 枕に 落とし、 『何 をして たか 分る もんか？』 

こうれ う 

『ぢ ゃァ、 おれが 受け取った 金と 使った 高と を 兌る がいい、 さ。』 かう 云って、 義雄は 紙入れから 稿料 

の 通知 狀 やら 宿屋の 受け取り やら を 出した。 

しん 上ク 

お 鳥が 腹 這 ひに なって、 それ を 調べ 合 はせ てゐ るの を兑 て、 こちら は 女の 信用 を 得る に は、 いつも、 


の 手に 限る と 思った • 

義雄 もとこに 這 入って から、 お 鳥 はこの 家 を 早く 立ち退き たいこと を 語った。 そして、 は それ も 

よから うが、 どこへ 行っても、 他人と は 何 か 知らん 悶着の 起る もの だと 云って SI かせた。 

やつら 

『でも、 ここの 奴等 はみ な氣に はん。』 

『お 政さん の 手助けに しょうと 云 ふだけ のこと、 さ。』 

げ ぢょ 

『それで 自分の 顔が 立つ か —— あたい を ここの 下女に させて S いて？』 

『だから、 おれ も それとなく 斷 わった ぢゃァ ないか？』 

にんげん 

『人間ら し い の はま だし も 潔さん だけ だ 。』 

『若い 男なら、 いいの だら う？』 

ぢょ 

『また そんな こと！』 かう 云って、 かの 女 はこ ちらの 胸 を 突いた。 が、 これまで にない 優し さと 熱心 

との 加 はって ゐ るの を 知って、 はかの 女も餘 ほど 寂しい n に <S ^つて ゐ たのが 分った。 

おそ 

多少 長くな つた 夜 も 直ちに 明けて しまったが、 一 一人の 起きた の はす ッと iS3 かった。 

そして、 かれこれと 二人が 私 かに もつれ 合って ゐる うちに、 Ins. ゆ ふ 方と なった ので、 義雄は 昨夜の 

約束 通り 下の 座敷で また 酒 を 初めさせた。 滔で機嫌を取って^く^！^なのでぁる。 ^田 老人 は 多少 ひ 
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ナラ  < し 

がま はって 來 てから も、 もう、 昨夜の やうな 敎訓 めいた 、忠告め いた こと は 云はなかった。 その代り、 

渠は、 義 雄の 困った ことに は、 例の 待合へ 附き 合へ と 云 ひ 出した。 

渠が、 時々 無聊 を感 すると、 獨 りで 行く 待合が 一 つ 新橋に ある。 別に 藝者を 呼んで 騒ぐ ので もな く、 

ちゃう ぼ 

いつも、 その 帳場の 長火鉢に くッ 付いて、 狼と 殆ど 同年 K の. 婆々 ァ おかみ を 和 手に、 、s が 盛んで あつ 

た 時の むかし 話 をしながら、 ただす るめ 酒を飮 むの がお きまり だ。 

ナし tc- つ 

義雄も 一度 連れて行かれて 知って ると ころ だが、 そこのお かみが 一 度 年&斐 もない ぉ化釉 をして、 

さいそく 

細 sf^ が 亡くなった あとの 考 人の 家へ やって 來た。 渠は ただ 昔の 惜 金の 催促 かと 思ったら、 それ は表而 

のて れ隱 しに 云 ひ 出した だけであって、 本意 は S 分が あと 釜に 坐 わっても いいから、 悲述 つづきの そ 

の 商 结ぉ を 一緒にな つて 盛り返し て „4< れいと 云 ふので あった さう だ。 

『お前さん を 女房に する まで まだ 老いぼれて ゐな いよ』 と、 S は, 慨 して その 婆々 ァを ：92 ひ歸 して か 

ら、 暫く 足を拔 いて ゐる こと も、 義雄は 梁から 話されて よく 知って ゐる。 

そこへ 附 へと 云 ふの は、 このお ゃぢ、 今 农は餘 ほど 何う かして ゐ ると 義 雄は考 へた。 こちらの 

艷ッ ぼい 事實 を：： せ^ けられて、 渠も 亦氣を 若返らせ たの だ、 わい と考 へられた。 

で、 義雄は t 惑 さうな 額 をして、 

『お付き 合しても いい の です が 一 i 


『いやか』 と、 老人 はさき ま はり をして、 珍ら しく 不機嫌 さう に、 『いやなら、 俊獨 りで 行って 來 る。』 

はんたい 

『.IG; は、 これが』 と、 義雄 はお 鳥 をち ょッと 返り 兑て、 『反對 する にき まって ますから。』 

『君 は 君の 樂み をし 給へ、 僕に はまた 僕 相應の 話し 相 ひ 手が あるから』 と、 苦 Ik しながら、 椰子の-ば 

の 煙草入れと 太い 銀 煙管と を 取りまとめて 腰に さした。 

『あんなお 婆ァ さんと こな どお よしな さいよ』 と、 お 政さん がそば からと めた。 

『お 婆ァ さんが 目的で はない、 もッ と、 うまく 泗を飮 んで來 るの だ。』 

『お 酒なら』 と、 お 政さん はお 鳥と 顔 を 見合 はせ て 1^ 笑し 合 ひながら、 『わたし 逮 がお 酌 をし ます。』 

『お前で は氣が 利かん し、 お 鳥さん に は 氣の毒 だから、 なァ』 と、 常て こすりの やうな 態度 を以 つて 

立ち あがり、 で 勉強して ゐる息 子に 向 ひ、 『潔、 下調べが 濟ん だら、 獨 りで 寢てゐ なよ。』 

『はい』 と、 から 紙 越しの 返蓽 がした。 

『m 然と 云ゃァ 結構な やう だが、 婆ァ さん 相 ひ 手の するめ 洒は、 もう 二度と は ッ平 だ』 と、 義雄は 

老人 を あざ笑つ たが、 自分 も 一 庇 は あんな 年 繁と狀 態とになる 時 も あると 思 ふと、 同情の 念を禁 する 

ことが 出來 なかった。 

『ぢ ぢィ でも、 色け が あるんだ』 と 云 ふお ^fl をた しなめ ながら、 然し、 その 夜 も そこに 寢て しまった。 
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翌朝、 少し 早く 起きて 食事 を濟 ませ、 義雄は 旅 かばん を 持って そこ を 出た。 毎日の やうに とほった 

谷 町から ちの 通り や、 箪笥 町と 今 井町との 問 を 市兵衛 町へ あがる だらく 坂 や、 我 坊の 細い 通 

しな 

り も， 何だか 物 珍ら しい。 自分の 家へ 歸 つて 行く 氣 持ち はしないで、 長らく 無沙汰 をして ゐる 人の 敷 

&へ 近づく やうな 氣 がする。 そして 家へ 這 入って から は、 直ぐ あがった ところの はしご 段 やっき *3 り 

の 庭が 見える と、 確かに 自分の 家 だと 云ふ强 みは 出た が、 今度 はまた、 誰れ も迎へ に 出ない のが 物 足 

りない と 同時に、 留 t 寸に何 か 大事 件が 起った ので はない か 知らん と 云 ふ 心配が 胸 を どき 付かせた。 

と.. h'.yto 

緣が はで、 おもちゃの 舉校 かばん を 肩に さげた 知 春と 出くわし たが、 この 子 はび ッ くり 額へ あがつ 

た 様子 をして、 伏し目に 下 を 向いた。 そして、 義 雄が 默 つて 行き過ぎ るの を 待って 逃げる やうにば た 

ばた と臺 どころ の 方へ 行った。 

さ C 

『父ち やん、 父ち やん』 と 云つ てるのが 聽 えた。 

『さう — ぉ歸ん なさった の』 と 云 ひながら、 千代 子が 急いで やって 來る やうす だ。 

『また あの 額を兑 なければ ならない のか？』 義 雄が いやな 物 を 避ける やうに n を据 ゑて、 元の ままに 

ぢょ 

なって ゐる 机の 前に 坐 わった ところへ、 かの 女 は 出て 來た。 

『お 歸ん なさい。』 明いた 障子の そとから 少し 腰 を 曲げた からだ を 右の 手で 壁の 扛へ ささへ ながら、 『大 

相 御ゅッ くりでした、 ね。』 


『  』 渠 はふり 向き もせす、 默 つてに がり 切って ゐた。 

『今お 茶 を 持って 來 ますから、 ね。』 千代 子が こちらの 様子 を旣に 察して ゐる やうな とぼけ かたで： ッ 

込んで 行った あとまで も、 義 雄の 心 は 落ち 付けなかった。 

お 鳥の が 自分の 衰弱した； の 微動に もまつ はって ゐる やうで —— まだ 午前 屮 である この 可な り 

樹木の 多い 山 下の 空 氣を吸 ひながら も、 呼吸が 少し 迫って、 机に 肱 を 付いて 见た 手の指 さきが 颜 つて 

ゐる。 

4§ こく 

『奥さんが おありなら、 暫 らく 遠ざけて ゐ なければ なり ま せんぞ』 と、 甲 府の 病院で 云 はれた 忠 =$1 を 

思 ひ^し、 自分の 左り の 耳 は 繃帶を 取って は來 たが、 まだよ く聽 えない のに 今更ら の 如く  が 付いた。 

U  Jot は； 0 

右の 耳 を S; さへ て、 庭の 權の啼 き を 幽かに 聽 いて ゐ ると、 いつの ^ にか 知卷 が、 二三の 來 狀とタ 

^y ンと 書いた 名 剌とを 机の 上に m はいて、 

『父ち やん、 おみ —— あげ』 と 小さい 手 を 直ね てゐ る。 

それ を兑 たこ ちらの 心 は、 心からす すりあげる ほどの もろい 情に 打 たれた。 が、 あの 千代 子が 無 邪 

し そう 

氣な子 を 使嗾して ゐ るの だと 思 ふと、 つい、 また 憎 くもなった。 且、 千代 子が 茶の 用 をして 出て 來 

たので、 優しい 返事 も出來 なかった。 

『そんな 物ァ ない。』 
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かな 

『ない ッて』 と、 子 はつら さう に 又 恥 かし さう に 母の 坐 わった 肩へ もたれかかった。 

しつば う 

『ひどい のです、 ね、 おみやげ 一 つない のです か？』 かう 云って、 千代 子 も 失望して、 急須に 湯 をつ 

ぎ かけた 鐵瓶を 持 つた ままこ ちらの 額 を 見た。 

『それ どころ ぢゃァ なかった の だ。』 渠は I 貪に 答へ て、 自分の 落ち度 をい そがし い 執 載と との 理 

由に 押し 消さう とする のであった。 

『誰れ か 連れて ッて たのでしょう から、 ね』 と、 かの 女 は 笑 ひながら こちらの 機 子 をう かがった。 

『なんだ？』 怒った やうな、 また、 さう だと 返事した やうな 聲を 出して、 渠も 口に は 笑み を^ら した。 

を 制せられて、 張り詰めて ゐた 反抗 心 は 失った が、 再び 惶 貪に、 『速れ て 行かう が 行くまい が、 お 

れの 勝手 だ。』 

『それ は それで 構 ひません が』 と、 かの だの 出方 も 案外に おだやかで、 『子供 はお 父ァん がいつ 鑼るだ 

らう ッて、 樂 しみに して 待って ゐ たんです、 わ。』 

『みやげが 欲しけ り ゃァ、 これで H へ。』 義雄は 紙入れから 五十 錢銀货 を 出して ほうり 投げた。 

『これで も、 叙 はこ ころです から』 と、 千代 子 は それ を 拾 ひ あげて、 知 春に 向 ひ、 『ありがた うとお 云 

ひ 11 坊や も 段々 利口に なって 行かない と 行けない よ。 無理ば かり 云って ちゃ ァ — 』 


『お 歸ん なさった のです か？』 繼母も 出て 來て坐 わり かけた が、 

うった 

『おみやげが 無 いんです ッて』 と、 千代 子が 訴 へる やうに 云った ので、 

『さう？ —— わたしの ところに 少しお 菓子の 錢り があった ッ け。』 かう 引き受けて、 織 母 はまた 引ッ返 

して 行った。 

『あなたのお 留守に 來た 手紙 は そのたん びに 附け紙 をして 送った 害です が、 きの ふけ ふに 來 たの は そ 

れ だけです。 それから、 その 名剌の 西洋人が 尋ねて 來て、 いつ 頃に なったら 歸 ると 聽 いてました。』 

ほん く 

『また 飜譯 でも 賴 みに 来たの、 さ。』 

『歸 つたら、 直ぐ ハガキ でも 出す からと 云って りきましたがら、 あなたから 知らせて おや. OS なさい 

よ。』 

『うん。』 むッ つり 答 へ たが、 渠 はどうして もうち 解ける 氣 になれ ない。 

』 おか 

そこへ 繼 母が 五つば かり 最中の 這 入った 菓子 皿 を 持って 來て、 

『もう、 これ ッ ぼつち だけれ ど、 壺屋の は 久し振りでしょう —— 』 

『菓子 どころ ではなかった のです』 と、 渠 はつ ッ かかる やうな 口調 だが、 ^母に は 多少 遠！^ したつ も 

りで 語った。 その 實、 千代 子に 聽 かせる つもり だ。 『僅かの 日限に 二百 枚 以上の 原稿 を 害いた 爲め、 耳 

を 痛めて、 今でも 左り の 方の 聽 えが 遠い のです。 これから 直ぐ 暨 者へ 兌せ て來 ようと 思って ます。』 

0  展  四 四 九 


泡 鳴 仝 集 第二 卷  四 五 〇 

『さう ださう です、 ね、 耳が •』 

『誰れ が 話しました？』 義雄は 何でも、 もう 分って ゐる のかと 思った。 . 

ち ^ 

『誰れ が 云 ふに しろ』 と、 千代 子が 受け取って 、『何でも ちゃんと 分って ますよ。 耳の こと も、 それで 

却って あの 强 情な 男が 人並みに おとなしく なれる だら うと、 いっかの 萬 朝 報に 冷 かして ありました。』 

繼 母は義 雄の 鋭い 顏を兒 て 笑 ひながら、 知舂 のせが むま まに 最中の I つ を 取って 渡して ゐる。 

『人並みにな つてし まへば』 と、 ？ P 半ば ほほ 笑みながら、 而も 今の わが 國の 文學 界に對 する Q 分の 

今回の 努力 は 決して 無駄に ならない と 云 ふ 確信 を ふところ 手 させて、 

『おれの やらう とする 仕 裹が滿 足 出來る もの か？』 

十三 

知り合 ひの 博士が やって ゐる耳 科 病院で g| 察と 手術と を 受け、 當分は 毎日 かよって 來 いと 云 はれて 

から、 義雄 は先づ is 村を訪 ふと、 留守であった。 

で、 その 近處に 住んで ゐる 人で、 前者と 共に 『耽溺』 を 持って 歩いて 吳れた 友人に 會ひ、 それの 

S 版 は 今のところ 危險 がられて、 とても 見込みな いこと を聽 いた。 雜誌 にで もと 思って、 $H 村が 現代 

小說 社へ 行って 見た が、 そこで はまた 餘り 長いから と 云って 斷 わった さう だ。 


『然し 雜誌 になら B さない こと もなから う』 と、 渠は 自分で 日本 i りへ 行き、 現代 小 說の主 if に 相 

談 して 見た。 初めは 矢張りし ぶって ゐ たが、 たッ てと 云 ふなら、 引き受ける ことにす るが、 稿料の 半 

額 だけ を 明日 渡し、 その あとの は雜 誌に 出た 時、 渡さう と 云 ふこと にき まった。 

むま ク  ， 

先づ 一と 安心した ので、 その 足で 村 松を訪 ひ、 S 發 前に 借りた 金 を 返し、 久し振りの I 杯 を 共に し 

てから、 一 緒に 養 精 軒へ 行って 玉 突 を やった。 

し う U 

勝負に さんざん 負けて、 お 鳥の もとへ 歸 つたの は 九 時 過ぎであった。 かの 女 は、 もう、 とこに 道 入 

つて ゐた。 

『おい、 あの 原稿の かた をつ けて 來た ぞ』 と、 義雄は 嬉し さう に 云った。 

『さう。』 かの 女 は 枕の 上で ちょ ッと 微笑した が、 直ぐ それが i に 落ちて、 不斷、 觑の いい が 燈 

の 光りに 青ざめて ゐる やうに 兑 えた。 

『どうかした のか？』 

『痛い の、』 

『どこが？』 

『  』 

む ごん 

『え ッ？』 渠 はかの 女の 無言な のが 萬 事 を 語る と 思った。 あれ だけ、 これまで 用心して かかって ゐた 
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のに  

渠 はかの 女の 枕 もとに 坐 わった まま 額 を 反む けて、 暫 らく 自分の 三 四 ヶ月 以前までの 苦しみと 不^ 

快と を考 へた。 そしてお 鳥と も絡緣 しなければ ならない ことの 餘 りに 早く 初 まった の を 後悔し ないで 

は ゐられ なかった。 

かの 女の 高まった 呼吸が ひどい 鼻息に 聽 える。 でも、 今夜から 別々 な 眠り だと 思 ふと、 元の 他人 だと 

わか  ) -0 

】w ふ氣 もして、 どう 手 をつ けて やって いいの か 分ら なくなった 

かの 女 はこ ちらの 冷淡な のに 腐して、 蒲圑を はね 飛ばして 起き直った。 そして 靑ぃ 額の W い 口で こ 

ちら を 睨みながら、 

『どうして 吳れ る？.』 

『どう ッて』 と 冷やかに かの！^ の 方に 向いて、 『轡 者に 見て 貸 ふより 仕 かたがない，』 

『いや だ、 いや だ！』 からだ を ゆすぶって、 『® 者なん ぞに 見て 貰 ふもん か！』 

『ぢ ゃァ、 手 療治の 道 もない こと はない、 さ。』 

『そんな ことで 直る もんか？』 

『八.. 體、 いっから 痛い？』 

『けさから、 さ。』 


『ひどく か？』 

『さう でもない けれど —— 』 

『鬼に 角、 8? に 見せて、 早く 直す 方が いいよ 一 I おれの 經驗 で兒て も、 つらい もの だから。』 

『ふん！』 鼻 ご ゑで 泣き出し さうな 顔 をして、 お はまた 枕に 就いた。 そして、 これが } にらなかった 

ら 打ち殺す ぞ とか、 おこられても いいから 北海道の 兄 を 呼び寄せて 强談 すると か、 頻りに、 いろくな 

恨み 首 を 云って ゐた。 

義雄 はかの 女が 寢 ながら 獨 りで もがいて ゐ るの を 知って ゐ たが、 きの ふからの 疲努が 出て、 眠く ッ 

て、 眠く ッて仕 やうがなかった。 

とろく と 眠った かと 思 ふと、 渠 はお 鳥が にがり 切った 顔 をして、 外出の 衣 物 を Si かへ てゐ るの が 

, 目 に 這 入った。 

『どうす るの だ？』 渠は 目が ばッち hN してし まった。 同時に、 向 ふが こちら を I 权す氣 ではない か 知ら 

んと云 ふやうな ことが 浮んだ。 次ぎに、 寢床 のま わりに 匁 物が 出て はゐ ないかと 见 まわして 兄た。 

『自分 は醫者 へ 連れて行かう としな いぢ やない か？』 

『翳 者へ 行く つもり かい？』 
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『行かな くッ て、 どうす る？ 一 ときで も 後れたら、 それだけ あたいの ffl だ。』 

『そり ゃァ、 損 どころ ぢゃァ ない —— 行くなら、 おれが ついて ッて やる よ。』 

義雄も 起き あがって、 衣 物 を 着かへ た。 そして 時計 を 見る と、 もう、 十二時 を 大分 過ぎて ゐる。 

二人 は 外出の 用意が 出來て も、 互 ひに 目 を 反む けて 暫 らく 默 つて 突ッ 立って ゐた。 下で は S: よく 

よぐ る i 

てゐる やうで、 外 を 通り過ぎる 夜 車の 音が 聽 えたば かりだ。 

『どこ へ 行かう？』 實は、 義 雄に 當 てがなかった。 

『ど； U までで も 行く！』 かう お 鳥 はかた 足で 疊を 踏み 叩いて 云った 。『鍔 の あると ころまで 行く  

ふ らち 

醫 者が 無かったら、 輕察 へいて、 お前の 不埒 を訴 へて やる！』 

『そ ゃァ、 それでもよ からうよ o』 

『  』 ， 

『でも、 ね』 と、 わざとう ち 解けた 口調で、 『そんな こと をしたら、 誰れ が これからの 世話 をす るの 

だ？』 

『世話す る ものなん ぞ 入らん！ 裁判所へ 出て でも、 お前から 無理に 治 疲代を 取って やる！』 

『そんな こと はしな くッて も、 おれが 直して やる、 さ。』 

わか 

『分る もんか？』 


『さう 心配す るな 薬 はお i^l の 背中へ 手 を かけて、 動 俘の 烈しく して ゐ るの を 衣 物の 上から さすって 

やった。 

『ふん、 つらい！ つらい！』 かの 女 は 二三 度から だ を ゆすって、 こちらの 額 を 憎々 しさう に兑 詰めた 

が、 ぼろく 淚が こぼれる 口へ 長い 袖を燒 けに 持って行った。 

かう 心が いら 立って 來 たら、 かの 女が 外で 何 を 仕出かす かも 知れない と^ったので、 分りき つて ゐ 

る こと だが、 念の 爲 めに 云って 聽 かせた —— 餘り 輕卒な こと を すれば、 身の 惡 名が 出る ばかりで 

なく、 同時に かの 女 も 歌 はれて、 それ こそ、 かの 女が 々『取 も 心配す る 通り、 その 兄- や 友人に び 

顔 を 合せる ことが 出來 なくなる かも 知れない と。 

ぢょ 

かの 女 はた だ聲を あげて 泣 い た。 

『今ごろ 見ッ ともないから 泣く の だけお よし、 ね。 I 緒に は兑 付けて 上げる から。』 斯うな だめす 

かして、 渠は あす、 また 金が 取れる こと を 語って、 治 故 代に は 決して 闲ら ない こと を 示め した。 

夜が 更ける と、 § 徵を 吹く 風が、 もう 本 統の秋 だ。 ^！^ュけがすると云って、 ぉ^：！！がゎざゎざ拾せ羽織 

り を 出して 着た の は、 利口であった。 

けんとう 

. 宵なら 隨分 賑やかな 通りで は あるが、 もうみ な 戶が締 つて ゐた。 各店 S の 軒您も ぼつ リく 消え §J 

む ごん 

つて、 眠た さう に またたいて ゐる。 そして、 二人の 無言で 投げる 影が 四つに も 五つ 六つに も i$ い 地上 
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に寫 つた。 

む S ん 

無言で 歩きながら も、 義雄 は、 二三 歩 あとから 附 いて 來 るお 鳥が、 突然 飛び かかって 來て、 ナイフ 

か 何 かの 鋭利な^ 物で 自分の 背中 をつ き剌し はしない かと 云 ふ 疑 ひも 起った。 

すみ 

で、 通りの 暗い 隅 を 行く 時な ど は、 向 ふの 後れ を 待って やる やうな りで、 S はお づく ふり 返つ 

て 見た。 

ところが、 ふり 返って 見る 度 毎に、 かの 女の 伏し EI がちに して ゐる 顔が、 街设の あかりの さし. P. 滅 

で、 眞ッ靑 に 見えたり、 B ッ黑に 見えたり する。 

ぢょ 

眞ッ靑 でもい い。 また、 US ッ黑 でもい い。 が、 その 度 1；$ に、 かの 女の 額から ふッ くらした- 1： 附 きが 

殺げ て 行く やう だ。 

家 を 出た 時 も旣に 筋肉の 働ら きがと まった かの やうな こわい 額で あつたが、 一 歩一歩、 閒を拔 ける 

に從 つて、 筋肉のう ちに 藏 して ゐた^ 物の やうな 骨が 現 はれて 來 たの だら うかと 思 はれた。 そして、 

もッと 行く うちに、 かの 女の 骨ぐ みが 全く^ 物 その物に なって、 こちらの 身に つき 刺さる ので はない 

かと 云 ふ 心配まで 起った。 

えんざし 

考 へて 見る と、 かの 女 は^ 山に ゐて も、 本統に 愛されようと はしなかった。 まして ntQ^ 力ら 愛しよ 


うとす るな どと は 恐らく 夢にもなかった らう。 

『可愛い のよ』 と、 CI 分 も 口に 出し、 また 實際 全身に その 意味の 力 を 込めた と 思 はれる の は、 この 二 

あくね 

日ニ晚 のこと だ。 そして それが 結局 かの 女に は惡 夢であった。 

はち 

『罰當 り！ もう、 どうせ、 おれに 愛せられようと いふ 氣も 出まい —— おれ を 愛しようと 云 ふ：： S はな ほ 

更ら 出まい。 今まで は 五 歩 も 十 歩も讓 つて ゐ たおれ だが、 もう、 なァ に、 一 歩な りと も假 W しない ぞ！』 

かう 義雄 も殘 忍な 性質 を あら はして 見る と、 後ろから 附 いて 來 るお 鳥が 腐れ 緣と い ふ S り を？；^ き 招 つ 

た瘦せ 犬で ある やうに 思 はれた。 

黑田 邸の 外壁に さしかかった 時、 それに 添 ふて 掘れて ゐる 大きな どぶが あった。 築 はこの 中へ この 

附き物 を 突 落して、 暫 らく 身を隱 してし ま はう かと も 思った。 が、 そばの 交 都から 巡す 比， が 出て 來て、 

ナ なほ 

瓦斯 燈の そこ 光り を擴 げたので、 素直に そこ を 通り過ぎる ことが 出 飛た。 

『  』 お 鳥 も 物 は 云はなかった。 

『困った もの を 引き受けなければ なら なくなった』 と 思 ふと、 星 だらけの 夜 ぞらを 仰いでも、 その】 咁 

い 部 <1 ^だけが 目に も 心に も殘 つて、 自分と かの 女との 兑 分けが 附 かなくな つた。 

やく. く 

黑 田の すぢ かひに、 西 i ての 藥局を 持って ゐる 大きな 藥秘： が ある。 築 は そこで いろんな 注入 液 

を 買って 來て、 私 かに 不愉快な 手 瘀治を やって 兄た こと を 2^ ひ 出した。 
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ぼんとう 

『まだな ほりません か』 と、 そこの 頭が こいぎ になって 云った ッ けが 1 1 。 

『この に權 つた 以上 は、 とても 急に なほり あや ァ しない』 と、 ます S す燒 けな 冷酷 を、 押し 詰つ 

た 自分の 呼吸に 引き入れた。 

赤 坂 田 町 六 丁目と 福吉 町と が 挟んだ 通り は、 片か はが 矢張り 黑田 邸に つづいた I 條 邸で、 繁 つた 樹 

がの 影な どで 喑 かった。 お 鳥 は そこで 足 をと どめた。 ひやり として、 義雄は その 方へ ふり 返った。 

『どこ へ 行く のよ』 と 云 ふ自烈 たさうな 聲が聽 える。 

『ま ァ、 附ぃ てこい！』 つい 敝 しい 返 褰 をした が、 別に 訂正 もせす に、 そのまま 進んだ。 W 際、 あて 

はない の だが、 この 先き へ 行く と 待ち 合ゃ藝 者屋が 多い から、 そんな 場所に はそんな がゐ ない *^ 

と はなから う 位の 考へ はあった ので ある。 

田 町 三 丁目の よく 玉突きに 來た赤 坂亭の あたりへ 来てから、 ふと 思 ひ 出した の だが、 赤 坂 見附けの 

かんばん 

そばに 梅毒、 痳病、 皮膚科 奪 門と いふ！ S を 出して あると ころがあった。 

橥は そこへ 行って、 そこ を 無理に 叩き起した。 

十四 

原 田の 家から、 毎日、 義雄は 本 蟒の环 科 病院へ、 お 鳥 は 赤 坂 兑附 けの P 者へ かよった。 


お は IZJ 際に 額い ろも惡 くな り、 i も瘦 せて 來た ほど、 自分の を；^ にば かりして、 琴のお 

を 初めない のみなら す、 裁鏠舉 校の こと も 殆ど 全く 云 はなくな つた。 

『ま ァ、 に氣を 落ちつけ て 養生して ゐな いと、 この S? は 直る もので ないから。』 かう 云って、 該 

雄が 時々 氣 ちが ひの やうに 泣き わめく お 鳥 をな だめる こと も あると、 

『では、 もう！ 度 どこかえ ぃ溫 泉に つれて 行け』 と、 かの 女 は 云 ひ 張った。 

.y. 渠は|1^で^?:しぃ目に會ひ、 而も つれて 行った かの 女に は 殆ど^ 遇され ど ほしであった こと を 

raa ふと、 再び 湯治な どと しゃれる 氣に はなれなかった。 

且は、 成るべく 病人の ぐす り 泣きに 接する 機 # を少 くしゃう として、 环科 M ひと 舉校 を敎 へに 行 

く 時間の 外で も、 養 11 は 多く lii の 家で 勉强 し、 夜 も 過く まで 友人のと ころ や 玉突き 場で おした。 

そ でも、 必す谷 町へ とまりに 行った。 そして、 その 理由が 近 ごろ 段々 Q 覺 されて 來た。 ^は 愛 も 

結局 獸愁 だと して ゐ るが、 その 徵 慾が 滿 たされない 今 曰、 妻と は 今年の 初めから 絶 終して ゐる。 

それと 同じ 狀態 を、 何の 必耍 があって またお a の 元へ 引きつ けられる のか？ 

『おれに は、 觸覺 が" 特別に ii して ゐ るの だら う —— 大理石の 膨 像の きめが 細か いの を 愛す る やう 

に、 おれ はかの 女の 羽二重の 肌 を賞翫 して ゐ るの だ。』 渠 はかう 考へ 込んで ゐ るが、 その 女の. W ぃョぁ 

しの 肌 もこ の 頃 は 粟つ ぶの くッ 付いた やうに 粒立って 來た。 
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或 朝、 千代 子は魏 雄の 歸宅 する を 待ち かま へ て、 

『あなた、 淸水を 原 W さ のん とこへ 置いて あるんで すか？』 

め t 

『置かう が、 置くまい が、 お前の 知った ことかい！』 渠は わざと そらぞらしく 答へ た。 が、 もう、 感づ 

かれて ゐる だら うと は、 お 鳥が その 友達に 見付けられ たと 云った 時から 覺 悟して ゐ たので ある。 

にら 

『隱 して ゐて も』 と、 睨む やうな 目附 きで、 『ちゃんと、 人が 知らせて 吳れ ます、 わ。』 

『  』 

『そこの 駄萬 子屋の 娘が 丁度 あいつが 這 入る ところへ 出くわし たさう です 11 藥り瓶 を^げ て、 いや 

な 顔 をして ィ たさう だから、 きッと あなたの が、 案の定、 移つ たんでしょう —— ？』 

『お前の 身代り だと 思 ゃァ、 恨み ッこ はない だ。』 

『あの 1^ 當 りが！』 かの 女 は 胸 を 少し そらして、 さも 氣 持ちよ ささう に 笑った。 『いい 氣味 だ！ それで 

と ッ ちの 恨みが 少しで も 晴れた と 云 ふ もの だ。 うちの もの は どれ だけ 恨んで たこと だか、 云へ たもん 

ぢゃァ なかった。』 

< しご   

『馬鹿 を 云 ふな！』 義雄 はさう 聽く とお 鳥 を 辯 護した くもなって、 『苟 くも、 暫 らくの 問だッ て， お 

どうやう 

れの 物にした 以上 は、 おのれの からだ も 同様な もの だ。』 

『あなた は あなた、 さ。』 かの 女 は 横 を 向いた が、 筋肉の ぴく， （- 動く 顔 を また Id して、 『それにして 


しゅく， やう  t  i 1^ 1 ： 

も、 あの 宿料 を 早く 取って 下さいよ。』 

『宿料 ッて 11 』 

『あいつが 喰 ひ つぶして 行った 分です。』 

『ああ、 あれ か？』 義雄は 今 思 ひ 出した かの やうな 風 をした • 

『そんな もの ァ、 もう、 とッ くに 取って しまった。』 

『そんなら、 こッ ちへ 渡して 下さいな o』 

『何も、 お前に 渡す 必要 はない 11 おれが 直ぐ 使って しまった。』 

やつ 含 

「『いい加減な こと をお ッ しゃい！』 千代 子 は 躍起に なって、 その 充血して 来た 目 を 飛び出し さう に 俘 

ばせ て、 『きッ と、 そのままに してやつ たんでしょう？ あの 女の こと だから、 きッ と、 男の 膝に でも 

、 

寄ッ かかって、 あたい、 もう、 拂 はんでも いい、 わ、 ね、 とか 何とか 云った の を、 あなた は あなたで 

鼻の 下 を 長く して、 うん、 さう ともさう とも！』 

『よせ、 馬鹿！』 

『よせません  お前の こと だもの、 うちの 方へ はどうと も 胡麻 化して S いて やる ッ』 と、 かの 女 

はま だ、 こちらの 云 ひさうな こと を、 せりふ か 何 かの やうに、 顥に 力を入れて しゃべり つづけた。 
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あくば X 

『よせと 云ゃァ よせ！ 芝居に 出る 惡婆々 ァの稽 おで も あるめい し。』 

『惡 婆々 ァ でも、 もとはお 好きであった のでしょう —— ？』 

『  』 義雄は 横 を 向いた。 相 ひ 手に する の もい やにな つた 程 かの 女 を愤々 しく 思った。 然し、 か 

の 女は餘 ほどい ぃ考 へ でも 出た やうに 聲の 調子 を 高め、 

やくしゃ 

『どうです、 わたし を 1 つ 役者に したら？』 

『  』 

しゃう じ 含  f  I 

『正直な 役者になります よ』 

『  』 

『正直な —— 忠實な II あなたの 思 ふ 通り 働ら く —— さう 云 ふの が あなたの 前から 欲しがつ てる女 優 

でしよう？ 受け 出して 貰ったら、 直ぐ 逃げて 行く 薄情 もので もなければ、 講習 生に 0 兒 えに 行って 

それ ッ 切り 歸ら ないしろ 物で もありません、 わ。』 

義 雄の あたまに は、 藝者吉 彌の思 ひ 出 やかの 女優 志願者 周旋の 失敗 やが、 0 分の 威厳が あると 思 ふ 

歷史を 恥 かしめ る やうに ひしく とき ざみ 込まれた。 そして、 渠 はかの 女が どんな 皮肉な 顔 をして ゐ 

ま « --^  にら 

るの かと 盜み兒 ると、 きょと くした a; 顔であった。 で、 睨み付けて、 

『氣 ちが ひ！』 


『でも、 あなた はまた 淸水 をお しま ひに は 女優に する 氣 でしよう？』 

『そんな ことが 分る もの か？』 かう 云って 除け たが、 義 雄に は その 考へ がないでも なかった。 が、 ま 

だ 自分 以外に は、 お 鳥 そのもの にも 云って ない。 

わ， A 

『分ります とも —— わたしに ゃァ、 ね、 正直の 神 さまが 附 いて ゐ ますから、 どんな ことで も、 人が 云 

つて 吳れ ます。 云って くれな けり ゃァ、 また、 この わたしの 心の 目に a えます。』 

しょ ラこ 

『それが 旣に氣 ちが ひの 證據 だ。』 

『何の 證據 でも、 わたし は あなたの やうな お 人よ し ぢゃァ S: 座い ません から、 ね。 J 

『  』 義雄 はぎ ッく りと して 考 へた、 自分 はこれ までに 人の 約束 を 信じて 馬鹿 を：！^ たこと も ある • 

なけなしの 金 を 無理に 貸して やって、 その 儘に せられて しまった こと も ある。 女に うち 込んで、 却つ 

て 向 ふに もて 遊ばれた やうな こと も ある。 が、 すべて 身づ からさう 許して、 別な 覺 悟の 上に 立って 來 

はち  k 

た。 その 覺悟は 矢張りし ッ かりした 自我 主義で、 この 根本 を 侵されない 以上 は、 毫も 恥る こと はな か 

つたと。 そして 自分 を 知らない 妻の 言葉 を 非常の 侮蔑と 兒て、 突ッ かかる やう に 奴 鳴った。 『お 人よ 

ュ)  しと ァ何 だ？』 

『お 人よ し ぢゃァ 御座いません か？』 千代 子 は 態度の 變 つた 所 天から 身 を 戒 しながら、 早口に、 『あな 
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きち 4- 

たは！ でも 自分で やって 來 たと 思って るんで しょうが、 ね、 みんな わたしの おす はです よ。 士：！ 彌の 時で 

も、 わたしが 日光に 出かけて 行かな けり ゃァ、 始末が 付かな かったん ぢゃァ ありま せんか？ そして、 あ 

なた がわた しに 隱 してした こと は みんな 失敗です。 —— 隱 して ゐて も、 知れる から 不思議 だ。 —— これ 

は あなたに 長年 いじめられて 來た お蔭 かも 知れません が、 ね、 あの 女優 志願の 女で も、 いい 女 はいい 

女 だが、 わたしが 藩で ちょ ッと 見て、 こり ゃァ 駄目 だ、 な、 と 思ったら、 架して その 通りで ありまし 

た。 —— 今度の ことで も、 その 初めから 分って ゐ たんで、 もう、 ちゃんと 呢 つて あるから』 と、 矢 張 

りきよ とくした M 顔 だが、 どこかに その 呪 ひの 場所が 實際 ある ぞと云 ふやうな 靑 白い 微笑 を 浮べて、 

『どうせ、 いいこと はあり ッこ 無し、 さ。』 

『  』 義雄 はじ ッと 妻の 方を兒 た。 そして、 直ぐにで も 得. おの 平手打ち を^ら はせ やうと 待ち か 

まへ てゐた 張り合 ひが なくなった。 かの 女の 顔が 馬鹿く しい ほど 凄い 11 と 云 ふの は、 こちらから 乎 

でも 擧げれ ば、 直ぐ 飛び かからう と 意地く して ゐ る. 御に、 堅く 横に 引き 結んだ 口の びくく 動く 口 

ぴ るから、 いやに 勝ち誇った 様子が 漏れて ゐる。 

鬼女の 笑 ひ 11 執念深い 呢 ひの 女 I 深夜、 髮を亂 した あたまに 蠟燭を 三本 立て、 口に 袋 剃り を 喰 

*0 みつまね  ， 

はへ、 片手に 藁人形、 片手に かな 槌を 持った 丑 滿參り を 想像して、 義雄 はぞッ とした。 この やうに ヒ 

ス テリ の 高ぶ つて 來た 女なら、 それく らゐ のこと は田舍 なら 仕 かねまい と。 


ぢょ 

同時に、 かの 女が 近 ごろ 頻りに 

『わたしに は祌 さまが 附 いて ゐ ますから、 ね』 と 云 ふの も、 篛 雄は氣 にならない ではない。 かの 女 は 

.S ん やう 

さう 身づ から 信す る やうに なつてから、 IS えす 陰陽に 關 する 3： 物 を 請み 出して —— うらない 師 になり 

たい も、 餘 ほど 何う かして ゐ るので はない かと、 こちらに も：：： 心 はれた。 

が、 若し, g を 受けた 後の 生活 準備に として、 そんな 下らない^ 陽擧 など を大 うに 請んで ゐな 

ぢょ 

がら、 なほ 且、 誰れ からか 聽 いた 今の 法律 を榍に 離婚 を 承知し ないかの 女の こころ 极を思 ふと、 ^雄 

： は 如何にも それが 憎くて 溜らない ので ある。 

『II 際師、 身の上 を 知らす が、 もう、 今 かち 始まって るの だ 11 馬鹿！ 手め への やうに 執念深い 鬼 「级 

婆ァ こそ は、 な、 どうせ 碌な こと ァ ねいの だ。』 

『どう致しまして』 と、 ^ひ 付き さう に 口 を 11 らいた が、 また 堅く 一 文字に 引いた 口の n 端が、 こち 

ぢょ 

らに はかの 女の 耳まで も 届いた やうな 氣 がした。 

『その つら を 見ろ！』 

『あなた こそ 自分の 顏 を御覺 なさい —— 今に、 あの 女 は  』 

む f 

『手め へ は、 な、 あの 女、 あの 女とば かリ云 ふが、 おれ はお 前の 考へ てる ほど 淸 水に ぢゃァ ない 

の だ。』 
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『なァ に、 御 遠慮なく 夢中に おなりな さいよ —— 今ぢ ゃァ、 その はう が n 十く かたが 付いてい いんです 

から』 と、 かの 女 は拔を 向いて、 變に笑 ひながら、 庭 を 歩いて ゐる 雀を见 た。 

『馬鹿！ 呢 ひが 早く 利く と でも 思 ふ の だら う。』  . 

『さう です とも —— あの 女の 運命が きまって しま うんです！』 

『ふん、 同時に また 手め への 死が 來 るの だぞ、 そんな 馬鹿な 眞似 をし ちゃ ァ。』 

『わたしに は祌 さまが 附 いて ゐて、 守って 下さいます！』 

『よし、 それなら それでい いから、 おれ は 意地に も 淸水を かばって 見せよう。 呢 ふなら、 もッ と、 し 

ッ かり 呪 へ ！丑滿 どきに 隣り の 寺の あのお ほ 檜の 木の 天, へ でも 登って、 尸 ィ カラ の M 人形 を釕 打ち 

にす るが いい。 さう して その 天 邊 からころ がり 落ちて くたばって 與れり ゃァ、 ぁッ ちの 女に も さぞ 利 

き 目が 早から う。 さう して 二人と ％ 同時に 死んで". ^れり ゃァ、 お前に は 離婚の ぞ賴 きをし ないで 濟む 

し、 瀋 水から も 手切れ金 や 療治 代 を 取られないで 方が 付く し、 おれに ゃァ 一 擧兩 得の 策 だ。』 

『わたしに ゃァ さう は 行きません よ！ 子 佻 を 育て あげる まで は、 なかく 死にません。 あいつ こそ ーダ 

ん でも 構 はない 腐 れ女だ —— あなた は』 と、 少し 調子 を おだやか にして、 座 を乘り 出し、 『知らないん 

でしよう が、 ね、 あいつ は 前に も 女房 子 も ある 炭： の、 王 人 を だまさう としたり  』 


IT もう、 何度も 聽 いた！』 

おと- ご 

『ぢ ゃァ、 馨 さん を引ッ かけよう としたの を 知って ます か —— あなたの 弟御 さまです よ？』 

『そんな ことがある もの か？』 

『それ だから、 あなた は 駄目 だと 云 ふんです 11 ！ I さんが 現在 さう 云 ふんです もの。』 

『そんな こと ァ、 あつたと しても、 どうで もい いんだ！』 かう 魏雄 はかの 女 を 押さへ 附 けて しまった。 

が、 賢 は、 最も しく 自分の 烕嚴 をぶ ち 毀 わされた 氣 がした。 

さう いはれ て 見る と、 中途から 忘れて ゐた疑 ひが 1$ び 思 ひ 出されない でもない。 

徴兵 檢亮を 二 年 延ばされた 年 ごろで は あるが、 おや ぢに末 ツ子と して 可愛がられて ばかり ゐて、 獨 

49 つぶ 

りで は 汽車の 切符の 買 ひ 方 さへ 知らなかった。 あの 卑怯な 世 叫 1:3^ すの に 何が 出來 よう？ ロ舍に 行つ 

てると 云 ふ、 あの 自分よりも 年上の 戀 人だッ て、 本人が 下 issj の あと 取りに なれる と 思った から、 そ 

のお かみさんになる の を 狙ら つて 女の 方から 持ち かけた のに 遠 ひない と、 かう 義雄は 今まで 高 をく く 

つて ゐ たので ある。 

お 鳥が まだ ここに ゐ たうち は、 かの 女が よく 罄 の 室へ 行って、 夜お そくまで ころんで 話し込んだ 

とと も 知って ゐた。 繼 母が 親類へ 泊り に 行った 時な ど、 離れで は、 若い 男と 女と が 隣り合って、 f 

J と間を占領した夜もぁって、 義雄自身がそれを私かに妬ましく忍ったことも^^んてゐる。 が、 その 
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時、 まさか、 ^^がぁったとは信じてゐなかった。 

その後、 お 鳥が i せに 乘 つて、 驛 さんが こッ そり やって 來 たが、 うまく 云って 斷 わった とい ふ £i を 

したと きも、 か の 女の 浮氣 から の 面白半分な 捏造 だとば かり 思 つ た。 

然し 疑って 兑れ ば、 お R が 穩の來 たとい ふの はお のれの 行った の を 反對に 語った のか も 知れない。 

けんた い 

また、 驟がぉ^:lの來たことをしゃべったとすれば、 それ は 同じく おのれの 行った の を反對 にしゃべ つ 

たと も考 へられる。 

何れにしても、 關係 があった こと は、 たと へ實 際に あっても、 云へ ない に 相違ない。 

『若し あれが 弟のお ふるであった なら』 と、 義 雄の 胸に は 取り返しの つかない 様な 恨みと 怒りとの ほ 

の ほが ごッ ちゃに 燃えた。 

『兎に角、 あのお 金 だけ はわた しの 方へ 渡して 下さいよ、 あなたから 预 かった うちの 會 計が、 そんる 

ぢゃァ やり切れません から』 と 云 ひ いて、 いやな 對照 物なる 千代 子が 立ち去った あとで も、 こちら 

の ほのほ はな かく 靜 まらなかった。 そして、 あのい やな 千代 子に だが、 お 人よ しと 云 はれた 自分 を 

さまざまに 考 へて 见 ない 譯に 行かなかった 0 


Tw うわ 

耳 科醫へ 行った ついでに、 義雄は 小石 川へ ま はり、 秋 夢のと ころで、 お 鳥との 關 係が 詰らない こと 

になった 不平 を こぼしたり、 この頃 書いて ゐる 物の 內容の I 部 を 話したり、 雜誌ゃ 新聞に 出た を 

論じ 合ったり、 碁 を 打ったり して、 晚餐を ® ませる まで ゐた。 

それから 谷 町へ 歸 つて 見る と、 意外に も迎 へに 出た の は 我 碑， 坊の襴 母であった。 懺母 ばかりなら、 

丁度 都合が い いから、 ゅッ くり わけの 分る やうに 自分の こころ 持ち を聽 かせられ ると 思った。 

『ま ァ、 こッ ちへ 入ら ッ しゃい』 とみち びかれ て、 直ぐ 奥の 八疊へ 行って 兑 ると、 原 口 老人 が^ばた 

に 坐 わって ゐる こちらに、 また 意外に も、 千代 子が 例の 勝ち誇つ たやうな つらが まへ をして ゐる。 そ 

れと 少し 隔 つて、 お 政さん の そばに 下 を 向いて ゐ たお 鳥が にがい 節 をして こちら を 兄 上げた。 

渠 はふら くと 癇瘕を 起こした ので、 突ッ 立た まま、 

けん どん 

『また、 氣 ちが ひじみ たお しゃべり をした の だら う！』 聲 はな かく 慳 貪であった e 

『いいえ、 なにも』 と、 千代 子 も 調子の は づれた 甲 St だが、 ぶたれ はしない かと 云 ふ 心配の 爲め にか、 

爐の 方へ 少しに じり 避けて 身 を 固めた。 『わたし は 正當な こと を 云って、 今、 原 田さん に 聽 いて K つた 

ん です。』 

き £3 

『それが 氣 ちが ひだ 1 S の やうに 軌道 を は づれた 人 ^ が、 落ち 付いて 正？. S な こと を 云へ る もの 

か？』 
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『ぢ ゃァ』 と、 目の色 を變 へて、 いざと 云へば 引ッ かきむしりに 來 さうな 手が まへ をして、 『人の 亭主 

を寢 取っても いいと 云 ふんです か？』 

『何 だ！』 渠 はいきな り 右の 手 を あげて 千代 子の 横ッ 面を毆 ぐらう とした。 

とんきょう 

『ぶつなら、 おぶちなさい！』 かう 頓狂に 叫んで、 千代 子 は 立ち あがり ざま、 目をつぶって 義 雄の兩 

竽 にし ッ かりし がみ 付いた。 そして、 目 を 三角に 明いて、 淚を ぼろ。 ほろ 落としながら、 『さ ァ、 ぶつな 

ら、 おぶちなさい！ ぶつなら、 おぶちなさい！』 

『  』 義 雄は默 つて 千代 子の 手 を ふり もぎって、 またな ぐらう とした。 

『およしな さいよ、 そんな こと！』 轔 母 はかう 叱りつ けて、 こちら をと めた。 かの 女 はこん な ことが 

あり はしない かと 心配して ゐ たやう に そばに 立って ゐ たの だ。 

それで、 立 かけた 老人 も 腰を据 ゑた し、 赣雄も 多小氣 がすいた ので、 第一 にお 鳥 を 無言で なだめる 

つもりで、 その そばへ 行って 坐 わった。 そして 築 は 高まった 息 を身づ から 靜め ようとした。 

『寢 取った ので はない』 と、 お 鳥 は 千代 子の 方へ 目 を ぢッと あげて、 然し 皆に 向って 云 ふやう に 云つ 

た。 これ も 怒って ゐ るが、 その 聲は控 へ 目であった。 

『寢 取つ たん ぢゃァ ありません か？』 千代 子 は 相 變らす as が 高く、 とがって ゐた。 

ひ ぞく 

『よせ、 そんな 卑俗な 言葉 は！』 かう 義雄は 一 喝 してし まった。 が、 考へ ると、 见に 角、 自分の 妻な 


る 者が こんな みだらな こと を 云 ふやう になった の は s 分の 罪 だ。 自分自身の 行動に 劉して は、 たと へ 

社會が 同情し ないでも、 また 社會 から 輕侮 されても、 それ は a 分の 覺 悟の 前 だから、 偽 はりの SE 解な 

どす るつ もり はない。 が、 自分の 妻が まだ 無垢な お 政さん の やうな 娘 もゐる 前で そんな、 自分 CI 身で 

さへ 云った ことのない ほどの 卑しい 物の 云 ひぶり をす るの が、 ^德者 的な ここの 主人の 手前 も あるか 

ら、 如何にも に 思へ た。 で、 『どうせ、 妻 はこの 頃 少し 氣が 遠って ゐる やうです から、 今の やうな 

かう 《- い  ► 

失禮 は、 どうぞ 惡 からす』 と、 渠は 若人の 方へ 向いて、 ここの 主人と 交際し してから 初めて の^び 

ごと をした。 

『どう!^ しまして』 と、 老人 も 初めてつ ぐんで ゐたロ を 開ら き、 1 1^ まじめ 腐った 顔に なった。 

『わたくし も 惡ぅ御 1! いました、 わ。』 千代 子 も 殆ど 夢中に のぼせて ゐた その 勢 ひ を ゆるめた。 そして 

きまりが 惡さ うに 人の 額 を ：E^ ながら、 『でも、 わたくしが 氣 ちが ひに 兄え るでしょう か？』 

『M で 今の やうな 失禮な 言葉が 人の 前で 云へ るか？』 かう、 また 義雄 はかの 女 をな じった。 

『いや、 それ は』 と、 老人 は 無理に 微笑 を 浮べながら、 義 雄に 向 ひ、 もお こった やうに、 紬^^^. 

腹が立って をった からで —— 惡 いと 云へば、 そ.0^ゃァ、 君 も 少し のぼせて ゐ るよ。』 

『ほ、 ほ！』 お 政さん は 笑った • 

發展  E 七 1 


泡 鳴 仝 集 第二 卷  四 七 二 

『ねえ』 と、 繼母 もお つき 合 ひに お 政さん の顏を 見て 微 突した。 それ をお 鳥 はまた 何 を 云ゃァ がると 

云 ふ 風に 睨んだ。 

『ま ァ、 fnif は 置いて 11 お 鳥さん にも 下りて 來て貰 つて、 今まで 二人の 云 ひ 分を聽 いて ゐ たの だが、 

ね、 細君の 話す すぢ道 はよ く 立って をる。 何も、 ほかの 女 を 持つ のが 一概に 行けない と 云 ふので はな 

いし、 艇 乾が 承諾の 上で、 家族の 生活 を 困らない 様に してから、 やって 吳れと 云 ふの だ。』 

『それ も、 この 人が』 と、 千代 子 はお 鳥の 兑 向いた こ はい 額 を あごで それと さして、 『ねだって るら し- 

い  無现ゃ 贅澤を I— 』 

『饕澤 などし やせん！』 お 鳥 は 憎々 しさう にさへ 切った。 が、 千代 子 は それに 構 はす、 

『無理 や 贅澤を 云 ふん ぢゃァ な いんです。 家族が ゃッと S せる だけの こと をして 下さいと 頼 むんで す 

わ。』 

『詰り』 と、 老人が 受けて、 『承諾 を經 ないで、 隱れ 遊び をして くれるな と 云 ふんだ から、 これほど あ 

りが たいこと は 無い、 さ。』 

『なァ に。』 義雄は あざ笑 ひながら、 『話した ッて、 承諾す る iii^ はなかった のです。』 

『そり ゃァ』 と、 千代 子も负 けない 氣で、 お 鳥 を また あごで あしら ひ、 『この 人なら 承諾し ないか も 卸 

れ ません、 さ。』 


『よき！』 義雄 は、 横 を 向いて 聽 かない ふ 5^ して ゐ るお tri を かば ふつ もりで、 『今の 問^ は^ 水が 冗， 

だ。』 

『でも、 こんな 女に は 限らない でしよう。』 

『ま ァ、 奥さん は 待って 入ら ッ しゃい。』 老人 はかの 女 を 制して、 『清水さん も 亦よ く 分って ゐ ます。 か 

うなつ，. こ 上 は、 どうせ、 だけ は 直して 貰 ふが、 直ったら 綺麗に 手を切り ますと 云って をる。』 

『  』 へい、 人 を 出し 拔 いて、 もう、 そんな こと を 云った のかと、 読 雄 はお，： t に 味方す る 心の 張 

りが S かに ゆるんで しまった。 『僕に も 僕の 考 へが あるので す。』 かう 云って、 お^と 額 を见合 はせ た 時、 

直ぐ 別れたら どう だと 云って やりたかった。 が、 冷やかに 向き 直って、 老人に、 『然し 別れる、 別れな 

かん *-5 

いは、 こちら 二人の 自由です から、 ね、 何も、 家族が ここまで 出しゃばって 來て、 千涉 がましい こと 

をす る の は 好ましくない です。』 

『わたし はこの 淸 水さん の 宿料 を 貰 ひに 來 たんです。』 

『まだ そんな 執念深い こと をぬ かすの か？』 義 雄の 手 はまたい らくし て^た。 

"ンせ 

『でも』 と、 千代 子 は それ を 警戒しながら、 『あれ を賀 はなけ. OS ゃァ あなたから R かった 家の"^ M 力 成 

り 立ちません。 

0 展  四 七 一】 一 


第二 卷  WL 七 四  一 

し to» うば^  ^ 

『馬鹿 を 云 ふな。 たッ たニ圓 ゃニ圓 五十 錢 のこと でぶッ つぶれる やうな 商寶 《 預けて ない 答 だ。』 

『それ はさう でしよう けれど —— 』  一 

i 體、 お前と おれと は、 な、 お前の 口調で 云 ゃァ、 同じ 星の もとで 生れて ゐな いの だ。 迅 くに 離婚 

して ゐた箬 だが、 ただ 可哀 さう だと 思 ひくして 今まで つづいた のァ、 云って 見り ゃァ、 おれのお 慈 一 

悲 だ。』  一 

『い いえ、 違 ひま^ — わたしが 附 いて ゐ なけり ゃァ、 あなたの やうな 向ふ兑 す は 立って 行か.^ な 力 - 

つたんで す！』  \ 

『お前 はよ く 向 ふ 見す、 向 ふ 見す とい ふが、 ね、 おれの 向 ふ 兌す は、 いつもい つて 聽 かせる 通り、 一 - 

^人の やうな 無自覺 ではない。』 

『 自覺 した ものが 下らない 女な どに 夢中に なれます か？』  一 

/  くわう き 

『だから、 人の やうな 夢中 ぢゃァ ない の だ I、 身づ から 許して ほ 己の 光輝 ある 力 を 暗黑界 のどん 底 ま 

くわく ちゃ ク 

でも 擴 張す るので —— 』 

『それが あなたの 發展 とかい ふので しょうが、 ね I いいえ、 そんな こと を 云 ふやう になった の は、 - 

あなた はこ こ 四 五 年 前からで すよ。 わたし を茅ケ 崎の 海岸な どへ ぉッ ぼり 出して 置いて、 さ、 僅か 十一 

五圓ゃ 二十 圓の お金で 子供の 二人 や 三人 もの 世話まで させ、 御 自分 は 鳴 潮さん や 大野さん と 勝手な M 


§ をして ィた ぢゃァ ありま せんか？ わたしが 歸 つて 來 てからで も、 獨歩ゃ 秋 K 夕の やうな 悪友と 交際し 

て、 隱し女 を 持って 兒 たり、 濱町 遊び を覺 えたり したんです。』 

『そり ゃァ、 お前、 gi が 足りない ので 11 おれが 「デカダン 論」 を 害いた 所以 は、 人間の 光明 界と 

わか 

曙 黑界、 云ひ換 へれば、 鍵と 肉と は 0 我實 現に. H つて 合致され る もの だと 分った の だ。 さう して おれ 

の 行動と 努力と が 各方 面に 大膽 勇猛に なって 來 ただけ のこと だ。』 

『そんな 六ケ しい こと ァ 分りません が、 ね、 待ち 合へ 行った リ、 目 かけ を 持ったり して ィる ものが 

[- 』 

き 

『めかけ ぢ やない！』 聽き 咎めた の はお 鳥 だ。 

『K 'です』 と、 今にも 飛び かか やさう にして、 『めかけ ぢゃァ ありま せんか？』 

『遠 ふ！』 

r めかけです！』 

『遠 ふ！ 女房が 女房ら しう せなん だから、 人にまで こんな 迷惑 や 2^ など を かける やうに なった の 

だ！』 お 鳥の こらへ てゐ たらしい 怒りが I 時に その 口にまで 燃えて 出ようと した。 そして 向 ふが f 爪び 

かかって 來れば 敷 in が ある ぞと いはぬ ばかりに、 かの 女 は 親 ゆび を 中に 他の 四 本の 指で 握り ra: めた |g 

芋 を、 義雄 がそれ となく 見て ゐ ると、 いつでも CI.H に 動かせる やうに S へた。 
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くる 

が、 千代 子 は その 手に 乘る ほど 狂っても ゐ なかった。 

『そり ゃァ あなたの 自業自得と いふ ものです — めかけで なけり ゃァ、 園 ひ 者が 天道 さまのお 罰 を a 

けたので しょう』 と、 かの 女 はお 鳥 を 睨み 返してから、 もとの 賈 葉 を こちらに 向って 絞け た。 『そんな 

者 を 持って 敎育 家に なって ゐられ ます か？』 

『また 敎訓 はよ して 貰 ふ！ それに、 おれ は 英語の 技術 は 受け持つ てるが、 敎有 家の やうな ¥ソ ぼい— 

I』 と 云 ひかけ て 義雄は 老人の 聽 いて ゐ るの を 遠慮した が、 そこまで 云って しまったの だから 思 ひ 切 

つて 語を繼 ぎ、 『もの ぢゃァ ない。 擧校 など 眼中にない ばかりでなく、 廣ぃ社 會に對 しても、 おれ D,^- 

の 發展擴 張 を 抽象的な、 從 つて 外形的な、 淺 ぎな 敎訓 のかた ち を 以てした くないの だ。』 

餘り 懸命に しゃべり 出して ゐ たので、 義雄は 卷き烟 草の 火が 膝に 落ちた の を 知らなかった。 それ を 

おが 鳥氣 ぎいて、 その 手を以 つて 急いで ふり 拂 つて くれた。 

『4-、 この 場で さう 云 ふこと はお 互に 云ひッ こなしと しましょう』 と 云 ひながら、 老人 はまた お i さ 

んが獨 りで ねむ さう にして ゐ るのに 呼びかけ、 t+ ハを 改める やうに 命じた， 

『鬼に 角、 わたし は淸 水さん の 宿料 を貨 つて 行きます。』 

『まだぬ かすか！』 義雄は 握り こぶし を 0 めて 千代 子 をお どし 付けた • 


『でも、 わたしの 淸 水に 對 する 氣が濟 みません から。』 

『ま ァ、 そんな こと ァ どうで もい いぢ ゃァ ありません か？』 糨母は そばから 意地 張って る 千代 子に 口 

を 出した。 

『しみ ッ たれ！ おれの 使った もの ァ斷 じて 返さない！』 

ほ ぢょ 

『ぢ ゃァ、 今度 取れた 分から 先月 の 袖 助 を 出し て 下さい ます か？』 

『やるべき 時ァ やる！』 

『それが 當て はづれ になる から、 毎月 不足が 嵩 むんで す。』 

ちくしゃ ラ 

『何でもい いから、 手め へ は 畜生の やうに 子供 を 可愛がって、 おとなしく 下^屋の かみさんで ゐりゃ 

いいんだ —— もう、 用 はない から、 歸れ！ 歸 れ！』 

『歸 ります とも、 あなたに 云 はれないでも、 歸 ります とも 0』 かう ゅッ くり 云って、 にやり く 笑 ひな 

がら、 千代 子 はこ ちら を 一 歷 いら./ \ させる つもりで か、 わざと 腿 を 落ち 付けて ゐる。 

早く 歸れと 云 はない ばかりし てお 鳥 は 立ち あがった。 そしてに がいく 顔 をして、 何の 挨 1& もしな 

いで こちらの 後ろから 繼 母の 後ろ を 通り、 千代 子が 飛び かかりで もしたら と 云 ふ輕戒 でもす る やうに 

しながら、 この 窒を はしご 段の 方へ 出た。 その後ろ 姿 を 千代 子と 糰母 とが 相ひ對 して 同時に 份ら しさ 

うに 見送った。 
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.『  』 それ を 見た 義雄 がふと 氣付 くと、 さっき、 千代 子に 引ッ かかれた と见 え、 爪の 跡が ほ 分の 

-To がへ 

手の甲に 赤く みみす 張れに なって ゐる。 渠は それ を 二人に 见られ まいとして、 その手を^§-ぃで裹：.^し 

た。 

『E 村 君 も、 まァ、 よく 考 へて、 早く 適當な 結末 をつ ける 方が いいです、 な』 と、 老人 は 改まった。 

ちちろん  I 

『勿論、 その 通りです。』 

『どちらに もよ くないから。』 

『それや ァ資 際です。』 

『家 を 困らせな いでなら、 まだし もよう 御座ん すが、 ねえ』 と、 繼母 もこち らを兑 て 云った。 

こんな 話 をして ゐる うち も、 千代 子 は 二階の 方へ ぢッ と氣を 取られて ゐる やうす であった。 そして 

お 鳥が はしご 段 を あがり 切った 音 を聽き 澄ましてから、 こちら を 向き 血の 氣の少 い 顔 を 初めてに ッこ 

り させて、 

『苦しい ッて』 と、 聲を ひそめ、 『毎 曰 泣き 縯け てる さう ぢゃァ ありません か？』 

『  』 お 鳥が 痛みに 堪 へないで 泣きつ づけて ゐる など、 そんな こと を 誰れ が 云った？ 老人に きま 

つて ゐる。 して ：：^ ると、 渠 の^として、 お ほ 11- 後に 一 このぉほ裂裟と云ふことが義雄の^^も嫌ひな 


こと だのに 1. 語った に相逮 ない と 思へ た。 で、 魏雄 は； a に對 して その 法 蝶 吹きの 本件 を 、おに： S 、おし 

て やる 考 へで、 千代 子に 答へ た 。『な ァに、 さう でもない、 さ。』 

『でも， % い てるんだ らう。』 かう、 かの 女 は、 ぞんざいに ひ 返した が、 だら うは 他人 もしくは 亭主 

をまで も 子供 あっか ひに した： 誥調 だとい つも 叱られて ゐ るのに 氣が 付いたら しく、  id ぐ 『で L よう』 

と 云ひ換 へた。 

『  』 篛雄は 然し また かと 云 はない ばかりに かの 女の ぞんざい を 怒って、 IS び 返 をして やらな 

つた。 そして、 お 鳥が 二階で きッ と、 今夜 こそ はくやし 泣きに 泣いて るの だら うと 思 ひ 5 & けた。 

『でも、 さう、 ね。』 繼 母が 笑 ひながら 口を出し、 『まだ 若い のに、 篛 雄さん も な こと をした の、 

ね。』 

『あいつ は』 と、 子 代 子 はお 鳥の こと を 言って、 『B 業自搏 だから、 仕 かたがない、 さ  けれど、 こ 

-の人 も、 どうせ、 g な 死に かたはします まいよ 11 何庞 わたしに 苦 IS や 心配 を かけた か 分ら. な いんで 

す もの。』 

『お前さんが 苦勞 性に 生まれて 來 たの だから、 仕方がな いと 蹄ら めて おいでな さいよ。 また、 何 かの 

德 になる こと もありましょう から、 ね。』 

『何も 世の中です。』 老人 も 一 一人の 話に 乘り、 坊主く さい 調子で、 『さう くよくよし たもの ぢゃァ ないで 
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す。 田 村 君 も、 云って 見り ゃァ 1; につま まれて ゐる やうな もので、 一 旦迷 ひが ほめり ゃァ、 また 元の 

根に 返ります。』 

『これが 迷 ひと 云 ふ ものなら』 と、 義雄 はいつ も 沈思 瞑想す る 時の やうに 口 を 半眼に 開ら き、 『僕 は 迷 

ひから 迷 ひに 渡つ て 行く のが 生命です。』 

『mk たからでしょう』 と、 千代 子 はさへ 切った が、 こちら は それに は ffls せす、 

『僕 は考 へと 實 際と を 人の やうに 別けて m はく ことが 出来ない のです。 この 二つが 伐と いふ 我の 氣分 

-で 合致して ゐる のが 僕の 生活です。 資は、 迷 ひもない、 その代り 悟り もない。』 

『だから、 君 はいつ もい らくして をる。』 

『ほ、 ほ』 と、 千代 子 は 笑 ひの 合 づちを 打った。 自分の 考へも 老人のと 同じ だと 思ったら しい。 

『然し 氣分 のい らくす るの は、 たと へば ねが 春の 野のお もてに ちらく のぼるのと 同様で — そ 

のちら くより ほかに かげろ ふの 資質がない やうに、 このい らく を 除いて は、 近代的な 人間、 即ち、 

< ラ，  t% 

？千 § の 本體も 現象 もあった もの ぢゃァ ない のです。 IS 質 を 攫み 得ない もの は 穴  1 理に 安んじて ゐ るので 

す。 さう して 空理 は 生命の ない 死物です。』 

『君 はた だ佛敎 の い は ゆる 色即是 M の 理を 大膽に Mt し てゐ るに 過ぎない。』 

『いや、 それだけ のこと ぢゃァ まだ 滿 足な 說 明に はな.？ 2 せん。』 


.  <  かくし.？ 

『なァ に』 と、 千代 子 はまた 確信 ある 口調で、 『星が 肝心です よ。 人 は 何でも S を 調べて 见さ へす bs 

ゃァ 分らない こと はな いんです。』 

『そんな 下らない 迷信 はやめろ！』 

『それでも、 常る から 不思議でしょう？』 

『詰らない こと ァ よせ！』 

『さ ァ、 歸 りましょう よ、 もう、 こッ ちの 用 は濟ん だの だから。』 繼母 はも ぢもぢ して 千代 子 を 促が した。 

もん WJ い 

『ま ァ、 よろしいで しょう。』 老人 は歸 りかけ ようとした 二人 をと めて、 篛 雄に 新ら しい ii. 題 を 持ち出 

した。 『君の 哲舉 は哲學 として 置いて、 11 1 つ 頼みが あるの だが 11 いよ/.  引き 移って K ひた 

いが、 な 11 』 

『ああ、 さう です か？』 義雄は 不意に 水 を あびせられた やうに ひやりとした。 そり ゃァ、 さう 一： ム はれ 

ないでも、 どこかい いところ が あれば 引き 移る つもりで あつたが、 旣に庞 々立ち^き を 命じて ゐたか 

の 如く、 勿體 振って 『いよ/ \』 など 附け 加へ たのが 氣に^ はない のみなら す、 餘り そらぞらしく^ 

えたので ある。 

心が いらくして ゐ るから、 さう 惡く 取れた ので はない かと も へて 兑 たが、 どうも さう ではない。 

かうな つて は、 千代 子に 對 しても 濟 まない から、 どうか 立ち いて W ひたいと 出た のなら まだし もし 
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ほらし い。 が、 こちら からさう 云 はせ ない 爲 めの i 舞 ひ は 毎晚の やうに 甚んで 受け、 その 洒に醉 へば 

また 勝手な 法螺 を 吹いて ゐ ながら、 千代 子の 前 だから ッて、 こちら を T すんだ やうに そんな 體裁 のい 

いこと を 云 ふの は 許さない。 餘り蟲 がよ 過ぎる！ 

と、 かう、 老 友の &が あり 過ぎる の を 含んだ 様子 を義 雄が 見せて ゐ るの を 知って か、 知らないで 

か、 老人 はな ほ癥に 障る ほど 落ち 付いた 風で、 

『こんな ことがあって は、 僕が 君の 細君に 濟 まない からと 云 ふこと は、 これまで にも、 ^々^?5に話し 

てゐた 通り だが 11 』 

『いや、 分りました。 そんなお 話し はこれ までに まだなかった としても I 』 

かう 云 ひかけ て、 篛雄 はなじる やうに 老人 を 見詰める と、 老人 は、 まァ、 そんな野s^は云ふなと「^* 

ふ目附 きをした。 

『然し さう あるべき 笞 です、 わ、 原 田さん としても。』 千代 子 も 亦 斯うい やに 皮肉な ぶしつけ を 云った。 

それ を聽 くと、 義雄 はまた ここの 主人 を 辯 護して やりた くもなって、 かの 女に 

『ふん、 どこへ 行った ッて、 贲 さまな ど を あばれ 込ませな いのは おんな じこと だ ぞ！』 

『わたし はこ こへ も あばれ 込み はしません よ、 人聽 きの惡 い！』 

『あばれ 込んだ も 同然 だ。』 


『いいえ、 逮 ひます！』 

I  ごね， 2 

『ま ァ、 そんな こと は』 と、 老人は少し西倒^:^;さぅに、『どちらでもぃぃではぁりませんか、 なァ御 0 

* よ 

nig さん？』 

『さう です よ、 もう、 分った もの ァ 分った のです から』 と、 繼母 はまた あとの 方へ す さって、 主人に 

あ. 3- ざつ 

歸る 挨拶 をした。 それから こちらに 向 ひ、 『ぢ ゃァ、 歸 ります から、 ね、 今夜の Si はよ く 忘れない やう 

に、 ね。』 

『うん。』 義雄 はいやくな がらうな づ いたば かりだ。 

千代 子 も 老人に 挨拶した 後、 所 天 の 方 を 兄て、 あざ笑 ひながら、 

『ぢ ゃァ、 左様なら —— 今月 はき ッと お金 を 遠 ひない やうに、 ね。』 

『くどい！』 

『どこへ 隱 れたッ て、 分ります よ。』 

『ふん、 分らない ところへ 隱れて やら ァ。』 

『どこへ だッ て』 と、 立 あがって、 『追 ッ驅 けて 行きます、 わ、 例の 祌星 で、 ね。』 . 

『今度 來 るなら』 と、 義雄は 坐 わった まま、 『ICS: と 皮に なって 來ぃ 11 ぐ 葬って やら ァ。』 

『そんな ひどい こと は 云ひッ こなしです。』 老人 は 立ち上って、 お 政さん と共に 二人 を 送って 出た • 
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『  』 義 雄は歸 つて 行く ものの こと や 二階の こと を 一 緒に 考 へながら、 その 場に ただ 坐 わって 

ゐ た。』 

十六 

義 雄が 原 田 老人に 別れて、 二階へ あがって 兑 ると、 お 鳥 は" ぎ 泣の もとに 身 を 投げ出した まま、 ぶッ 

倒れて ゐた。 

『馬^な 以. をす るな ょハ 厕を nt> く ぢゃァ ない 力？』 

『引いても かまん！』 かの 女 は 疊の音 を させて 向 ふ 向きに 半ば 起き あがり、 からだ を 支へ た 左り の 乎 

の 角立った I しに こちら を ふり 向いた。 こちらの 豫想 通り 泣いて たの かして、 日に 淚を 一 杯 溜めて 

ゐる。 その 淚が ぼろく 落ちて、 たッぷ りした 目のう る ほひが 少し 直ったら しい 時、 こちら を 睨みな 

がら、 力の 籠った 聲で、 『咨 生！ 馬鹿！』 

『  』 

『野 呂^! 意久 地な し！』 

『  』 ， 

『かか ァ の前ぢ や、 何とも 云へ んぢ やない か？ J 


『あれで も かい？』 

『さう、 さ。 —— では、 離緣の 離の 字で も 云 ふた か？』 

『云って、 何の 役に立つ？』 

『I 仏に 立たん でかい？ めかけ、 めかけ 云 はれて、 こッち は人聽 きが 惡 いぢ やない か？』 

『惡く ッたッ て、 仕 やうがない、 さ。』 

『仕 やうの ない ことがある もんか？』 

『仕 やうがない。』 

『ない こと はない！』 

『たと へ あると しても、 ね』 と、 ® 雄 はわ ざと おだやかに、 『それが、 もう、 お前と 何の 殿 係 もな.^ よ。』 

『どうして』 と、 お 鳥 はちよ ッと氣 を 折られた。 そんて、 投げ出して ゐた兩 の 足 を 縮めて こちらの 方 

へ 膝 を 向け直して 坐 わった。 

『どうせ i れ るの ださう ぢゃァ ないか？』 かう、 築 はさ ッ きから ゑぐ つて 见 たかった ので ある。 

『さう、 さ。』 かの 女 も 意地に なって、 息 を 大きく 呼吸し 出して、 張った 胸の 兩 方の 乳の あたりまで も 

？!^ の 上へ 動悸 を 打た せながら、 『別れた けり や 今からで も 別れて やる 1. ^^ぐ^を^せ、 直せ！』 

『ふん！ それに ゃァ、 藥りを 渡して ある。 K 者に も 行かして ある。』  • 
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『それが 少しも 利かん ぢ やない か？』 

『さう やき，/ \- する から、 さ。』 

『やきく せんでも、 直り やせん —— 痛うて" i らな いぢ やない か？』 ^！^烈たさぅにからだを捩った 

わる 

『それが 惡 いんだ。』 

『あの 醫者ッ ぼが よくない のだ丄 遍 間で f などと ® を 一 まて、 もう 二十日に なっても、 f ねソ とも 

よくな らん。 ロー 那 さんと 相撲 を 取ったら 行けません』 と、 醫 者の らしい 口調 を 意地 惡さ うに K 似て 

『人 を 馬鹿にし てる！ そんな ことし やせん ぢ やない 力？』 

『さう、 さ — お前が になって からと 云 ふ もの はな。』 

『それに、 ，直らん。— では、 注入 に 二回に 增 して 兒 ましょうと 云 ふて、 さう やっても、 矢 

ク 張り もとの 通り だ。 も 一度 溫 泉に 行かん なら、 もッ とえい 病院へ やって".^ れ！』 

『早く 直って、 早く 手を切りたい のか？』 渠は なほ S. である。 同じ やうに いやな 女 だと は 思 ひな 力 

らも、 千代 子より はす ッと 若く ッて 血が ぁッ たかいの がま だ しもよかった。 

『手 は 切らんでも、 早う 直った 方が え いぢ やない か？』 かの 女 は 往生した やうに t が f ちついて 來た。 

『それ もさう だ、 ね』 と 答へ たが、 渠に はま だ 早くよ く なれと 云 ふ 願 ひも さう が S ではな 力つ.' 

も、 ノ といい 女で あったらと 云 ふ 霞に 向って 行く と、 必は， 現在から I 守に なって、 こん I 情 


まとに あるお 鳥のから だな ど は、 暗 S 物 f の やうな 小 望へ ほうり 込ん § けばい いやう I に 

もな つた。  うった こ I 

『痛い、 痛い』 とば かり、 かの 女 は あまえる やう I 西口 調で その f 頻りに 泣袅 へて ゐた 

十七 

原 田の {S にも 知らせないで、 赣雄 がお t 引ッ 管せ たの は、 赤阪の 仲の 町の 汲 通りで、 丁庞、 水 

川 神社の 森の 後ろに 當 つて ゐた。  きはく 

を 直ぐ 左り へ 曲って、 二 丁 ほど 行く と、 一 方 は 神社つ づきの 森で、 片側 町に なって ゐる。 成 1S:SE ルき 

の 家の if に 小さ 5 露な 料理 やが あ？、 その i が 四 五軒 S つた 二階 f 量 だ。 とッ付 

きが 貸し 蒲圑、 その 次ぎが 空の て 手 ま 間が り、 その 次ぎが 或 辯護士 のお やおで、 $s に 使った 下女 

こ 孕ませて 出來た 子と その 母と 共に 伦び 住ま を I られ てゐる もの。 その 次ぎ は" s§ 分らない 

I  ひらや , , 

夫婦 だ。 その また 次ぎの 角 は辨當 m だが、 そこ だけ W 平家 だ 

この 四 軒の 二階の 殆どす ベて は 年中 締め切られて、 『明 き^あり』 の IS り 札の 懸 つて ゐ ない こと はな 

いんきくさ  -、  、 

< 。義雄 も、 父が 亡くなる まで 赤阪騫 町に ゐた ゆ、 そこ を 通る たんびに 陰钣， M いところ だとお "ャ ない 
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ことはなかった。 たまに 珍ら しく も戶が ぼっ^と 明いた かと 思っても、 1 1 三日して から 通る と、 もう、 

^^り手はどこかへ行ったかして締ったままになってゐる。 

しつ 含 

向 ふ 側が 高い 森で 日光 を さへ ぎる から、 濕氣 がちで 行けない の だら うと、 義雄は て さう 思って ゐ 

た。 で、 そと を 歩く 時 はいつ も 明き 間 を 心がけて ゐ るに 拘ら す、 そこ だけ は 知って ゐて もお ^：:! に 知ら 

せなかった。 

ところが、 かの 女は醫 者からの 歸 りに 一 つ 木から 新 町 を さかのぼり、 獨 りで そこ を见 付け、 大工の 

？ 一階 を 月 三圓で 約束して 來 たので ある。 

たッた 三疊の 押し入れ も 何もない 部屋 だ。 

『こんなと ころで 辛抱す る 代り、 大舉 病院 か、 どこか、 もッ とえい 翳 者に 兄て K ふ。』 かう お i::! は引ッ 

越した てに 云った。 

『さう する がいい、 さ。』 義雄 も、 かの 女が 遠慮 勝ちに なって 來 たの を可哀 さう だと 思って、 つい、 その 

氣 になった。 が、 どうせ 自分との 關 係に 碌な 終り を 告げる 女で はなから うから、 そのから だは どんな 

ところに でも ごろ 付かせて 置けば いいの だと 云 ふ 下 ごころ があった。 

谷 町で 借りて ゐ たぎ 圑は そこ を 引き 拂ふ時 蒲 圑屋へ 返した ので、 改めて 隣り から 口に 六錢の 割りで 

三枚 一 組の を 借リ、 角の 辨當屋 から 三度の 食事 を 持って 來 させて^ 都 を Si に 合 はせ た。 


そしてお 鳥 は 今回、 毎日 山 玉 下まで 歩いて 行って、 そこから. ma. で 牛 込の 逢阪 下なる 人 科-;; Kg 

へ 通 ふこと になった。 この S? に は 歩いたり、 電审 に乘 つたり する のが 行けない から、 入院し ろと 云 

さん * い 

はれた と 云って、 かの 女 はさう した さう に 諷した が、 義雄は そこまで 赞 成す る氣に はなれなかった。 

ぢょ 

それでな くと も、 かの 女の 爲 めに 日に 一圓 足らす の 金 は、 病院 行きの 爲 めについ えて 行く ので あ 

る。 それ を 義雄は 全く 無駄な 必耍 だと 思 ひながら、 出した。 

*« もの 

『自分が こんなけ ッ たいな を 移し さへ せんなら、 立派な 帶ゃ衣 物が H へる のに』 と、 お 烏 も 日々 

惜し さう にして その 金 を 持って行った。 

舉 校を敎 へて しゃべり 勞れた 日な ど、 義雄は Id ぐ その 足で お.：： ：！ のと ころへ ころげ 込む ことがある。 

そして、 まだ 病院から 歸 つて ゐ ない と、 何だか S き 去り をで も^は せられた 氣 がして、 落ち 付く こと 

が 出来ない。 

『あたいが 逃げたら、 どうす る？』 

めんだ う 

『へん！  丁度 仕 合 はせ、 さ —— 面倒が なくなって。』 

じ や うだん 

こんな こと を 云 ひ 合った の も、 義 雄の 本心から 云へば、 冗談で はなく、 寧ろ さうな るか、 それとも 

亦く たばって 吳れ るか、 と 云 ふ 風な 願 ひ を； S えす 持って ゐ ながら、 向 ふから a 分 を突ッ 放す やうな こ 
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と はされ たくない やうな 氣も する。 

ふらち 

もう、 歸 つて ゐ なければ ならない のにと 思 ふと、 何 をぐ づ.^ して ゐる のか、 不埒 だとまで 心が 

立って 來る。 

下へ おりて、 薄暗い 部屋で 大工の かみさんと 何氣 なく 話し をす る 振りで、 お iil がけ さどん な 風 をし 

て 出た かと 云 ふやうな こと を聽 いて 見た。 また、 二 K へあがって、 その窒 の 壁ぎ はに、 行水： f がその 儘 

ぢょ 

に 置いて あるのに 氣が 付き、 かの 女の 身代 はこれ だけで、 これ さへ あれば、 どこへ もつ ッ 走った と Ik 

ふ 心配 はない と 安心した。  * 

が、 また、 かの 女の きんから かんの 手 文 § を 明けて、 何 か 怪しい 手紙で も てゐ はしない かと 調べ 

て 見た。 然し、 

『叔母さん』 と 呼 かけて 北海道から いつもよ こす 姪の ハガキ が 一 つ ふえた だけで、 それに は、 『うちの 

お父さん は どこへ 行きました のでし ようか、 小で Izss りません か』 と 書いて あった。 これ は lig 雄に 

わか 

は 耳 新ら しい 事！； 3； で、 紀 一州の 兄、 北海道の 兄の 外に、 今一 人 行き方の 知れない 兄が ある ことが 分つ 

た。 が、 お 鳥 は それ を隱 して ゐ るので、 こちら も 亦 そ 知らぬ 振り をして 文 S の 蓋 を 締めた。 

そして、 あの じッと 沈んだ 目附 き、 意地 惡 さうな EE 附 きに は、 かの 女 0 身の 祕密 ばかりでなく、 い 

ろん な 事件が 這入り込んで ゐ るの だら うと 考 へた。 


疊ん だ蒲團 は、 から 紙の 後ろの あかり 取りがない 巾 座敷へ 押し出して あるから、 から 紙を絲 めて ffl 

けば 見ないでも 濟 んでゐ るが、 この 三疊 だけ は 明るく 開ら いて 秋の 西日 を 受けて ゐ るので、 陣 子の 切 

り 張り や 壁が みの はがれが よく 目に付いて 棣ぃ。 

こうり 

そこへ 持って 來て、 行李の あると 反對の 壁ぎ はに、 古道具屋で 買った 古いく ちゃぶ 甕 を 机が はり 

に据 ゑて、 その上に 義 雄が 持って 來た雜 誌 現代 小說ゃ 趣味 や 中央 公論な どが 戦せ てあつて、 レッテル 

ひ はち 

に 桃の 縦 を 出した 鐳 詰の あき 鍵が 筆立てに なって ゐる。 また、 ふちの 焦げた g 火鉢に 安ッ ぼい 藤づる 

の お ほ 土瓶が かか つて ゐ るの を 見ても、 『よくこれ で默 つて る、 な。』 義雄 は獨り 冷やかに ほほ 笑んで、 

ぢょ 

こちら からかの 女 を突ッ 放して やる 時機 を考 へて 兒た。 『然し、 どうして るんだら う —— 迎 い！』 

.  ぢょ 

かの 女が ゐれば まだし も だが、 かの 女の ゐ ない 部屋 は^いば かりで、 坐 わって ゐる氣 になれ ない。 

立ったり、 しゃがんだ. ON して 見た あげく、 どうせ、 お 鳥が 歸 つて 來 たら、 きッ とまた、 『早う 直せ、 

直せ』 の 一 天 張り だら うと 思 はれて、 そのに がい 額を兒 たく なくなった。 

玉突きに でも 行って やれと、 思 ひ 切って 立ち 歸 らうと すると、 隣の 敷から 艷ッ ぼい 女の gt が 聽 え 

たので、 ちょ ッと 障子 を 明けて 見た。 

その 屋敷の 裏庭に は、 大きな 怖の 木が あって、 枝々 には澤 山の 賢が 赤く 熟して ゐて、 その 下に ひよ ろ 

t*< れつ 

高い コスモスの 花が 白 やうす 紅に^い てゐ る。 が、 よく 激烈な 夫婦 i ュ t. をす る 金 しの 美しい 細^の 
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— 聲 であった と 確に 思 ふが 11 姿 は その 緣が はに も、 どこに も见 えなかった。 

無地の 牡丹 色 メリンスの k 、ぎ も、 紀 州に ゐた時 持ら へたの だら う、 ra 合.！ 9 じみて を かしい の だが、 

お 島が い ぃ氣 になって 着 澄まして ゐ るの を 幸 ひ、 義雄 はそッ とその ままに させて あった。 

すると、 か のぞ そ S でい つの 間に か 三枚 四十 五 錢塞眞 を 取って 來て、 なかなか 機嫌よ く、 

『よう 寫っ ただろ』 と、 自悛 さう に義 雄に 見せた。 『あすこ は 安うて、 上手 だ。』 

『i げぃ にがい 額 もして ゐ ねい、 なァ』 と、 渠は冷 かし 半分に 答へ た。 

かの の I は、 何 か 少し 事情の 變 るたん びに、 その 當座 だけよ くなる。 毎 口の 小 使 ひ を 少し かた 

めて 前渡しした 時が さう だ。 赤 坂 見附けで 注入 を 日に 二度に する やうに なった 時が さう だ。 牛込ハ 力 

はって、 さう 注入ば かりした ッて、 利く と 云 ふ譯の もので はない と 云 はれた 時が さう だ。 病院で どこか 

の 若い ig と 知り合 ひに なった 時が さう だ。 篛 維と If うなぎ 飯で も 1.^ べに 行った 時が さう だ。 そ 

して 暫 らく 立つ と、 またく 痛い くと 泣き出す。 

U  i^l,f  、  „  )  c?ur^*>  ^1 ^J3^,^£(JDLtp^  1055  くもし たりして ねる の 

義雄は それ を氣の 加減た かの 女の 斜^ カ獨 りて 病氣を J くもし ナ ？ r  / 

で、 實際は 決して 直る 方に は 向いて ゐな いの だと つた。 

『おれ も經驗 したから 云 ふの だが、 痛み を 忘れて ゐる のが 1* だよ。』 かう 云 ふこと を 云って 聽 かせて 

も、 かの 女 はな かく 承知し ない。 


ねむ 

『人の こと だとお もて、 ちッ とも 忍 ひやり がな いんだ —— このち く，/ \ する のが、 眠って をった ッ 

て、 忘れられる もの か？』 

さう 云 ふ ものの、 お 鳥の 餘り いやな 顔、 にがい 顔 をす るの を こちらで 避ける やうな 様子が あ々 に兑ぇ 

. て 來た爲 めだら う、 かの 女 もこ ちらが 來た時 は 或るべく 笑が ほ を 兄せ てゐ ようと 努める やうに なった。 

義雄も 亦 我 善 坊で寢 る こと は 滅多になかった。 聱 のうち は、 け ふ は 出ないで ゐ よう、 時々 はお.： I 

を獨 りで 寢 かして、 寂しい 目 を させて やる の も、 ER を I  に 思 はせ る藥り だと考 へ てゐ ながら 

しふかん 

も、 夜になる と 直ぐ、 習慣の やうに 氣が變 つて、 ふらく と 出て 行く ので ある。 

ご ちそう 

『御馳走 を 持ら へて 待って たのに、 早う 來 ないから 瘦に 障って みんなん ベて しもた。』 こんな iHf 純な お 

鳥の 恨み言が 却ってよ くこ ちらの 心 を 引いて、 け ふ はまた 何 か 出 來てゐ るか 知らん と 云 ふやうな 樂し 

い m 

み を 抱かせた q 

それ も、 然し 初めの 間 は 成るべく 宵から 出かける やうに して 見た が、 段々 々しく かまへ る やうに な 

つた。 かの 女の 持ら へる しなびた 茄子の 鳴燒き や、 丸 切り 大极 のお 汁に もろこし 粉 を こね 丸めて 入れ 

たの や を 添へ にして、 冷たい 辩常飯 も 珍ら しく なくなった。 

たま 

義雄 はこの 頃 時間が 惜しくて 溜らない ので ある。 家 へ の 補助 は學 校から 取る 分 を 割けば いいとして 

も、 自分の ま 籍代ゃ 交際費 や、 お 鳥の 生活に 病院 S は、 ^に 原稿 を喾 いて 儲けなければ ならない。 
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それに 原稿 生活 を mi にす る だけの 努力が あれば、 それ を以 つて 何 か 一 つお ほ 儲けの 出來る 有形 的 

な^-業に發展して行って见たぃと云ふ考へがぁった。 そして この 顷 ほどに 斯う かねの 欲しい こと は 今 

までに 無かった。 

そんな こと を考 へる と、 勞 力に 報いる だけの 報酬が 取れない やうな. ぬ 稿な ど は 害く の もい やになる 

ことがあ ると 同時に、 お 鳥の やうな 女に かかり 合って ゐ るの も 馬鹿. 1 ^鹿し ぃ氣 がする。 それや これ や 

で氣が つて 來 ると、 燒け 半分に 筆 も 何も ほうり 出し、 千代 子 を 毆 ぐり つけた 時な どと 同じ こころ 

持ちで 家 を 飛び 出し、 半夜 を 全く 玉突き 屋 で 過ごして しまう こと も K 々だ。 

それでも、 矢ッ 張り、 が、 屮の 町へ 享を驅 けらし、 腐て ゐる 大工の ホ银 をた たき 起して、 お. = ^の 

二階へ とほった。 

お 鳥 は 然し 義 雄が か 何ぞの やうに 夜 I 而も 遞く I- 來て、 朝は+ 盯ぐ歸 つてし まう の を 不平が 

つた。 

『もッ と 早う おいでよ、 下 は 働ら きどで、 寢る のが nl- いから』 と 云った • 

『然し 時間が 惜しい の だ。』 

ぺ ん *J や- ク  3  I 

『時 が 惜しけ り ゃァ、 ここで 她强 したら え いぢ やない 力！』 


『議論なん かになる と、 8. 害がなければ 書け ない。』 

『では、 それ も 持って 來 たら どう？』 

『I 々持って来られる もの か、 こんな M いところ へ？』 かう、 ぶし 付けに 答へ たが、 義雄 はかの 女から 

がぜん.？ 0 

妻子の ゐる ところ だから 離れた くないの だら うと 云 はれる の を 先き まわりして、 『我^ 坊に は、 ね、 お 

れの讀 破した 書物が 山澤 あるの だ。 その 書物の あると ころが、 おれの.： M で、 妻子な ど 眼中にないの だ 

から、 これ は前以 つて 斷 わって 置く よ。』 

『どう だか、 べん、 分る もんか？』 

『それが 分らな い やうな 女ぢゃ ァ、 色 をと こ など 持つ 资格 はない 。』 

『色 をと こぢやない。』 

『さう か、 ね？』 こんな こと を 云 ひながら も、 .渠 はお £：! の そばで は氣が ゆるんで、 仕^が 手に つ 力な 

いの を身づ から 知って ゐる。 が、 さう 明ら さまに うち 明ける こと は. n 分の 弱み を 兑 せて かの 女 を 勝ち 

誇らせで もす る やうに 思 ふから、 したくなかった。 

この頃、 義 雄の 心 を 頻りに 競爭的 に^するの は、 S 家 大野 正則の 努力と 成功と である。 大 はも 

とから 非常な 飲酒家で 放蕩 家 だ。 それが 前の 妻 を虑 待して、 今 の^子 を 入れよう とした 時、 雄 は 

隨 分と 意見 もした。 が、 大野 は 少しも 用ゐる 様子はなかった。 
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？ 靜子を モデルに して 大きな 油搶を 書いた のが 上野の 展覽會 で 多少の 評判に なった、 時の こと 

だ。 錚子も 翥 家 だが、 その 竄風 とお 8; らしい 氣 質と は 大野の 大嫌 ひで あつたの を、 義雄は 無理に 勸 

めて 渠の HIH な モデルに させた。 ところが、 それから 靜 子の 愛嬌が 大野の 心 をお 領 して、 二人 はつい 

うち ゃラ てん 

に戀と 名聲と の爲 めに 有頂天に なって しまった。 

その 頃、 義雄は 妻子 を茅ケ 崎の 海岸へ やって あつたので、 毎日の やうに 大野の 家へ 遊びに 行って ゐ 

た。 それが、 あり はしない 厭な 噂 を 二重に 立てられる ことにな つた。 と 云 ふの は、 田 村が 自分で 關係 

して ゐた静 子 を 大野に 取られた ので、 その 恨みに 報いる 爲 めに 大野の 細 を 自分の 物にして ゐ ると 云 

ふので あった。 

まんしん K 

そんな 詰らない 嗨で 馬鹿を見 るの もい やな 上に、 友人と しての 大野の 餘 りち ッ ぼけな 慢、 もと 餘り^ 

リ のない 放縦と を 1^11 させる 爲め、 激烈な 絶交 狀を 送って、 一 年华 ばかり 交際 を 絶って ゐた。 

『あの、 君の 激文は 大事に 箱の 中に しまって あるが、 時々 思 ひ 出して は IS 發 して ゐ たの だよ』 と は、 

はくじ やう 

W び 行き 來す る やうに なって からの 大野 の 白狀 であ つ た。 

It 子の モデル 繪は ただ 一 ときの 評判で、 それ ッ 切り 世の中から 忘れられ たが、 大野と It 子との 2^ 面 

目な 共同 仕 箏は、 現今、 紙^_きの芝居の書き割りなどに現はれて、 ^15々、渠の素養と抆巧とを見せてね 


それに 比べる と、 義 雄の I 在 は 大野の 三 四 年 前で ある。 

『忠告した 者が 今度 は 忠告せられ なければ ならない ぢゃァ ないか』 と義 雄が 云 はれた の を、 大 一個 

の 友情から 出た の だと は 思 はないで、 却って この 第二の 忠吿 *? の 概括 的な、 徙 1^ 並みの、 何も rzss のな 

い、 ただの 皮肉 だと 受け取った。 

そして 義雄は 自分 を 辱の 取れた 齒の やうに 寒く 觀 じた。 

放縦 だと 人に 云 はれる の は、 寧ろ 自分の 意氣 込みの I 部面 を 指摘せられ たやう で：！ S 持ちが いいの だ 

が、 友人までに 11 ただに 大野ば かりで なく、 自分の ® して ゐる龍 土 < ^の 2i 氏から も —— いやな^ 肉 

や 冷笑な どを當 てつ けられる のが、 この！ s、 非常に^に なって 來た。 

自分の 精神的 事業 は、 如何に 親しい ものに でも、 兄えない の だ。 卑ろ .れ 業の やうな 兄え る を や 

つて 見せる に 限る —— をれ にしても、 さきに 詩を以 つてば かり 立って ゐた 2- の 勢 ひ は、 その 半分 もな 

い 様に、 義雄は 自分ながら 感づかれた。 

そり ゃァ、 『デカダン 論』 も 出版した し、 小 耽 『耽溺』 も 害いた。 また、 一 昨ハ 牛から 段々 發；： ^した *4i 

短 論文 を 集めて、 現在 『新 自然主義』 と 云 ふ 書 を 印刷に 附 させて ゐる。 が、 界 から 散文 界に 移った 

ゆるみが まだ 直らないで、 新ら しい 立ら 場 を社會 的に 樹立して ゐな いのが、 如何にも 義 雄の 苦痛お。 

はつて-^ 

そこへ 持って 來て、 生活費が すん/ \ 高まった ので、 もッ と金 を 儲ける 爲め にも、 何等かの ^を 
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講じなければ ならない。 自分 を 活かす と 云 ふこと では、 詩に 向 ふの も、 小說へ も、 同じ S であった 

i  く、 霧 か I 業に 向 ふの も 亦 同じ それ だと 思 はれた— 尤も、 それに は 自分と して 自分の S 行 的 

藝術 論の 极本 I を 1^ ひて きからで あると して だ。 そして 大野のと ころへ 呼ばれて、 I な 御馳. 

走になる 時な ど、 翁 雄 は 却って 友人に 馬鹿にされる やうな 氣 がした。 そして 

『おい、 しッ かりし ろよ』 と、 mf 1 つ 叩かれて 來た 曰な ど、 I は 一 曰、 家に 於いて ふさぎ込ん 

でゐ た。 そして 駕に おぼれる 心 は 0 ちに それが 新發 f 求める 心持ちで ある こと を 知った。 

『これから また f のお 勤めです か』 と、 千代 子が こわい 額で 冷 かすの を、 いつも 管 捨てに し S 

る。 が、 き？ つけて でも 來 ると i だと 思って、 わざと 反對の 方向へ 足 I ぶ。 それでも、 なほ 

^  ^  a  TJUf-UMr  -- >  ^s. 司じ！^-：^^ち へ 這人ることになる— 

旦 後ろ S い、 お，： g ゐる 方へ 足 力 向き 出す と ..h ゥ. 5  ,， ュ みや ミ、 こ.」、 .r、 

そ， 今 井町から 登って、 水川祌 社の 攀を 通る、 聱 でも I い 道で —1 の あは . 天， は 

が 住んで ゐ たとい はれて ゐ るが、 今 は、 裹 門のと ころに 猿 を 二三 匹 飼って ある。 その 高裹 から？ 

こ、 樹木の 間から、 お 鳥の ゐる 長屋が 兑 える。 

その i から 降りる 曲りくねった 坂の 中途に、 大野が もと 惜 りて ゐた 家が ある。 今 は 何者が まて 

ゐ るか 知らないが、 そこの fl ぎる たんびに 義雄 は 、大野の 盛んな 現狀に 自分 を 引き 比べて、 架の 


ゆるんだ やうな、 失意の やうな、 i 妬の やうな 感じに 打 たれたり、 また 芝 ：5 の喾き 割りなん て 金の 取 

れる i でけ であって、 その 仕 は 何の B 位 もない と 云 ふやうな 別な 競 心 を 起したり した。 

それが いやで 溜らない の だが、 矢ッ 張り、 その さきに 引ッ 張る ものが あるので、 毎夜の やうに この 

近 みちをと ほって 行く。 

…… まだ 父が lil の 時 だ、 大野の もとの 細君が 今 ひとり 別な ® 家の 細 を 連れて、 三 一月の 節句に、 

十 ら、 白酒 を飮 みに 來た。 …… 女だてらに、 何 ぼ 何でも、 四 合 瓶 を 明けて しまう と は くぢァ ない 

かと、 父 は 蔭で 不興な 顔 をした。 …… 二人とも 强 いの だから 仕方がな いと 云 ふと、 主が みんな：^ ん 

だく か だから、 いい 氣 になって ゐ るの だ。 注意し ろ、 と、 また 父 は 云った。 …… 義雄は 然し 共々 に 笑 

ひ 興じて 過く まで 二人 を 持て 爲 して、 家から 送って 出た。 …… 

『わたし、 醉 つて ふらく する、 わ。』 

『わたし もよ。』 

『^れ ちゃ ァ あぶないです。』 

こんな こと を 笑 ひ 合 ひながら、 が f の 森に 來 たが、 夜中の S3 が 殆んど K ツー！？ なので、 女 ども は ぬ 

nr になって、 聲も 碌に 出せなかった。 

祌 社の si: のと ころで、 義 雄が、 
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『そら、 猿が』 と 威 かして a たら、， 二人 は 同時にき ゃッと 叫んで、 兩 わきから こちらの 手に す 力り 付 

いた。  

千代 子な どと S つて、 大野の もとの は 優しい、 いい 細 零あった のに— 然し また 今の もお § 

どと は 遠 ひ、 所 天 の 片腕に なって ゐる。  ？ 

などと、 友人の 身の k を 非常に 妬ましく S ながら、 渠 Qi で そこの f  Si に 迎 りながら 下りた 

時 は、 もう、 夜中の 十二時に 近かった。 

しんとして、 11 道に 落ちた 木の 薬が ゆるく さらく と 風に ころがって ゐる晋 がする ばかり だ 

i かにお 鳥の  が戀 しくな つて、 貸 蒲 圈屋の 今にも 消えさう に またたく 瓦斯^の 隣り， 

急いだ。  .  ， c、 

飛び付く やうに 戶ロを 目 ざして 進み、 f ならき たなら しい 5 の 水が 流れて ゐる のが まる 太い 

どぶ を、 どぶ 板 をが たく 音 させて 渡った。 

3 は 無論 締 つてる と 思 ひながら も、 ちょ ッと手 を かけて 見た 

粱 して さう であった が、 どうも 明け 5 ふの だから、 ただ 立て 寄せ S いて 吳れ たらい いのに ー 

下の もの 等が わざと さう する やうに も老 へら.^ た 

g  くに 障る やうな 氣翁 なやうな おひと がー 緒に 湧き 溢れて 來て、 渠は 先づ輕 く戶を 叩いて 見た • 


『ぃッ そのこと、 これから どこかへ 行って、 獨 りで 炊み 明かさう か？ もう、 二 ヶ月 足ら やと 云 ふ も 

.A ん ザん 

の、 完全な  にも 解れた ことがない。』 

外に 立った まま、 ふと 思 ひ 浮べた の は、 下の 人々 もま だ逞 ましい 男と 女で ある こと だ。 而も 旣に丈 

夫な 子が 一 人 ある。 

をす めすの 獅 fi- は どんなに 6" いほら 穴に でも 一 Si に 住む、 人^も さ うだらう。 こんなに wra も い 

陰 氣な濕 つぼい 家に ゐて、 而も なほ子 供 を 産んで 行く。 

かう 考へ ると、 この！？ 夜に、 ゎざく渠等と冋じ穴も同前な家に眠りに來る1^^雄门身も、 人の 形 を 

した 毛 だ 物で、 たと へ獮 子で な いまでも、 か 山猫の やう だ。 

隣り の 瓦斯 燈の 光り も 消え かかって ゐる だけ、 夜と 云 ふ 暗い g?, 的な 氣 分が みなぎって、 簡に める 

官能の 力 を 誘 ひ 出した の だら う 11 犬が 鼻先で 物 を いだ やうに、 ぶんと格子さきのどぶのぃゃな^?^ 

ひが 義 雄の 耳と 共に 一 方より 利かない 鼻に 聽ぇ て來 た。 

たま 

『こり ゃァ 溜らない。』 渠は思 はす その どぶ を 渡り 返した。 が、 折角 來 たのが 惜しい やうで もあって、 

立ち去り 兼ねた。 

し！ 

〔水 11 渠 はこの 刺戟がなければ、 强ぃ 性慾 も 起らない ほど、 疲れて ゐた 一 I のつ いた ハ ンケチ で 

鼻 を 押さへ ながら、 また 引ッ 返して 戶を 叩いて 见た。 11 返 isj もない。 
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ト さいふし 穴 ゃ戶の 透き W から^いて 見る と、 中 も ひ ッそリ して 一 g いやう 1^ 力 何 だ 力 あの 

吉と云 はれる 子供が 今にも E を覺 まして、 母獸の 寢てゐ るふと ころ を 四 足で 這 ひ 出し、 わ. < と 力 に 

ゃァ とか 啼 きさうな 氣 がした。 

思 ひ 切って、 どんく、 どんと 大きく 叩いて 見た。 

『誰れ だ』 と、 奥の 方から 奴 鳴った の は、 每 あさ 鉋 や 手斧 を 持って 出て 行く 主人の 大工 だ。 

魏雄は 直ぐ 獅子の 猛り狂 ひの 怖ろ しさ を 想像した。 が、 毎晚、 來る もの はき まって るのに、 人 を H:^ 

鹿に する も が あると 思 ひ 返した。 

かどだ 

『m 村です。』 少し 强ぃ 角立った 返 一 をす ると。 

『さう です か』 と 云 ふ、 前の 權^ と はころ りと 遠った 聲が聽 えた。 

それ も 大工の 聲 であった が、 それ ッ 切りで —— 人の 出て 來 るけ は ひ はない。 

13 は 全身が 總 1^ 立つ ほど のない、 a す ぼらし い 恥肆を 感じて、 秋の 夜風 を しみじみと 心の底 ま 

でも 呼吸した。 

あんな 劣等な 人間にまで 馬鹿にされて、 自分の 社會に 於け る 立ち 場 は 全く ゼロに なった ではない 

か？ 

わか 1 

I  瓧會に は 精神的な こと は 分らない， 


大^ は矢ッ 張り 利口 だ — C1 己の 生活 を 確かめる 爲 めに、 同じ 性質の 仕 でも、 成るべく 抵^に 知 

られ" 勿い 芝居 の 書き割り の やうな 物に 向い て 行 つ た。 

文藝の やうな 無形 的な 審業 では、 どうも 滿 足出來 ない 氣 がする。 

何 をした ッて、 CI 己の ii なら、 おのれの 主教と 主張と は とほる^だ — ¥ く  I つ 書き割り などよ 

れぅ とく 

り もす ッと 有形 的な 察 業 をして、 名眷 と金 錢とを 自分の 內容 的. 牧カ と共に 兩 得して 兑 たい 

金錢さ へ ど ッ さりぶ ち 撒ければ、 こ んな f き 大工 の やうな I！ 浪 的な お ほ 法螺で とほつ た 耶蘇の 

前身の やうな —— もの は、 人で も 千 人で もべ こ ^させて やる 

冇形 的に さした る 事業 もしない li かう 云 ふこと を 義雄 はた だ IBW に さまざまと 考 へて n ル 

た。 

そして 冬の 霜が 人の! を燒 きつける やうな 冷た さを帶 びながら、 今一 庞思ひ 切って、 

- 『明て け 下さい』 と、 戶を どんくさ せた。 

『淸 水さん、 早く 明けて 下さい』 と、 下の 大工が 叫んだ 時、 お は 火 をつ けた ランプ を 持って、 も 

う、 二階から 下り かけて ゐた。 

明 い 光りが 戶の透 間から こ ちら へ f はれた。 
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I； 子 を 明けて 土間 へ 下りる もののけ は ひがす る。 

重い 黑が ねで でもあった やうな 戶が、 やがて おとなしく 明いた。 

かう し jjf 

，雄 は說 つて 這 入り、 默 つて 自分で 戶を 締め、 格子 を：^ めた 

あがり 段の あげ 蓋の 上に いた ランプの 光りに、 お 鳥が じッ とこち らを兑 あげた 不平 さうな 顔 力 

1 き は 色白く 見えた。 

梁が 手 ぶら でさきに 立って はしご 段 をの ぼる 時、 ちょ ッと 下の 夫婦の 様子に 0 を 放った が、 

『どう だ、 下の ぁッ たかさうな こと は』 と、 義雄は 上へ あがって からお 鳥に 初めて 私 やかに を かけ 

た。 

『いつも あれ、 さ。』 かう、 かの 女 は 答へ て 笑した。 『だから、 明けて 與 れんの だ 1 何で、 もッと ¥ 

ぅ來 ない？』 

しごと 

『仕 に 興が 乘 つて ゐ たから 11 』 

『こんなに いつも 過くな るん なら、 ぃッ そ來ん 方が えい。 けさ も、 下の 人が 迷惑 だとお こって ゐた •』 

『ぢ ゃァ、 間貸し をし ないがいい。』 

『けれど、 自分 も惡 いぢ やない か』 とが らしく 云 ひながら、 かの 女 は ランプ を S いた 机の 方と 反對 

に 蒲圑を かぶって 木の 枕に 就いた • 


よこむ 

義 雄が 机の 前に 横向きに 坐 わった まま 返り 見る と、 ラ ンブ のか さに また 半紙の 切れ を 垂れて あるの 

がかの 女の 顔に 特別な 蔭 を 投げて、 その 白い 色 を 却って 透き通る ほどの 簿 化 被に 见 せて ゐる。 

渠は それに 見 とれながら、 

『でも、 ね、 借りた 以上 は、 その 部屋の ぬしが 過く 出よう が、 歸 らうが、 明け S てして 吳れる 義務が 

ある。』 

『淸 水さん が 見に 米て 貸したん で、 田 村さん に贷 したん ぢ やない ッて、 めん どく さがって るぢ やない 

か？』 

『そんなら、 立て 寄せて la いて 旲れ りゃァ いい。』 

ぶようじん 

『それ も 無用心 だ 云 ふて る。』 

『何も 取られる やうな もの もない ぢゃァ ないか？』 

『き 一 つで も 惜しい、 さ 11 それに、 下の かみさん は あたいよ りえい 衣 物 を 持って る。 こないだ、 そ 

じまん 

れを 自慢 さう に 出して 見せた。』 

うらや 

『羡 ましかった の だら う？』 

『そ .sy やさう、 さ —— 自分が 買うて 吳 れん ぢ やない か？』 

『ま ァ、 さう 云 ふな. - おれ も今考 へる ことがあ るから、 それが きまって 一 と 儲けす り ゃァ、 何でも 好 
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きな 物 を 買って やら ァ、 ね。』 

『本 統？』 かう 云って、 にこ 付きながら、 かの じ をち よ ッと首 を もたげた 時、 光りと， がその 額の 

色 をち らく 剌戟 して、 幻燈に 寫 つた 美人の やうに 奥ゆかしかった。 電燈使 川の 室で 兌て は氣が 付か 

なかった こと だが、 ランプに なつてから、 その い 蔭の 中に 包まれた お 鳥の 寢額 は、 螯^ むき 出し 

の、 押しつ ぶした やうな、 田舍 くさい 節 立ちと は 丸で 遠って、 物瘈 いほ ど奇歷 だ。 

『i¥^! 閨 裏人丄 かう 云ふ考 へが 禁の 心に 浮んだ。 と 同時に、 また、 額の 輪廓に どことなく 

人並みより 締 つて ゐ ない ところが あるの を、 紀 州に は 多い と 云 ふ 多に 生れた 娘で はない かと WW ひ^ 

いた。 さう 思 ふと、 g ばかりでなく、 肉 f 肌合 ひが どこもすべく し 過ぎて 締 りがない やうで あつ 

たのに 氣が 付いた。 

前の 男が、 ど、 すであった などと は、 或は、 眞ッ 赤な うそで 11 おのれに この 弱みが あるの を假 りに 人 

，にこ つげて、 氣 休めに して ゐ るの かも 知れない。 

それで 尻も輕 く、 素性 を隱 せる 1 ヌへ 出て 來て、 人並みの 出世 を 望む の だら う — ？ 

かう 考へ ると、 義雄 はかの 女が 迷 はしの 術中に 全く 落ちた 初めての 權 I である 氣 がして、 興 ざめ た 

目 を 鋭く 見 Si らき、 眼が ね をと ほして、 暫 らく じッ とかの 女の 妖相を W 詰めて ゐた。 


機 多 だ、 穢多に 相違ない と 云ふ考 へが、 どうした もの か、 お.： Ill に對 する 魏难の 心 をい：： する やうに 

なった。 

かう 考へ 込む と、 かの 女が その 穀類 や 兄弟の こと を 成るべく 云 はない やうに 避ける の も、 味が あ 

る やう だ。 

かね か 

おや ぢは 北海道へ 行って 金貸し をして ゐ たが、 紀 州へ 歸 つて 死んだ こと。 紀 州の M 儿は S: 者で ある こ 

と。 お 鳥 自身 は 北海道に ゐた時 柔術 を 習った こと。 へ 來て矢 板 裁縫に 蔡ん おこと。 國へ歸 つて^ 

縫の 代用 敎员 になった こと。 こんな こと は、 かの 女の in 葉 や 雄の 繼 母の 二三 年 前 K::^ した ii^K で 分 

つて ゐ るが、 現に、 叔母さんと 云って よこす M の 姪が 父の 行く へ を 尋ねて 來た その ハガキ を、 ISg 雄に 

見られて ゐ ながら、 あれ は 兄の ことで はない と 隠して しまう。 

て しゅ 

では、 姉の inf 主 かと 聽 くと、 をん な 兄 * はない と 云 ふ。 きッ と、 その 兄 も 紫 性の 悪い の を せら 

たので、 妻子 を粲 てて まで も、 妹と 同榇、 もッと 世^の K いところ へ 飛び出し たの だら う。 

今、 北海道に ゐ ると 云 ふ 方の 兄の ことで も、 何 を K 紫に して ゐ るか、 いやがって、 うち^さない。 

かわ は  f 

これ も、 きッ と、 皮 剝ぎか 何 かで あらう。 
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かう 考 へ 込みながら も、 却ってます くお 鳥の 幻燈の やうな 額 へ 心 力 向った 

或 朝、 そこ か I ぐ囊 へしき きんして、 二階の 覽室 へあがる と、 蒙に 最も 多く 同情 を 持って t 

で ゐる專 任敎論 が、 

『田 村 君、 ちょ ッと』 と、 築 をさ し 招いて、 そとの 廊下に 出た。 ヨ， く 

そこから、 廣ぃ ■ 場 I てて、 同校の f  _者兼校 主の 高い |な邸 宅が よんえ る 筵 は そえ 

S む I に、 なァ に、 おれの やって 來た事 I き S もの だが、 決して 

あ. -こは S ると も 劣らない と 云 ふ S 發 心が 起る ので ある。 

御用商人の 校主 は 早く か I んでゐ る 男爵 を ま 養へ ない。 然し 若し おれで あったら、 もう 迅く 

になって ゐた转 だら う。  ク 

6 が 違 ふ。 霧が 違 ふ。 品位が 違 ふ。 i の 蠻が遠 ふ。 と、 かう 云 ふ 品 f をす る こと も i 

この 邸宅 こ 向 ひながら、 梁 は 任敎 論から 豫 期して ゐ たこと を 申し渡された。 

『君の この 雲に 於け る 1 もい よいよ きまった やう だ。 敎 f うま く、 蠢 にも 人 誘 あるから 

と、 どう 辯 護して 見ても 駄目であった Is- は 校長 並びに 擧監 の男锊 閣下に 受けが 惡レ 』 

『そり ゃァ 承知の 上 だが ！  — すると、 僕から 辭表を 出さう か？』  、 

『ま ァ、 それ は 待ち 給へ、 If  また 君に I する から。 S つて そッ として？ ゃァ 


來 年の 一 一三 月！ まで はいいだ らう •』 

僕 は、 もう、 どッ ちで もい いよ 11 今度 また 新しい 論文 桀を 出す から、 前のと li: じ やうに 惡く注 

される にき まって るから。』 

し As 

『それ も 君の 主 まから 來 るの だから、 まァ、 いい、 さ 11 鬼に 角、 何 か 別な ロを兑 付けて ® き 給へ、 

僕 も 心がけて は 置く が 11 』 

『今度 ァ、 もう、 僕、 敎師 なら 大擧 程度ので なけり ゃァ いや だ 11 うるさい から。 私立 ゆで もい いか 

ら、 あったら 頼む 11 が、 僕 は、 それに、 全く 別な 寧 業 を やる かも 知れない ので 11 然し これ も 商業 

擧 校な どを敎 へて ゐた おかげ だと も 思って ゐ るの だ。』 

『何 を だ』 と、 敎諭は 好奇心 を 起した が、 丁度 その 時、 敎授 開始の 時^が 過ぎて ゐ たので、 生徒の I 

人が 義雄を 呼びに 來た。 

ねっしん 

渠は 英語の 敎科書 をより 分けてから、 引き 蹄った 熱心の 額で、 勢 ひよく 受け持ちの 敎窒に 這 入る と、 

まんじ や-つ 

まだ 物 も 云 はない うちに、 滿 場の 拍子 喝采が 起った。 そしてい つも これ を樂 しみに ここへ は來 るの や 

あった。 

十九 
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義雄 はこの SS. 出版 書の i せ I やら、 新 事業の 調 Isra 畫 やら、 お 鳥の また 痛み を訴へ 出した 而倒 やら、 

^ろん な 惡ロを 云 はれて へ" るの を 知って る やらで、 殆んど 全く 友人 を 訪問し なレ 

秋 夢の 處へ も、 m 村の 處へ も、 大野 や 村 松の 處へも 珍ら しい ほど 丸で 無沙汰 だ。 

向 ふから 亦 滅多に 一 f い。 と 云 ふの は、 女の もとにば かり 人り 浸りに なって f は殆 んどゐ ないだ 

らうと 云 ふ 間違った 抱 察 を、 すべ て の 友人が 持って ゐ るからで ある。 

度々 やって 來 るの は、 ただ £i§ と 云 ふ 國の小 鍵 時代からの 友人で— いろんな 社^ 突 

ッ 込んで， ロ錢 取り をして ゐる。 殆ど 全く 英語が 龍め ない のに、 ハガキ などへ よく 自分の 姓名 を^お 

字の かしら 字 だけで ま 曰いて よこす ので、 多少 英語の やれる 千代 子な ど は 馬鹿にして、 

『加 集さん』 と、 おもてに は i しながら、 かげで は 『き TK』 と 呼び 粲て にす るの を！ した。 

舊 はこ ill の 相 I ひ 手に した。 口 i ばか-上" 手ビ 男だ鱼 つて はら、 無論 さう 深 

いこと は 打ち明けない。 が、 いろんな こと を實 地に 就いて 調べて 來 て吳れ るの が 調法 だし、 また、 ^ 

二流、 三流の 資業 f ら 大抵の 人 を 知って るから、 S ざと 云 ふ 場合の 橋渡しに はなり さう だ。 

譲の 墓と は、 先づ ils 入で ある。 この 計 畫は渠 が 數年翦 に 或髮の 手した になって や 

りかけ たこと だ。 七 A ヶ月 も かかって、 向 ふと 手紙 Q 往 f 数回したり、 向 ふ S 情 や こちらでの 資 

り i き 方 を 研究した あげく、 大船 一 と 船の 註文 を 電報す るい ざと 云 ふ 場合に なって、 K 本家の 某 は 保 


金 を 人れ るの も n 分 だから、 註文 も 白 分 I 手で やる と 云 ひ 出した， 

どうぜん  >  .i  i 

『可の こと はない、 お膳 立て をして、 御馳走に ぁづ からなかった も 同然 だ、 なァ』 と、 人 も カツ 力り 

した。 

それ を 今度 は雜雄 自身が 主にな つて やって a たいので ある。 

今 一 つ は 九州の 或 炭鑛の 無煙炭 を、 木 無煙より もす ッと 安く、  $ ^並びに その 附近まで も 持って 

來られ る ことが 分って ゐ るので、 その 赍 り 込み 方 を競爭 して 见る こと だ。 

その どちら かに 乎 を 付けよう とする の だが、 義雄 はま だ どちらと も 決心す る ことが 出來 ない。 

『そり ゃァ、 どんな 大きな 計靈 でも、 計 SB だけ は 立ちます、 さ。 けれど、 その 资本 はどうす るんで 

す？』 かう、 千代 子 は 加 集 もゐる 室へ 這 入って 來て、 ぶしつけに 云った。 二人 は 物好きに つて =ル た 

ほんしゃく 

馬肉 鍋 を突ッ つき 合 ひながら、 晚酌を やって ゐた。 

『ま ァ、 奥さん、 一杯』 と、 加猩は 千代 子に 1^ を さしてから、 『资 木と 云 ふの は、 その 今、 仅が资 本家 

を 見付けて 來 ます。』 

『うまく そんな 人が 見付かれば いいです が、 ね。』 かの 女 は 一 向に 信じない 子 だ。 そして、 こちらが こ 

の 家を寶 つて 資本 を： S ら へようと して ゐ るの を 感づいて ゐ たかして、 『この家を*:5:^るゃぅな こ と はわ 

たしが i^i^g ですから、 ね、 これ だけ は 前以て 斷 わって S きま^ — 亡くなつ たお 父ァん から、 あと 

發展  五一 一 
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はし ッ かりお 前^ 頼む、 義 雄の やうに うかくして ゐても 困る からと、 わたしが m 々賴 まれたん で 1 

> ら G  J  一 

『な &,^ f こと はいふな— ぁッ ちへ 行け！』 義雄 はかう 千代 子 を 叱りつ けて、 加 に 猪 n を： t 一 

た。  i 

渠の 胸に は、 豪、 家 を賣 つても と 5 考 へがあった。 それ を 知って、 また 加染 がっき 纏って ねる 一 

ので ある こと も 分って ゐた。  一 

けんく わ 

新 出版物の 校正の ことで、 證の或 印刷所の t と 云 ひ 合 ひ をした 歸り だ。 蒙 は S の あとで 意 

志が 通じた と 云 ふいい 氣 持ち を 味 は ひながら、 電車 を 芝 公園の 御成門で 下りる と、 向 >パ 力ら 海^ 水路 

部の 前 を、 弟 § がいそく とやって 來た。 1^ & にやうな ぼんやり ツ子で ない si 醫と § お 一 

た。 田舍の 村長 じみた 洋服のお ゃぢが 一緒に 附 いて ゐる。  一 

『どこへ 行く？』  一 

『 一 週 問ば かり 前 橋 へ 行 つ て來 ます。』 

『さう か』 と 答へ たず、 行 I つたが、 あれが 上 州に ゐ ると 云 ふ I のお ゃ專、 飲んだくれ 8 

部 だ、 な、 と 分った • 


が せノ、 う  -  一 Jf^ 

と 云 ふ 女 は 今 も 小 校の；^ ださう だが、 我 ザお 坊に 住んで ゐた 時、 お 烏 と共にお ils 仲 で 

あつたの を繼 母が 知って ゐ るので、 S との. 結^に 不 tl^ 成を唱 へて ゐる。 然し それ は 一 方に、 鄉 2： が n 分 

の 姉の 娘 を 入れよう として ゐる からな ので 11 その u 的 は 丁.^、 かの 女が 四十^で こ の，：^, へ 來 立て 

に、 義 雄の 千代 子と 出 來た仲 を 裂いて、 おのれの 貰 ひ 娘 を 入れよう としたと fi: じだ。 

つ がう 

IT さう ぉッ 母さんの 都合い いやう に は 行かない。』 と、 義 雄 は 明ら さまに 云って、 その代り、 心して 

靨 居で 澄まし 込んで ゐれ ばいい。 父が ゐ ないから ッて、 父の 後 添 ひ 待す る やうな こと は、 兄、 ぬと 

もしない からと 語った こと も ある。 

もくろ み 

然し 轔 母に 取って はすべ ての 口論 见がは づれて しまったの だ。 贳ひ娘 は、 かの 女が ここへ 道 入る 前 

に、 自家へ 下宿人 を 一人 S いてた その 人と I 絡に なって しまった。 お Sf; の ある 爲 めに 姪 を 入れる こと 

も出來 なくなった。 比較的に ひながら fee てた： g にあと を 機が せようと したの も、 矢ッ 張り 戶% の 

命す る 通り、 義 雄が 取って しまった。 その上、 つれ 添 ひに は 死なれた。 

今の 戶 主なる 義 雄に if して は、 かの 女 はおし 腹 を 洗へば 介 はせ る 額が なから う。 渠 はこれ をよ く 察 

して ゐ るから。 成るべく そッ として H< ので あるが、 どちら かと 云へば、 腹 を めさせない！ 3 によ 

も、 Icyl: のつな がる 聽の 方へ 加^す る倾き は.. M でお づた。 

馨が ii へ 出かけて 行く の は、 ^母に 取って、 優しい^::! の 羽 含み 卿した 桌 鴨の 子が 水の 巾へ 逃げ 
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て 一 了く やうな 痛まし さが あると は 察しながら も、 義雄 はな ほ 弟の. 出 來た戀 に は 少しも 反 對が無 かつ 

た。 

が、 ただ 一 っ義 雄が あはれ に 思った の は、 自分 も旣 に經驗 して 分って ゐる 通り、 その 戀 人が 年上の 

女おから、 やがて は、 きッ と. - 飽きが 來 ると 同時に、 その いづれ、 兄の 承認 を經て 形成す る {\ や M も、 

望 一 の 田 村 家た る 悲慘を 現出す る だら うと 云 ふこと だ。 

が、 また 考へ ると、 a 分と 違 ひ、 は！：^ も 卑怯 だ。 隐 病 だ。 そして 索 直 だ。 年上の 女 をで も、 祌經 

資に 叩き 落して しまう やうな 思 ひ 切り はない かも 知れない。 

『あれで お a とも 關 係した ものと すれば、 どッ ちが さきへ 乎 を 出したら う？』 この 問题 は、 もう、 さ 

ひとや 

して 载 雄の 氣に 懸ら なくなった。 人招れのしたぉ^！？が手を出しかけたかも知れなぃが、 正直に I 人 を 

さう ゐ 

思って ゐる らしい 纏 は、 き ッと應 じなかった に 相 遠ない。 

こちら はお に對 する 熱心が 段々 冷えて 來 たのに 反し、 ぉs5に向ふlIのぁのg^^ さうな ざま を 兌 

ろ。 一 I 丁度、 十六 七 年 前、 千代 子と おれが 出来た 時の # でも あるから。 

かう 思って、 義雄は 振り返って た。 木綿 ¥5 だが 小ざッ 張りした 姿の 聽が、 I 心に かかへ て 行く 布 

呂敷 包み は、 繼 母に 包んで irx つたの だら うが、 その 一 週^に 必要な 自分 sslsf へ か、 寢卷 きらしい。 

該 雄は獨 りで 吹き出して、 斯う 考 へた。 


『何 だ、 El 鹿々々 しい、 その！：！ 通 ひの 口 かけ ぢゃァ あるめい し！』 

.fp ゐ でう 

馨が巴 町の 小 票 校へ 移る まで 行って ゐた代 川小舉 が、 海路 部の 前から 愛. お 山と 芝 公園との を ュっ 

て 西の 久保成 町 へ 下りた と ころに あった。 

また、 n.^- の 餓鬼 大將の 手下 どもであった 蜒 s:::^ や、 葉茶 M や、 或は また 藥り 23 の c§ 子 の 店が； t ハ介 

町、 八幡 町な どに ある。 

かう 云 ふ 道 を 通りながら、 義雄はその*とぉの溺愛者でぁった父とのことを^??へ つづけた。 おは^ 

りに 溺愛され たはめ に.； 一:- 久地 なしの 世 M 兌す に 宵った し、 懺母 はまた 父の この 愛 を 利 川して おの 方に 

下 を 濯がせよ うとした。 

う &a ん 

そして { 欲に 行きつ くと、 玄 の 廊下から 緣へ 出た ところで、 池 を 隔てた 離れの 褪 母から |g を かけ 

られ た。 

『肩が、 ねえ』 と、 かの 女 は 人よりも ¥ く 出した 綿入れ を » て、 .1^ ふの 緣が はへ 出て 來て、 ^さう に 

二つの 袖 を 胸で 合 はせ ながら、 『一週 ばか リ、 前 橘へ 行って 來 るから 兄さんに よろしく 云つ といて 

吳 れい ッて云 ひ S いて 行きました よ。』 

『ああ、 今、 そこでが ひました。』 

^  ^  五 1 五  . 
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『さう 11 兄 さ ん が おこり ゃァ しない かッ て、 心配して ィ ましたよ。』 

『ふん！』 緣が はの 端 を 足で 無意味に こすりながら、 『あれが おや i のか 1 舍の 村"...？ ノ い？』 

『ええ、 さう です よ。 あの人が 來ぃッ て、 つれて ッ たの。』 

r 嬉し さう に、 いそく して、 さ、 丸で めかけが お 約 I にで も 出かける やうな ざまであった。』 

『ほ、 ほ！ 可哀 さう に 1 15 たッ 切りで も 困る だ t と 思った から、 寢卷きと不斷^！^を持たせてゃっ 

たのです、 わ。』 

『男め かけと は、 さすが、 あなたの 思 ひ 付です、 ね。』 千代 子 も、 突然 かう 云って、 を かし さう におに 

城 を 寄せながら、 勝手に つづいた 子供 室から 緣が はへ 出て 來た。 

その 額 狂な 聲に 驚いた の だら う、 SS 髙ぃ 丸太 を 立てた 上に 載せた 手 i のわきの 枯れ 竹に、 一羽 

とまって ゐた ffi が、 ちゆ ッと啼 いて 飛んだ。 その § 子に 南天の 赤い 資が 一 つ、 二つ 落ちた。 

魏雄は それ を： て、 いやな 物が f の そばへ 近づいた と 思 ひながら 右の 方へ 少し 避けた。 そして、 

千代 子に は頓 しないと 云 ふ 風で、 を 伏して 池 を：： iSi めながら、 

『もう、 やがて この 金魚に も ござ か 何 かかぶ せて やらな けり ゃァ  』  あは 

『うちで は、 それ どころ ぢゃァ ありません、 わ』 と、 かの 女 は 別な 意味に 突ッ 込んだ。 これ も 少し 袷 

^を. S さうな 風 だ。 それでも その 義理の 弟の @に 立ち まじる 考へ でか、 『でも、 わたし は あの 子が  一.^ 


好 さ、 さ -I i_ ^^で、 正^^で、 また 兄、 iil-E^ ひで。』 

『素^ ぢゃァ 御 坐ん せんよ』 と 笑 ひながら も、 縱母は 少し 考へ 込んだ 様子で、 『隨 分^ になって 來ま 

した、 わ。』 

『そり ゃァ、 段々 とおと なじみて 來 たの だ。』 かぅ義雄は云って、、繼^^:にそれとなくぁきらめさせるゃ 

うに、 『親が いつまでも、 いつまでも、 子 を 忍 ふま まに 出來 ると 思 ふの は 逮 ひだ。 子 は 一人前になれ 

ばなる だけ、 その j 人前の 考へ なり、 精祌 なりが 出て 來る。 それ を、 親と 云 ふ もの は n 分 を 練ん じて 

來 たと 思 ひ 遠へ 易い。 世 g§ の K や 姑が 嫁 いぢめ をす るの も、 みんな、 わが 子に 對 して そんな i^^g つた 

考へを 持って るからの こと だ。』 

『さう でしよう、 ね。』 懇 5： はた だお 愛 相に らしく 答 へ た。 

『驚さん も、 もう、 元の 五 厘 男 ぢゃァ ありません、 ね』 と、 千代 子 は！^ 范の つもりら しい。 

『五 厥 男』 と は、 慕が 元 五厘づ つね だって、 通りの駄_^^湿へ行ったのを.繼3^か名づけた§れ名で 11 

ぢょ 

その IS は 意地が 惡 いかの 女が 無 邪 氣な渠 を 抱き込んで、 雄と 千代 子と に ：2 も ひどく^って ゐ たので 

ある。 
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しょさい 

執念深く ついて 來た 千代 子 を U 向き もせす、 IS 雄 は Q 分の の 座に 就く と、 『火 を 持って 來ぃ』 と 

はわ ざと 云 はないで、 ただから 火鉢の 灰 を 火ば しでかき ま はした。 そして、 まだ 环 がよく ならない の 

に、 またむ づが ゆい 疼の 起る 時 5§ が夾- たの M!? へた。 

は 殆ど 年 巾 の 絡え たこと がない。 比較的に 腦 力と 消化 機能と は 丈夫 だと 思って るが、 敎師と 

して さきに 滋贺縣 へ 行った の は、 肺病の 保 を 翁て ゐた。 それ は 然し 米！： の 竹 人 二 マゾンの に 倣 

ら つて、 藥 りに 由ら す、 a 己の 意志で e したと 信じて ゐる。 然し、 その？ © 年 仕 が緻 き、 ^夜な 

どが 度 かさなる と、 §の疲|^カに乘じてぃゃな咳と肺尖加|^:兒が起るので、舉校の1^5ぃ休収/\には、 

必す 海の しょ ッ ばい 空 氣を吸 ひに 茅ケ 崎の 糸へ 出かけた。 それが 遠の くと、 また 心臓 だ —— 切れ 

なまきす 

だ。 夜、 近眼の 爲 めに 横丁の 荷舉 にぶつ かった 生 S3 だ。 ^だ。 《s^。 麻". S だ。 人カ^-で引き^^された 

腕の 痛み だ。 電車に 飛び 乘 りかけ てし くじった 足の 傷 だ。 また この S. だ。 近眼と 齒痫 と淺ぃ 呼吸器 病 

と 心臓の 人並みで ない、 鈹 動と は 殆ど i ばの こと だ。 それでも © 日、 思索 か、 執 S か、 勉强 か、 遊戯 か、 

談話 か、 徹夜 を 絶やした こと はない。 

『デカダン 論』 の 如き は、 ひどい 痔で 床の 中に ぶッ 倒れながら 害き 終へ た。 商 m 舉 校で やって お 名に 

なった 語 學演說 など は、 どもりながら も、 大 で 二 時 半 もしゃべ つたが t:^ め、 他人の as か 何 ぞのゃ 

うに しゃがれ てし まった。 


『然し それでこそ 人生 は活 きる i が あるの だ』 と、 意地に も 築 は， ZZ 分 を 十：！ 英雄の 雄^な 形お に 近代 

的な 內容を 加へ たものに 醫へ、 ほ已 の 發展、 築のぃはゅる獨^^^！我の發^はこの努カ 一 つに あると： J;- 

じて ゐる。 

今回、 計螯 中の 冇形的 事 梁と 云 ふの も、 つまり、 この 努力に 過ぎない と E ぬって るの だが、 迫 ひく 

まさに 向 ふので、 ふと 氣が 付いた の は、 n 本の S 北、 樺 太で、 鋪詰 技師 をして ゐ るいと この ことで あ 

る。 あれ を 使って、 外國貿 n 勿、 殊に 米國へ 輸出 H 易 =i 屮の 一 耍中バル なる 蟹の 鎩詰を やらう。 

『あ、 蟹の 鐘 詰！』 渠は思 はす 膝 を 打って 容ん だ。 この 謹の こと は、 いとこが 去^ 歸 つて ゐた時 も、 

篛 雄が 父に 勸 めて 资本を 出したら どう だと 云った。 が、 父 はそんな <^險 な ことに 手 を 出す 必要 はない 

と はね 付けた。 

それ だ、 それ だ、 多年 わが国 を： S も 子供 扱 ひに して 來た、 あの 傲^ 無禮な 米国に 對し、 商 的に わ 

が 利益の e& を 少しで も 晴らす の も それ だと、 IS は 卯 坐に きめてし まった。 そして、 ra: い 水の つた 

北極の 氷 野 や 氷山 を探撿 しに 出かける よりも 以上の 仳烈と sfe と.^ じた。 

『何 を 獨り笑 ひして ィ るので す』 と、 千代 子が やって 來てゐ た、 『また 水の ことで も考 へたんで しょ 

う？』 

『下らない こと ァ よせ —— そんな ことより ゃァ、 もう、 あの が © つて 来さうな もの だ、 ね、 禅 太 

發展  五 1 九 
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から。』 

『あんな もの ァ歸 つて 來たッ て、 職工 も E 然 ぢゃァ 御座いま せんか I 業の 炎 本なん か 持って ませ 

ん よ。』 

『知れ 切ッ てら ァ。』  しん 6 ゐ 

『あの 子だッ て、 ぉ父ァ んがゐ なさった からこ そ 尋ねても 來 たんで しょうが、 あなた だけで は- f に 

も 人望が ありません。 人に 笑 はれる やうな 行 ひ をしたり、 出來 さう もない 1^ 進なん か計靈 して 见 た.^、 

さ。』 

『手め へ の 知った こと ぢゃァ ない！』 

『でも、 ね、 ぉッ 母さん も 亦 越後の 娘の 方へ 行く と 云って ますよ。』 

『行きた！ bhv ゃァ、 if に 行く がいい、 さ。」 斯う、 ぶッ きら 彬に 云った が、 義雄は ひやり として、 母 

しょげ ふ 

こそ g 情 だ。 父の 四十 五日 をし ほらし く 毈燭に S 千 介 を 立てて ゐ たの も、 ほんの， うは ッ つらの 所業で、 

內心は その 時から 逃げ腰であった かも 知れない。 いやにに こくしながら、 この の わさくして ゐ 

たこと はどう だ？ 行くなら 行け！ かう 思って、 『何物で も、 この GI 分 を 遠ざかろ もの は、 もう、 無關係 

だ。 そして無關係はその^^-の死だ。 父と 同様、 宇 ffi の？^ 在 を 失 ふの だ、』 と 心に 叫んだ。 

と、 司 時に、 贫 つて は 自分の 妻に ならう とまでした あの 女が。 やがて は ：5J も 降らう と 云 ふ 長^へ、 


^^ハて瘦せた母を呼び寄せ、 下女 I:!: 様に こき使って、 安 _爪史 との 仲に 出來た 多くの 子の 子守り を させ 

ようとす るの だら ぅと考 へた。 そして、 あはれ な： a が 今 弱い 立ち にある に乘 じて、 こちらは^^：をぉ 

つ て 行かれる やうな 氣 がした。 

『&ク 母さんが 出て 行く と 云 ふの も、 そり や ァ、】 兀 はと 云 ゃァ』 と、 千代 子 は 執念く こちらに 中む ft する 

つもりら しかった。 ぃゃに^^^ち付かせたきょとくがほを突き出し、 『あなた を iiiiE じない からです。 

かの^で も 翳さん が 出て 行く し、 ぉッ 母さん も 近々 ゐ なくなる し、 友人 だッ て、 あなた を ゆ ひ 物にし 

ようとす る TK の ほか は、 この 2； ぢゃァ 誰れ も ゃァ しない ぢゃァ 御， M いません か？』 

『來 ない もの ァ來 ないで いい』 と は 反抗した が、 1i 雄. はこの- S よく 感じ もし、 主" S もして ゐ る，：：： 我の 

絶 對孤獨 と 云 ふこと が、 つく 分の 身に 染み込んで 來た。 そして それが 心の どん底に 水 品の 氷の 

けんぜん 

やうな 冷たい 火を點 じた かと ふと、 然し 段段 え 出して 來て、 先づ 健全な 腸に 移った。 ^から、 ま 

た 酒 や アブサン トゃ 待ち 合の 料理 や 西洋 料现を 受けた n ぶく ろに 移った。 e:: ぶく ろから また、 或 時、 

み 4»*.、 はく  , 

健康 狀 態で 脈搏 を 二百 以上 も 打って 醫 を i§5 かした 心臟に 移った。 それから、 また 肺臟に 移った。 肺 

から、 また 横ッ廣 がりで はなく、 體の 前後に ゆとり を S: つた, 脇に 移った。 父の を S 体した と m 心 ふ 持 

の简 に 移った。 のどぶえの 飛び出た 頸、 ^ッ ぼい 乎：： 儿ゃ 毛^に も 移った。 
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それが また 一とき にば ッと 燃え あがる と、 お ほき 面、 火の 海の やうに くれな ゐの ほのほと なった。 

魏雄 はいつ の 間に か 全身が ii の やうに 燒 けて、 いのち だけ は 取りと めようと して ゐる やう な^も 

悲 怖な 氣 持ちで、 ^！：！分の目を千代子に向けた。 そして この 目が 物 を 云って るの だ ぞと云 はぬ ばかりに 

C うし 

して、 低い、 重い、 强ぃ、 且 深い 1^4 子で、  レ， んし 

『友人 は來 ない。 磐 は 行った。 母 も 出て 行く。 これで 溝水が 白 殺で もし、 i が 姦通な り顿 死なり し 

て、 餓鬼 どもが 揃って 燒け 死んで^れ たら、 おれの 行動 は f  fiffi だ。 K ぐ この 家 を；： A り. 飛ばして、 

から ふと  , 

おれが 资本 その物と なって、 樺 太へ 行って やる』 

『そんな © 鹿な ことが 出來 ます か』 と、 千代 子 も 意地に なったら しく、 『お父さんの 家で^ — = ^組 代 

代が ここ こ、 まァ、 云って f ゃァ、 f じ I です。 決して あなた 一個の S に はなり ません。』 

/1 V  H  けんむ 

『先祖が おや ぢ になった の だ— おや ぢが 乃ち おれお！ 死んだ もの や 死んで 行く ものに 何等の 權威も 

實カ もない！』 

『でも、 わたしが 活き てる M は』 と、 堅い 決心の ある 色 を H ルせ て、 『^して 許しません！』 

『だから、 早くく たばって しまへ！』 

『ひどい の、 ね！』 かの 女 は あきれて しまった。 然し、 少し, 子 を ゆるめて、 『あなた はよ く 死ぬ こと 

をお ッ しゃい ますが、 ね、 二人の 子供が 死んだ の を豫言 — まァ、 s= でしよう  ^たの は、 全 S 


どう 云 ふところからで すの？.』 

『鹿れ た 時 の 泣き St を 聽 いて だ。』 

1 ちが 

『どう 遠 ひます？』 

『Ji^ きる 奴の は 悲痛 だ 11 死ぬ 奴の は ぼけて る。』 

ゆ づる 

『でも、 富 美 子と 論 鶴の は 常らない ぢゃァ ありま せんか？ それに、 迅 にやって あった 4^ ん 坊だッ て、 

取り返してから も 丈夫に 太って ます もの。』 

だ んて .3- 

『然し どうせ 死ぬ、 さ』 義 雄は斷 おして、 m わ ひ 出した ことに は、 繼 母が 生れ 立ての 子に あんな 祌 病 

らしい 千代 子の？ S を飮 ませる の はよ くない からと 勸 めて、 來苁 近在の EH ツ子に やった の を、 この S ；、 

千代 子が 取り返して 毛 だ 物の a で 育てて ゐる。 

にんげん 

『そり ゃァ、 人間 は 謹れ でもお しま ひに ゃァ どうせ 死にます、 わ。』 

『ぼけて 來 りゃァ 死ぬ。 悲痛な？ 1 は活 きる。』 

『わたし はまた 別な 風に 考 へて 兑 ました、 わ、 それが 例の です の。』 

くだ 

『よせ、 下らない。』 

『では』 と、 冷 かしの 您 度に變 じて、 水の： Q ると ころ をお てて 兄ましょう か？  でも、 所う』 

と、 かの 女 はう ッと .《^,?J し-て、 E を內 部に 向け、 『森の ある 近所です のに 

發  1^  ¥ 二 11 
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『  』 義雄は 思 はすぎ ょッ とした。 

『芝 公園で なけり ゃァ、 山 王さん の 森 かと 思って、 採して ゐ ろが、 どうも、 それ 以上 はま だ 心に 感じ 

て來 ません の。』 

『も ッと、 呪へ、 呢へ』 と、 ®i したつ もりで あつたが、 義雄 はかの 女の ヒス テリ 的に Si 神の b;; 、狀が 

あると 信じて ゐる だけ、 そこに また ちょっと 一 種の 不思議な 感じが して、 c 分が 去ハ やから わざく S 化 

める やうに 努めて 來た 夢ば かりの やうな 祌&の 世 を、 得 び 思 ひ 浮べす に は ゐられ なか つ た。 そし 

せんねん 

て、 W 戴の 樺 太 も、 千代 子のと は 別 ti だが、 性 H は 同じ やうな 熱心と 十风" 念と に 浮んだ 己 その物の 示 

現 だら うと 考 へて、 かの 女に は內證 で、 今年 はま だ あちらに ゐ るの だら うと m 心 ふいと この m_ 吉に、 H 

ぐ歸れ とい ふ 電報 を 出した。 直 吉が歸 つて 來て、 うまく 相談が 整へば、 を 技師と して わが 北端の 新 

占 S 地へ 蟹の 鎩詰 事業 を 開始し、 その 资本 はいよ くこの 家を抵 常にして 出す つもりで ある。 

I (叨^ 四十 1! 年 十二  I 


お 
と 

苧 
主 
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一 

お i1 は、 不勉強な 繼 子の 繁を舉 校へ 出してから、 裏 どころ の 仕事 を I 渡り かたづけ、 橡が はやら 敷 

居、 柱な どに g§ を 掛け、 それから 別な 布巾 を以 つてせ 鉢の 周國ゃ 緣を淸 めた。 銅 壷に は、 签土か 一 

ら 15^ を 取った 時、 また 別な 布巾で その 中 を ふき 淸 めた 上、 かの 女が 入れた 新ら しい 水が え 立って 一 

ゐ た。 

これが かの 女の 毎朝のお きまり 仕《 で、 かう しなければ t 讽が濟 まない。 

^幅の 横丁の 兩が はに 餘り でもない 平家 長" fo^ が 向 ひ つて ゐる、 そのつ き 常り の 一軒 建ち を 一 

惜 りて ゐて、 玄關の 二 を 除いて は、 m か四壘 半に 三 昼の ふた しかない 家で は あるが、 掃除が 行き 一 

とどいて ゐ るので、 薄ら 塞い 秋の 朝 口が、 障子 越しに、 ^«1內を照すと、 隅の m 筒 を 初：？ して、 すべ 

てのもの がて かく 光って 兑 える。  I 一 

先づ 一 仕事 濟ん だとい ふ で、 お ci^ は 火鉢の そばに 坐 わり 込み、 錢瓶 をお ろし 炭取り を 引 寄せ， 一 


その 巾から 切り炭 を I つ 挾み 出して 消え るの ろ 火に 加へ、 始末よ くその ま はりに 灰 を かけ、 ^び^ 

どう こ 

瓶 を その上に 据え、 銅壺 のま はりの 灰 を も 灰なら しで その 縱の 線が つく 様にならした。 そして その 四 

蠱半を 一渡り 见ま はし、 これで 安心と いふ 風で 長 煙 $3 を 手に 取 0. た 時の 心持ちと 云ったら、 持ち前の 

0 じんた う  ， , ) 

あくせくした 氣^ を 忘れた ので はない が、 多少 のんびりして、 無人 a の 女王と でも 云へ よう。 

かの 女の 氣 質が 小く 整って ゐる だけ、 隣り i に對 する 貌现 立て は 堅い、 而も 向う が 九つのお 获を 

持って来れば、 それの 十 I に 倒 ひする 壽司を 以て 返し をす るの だ。 その代り、 非常に 世 のっき 介 ひ 

を 11 いつも 損 だからと 云って 11 嫌って ゐる。 世^も かの 女の： g§ の をよ く 知って ゐ るから、 成 

るべ く 遠慮して、 止む を 得ない 時で なければ、 御機嫌 伺 ひに 行かない。 そして、 その^、 來 べき 時に 

來す、 貰 ふべき 時に 物 を S はない と、 かの 女 は その 人 を 義现 知らす と 云って し ざまに しゃべり 立て 

るので ある。 

t して 遠ざけられて ゐ るの を 知らす、 

『この頃 は 人の 出入りがない ので、 つき 合 ひん 费 がかから なくて いい、 ねえ』 と、 今し がた、 諮と B 

に 向って ゐた 時、 かう 語って 菩ん だくら ゐ だが、 小霄相手の敏^^0.校へ出て行って、 獨 りぼッ ちの， 3 

しさ はふと 昔の こと を 思 ひ 出させた。 それが ゅッ くり 吹かす Si ゆの けむりの 奥から：：^ えて 來る 様， た。 

L  れ ら ひやう  fc- 

貞 ちゃんと いふ、 繁の 姉に 當る 可愛い 兒 があった が、 十 一 二の. 時に 虎 列 刺 病で 亡くなって しまった。 
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ほんと に可哀 さうな こきした。 また、 ，いまの 妹に 嘗兒 もあった が、 五つ か 六つの ギで よそ 

へ K はれて 行った。 それが 小 金^しの * であった から、 今では 蓄財して 立派に S して ゐる だら うか？ 

それとも、 また、 しくじって、 落ちぶれて ゐる だら うか？ 約朿 がっき 合 をし ない^ 云 ふので あつたか 

ら、 その後、 向 ふが わざと 度々 住所 を變 へ、 どこに ゐる かわ <^ら なくなって、 今では 訪ねて 行く 乎 づるも 

ない。 ほんと に、 A ちゃん も驟 さん もい ぃ兒 であった。 そのお 母さん — さう だ — そのお 5^ さん は 

0 分ではなかった。 

C 分 は その 隣り に 住んで ゐて、 小 舉敎師 の 姿であった。 お 隣り の 奥さん はお づ くりの、 お ほざ ッ.^ 

な 人であった から、 暮 しに 無 頓 な 林さん — s 分の 今の所 灭 — のかせぎ 高で は每月 不足であった • 

ふたりで 考へ もな く、  體 にお 金を使って ゐ たの だ。 林 は その 時から 土木の 方の 苗 吏であった 力 三 

十五 六 回だった かと 思 ふ。 a 分 は の 様に あがり 込み、 姉さん 振って、 だら しのない 奥さんの 世 

話を燒 いて やった が、 また、 他人 だとい ふ氣 になる と、 甘く おだて あげ もして、 御馳走 を させたり 

K ひ 物 をしたり した。 责際 それ は 自分のう ちの ノし でもお くつ もりで やって ゐ たのであった 

.  f  あし v-i 

林 は それ を 知って から. U 分 を 嫌 ひ 出した ので、 自分 も a 然と、 隣り でありながら、 足 遠くな つてし ま 

つたが、 Jra: ちゃんの 死んだ 時な ど は、 二 口 も 三 口 も 跡始末の 手 傅 ひで がしかった。 その 時分の 林の 

家の 様子 は 手に 取る 様に 分って ゐた •  11 


を つと 

その後、 林 は どこか 小- r;: 川？？ d に引ッ 越す し、 D 分 はまた、 所 天が 亡くなつ たので、 大阪の 里方へ^ 

つて ゐた。 ところが、 ふと 千 口前の 近^で 林と 出 # した。 

『あら、 林さん では I— 』 

『おや、 お ft さんです か？』 

いぐ わ. 3- 

ふたり は その 意外 に^いて、 t: く 立ち話し の挨！ ^をして ゐ たが、：^ 來 では ゅッ くり Sti せない からと、 

何とかい ふお 麥： SKSa 入った。 そこで、 ふたりの みの 上の 變 化した こと をう ち 明け、 あの人 もほん 

とに 妻が なくなつ たの だとい ふこと が 分った ので、 どうせ、 こ ッちも 所 H< が なくなつ たの を 幸 ひ、 一 

緒に なっても いいが とい ふ考 へが，： ：！ 分に 起って 來た。 う も その J!^ があった と，： ム へばあった の だら う 

, 『今晚 はもう 遍 いだら うから、 私の にお^で』 と、 あの人 も 初めから する かった よと、 お，：：？.！：： ひ 

ぴ t 

とりで 微笑した。 

お，：：， T は、 ^子に 乘っ たやうな 心持ちで、 なほ も その -p 六 想 をつ づけた。 吸 ひさしの i^^M い を。 ほんと はた 

き 落して、 新ら しいの をつ ぎながら、 

『あの 時 は』 と、 S: び 微笑した。 あの 時 は、 林が 前 M の なくなった はめに，：^ を 持ち崩した 末、 女の 兄 

と く レま 

の 1! を 人に やって しま ひ、 を 兄の {^ へ あ づけて、 土 木工 ^$ の？ i けれ ひで aift へ 行く 途中であった。 

.HI 分 も， 鋭 はなし、 いつまでも 兄 * の 世 Si になって ゐる こと も m 來な いので、 1^ に 行く ことにした。 
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skw に 小一 年ゐ てから、 ふたりでまた^^^^ へ 出たが、 ニハ 牛、 三华 と、 する^が 思 はしくな いので、 林 

獨 りで ii へ 土木の m かせぎに 行き、 a 分は繁 とふたり で ここに ® 寸^して、 もう、 〔A® を 幾 应彿っ 

たこと か I 十 ヶ月で 六十 五圆、 一 ケ 年で 七十 八圆、 二 ケ华で fa;- 十六 圆 11 ^チ にば かり 御 奉公し 

てゐ るの は 詰らない。 

それ も、 初めのう ち は、 毎月、 伟 給の 半分 はき ちんと つて 來 たが、 中3^^らは來たり、 來な 力つ 

たりで、 段々 こッ ちの 乎 元が 不足勝ち になって 來 るので、 D 分が 人 仕 市ボ をして 暮 し，：^ きの 都 八^ をつ け 

てゐ た。 それ も、 馬鹿 liiii 鹿し い， 今では、 殆ど a 分のお ぼっかない 儲け だけ 力 手顿り 

六 七 ヶ月 前に、 ii を出發 する からと 云って 荷物 を 三 四 個^って よこしながら、 いまだに あの人 は 

歸 つて 来ない。 人 § しゃ 新 sgf よると、 あきに 贿， 件 i が 起って、 それに 關 係が あ 

るら しい。 またぁちらから§って來た^^微§し振り を推季ると、 もう、 牢に ま！ 入つ にゐ るの 

かも 知れない。 なぜ そんな 卑しい 行 ひ をした の だら う？ おかねが 欲しい のなら、 欲し いんけ 勉ぉ L「 

かせぐ がいい。 さう しても 來な いおかね なら、 それ を 欲しがる のが^ 逮 ひで II 何も そんなに し 

てまで も 族 はかね を つて 13； ひたくない。 女の 腕で も、 ひとり や ふたりの 〔银族 は 現在^して... け 

る。 . i 

,1: に 欲しい からと 云っても、 高が ニ&か 三百 だら うが、 それが 特別に こッ ちへ 届いた わけで もな 


L  i ぐて ぞ^ Its- にこ？ S ち は？ t5 しい は.^ して dt^oT^  jin!  

『ええ ッ、 情けない 人 だ！』 かう おな は考 へて、 .i- が 立つ と 云 はない ばかりに ip ゆすった。 ；； £ け 

ない と は、 それば かりで ない。 ふたりが 1» になった の も、 林の 方 は 初めは ほんの 出來 心で あったら 

しい。 大阪 にと まって ゐる 時、 G 分 を 女 郞か總 嫁の つもりで、 それ もた だ 持て 遊ばう としたの だ。 一 

旦手を 出した もの だから、 止む を 得す 徳，： 3 へ もつれて 行き、 坐：： 小へ もつれて 出た の だら う。 J^o こと 

きんちゃく 

はない- こッ ちが 巾着の 様に ついて ま はって ゐ たの だ。 そして^ 澤 でもして ゐれば まだし も、 こッち 

ば 力り が 11 詰らない 11 i-^ 々して、 成る たけ、 成る たけ、 なけなしの おかね を殘 さう として ゐ るの 

に、 向う は 平 氣の平 左で、 つまらない 女な どに 入れ あげて ゐる。 — 

ぁッ ちから 歸 つて 來た 人から その 話し を聽 いたので、 あんまり くさ/ \ した れに、 それまで 大 

事に ョ もっけないで しまって S いた 行李 を あけて 兑 ると、 あきれた ことに は、 何にも ® 打ちの ある 勿 

は 道 入って ゐ ない。 破れた 靴下 だの、 さる 股 だの、 くだらない P うちわ だの 11 そして t ん なの 

寫眞 があった。 

『人 を 馬鹿にする も 程が ある だら う』 と、 お a は Ij:^:: のがん 竹 を 5- はす 强く 火鉢の て かく 光る おぶ 

ちへ はたきつ け、 とんと 云った 一 に！？ が 付いた。 その 跡 をそッ となで て： 15- て、 mi へこんで ゐ るの を 

殘念 さう になが めて ゐ たが、 その^ 念と この 殘念 とが I 時に 胸元に 込み あがって 来て、 づ かひが サ -i- 
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くな り、 口 は 引きつり、 nz の 玉 は 充血して ふくれて 來た 様になった。 からだ はぶる くと 振へ て ゐる。 

また例のが.^3った、 な、 と E 心 ふの は 思 ふの だが、 われながら とめ 庞 がない。 

をつ と 

さァ、 さうな ると、 すべての 物が ® に さはる。 自分の 所 天が にさ はる。 かねの 不足が iS にさ はる。 

掀 の 叙 は 子供の 爲 めに 樂 をして ゐ るのに、 a 分は樂 をす る K 子の ない のが^に さはる。 鄉子 の^は 

あっても、 年 は 十五で まだ 小學 校も卒 m せす、 人から饿鬼大將の^：？；垂らしとぁざけられてゐるのが.^ 

し- bro 

にさ はる。 繁 に勉强 しなければ いけない こと を 云って 聽 かせても、 何の 手 ごた へ もない のが S にさ は 

る。 よその 子供が 勉强 家で、 先生から (A めら れ たと 云 ふの が. 船に さはる。 長 Ha のちい さい 印刷： S が、 

.9 つと 

ごと；， \ 機械 を 励 かして ゐる のが 11 える と、 CI 分の 所： 大の不 S. 斐 なさに 引き 比べて、 にさ はる。 Q 

分の，：^ の 女で あるの が. S にさ はる。 こんな狹ぃ侪〔冰に、ちッぽけな^^しを立ててゐるのが^3にさはる。 

，：：！！ 分が 活 きて ゐる のさ へ がまた. S にさ はる。 

お， はの あたまに は、 四方八方から 血が 込み あがって 來て、 今にも 引ッ くり 返らん ばかりであった。 

そこ へ、 

『御免なさい』 と、 格子 を あけて 燈 入った の は、 仕 ^3- の 1 だ。 お ^はクト お g を 取り id し、 玄關へ 出 

て 行って、 

『二三 ロ叹り 込みが あつたので、 つい 迎く なり ましたが、 け ふ 中にはき ッと让 あげて S3 きます から』 


と、 ことわり を 云って 歸 へした が、 それが また 疲に さはって たまらない。 これまで、 人に を さされ 

たこと がない と 思って ゐ ると 同様、 引き受けた 仕^ はき ッと 約束 期 口までに は 仕 あげてし まって、 一 

. ^も 催促な どされ たこと はない の だ。 それが、 ここ 二三 口と 云 ふ もの、 殊に 叙が くさくして、 代^ 

が 思 ふ 様に はか 取らない のが 殘念 でた まらない。 

『これで はいけ ないから』 と、 自分で.：：： 分 を 押さへ て 針箱 を 出して は 兄た が、 どうも 乎が，：：：. E に 動か 

ない。 衣 物の 縫 ひ 口の から、 どう 押さ へても、 殘 念の-超が さまざまの 形 をして 现 はれて 來る。 そこ 

へ、 また、 

『叔母さん、 とうく 出ました よ』 と 云って、 c 分の 所 H< の 兄の 枠の 敬 一が 道 入って 來た。 

『もう、 生れた の？』 かう 問 ひ， 迟 して、 お £：3 は.：：：！ 波 ひ 湫が變 はり、 何となく- S しさうな 様子になる。 敬 

1 は、 それまでの 様子 は 知らないで、 叔母のに こくして ゐ るの を 無^だ と 思 ひ、 向 ひ 八：： つて 火鉢の 

前に 坐 わり、 

『もう 生れた でしよう、 私の 家 を 出る 時には、 その？ 中であった から。』 

『女 だら う？』 

『さう かも 知れ ませ AIO』 

敬 一 の 若い 妻が 初めて 子 を 座む の だ。 デ 主が、 S の 子 を 座む 時、 一 皮で も その •： さゐ たら、 それが 
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m になって、 亭主が ゐ なければ いつも 子が 生れない し、 また 生れても であると いふの が、 迷 ：5;^ だ 

らうが、 叔母の 與 へた 注意で あるので、 その 注意 通り、 朝ッ ばらだが、 敬 一 は 叔母の 家へ 逃げて 來た。 

敬 一 の 家で はお a を錄 つて、 體 よく 遠ざけて ゐる 様子が 兑ぇ るが、 敬 I だけ は 無 なので お ft ま 

ふ だん 

不© から ひいきにして ゐる。 それの 子が 生れた ので あるから、 绾 しくない iic はない。 あのお 腹 やら、 

様子で は、 女の子で あつたに^ a ない とか、 Ei- の 子で ない としても 生れた の だから ffi しからう とか、 

と M る 

無口な 敬 一 の 機嫌 を 取りながら、 f しく も、 戶 棚から、 しまって あった 餅 の rasz なつ てるのな 

ど を 取り出して 來て、 新ら しい 茶 を 入れた。 

ぶ んリょ 

菜 子 を 無 遠 慰に むしゃ./ \哈 ふ 敬 j のうぶな 様子に は、 今： 见ら ながら、 お ft もつ く， れ ぼれ し 

た。 火鉢 を 11 にして、 それと さし 向って ゐ ると いふ ことが 胸に 泌 みて 來 ると、 c 分の 血が お 返ろ 様な 

氣 がして、 け ふに 限って、 0 分のう は 氣老； が 厩になる。 そして、 このうぶな Hf- が 女に 子 を^ ませた 

のと だ 思 ふと、 何となく ねたましく なって、 ぼう ッと のぼせた 様な； ザら だ。 胸の くさ-^ は 全くな 

くな つた 様 だ。 

はん V5 

二度目の 亭主が 佾 いと 云 ふ 反動から だが、 敬 一 が 自 分のお 初の 亭主で あるかの 様な：^ がして、 廿歲 

時代に 初めて 小舉 校の 敎 n にか たづいた 時の ことが なつかしく 浮ぶ。 その 紡娇 まで は、 c 分 も In: じ 

校に ® めて ゐて、 くッ つき 合った 仲で あるから、 ふたりとも 追 ひ 出され かけた が CI 分が H をして、 


正式の 結婚 を發 表した ので、 f しい 花^の 方 は 無 isl^ であった。 そして、 二人 の^に 子が 出來 ない ま 

まに、 あれで も 三 四 年^ はふたり で 仕たい 放題な こと をした。 綠ロ などへ 乎 を 引き合って ひやかしに 

出たり、 お 汁 粉屋 や、 お 壽司屋 や、 お IS 麥屋 などへ は：， aw の 様に^べ に 行った。 そのうち、 あの人が 

たい ぴ やう 

大病 を ゎづら つて、 隨分惜 金が 出來 たので、 今更ら の 様に おかね は^めと かなければ ならない もの だ 

と氣 がつ いたが、 もう、 過かった。 あの は a る は^った が、 それからと 云 ふ もの、 ハゃ屮 わ づらひ 

< らう 

つづけで、 舉校 も缺勤 勝ちで、 とうく 亡くなって しまった。 隨分 あの人に も s:!^ させられ たが、 そ 

れは竊 身であった からで、 今でも 恨みな の は 死んだ ことば かり 11 ほかに、 ちな どの ことで 心^ 

した こと はない。 

あの 時 11 殊に あの 結婚 常時 は實 に樂 しかった。 あの人 も 丁 皮 敬 I んの^ 格！ £ であつ たと 思 ふ 

と、 今 さし 向 ひの 敬 一 に氣は 飛びつ きたい 様で 11 からだの |§ 々が ゆるむ ほどに、 心 き なくなって、 

自分の 持って ゐる ありと あらゆる 不平と 不滿 の數々 を りなく ぶ -s^^b.^ い。 丁度、 その^、 敬 一が 

おひ づ 

『繁 さん は 少し は 直りました か？』 と、 口 を ^ いたのが 八 nil でもあった。 

『あれ も、 親と 同様、 馬鹿で 仕 やうがない』 と 云 ふ をき ッ かけに、 繁が、 いくら 敬 一 から いましめら 

れてか t 、勉強 をし ない こと や、 ぉ&0^が1^^门の様に^现を云って聽かしても、 丁 n:^^ が _ ^-ら 

ない ことな どをこ ぼし、 轉 じて 今の 亭主の 不始末な ことになると、 云 はなければ 股い せが EZ 來 ないか 

ぉ岛ミ 亭主  五 ！1ー 五 
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の 如く、  口 を 極めて 篤臂 gisi を 逞しく し、 あんな や 主 はない の、 あんな おはない の、 あんな S 

1^ 地な しの 野 n,:: 助 はない のと、 さん-^ に 自分の つれ 添 ひ を 攻 g- し、 

『ER が 別な 女 を 持つなら、 女 一お だ ッても  』 と 云った 時な ど は、 敬 一 を 全く n 分の 主として やり 

込めて ゐる權 慕であった。 

ふとぐ  1 がっくと、 敬 I は^ 淡に 笑って ゐる。 お， ：2 は、 ^^-敏¥來32ぇてぉぼぇなぃ、 娘の な 恥 かし 

味 を 感じた。 そしてう ぶな、 惡；^ のない 敬ち やんだ からよ かった が、 おしこれ が 人の い なら、 门 

分 はこん な IT に： ；：： く 口 說 かれて、 いい 様に 抱き込まれて しまった かも 知れ ゃァ しないと、 ぞッ として 

口 をつ ぐんだ。， 

敬 一は 而. n くもない 小 曾 を 長く 聽 いて ゐ たく もない やう だし、 ぉ^：^^^また^-ざめて、 g: く {n 葉が な 

V 坐が 白けて ゐた ところへ、 敬 I の { 欲から 安 iiti であった こと を 知らせに 來た。 お ft は 玄關へ 飛び出 

し、 

『男？ 女？ •—— さ うれ、 女に 逮 ひない と 思った のよ』 と、 跡から 出て 來た敬 一 の 額 を 兌た。 敬 一 は、 

家に出産がぁってしまったz^^は、 もう、 ここへ 逃げて 來てゐ る 必要が ないから、 そのまま 校 して 

歸 つてし まった。 

敬 I がしつてから、 おお はまた 4、 様な 寂し 味 を おぼえた。 m のゐろ M は、 何だか 断う ぁッ たかい 物 


に S れ てる ^ であった が、 ゐ なくなる と、 かかへ てゐ た， U でも 取られた 枝な； SS: ちに なり、 n 分の 火 

鉢の そばで 火に りながら、  < ；: わに 身う ちが どこから となく ひィ やりと なった。 ！：：足も^^：くなって行っ 

たので、 部 厘 巾が 口 かげに なって、 け ふに 附り 別に^！ „ "く m 心 はれる。 ぉ^2は^:り忍^-の^も盡き、 

こんな 時 は、 如何に 鹿な 一で も、 刃 だけに； £ し^ 乎になる もの を、 今： は & 校で 何を敎 はって ゐる 

か 知らん など 考 へながら、 仕！^^の乎を？地んだ。 

そのうち、 ドンが^ W つて 喪 钣 になり、 御 は^ に 火鉢の 猫板の 上で^ まし、 よごれた 茶碗な ど を 

洗って 順序よ く 納めた 上、 1$ び 針 仕 向った が、 二 時 を 過ぎても gss 校から 歸 つて 來 ない。 三時 

を 過ぎても 矢ッ ばし 歸 つて 來 ない。 また 例の^^ 遊び をして ゐる のかと m 心 ふと、 かりそめにも 名 li だ 

をつ と 

けで も 母た る资 格を以 つて、 所 天の 衍 守に ぁづ かって ゐる 子の 不勉强 を おろそか にして ゐる な； S が 

して、 お 島の 心 はまた 一？： ^ ちつく ことが 出來 なくなった。 そのうち、 三時 半に もな つたので、 〔豕に れ 

もゐ なくなる の も かま はないで、 そとへ 飛び出し、 例の. M にさ はる 印刷 M の勉. 强 がごと くい ふ 機械 

の 音に 聽 き 取られる S を 通って、 畏：^ のお もてへ 出て 兄た。 

すると、 繁は、 I! 分よりも 年し たの子 供 を 相 乎に、 1^: ぎれ を 以てい くさ をして ゐ たらしい。 その 

棒切れ を棄 たま ま、 大道の ン 巾で、 一 ハ+の 少ぃ子 を 紐み 伏せて、 それ を うんく いぢめ てゐ た。 

お 島 は 之を兑 て、 fe ださへ 不斷世 が惡 いと E 心つ てるのが j しほ {ル りが： ^ihz なり、 わが 子の 爲 めに、 
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もう、 穴へ でも 這 入りたい 様であった。 繁は 母を兑 るが n 十い か、 組み伏せた 子 を 離し、 m 俗 柱の 极も 

とに 走って 行って、 本 を 入れた S. 飽を かかへ た。 お はか ッと 怒って、 その 場へ 驅 けおり、 

『繁、 何 をして ィる！ nj. くう ちへ ぉ歸 り！』 かう 云って 繁 の横ッ つら をなら はせ、 を ぐんく 引ッ 

けんまく 

張って つれて 歸 つた。 その 權 浙を、 近所の もの は、 また かと 云 はない ばかりに、 そ 知らぬ 振り をして 

見て ゐた。 然し、 お & に 取って は、 さう した ことが、 親と して、 子の 鹿げ たの をい い；^ になって は 

ゐ ない ぞ とい ふこと を 世^に 见 せしめる つもりであった。 

秋へ 這 入って から、 繁を 火鉢の 前に 引き 据え、 お at- 煙 f 以 つて 壘を 叩いての 折 ii だが、 それが 

繁には 『また 初 まった、 な』 としか 聽き 取れす、 蹄り のない ロを傳 つて 來る涎 を 時々 手の平で 押しぬ 

ぐ ひながら、 ただに こく 笑って ゐる。 お a は齒が ゆく ッて、 齒が ゆく ッて たまらない。 

『年 は 十五の よだれく りと はお 前の こと だ 11 世 體が惡 いと 思 はない か？ —— 親が これほどべ 仏 船し 

てィ るの を 知らない か？ — 心 を 入れ 換 へて、 勉强心 を 起し、 分らない ところ は 敬 一 さんに 敎へ こお 

K ひと、 さん-^ 云って 聽 かした ぢゃァ ないか？ —— 知る は 一 代の 恥ぢ、 知らざる は 末代の 恥ぢ 11 

お母さん だッ て、 もとは 敎 a をして ィ たから、 お前の is ん でる ことぐ らゐ はちゃん と 知って るよ』 と、 

口が すッ ばくなる まで 獨 りで 滔々 と 小一 lln を 云った。 然し 繁には 何の 手 ごた へ もなかった らしい。 

『昔と 今と は敎へ 方が 遠 ふ。』 


『なに、 敎へ 方が 遠 ふ？ 馬鹿 をお 云 ひで ない。 =i.:" の いろは は 今の いろは だよ。 *= の 澳宇は 今の 滞 字 だ 

よ。 昔の 修身 や^ 術 も、 今の 修，： ^や S 術と 遠ゃァ しないよ。 —— 人 を 女と 思って、 あなどつ てると 1^ 

知し ない。 これで も、 お母さん は 準敎： W なら 今でも 出来る よ。』 

せんせい 

『ふん、 またお 箱が 初 まった』 と、 繁は 心で あざ笑つ たが、 『女の 先生と くッ つき 合 ひ は 今でも か はり 

ゃァ しない』 と 云 ひながら、 次ぎの ニ蠱へ 行った。 

* づと 

『何 だと？』 かう、 お 島 は 言葉で ッ かけた。 が、 思 ひ 浮んだ の は、 いつぞやの 夫： ^1=: 啼で、 所 天が 

かの 女に 對 して その 最初の 亭主と 擧 校で くッ つき 合った 仲であった こと を 侮蔑の 種に したが、 それ を 

いんぐ わ 

繁も聽 いて ゐ たこと だ。 こんな 氣まづ い 夫婦仲で は、 とても 子供の 仕つ け は 出来る *; ではない。 闪^ 

な 家庭 だと、 つくぐ。 

然し 繁が 次ぎの 間で 餘り lg なので、 何 をして ゐ るの だら うと 云 ふこと がまた g になり、 こッ そり 仕 

事の 場 を 立ち、 拔き 足さし 足して 近づき、 そッ との ぞいて 兄た。 は 敎 科 の 明き 地へ へのへの もへ 

、  めう と いぬ  ： 

じだと か、 男 や 女 や、 夫婦 犬な ど を 頻りに a: いて ゐ たの だが、 お a のの ぞいた 時 は、 お記^に お： e さ 

v*yz わ < 

んの 筋肉の 引き 釣った 細長い 額が 11 而も こわい^ ァ さん i な 輪 IS で 11 口 を わざと 大げさに 一 方 

へ ゆがめられて、 はッ きりと 现 はれて ゐた。 

『そ リゃァ 何 を 書いて ゐ るんだ？』 と、 かう 叫んだ とん 狂 聲に繁 は £1 かされた が、 びッ くりした， いは 
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その 瞬 だけで、 次ぎの に はに ィ やり 笑って、 K 而の錯 S 歡を さし 出し、 

『お母さんの こわい 額です。』 

『この 馬鹿野郎！ 何 を勉强 して ィ るかと 思へば、 くだらなぃ|^ら^5きなどして！ぉ父さんに代ってゎ 

たしが 折檻す る』 と、 思 ふさ まね ぢ 伏せて 二三， S 絵の！：^ ッぺた を 叩いた。 尻 ッぺた を 叩く の はお ねの 

不^からの 思 ひっきで、 節 や あたま を 打ちのめ すと、 その 時の はすみ で； jr}; し 打ち どころ が惡 かったら、 

I 生 取り返しの つかない ことになる かも 知れない の を 注意して ゐ たのお。 然し<;.4にくゎッとのぼ.^過 

ぎた お. は、 手が 颜 えて、 それが 忍 ふ 様に 使へ ない。 鍵 も 亦、 別に-:; i く はなく 且 却って 3： となく 感じ 

がよ かった 上、 母が 馬-:^ ぢ から を 出した は、 いつも 母のから だが 柱の 様に 强く なって ゐる おがして、 

？パ： ^抵抗す る ことが 出來 ない の を 知って ゐ るから、 身 をす くめて、 そのまま 無 一 Si:: で 往生して ゐ， た。 

繁の 無抵抗の 無言が お a に はまた 氣に^ はない。 ぃッ そのこと、 この 上に も 何 か n ごた へ を すれば、 

それ をし ほに 胸 一杯の 薛ぎ、 を  一 i:^ に 晴らして しま ひたいの であった。 然し 〔1 子の 無 一 百が、 その n は殊 

に 一 しほ5;^cして^l总；^地なしの様に见ぇて、 それ を 一 ii- ませた 父 i- の不 E. 斐 なさが 聯想され、 こんなと 

ころへ 後 g に來 た.！ z 分の 不了 兌な のが：！ 乏しくなった。 そして、 印 卿 k の 主人が 一 生 懸命に 稼いで ゐる 

の ーほ が聽 える と、 G 分 を あざ笑 ふ as の 如く Ei いて、 n 分 は ゐても 立っても ゐられ ない。 

『お前 はどうせ：：！ 儿 込みの ない Ef^^ だ。 切守^^でもしてィるがぃぃ』 と 云 ひ 放って、 ぉ^^Ki{豕を出た。 


敬 ： の 子の 生れた の を 祝し に、 しぶく， U 分の：： 浓を 出た ので あるが、 今 2.- に：：^ せつ けられた n 分の 

と ちぅ 

額の が氣 になって、 になって —— あの 子に さへ あんなに える のかと 思へば、 途屮を 歩きな 力ら 

この 心配の 多い C 分の 颜 だけで も、 世^の 人々 の 明るい まなこに 映つ て^れなければ いいと 念じて ゐ 

た。 

お 島の 繼子 諮の 不勉强 はいつ^る とも は 込みが 付かす、 liill^ げた い たづら ばかりが ますく つの 

つて 行った。  . 

美術家た る 素が 多少あった かして、 ？ a を Si かして S けば、 いつまでも 机に. M つて ゐて、 外出な ど 

はしなくても いい 様子 だ。 そしてお はせ もしない のに、 物の 形 を 割 介 ひに よく 付き 现 はすこと が出來 

るの は、 ぃっか母のぉ^^のヒステリ面がせく出來てゐたのでも分ってゐて、 その 時 はお rt^c 身 はむ き 

ぐ わさい  & つと. * 

になって おこった はお こった ものの、 跡で 考 へて：： -れ ば、 せめて その $1 才 だけで も發违 させて、 所 人 

の？ H 守 をぁづ かって ゐ る^の. S. しわけに しょうと 思 ひ 付き、 ®^ の はめに、 餘 りかね の 入らない おの^ 

師を 探した。 

この&1の住まひは芝西の久保の祌ハ，^=町だが、 その 山手に 仙！^ ほ 敷が ある。 そこの 〔效 に， 《 の 上 

お ，1?  i 六 尸 卞：  一 
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手な 先生が あって、 近處の 子供に それ を敎 へて ゐる こと を 聽 き、 お a は を そこ へお 子 入り させた。 一 

一般から 兑て も、 大した 先生ではなかった だら うが、 それでも、 蘭と か、 竹と か、 猿の 腰かけな ど，： 

g:^ えて 來る 様になった。 その代り、 攀 校の ことに は I 肝 怠りが g じて 來て、 近^の 子供の 話し を SI い 一 

て も、 人 81 きの 惡 いことば かりだ。  i 

ナ うぢ.： L う  ！ 

け ふ も 林の 繁 さん は敎 場で 先生に 叱られた とか、 放 課 時 ^ 前に^ g 場へ 出て 辨常 を. g ベ てゐ たと 

力 サ 女 敎師の 便所へ 行った ところ をの ぞいて 兑た とか、 到 4^、 お £5 しになら なハ。 そ. に、 時々、 一 

とし-た 

年下の 子 を そそのかして、 を 買 ふ錢を H つて 來 させたり、 和 手の 持 つて ゐる を^って ゆった 

りする の だ。  1 

舉 校から は、 また： ながあって、 霄 この 様子で 行けば、 この m 年 も試驗 がお ぼっかな いと 一： ムっー 

て來 る。 その上、 お 島が、 繁の W 守に、 敎科 害ゃ维 記帳 を 謂べ て 見る と、 ^どべ た 一 面に、 例のへ の 一 

への もへ じ は 勿論、 犬 や、 女が JJl き 散らして あるので、 子^だ と 5^ つてる うちに、 もう、 が..' 一 

いて 来たの かと も 察 しられる。 然し、 もう、 叱リ つける のに も、 pft けがして 來た U  ； 

どうせ、 いつまでも 落 S する ものなら、 さぅ便々と月謝^:^出してゃるだけが無駄だ。 早く ハ牛朋 奉 一 

公に でも 出して しまった 方が いいと 忍 ふ。 お S の 心配 は それば かりで はない、 1^ 先き に 立つ かね 一 

♦i  をつ と  一 

力 11 wfn: に ゐる所 天 力ら、 數月 前まで 飛びく に 送って 來 たの を、 少しづっ^^^^して0ぃたかねが i 


！ 仕送りの 途絡 へてから、 喰 ひ 込んだ 爲 めに 11 全く なくなつ たので、 n 分獨 りの 女 腕の 人 ば 

かりが^ ffi りに なった。 それ も 思 ふ 機に 仕 isif が あれば まだし も だが、 K 際 sff: の：^ も 始末した 入^ を 

さへ 出し かねる。 

さうな ると、 一 厘で も 無駄な かね は惜 む； S になり、 ^^を舉校へ迎はして？れくことがぉ&の 一 大^^ 

である。 11 通舉 させて S けば 無駄に おかね を^ ふ 様な もの、 ^s.- させれば 守の 所 1K に： S まない。 

繁を その 相談 相 乎に すべき もので はない と 思って、 お ft 獨り が、 ^口、 ひそかに、 どうしょう、 かう 

しょうと 思案した 末、 

『繁の 不勉强 はさて m はき、 林が や 3 金して 來な いのが 惡 いの だから』 とい ふ 现！： ^をつ け、 ぃッ そのこと、 

鰹の 擧校を やめさせ、 どこかい い 商家の 丁稚に やって しま はう と 決心して：：！^^。 然し、 また 一方 か 

ら考 へる と、 0 分が 後妻 だから、 繼 子の 世 £i を 脈が つて、 王の 衍 守に も拘 はらす、 林の 家の 名よ ご 

しも 同镓、 丁稚の 様な ものに 追ッ拂 つてし まった と、 世^から そしられ るの は 心よ くない。 然し それ 

も 世^が 家の^ 情 を 知らないからの ことで、 I 勿論、 この^^ は 人に は 云へ ない が、 n 林に 向つ 

じう ぶん 

て は、 GI 分と しての 充分な 中し わけが つく 普 だと、 また 考 へが 跡 もどりす る。 

よ あそ 

い ッそ繁 に 相談して、 繁の 望む 通りに しょうかと 思へば、 諮 はまた 夜遊びに 出て 行って、 ただ S ら 

ない のに 氣 がっく。 

お fts  W 亭 主  五 四 三 


^^i 第二 卷  五 四 四 

かんしゃく 

鍵の 『し』 の 字 を 忍 ひ 出しても、 お ft の 顔に は 心配と^ との 靑 筋が 現 はれる のに われながら：^ が 

付く。 その上、 こんな 時のお もな^ 諫招 乎た るべき 所 1K の 不人情な 無 昔 m に 思 ひ 至る と、 かの 女の 心 

は引ッ くり 返る ほど 燃え立って 來る。 

rSvS- になって、 ri;^ls5n を ふりお げた かと m 心 ふと、 お， ：3 はわれ 知らす 火鉢の 猫板の 上の 相 馬 52 きを 打 

ち 毀して しまった。 

いくよ 

々^ろ こと も出來 ない ままに、 幾夜 さか を 過して ゐる うち、 繁が a を S: くと いふ こと を M き 込み、 

通り 向 ふの {4 鐘 製 所から、 鎞の おもてへ S 口く SS を 暇々 に 顿 みたい と 巾し 込んで 來 たので、 お ft は 飛 

び 立つ 様な W びを以 つて 受け 八：： ひ、 それから 倆け る 僅かの かねから、 の 月謝と 家の i^^l- の 一部と を 

出させる ことにした。 似^：-而^半分にその受け合ひを勵み、 時々、 母に は 內證で 舉校を 休み、 一 ：：： そ 

の ェ？： P で す こと も ある。 お S は それ を 知って ゐて も、 もう 何とも 云 はない ほどに その 心が 他の 仏 g 

の はめに しびれて ゐた。 

お ft が 多忙であった ので、 隣り 町に 往んで ゐる繁 の 伯父のと ころへ 口上 $1 きを 出した。 禁 

そ まつ 

それ を S いたの だが、 口上の Si き 方が 粗末な 上へ 持って 來て、 a? 名のと ころに、 

『お c2 馬鹿より』 としてあった ので、 伯父 は大變 怒って、 下女 を以 つてつ ッ K して 來た。 兄れば、 わ 

か 子の 度胸が あり 過ぎる にも あきれる が、 兄の 怒る の も 尤もな ので、 お.：：？ が.：：： 分で 出かけて 行って、 


ひたあやまりに あやまった。 その 餘£ を歸 つて 來 てから に 檠に瀨 らし、 

『手前の 様な もの は 叙の 面よ ごし だ！ 出て 行け！』 かう どなった が、 繁 は平氣 でち ッ とも 取り合 はす、 

『おれ はおれの うちに ゐ るんだ い。 よそから 來 たもの が 山て 行け！』 

『なに ィ、 手前 は假 そめに も 親た る ものの 恩 を 知らない か？』 

『親なら、 親ら しくせ い、 このし みッ たれめ！』 

『繁 ！』 と、 かう、 一 言、 お B は 怒って、 聲が 額え たが、 鯓が 柔術の M 似 をして 抵抗す るの を 引 きづ bs、 

こぐ わ パ 

引ん ま はし、 無理 無 體に戶 外の il にっき 出し、 ぴッ しゃり 戶を しめてし まった。 

わう じ やう 

繁も燒 けにな つて、 そとから 戶を どんく 叩き 散らして ゐ たが、 つ ひに 往生した のか、 通りの 方へ 

歩いて 行った 様子 だ。 それ を 心で 兑 定めてから、 お. iii は 玄關の 板の^に あがり、 そこに 備 へて ある 雜 

きん 

巾で 足の 裘の泥 を 拭き、 障子 を 締めて、 自分の 居 へ もどった が、 一 生の 不安が 一時に： a めかけて 來 

たかの 様に、 ：湫 がわく くして T おちつき どころ がない。 そして、 あの 子が 今 自分 を 『しみ ッ たれ』 と 

きんじょ ひ 

呼んだ の は 近處の 人々 や {4! 鋪 H 場の ものら に 云ひ聽 かされた の だら うが、 それが 如何にも 残念で 11 

殘 念で —— 自分が しみ ッ たれに られ るの も、 みんな こ の 林の 家 を 思 ふからで はない か？ それ を^ は 

勿論、 つれ 添 ふ 所 天まで がかう 思 ひやり がない と は —— ええ、 情けない と、 泣き 倒れた。 

ろく， \ ねむ 

その 夜 も、 お. S は碌々 眠られない、 悔しく ッて 悔しく ッて。 f±、 わが K の 子とまで 愛して ゐ るつ 

ぉ岛ミ 亭主  五 四 五 
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もりの 繁が、 かう も 不孝で、 ！^たる^：！分を愛敬して？^-れなぃのが腹立ちだ。 不勉强 で、 不 *f で、 小 0 

で、 い たづら で、 まだ 涎 を 垂らして ゐ ながら 色 氣づ いて 來て 11 と、 しッ かり 指 を 折りながら 三の 

條を 数へ あげて 兑 たが、 それで は 全く 場 鹿 だら うかと へて n.^ ると、 また さう でもない ところが ある。 

窬を かかせれば、 い っぞ やの 様ない たづら lizi きに も、 母親の ヒス テリ 額 を われながら 呆れる ほど そッく 

れ现 はすこと も出來 たし、 け ふの 『ぉ^f^馬鹿ょ..=^』 の大膽 もまん ざら 知聽 のない 子に は出來 よう^が 

ない。 今から、 なぜ あんなに 圖 々しいの だら うかと 思 ふと、 行く 宋が賴 母し くない 様で、 もうく 他 

人の子な ど はない 方が いいと いふ：：^ になる。 そして、.！ n 分の 腹 を めない 子な どの 爲 めに 心配す る は、 

無駄 サ 折り、 馬鹿馬鹿し いこと だと 考 へた。 

しん > 

『ああ、 3呉 身の 子供が あったら』 と、 お，：：.？ は、 今 1st らの 如く、 鹿 ます 女なる G 分の 手 頼りない のを感 

じて、 その 感じ を さかのぼって 行く と、 いつしか 自分の 若かった のこと が んで來 た。 父 や^が Q 

-ノ よ. 1^ ち 

分 を その 膝 もとへ 呼び寄せ、 道修 町の がらす 屋 の^さんが お前 をお 嫁に 欲しい と 一 ：4 ふが、 行ったら よ 

む ごん 

からう —— a 分 は 赤い 額 をして 兩 親の 前 を 無言で 引き さがった。 恥 かしく もあった し、 贩 でもあった 

ので。 

すると，：： z 分のから だが、 いい 氣 持ちで、 すう ッと どこかへ 引ッ 張られて 行く。 ああ ッと云 ふまに、 

.n 分 は 兌 知らない ところへ 來てゐ る。 ちゃ" ：.1 わって ゐて、 それ を屮 にして、 0 分と さし 向 ひ 合 


つて ゐ るの は 林 だ —— ー烧 ！！ へ來 たのお。 林 はいい 機嫌で 都々 I など を 歌って ゐる。 a 分 はいつ のまに 

か 酌婦に なって るの だ。 三味線 を 執って、 林の 歌 ふのに 調子 を 合せる かと 思 ふと、 それ は n 分で はな 

く、 见 知らない 女 だ。 

『この 杏 生！』 自分 は 障子の かげから 突然 飛び出し たと 思 ふと、 その 陣 子が がたん と 音が して、 その 

きぐる 

また *： で、 自分が 大きな 石を以 つて 押さへ つけられる 様に 胸苦しい の をお ほえた。 

『おや、 いつの まに 眠って たの だら う？』 かう 思って nM を覺 ますと、 どころ の 戶が締 る がして、 

Is^ が Q 入って 来たけ は ひだ。 お £:.?は ぞッ と總毛 立つ と 同時に、 の 中に しまって ある 物 を その 

場です ベて E 心 ひ 出した。 そして， ：^^ を 忘れて 床 を はね 起き、 一生懸命で 11 一  つに はまた あわて 過ぎ 

て —— 勝手 へ 通る 障子 を 引き 明けた。 

『どろ 棒！』 

この i がな  一^に §2 いて 叙の^ へ：^ 餅 をつ いた ものが ある。 それに 氣が 付いた 時 は、 お，： ：3 もこ ちら 

ね どこ 

で：： ^餅 をつ いて ゐた。 よく 兑れ ば、 繁だ。 は 今 勝手口 をこぢ あけて 這 入って 來て、 こッ そり-お 床の 

方の 障子 を あけようと すると たんに、 母の 1^ を 喰った のであった。 

ふたり は 同時に 吹き出し たが、 繁は 何にも 云 はないで 得 を 取り、 無言で それに もぐり 込んで しまつ 

た。 

おね ミ 主  五 四 七 


泡 鳴 全集 ^ニ卷  五 四 八 

と じ ま 

nit 鹿 だね え、 お前 は』 と、 お 島が 云 ひ 得た 時 は、 勝手の 戶締り を 調べて ゐた。 それから、 繁 のと 並 

んだ 床に 這 入った。 祌經の 興窗 —— 胸の 動 ®! I これが なかく 納まらないので、 繁 がぐ うくいび 

じゅく ナゐ 

きを かいて 熟睡して ゐ るの を 羡 みながら、 夜 を 明して しまった。 

翌 U から、 ふたり は 割合 ひに 仲が よくな つた。 お &は餘 り 繼子を 叱る の はよ くないと 5^ つたの だし、 

繁 はまた、 如何に 1 業な 韈母 でも、 それ を餘り 馬鹿にす るの は 氣の毒 だとい ふ考 へが 起った。 そして、 

おな は 人 仕 を、 繁は 又罐の 4S を、 精出して やる 様になった。 

『お母さん、 け ふ は 三十 錢分窖 いたよ』 とか、 『三十 五錢分 働いた よ』 とか、 檠が 夜お そく 誇りが ほで 

_T ん やく 

歸 つて 來 ると、 ぉ^：！^も惡ぃ氣持ちはしなぃ。 節約じみた蹄喑ぃラ ンブのもとで、 仕蔡 をして ゐる手 を 

S いて、 

『わたし もけ ふ は 二 枚出來 たよ』 とか、 『三枚 仕 あげたよ』 とか 云 ひながら、 縫 ひ 物 やら 針箱 やら を 方 

づけ、 茶 を 入れて 繁に飮 ませ、 Q 分 も 亦 飲んで 一 息つ き、 それから 暫く 世 ばな し をす る。 そんな 時 

に^って、 長屋の 印刷 厘が おそくまで も 機械 を ごとく 云 はして ゐる のがお a の氣 にさ はらない。 い 

つもなら、 その 一 を やかまし いと 云って 船に さはる ばかりでなく、 人の 极：！ ^よく かせいで ゐる のが 妬 

ましく つて 稱 へられな いのに。 

"，ち 

『あの 印刷 M の 市さん は、 若い のに、 よく 勉强 して 感心 だよ。 うちで も、 ふた ァり でし ッ かり かせい 


で、 少しで もお かね を 溜めて s いて、 お父さんの 歸 つた 時、 世 Si に はならないでも ふた ァ りで 立..^ に 

暮 して ゐ ましたと、 張って やりたい もの だ、 ねえ。』 

おも k  .  I D 

『それ も 面白から うよ』 

『なんだ、 ね、 お i は 11 お前 もよ ッぼど 小^な ことが 云へ る 様になつ たよ。』 

ふたり はに ッ こり 同時に 笑った。 

『もう、 寢 ようか、 ねえ。』 

『寢 ようよ。』 

親子 ふたり は、 互 ひに お i ひながら、 &ん床 を 敷いて 無！^ に 休む やうに なつてから、 ぉ^2も多少ハ湫が 

落ち 寸 いた。 そして 半年 も 以前に 歸 ると 云って よこした 所 灭 のま だ歸ら ないで、 而も 何のた よりもな 

いこと に對 する 不平 や 心配 も、 へ； i り 口 やかましく；.；：：：：^ 人に のぼさ なくなった。 

さう かう して ゐる うちに、 マての 年 も n 十 や K れに 近づいて 來て、 お" は その 支度 やお^^の ことで ま 

た 心配し 初めた 折も折、 一人の若ぃ女で薪^から今^5ぃたとぃふぉが飛び込んだ。 お ft の^^で は、 

年 は 二十 五六、 顔 かたちに 云 ふべき ほどの 突點 はなく、  ®- ろ不の 字の つく 方で、 からだば かり はでぶ 

でぶ 太って 巖丈 だが、 どこか 鳥渡 总氣 なと ころが あるの を W ると、 iSS*; まで は 行かない 力、 酌 *w 力 *. 

理屋の 女中 か をして ゐ たらしい。 

ぉ島ミ 亭主  五四リ 


泡 令：^ 访ニ卷  五 五 〇 

『林さん には大 變お徙 話に なりました』 と稱 して、 林の 添 an を 示め し、， S の歸 るまで 一 に m はいて n ひ 

之う 45 

たいと 云 ふの だ。 お a はこの 要求 を 聽 いて、 i はぐきり りと E5 を 逆立てた が、 女の ゐる， S だと 忍った か 

ら、 それにつ かみつきたい ほどの 怒り を 靜 めて、 無现に &!! S を： ルザと、 女 も 人の 女 のと ころへ 押し 

かけて 來た割 八：： ひに は 遠 ® 勝ちで、 ただ 

『林さん がさう お 仰った ので、 まゐ つたば かりです』 と 巾し わけ をす る。 

『ー體 どうした 譯 なのです か』 とい ふに 初 まって、 この 紹介 乎 紙で はよ く 分らない が、 如何に 林が 口 

係の ある 女に しろ、 女房の 所へ それ を EZig させようと いふ 林の 现. S がない。 ぉ&^:^^-に取っても、 l^t 

主に 妾 を 持 たれた と 世 ^ から 云 はれて は、 體裁 がよくない。 -i の 人で もない もの を に a けば、 世 

U  .  しん う 

どうして もさうよ り ほか 思 はない。 よしんば、 それに 辛抱 するとしても、 J;;^  一、  Q 分！ くな 

い。 あなた も 面. rn がられない ところに ゐ るの は、 ゃッ ばし くない だら う。 而.：：： くない： Z 士が  一^ 

にゐて も、 お 互 ひの (：：！ めに ならない。 それに、 もう、 ^^^^に近ぃから、忙しくってぉ掀；；！：^が八來なぃ。 

お ん 

と、 かう いふ 風に |2面 なく、 つけぐ 云 ひ 放った すゑ、 

『今 晚、 とまると ころがな いと K る だら うから、 近 鹿の 下 {们ほ へ顿ん であげ ましょう』 と 云 ふ。 女 も 

こんな 人に は賴 まない と 決心した の だら う、 

さ ft  "、ま 

『それに は 及びません •  i それで は、 明 口、  ci. く、  玉の！： もとへ 發 致します から』 と、 ひ 


をす る。 お a は、 では 安心 だと m 心った から、 

『ま ァ、 い いぢ ゃァ 御座いま せんか！ ss; の 子で も？^ りましょう』 と、 W く 引きと めて、 女の siL 

す b さつ 

を聽 いた。 その 話しに 摅れ ば、 お ft の批. 1^ して ゐた 通り、 新§1で やかましい 土木ェ砠防赂^%:ぃ爲め 

に、 林 は * に 道 入って ゐ るの だ。 然し まだ fs^ig であって、 SS 拟 不充分ら しいので、 無罪 放免に なろ 

かも 知れない が、 i& を 取った もののう ちで は、 &ほ、 i^o 1 人であった とい ふう わさ だ。 ： 0 

は、 S 北 中の 料理屋な どで 大 かぜ を 吹かせる ものの 一人であった。 

『不魏の；ゎ2^|ほは浮べる雲とぃふ^がぁるぢゃァ御座ぃませんか？ぁなたはその不1§の{:^5:;に迷はされ 

たのです、 ねえ』 と、 お a が 笑 ひながら 銜ぅ 一： ム ふと、 

『さう いふ わけで もな いんです —— 林さん と は 全く n 係 はな いんです』 など、 暖眯 な.； -n^ を^して * 

i^i^- な暗藺 へ と 女 は 出て 行った。 

その 跡で、 お 島の！：； さへ てゐた Kg が ls< に 頭 を あげた。 

『入 を 馬鹿にする も 程が あらう ぢゃァ ないか、 ねえ、 と、 そばで 15 つて^ わって ゐ た^に その 父 

の不 了見に 對 する！ V せ を 漏らす。 『如何に kv 王だッ て、 餘り女 _3 を 馬^にして ィ らァ、 ね。 いい：： S にな 

る も 程が あらう。 何が 月 も、 何が 月 も るべき おかね は つて 來 ないで、 勝 乎な-お似 をして ィ たん 

ど う ぜん 

だ。 貰 ふべき おかね はこ ッ ちの もの だら、 乙ッ ちから^して ある も zi: 前お。 せめて その ィ だけで も 

お 島 ミ亭、 王  五 五一 


Hi けて 來る がいい。 こち とらの 心配 は どんな もの だか、 藥 にしても 飲まして やりたい。 さう すれば、 

少し ゃァ あの 野 呂^の 土根性が 直る だら う。 待っても、 待っても たよりがない と 心 配 して ィ ると、 あ 

とんま 

んな 頓馬な でぶ く 女 を 利子に して 届けて よこした。 ほんと に Hill 鹿と も、 Igii^l とも、 野：；，：： 叫と も、 助 

平と も、 ほんと に 犬 だか^ 生 だか 分らない おや ぢだ。 わたし は、 もう、 覺 したよ。 この 家の 分 上 を 

片ッ ばし から ひつぶ して 出て 行く から、 さう 思って るが い い！』 

『さう おこった ッて、 お母さん』 と、 繁は笑 ひながら、 『ここに ゐな いもの は 化 様がない ではない か？ 

歸 つて 來 てから、 しッ かり 云って やる がいい さ。』 

『あんな 奴は歸 つて 來 ないでも いいよ。 11 あの 女 も 女 だ、 ぉほ慨 おひの 様な M つき をし やが ッて、 

よくも 平氣で 來られ たもの だ。 「林さん がさう ぉッ 仰った」』 と、 お ft は L;^ ぃ腭を 突出して n びる の 左右 

に 力を入れ たが、 『どんな 而を さげて、 そんな. ことが 云 へ るんだ！』 

『ほんと に 馬鹿な 女 だ、 ねえ。』 

『IL1 鹿 も Hil 鹿 もお ほ 馬鹿、 さ！ あいつ、 呼び返して、 とッ ちめ て やらう』 と、 玄關の 方へ n を 向け 

た。 

繁は氣 がっくと、 母の 口 は 引き 釣って ゐて、 その かほ は 血の 氣が 通って ゐ ないかの 核に B ッさを 

だ。 ぞッ として、 ク.； -に K 而ロな 心 を 起し、 こないだ、 工場の 夜なべに 聽 かされた お 5: あの 豳 as を ひ 出 


した。 ランプの 光に 部 M 中の 簿喏 いのが 怖ろ しくな り、 長火鉢の ふちに 1^ 肱 をつ き、 手 を 火の 上に か 

あ ひたい 

ざして r; をす くめる。 お a はまた 身を额 はし、 兩乎を W く 挺って、 その 一方 を ポ- めする 力 はの ふ 

ちに かけ、 また 一 方 は Sit: を 持った まま 膝の 上に S いて、 今にも 何 かに 飛び かからん ばかりの なが ま 

へだ。 

目 はや ッ ばし 外の 方を见 つめて ゐ たが、 

『來 い、 鋭 勤：：. 何と 思って ゃァ がる？ ここ はわた しの 〔c た、 わたしの 城 だ、 11 だまして 取らうた ッ 

て、 明け 波す もの か？ 何と 云っても、 波す もの か？ —— S 生！ お ほ-お 鹿  二" はと S び來 るん おや 

ァ ない ぞ！』  I 

その^が 大きくな つて 行く ので、 諮に は その as が 外の S 一い、 S3 ッくら な に く 様に 忍 はれ、 

し.^ ん 

その 续ぃ 響きが また 自分の 家 その物 を も报ひ 去って、 その 跡に ばかりの 深 林が 出來 て、 は ど/ a 

か、 かう、 芝 公園の 山の 奥の 地べたに でも 坐 わって ゐる氣 2: ち だ。 そして、 の 額つ きを 兄る と、 n 

分 を 化した 狐 または 地獄から 来た 鬼と 和對 して ゐる 様で、 おそろしく つてた まら なくなった。 然し、 

ちょっと 

それ は 鳥 波の 問 だ。 

『何と 思って 來ゃァ がつ たんだ！』 お S がまた つづけ 出す ので、 £.-は 之 を 1^ し、 

»D しじょ 

『お母さん、 靜 かにお しなさい、 となり 近處に SI える ぢゃァ ないか？』 

ぉ島ミ 亭主  五 五一 一一 


泡 ぉニ卷  五 五 四 

お.：； は，：！！ 渡 祭を兑 たが、 

しつない 

『ああ どうして やらう』 と、 を以 つて m5 ふさま^ を 叩き、 坐 わった まま. を ゆすって、 {^^|内をす 

しすし： K はせ た。 

やがてお 岛は 立ち あがり、 羽織 をぬ ぎ 捨て、 がた ッぴ しと m 笥を あけて、 別な^- S を かへ、 何に 

も 云 はないで 出て 行かう とする。 繁は之 を：：： ルて、 たださへ ズぃ 心持ちが 一 し は 物 ゆ > く なった。 

『どこへ 行 くんです』 と、 何物 かにうな された 様な K が EE たと 思 ふ は、 もう、 立ち あがって、 1i が 

T 乂關の S 子 を あけよう とする そばに 行って ゐた。 そして、 全，^-が總^立っをぉぼぇた。 

『敬 ちゃんの ところへ 行って、 ^談 して 來る』 と、 お.！： ：2 は 答へ た。 敬 一 と は 驗の從 兄 *、 お の 好き 

な雜现 の 甥で、 その 〔\ ぶ は 林の 兄の，：： お だ。 

『何 を^ 談す るんで す』 と、 檠は 初めて Imi^;^ を て、 を さえさり、 『相？" があるなら、 あすで もに 來 

ます。 そんな 額 をして、 见ッ ともないから、 およしなさい。』 

をつ と 

ぉ^^lは！fにかぅー：ムってさぇぎられた時、 わが 子に も.！ n 分の 所 天 の K なおと なじみた へ Ms が m 來て來 

たと、 ，s しく もまた 顿母 しく 思った。 そして、 s^z},にJ:fに反って、 

『これで は 丸で； ^遠 ひの 様 だ』 と は n で 云 はない が、 ひそかに 心で わが^ を 恥ぢ、 わが 子のお とな じ 

みた 能. a:- に 打 たれた とい ふ核于 で、 『ぢ ゃァ、 あしたにしょう か、 ねえ』 と、 しほく もとの， M に 立ち 


『あしたに する も、 しない もない』 と、 繁も 元に 返って、 『つまん ない 相談なら、 见ッ ともないから、 

しない 方が いい ぢゃァ ないか？』 

『それ もさう さ、 ね 11 相談して 见た ところで、 ^ぐ 林 が^って 來 るん ぢゃァ ないし。』 

『知れて まさ ァ、 ね。 あの 馬鹿野郎 はくた ばっても いい、 さ。』 

『ふふん。』 お a は 斯う、 を かしい とい ふ S 子を兑 せて、 『お父さん を 馬鹿野郎 だの、 くたばって 了へ だ 

のと 云 ふべき もの ぢゃァ ない が』 と、 微：^天 を 含みて、 際さう 云 はれても 止む を 得ない こと をして ゐ 

こま 

るんだ から、 仕 かたがない。 S に K つた もの だ、 ねえ。』 

『さう 心 るに ゃァ 及ばない や。 HLl 鹿な もの ァ 馬^なん だから。 勝手に させと くがいい や。』 

『さう 思って りゃァ かま はない 様な もの だが、 林の；： 水 を 出め ふと、 お父さんの 仕う ちがわた しの 胸に 納 

まらない よ。 迷って ゐ るんだ から、 迷 ひ を F£ まさせる はめなら、 一 つお 前 も、 お父さんが：^ つて 來た 

ら、 女で も 持ら へて、 仕たい 放題の 放 をして：：： ル せる がいい。 さう すれば、 いくら 心の IS が^け てる 

もので も、 親なら、 きッと 自 分が 惡 いとい ふこと が 分って 來る だら うよ。』 

『そんな こと は、 おかね もない のに、 出来ません、 さ。』 

『出来ない が、 わざとして 見せる の、 さ。』 , 

お a ミ亭、 王  五 五 五 


泡 ^<sf 第二 卷  五 五六 

『それ も 面白いで しょうよ 11 然し、 まァ、 お母さん は 心配し すに 待って おいでな さいよ。 お父さん 

が 歸 つたら、 わたしが よくや ッ つけて あげます から。 —— もう、 ^き JS る见 込みが あるんで しょう、 

さう でな けり ゃァ、 自分が 歸 るまで うちに ゐ ろと 云って、 色女 をよ こす Jf" はない。』 

『まさか、 歸 つてまで も、 そんな 馬鹿 はわた しが させない つもり だが、 ねえ 11 心配す り ゃァ方 II が 

ない。 どうも、 氣がくさ/\して來て。』ぉ^^3はからだを反らせ、 兩 手の指 さきで あたまの 兩側、 米 か 

みのぁたりを押さ へながら、『ぁたまの心が^^くッて、 くッて —— わたし はまた ヒス テリが 起り かけ 

たんだよ』 と、 顔 をし がめ る。 

くれ ぢ. A 

『この 近くな つてから、 こんな こと ぢゃ ァ豫^ が 取れ ゃァ しない。』 

『なァ に、 お さん、 わたし もし ッか りかせ ぎます から』 と は 殿まして 见 たが、 繁は その 時 5： の颜を 

つくぐな がめ、 今 初めて 氣 がつ いたかの 様に、 『お 婆ァ さんだ、 なァ』 と 思った。 K は、 Is^ は、 今 ま 

i% おや 

で、 友人 等の 母 叙の いづれ に比べても、 c 分の； 礎 母の 方が 若い と 思って ゐ たので  IS に は、 然し、 

女と いふ もの は、 若くなければ 婆ァ さんだ。 そして 婆 ァ さんと さへ 云へば、 何でも. GI 分より は ili^ も 

としう へ 

f:^^^ もハ牛 上で あると 云 ふ 感じ を 持って ゐた 。『けれどもお^ ァ さんに しちや ァ、 どこか 遠った ところ も 

ある。』 

繁 がかう いふ 考へ をいだ いて 母に 向った の は 初めてで ある。 お c!3 はどうしても 若い 方の 仲 ではな 


い。 i^M は、 世 體が惡 いと 云って、 身なり を 小 ざ、 ソ ばりして ゐ たから、 家の 部：^々々 に ほこり 一 つ 

浙め てない と！： Z 傑、 a! の い、 つやく した 丸储は 鬚に ほ つれ 毛 一す ぢも 垂れて ゐ ない。 が、 然し、 

,  と ち 5 

のさ ァ ちゃん、 きィ ちゃん、 みィ ちゃん や 初ち やん、 すべて 繁が攀 校 や^ 校歸 りの 途中 やで 出會 

ふたんび に、 ^しく Si をしたり、 またから かって やったり する 女の子な どに 比べて は、 母 の^は 色つ 

やが せて ゐて、 小皺 だらけ だ。 

らいね 乂  ) 

『全^、  を えれば、 この 轔母 はいくつ にな るんだら う？』 かう 考 へて、 は ひそかに 來年 になつ 

て a!Q 年から GI 分の 年 を さし 引いて 见 ると、 なほ殘るのは僅かに^！！：分のハ牛とニ三歲とだけだ。 

や ッぱし 友人 等の 母-殺より は 若い。 けれども 乂 今更ら 不思議な 様に 思 はれて、 — おいと 云っても、 

また、 繁は母 をさァ ちゃんみ ィ ちゃんの 仲 M へ 入れて しまへ ない ことが 分った。 そして、 さァ ちゃん 

やみ ィ ちゃんの 賑 かな 笑 ひや、 そのな つかしい 聲を 母から は 取け 取れない の だ。 

母 はさう g バ しく は 笑って" 4<れ ないし、 さう 浮きく して は 話 かけて 犬れ ない。 現在、 》 の 口前に 

ゐ 坐-わって、 どッ しりと かまへ 込み、 敎 師に见 る 様な 威嚴を 持って ゐる。 

『中 婆ァ さんに 負けて やらう か』 と、 繁は 心で ffi^ み をした。 つまり、 若い ので もな く、 婆ァ さんで 

もな く、 その 中 ii の 女が あるの を 發：： ^したの だ。 そして、 この 中 に IS する 女で も 男 を 好きだと か、 

男に 惚れる とかい ふ ことがあ るの だら うかと、 紫 は ほ 分で 問 ふて、 G 分で 答へ て兑 た。 11 

お -yj 亭主  五 r セ 


s$  i セー卷  五 五八 

，んき 

恪 ：！^ とか、 燒き 餅と かいふの は 何かとい ふこと は、 こないだから、 {4； 隠 工場の 職工の や 女 が^し 

てゐ るので 分った が、 その 恪氣 ゃ燒き 餅が 母 にも 亦ゃッ ばし あるの だら うか？ 今し がた、 あんな：： ケゾ 

ともない 女が 來た爲 めに、 氣遠 ひの 様になる の だもの。 ゃッ ばし、 侪氣が あるの だ、 燒き 餅を燒 くの 

だ。 

それにしても、 何の 爲 めに そんな ことがある のかと、 また 考 へて 兄た —— 

母が お父さん を 大切に 思 ふから だ、 お父さん を 好きだ からだ。 お父さんと I 紡に ゐた いから だ。 そ 

して、 お父さん は 男で、 お母さん は 女お。 かう 老 へて 來 ると、 おにお ぉの髮 のびん 付けのに ほひが 繁 

の -wk に 付いた。 そして、 母が いつも 身 をつ くろって ゐ るの は、 に 佌卯體 ばかりで はない と 一: ムふ W 情 

が 出て、 

『お父さん は 馬鹿 だ、 ねえ』 と、 われ 知らす 額 を 赤め た。 

『お前に さへ さう 思へ る だら う』 と、 かう お &も 繁を兒 てに ッ こりした。 『まして 他人が 知って 御 2乂 

な、 お父さんが 馬鹿 だと 云 はれる ばかり ぢゃァ ない、 うちの ものが 地がない と 云 はれら ァ、 ね。』 

培 筍の 上に 据て ある 姿兑 に、 ランプの 光で、 £11 分の 顔が ななめに 映る の を のぞきながら、 『わたし は ほ 

ん とに tf せた 様 だ、 ねえ』 と、 片手で 頰を なでて ゐる。 『お父さんが T ぶし 近々 に^って 來 るん ぢ ゃァ、 

こんなに^ 人 じみて ゐ ちゃ ァ濟 まない が、 ねえ —— 』 


『何でも 心 _ 配 ごと はおよ しなさい よ。』 

『さう 一： ム つた ッて、 心配し すに ゐられ ない ぢゃァ ないか、 ね？』 

『喰って 行けな いん ぢゃァ ないし、 のん：：^ にして ゐ たって いいんです』 と、 かう、 諮 は何氣 ない 极チ 

を：：； ル せて ゐ るが、 母のに ほひが I しほな つかしく なり、 そでない 様に：：： ル せようと する だけ、 その ませ 

た 物 云 ひ 振りが 颜 えてね た。 

『然し、 娘』 と、 お a は 忍 ひ 出し 笑 ひ をして 、『今の 女が 若しう ちに ゐる ことにな つたと して =ル たら、 

； S 口、 さぞ お^が 入る だら う、 ね。』 

之を聽 いて、 娘 も： ：！！ 渡 微笑した。 母の 一 H 魏で 父の 色女ので ぶ/ \ 太り を 忍 ひ 浮べた の だ。 然し、 之 

と 同時 に、 また、 世 のう わさ 通り、 恪裔な 母の さもしい 心が 兑ぇ 透かされた £S な^がして、 現に^ 

に對 して 紫の 持って ゐた若 十の 下萌えの 様な、 ^ぁッ たかい：： Z 情 心 は、 まのあたりに 消えて しまった。 

三 

無罪 放免、 ぃま|:司にュ；；5ぃたとぃふ意^^の153報が突然林のぉ守宅へぉた。 から その 時 131^ へお 

いたの だ。 時 は、 一 月 も、 もう 末に 近づいて、 その 年に 道 入って からの 初めて，^ ふ 人々 に對 する 『先 

づ 明けまして お： z 出た う』 もどう やらお 互 ひに きまりが 悪い 時 であった。 
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¥もレ 

生活に 忙 がしい 林の 家族 は、 お S も^子の 繁も、 人より は Eg. くお 目 出た 熱 は 醒めて、 日常の 彤 態で、 

その 日 を かせいで ゐた。 

t つと 1、 

1^ 報の 來た時 は、 丁度、 林の 兄の 女房が 話しに 來てゐ たので、 お S はさん.，^ に 自分の 所 天の 不了 

と 一 信との 惡 n を 列べ 立てて、 もう 一 一度と w び歸 つて 來な いものに 對す るかの 様に 不平 を こぼし 

てゐ たと ころであった。 それ も、 兄嫁の 歸り がけに 電報 を！^ け 取った ので あるから。 意外の K しさの 

餘り、 兄嫁に 托して、 その 歸り途 で、 空 罐 工場に ゐる繁 を 呼び返した。 

あしおと 

『お父さんから- m 報が 來 たよ』 と、 お a は 繁の足 lis を 聽 きつける や 否や さも 嬉し さう に 叫んだ— 

『さう だって、 ねえ』 と、 は 玄關を かけあがりながら、 『おお、 . ^い 寒い！ 兑 せて 御^。』 

繁は 母と 向 ひ 合って 長火鉢の そばに 坐 わり、 母が 頻りに 謓 み 返して ゐた 電報 を {^ ひ 取り、 をの 片 

假名 をた どった が、 苦しさぅに！！：5で^=^をしてゐる。 

『どうしたんだ、 ねえ、 お前の.：：：^ づ かひ は？』 

『驅 けて 來 たから、 さ。』 

『さう あわてない でもい いぢ ゃァ ないか』 と、 ぉ^£3も喜んでゐる。 

『鋭し かった から、 さ』 と、 繁 もに こくしながら 手に 持つ l^s を 離さないで、 『ム ザィホ ウメ ンとぁ 

るから、 g 赂 is:^ 件の 疑獄から 助かった の だら うか？』 


『さ うだらうよ。 —— 然し、 さう して！ ：！^ り ゃァ、 六ケ ：！： なり 八 ケ：： ： なり ホに ja 入って ゐ ただけ が^ 鹿 

びん ほう 

を见 たんだ。 —— お ft けに、 こちと らまで が^ 乏と 心配と をして さ。』 

『ほんと につまん なかつ たんだ。』 

『つまらな いくら ゐで濟 む もの か、 ねえ、 可哀 さう に、 本人 は どれ だけ こち とらに 恨まれて たか 知れ 

ゃァ しない。』 

ちく  L きつ 

『さう さ、 馬鹿 だと か、 .i^IE せ-だと か、 野 crlii だと か 云 はれて、 さ。』 

『ほんとう にさう だ、 ねえ。』 

こっけい 

おれ？ と 繁とは 滑稽で あつたと 云 はない ばかりに 吹き出した。 ふたり は 林に 對 する これまでの 恨みと 

不平と 心配と を 丸で 忘れて しまった 核 だ。 

『然し、 一；;； 子は危 きに 近 よらす、 とい ふ ことがある』 と、 お.：：？ はは ク Mu になって、 

『その 危 きに 近よ つたの はや ッば しお 父さんが： 惡 かった の だ。 お前 もよ くお ぼへ てゐ て、 お父さんの 

3^ 似な どして はいけ ない よ。』 

『お父さん はお 父さん さ、 おれ はおれ だ。』 

『そんな 利いた 風な こと はお 云で ない。 —— 然し、 まァ、 今 EzilH- に^いた と 云って』 と、 お は 紙 を 

繋の 手から 取り、 その 時^ 附けを 兄て、 『午前 十 一 時 牛に 出した のが、 もう 一 ゆ 半 だ。 11 け ふ， M ふ を 
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I ん i に 立つ か 知れない が、 直ぐ m?l^ したと すると、 迎 くもあし たの 晚. に は 京へ^ くだらう。 n 0. 

うかくして は ゐられ なくなった よ。』 

お，： W は 夢から 覺 めた 様に &樣 な氣の 引き締り を S お〕 えて、 今一 っ出來 かけて ゐる仕 _ ^を n 十く 化 あげて 

しまう つもりで、 w び 針 を 持ち出す と、 諮 は、 もう、 何にもし なくても いい 様になつ たかの 如く 安心 

して、 工場へ g: び 行った は 行った ものの、 心が うわ く して、 ，碌な让^^は出來なかった。 

その 晚、 ふたりは^；！を^^^てぃろんな和談をした。 林 は ニハゃ 以上 も 5m- ザに して ゐ たうちに どんた 風 

になって る だら うと か、 いくらか おかね は 持って 來 るたら うかと か、 これから 何 をして 〔永 族 を 安心 させ 

る だら うと か、 児に 角、 お父さんが 歸 つて 來 るの だから、 これまで のこと は 忘れた ものと して、 ふた 

りで よく 持てな してやらう とか、 繁も正 氣に心 を 入れ かへ て Sf 校の 勉强 をし なければ ならない とか、 

. I 然し、 お の 最も 氣 にか かるの は、 わが 子の 不勉强 を、 その 父の 不人情に 對 する 不滿と きもき 

との 勞れ からだと は 云 ひながら、 餘り注 しないで なほ ざり にして ゐ たこと だ。 

D 分の 鹏 はもう 歸ら ないかの 様に m 心 ひ 込んで ゐ たので、 ^を，： ：！ 分の 心の ままに 左右して いい もの 

と 信じ、 苦しい 生 の 助けに もして、 {41 錨の £S を Si くこと など を-? ズけ 八：： はして ゐた。 が、 お" が獨 りで 

弯 へて：： ル ると、 i でが a- つて 情 を 知った 上、 繁は 確かにお 前の 繼子 だ、 お前の 股 を めなかった 子 

なる が ゆ ゑに、 si. 校 を 休む のを兑 のがして まで も、 はした金の5:^錢に=をくれてぉ^ェ場などへ行か 


せて ゐ たの だら うと： s めら れて は、 如何にも 心苦しい。 

『ああ、 分ば かりの 不平 や 心配の 爲 めに、 一生の 乎ぬ かり をした！』 お， ：3 は、 かう 思って、 鎔 にも 

その わけ を SI かせ、 『sf 校 を 休んで まで も 工場へ 行って ゐ たと 云へば、 お父さん はき ッ とわたし の不注 

？:: ^を $3； める だら うし、 お前 も 亦 その 不心得 を 叱られる だら うから、 そこ はお 母さんから よく 云って m3 

く 様に する か はりに は、 あしたから ちゃんと gi. 抆へ 行って、 よく 勉； をして お^れよ。』 

『は ァ』 と、 g かは氣 のない 返 一 2. 卞 をした。 

それでも、 その^ 朝 は、 も 多少 父の m 心 はく を 心配して だら う、 久しぶりに マ 恥 を： e へて おって、 

^：：！-^^を引ッかけて、 小 si. 校へ 行った。 

おれ？ はまた、 不斷 から 磨き あげた 家 巾 を I  奇 源に 片 づけ、 ，ロ分の^？-のまはりをも不斷ょりは 一 ^ 

注^^^て、 林の到^^を待ってゐた。 いつも は 少しも 呼ばない か まで を 呼び入れて 多少の 歡迎 準備 を 

盤へ た。 そして、 その： u に 限って、 氣が S 快に ははつ いて ゐて、 針 化 が 乎に つかない。 川 は：： "く 

片づ いた 手持ち無沙汰に、 の 前に 立って、 その上の 姿：： に a 分 を 映して 兑 ると、 け ふば かり は少 

くと も ilg しさう であるべき の わが 額 は、 却ってい つもより は 沈んで ゐる S§ 子 だ。 おも 1:^5 の 輪 •：§ に： S 

ぼね 

母が in に 立つ の は、 近 顷の燒 きもき したせ いで あると は 知して ゐ るが、 少しもさん でゐる 様子が 兄 

えない。 われながら、 
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『i しい 額に なって しまった』 と 忍 ふ。 人の 云 ふ 通り、 ハ はり 愁が 深いから、 天^が 段段 自分 を かう した 

みじめにさして行くのだらぅかと^^> へ ると、 その 灭^ にさから つても、 n 分 は に， S はか へ られ ない。 

どんなに i がらう と、 n 分 は 林の 様な 分 分 不和 應な もの を むさぼら うと はしない。 愁^り と は、 

わが P のこと だ。 S 不和 蜜 ■ や I をしょう として、 きを 取った に S ない。 II と 

は、 うはべ だけの ことで、 その 取った かね はすべ て S ぬに 使って しまったに 相 f い。 510 

てゐる もの こそい い 面の 皮であった。 I も f G めの 心 I。 人 S をす るの も、 繁をェ f やる 

の も、 f0tisi^K 少しで も かね を 残して、 sgi になり た S と はふば 

かりだ」 それが 罪なら、 罪で も、 耻づべ lli ないから、 すき 地 S へ 管れ て も かま ゃァ しない。 

かう m ちて、 わざとに ッ こり 笑って 兑 ると、 S 奥に は の 笑 ふ S 兑ぇ S な I したので、 

ぞッ として、 その 前 を^れ る。 

乎 を ふところに して、 魅 i につ ッ 立った まま、 一.！ を かしげて 考へ ると、 どうした ことか、 悲しくな 

つて.^ ら ない。 に^く 離れて ゐ ると、 分の 様な 年に なっても、 ヒス テリ をい：^ し.^ いと 人 は 云 ふが、 

よわ  0 

自分 は それほど：^ が 弱い もので はな レ 

『かう した，：. 配 病に なった の & しの 爲 めだ、 芍不勉 强な a めだ、 いや、 や ッぱし 林が ゐ ない f 

だ』 と、 S はおへ て W た。 それにしても 男に 惚れた 、鼠れ たの S 代で はない。 何 ごと も 持ち 言で、 


甘く らして 行けさへ すれば いいの だ。 林 は.^ つて 來て仞 をす るつ もり か 知らん？ S か を どうさせ るお 

へだら う？ C 分を大 ii* にして „4 八れ ようか？ こんな こと を 考へ拔 いて^ 岡が なくなつ たが、 ふと ハ姒 がつ 

いた 様に、 『ゃッ ばし 可愛がって K ふに 越した こと はない』 と、 び S つか 錢 しくな つて、 それに，：！ ふ。 

镜 のがら す は、 成 愛^に も、 また 冷た さう にも、 ぉ^^の心配さぅな、 いや ァに瘦 せた _s を ありの ま 

まに 映して ゐる。 

お は、 け ふ は S 一い n:^ と 思った。 HI 時に、 世に、 親身の 親しみ を與 へて くれる もの は どこに もな 

いの か . と 情けない。 そこ へ、 

『お父さん は歸 つた かい』 と、 繁が 飛び込んで 來た。 け ふば かり は、 IS は 引け時まで m 校に ゐ たの だ。 

『びッ くらした ぢゃァ ないか、 ね？ そんなに あた ふたす るに ゃァ 及ばない よ』 と、 お，： 12 は そ 知らぬ^ 

ザで 火鉢の そばに 一 わった。 

か f 

『-町 も あた ふたす るん ぢゃァ ない さ』 と、 繁 はから かひ 笑 ひ をして、 『まだ 歸 らんの 力？』 

『まだ そんな 時 ぢゃァ ない よ。』 

『いっ^くんだら う？』 

『今晚 中には S  くだらう。』 

も？' 

『ぢ ゃァ、 遊んで 來て やらう』 と、 I ぬが 1  叶ぐ 出て 行った あとで、 わ， はは 動く の も 物-. おいと 云ふ標 子で、 
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ぼん 5 し 

そのまま 坐 わって 考へ 込んで ゐた。 そして、 五 時！ S に はいつ も^まして しまう 晚 を、 まァ， まァ、 

成らう ことなら U 树 にと 思って、 延ばして ゐる。 

お S が 待ちくたびれて 午後 十 時の K: を 31 いた 5^、 林 は 

『今歸 つたよ』 と 一； ム つて、 格子 を 明けた。 待ち設けて ゐた 人が 歸 つて 來 たので は あるが、 お，：：^ は その 

船 の 聲を聽 いて、 いっか 繁が 夜に 勝手口から 道 入って 来たの を 犯 # と 思った 時の 様に、 びッ くね 

した。 そして、 つもる 恨みの 数々 は どこへ やら 行って しまった かの 標に、 ただ 胸 を どき まぎ させて、 

飛んで 出た。 

『お Si ん なさい』 と、 n 分 は ii かに 明けた つもりの 障子が、 n!g の 行き W いた； ffi;:^ で 油す ベリが よ 

くな つて ゐ るの を、 これ 兄よ がしと 一： ム はたい ばかりに すべり 明いて、 明けた 方の 注に ぴしゃりと <=w つ 

た 。『は ッ！』 と、 きまりが§^ぃ£心ひを取りっくろって、『汽_5^は寐かったでしょぅ、 ねえ。』 

『ぁッ たかい 方から 來 たんだから、 段々來京に近くなるほど爽ーくなるのは妙だ。』林はロから，：=ぃ，；=^^」 

吹きながら、 乎さげ^：ゃ飽をー つ 持っての そりく と あがって 行く、 その後ろ について お ft も. M 入へ 行き 

な 力ら 

『敝 らしい ほど 平氣 なう はばみの 様 だ』 と、 心で ひそかに 微笑した。 

¥r 入が 跡から 行水 手 を 一 つ？^ ち 込んで 來 たので、 『まだあった のか？ あんなお に まかせ 切りで 無 川 心な 


こと』 と 思 ひながら、 お. は それ を 受け取り、 所天に聽き钆してポ^：^^渡し、 を〕. S した。 そして 

所 天 が 御飯 はま だ まない と 云 ふので、 ぐ 酒の 炯を しながら、 川^5:-の馳^^をちゃぶ？5に列べた。 そ 

の にも、 切 守 巾の さま-^ な 恨みと 心^と を I 時に 吐き出す？ S な 肯^ はない かと へたが、 それが 

思 ひ當ら ない ので、 何だか胸がっまった様な^^がして、 その 場に 必要な 一一"：：^ 以外に は、 少しもし やべ 

りたくない。 しゃべれば、 また、 とめ 度 もな く 出る に a ひがない の を， せづ から 知って ゐ るから、 ^り 

ひか 

n 十 々i= 一 嘩づら でもない と、 さし 控 へた。 

お S は iik の 歸りを 待ち &b て ゐた割 介 ひに、 どうも、 氣が 逃まない。 お 酌 をしながら も、 どうも、 

氣が HI 白くない 檨で 沈み 勝ち だ。 

ちょく 

『どうかした のか』 と、 林 は 口 を S いて 尋ねる。 

『どうした も、 かう した も 御座いま せんよ』 と、 お" は 簿ら笑 ひに まぎらして、 『一： ム ふべき こと はいつ 

でも 云へ ますから、 まァ、 一 杯お 飲みな さって、 さッ ばりと お 風：！：， ：！ にで も 行って おいでなさい まし。』 

『風呂に も 行って あった まって きたいが、 もう 迎 いよ —— そり ゃァ、 おいら も惡 かった、 さ 力ね は 

逢ら なくなる し、 たよりも しなくなる、 さぞ 切 守 25 は 困って る だら うと は m 心 はないでも なかった 力 

かう 無罪 放免になる まで は、 牢 から 出される かと m ぬ ふと、 ^^くまたほぅり込まれたので、 どうしょう 

も あ リゃァ しないの だ。』 
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『どうして、 また、 そんなへ まなこと をし たんでしょう？』 

『それだけ は 云って くれるな。 もう、 れ にも SI かれた く はない し、 おいら も 云 ひたく はない 1 

よく  *1 

はお いらが 慾 張り 過き たの、 さ』 と、 林 は 案外 面 n なので、 お. は 一 li^ っッ かかる SS<S: がない。 

『久しぶり だ、 お前 も飮 みな』 と 猪口 を さされて 见 ると、 お ft も 一 方に は 

はんどう 

『ええ ッ、 燒け ツ^ だ』 とい ふ 反動 も あり、 また 一 方に は、 所 1K の 前 だからと いふ 安心 も 出て、 珍ら 

しく も 三 四 杯 所 H< のお 和 手 をす る。 然し 所 1K がする のろけ 雜 りの 察 1： ばな し は 少しも 而，： ：： くない。 林 

も 家に 歸 つて は、 多少 遠 ま" して だら う、 昨 ¥ の れに、 ，：：： 分の 乎 紙 をつ けて よこした 色女の ことに は 

二 E も 云 ひ 及ばない の だ。 お ft も、 わざと 意地に なって、 そのこと は 聽 かう ともしなかった。 

そして、 所 灭 の 額 をよ く 兄る に從 つて、 かう は 向きに 反って、 笑 ふ たんぴに 额の 筋肉が くしゃく 

しゃと それに ffi 巾す る 子が 丸でお 猿の 樣 なの は、 初めから のこと だが、 大きな 横坡が 二三 木 刻まれ 

し. P ぐどラ 

てゐる^gゃ、 太って はゐ るが、 たるんで る頻 などの 色が 赤銅の 様に 赤くな つたの は、 全く の 熱 」大 

にさら されて ゐ たから だ。 土 木工 i$ の爲 めに は隨 分野； 人で 傲いて ゐ たの だら うと 批お 來 るが、 よく 

もこん なおや ぢに 惚れる 女が あつたと、 お は を かしく もなる。 然し この 厳 丈な おが どこか やつれて 

ゐ る 樣に见 える の は、 ゃッ ぱしホ に！ S 入 つたせ い であらう と —— 

林 は 大分 醉 つて 來 たが、 ふと 思 ひ 出した 核に、 


『おみやげが あるんだ が —— 』 と、 &鞠を 引きよ せながら、 『繁 はどうし たんだ？』 

『繁 です か？ あの』 と、 お. は 古 痛 でも 隱す 様に あわてて 行き 詰った が、 醉 ひがま はった 頓ぺ たに 兩 

手をかけるにまぎらし、『近^|のぉ友逹のところ へ でも 行って るんで しょう、 今 呼んで 來 ますから』 と 

席 を 立つ。 

ぉ^^！の考へでは、 きッと 工場で 仕 |5f をして ゐ るの だら うと 思 ふから、 そこへ 行って 见 ると、 もう、 

戶 がぴッ しゃり 締 つて ゐて、 誰れ も 起きて ゐ さう でもない。 それで、 ここ か 知らん、 あすこ か 知らん 

ひと ごも 

と、 思ひ當 ると ころ をう ろ附 いて たが、 どこも どこも 戶が 蹄って、 人 m 兰 つし ない IS い 夜 だ。 止む 

を 得す、 

『裏になら なければ いいが』 と、 心配しながら、 歸 つて 來た。 お a は、 所 天 が醉 つて 來 ると、 4ns^ が. 

荒くなる の を 知って ゐ るの だ。 

けんまく 

『どう だ、 ゐ たか』 と、 ^して 林の 權 が 遠って ゐる。 

『どこに もゐ ません が、 もぅ^き歸って^^るでしょぅょ』 と、 ぉ^^^は何；^なぃ^にぉへたが、 からだ . 

がふら/ \ す るの は、 醉 つて ゐる爲 めば かりで はない 樣だ。 

しゅったつ 

『なんだ と？ 直き 歸る？ 馬鹿 を 云 ふな！ あいつの 不勉强 な こと はおい らもよ く 知って る 力ら、 H 立す 

る 時に も、 あれ だけ 懇々 お前に 顿んで S いた ぢゃァ ないか？ それ を、 何ぞ や、 和變 はらす べんく と 

ぉ島ミ 亭主  五六 プ 
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遊ばして、 ほう ッ たら かして たんだら う？』 

か げん  ， 

『いい加減な 《おて ゃッ ほう をお 云 ひなさん な、 わたし は n がす ッ ばくなる まで どれ だけ 云って かし 

て ゐ たか 知れ や ァ しな いのに。』  . 

『ぢ ゃァ 現在、 ゐな いのは どう だ？ おいらが 歸 ると いふのに、 この 時刻に なっても、 夜遊びに 出て、 

まだ 歸 つて 來ゃァ がらない！ もう、 S き 十二時 だ。』 

こま 

『あの 繁 にも、 K は^って るんで すよ』 と、 おな ははら/ \ する 心 を 押さへ て、 『いくら 云っても、 a 

らな いんです もの。』 

お S の聲が 多少 訴た へる 様な 調子で あるが、 林 は それ を 10< け ら ない。 Si; 滞在 屮の 不始末 を 

こうげき 

女-:: i$ から 手 ひどく 攻维 される ことが、 少く とも 一 度 は あらう と别： ^して ゐ るので、 成るべく それ を^ 

き せん  き4. うかう 

ける (u めに 機先 を 制して やらう とい ふ へから、 ふたりの の 1^ 介 物なる^ のこと を 出しに、 强 硬な 

熊 度 を 取らう とい ふこと もま じって ゐた。 

『©ら な いのは 子の 罪 ぢゃァ ない、 お前が 惡 いんだ。 11 お前 は、 全 IT  n やかまし 過ぎ るんだ。 し 

んみ りと 云って 聽 かせり ゃァ、 どんな 子供 だッ て、 一 庞で 分って しまう こと を、 ただが みく どなり 

附け るから、 いつも 馬鹿にされて しま うんだ。』 

をつ と 

『ふん、 あなたの！ は』 と、 ぉ^5はじろり所天を兑て、『さぞ利1::なぉ生れでしょぅょ』 と、 わざと 


らしく， s を 向く。 

Ml^ は だ險惡 になった。 林 も、 お，： W も醉 つて ゐる。 林はじッとぉ^：^をにらみ付け、 猪：：： を n へ S: 

つて 行った が、 それ を 飲み乾して 下に がはくと、 

『^ツ子 だから、 そんな こと をぬ かすんだ らう？』 

『さう でしよう よ』 と、 お a は 口！ ：^. やに 『繁 がわた しの 繼 ツ子なら、 わたし は あなたの 繼ッ 一で しょ 

ま ね 

う。 ずが 手な 爲以 をして ィて、 さ、 こち とらを n 乾しに する つもり だら う！』 

かう 云った 言 猿の 末が、 かな 切り の 特^と して、 しんとした 尸 外へ も 1： き 波る やうな ので、 林 は 

外 M が惡 いとい ふ が 先き に 立ち、 一 肝 怒らす に はねられなかった。 

さ ま 

『默 れ！ 近 處へ聽 えら ァ！』 

『聽 えても、 わたしが 惡 いん ぢゃァ ない！ J と、 ー肸^^がねぃ。 

『なんだ と！』 かう 一 して、 林 はお の 横： を なぐりつけた。 

お 1^2 も、 何だか、 一皮 は 所 天 に なぐられて 兄たい 様な^ がして ゐ たので あつたが、 さて、 なぐられ 

ると なれば、 蔡， ポで 一 抵抗した。 そして、 かう 怠 外に 强く W 心 ひ 切りな ぐられ て、 あたまの 心まで 籠： い 

たの かと 思へば、 ぎ もこ そ も なくなって しまって、 押さへ てゐた 恨みが 一時に こみあが つて 來た。 

『さ ァ、 ぶつなら、 もッ とおぶ ちなさい！ さァ、 もッ とおぶ ちなさい！ 死んでも いいから、 おぶちな 
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さい！』 

お &は、 かう 叫んで、 船 Ik の 方へ ゐ ざり 寄った が、 われながら、 からだが 額え て、 ait ばかり 一 5： いの. 

を. f-t よ， えた。 林 は、 また、 わざと 落ちつき 澄まして、 自分の 妻の 樣子を 見た が、 窭の ッさ をな 颇の. 

11 がすべ て 引き 釣って、 かな 切り K と共に 節え てゐる に兑 える。， そして じッと n 分 を 兌つ めて、 

兩手 をい らくさせ て、 今にも 飛び かからん ばかりの 勢 ひ を 兄て は、 先づ これが c: 分の S ス であるかと 

i 稷の が 凄み を 感じ、 ， ^に またせて 自分の 友人の が 行った msg 院の 想像が 浮ぶ。 n 分が 一 S 

g へ 渡る まで は、 いくら 夫 g 喧 i!. をしても、 かう した 狂態 を 演じなかった が、 いつの まに こんな (m 逮 

ひじみ た 女に なった のか 知らん。 0 分の 切 守と 不 了：：： ル との 爲 めに 妻の 心配性 を 一れ じさせた ので はない 

かと m 心へば、 今 なぐりつけ たのが I おの tSS で、 可愛 さうな 様に もなる が、 i. 初めから、 この 女の 口 

やかましく、 苦勞性 過ぎる のが 面白くな いので あるから、 林 は fl 分から あやまら うとい ふ ハ飒に W ど 

うしても なれない。 

『いよく 狩 g になるなら、 なれ！』 かう 林 は 云 はない ばかりに 平氣 をよ そ ほひ、 猪：！ に 乎 を 持って 

行かう とする 時、 乎の m. が ひりく する のに 氣 がっくと、 いつのまにか おおの 引ッ かいた 爪の^ 力つ 

いて ゐた。 

お. 1：：：5 はさ も 悔し いとい ふ標 子で、 


『人 を 何 だと m わって るんだ？ 恥 嫁 や giS::; あがりの 女と 一 ^にされ ちゃ ァぼ ります！ わたし ポ^ 55?^ 

妻です。 あなたに f 杈 されるなら 本望です から、 さァ、 f 权 すなら お I 杈 しなさい』 と、 所 天 をに らんで ゐ 

る。 

『H5i^ 鹿！ 隐れが 殺す と 云 つ た？』 

『ぢ ゃァ、 なぜお なぐりに なつたん です？』 

『  』 

『ななた の^ 守に どれ だけ 心配した か 知りますまい？』 

『  』 

『病：： S になる ほど 祭の こと も 心配した の は 御存じ あ-りますまい？』 

『  』  . 

『十六に もなる 子が あるのに、 勝 乎な： W 似 をして、 さ 11 まさか、 色：：. s:a ひ ぢゃァ あるまい t — 』 

『手前 こそ 色氣遠 ひ ぢゃァ ないか！ 口 やかましい 女 だ！』 

『口 やかまし いのも、 みんな あなたが 心配 させた からです よ。 は 娘. で、 乎に 介 はない し -1 ？ S し、 

糰 ツ子と 思 ゃァ、 こんなに 苦 £ 力 もす るに や 丁 及ばない。 獨 りで やきもきして ィて、 ほんと につまり や 

ァ しない！』 
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林 は 不愉快 さう に l;m になって、 ちび く 滔を砍 んでゐ る。 お はま だ 云 ひ 足りない とい ふ^子ん 

が、 斤 天が.^ i り 合 はない ので、 その： を どうして や i らさ うと、 く 無 首で 考 へて ゐる。 そこへ ま 

*b しくわん 

ほい そぎに 下駄の 一 S= を させて、 (が歸 つて 來て、 關を あがる が， 十い 力 

『お母さん、 お父さん は』 と、 ^さう に c:^ を^く して. 贝へ來 たが、 林が わるの を兑 て、 クト 6 に いぢけ た 

様ェゐ すくまって、 『お ん なさい』 とお 辭^ をす る。 

『お g まで どこ へ 行って たんだ？』 かう 林 は にらみ 付けた。 

『友達のと ころに ゐ ました』 と、 驗 はお づ くして、 父と^^：とを：^くらべる。 

『i のと ころに しろ、 どこに しろ、 子 仉が今 ig まで 夜遊び をす る ことがあ るか？ お父さんが， -なレ 

の をい いし ほに、 いつも：： g ままば かりして ィ たんだら う？』 

『繁 ！』 と、 お SB 分の sfe を； S ら す：：！ あてが 出来た、 『お前の 爲 めに ni お父さんに 叱られて るぢ 

むァ ないか？ 先づ 1 にこのお 母さんに おあやまりなさい！』 

『何も あやまる こと ァ ない！』 

『あります よ！  の 苦勞ゃ 心配 は、 お前の 爲 めに、 みんな 水の 泡 ぢゃァ ないか？』 

『X の 泡なら、 水の 泡の 樣な こと をす る ものが 惡 い。』 

『なんだ と！  n かう お^は 叫んで、 ^で を 打ち、 『お前 も、 お父さんが 歸 つたと つて 安心して、 お 


父さんと I 絡に ぐろ になって、 わたし せしめよ うとす るんだら う？』 と、 S かに 飛び かからう とする 

勢 ひだ。 

^ ちが 

『ふん』 と、 繁は Hll^ にした によ こ を 向き、 『丸で； ひだ！』 

林 は iS つて 二人の &ひを SI いて ゐた。 そして、 わが 子の ーパ ふ： S り、 ぉ，：1^は丸で：^^^ひの55だと^^っ 

たが、 それ も 少なから す D 分の 仕う ちが： 恋いのに 山る こと を 知って ゐ るし、 また、 お，： 1? を 叱りつ けた 

あげくに、 わが 千ば かり を 可愛がる な 能 や は を：： ルせ るの も、 ますく お の 機嫌 を W する だら うし、 

その上 わが 子の 小船な 云 ひ 分 を 聽 くと、 ませて 來 たと m 心 ふだけ、 代 巡び など をす るの を责 めすに はゐ 

られ ない になる。 

さう とも 知らないで、 ^は^^-をねめっけてゐると、 お，：！？ は.， i に^に しがみつき、 

『暢 ツ子 あっか ひ をす る さう だから、 かう ツ子 あっか ひの， はに してや るんだ！』 と、 さん/^ にお 

を娠り ゆすった。 繁は、 知 しないと いふお ひや 込み を 示め して、 お，： 1? の！：^ を 打つ。 

林 は その 巾へ 道た つて 二人 を 分け、 それから^ を 引 据えて、 

『この不ぶハ^^？め！』 と、 打た うとす る。 ^は それ を 避ける。 林 は 怒って、 ところ 構 はす 揽 りこぶ 

しで うちのめす。 

こし ど 

『もう、 およしなさい』 と、 今度 はお，： が 林 をと めて、 もとの， M にっかせ 7 打ち どころ が Hi§ いと、 W 
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つてる 勢 ひだから、 あぶない。』 

『なァ に、 I 权 してし まう がいい 丄 气林は f 切りながら 管 にらみつけ、 E そめに も 親た るお に 

> らち せんばん I 

手 向 ふな どと は、 不将千 K だ！』 

『みんなお 前 S いところ から 起 るんで す』 と、 お， ぜー f なって 燈 方へ 向いて t と、 かち 

いさくな つて 下 を 向いて るので、 可 f うな 氣 にもな り、 『お父さんに あやまって、 可に して I ひな 

さい』 と、 二三 度 それ を 糊め た。 

くわん ねん 

繁も、 どうせ かな はない と觀 念して 

『御免なさい』 と、 しぶ. （- あたま を 父に 向って さげた。 

『お前 I いと 思った のなら』 と、 林 は 少し やさしく なって、 『今 ll^f ん にも あやまる がいい。 以 

後 さう いふ こと をす るん ぢゃァ ない。 み&も あるが、 け ふ はやらない、 あす やる。』 

『御免なさい』 と、 驚 は ながら 5- ひ 切って 母へ あたま を さげた。 

『それでい いから』 と、 お 所 夭 に對 しても 胸が 晴れた といお に.^ を M いた。 そして、 懿に その 

HE 葉 をつ づけて、 『今晚 はもう お休みなさい。』 . 

かう 一ぶ つて、 I は iik の S 口に？ S をつ ぎ 加へ、 飯 I り m ハへ てから、 それから 立って 行つ 

て徳 |^?| を 二 §盟 取って やった。 父が 議に 8 する まで は、 镜 この 二 § 盟 管の がお 


であった の だが、 父の 留守中 は 母と を： 1: じくして 奥の間に 竊てゐ たの だ。 

あいさつ 

『お休みなさい』 と、 しほら しく 挨拶して、 繁は 母の 取って 旲れた 冷たい 寢 床へ 引 ッ 込んだ。 『け ふか 

ら又獨 りで ここに 寢る のか』 と ふと、 もとは 感じなかった 寂しみ を おぼえて、 何となく 自分の 兩ぉ 

が 非常にね たましい。 そして 床の 中から じ ッと第 等の 話に 耳 を かたむけて ゐ ると、 母 は 自分の こと を 

《A めた リ、 くさした りする の を、 父 は、 飯 を ほう 張って ゐる らしい 口ぶりで、 それに 調子 を 八：！ はして 

うな づ いて ゐる。 空 鎩 工場へ 行く こと は 成るべく 云って れ ない 方が いいが、 若し 母が しゃべったら、 

さう おう 

自分に も 相 應の云 ひ 分が ある ぞと 注意して ゐ たが、 この 話 はさす がに 出さう でもない。 

『十六に もな つて、 まだ 赤ん坊 だから、 仕 やうがない』 と、 父が 云 ふと、 

『いいえ、 どうして、 どうして —— おそろしい ほど ませて 來 ましたよ』 と、 母が 答へ てゐ る。 

『ま ァ、 大丈夫 だ』 と、 繁は 心のう ちで 思った。 且、 母が ませて 來 たと 云った のが 嬉しい 様に 身に し 

みたので、 床の 中で わさと 身 をす くめて、 舌 をべ ろり と 出した。 そのうち いつのまにか 眠って しまつ 

た。 

繁 のお ほいび きが 聽 える 様になつ たので、 お 島 は 所 天と 顔 を兑合 はせ、 

『もう お休みなさい ます か？』 

かん u  く 

『さう だ、 ねえ 11 久しぶりで 醉 ふこと が出來 た。 11 監獄 は K に覼 なと ころ だよ』 と、 林 は 顔 をし 
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がめ た。 

『そり ゃァ さう に ひ はありますまい。』 お 島 は 所 K を兑て 冷 かし じみた 笑 ひ を 向け、 それから^ を 

かたづけ 出した。 『まだく 云 ひたい こと や あやまりたい ことが 澤山 御座いま すが、 お 蹄り 早々 

でもない から、 あしたに も あさって にも 致し ましょうよ。』 

きま 

『おいら も あすから 勤め口 を 探さに ゃァ ならない が、 今度-：; 儿 つたら、 今度 こそ は 立派に^ ちついて W 

せる から —— 』 

『わたし 達 も 少し ゃァ 安心 させて 貰 はなけ り ゃァ、 ねえ —— 』 

『ま ァ、 まァ、 あとの 話 は あすの こと だ。』 

はんし 中ゥ 

こんな こと を 話したり、 話されたり しながら、 お a が" m を 延べて ゐ ると、 f3 くの 方から 半鐘の 音が 

聽 えて 來た。 

『あ！ どこか 火 isj. です よ』 と、 おおが きッ となって； t を そば 立る と、 今まで 多少 やわらいで ゐ たかの 

みと 

女の 額に 不安の 影が 1^ びきょと/.. \1 ^く あら はれた。 林 は 直ぐ それ を 認めた から、 

『なァ に、 心配す るに ゃァ 及ばない 一 ぎだ』 と、 なだめな がらお a に 絞け て 云った、 IrMffi は 相 Sf ら 

十 火 is;^ が 多い、 ねえ。』 


四 

.  一で ろ あ  なに«^し 

林が 一  の 心 常て にして m つたの は、 ェ蔡 博士の 共-だ。 土木 都 業に 關 係して は、 古くから 庞々 做 話 

になって ゐ て、， その 人の id 接 部下に 使 はれて、 小 市の f3 路修綣 を やった こと も あるし、 また その 人 

せう かい 

の 紹介で 或 請 负會 社の 役 1:^ になった こと も ある。 n 十 速 、同 博士の もとへ たづね て 行って、 どこかい い 口 

は 御座いますまい か？ 今^は、 もう、 成るべく^^^！：小にゐ付きたぃのだが、 ^^^なければ止むを^^なぃ 

から、 地方で もまた よろしう 御座いま すと 額んで：： た。 同 博士 は 、林の.：： 豕 では、 もとから ただ 博士で 

つて ゐ るく らゐ叙 しまれて ゐ るの だが、 今回 はどう も 乘り氣 になって？^ れ ない。 

『そり ゃァ、 のこと だから、 心がけて は^くが、 ^ばかり を 手 紐って おつ て は 困る から』 と 云つ 

て、 博 士は ほかの 人に も： -is 動して 兌ろ 様に すすめた ので、 林は歸 り：： 十々 から、 ：g 口の 様に、 隨分 方々 

に 奔走して ゐ るの だが、 如何に 無罪で あつたと は 云へ、 かの 防 件の^ 係 であるから、 人が 

しう. ん 

蒲 氣味惡 がって、 熱心な Eg 旋 もして „k< れ ないし、 また 使って やらう とも 云つ て^れない。 林 はた だ 多 

•  ラま 

少の 乎が かりにす がって、 どうかせ い 返事が 來れ ばいい がと、 待って ゐる ほかはなかった。 

そのうち、 十 口と 立ち、 二十：：： と 立つ が、 林 は 口、 朝から 晚 まで、 多く は 燥の なかに ごろつ い 

てゐ ると いふ 有り様で、 殆んど 何にもし ない、 入 狼 中 知人の もとに 隠して S いた 二百 四ば かねの 金 

お a ミ 亭 主  五 七 九 
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も、 持って 歸 つて Sii 女房お 島 を よろこばせた だけで、 近處の 貯蓄 銀行に あ づけた は 預けた が、 五 *M 

引き出し、 十回 引き出し、 段々 居哈ひ 同様に 減じて 行く。 

子にまで 『しみ ッ たれ』 と 云 はれた お S は、 これが 爲 めに、 氣が氣 でなら ない。 

せ G さ-つ 

『俸給 はいくら でもい いから、 早く ロを定 る 様に 奔走したら いいでしょう』 と 迫り、 『つまり， あな 

た、 どうす るお つもりです、 毎日、 さう ごろ./ \ 寢てゐ るば かりで、 さ？』 

『なんだ！』 と、 林 は、 これ を聽 いて、 あ ふ 向けに 倒れて ゐ たから だ を 起し、 片手の 握り こぶし を te^ 

の 上に しッ かりと 掛け、 お 島が そばで 人 仕 をして ゐ るの を にらみつけた。 『誰 れも 好きで ごろくし 

きま 

てィ るん ぢゃァ ない！ 定る 口がないから、 仕 やうが な いん ぢゃァ ないか？』 

かう したい さか ひ は 始終 絕 える ことがない。 然し 林 は S 分の 勤めが 出來 るまで は、 ま ァまァ 、と、 お 

a に I 歩 を 譲って ゐ るので、 お 島 は 一家の 女王の 様に その 勢力と 權 It とが 增 長し、 かせぐ こと も隨分 

かせぐ か はりに は、 0 分の 所 天 を も、 子供 を も膊 一 つで こき使 はう とする 有り 樣だ。 

『いい 氣 になつ ゼ ゐゃァ がる』 と、 林が 始終 胸中で 面白く 感じない。 

然し 一 つまだお 島の 方に 秘!^ が つて ゐた。 それ は繁を 相 變ら す.： ^鐘 工場の 害き にやって ゐる 

ことで — これ は、 繁 にも 云 ひ 含めて、 父に は內證 にして あつたの だが、 いつしか 知れる 時が 來た。 

林 はわが 子が 舉 校から 歸 ると、 id ぐゐ なくなって、 晚飯も 喰 はない ことが 多い のに、 お 島 は それ を 何 


とも 云った ことがない のに 氣が 付き、 これ はて ッ きり is 分の 歸 つたの を 幸 ひ、 繁の，^-の上はすッかり 

自分に まかせ 切りに して、 お 島は繼 子に する うるさい H 任 をの がれて ゐ るの だ、 な、 と考 へた。 

『染 して さうなら、 おいらが 默 つて は 置かれない』 と 思 ひ、 或 夜、 繁が 迎く歸 つたの を 呼びつ け、 

ほ，：？ めし 

『お前 は 晚飯を どこで 喰つ たんだ』 と 尋ねる。 

『よそで 唤 ベました』 と、 繁 はお づ/ \ してゐ る。 

. げんかく 

『よそに は 遠 ひない』 と、 林は嚴 格に 出て、 『a 分の iM で^はないなら、 よそに は 遠 ひない が、 どこで 

i れつたん だ？.』 

『  』 

『どこで 喰つ たんだ？』 

『  』 

『どこか 云へ』 と、 林の 聲は 段々 高くなる に從 つて、 諮の 竹 は 段々 低くなる。 『一： ム へない こと ァ なから 

う、 云へ！』 

『お母さん、 云っても よう 御座いま すか』 と、 繁は そばに 坐 はって 仕 jsf をして ゐる 5： に SI くと、 お ft 

も 止む を 得な いとい ふ 目つ きを 兒せ て 、 

『かうな つて は、 もう、 隱 して ゐる こと も出來 ないから、 お父さんに 惡く思 はれない 様に 云って しま 

お 島. W 亭主  五八】 
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う 方が いいよ。』  な ねん 

林 は、 ^!分〇殆守中から、 ふたりで どんな 内設ぉ をして ゐ たの だら うとい ふ 疑念 をね つて、 熱心に 

館の，： I 狀を聽 いて 见 ると、 礎の 靈を W きに 近 慮の 工場へ 毎 U 行って ゐる こと、 そこで 多少の H 飯 を 

K つて 生沾の 助けと 小 使と にして ゐる こと、 飯 も そこで 喰へば、 それだけ その = のゅバ 川が はぶけ る こ 

と、 すべて かう いふつ もりであった ことが 分った。 

そして、 お s は繁の あとに ついて、 

ふ づ う 

『それ も 決して 惡ぃ考 へで やらせた の ぢゃァ 御， M いません、 あなたのお 切 守と- -. 竹 信不： §の« め、 マ さし 

に EE つた あげくの 相談 づ くでした から。』 

と說 ほした。 そして、 さすが は、 蔡校を 休ませて まで も 工場に 行って ゐ たこと は 明さなかった 

林 はこれ を聽 いて 先づ その 眼に 淚を 俘べ、 

『さう いふ わけなら、 仕 かたがなかった らうが』 と、 さきの 根 と はう つて 代 はって、 が やわら 

ぎ、 C 分の 意氣 地な し を恥ぢ ないで はない。 然し へて 兄る と、 槃は n 分の^り 子 だ。 ほかに 女の 

子 は 二人 もあった が、 一 人 は 死んで しまう し、 一 人 は 、女に やって、 今では その 行く ゑが 分らない。 

老後の！. &り はこの gli かりだ。 それ を。 何 如に 活計の S めと は 云へ、 穴. 一 識ェ 場な どへ. おに 倒 かしに 

やって、 只 さへ 不勉強な もの を 1 1^ 不勉强 にさせる の は、 c 分に 取って： S も而 .E くない。 やと 力：： 力.^ 


方法 もあった らうに と E わへば、 お a が IS 子と 思って 諮の G め をもッ とよく 考へ て^れな 力った の だら 

うと、 林の は •  版り つめる ほど 不滿の 情が^いて 來る。 

『然し 今 それ を かれこれ S めた とて、 取り返し はっかない I. また、 分の 不行き きな 點 もあった 

の だから』 と、 林 はじ ッと 不滿を 押さへ て、 n に は 出さなかった が、 どうも 默 つて は ゐられ ない^な 

がして、 

『繁、 お前 は 何になる つもり だ？』 

『蠻 かきになります。』 

『靈 かき？ Si 繊ひ靈 など を 喾 いたて、 立派な かきに なれる と m わ ふか？』 

『そんな こと は 思 ひません。』 

『それ ぢ ゃァ、 しッ かりし ろ！ 小 校 も 出ない ものが、 何 をしても、 立派に なれよう^ がない。』 

『はい』 

『救 m は 卒業試験 じゃァ ないか？ しッ かり 勉强 して、 立派に 宇 業證齊 を 取って しま はなけ りゃァ 行け 

ない。 二度 も 三度 も 落第して、 さ、 もういく つ だと 思 ふんだ？』 

繁は 困った とい ふ樣子 を： せた し、 お ft はちい さくな つて 13 つて ゐた。 

さいそく 

その 翌朝、 お 島 は 林に、 f がまし く、 

お 島 ミ亭ま  K 八 H 
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『いつまでも あなたが 遊んで ゐ ちゃ ァ 心細い ぢゃァ 御座いま せんか』 と 云った のが 初 ま で、 林は不 

愉快の 餘り、 

『おいらの ことば かり 云 ふまい。 手前 はどう だ？ 繁を よく 勉强 させて ゐ るかと 55 つて ゐ たら、 陋ェ 

場な どに やって、 下らない こと を やらした』 と 奴 鳴り 出し、 また 激烈ない さか ひが 出來、 お a は 林の 

, 不人情な 不 行き届 を 責め、 林はぉ^^3の不注意不都合を维攻し、 夫婦の ぶち 合 ひ、 つかみ 介 ひとな つた。 

そして、 『馬鹿』、 『畜生』、 『助平』、 『色 狂 遠 ひ』 などい ふ K り 言 禁に H ひ 言葉が 折り返して、 投げ か はされ 

た。 

ft、  丁度、 しぶ/ \舉 校へ 出かける ところで あつたが、 兩親 のこの 有様 を兑 て、 敎科 IJ: をす ベて 

ほうり 出した。 そして、 

『どうせ、 厭な 舉 校へ 行って、 自分より もす ッと 年下な 子供 等と 1^ に 本を敎 はるの は而. w くない。 

ぃッ そのこと、 家 を 逃げ出し てし まふ 方が いい』 と 心の中で 叫び、 母の^した 小 使 入りの 財布 を 拾つ 

て、 どこかへ 出て 行った。 

さ <• ふ 

夫婦の いさか ひ 熱が 醒 あた 時、 ぉ^:^は自分の財布がなくなったのに^がっぃた、 そして 諮の 部：^ を 

見る と、 舉 校の $B など は 投げ飛ばし たままで あるので、 財布が なくなつ たの も 繁の仕 わざ だと 感づ 

もっと 

き、 自分の 所 天 を 恨む 念が 全く その子に 移った かの 如き 心持ちに なり、 繁 のこれまでの 不始末 を あら 


ひ 淺ひ所 天に ぶちまけて しまった • 

わが 子が 不勉強な 上に i づ いて 來 たこと や、 母が 出す 手紙の に大膽 にも 『お.：：^ 馬^より』 と^ 

いた こと や、 追 ひ 出されたら、 勝手口の 戶 をこぢ 明けて 這 入って 來 たこと や。 よその 子^の 持 つて ゐ 

る 菜 子を楚 つて 喰べ たり、 母 を 何とも 思 はないで しみ ッ たれと 云ったり した こと や、 林 は 意外な ことば 

かり 聽 かされて、 今まで 手賴 りに して ゐた S 子ながら、 その 所業 を 全く^ ますに は ゐられ なくなった。 

繁は 翌日に なっても 歸宅 なしい。 お S は 心配して、 

けいさつ 

『is 察へ 届けて、 探して 賀 ひましよ うか』 と 云 ふと、 林 は 却って 平氣 だ、 

『なァ に、 あんな 不届き 者 は 野 たれ 死にで もす るが いい！』 

夫婦 は、 日を經 ても歸 宅し ない 檠 のこと は 段々 云 ひ 出さない 様になつ たが、 忘れられな いのは 林の 

勤め口 だ、 どこそこへ 行って 聽 いて 见れ ばいい、 あの人に 就て 紐んで 兄れば どうでしょう などと、 お 

島 は、 はたに ゐて、 林の ごろ 寢に へられ なくなって 口 添へ する。 長屋の かみさん 等の 氣樂述 は、 子 

供 を 負んぶし てまで も、 梅爲に 出て 行く 時節に なっても、 c 分 はた だ 所 灭 の 持ち 歸 つた. おが 段々 な 

.c>*? ざんよう 

くな つて 行く の を 胸^用す るば かりだ。 それ を 時々 所 天 に 注 $ ^しても、 林は燒 け： C ばかり あ ふって、 

取り合 はない。 

てめ い 

『子 も 段々 となくな つてし まった。 かねの なくなる など ァ 何でもない。 今 庞ァ乎 前と おれの なくなる 

お 島 W 亭主  五八 五 
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ばかし だ。』 かう いふ 燒けッ 腹の g は 句 を 云 ひ 出して、 IS の n が ほは洒 の^めに， 肌れ ぼッ たくな つて ゐ 

る 0 

林 も 心で はお ほ 心配に 相 遠ない が、 お.： ：2 が 話 しかける と、 『まだ か』 と 云 はない ばかりに、 赤 筋 立つ 

たお 口で にらみつける。 お 島 はまた 非常に：： S がいら/ \ して來 たが、 所： 人に 赤 筋 立った. En で にらみ 

めった 

つけられる のが 如何にもお そろし い 様で、 n さへ 滅多に SI かれない。 

ぼう ゐ 

『心細い、 心細い』 と、 獨り でく よくす るの がー ：！： じて、 かの 女の ヒス テリ は內向 的に， お^ を^ ひ 出 

した。 

林 はまた 時々 諮の こと を m わ ひ 出して、 その 不埒 を 怒って 见 るが、 お のネ 以上に" & せおと ろ へ 

て、 の 失せた その I じみた 姿が =： の 前に 倣ら つくと、 .1:1分が三度の饭を^^してゃらなぃかの 

如く 世 に廣吿 して ゐる 様な がして、 非お に 不愉快で たまらない。 そして、 ^！分もぉ，：：^^^はき去り 

にして、 繁の樣にどこか へ逃出してしまはぅかと^^^-へ る こと も 度々 だ。 

偶々 或 夜、 お 1! から、 お 島が 引張ッ つてあった、 先月 分の 家 a を 催促して 來た。 

『かしこまりました、 いづれ 明日』 と 一； ム つて、 お a は 使 ひを歸 したう へ、 恐る く、 所 H< が 明るい う 

ちから 假り寢 をして ゐる そばへ ゆ： わって、 

I!- ビぅ& しましょう』 と It^ ねる と、； 林 は ぐ 怒って、 


U と うず る もな レ  > いと- v< ぎ ハイ ひ を =1 ,Ffl.』 

『然し あれ をもう 出して ゐ ちゃ ァ 3： 無くなって しまう ぢゃァ 御座いません か？』 

『！：：？ ^野郎！ 出せと 云ゃァ 出せ！ なくなれば、 機え 死ぬ ばかり だ。』 

『そんな こと を 云って —— 林の {诙 はどうなります？』 

『子 もな けり ゃァ、 鋭 もなくなる！ M やすがいい！』 

『^^をお ッ 仰い！』 

『なに、 ^gs と はなんだ！』 林 は、 かう： ぶって、 假り疲 の 床から 立ち あがった。 

お ft も、 もう、 ぶたれ る もの かと 思って、 立ち あがり、 -  - 

『さ ァ、 ぶつなら おぶちなさい』 と、 I 生-懸命に 所灭の 乎に 武 板り ついた。 林 は それ を 报り拂 つた 

かと 思 ふと、 

『このし みッ たれ 婆々 め！』 かう 云って、 そばの m にき ランプ を 取って お -IJi に 投げつ けた。 

おれ 5 は こ の 上な くび ッ くりして、 

『き や ッ！』 とば かり 飛びの いたが、 ランプ は 火鉢の 角に^つ て、 こな に S け、 の 上に おらば 

つた 石油 全體が 火と なった。 

『火 |?5^だ！ 火 jr/ た！』 と、 お ft は そとの 方 を 兑て夢 巾に わめいた が、 んトん に 座 を かぶせても み^さ 

お 島 ま 亭主  五八 七 
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うとす ると、 火 はかの 女の 兩手 にの ぼって 來る。 それ を拂ひ 消さう とすると、 また 袖 や 襟に 這 ひあが 

つて 來る。 若し 火の i が ありと すれば、 お 島 は 丸で その 熱した 蛇 を 使 ひそ こねた 蛇づ かひの 様 だ。 

林 も われながら 自分の 船 穀に呆 きれて、 臺 どころ へ馳せ 行き、 手桶の 水をさげ て來 たが、 お S は そ 

れを2^て、 早口に 聲 の^り をし ぼって、 

* とん 

『水 を かけち ゃァ いけません！ 水 を かけち ァ いけません！』 と 泣き叫び、 林のかけてゐた^；^：^を取っ 

て、 火のう へに かぶせ、 血 まなこに なって、 疊の 火と 自分の からだの 火と を 消しと めた。 幸 ひに も、 

大 i^lF に 至らす に濟ん だが、 時 は、 お 島 はまた 針鼠の 全身に あぶら 火が ついた 様であった。 

長屋の ものら は、 もう、 格子戸へ が やく ffi- つて 來てゐ たが、 林が 出て、 せき 切って、 

b う 一 

『もう 大丈夫 だから、 御 安心なさい』 と 云 ふと、 安心して 格子 を 離れて 行く もの も あるし、 また 二三 

人は见 舞が てら あがり 込んで 來た。 

ぉ岛は 兩手兩 腕に ぉほ燒 けど をした 上、 胸 や 顔に も 傷 を 受け、 一 つに はまた がッ かりした せいか、 

その 場に 氣 絶して ゐた。 

『ぉ^^！ぉ島！』 と、 林が 呼び返して ゐる 間に、 醫者を つれて 來 たもの が ある。 その の 手に よつ 

て 氣絡者 は 息を吹き返 したので、 傷の 個 慮 はすべ て 扣應の 手 當てを ほどこされて 繃^され た。 

_ ^ちに は ilg なかった が、 病人 は、 それから 四 五 口と いふ もの、 非常な 發 熱で、 いろんな うは-:, U 

，に   o\  •.V^ORJ.Bnsw.^tls.?  と J? の. 》=:? い に. I  、  n 


た 『林 は、 そばで 介抱しながら、 そのう は 言を聽 き、 取りと めの ない^に も、 ぉ岛が 林^ W 

ざんねん 

思 ひま た^子の 爲めを 心配して ゐる ことが 分り、 0 分が これまで 餘り 女房に つれなかった の を 念に 

思 ひ。 これから は 以前と S つても ッと 可愛がって やらう とい ふ 叙が 出た。 そして、 ゃッ ばし g みに な 

るの は 自分の 女房 や 子供 だ、 如何にえ らい 博士で も、 他人 は手頓 りに ならない と 思 ふ。 

み はか 

お S が 大分い い 方に 向って 來た を IJ- 計ら つて、 林 は その 枕 もとで 將來の 方針に 關す る 相談 をし 

た。 

『おいら も。 かう、 いつまでも 人のから 受け合 ひ を 頼みに して 待って るば かりで は、 丸で 居へ』 ひも！：！： 

めいげん 

樣だ。 博士 も 君が 臺灣箏 件が あるので 世話が しにくい と、 こないだ 明言した くら ゐ だから、 もう、 こ 

しゃう ばい 

ないだ から 考へ てるが、 ねえ 11 まだ 百圆 ばかり 銀行に 錢 つてる の を 元手に して、 何 か を 初めた 

しちや 

らと、 『それに は、 どうだい、 ちいさい 質屋の 小が ね 貸し は？』 

もっと 

『そ リ ゃァ いい 考 へです、 ねえ』 と、 お 島 は 嬉し さう に 所 天の SS を 下から 兑 あげて、 

『わたし も、 まだお 話しな かったんで すが、 さう いふ 風な こと をしたい と 思つ たれば こそ、 元手に な 

るべき おかねが なくなる の を 心配した のです、 わ。』 

『それ ぢ ゃァ、 願ったり、 叶ったり で —— お前 さへ よく なれば、 E ぐに も その 乎 にしよう、 さ。 そ 

-れ に、 お前 は 多少 品物の 目 利が 出來 るから ね。』 

お 島 亭主  五八 九  . 
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『また、 出來 ないでも、 やって るう ちに ゃァ E き 十分 目が 巧者になります、 わ。』 

『见に 角、 さう と 定めよう よ。』 

『それが いいです よ。』 

かう いふ 話が あって もな く、 繁が ひよ ッ こり 歸 つて 來た。 林 はわが 子を责 める だけ 資め たが、 小 

に ふよう  きょくど 

俯が はりに、 商 買の 手助けになる ものが 入用 だと 思って ゐる 場合 だから、 餘り 極.^ までい じめ 拔 かな 

いで、 今度の 計 群； を 話して やり、 

『g!i すると ころ だが、 今回 は 許して やる か はりに、 これから 正氣 になって、 小^の 仕骐 をす るんだ 

ぞ』 と、 繁に 命じた。 

『それ も』 と、 お ft も 病床から 口 を 添へ た、 『末 は 誰れ の S めで もない、 お前の 爲 めになる の だから。』 

しょうち 

懿も、 舉 校へ 行けと 云 はれ なくなつ たの を 幸 ひだと して、 おとなしく  知 をして、 兩 親から 逃亡 中 

どうして ゐ たと M かれた に 答へ て、 すべての こと を白狀 したに 據 ると、 梁 はかた なを 一 本 買って、 そ 

れを 腰に さし、 $s 筋 を 徒歩して、 から 江の 島まで も ぶらつき、 安 5^ にと まったり、 野. お をし 

たりした。 そして、 持って ゐた僮 かの かねが なくなつ てから は、 面. n 半分に 乞 〈仗の K 似 をしたり、 畑 

の 物 を盜ん だり して^った。 そして、 畑 どろ 棒と 兑られ て、 追ッ かけられ たこと も あるが、 かたな を 

拔 いて 振り ま はすと、 誰れ でも こわがって、 寄りつ かなかった さう だ。 そして、 多少 景色の £1 あ を 得 


て歸 つて 來 たの だ。 

含う もん 

『畑 どろ 棒 は 罪が ffil いの を 知って るか』 と、 父に 軋 問され、 錢 はび ッ くりした：： ！ を 丸く して、 

『知って ませんで した。』 

めナ  . 

『まさか、 かね は 盗むまい、 ね？』 

『決して そんな こと は 致しません。』 

ほんとう 

兩親も それ は本統 だら うと 信用した が、 兎に角、 案外に 大 膽で亂 1^^ である 子の 所業に はぁッ けに 取 

られざるを5^^かった。 

しゃ うら , 

林 は の おそろしい 將來を 戒めた が、 檠の 方で はまた 父が ラ ンプを 投げた と 云 ふ 話し を 母 から^か 

せられて、 父の 意外な 氣質 をお そろし く 思った。 そして、 ふたり は见に 角お a の 枕 もとの 左右に 侍し 

て、 お S をが 抱した。 

お. c2 の； が 段々 落ち 付いて 來 るに 從 つて、 その 燒 けどの 痛み も 虹って、 もとの 通り 立ち働きが W 

きャ i-y  あか はげ 

來 るから だに なった が、 虹らない の は その 疵 跡で —— 兩手は いづれ も 腕から さきが 赤 禿に 禿げた 上、 

膀 から 顿ッぺ たに かけて、 大きな 引ッ 釣りが 出來 たので、 そのた ださへ 落ちつきが なくなり 豚ち のき 

やうす 

よとく づら に、 一 しほき よとくした 様子 を 添へ た。 世 M では、 もう、 それが 林の 亂： おから 出た こ 

** つと 

とだと、 輪に 輪 を かけて 評判され てゐ る。 ぉ岛 自身 もさう とば かり 思って ゐ るの だが、 所 天の^ 而に 

ぉ島ミ 亭主  五 九 一 


li き 一 卷  五 九 二 

ぺんか 4 

關 すると 知って ゐ るから、 さう ではなく、 ただ 家族の 過失から 起った こと だと^ 解した。 そして、 お 

a は 義理 を 忘れない つもりで、 病 氣恢设 の禮に 長屋 中 を ま はった。 そのつ いで を以 つて、 を 

うれ  ふ 

する から、 よろしく 吹聽を 紐む とい ふこと を、 嬉し さと 誇り 雜 りで、 云 ひ 布ら した。 

すると 長屋 中の もの は、 丁 庇いい 機き だと 思った の だら う、 長屋 全體の 決議 を以 つて 家主に ：3 り、 

林の 家族 を どこか 餘 所へ 轉 clg させる 様に 運動した。 家主 も 止む こと を 得す、 林の 家に 來て、 

『どうか^な 場所へ 移轉 して K ひたい もんです、 この 家 は 親戚の ものが 道 入る ことにな りました か 

ら』 と、 體 裁の いい 立ち si^ き 請求 をした。 

林の 家 f 意：^ なのに 驚き、 その 場で は大變 怒って、 不道理の 請求 をな じった が、 長屋 全 g の M 卯-? f 

が あると 閱 いて、 おとなしく 承知し、 林 新 平の 表札 を 撤去して、 同じ E 內の m 松 町へ！ して、 いよ 

いよ 小さい 質屋 を 開業した。 

その あとで、 長屋の かみさん 共 は 林の 家族 をお ほ びら に 評判して ゐた。 

『あんな 因 ^おかみさん もない』 と 云 ふ ものが あれば、 

『あんなお ほきな たらし 子 a§ も あり ゃァ しない』 とそ しるものが ある。 

んな 

然し 長屋 速の 最も 恐れた の は 『ランプ を 投げた 旦那』 で、 みんなが 林 をのの しる 言葉 は I 致して ね 

る。 乃ち かう だ、 


『あんな 靈 へきて 行く  f ら、 い ッそは if 火 1. へう ッち やって しまう！』 

I (明治 四十 五た 41.) 
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雷 n からの 93a. が 浅！：：？. 橋の 方へ 一 丁ばかり來た茶1^_:町 の 右が はに、 i:! 渡 立派な けんざん：^, が あ 

る 0 

i^r! 三 の^さきに は、 鰹節 やら、 玉子 やら、 梅 苦 やら を 兌 s_ 勿よ く かざり 付け、 3M ン巾に はお ほき 

な を^ ゑて ある。 兩 脇の がらす 棚に は、 品物 を 入れる 桐の 箱、 ボ -I ル箱、 tl など を 凝 M に 並べ 立 

てて ある。 

そこのお かみさん は 年屮樂 に^る もない と 云 はれる。 と 一； ム ふの は、 が 盛す るば かりで はな 


まゆ 


い。 沼 を， S り 落した おかみ さんが 出て ゐ なければ、 その 口のお 容の 數が少 いので ある。 

あ •， き やう  なかみせ 

名をぉ^;:5と云ふが、 容に對 して 愛！ g が あり、 なかく：：^ 前が よく、 その上、 突 人 だ。 仲 の 紅 お 

店のお くめ ほど は 評判がない が、 11 おくめ は 店の 板に K はれて ゐ たの だ、 —— { おつきの 突 人と し 

て、 人々 に は 大野：： S の 小町 娘と 歌 はれて ゐた。 


町家の こと だから、 子供の 時に、 三，， ^線 や 踊りの 糟 古に やられた が、 性來 好きであった かして^ 分 

上達した。 そして 獨り 娘の 器 投の兩 親が 世辭ぉ 上手の 師匠に おだてられ、 娘 を^ 草の 一ー一 社 祭りに 

踊らせた 時な どに は、 若い 衆 どもに やん やと 云 はれた ものである。 十二 三の！ S からして、 もう、 jf; 判 

になって ゐ たの だ。 

ちう にん 

そこの 箏情を 知らない もの は、 他に 先ん する つもりで、 n 十く から 仲人 を 入れた リ、 接に. E. し 込み 

をしたり して、 お^ を 嫁に I:- はう とした。 然し この 女 は 『家つ きの 獨り娘 だから』 と 云 ふ を以っ 

て、 いつも 兩親 はこと わるの がお £ ルり 文句であった。 家に は、 ほ 際、 かの 女より 外に 子はなかった の 

である。 

然しお 常 は 大野 屋の 血統 を 受けて はゐ なかった。 內狀を 知って ゐる 人々 の 話に 據 ると、 觀：； iu 《仏の そ 

ばに て兒 であった の を、 先代の 大野： l^iHK^S が 拾って 来て、 育てた と 云 ふう わさ も ある。 それ は见も 

ふるかぶ 

角、 別に 本當の 叙が あるの は 分って ゐる。 Lt: 父 は 今 も 落語家の 十：： 株で あるし、 ！：：；！^ はまた 大きな 某洒 

屋の隱 居の 女房 だ。 

資父 はもと、 S 樂 で 仕 かたがなかった。 それが はめに、 I 家 の wiw が ひどくな つて 行く ばかりで あ 

しんば う 

つた。 餘り 辛抱し 切れないので、 K 母 は C 分から 逃んで 離綠 をして K つた。 すると、 K 父 はどう 云 ふ 

つてが あつたの か、 1.3 樂 の 結 にあ. り ちな "TA 語 {豕 になって しまった。 

藝者 になった 女  五 九 七 
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お ザ 4 こなって から、 ^^ぐ父は多少かねも儲かる様になった。 すると 母の 方で はまた 朱 練が あった 

rylln  一  1  どうせい 

上に、 樂に 一お せる 様になったら しいの を兑 たので、 1$ び 父と 同楼 する こと. を 巾し 込んだ。 然し 旣に" が 

な 女が 出 來てゐ て、 その巾し込みは^^けられてしまった。  き み 

その SS こと だら う、 は a" 吞み兒 を かかへ て は 人 仕^も して ゐられ ないし、 また 多少の *s け (姒味 

もま じって、 その 兒を 菜て たか、 ^つた かした。 その どちらで あると も、 お 《5 は 子供の 時には 知らな 

かった。 養父母に 常る 先代 夫婦 はかの 女に H 際 を 語らなかった ばかり か. * 本 《w の獨り 娘と して 可愛 力 

つて ゐた。  j 

『あ. こハ、 菜て 兒だッ て、 さう？』 と は、 お が 子供の 時から 不斷 大野 厘 夫婦に 极^ ひした 一 in 葉 だ。 

隣り s^i のおば さん 達が いつも さう 云って 聽 かせる からで ある。 

その 度 毎に、 養父母 はお 常 を 而 n な 額つ きで 叱る 核な、 なだめる 様な 返^ をした。 殊に、 かの 女 

を 可愛がつ たの は 養母の 方で あるから、 養母 はいつ も M じ 様な 云 ひまぎ らし を 云った I 

『^ぎ をお 云 ひで ない よ、 っゥ ちゃん！ 粱て兒 の 様な ものなら、 何で こんなに 可愛がって ゐられ ま 

す？』 

『.s クて、 け ふ、 また 隣り のおば さん もさう 云った もの。』 

『隣り 近^の 人 は、 ね、 お前さんが 器 i のい ぃ兒 であるんで、 何 か難擗 をつ けようと する の だよ。』 


『だって、 ね、 お母さん、 あいた、 幾度 錢を 兌て ィて も、 どこもお 母さんに も 、お父さん にも 似て ゐ 

ると ころがない、 わ。』 

『そり ゃァ、 お前さん、 世 に はよ く 似ない 兄が ある ものお ァ ね。』 

おや ふ かう 

『そんな 兒 はき ッと 親不ポ よ。』 

お ffi はこん な 心持ちで、 暇 さへ あれば、 鏡を兑 てば かり 子供の 時代 を^した。 どこか^ 親 に似てね 

ると ころが 發 見され ないか 知らん と 思っての こと だが、 兩 親の おもかげ は どこに も： 付から なかつ 

けってん 

た。 親 は どちらも 不の字 付きの 顔 だが、 自分 は どの 點に 於ても 缺點と 云 ふ缺點 がない。 

割合 ひに； S の 白い 額 は 下ぶ くれで、 さう 長い 方で はなく、 その 全^ を 引き締める 口 は^の 2^ に M く、 

はなす ぢ  1 J  1 、 ，5.1 

ばッ ちりと して、 黑： y 勝ちの 光が あり、 小 4 が 11 き：！ S 味で あるの も、 ^§;筋の格恰がぃレ.「.^まり方て聘.< 

ぁぃ享 う  • 

へて ゐる。 その上、 口 は、 笑って 見る と、 どうしても、 江 戶ッ兒 らしい 愛^が！^ 方の ゑく ぼに まてよ 

く あら はれる。 また 怒った W 似 をしても、 どこかに ぴん とした 心 氣が m る。 そして、 

『へん、 何 だ、 べらんめえ！』 かう、 われながらき やしゃな 腕 を 出して 见て、 笑って る 銃の 節に M ルと 

れ たこと も 稀れ ではない。 

『っゥ ちゃん、 っゥ ちゃん』 と 母に 呼ばれた のが 聽 えて ゐ ながら、 わざと 返 もしないで、 ニ陪 に, 

で 頸 をす くめた こと も ある。 

薛者 になった 女  五 九九 
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みせ 

. 店に は、 お 常より 十四 五 才もハ や 上の 勝さん と 云 ふや 付； H がゐ た、 勝 次 郞と云 ふの だ。 もとは S おの 子 

で、 問 も 可な り敎へ 込まれた の だが、 父の83^<?が失肷してから、 この 店に 住み込む ことにな つた。 

商 一， の^に かけても、 なかく 巧 であり、 また 贝 振り も 十人並み 以上で あるから、 大野 ほ 夫 は、 

お 常の 十二 三才の！ S から、 郞の 叔父に 證文を 入れて、 勝 次郞を 養子に して S いた。 そして、 お *s 

も渠を 

. 『兄さん、 兄さん』 と 呼んで ゐた。 二人の にお 初の 兒 11 女 だ ！ が出來 たの は、 お 《：3 の 十六 才の 

時 だ。 それでも、 『兄さん』 の 呼び名 はやめない。  , 

『なぜ おれ を あなたと か、 何とか、 .一 や 主ら しく 呼ばな いんだ』 と、 勝次郞 がな じる こと も ある。 する- 

！も、 

『 あなた なんて 云 へ る もんです か？ 呼び！^ れて來 たもの を < ；. わに 虹す の は、 何だか を かしい やうで。』 

『何が を かしい？ 夫 ig になって しまった 以上 は、 さう igj すの が 本 常 だ。』 

： 『さう お e しょ』 と、 ！^母 も はたから 口を出し、 『勝さん の 云 ふの が 尤も だから。』 

『夫婦の 關 係が 出 米た 上で、 なほ 兄さん なんて 云 ふの は、 それ こそ 却って を かしい。 そら-^ しい。 

まさか、 勤めの 身 ぢゃァ あるまい し。』 

兄さんで もい いぢ ゃァ ないか、 の 様で？』 お I ば は 微笑す るば かりで、 I 向 それ ケ Jid さ. なかつ 


柳 橋が 近いので、 かの女はその社<&の流行などにはょく注^;:^^た。 ：e りお. n 粉な ど は 付けないで、 

身なり を意氣 に、 意氣 にとば かり 苦心した。 そして 洗ひ髮 のま ま 横^のお 刀！： の 軍衣 を 素肌に^ 込んで 

ゐる など は、 近處の 人々 の 度々 见 たと ころお。 そして、 また、 勝 次郞の 前で、 三味線の 爪 it きをす る こ 

とも 鹿々 ある。 

『ぁのかみさんはきッと浮氣^<;だょ』 と 云 ふ 評判 は まって ゐ たから、 近ぬ の 若い 衆 や 出入りの おの 

者な どが 小 常り に當 つて 見る が、 振 ひっきたい 樣 な愛媲 にた だ 魅せられる ばかりで、 何^の 手 ごた へ 

もなかった。 

勝次郞 との 間 は 至極 圆滿 で、 いさか ひ 一 つした のを兑 たもの がない。 無論、 勝 次郞の 方から、 ぞツ 

とん、 まいって ゐ たの は搴資 だ。 兩 叙と 亭主と して、 お？ e に は 仕たい 放 i にさせて s いたから でも あ 

らう。 芝居に 行きたい と 云へば 芝居に やり、 花兑に 行きたい と 云へば 花 兄に やり、 衣 物 を 1=; ひたいと 

】K へば 衣 物 を 買って やった。 衣 物な ど は、 流行 を、 流行 をと 追 ふて 行く ので、 いくら-;: い 代 W を 拂っ 

て も、 一 年し か 持たない。 二 年 目に は、 それ を資 り拂 つて、 また 別な のに ひ換 へて しまう。 

藝者 になった 女  六 〇一 
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大野 S はさう お ほきな 金 持ではなかった。 然し店の株とぉ^£の評判と勝次郎の勉^|5、とにょって、 r 

の 女王 を 思 ふま まに させる くら ゐ のこと は 出来た。 かの 女 は K 際贫乏 とい ふこと を 知らない。 然し 人 

の ひん 乏 くさい のを见 ると、 それが 非常に 嫌 ひで ならない の だ。 そして、 成るべく そんなと ころへ は 近 

づ かない。 

勝 次郞に は、 その 父が 失收 した 時、 大變 世話になった 須藤士 n 則と いふ 叔父が ある。 或 小 校の 校 1:^ 

で、 いくら 年を取っても、 若い ものに A けん 氣の、 極く l^M な だ。 この 人 だけに は、 お f  j 歩 ゆ 

づ つて ゐて、 餘り奇 でもない {尔 だが、 そこへ は 度々 遊びに も 行き、 叔父さん、 叔母さんと 云って、 

よく 鋭 しんで ゐる。 

然し それ も， だ、 D 分の 店 や n 分 身の ことに 就て は、 いつも われから 愛^ を 振り まく 様に 兑 えて. 

ゐ るかの 女が、 一般の 人に は 勿論、 づき 合 をして ゐる ものに 對 しても、 お 世辭と 一: ムふ もの を 一: ムひ 

たくなかった。 ただ ベら/ \6 分の 云 ひたい こと を 云 ひ、 o 分の 聽き たいこと を聽 いて、 それでい つ 

も 話 はおし まひになる。 

『：^まま 一方に^&った女だが、 ひねくれないで 面白い 子 だ』 と 云って、 叔父の 吉則は C 分の 小い 娘 

(芳 子と 云 ふ) よりも 多く 可愛がって ゐる。 築に はお 常が 亭主 持ち、 また 子持ちで あると 云 ふこと を 思 

ちょ 

ひ： ^ へさせない ほど、 お $5 の It 雜 板り や 態度に 若々 しい 愛^が あった。 かの 女が 庞々 须 藤の へ ST ひに. 


行く の も、 j つに は、 士 2 則が 『お 《お、 お 《め』 と 云って、 子の 様に もてなす からで ある。 すると、 成：：： 

のこと、 かの 女は士 ロ则 が 校長 i が あると 云って 出か かって ゐる ところへ 行き 八：： はした。 は m 來立 

ての 七 子の 羽織 を IS てゐ る。 

『叔父さん、 いい 羽織が 出來 たの ね』 と、 お^は e ぐ そばへ^ って见 る。 12 ひ 方に ®l なと ころが あ 

&a いと 

ると 思ったら、 ^して 變なの だ。 紹絲が 足りなかった かして、 足りない だけ を 木綿 絲で 縫って ある。 

『この ざま ッ たら、 ない！ なぜ こんなし みッ たれな こと をし たんだら う？ 叔母さん も 叔^さん だ、 ね 

え、 こんない い 物 はう ちで 縫 はないで、 仕 立：：^ へやった らいい ぢゃァ ないか？』 

やわら 

『そんなお あしがない から、 ね』 と、 叔母は和かぃ返|3|^で受けた。 

『なけり ゃァ、 ぃッ そ、 羽織 も ！只 はない 方が いい。 丸で なし だ。』 

『それ も 尤も だ』 と 云って、 吉则 はお $5 の來 たの を ほくく んでゐ たが、 時 が 迫った ので、 『ゅッ 

くり 遊んで 行け』 と 命じて、 出て 行った。 その 跡で、 叔母が 

『お 常さん、 お前の 樣に 何でもつ けく 云 ふ もの ぢ やない よ。 うちだから い い. ものの、 し 他人な 

ら、 ぐお こって しまう』 とたし なめる と、 

『誰れ だッ ていい ぢゃァ ありま せんか、 しみ ッ たれ はしみ ッ たれ だもの。』 

叔母 もこれ に は 閉口して、 ただ 笑って しまった。 お <s の 我 を 押し通す が、 然し 無 邪 (S な 愛- S に は、 
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一女で も& せられて しまう の だ。 然し 叔母 は、 所天吉 則が わが 子よりも お $s を 愛する の だけ は、 いつも， 

遺憾に 思って ゐる。 

『あなた は なぜ わが 子の 芳子を もッと 可愛がって やりません？ お 常 はよ その 家の 子ではありません か 

？ よその 子 を 可愛がる の もい いでし ようが、 それ はも ッと芳 子 を 可愛がった 上の ことになさい まし。』 

まんたい 

『それが 尤も だ』 と、 吉則は 決して 1^ 對 はしない。 然し 矢ッ 張りお 《おの 方が 何となく 可愛い. だ。 芳 

子 はま だ小擧 校へ 這 入れない 小娘お。 それから 见 ると、 お 《おは、 ギの 割りに は 若い 意； S を 持って ゐる 

あ ひて 

吉 則に 取って、 まだし も 話し 枇 手になる。 それが かの 女の 方 を 愛する 一 つの IgSI であらう と は、 s,::! 

身で も考 へない こと はない。 

築は然し自分の^！^をも滿足させてゃらなければならなぃとロ心ひ、 丁度 わが 子が 七つの 祝 ひに おった 

の を 幸 ひ、 芳 子の 母に 芳 子の 新 衣 を 推へ させた。 母 はお ほ よろこびで、 格子 耥の八 丈を兑 立てて 來た。 

それが 二 枚 直ね に 仕立て あがる と、 直 ぐ芳 子に それ を溃 せて、 母と 共に 大野， へ 行かせた。 

『お母さん、 二 枚 m> ねだ、 ねえ』 と、 芳子は 嬉しがった。 

『ああ、 これなら、 お さん もけ ちはつけ まいよ』 と、 母 は 調子 を 介 はせ た。 

然し 大野， おへ 行く と、 襟つ きの 紹 物 を や S たお 《おが 出て 來て、 ^^ぐそのけちをっけたのでぁろ。 

『けち n 穴い、 はえ —— 子^に は、 も ッと派 乎ながら を 1 ハ £ せたら いいでしょう？ こんな じみな 物ぢ ゃァ、 


田舍ッ 兒の樣 だ、 わ。』 

あくかん 

それからと 云 ふ もの、 お 常の 叔母が お 《£ に對 する 惡感 はます./ \ 根が はびこる 様になった。 

ミ 

お 5 おと 勝次郞 との^に 出來た 女の子お 竹が 五 歳に なった 時、 大^ ほの 主人が 亡くなった。 おふくろ 

と 勝 次 郞とは 歎く だけ 歎いた。 然しお 常 は 左 ほど 悲しく もなかった らしい。 かの 女 は、 物心が ついて 

以來、 泣く ことが 殆どなかった ので ある。 そして、 そんな 悲しい 暗で も、 CI 分ば かり は 

『あれが ¥當 のお 父さんであった のか 知らん』 と 云 ふ 様な こと を考 へた。 し 遠って ゐ たら、 跡に 

つて ゐる お母さん も 自分のお 母さんではなくなる。 そして、 かう 思 ふと、 何だか 知らん、 おふくろに 

かんじゃう 

對 する 感情 も、 以前と は 遠って、 うとましく なって 來た 

然し そんな こと も かの 女に は 大した ことではなかった。 勝次郞 との §1 は、 表面で は、 ますく i5 密 

になる ばかりな のを兑 て、 おふくろ は 蔭で 獨り 心細く m 心 ひ 出した。 

『k# の 儀 は、 常 二十歳に 相 成 候 はば、 前約の 通り 相 譲り 中すべく 候』 と 云 ふ 約お を 勝 次郞の 叔父^ 

くじ やう 

藤吉 則に 入れて あつたが、 その 二十歳の 時、 丁度 養父が 亡くなつ たので、 二百の 苦 もな く、  ^は 全 

くお 常と 勝次郞 との 思 ふま まに やって 行ける から、 お *2 も 一 肝 張り合が W 來 たので ある。 
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勝 次， 4 は にも 乎 を 出して ゐ るが、 幸 ひに も、 さう 拟 をした ことがない。 そして、 5- の 守に は、 

お が獨 りで 店の 小^ 等 を あっか ひ、 相 變らす ゆ 斐-. \ しくお に 對 して ゐる。 子 に は 5^??- つけて 

あり、 a どころ に は氣の 利いた 女 屮がゐ て、 おふくろが 等 を 監督して ゐ るから、 その 方に も 心配 は 

ない。 

お の 胸の に は、 ー附ぃ 雲の 一片 だ も 浮かんだ こと は 殆どない ので ある。 かねが^ かるの が， L み 

ではない、 儲かった かねで 仕たい が出來 るの が樂 しみな の だ。 马 器 =IS よし、 かね も あるし、 

1 腹の かみさん になり 澄ましてから は、 近^ 隣り の ものら も、 お が+ 供であった 時に 云った はなけ 

ち も 云 はす、 こそ すれ、 少しも おろそかに する 52 な 態度がない。 ^も 女 も、 その 店 さき を^り す 

がって、 お 常に 苦勞の 苦の 字 もない £J な 聲を以 つて？ 一 い^を かけられ るの をれ^ の^に 忍って ねる。 

臨つ 1  肚ぐ奥 は 六 t 奴き の 茶の ^ で、 店との^ はがら す 障子 を以 つて 让 切って ある。 それと 並んで、 

t が は を 境に、 どころ が ある。 茶の の 奥に、 c:;!^ した 庭 を はさんで、 土^が つて わろ。 この 上 

，と兩 隣り が SI で 込んで ゐ るとの 爲 めに、 茶の W が簿 暗い ので、 天井 を 四灼に 切り 拔 いて、 おかり. W 

りが 出 來てゐ る。 そこ は、 夜に なれば、 小^ 等 を かせる ところで、 おふくろと 女中と^^と 子 佻と 

は 土； S の ニ陪が t お ii になって ゐる。 そして、 主人 夫婦 は， おの 二階に. がるので ある。 

など， Z やって、 」Z5 を ui. くし ま はせ た 時な ど は、 勝次郎 はおお と 二人、 店の 二階で、 ひッ そりと 小洒 


.突 を く ことがある。 そして、 お $5 の 爪 揮き に乘 つて、 勝 次 郞の歌 ふ as がそと を 通る 人に 聽 える ゆ も 

にんげん 

ある。 勝次郞 もなかく 隅へ は E けない 人 問で、 藝*? の 出る 席で は、 mf^ 报 りがいい のと Si 上 乎な のと 

>ね ぶん 

で隨分 もてた。 

柳 橋に 好きな のが ある-と 云 ふこと も 分って ゐ るし、 たまに は、 とまって 來る こと も あるが、 お 常 は 

平氣 で、 燒く樣 な こと はしない。 男と して は、 り 前 だぐ らゐに 忍って ゐた。 

『こんない いおかみ さんが あるのに、 ねえ、 勝さん も &:; S な —— 』 と 一； ムふ 様な こと をお 世^ かたぐ 

聽 かせる ものが あっても、 勝次郞 はた だ 笑って ゐ るし、 お はまた よそごとの 様に SI き 流す。 二人の 

たし 》H  く 

樣子を はたで 兑てゐ る ものが、 却って、 この 餘り 淡，： z なの を もどかしく 忍った。 

『然し また、 云 ふに 云 はれない 樂 みが 二人の M にある の だら う』 と、 かげで は 一一 ムひ 八：： つて ゐる ものが 

ある。 然し、 H 際に 於て は、 そんな 秘密な 樂 しみが 特別に；；^ 在して ゐる 様で もない と 感づいた の は、 

さすがに、 ^E-づからも心細くなってゐるぉふくろでぁる。 かの 女 は，：； I 分が お ffi の餘り 淡， u な 態-ばに 飽 

き 足らな く 思 ふ 心持ち を 勝次郞 にも 移して 兌た の だ。 或： ：！、 お 《：^ が 子^ を れて、 上^の 花 兌から 须 

藤へ まわった 贺 守に、 勝 次 郞に向 ひ、 

『あの 子 は 子供の 時から ぁッ さりし 過ぎて ゐ たが、 今でも その： S 性 は そのままの に兑 える。 お前 さ 

ふラふ 

ん、 少し 立ち入つ たこと を 聽く様 だが、 夫婦の 仲 はよ く 行って ゐる のかい？』 

黯考 になった 女  六 0 セ 
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わか 

IT さァ』 と、 勝 次郞は あたまに 手を乘 せた が、 わたしに も 本 常 はよ く 分らない のです。 よく 行って ゐ 

ると も 巾され ますし、 またよ く 行かない とも 云へ ます。 あの 子 は、 ^；^ー、  二人の 仲に 出來 たや a- を少 

しも 可愛がりません。 それから、 わたしとの 仲で 御， M いますが、 わたし を 本 $3 に m 心つ て^れる のか、 

どうか そこが 波 判然 致しません。 お母さんに は 巾し ますが、 SU は、 わたし、 と、 また. 吶. ^ を あた 

まへ 持って行 つたが、 ぐ 膝の 上に おろして、 『お母さんに は みません が、 時々 とまって 來る こと も 

御 坐い ます。』 

『そり ゃァ おの 働き だから、 わたし も 知って ゐ るが、 iS つて ゐ ます。』 

『どうも 濟 みません』 と、 勝 次郞は あたま を 下げた。 『それ を、 若し 夫：； I の が 充分 あると すり ゃァ、 

お 常 はも ッと燒 くな り、 何なりす る tjn です が、 一 向 そんな 樣 子が 兄え ません。 そり ゃァ、 商お の 方に 

はな か/ \ 働いて くれます。 また 十露盤 上の ことな どもよ く 分って ゐ ます。 利口で、 はき \1 -て、 

愛 V 鮪の ある、 いいおかみ さんです。 然し G 分の 子に 對し、 ！^！；王に對して、 本お の 情愛が あるか、 どう 

か、 どうも 分らない ところが 御 坐い ます。』 

か &ぃ 

『さう 云 はれる と、 こちらに も、 忍 ひ C5 る ことがあります。 子^の 時から、 あの 子 は、 こちらで 

がって やる ばかりで、 11 それ も 可愛い の だから、 いくら 可愛がっても、 こちらの 拟 になる わけ ぢゃ 

ァな いが、 11 あの 子の 方から、 叙 しんで 來 たこと は、 これまで にさうな い。 お父さんが 死ん だ^に 


も、 お前さん は 却ってよ く 泣い て^れた が、 あの 子 は餘り 悲し さうな 風も见 せなかった。 ただ すらす 

らと^=1って、 ただす らくと 延びて 行く ばかりで。』 

『お母さん もさう 思 はれましょう —— ただ^ま ま、 と 中しても 惡ぃ氣 ままで は 御座いま せんが、 それ 

が^ 長して、 分ば かりの ことし か 思 はない 樣 です。 わたし もこ ちらから ばかり 可愛がって ゐて、 向 

ふから は 少しも その 報酬が 取れない：：^ が 致して なりません のです。』 

『お 互 ひに さう か、 ねえ —— 』 

『sl に、 け ふ は 子供 を れて、 1^ 膝さん へま わりました。 然し 子供が 可愛い ので はない 11 生きた 人 

形 を 持て 遊ぶ てな 心持ちで、 ぃぃ衣物を^：^せたり、 脫 がせたり する のが 面白い のです。』 

この 對話は 茶の 問で こッ そりあった こと だ。 その^、 小^は店で忙しさぅに容の？^った海^^-ゃ玉子 

き W 'ほこ 

の 鎌 やら、 桐 箱に、 家 印刷した S を；^ つて、 や，；： の 出す！： gl:.:: 敷な どに 包んで やって ゐた。 そと を往 

來 する 電車の 上に は、 Ij^ だから、 花 兌の.； k サが多 Mi^ づてゐ た。 

ちう il* おび  含 ioo 

そこへ、 お 常 は 子供の 手 を 引いて 歸 つて 來た。 博 多に 繙 子の S 夜 帶 を 締め、 絲 n の 衣 物の 上に は、 

縫 ひ紋の rT:^ 顯 核の 半經 を引ッ かけ、 紹 i の 前^けに は W. 斐^ の •：： 太-がつ いて ゐ る 。 

『ただ今』 と 云って かの 女が あがって 來る 後ろから、 お 竹 は 母 を かけ 拔 けて 先づ 茶の に f3 入り、 

『おば ァ ちゃん、 これ 貢って K つた』 と、 京人形に の 衣 物 を $g せた の を さし^す。 

藝者 になった 女  六 0 九 
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『おう、 いいの だ、 ねえ』 と、 おふくろが 手に 取って 兑 るの を 子供 は錯 しさう に W てゐ る。 

『だん 1 うにされ てる子が また 人形 をお もちやに す るんだ』 と、 勝 次郞は 皮肉 I を、 然し 笑 ひながら 

お 常の 方に 向ける。 

『また.^ じ 様な ぉ箱 が 初 まった』 と、 お 常 は鳥擊 主 を 緩った 切り、 うなる ひド いと 云 はない ばかりで 

欲 入と 聲 人れ きほうり 出し、 おふくろと 勝次郞 とが さおんで t 長 § の完坐 わる。 『竹ち や 

ん、 その 人形 を 持って、 婆やの 方へ お行き。』 

『もう、 お前のお もちや は 入らな いんか』 と、 勝次郞 はお 《.- に 云った。 

お 常 は、 然し、 それに は 返事 もしない。 

『. ぶ B さんで は、 S ^達者 か』 と、 おふくろに 問 はえ 

『I、  II よ— だけど、 S ら すく すんで ゐて、 ねえ I あれ ぢ ゃァ、 叔父さんが 可 管う 

だ、 わ、 ね。』 

わるくち 

『また、 叔母さんの. loi" ロカ？』 

『叔母さん は あたい を f なんだ。 だから、 あたい、 わざと 行って や るんだ。 叔父さんが 而 白い 人 だ 

叔父.^ 士 a も 亦お 常に 引かれて 大 I へ やって 來る。 そして、 御 I にで もな つて I し、 


『お 常は煑 物が 上手 だよ』 と 話す と、 

『そり ゃァ、 おかねの あるに まかせて、 出し を 惜しまない からです』 と、 叔母 は 自分の gi;< の 迁濶を 

冷笑した こと も ある。 

『叔母さん は I 向、 近 g ；、 來て "4<れ ない、 ね』 と、 おふくろが 云 ふ。 未亡人に なった おふくろ ま、 r 糸で 

そぐ b  >  , 

は、 近 a- 何だか 自分ば かり 球 外されて ゐる 樣な氣 になって 来て、 そとの 人 を 話 相手に 欲しい ので あ 

る。 ところが、 お 常 はそんな こと は 少しも 氣 がっかない。 

『なァ に、 いやな 者ァ來 なく ッて いい、 さ』 と、 ハ 丈：、 あしら ふ樣 にして、 勝 次郎の 持って. 3 る^^ を 

ひッ たくる 樣に 取って、 それに 煙 t:^ をつ いで ふ。 そこへ、 

『おかみさん 鳥渡 顔 を して f:^ ひたい』 と、 勝手口から 臺 どころ へ 這 入って 來 たもの が ある。 先代 か 

ら火 車の 時の 川 意に 手な つけて ある 意 仲 M の 一 人 だ。 お * が 出て 行く と、 少しかねを^^^して？ひとぃ 

と 云 ふの だ。 

『また 博打に 負けた の だら う』 と、 あたまから けなしつ けた。 

『どうも、 度々 濟み ません が』 と、 もみ 手 をして ゐる。 

か ね 

『現金なん 力、 しみ ッ たれに、 とッ とく 樣な こと ァ うち ぢゃァ しないよ』 と、 少し- 考 へて ゐ たが、 权の 

間に 羽 織 を. 脱ぎ、 帶を しう く 云 はせ て 解き 出した。 面倒 A いと 云 ふ 様に、 手早く 解いて、 それ を も 

藝者 になった 女  .,、 - - 
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かたわらにう ッ ちゃり、 また 衣 物 を 脱いで、 に li いた i 抨 一つに なった。 そして、 脫 

いだ 衣 f まるめて、 illli へ ほうり m し、 『これで も ffl- て、 問に \p はし S く、 さ。』 

『どうも 濟 みません』 と 云って それ を 受け取り、 ® つて 行く ものの 後ろ姿£ 送りながら、 いまく 

しさう に、 

『^久 他な しだ、 ねえ 11 さきのから： 学んだ よ』 と、 あびせ かけた。 それから、 その ままで、 もと 

の 坐に もどり、 わざと ちゃんと 坐 わって、 ，：：1分の，：^-を3^^まゎし、 

『この ざま ッ たら、 ない、 ね』 と 微笑す る。 そして、 ほうり 出して ある 紙入れ を 引きお せ、 それから 

Jl^ 中錢を 出して、 じッと のぞき 込んだ。  ，し 

こんな こと は 珍ら しく もない ので、 うちの もの は 何とも 云 はない の だ。 然し、 け ふ は、 立.... < つた 

i が 起って ゐた ところで あるから、 f ズ郞は それとなく 子^に かこつけて 聽 いて た、 

r/,^ は、 際、 可愛い と 思 ふ ことがあ るか、 たと へば、 お 竹に 割しても だ？』 

『可愛い 時 は 可愛い、 さ。 可愛くない 時 は、 i だ。』 かう 答へ た 切り、 つと 立 t がり、 ぬぎ 梨て た 羽 

叙と と を つて 米い と 女中に 命じて、 0 分 は 二階へ あがって 行った。 


そだ 

お CS は $ 小に 坐れ て、 范 に^った 女 だ。 1:1  小 以外に は、 横： m へ £!| 波 行った ことがある 切り、 どこ 

も 知らない。 無論、 郊外の^：：：：冊とか、 桃と か、 S とか、 つつじと か 云 ふ もの を：： ルに行 つたこ と は あ 

る。 然し 人の 姿 や 衣 物な どば かりに 氣が ついて しまって、 花ゃ風ぉなどの記^な^^^て來なぃ。 

力の 女 は 旅行な どに は 全く 趣 ゆ を 3： たない。 よしんば 持って ゐた としても、 化のこととサ：^5^のこと 

とが：： S になって、 して ゐるヒ とが 出 米ない 性分 だ。 かの 女が ハ牛々 待ち受ける- k 外 off^ みは、 上 や 

向. の 花 兌、 隅 E 川の^ 遊びぐ らゐ だ。 然し それ も、 花 を：：： ルょ うが、 n を见 ようが、 人が 『いい、 ね』 

と 云へば、 自分 も 『いい、 ね』 と 云 ふに 過ぎない。 

かの 女の 趣味 もしくは 生沾 の範闹 は、 不斷、 上 公 IT 三き、 c; 木： r  l&s、  m0. 

歌舞伎 座、 ^治 座な どに 限られて ゐる。 そして、 家に ゐて はかね の 儲かる のが 樂し みだ。 そして、 ま 

た、 人に 『おかみさん、 おかみさん』 と 云って；：^ み 倒され、 泣き付かれ ると、 また： 1： でも そのものに 

してやる のが、 餘 ほどえ らい 様に 忍って ゐる。 

かの 女に は、 あたま を惱 まして 考へ ると 云 ふ 様な こと は 殆どなかった。 衣 物 を^へ るに しても、 柳 

儘の. S 铽 なのが ちゃんと 流行の 德準 になって ゐ るから、 あれ を ああして、 これ を かう してと 云 ふ^な 

%  くしき 

心配 は 人らないで 出來 る。 のおつ かひ 物 も、 つき 合 ひさきの 格式に 從 つて、 そこに 相^な ハゃ々 

の 《浓 例が あるので、 それ を 行って 行けば いい。 ぉ|3と流行とを^3ふのは、かの女には、£:^^3のなぃ投俊 

魏 ^になった 女  六 一 n 一 
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ではなく、 ，それが、 かの 女の 樣な あかるい、 墓の ない せ#格 を そのままに 活 f せる 生命 であつ 

た。 かの 女 こ は、 冼 練され た 習慣と 流行と がその 性格に ひッ たりと 添って ゐ たの だ 

若し かの 女 をして こと K らに考 へさせる i もしくは 材料が あつたと すれば、 それ は 自分 I て兒 

か、 本當の 家つ きかと 云 ふこと だ。  あんう, 5  . 

『あたい、 菜て 兒だッ て、 さう？』 この 疑問に 思 ひ 及ぶ と、 いつも かの 女の 心に は 一片の 一.^ が 浮 

ばないで は ゐられ なかった。 而も、 Q 分に 子供が 出來 たり、 囊 をしたり、 おや ぢが 死んだり、 所ヲ 

に霧の 如何 I かれたり す 慕に、 その 霊が 密 になって 來た。 つまり、 年 I むに 從？、 この 

疑問が 根 を 張って 来たの だ。 

『あたい、 菜て 兒だッ て i』 と、 おふくろに 尋ねても 云つ S れな いので、 f 勝次郎 にお かり^ 

く  i こなった。 それが 丁度 子供が 母に 物 をね だる 樣に うるさい 時 もあった。 そんな 時には、 勝 次.. も 

たまり 切れす、 

『おれに 聽 いた ッて、 分る もの か、 うるさい』 と 云 ひ 放つ の だ。 すると、 

『ぢ ゃァ、 あたいに も、 「お前 はおれに 本當の 愛情が あるか、 どう」 なんてお 聽き でない よ』 と、 お 《. - 

はさ も^らし さう に 所 天の ロ眞 似まで して 云 ひ 返す。 

しゃう とつ  ,.*»  ノた V 、：  0 

『は、 は、 は』 と、 勝 次郞は 笑って しまう。 そして、 大した 衝突 もな く^んて 3 た 


ところが、 或 日、 冬の ことであった。 みぞれの 降る 塞い £：；^、 见すぼらしぃ婆ァさんがiv't^^aて 

来た。 破.^た傘を极げて、 低い 下駄 をべ たく 引きす つて ゐ るが、 衣 物に 羽^だ け は、 は 木^だ 

が、 破れても ゐな いの を US てゐ る。 

『いら ッ しゃい』 と、 お 常が 丁度 店に 出て ゐ たので 云った が、 ぉ容 さんではなかった ので、 そんな 

乏 奥い 風を兑 るの はい や だと 云 はない ばかりにして、 引ッ 込んで しまった。 

來 た婆ァ さん はお ふくろ を 呼び出し、 何 かこ そく 訪 をして ゐ たが、 やがて. San へま わって、 茶の 

問へ あがった。 

すると、 茶の 問に 引ッ 込んで ゐ たお 常 はまた そこ を 逃げ出し、 ニ^へ あがらう とする ので、 お ふく 

ろ は 

* よ 0. と 

『鳥渡お 待ち』 と 呼びと め、 お 常 を 火鉢の 前に ゆ： わらせた、 そして、 『K は、 是 までお 前さん にや ァ 何も 

云はなかった が、 ね、 これが』 と、 すッと 下座に ぉづ く控 へて ゐる 婆ァ さん を ゆび 3^ し、 『お前 さ 

んの資 のお 母さん だよ。』 

『へい！』 かう、 お 常 は 云って、 驚いた 樣 にじろ. （- その 方 を 兌て ゐ たが、； r;:> ^ァ、 お前さんが あた 

くわん おん 

い を觀音 さんへ 棄て たの？』 と、 こんな 兑す ぼらし いお 婆ァ さんで は、 o 分 を 菜て たの も り 前で あ 

つたら うと 思 ふ。 かの 女に は、 遠ぃ過去と現在との6^別がなぃ。 n 分が 111 に 菜て 兄 だと 思へば、 き 

罄者 になった 女  六 一 五 


a.  m  -i  プ ープ 

の ふに も てられ た^な 氣 S: ちに なつ た。  せつめ • 

『飛んでも ない』 と、 婆 ァ さ んが 答へ た の を S け 取り、 お ふくろ が はこ れく だと f^H. した。 それ 

に^ると、 お 《.e の 生れた ギに、 一生つ き 合 はない 約 奴で、 お 《は を^ ひ 受けた。 その後、 かの 女の g::: & 

は、 今ぅち明けた^^にょると、 いろんなが があった。 そして 今 は 非 ^ に W つて ゐろ。 かう やって 來 

たの を、 贫乏 だから 助けて =K ひたいと 云 ふ" 2? に 取られて は K るが、 今一度 娘に 名のらせて S ひたいの 

J/ 

メ 死んだ の を き 知って、 もし また 宋亡 人に しもの ことがあったら、 もう、 n 分から 名のつ 

て：：^ て も、 娘 だけで は 借 じて L 犬れ まいと ふので、 今のう ちに 八 I.- はして S いて？ _ 人れ ろと。 

1^ 初の と は 遠 ふが、 大きくな つた 娘に^ ひたいの は 尤もの ことおし、 また 大野 S のお ふくろ a 

身 も、 この or 特に s 分の 年 相 應の話 相手が なく、 寂しがって ゐ ると ころ だから、 お 《.- が 却って 逃 ま 

ない 様な 風が あるに も す、 おふくろから 進んで 名 乘り合 はさせ た。 そしてお ふくろと お 《w とが 一 

になって お 《おの W 母 を 火鉢 Q そばに 來 させる。 そして、 お 《.^ と 母との 問答に なった。 

『何 て 云 ふの、 名 は？』 

『時と ーム ひます。』 

と 3 

『わ さん. =1 —— そして， お父さん もゐ るの？』 


nti し {\A をし て る さう です。』 

らくご 

『さう、 一緒に ゐな いの？』 と、 額 をし がめ る。 お $S は 芝：： き だが、 落； t^i は 嫌 ひだ。 

て けな 

『はい。 お前さん を vi. 離す 波 前に 別れた 切りです。』 

『お前さん は 今 何 をして て？』 

『人； をしたり、 ボ，' ル 箱を脹 つたり して ゐ ます。』 

『ぢ ゃァ、 うちの も つて K つたら いい』 と、 ぉ《：^は^ぉ2;^:の^仰を兑る。 お 時に 對 して は、 まだ $ だと 

云 ふ 感じが 出なかった。 

『お母さんに そんな ことが 敏 める もの か • ね』 と、 ^^母は遠^^した様子だ。』 

『どう致しまして —— 何でも、 御 川 を させて 下されば、 致します。』 

よく £ ると、 如何にも、 お 時の 額に は、 お 《5 が 自分で 鏡に 寫す韶 と 似た ところが ある。 n つき や n 

もと や、 品の あると ころ は 全く そッ くりだ。 然しお 時 は 節の 形が 少しお い、 そしてお は どちら かと 

云 ふと^い 方 だ。 そんな 遠った ところ をお 父さんの 方に 似て ゐ るの だ、 な、 と、 お は m ャ弋 

父に も舍 つて 見たい 様な； S が ffi ぐ 起った が、 また 一 方に は、 この 毋 でさへ 二 庞と： れび <!： ひたくない 

様な：；^ もす る。 話し 家と か、 贫乏 人と か 云 ふこと は、 お-おが って兑 て も、 ぞッ とする ほどい やで 沏 

ら ない。 

藝者 になった， 女  六 一七 
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然し、 兎に i^、 夕飯 時 だから、 御 膳 を 喰べ て歸れ とお 時 を 引きと め、 母と 思 ふ 様な、 また 忍 はない 

様な、 ただ M 殿な もて はし をして 歸 してし まった。 その 跡で、 おふくろ はお 《めに 向 ひ、 

『っゥ ちゃん。 お前さんの 樣に考 へ もな く、 ベら くお P やべ り をして しまう もの はない、 ね。 たと 

へお 母さんで あらう が、 つき 合って ゐ なかった の だから、 どんな 素性の 人^だ か， は 分り ゃァ しない 

よ。 うかくと 大事な 店の 用 蔡 を 紐め たもの か、 ね？』 

『あたいだ ッて』 と、 お 常 も lli に、 『本氣 で 云つ たん ぢゃァ ない さ。 あんなお さんなら、 いや だァ 

ね。』  ？ 

『いやで も、 好きで も、 お母さん はお 母さんに 遠 ひない の だから、 つき 合って た 上で、 段々 うちの 

/U と をして 貸 ふ 様に すれば いい。』 

『それより ゃァ、 もう、 ぃッ そ、 來て賀 はない 方が いい、 さ 1 Sk いて 兒 なら、 その 鋭が どこに ゐ るお 

らうと 考 へて たこと だが、 ああ、 いや だ、 いや だ！ 分って り ゃァ、 話し 家 やお 乏人 だ。』 

『どうせ 自分の 兒 を吳れ るく らゐ だもの。』 

『^れ たん ぢゃァ ないだら う 1 てたん だ！』 

『いえ、 吳れ たのです。』 

キ ま 

『いいえ、 菜て たんに；^ まって る！』 


この 時から、 お 常 は 全くお ふくろの 首 |{を 信 川し なくなった。 そして 資母 だ、 K ゆだと 〔ムん ^,ハ さ 

れてゐ たもの が 案の， K さう でなかった のが 分る と 同時に、 0 分の K 母 は in 分 を て兒 にした こなれ ひ 

ない と 云 ふ 信念、 寧ろ ^ 信が、 家の 方角 や 曰の 吉凶 を 判じる と：！^ じ 様に、 心の 巾に 於て その..， -を たく 

ましく する 様になって 來た。 

五 

お 常 は、 それからと 云 ふ もの、 自分の 心の 持ち 方が 一 變し た。 それまでの门分の方，：^は^^るぃ方に 

ばかり 向いて ゐた。 ところが、 それから は、 自分の 周 園が 何となく mi ぃ棵 になって 來ヒ。 

晴天に そと へ 出ても、 太陽の 光が 僅か 茶の の あかり 取りから さして 來る ほどに しか n クん ないで、 

自分の 包まれて ゐ る 衣 物に も、 晤ぃ 影が つき 添って ゐ る 様な 氣 持ちお。 

ときぐ 

お 時 は 時 々やって来 るが、 どうしても、 それが G 分のお 母さんで あると は m わへ ない。 また、 m4 ふこ 

と は 思っても、 お母さんと は 呼びたくない。 それと 问 時に、 また、 大野 e のお ふくろ を もこれ までお 

母さんと 呼んで ゐ たの は、 自分が だまされて ゐ たの だと 思 ふと、 いよく 以 つてう とましくなる。 

また、 亭主の 勝 次郞を 養子 だと 思って、 お 常 は 家つ き 娘の 權成を 振って ゐた。 然し， 门分 も、 ャなは 

れた 子で あつたの だから、 當 bs 前 だと 思って ゐた横 威の 沾!! が 下って しまった 様な (m がして、 nj 

籤 者に なった. で】 L 


殆ど 支配して ねた 大野 ほの， 化なる ものが々.. わに 他人の 物で あるかの 様に 思 はれる。 

おふくろと 勝 次郞 とお-おとが 叙 しげに； ii して ゐる ところな どを见 ると、 お は 三人が 中し 合 はせ て 

Q 分ば かり i 船して.^ るの だと 思 ひ 取った。 そして、 『あの 击 生め！ あたい を て やが つて』 と 忍 ふ 

と、 お-おが 初めて 尋ねて 來た 0 分が 『お前さんが あたい を ておの』 と聽 いたのに して、 『飛ん 

でもない』 と 白ば ッ くれた： 一 n 葉が m 心 ひ 出される。 

『あの 時のお 時の 様子 をもッ とよく お をつ けて 见て S けばよ かった。 その n つき か， 幼つ きかに、 きッ 

と變 な.^". しがあった らう —— あたい も隨 分う ッ かりして ィ たんだ、 ねえ』 と獨り 言に 云った。 か 

う 人が. 惡ぃ ではなかった がと、 かの 女 は，： ：！ 分で. n 分 を 返り： ：=- る やうに なった。 

"しそれ だけ、 また、 われから じれ ッ たいこと も 乏しくなった。 子供 をし かる ことが 多くな り、 ， 脇 

次^と：^^5^^-！^ る S になり、 また お ふくろ を 泣か せる こ とも 出來 た。 

しにお 《：^ が變 つたので、 1:^ も 心配し 出した の はお ふくろ だ。 わが 手のう ちの 玉と も 5- つて ゐ たお 

に は i ん せられ、 CI 分が 充分 愛して ゐる 孫に は その 母が ひどく < "るし、 勝次郎 はお <w の 機， 祕 ばかり 取 

つてね K!^^ にいので、 その 養：！ S を 返り H ルろ ひまがない。 あれ や これ やの 氣苦 t:^ そ、 おふくろ は獨り 

でその身を^^ひ^,<せに^せる4^になったレ 

お.. r ろの： し il^ はお ばかり だ。 然し わ 時 を 嫌って ゐ るお 常 2=^ を^って、 成るべく かの 女に 


は 知らさない やう に^びに 來 させた。 そして、 話し合 ふの は 奥の 土藏の 二階に 決って ゐた。 お は そ 

れを 知って はゐ たが、 知らない 風 をして ゐる ことが 多い。 

お 時には 野心が あった。 娘 を說き 落して、 多少の 资本を 出させ、 Q 分 も 刖に何 かの 店で も 出して、 

樂な生活を^^りたぃのだ。 然しお 常が 餘り 冷淡な ので、 取りつ く& がない。 で、 おふくろに それ をに 

ほ はせ る こと も あるが、 おふくろ は 初めから t: 戒 して ゐ たの だから、 

『娘の 氣 性が 氣 性です から、 ねえ』 と 云 ふ 様な、 いい加減の 挨拶 をして S くの だ。 お 時 はた だ 御馳走 

にあ づ かったり、 多少の 小 使錢を K つたり する ばかりにと どまって ゐた。 

お の 不愉快 は 常につ のる ばかりで、 それ を 忘れよう として、 外出す る ことが 务く なった。 それ も、 

15 藤の 叔父さん ところ や、 淺 i せ 公！ 1 ではな かく 滿 足出來 や、 以前よりも 多く &淸ゃ 芝： 1^:15- 物に 行く 

様になった。 そして 時々 は、 分獨 りで 店の 二 K に引ッ 込んで 三， お 線を彈 いて ゐる。 

商 に 不熱心に なった 爲め、 店の 評判が 惡く なった 上、 物入りが かさんで 來 たので あるから、 ^次 

は KVt ん 

郞 もなかく うかくして ゐられ ない。 一 つ、 どか 儲け をし なければ と 忍った のが n 險で、 いつもよ 

り^^して 張った 相場が 失敗した。 それから どう 云 ふ もの か、 その 方 も 儲けよりも m の 方が. ばかさな 

るの だ。 類 はお 常に 對 して それ を 一 々知らせない。 それが めに、 sf.^ かの 女と の^に は、 また、 

方から 隔てが 出來 たの を、 兩 方で さとる 樣 になった。 
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或 口、 お 常 は 不倫 決の 餘り、 また 芝 33 にで も 行かう と、 二階 を 降りて 來た。 そして、 四角に 切った 

、んじ やう  ，  I  r  ft 

穴 井の あかり 取り を 仰き 

『s" い 部 ST た、 ねえ』 と 云 ふ。 

『何も iVi と は 遠って ゃァ しない 茶の間 だよ』 と、 そこに ゐた おふくろが 谷へ る。 S 際、 不斷 だけの 

あかり は 通って ゐた。 

P" いから、 g いと 云 ふんです』 と、 お 常 は MM に 云って、 そこに ゐた子 sli ネルの しめした の 

でく びを卷 いて ゐた — に 向 ひ、 『さ ァ、 竹ち やん、 お 芝に 居に 行かう。』 

『竹ち やん は 風 だよ』 と、 おふくろが とめる。 

『風 だッ て、 芝 に 行き ゃァ S らァ、 ね。』 

『大した こと ぢゃァ ない ST たが、 け ふ は、 およしよ。』 

『なァ に、 心配 はない、 さ。』 

f 行きた けり ゃァ、 お前さん だけお 行きな。』 

『獨 りぢ ゃァ、 寂しい から。』 

勝 次， 邸 も 店から 這 入って 來て、 お 竹 だけ を 引きと めようと したが、 お 《はは 聽 力ないで つれ- れつた 

それ &k んで、 お 竹 は S で 死んで しまった。 お 常 は 初めて 悲しい と 云 ふこと S にしみ て讓 した 


が、 子 その物に 對 してと 云 ふよりも、 寧ろ I 分 を 物 暗ぐ する この 感じ を n 十く，：：：： 分から 取り除け た 

い 悲しみであった。 

その 通夜の 時、 お 時 も 來てゐ て、 初めてお 《おと 多少 しんみりした 話 を か はした。 

大野 屋の おふくろ は勞 れて寢 部屋に 行き、 勝 次郞も 洒に醉 つて 假り寢 をして ゐた時 だ。 の 親子 は、 

他に 氣が ねなしで、 相. 1Z つた。 父の 話し も 出た。 そして、 お 時が、 『向 ふに 女が m 來てゐ なけり ゃァ、 

もう 一度 一緒にな つても いいが』 と 云 ふ 様な こと を 語る と、 

『ぢ ゃァ、 お母さん はま だが 練が あるの、 ね』 と、 お 常 は 冷 かす。 

『女獨 りの 暮 しだから、 隨 分苦勞 をして 來 たよ』 と、 少し は 補助し て^れても いいで はない かと 云 ふ 

とと を ほのめか すと、 

ひん はう 

『貧乏ぐ らゐ いやな 物 はない』 と 答へ た 切り、 然し、 助けて やらう とも、 何とも 受！ X" はない。 

きリ やう  . 

『っゥ ちゃん 夫婦が どちらも 器 S がいいから、 この 子 も』 と、 お 時 は 亡兒の 横た はって ゐる 方に. 向き、 

『なかく いい 子であった。 どうせ 死ぬ くら ゐ なら 一度 柳 橋 あたりで にで もしたら、 なか./ \® 

れッ兒 になった らうに、 ねえ、 惜しい こと をした よ。』 

げいしゃ 

『本 當に藝 者に ゃァ よかった、 ねえ』 と、 お 常 も 答へ て、 GI 分の 器： K に 思 ひ 及んだ。 
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六 

可愛がって ゐた 孫が 亡くなつ たのに 鋭 して か、 大野 屋の お袋 も^もな く 跡 を 迫って 行った。 

お 寺 ま 同じ fi の 話し相手が なくなった 上、 お 常 夫婦に は 何となく 遠慮が あるので、 大野 ほの 敷 25 

は 滅多に がない。 然し 一 たび 跨いで、 お 常に 會 へば、 必らす i:*? の 面白い 生活^ 態 を 語って、 かの 

女の、、 1 を 動かさう とした。 どうせ 大野 ほへ 入り込む こと も、 また そこから 袖 助 を 仰ぐ 见 込み も、 共に 

ない と あきらめた？、 わが 攀の f きをつけ、 藝 f でもして、 If  f  し をして U たい 

と 巧み 出した。 

然し. して それと i ら かに 云 ふので はない。 たと へ 大野：^ のお ふくろ も 亡くなつ たと は 云へ、 どう 

もお ffi が C 分の 娘で ある 様に a 分 を もてなして 犬れ ないから、 今度 はは ッ きりと 云って a よう、 云つ 

て a ようと は 忍 ひながら、 お i ばの 前に 出る と、 どうもお ぢ けがつ く。 さう かと 云って、 娘の 浮 氣ッぼ 

いところ が あるの は、 いっか 物に なり さう だと 心で はねら つて ゐた。 

お 常 もお 時の 心 を g づ かないの ではない。 また、 子供の 時から、 I とい ふ ものに I 度 はなって 见 

ヒ (と 云 ふ： S が 起らなかった ので はない。 然しお 時が 自分 を  一 ffii^ てた 上に、 また G 分 を 喰 ひ 物にし 

ようとす るの を^い と 思 ふ • 


『あのお 時 ts にし どい 女です。 あたい を 霧に でも S つたら と 思って るら しい。』 かう ま 話.？ ぽ 

は 勝次郞 にした ことがある。 すると、 勝 次郞は 寧ろ 嬉し さう にして、 

『それほどに S まれる 器量なら、 お前 も 仕 合せ ぢゃァ ないか？』 まさか、 0m 

ないから、 『なって 見たら、 どうか、 ね』 などと お 1  でて た。 

『なって 兑 ようか』 と、 お 常 はふと そのぐ. - になり かねない こと も ある。 すると、 お 火 郞，， 

『さう、 さ、 ね —— そして、 おれが 毎曰僉 ひに 行く M な那 か？』 

『兄さんの 樣 なお ぢィ さん ぢゃ ァ、 つまらな ひ、 さ。』 

『へい、 そんきと ま へて ゐ るん か』 と、 勝 §は0 分の f や 如何に ii ぎ、 如何 ，5 

氣 過ぎる と は 云へ、 實 際に 勤めな ど させて はた まる もの かと a ふ。 

『よしんば、 あたい、 i になっても、 あんなお 時なん かのへ』 ひ 物に なって しまう の はい やさ、 わ、 

ね。』 

『おれ はな ほ更 らお 前 を 人の 喰 ひ 物にして しまう の はい や； eo』 

『いやと いやと 掛けて、 なァ に』 と、 お 常は 死んだ お 竹が よく 云って ゐた g け g  口調 を g て、 に 

こに こし |を勝 次郞に 向ける。 蒸郞 は、 お 竹 は 死んでも、 その 趙 はお 竹 あじ 子供 だと 云 ま 

な氣 がした。 そして、  ィ ^Jl 
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た ふあん  ノ la 

『矢ッ 張り 大野 一:^ の 娘、 さ』 と 云 ふ 答案 を 出しん 

『では、 菜て 兒だ、 わ、 ね。』 

『^鹿 ァ云 ふなと 云 ふに。』 

勝 次郞も 自分の 女房 を： 梁て 兒とは 思 ひたくな. S  、また 女房に もさう 思 はせ たくない。 然しお ffi の 迷信 

の极 はな かく 拔 けない。 雍て兒 11 大野 m 11 贫乏な 母 叙。 かぅ考 へて 來 ると、 CJ 分の^^と 今の 

D 分と がどうしても 不滿 足に なって 仕 やうがない。 近 3^、 かねまわりの よくな いのは、 無論、 一 つの 

大^ 囚 である。 

かの 女 は 『s- で 兇だッ て、 さう？』 を 餘り緣 り 返さ なくなった 代りに、 『藝セ めに なって 兑 よう』 をう 

る さく 云 ふ 様になつ た、 勝次郞 は. n 分の 女 が ® の 落ち 付かない IS 囚は お 時の 來る の にある と U て 、 お 

時 を 非 ％ に 嫌 ふ 様になった。 

かき」 ) 

ぉま：^^？ゅ常^^とは^^^^って、 段々 年を取り、 店 も 段々 D 分の E 心 ふま まになる に從 つて、 堅铽 になって 

ゐ たの だ。 好きな もの は 女房ば かりで、 女房の 爲 めなら、 何でもして やった。 そして、 その 何でもし 

て やった 女 13 の 姿 を、 外に ゐて も、 思 ひ 浮べて 樂 しみに して ゐた。 

ところが、 この頃で は、 女 を 思 ひ 出す たんびに、 お 時 を も m 心 ひ 出す の だ。 お 時の いやな 形 は 家に 

ゐて も、 そと を 歩いても、 また 相 5! に 出かけて ゐて も、 C 分に つき 添って ゐる。 可愛い 女房 を W ると、 


そこに 錄 ひなお 時が ゐる。 好きな 女 13 を m わ ひ 出す と、 直ぐ またお 時の いやな 影が 见 える。 それが また 

夢にまで 襲って 來て、 しま ひに は 苦しくな つて 來た。 

『お 時 は 魔物 だ』 と、 苦し まぎれに 考へ 出してから は、 どうしても、 その 姿 も^も 兌えない ところへ 

大野：： S の 店 を 移して しま ひたくな つた。 そして 近 s; 和 場に だらけな の も、 きッ と、 このぎ  1 のせい 

に 遠 ひない と 思った。 

お $a に はま だ 云って ない が、 S は、 勝 次郞に 大分 借金が 出 來てゐ るので ある。 それ を 取り返さ うと 

して な SS: ゃ聖； 大 さまへ は 朝夕 願 を かけに 行く し、 家へ は 祌主を 招ぎ 寄せて、 いろんな ひ をし 

て K つて ゐる。 そして 方 や. si! 凶の こと を 1!^ 注意す る 様になった。 然し、 それでも、 I 向： &ッ 付か 

ない ので ある。 

『どうしても、 あの 形 を そな へた 魔物が ついて ゐ るから に^ ひない』 と兑 おめ をつ け、 何 ほどかの 金 

を與 へて、 お 時の 出入り を さしとめて しまった。 

それでも、 なほ、 お^の 『藝 軒に なって 见 ようか』 はやまない。 そしてお 時の 出入りして ゐた時 

は、 左 ほどに も 戀 しくなかった のが、 出入りし なくなつ てから は、 お 《：？ の 母に 對 する 戀 しさが 段々 

出て 来たので ある。 それ も、 だ、 母と してより は、 寧ろ 陽；^ で、 f^;^ な SS をす る ことが m 來ろ 話し W 

手が 柳 橋の そばに ゐ ると 思 ふからで ある。 
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お^は、 一度、 亡くなった f^i を つれて、 お 時の 家 を 音 づれ、 『これが 竹 ちゃんの おば ァ さんだ よ』 

と 紹介して やった ことがある。 その 歸 りに、 お 竹 は 母親に 向 ひ 

『/。v< ァ さんて、 機い ところに ゐ るの、 ね』 と 云った 

『本當 だ、 ねえ』 と、 お 常 は 笑って， 子供で もさう 思 ふの だもの、 二』 と あんなと ころへ は 行かない 

けっし、 ん . 6 

名ば かり は 豪な 柳 雷が、 i の 家 は 細い it^ が 鐘 住 ひで、 111 口 を、 S 鐘 どころ 

に 取られ、 ^り 半 問が 入り口に なって ゐる。 そして 茶の間が すな はち 寢屋の 一 間し かない 家 だ。 而も 

墨 は 古びて 破れた まま だし、 壁 は 張り紙が ほぐれて、 土が 落ちて ゐる。 便所 も據 くして S くの か、 その 

に ほひが SS して ゐ るお 常の. S について、 それが 14^ も氣 になって たまらなかった。 

お 5? に を S 出しても、 ぞッ とする の だ。 然し そこへ、 不思議に も、 また 行きた くな つた。 勝 

次郞 には^ 藤さん へ 行く と 云って m はいて、 雷 門から 電琪を 反亂の 方向へ 乘 つた。 そして 丁度お 時の 在 

宅して ゐる ところへ 行って、  、 

『お母さん』 と、 初めてな つかしい 呼びかけ をして、 お 常 は あがって 行く と、 

『珍ら しい、 ねえ、 っゥ ちゃん』 と、 お 時 も 嬉し さう に迎 へる。 

いろんな 世^話が あった 末、 お^が 


『あたい、 一度 藝 # になって 兌たい、 わ』 と 云 ひ^す。 

『なって ぉ兑 よ、 寶れ ツ子になる に 決って らァ、 ね』 と、 お 時 は 待ち受けて ゐ たと 云 はない ばかりに 

ほほ ゑんだ。 『けんざん S なんかして ィ たって、 左 ほどの！^ け もなから うから、 ねえ。』 

『もとは あつたが、 ねえ、 今ぢ ゃァ、 つまらな いの。』 

『さ うだらうよ。 それに、 勝さん が あんな. iiH なり ぢゃァ 、ねえ。』 

『本 常よ』 と、 聲に 出して 笑 ひながら、 『あたい、 子供の 時から、 何だか C 分の 亭主 だと 思へ な いんだ 

もの。』 

『そり ゃァ、 もッ とも だよ。 —— 藝 になるなら、 お母さんが 世 Si して あげても いいが、 ね、 そんな 

こと は近處 だからよ く 知って るから。』 

『けど も、 ねえ、 今は駄 E よ、 お 中に 子が ゐ るんだ もの。』 

『ぢ ゃァ、 生れてから でもよ からう。 その子 もまた お 酌に 仕立て あげる、 さ。』 

『それ も 面白から うが、 ねえ、 兄さんが 波す か、 どう だか？』 

ろく 

『あんな、 人の 出入り をと める 核な もの ァ、 とても、 さ、 はなこと ァ あり ゃァ しないよ。』 

ラら 

『可愛 さう に。 棄 てられたり、 恨まれた りすり ゃァ わけ ァ ない、 ね。』 かう、 お $a が 云った ゆに は， n 

分が 『楽て 兒だッ て』 は 忘れて ゐた。 然しお 時の 方が 却って ひ！ 渡 胸に こたへ た。 お に はわが 子 を 乎 

藝者 になった 女  六 二 九 
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ましたの が a- てた のと 同じ 味に 思 はれて ゐ ると、 お 時 は 思って ゐ るからで ある。 

お 常の 二度目の 子供 11 女で なく、 男であった 11 が 口 立て 了った 時、 いよく かの 女の 勤めに W 

る 決心が つ いた。 氣 にして ゐ たの は 乳 だが、 成るべく 存 まさない にして 乾して しまったから、 その 

钐 もさう 大きくなら ないで 濟ん だ。 

い^ ヌ- 

『あたい、 いよく M 者に なって よ』 と、 お 常が 嬸 しさう に 勝 次郞 に.？^ げ ると、 IS は 今 页ら の. くび 

ッ くりして、 ただ . 

『どうして』 とば かり、 暫くお 《5 の 額 を：： ル 守って ゐた。 かの 女に は、 近來 I^.々n ル せて ゐた： S りの かげ 

もない。 年中 彻り t 港して ii い 跡ば かりであった も 濃く 生えて、 立派な 地 になって ゐる。 そし 

て、 矢ッ 張り 颜ひ つきたい 様に 可愛い 子 だ。 

『なって13^^ぃから、 なる のよ。』 

.2 んき 

『お： ss^ 本氣で そんな こと を 云 ふの かい？』 

『ええ、 本氣 です とも！』 

『ぢ ゃァ、 赤ん坊 はどうす る？』 


『欲しけ り ゃァ、 あげます、 わ。』 

『^^はどぅだ？』 

『勝手にお しなさい よ。』 

『お前の 物 ぢゃァ ないか？』 

『あたいの 物なら、 それ も あげます。』 

『おれ をも棄 てて 行く のか？』  ， 

『ええ、 棄 てて 行きます。』 

『仕 やうの ない 女 だ ！拾年 も I 緒に 添って ゐた おれが tk. 敷くな い か？』 

『あたい、 可愛い と 思った こと はない、 わ。』 

ほんき 

『お前、 本當 に本氣 か？』 

『本當 に本氣 だから、 云 ふん ぢゃァ ないか』 と、 お 常 は 少し じれた a 味 だ。 『分らない、 ねえ！』 

,  たう わく 

勝 次 郞は當 惑して しまった。 これまで は、 お 常の 云 ふこと を 何でも K ぐ 通して やって ゐ たが、 この 

こと だけ は 然し どうしても 通して やられない。 

『馬鹿々々 しい こと は 置く がいい』 と 云って 见 たが、 お が り 素 K に、 ずお に、 その 云 ひ 分 を 通さ 

うとす るので、 勝 次郞は 怒る こと も 出来す、 笑 ふこと も爪來 ない。 

藝 者に なった 女  .  六 三 一 
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『おや ァ、 おれが 餘. =&. を 取って ねる のが 麼 になった の だ、 な？』 

『さうよ。』 

『それでも、 これまで 可愛がって ゐ たのが 不足で も あるまい？』 

『けど も、 あたい を 可愛がる の も、 ほかの 人 を 可愛がる の も、 遠 ひ はない ぢゃァ ないか？』 

『そり ゃァ、 な. S かも 知れん、 さ。 然しお 前と かう して 1» にゐ たの ぢゃァ ないか？』 

『これから 一緒に ゐ なけり ゃァ いい、 さ。』 

『^つた 女 だ、 なァ！ ぢ ゃァ、 おれ はおれと して、 子供が 可愛 さう ぢゃァ ないか？』 

『1 も 生れて 來 なく ッても いいのに 生れて 來 たんだから、 別に 可愛 さう でもありません、 わ。』 

『何の 爲 めに 藝 者なん かにな るんだ？』 

『何の 爲め でもない、 なって 見たい からなる の、 さ。』  . 

餘り ti な 而も 明確な 答案に 接して、 勝 次郞は その 1^ はしい、 肌 白のお 《5 を 焚て 兄で もな く、  „h ひ 

兒 でもな く、 贊は、 大理石で 出來た 彫刻の 女祌 であった ので はない かと m 心った。 そして その 女神 をお 

時と 云 ふ がとう く 楚 つて 行く の だ、 な、 と 思った。  g よ 

そして 须 の 叔父さん を 呼んで 來て、 勝次郞 はお <5 を說き 伏せて K はう とした。 かの 女 は 士：： 則の 云- 

ふこと だけ はよ く 用 ゐてゐ たこと を 知って.^ るからで ある。 +:M 則 は n 分の 小 £>f 校の 生徒へ 敎へ る やねな 


口 拐で、 鋅々 とお 常に 說き聽 かせた 。別に：： 床 計が 闲 つて ゐ ると 云 ふわけ でもない のに、 そんな 下^な も 

のになる 必要がない こと。 そんな 社會へ は、 それ こそお 《； a の 嫌 ひな 贫乏 人の 娘が 入る の だと 云 ふこ 

と。 よしんば、 這 入らなければ ならない にしても、 かの 女 は 年が 行き過ぎて ゐる こと。 二十 五 歳 は、 

もう， そろく、 藝 者が 泥足 を 洗 ひかけ る 時で ある こと。 こんな こと を 云って 聽 かせても、 その E. 斐 

はなかった。 

ちき 

『叔父さん』 と、 お 常 は 相 變らす 明らかに、 『これまで は あなたのお -iin#:A をよ く聽 いて ゐ ましたが、 

りん ど 

今度 だけ は， 初めて. Gir 分で 自分の 考へ 通り やって 见 たいの だから、 もう、 何も 一： ム はないで © いて 下さ 

い。』 

大野 屋を 貰って しまう の だから、 勝 次郞が 赤ん坊 も^って S くこと になり、 お は その 1  と 天 と 子供 

とに 別れた。 夫 婦 別れの 夜 は、 喧啼 をして ゐた Mig でも、 必らす 一 一人と も I 晚巾 泣き通す もの だと 云 

ふが、 お 常に はそんな こと は 少しもなかった。 そして 考へ 通り g おにな つた。 然し ハキを 取り 過ぎて ゐ 

ると 云 ふわけ で、 いい 場所へ 出られなかった。 お 時が 大輪 で 奔^した の だが、 柳^も 行けす、 赤 奴 

も 行けす、 芳町も 行けす、 四 谷の， M 町から 出た。 

藝名 はお 常 をん 《； e と變 へて 附 けた。 

藝者 になった 女  六 三 ョ 
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場所が 場所 だけに、 年 £15*； でもよ く ほれた。 額 立ちの いいのと、 都 ちで Si 拔 けがして ゐ るの 

と、 ® 前が いいのと が 呼び物に なった。 

『小 常さん は、 iii だのに、 あたい 達の 領分 を 攻め 取って ゐる、 わ II あれく らゐ はやり やす、 死ん 

でも、 亡 念 は 残らない、 わ、 ね』 と、 場す ゑ ilw ちの 若い 藝 など は うらやんで ゐる。 すると、 また、 

ぶる 力ぶ  ： 

古株の 姉さん 述に は、 

『ゃッ と藝苕 になれ たと m 心って、 あの 澄し 込み 方 を 御数よ。 a ッ ともない！ あたいなん ぞァ a ただけ 

で 冷 あせが 出ら ァ、 ね』 などと 冷笑す る もの も ある。 

中には、 また、 うわべ だけ かの? -の 御機嫌 を 取る つもりで、 醜さん はかう 云った、 彼れ さん は ああ 

云った と、 云 ひつけ 口 をす る もの も ある。 

『何 を 云った ッて、 かまう もんかい』 と、 小 《s は S 彘き 流す 風で は あるが、 ！^|^の^笑ゃ1^|:::ゃぉ 

べんち やらに 接する ことが 多く なれば 多くなる ほど、 かの 女の 跟 純な i が 段々 過敏に なって 行った。 

『大野 屋の おかみさん』 で 通って ゐた時 は、 かの 女 を はたから 拘束す る ものはなかった ので、 かの 女 

とその 生活と はた だすら くと 延びる ばかりであった。 たた m 心 ひ 通りに 行なって ゐれ ばよ かつ たの 


, ^。然し 一 たび 勤めの 身と なって は、 さう は 行かない。 

雇 ひ 主に 氣 がね をし なければ ならない。 胸に 針 を 持った 仲 i§ 同志に g がね をし なければ ならない。 

お 客に は その 好き 嫌 ひに 拘ら す、 或 程度まで 機嫌 を 取らなければ ならない。 けんざん 厘へ K ひ 物に 來 

るお^ を 持て 爲す樣 _1 吞氣な ことで は、 到底^に 合 はない ことが 分って 來 る。 その上に、 こちらから 

好いたら しい 客 も、 向 ふから は 左 ほどで ない ので、 自分が 勤めに 出さへ すれば、 どんな Bf^ でも あち \っ 

つて やる ことが 出来ようと 思って ゐ た自负 心が くぢ かれて しまった。 また、 H 母のお 時から は、 ，,ヒ の 

むしんが 意外に 度 かさなる の だ。 かの 女 は、 ； S. わに、 自分の 周回と 狀 態とが 變 つた 爲 めに 1 ^れ は、 そ 

れ ほどに は 思って ゐ なかった 11 勢 ひ、 いらくし ない わけに は 行か なくなった。 

惯れ ない 氣苦 勞の爲 めに、 からだ は瘦 せ、 以前 はいい #i に 太って ゐた颇 の 肉 も 少し 落ちる にな 

hv> もとは 年よりも 三つ 四つ 若く見えて ゐた 顔が、 鏡に 向 ふと、 a 分に も 地が ね を 出して 來た こ "い 

はれる。 そして それだけ、 爭 はれない 年齢と いふ ものが ぅゐ くしい 心持ち を 、いて しまったの だ 

と 思った が、 それが 身を賣 つてから、 僅かに 三 四 ヶ月のう ちに だから、 かの 女 も S い， -。 

*j んばん  f  \  W/ 

『今晚 は』 と、 ^ 姿で 裾 を 引きながら 這 入って 行く と、 多少 呼び^れた 容の 口に は、 小お の あだ 力 ムス 

力、 然し、 一 曆 あだ ッ ぼく 見える 様になった。 ばッ ちりした 口に S ひを帶 びて、 引き締った n もとに 

微 Ik を らす樣 子が、 つぶし 田の S の 後れ毛に 糜 でられる j;;" 白い 額に 浮んで、 ^の 心 は" よくと ろ， 

藝者 になった 女  六 三 五 


泡 鳴 <a 第二 卷  コ くーブ 

けさせられ るので ある。 

さうな つてから、 勝 次郞は 一度 i」w 町に 行き、 或 料理屋へ 小 *e を 呼んだ。 もとの 女 13 が兑 あげて 入い 

藝 f なった のに は II 仏した が、 もう、 もとの 様に ぅゐ くしい 大现 石の 女祌に 接する こと は出來 な. 

かった。 

『お前 も變 つた もの だ、 な ァ！』 

『變 つたでしょう』 とば かり、 二人 は 暫く  ml 窗 出ない。 愛 は、 赤ん坊 i に 物 をね だって ゐ；^ お 

常から、 一足飛び にこの 1^ い 女に なった の だと へる から、 どうも、 不 msl でた まらない。 『あの 魔聆 

のお 時が 乘 りうつ ッ たのに 遠 ひない』 と m 心へば、 お 時の 口が お 《めのに 似て ゐ るので はなく、 わ 《めの H 

がお 時の こ^ 來た樣 だ。 つまり、 ITi うの 無 邪氣が どこかへ 行って しまって、 g の や. -に 沈んだ S 

そこびかり 

に は、 悲しい 樣な、 恨めしい 樣な、 而も 人 すれの した 様な 底 光が 出て ゐる 

勝次郞 は、 忘れて ゐ たお 時の 生き £【w がまた 目の前に つて 來た樣 に 思って、 小 《めの 接い ところに 充 

分ォ，^^れた時は、 身の 毛 もよ だつ ほど ぞッ とした。 然し 遠慮 勝ちに 酌 をして^ ひながら、 小 《おから、 

赤ん坊 は 達者で ゐ るかと か、 須 藤の 叔父さん はどうして ゐる とか、 C 分の 關 係の ある ものの 話になる 

と、 矢ッ 張り 元の 女房と しか m 心 はれない。 

S せた ぢゃァ ないか』 と、 通り S のま ずら、 手で もき て やる ところ を、 さう はしないで、 V 


たはる 様に 云 ふと、 

『苦勞 が あるから、 ねえ』 と、 よくく こんな 勤め はい やにな つたと 云 ふ 様な 叶： をつ く。 

『だから、 よせと 云った ぢゃァ ないか』 と、 たしなめ ると、 

『いくら 云った ッて、 兄さんの 一一 一一 c 紫 ぢゃァ 値う ちがない よ。』 

『なって 兑 てから、 分った と 云 ふの か？』 

『ま ァ、 そんな ことでしょう。』 

とぐ 

『それで、 何 か 得で もした ことがある か？』 

『そり ゃァ、 あります とも！ 考 へて 御 g:- なさい。 あたいが 一 二 味 線 を おぼえた の は、 死んだ お母さんの 

お蔭でしょう。 あたいが 氣隨氣 ^にして ゐられ たの は、 兄さんの 働きでしょう。 あたいが P 、：^ になつ 

たの は、 あの 生きて ゐる お母さんの さしがね もあった でしよう。 そんな ことなん かみな 別々 にあたい 

の 何の 役に も 立って ゃァ しない。』 

『立って ない こと はない、 さ。 芝居 をみ たり、 うまい 物 を^ったり、 ぃぃ衣物を^^たりしただけでも 

結構 ぢゃァ ないか？ それに、 三味線 を おぼえて ゐ なかったら、 g 效も m 來る わけ ぢゃァ なかった。』 

『そんな ことなん か、 何でもない、 さ。 死んだ 物に、 三味線 も 衣 物 も 芝； g もお いしい 物 も 入らな かつ 

.た。』 

0 や？ になった 女  六 三 七 
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むざ t 

『然し 现在 お前 は 生きて る ぢゃァ ないか？』 

『生きて るの ァ 生れ 鍵った 人 ii です、 わ。』 

『どうして？』 

『それがぁたぃのi^^たところ、 さ。 今度と いふ 今度、 あたい は あたいと 云 ふ ものが 分った。 力し 

たお I でしよう。 IS て兒 なら、 あたいが あたい を槊 てたん だ。 "； W ひ ツ子なら、 あたいが あたい をれ つ 

たんだ。 今の あたいが を 持つなら、 親 や 世 から 押しつけられ たの はい や だ 11 あたいの 心から 惚 

れ たの を 取って やる。』 

『ぢ ゃァ、 元の よしみで、 おれに 惚れて、 もう 一度 歸 って來 ないか、 子^も ある こと だから？』 

なか 

『 い やなこ ッた！ あたい を 死んだ として 可愛が つ たり、 死んだ^^の お， S から 出た 子供が ゐ たりす る 

ところ へ歸る もんか？』 

『何もお 前 は 死人 ぢゃァ なかった。』 

『死人 も同樣 ぢゃァ ないか？ 苦勞 とい ふいの ちがなかった から。』 

『そり ゃァ、 苦勞 などし ないでも よかつたん だ。』 

『よかった の は、 あたい を 殺して ゐ たん、 さ。 と、 かう、 或お 客に 云 はれた よ。』 

『お前、 そんなに 苦勞 がしたい のか？』 


『したく はない けれど、 したから、 この 得が あつたの だら うぢ ゃァ ないか？』 

『おれ だッ て、 そんなら、 苦勞は ある、 さ。』 

『あるなら、 分です るが いい、 さ。』 

勝 次郞は 手に 持った^ 口の 巾に IS を 一 一三 滴 落した。 然しお 《おは それ を：： ルて、 

『兄さん はもと からのろ い Hf- であった よ』 とば かり、 IS えす 微笑 を； S らして ゐて も、 つんと して、 勝 

次郞に それ 以上 を 云 はせ るへ i 地 を m: へない。 

] たっしゃ 

『お母さん は 達者 か？』 

『あれに も 困る から、 もう、 せっけない 様に しょうと E わって るの。』 

あ ひわ か  .  • 

こんな ことで 和 別れて しまった。 

お 時 は 娘が 魏： 奢に なった ので、 兎に €:、 生活 狀 態が 變 つて、 もと ゐた 丁 を 出て、 近 鹿の 通りへ 移 

轉し、 そこで 鳥 波した 小^物屋 を 開いた。 然し々.. わに 衣 〈：5{ 住に^ 1 をし 出した ので、 ffi の あがり" では 

立って 行かない。 娘に むしん を 云 ふこと が 段々 K かさなって 來た。 それ も、 一^が 二回に なり、 五 回 

が 十回に なると 云 ふわけ だ。 

藝^ に なつれ 女 • 
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け ふ も 亦 娘の 膨ず をし ぼらう として、 その 住み込んで ゐる 吾妻へ 出かけた。 然し S 々のこと である 

から、 われながら、 御 祌燈の 下 をく ぐるの が氣が 引ける 樣だ。 

『s^^ っゥ ちゃん を 呼んで 下さい』 と 云って、 上へ は あがらう としない。 

午前の ことで、 ぉ^；出は寢卷きに紬帶をしめた姿で、 玄關ゎきの小部：^1-に.！^ころんで、 小說 を；^ みな 

がら、 うつらく して ゐ たが、 お 時の as を II いて、 

『ちょ ッ』 と 1^ うち をして、 われ 知らす 极を 引きつらせた。 お，：：： 粉の 刹げ た 素^ は、 睡眠不足の 爲 

めに W  く： えて ゐる。 

『まだ M りが 足りない から、 け ふ は # ひたくない。 ^つてお"， 犬れ！』 • 

『そんな こと を 云 はないで、 a 波 g を 出して お 犬れ、 な。』 

『動きた くもな いんだ。』 

『鳥渡 だからよ。』  . 

『いや だよ！』 

ちょっと 

『a 渡 だからよ。』 

せん まく 

『いや だと 云ったら いや だい』 と、 投げ だして ゐる 足で EIS を^る 一 ぜを させる。 姉さんの 横 一 =55^ に S れて、 

ほかの 子 や 女 巾 もお 時に あがれと は 云 はない。 お 時 は 困った と 云 ふ 様子で っッ 立って ゐる。 餘り 相手 


にされ ない ので、 . お 時が 自分で、 

『それ ぢ ゃァ、 お母さんに すろ 挨^と して、 ^りひ どい ぢゃァ ないか』 と 云 ふと、 

『お母さん、 お母さんて、 よして K はう，.^ てたん だから、 あたい はお 時さん の 子 ぢゃァ ない！』 

また 

『ぢ ゃァ、 誰れ の 子 だい、 まさか、 木の 股から 生れ ゃァ しまいに？』 

『あたい は あたいの 子 だい！』 

『分らない にも が あらう？』 

『分って らい！ また 金を赏 ひに 來 たんだ <x^?』 

『僅か 二三 圓で いいの だから。』 

『fo ^ら ない、 やらない。 もう、 一生 やらない から、 來 ないでも いい！』 

『お 縦さん が IS 者に なった の も、 わたしが 世話した から 出來 たん ぢ やな ァ いか？』 

『そのお 禮は疾 に濟ん でし まった。 可愛 さう だと 思って、 持て 爲 して ゐり ゃァ、 いい；^ にたって つけ 

あがって 來 るんだ。 あたい は あたいの 募で 儲ける 金 だよ。 あっても、 もう、 やらない！』 

お 常 は、 もと、 自分の 懐の 現金 や 身の まわりの 物 をよ く 人に 投げ出して、 その 心 总ハ飒 を^ 分も^ り 

とし、 人 も 亦 讚め てゐ た。 然し それ は 際.： EI 分の 物ではなかった。 また、 ほ 分の 物であった としても、 

死んだ も 同 樣の人 問の 物であった。 それ を 投げ出し たの を ins つたり、 fS めたり したの が， 今では、 を 

® 者 になった 女  六 四 一 
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かしく ッ てなら ない。 そして 燕 著に なっても、 『お 時の $5 ひ 物に はならない』 と 云った 一 W 葉 を 漸く この 

頃に なって 斷行 する ことが 出來- <ft になつ.^. である。 

は 思 ひ 切って、 お 時 4!^ はない v-.@l>v しまった。 

『ああ、 せいくした』 と S に 出した。 そして、 小説の 開いて あると ころ. み 返して ゐ たが、 いつ 

の M にか また 寝入 つて k つた。 

一 0 

お 常 は 一 度須藤の家を-；^：！づれたが、 に fluu くさった へ ぼ說法 を聽か された のが いや になつ 

て、 それ ッ 切り 額 を せた ことがない。 

れいせ ふ 

勝 次郞は 自分が 粲 てられた 女に <w ひに 行った^ 鹿 者 だと 人々 から 冷笑され たので、 またと は.^ ひに 

ほかない if り、 ゆ ズけを 起して 放 ® に 耽り、 ..s^く大ic 屋を つぶして しまった。 

お 43 寸ほ 娘て 寄せつ けられない 樣 になって から、 その 小 物 店 を閉ぢ てし まひ、 世話人が あつたの を 

幸 ひ、 今の 酒屋の ®^ の 女房に なった の だ。 お 《2? の 母 だけに、 ちゃんとして ゐれ ば、 年寄りの かみ さ 

ん として は、 人品 もさう 惡/^ えない。 

聽く ところに 據 ると、 お 常 は、 その後、 自分が うち 込んで ゐた a- の. 爲 めに、 W 來た 金お みんな， 由 


にされ てし ま；^、 自 ハ；^ も 亦！^ てられた。 そして、 今では、 藝者を やめて、 或 博 突う ちの 親分と 1^ に 

なつ r- ゐる さう だ。 

妝 父さんの. fu 則 は、 お 常が お 近に 訪ねて 來た 時の、 不 is に黑 i の 羽織 を引ッ かけた 姿 を 思 ひ 出 

して は、 

『あの 子 もどう して ゐ るか、 なァ』 と IS ひ暮 して ゐる。 

l<s、15 四十 }f4 年) I  . 
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